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フェンスラインの連続測定

晴彦1）

福井

　

長い歴史の中で、サッカーの戦術はめまぐるし

く変化してきた。近年、戦術の進化などにより、

ゲーム中のオフェンスラインとディフェンスライ

ンとの距離（ＯＦ-ＤＦラインの距離）は短くなって

きたといわれる≒実際、「全体的にラインが間延

びしてきた」とか「非常にラインがコンパクトで

ある」といった解説がＴＶ中継においても頻繁に

聞かれ、ＯＦ-ＤＦラインの距離に対して関心も高く

なっている。これまで、サッカーの戦術を様々な

角度から定量化しようと数多くの研究者が試みて

きたが1ヽコペ、このＯＦ-ＤＦラインの距離に関する

研究報告は非常に少なく、特に連続的にラインの

動きを測定した研究はこれまで報告されていな

い。

　

本研究では、1998年８月に行われた高校総体の

準々決勝から決勝戦までの３試合を対象にOF-DF

ラインの連続計測を試み、ＯＦ-ＤＦラインの距離の

１試合の平均値および前後半の比較、５分毎の変

化、チーム別の比較など、その解釈を検討するこ

とを目的とした。

方

　

法

対象としたチームは、1998年度高校総体の準々

Ａ

　

D E　fC　G H　Ｂ

　　

図１

　

対象チームの戦績

磯川

真司6）

正教2）

石崎

丸山

聡之･）

剛生3）

青木

　

崇法制

決勝のＡチーム対Ｄチーム、準決勝のＣチーム対

Ｂチーム、決勝のＡチーム対Ｂチームの３試合で

ある（図１）。撮影には、グランドの半面づつが

カバーできるように、ワイドレンズを装着した８

ミリビデオカメラ２台を使用した（図２）。左右

　　　　　

図２

　

ビデオカメラの設置位置

半面づつが撮影されたゲームの映像を２台のテレ

ビモニターに同時再生し、10cm/ｍｉｎの速度で流

れるペンレコーダーに、二人がそれぞれオフェン

スライン（ＯＦライン）及び（ＤＦライン）の動き

をサインペンで連続記録した（図３）。その際、
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ペンレコーダーによるOF-DFラインの記録
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オフェンス・ディフェンスラインの連続測定

得点した時間、コーナーキック、ゴールキック、

フリーキック、ケガのため試合を止めているなど

の情報を、記録紙に記載した。記録されたOFラ

インとＤＦラインは６秒毎に数値化レOFライン

とDFラインそれぞれの連続記録、OF-ＤＦライン

の距離の変動、ＯＦ-DFラインの平均距離を各チー

ム毎に分析した。

結

　

果

　

対象４チーム（延べ６チーム）のOF-DFライン

の平均距離は40.46mで、最小値6.21m、最大値

86.96mたった。決勝戦における両チームのＯＦラ

インとDFラインの連続記録およびOF-ＤＦライン

の距離の経時的変化を図４に示した。OFライン
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図４

　

決勝戦における両チームのOFライン。

　　　　　

DFライン、OF-DFラインの距離

とDFラインは試合開始から、前後の動きはほぼ

同じ方向で変化していた｡0F-DFラインの距離は

試合中大きく変動し、ＡチームのOF-DFラインの

平均距離は、前半38.05m、後半39.89m、Ｂチー

ムは、前半42.14m、後半41.48mであった。

　

決勝戦における両チームのＯＦ-ＤＦラインの距離

に分毎の平均値）の比較を図５に示した。前半

はＡチームがＢチームに比較してＯＦ-ＤＦラインの

距離が短い傾向にあった。後半は両チームとも

徐々にＯＦ-DFラインの距離が長くなり、試合終7

10分前からOF-DFラインの距離が短くなる傾向に

あった。

→－Ａ

ら･Ｂ

　　　　　　　　　　

Time (min)

　　

図５決勝戦における両チームのOF-DFラインの

　　　　　　　

５分毎の平均距離の比較

　

全試合のoF-ＤＦラインの距離Ｏ分毎の平均値）

の経時的変化を図６に示した。Ａ（決勝戦）、Ｃ、

Ａ（準々決勝戦）チームのＯＦ-ＤＦラインの距離は

前半20分以降から後半開始５分まで、他のチーム

に比較して短い傾向にあったが、後半５分以降は

傾向がみられなかった。

JE

い

に

→― A final

→一B rmal
→－Ｃ
→― B semi
→― A quarter

心-Ｄ

　　　　　

図６

　

対象チームのOF-DFラインの

　　　　　　　　

５分毎の平均距離の比較

　

各チームのOF-ＤＦラインの距離の前後半の比較

を図７に示した。Ｂ（決勝戦）とＡ（準々決勝）
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安松，戸苅，磯川，丸山，金子，沼滓，福井，石崎, Ii"木

以外は、全て後半OF-DFラインの距離が長くなっ

た。勝敗とOF-DFラインの距離の関係はみられな

かった。

　

ＯＦ-DFラインの距離の得点時と失点時の比較を

図８に示した。得点または失点前５分間、３分間、

１分間の平均距離および得点または失点時の距離

のいずれも失点時の方がOF-DFラインの距離が長

い傾向にあったが、いずれも統計的に有意な差で

はなかった。
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得点時と失点時における

　

OF-DFラインの距離の比較

考

　

察

　

今回、２台のビデオカメラにより撮影された試

合を２台のテレビモニターに同時再生することに

より、ペンレコーダーにＯＦラインとDFラインの

動きを連続記録することが可能であることが示さ

れた。高校総体において得られた、OF-DFライン

の平均距離は40.46mであった。 OF-ＤＦラインの距

離を連続解析した報告はこれまでないことから、

海外の一一流プロチームや代表チーム、また国内の

Ｊリーグの試合などのデータとの比較はできな

い。したがって、今回の距離についての議論はで

きないが、今後さまざまなレベルの試合において

測定し、評価する際の基礎データとなると考えて

いる。実際に、我々が冬の高校選手権において同

様に測定した結果では、夏の大会である高校総体

の値よりOF-DFラインの距離が短い傾向がみられ

た（未発表データ）。

　

決勝戦における両チームのＯＦ-DFラインの距離

の比較は、興味深い結果を示した（図５）。試合

開始から５分間は、両チームともOF-DFラインの

平均距離を約35mと非常にコンパクトにして、引

き締まった攻防が展開された。しかし、その後も

平均40m未満にＯＦ-ＤＦラインの距離を保っていた

Ａチームとは対照的に、ＢチームはOF-DFライン

の距離平均42mを越え、徐々に間延びしていった。

そして、両チームの平均OF-ＤＦラインの距離の差

が大きくなった８分(5-lOmin)と25分（20-

25min)に失点した。そして、Ａチームは、間延

びしてきた29分（25-30min）に失点した。後半は

両チーム一進一退の攻防が続いたが、得点なくＡ

チームが勝利した。この結果から、得失点にOF-

DFラインの距離が関与していることが示唆され

た。もうひとつ興味深いことは、試合終了10分前

からＯＦ-ＤＦラインの距離が試合開始時の平均OF-

ＤＦラインの距離に近づいていくことである。

　

１

点を争う緊迫した試合であったことが原因であっ

た可能性はあるが、今回調査した試合の中で１点

差はこの１試合のみであったため検討することは

できない。

　

前チームの５分毎のOF-ＤＦラインの距離の経時

的変化を比較から、チームの特徴またはＯＦ-ＤＦラ

インの距離への意識の有無が示唆された（図６）。

後半は傾向がみられないが、前半は決勝戦で勝っ

たＡチームは準々決勝においてもＯＦ-ＤＦラインの

距離が他のチームに比較して短い。一方、Ｂチー

ムは準決勝においても前半はOF-DFラインの距離

が長いのが示されている。準決勝では、前半押さ

れながらもＯ点に押さえ、後半Ｃチームが間延び

してきてから得点し、その後の点の取り合いを制

した形であった。また、準々決勝で優勝したＡチ

ームに敗れたＤチームは､前半開始直後に失点し、

その後焦りからか、ＯＦ-DFラインの修正ができな

いまま、ずるずるとＯＦ-ＤＦラインの距離は長くな

っていったことがわかる。このように、チーム戦

術だけでなく、試合の流れによってＯＦ-ＤＦライン

の距離は大きく影響を受けることが示された。

　

試合中における移動距離が後半減少することが

報告されていることからべＯＦ-ＤＦラインの距離

は後半に長くなることが予測されたが、その傾向

を示さないチームもあった（図７）。気温35°Ｃを

超える環境の中で行われた今回の試合において

も、平均すると大きな減少はみられないことが示

された。したがって、OF-DFラインの距離への疲



オフェンス・ディフェンスラインの連続測定

労の影響は平均値でみるのではなく、例えばDF

ラインの押し上げる速度や頻度、またOFライン

の戻る速度など別の角度から解析する必要がある

ことが示唆された。

　

得失点にOF-DFラインの距離が関与するかを検

討するため、全６試合のＯＦ-ＤＦラインの得点時前

と失点時前の距離を比較した（図８）。得失点前

５分間、３分間、１分間、得失点時のいずれの時

間で比較しても、失点時の方がＯＦ-ＤＦラインの距

離が長いが全得失点時にその傾向がみられないこ

とから、OF-DFラインの距離が失点の大きな理由

にならないことが示唆された。実際に失点する際

にはコーナーキックなどのセットプレー時が多

く、例えば、コーナーキック時のOF-DFラインの

距離は通常50mを超える。したがって、セットプ

レー時のOF-DFラインの距離と中盤での攻防時の

ＯＦ-ＤＦラインの距離を、分離して考える必要があ

ることが考えられ、今後の課題となった。

　

このＯＦラインとＤＦラインのが移動軌跡は、試

合の流れを一目瞭然で把握することができるとい

う利点がある。

　

したがって、この軌跡に含まれる

情報は多岐に渡って存在すると思われ、今後様々

な角度から解析を行い、ゲーム分析の分野に応用

できるよう発展させたいと考えている。
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はじめに

'98ワールドカップに

山中

　

邦夫1）

　　　

山中

おける日本代表のBall-possession

西川

智之4）

　

サッカー日本代表チームは、アジアの第３代表

として、1998年・ワールドカップ本大会（以下、

’98ワールドカップと呼ぶ）に念願の初出場を果

たした。

　

そこで今回は、198ワールドカップでの日本代

表が戦った３試合で如何なる戦いをしたかに関し

て、技術・戦術的観点から、日本代表のチームに

よるボール保持を中心に、その実態と今後の課題

等について検討することを目的とした。

　

今回の分析に用いたコンピュータによる記述分

析システムは、試合で使用した技術(Action)に

注目し、それが、いつ（Ｔｉｍｅ）どこで(Place)、

誰(Player)によって実行されたかを記録・分析

するものである。

2-1.試合における技術使用回数

　

表１に３試合の各チームの技術使用回数を示し

た。攻撃では、速攻と、遅効の２種類があるが、

守備組織が整っている時には、味方での「パス」

と「ドリブル」等を有効に使って、相手を突破す

る隙間を作る必要がある。そのために、チーム単

位でのボール保持能力は必須の条件となる。この

保持能力が弱いと、相手ゴールへの効果的に近づ

表1

　

1998 ・ワールドカヽｙプにおける日本代表と相手チー

　　

ムの試合における技術使用回数(Frequencies/Game).

　

勤･）

浅尾

増田

　

和実3）

直宏ヽ）

くことができないばかりか、攻撃途中で相手にパ

スをカットされ、ピンチを招くこととなる。この

意味から、ドリブルとパスの使用回数を見ると、

まず「ドリブル」では、日本と対戦相手の順に、

対アルゼンチン戦では、49 : 88であり、クロアチ

ア戦が、58 : 83、そして、ジャマイカ戦では、

54 : 62であり、日本のドリブルの使用は、少なか

ったといえる。また、パスについては同様に、対

アルゼンチン戦では、336 : 462であり、クロアチ

ア戦が、402 : 336、そして、ジャマイカ戦では

461 : 386であった。日本のパス使用数は336～461

と比較的大きな値であった。このパスを多用する

プレースタイルは、これまでの報告結果（山中ら、

1993b)と同様に、最近の日本代表の特徴である

といえる。

2-2.エリア別に見たパスの分布

　

図１～３に、１試合全体のパスの分布について、

日本と相手チームとの比較をした。サッカー場を

縦に３分割、横に６分割、合計18のエリアに分割

した。そして、味方のゴールから相手ゴール方向

　　　　

㈲

　　　　　　　

Zone

Fig. 1　The distributionof passes for Japan and

　　　　　　　

Argentina, (frequency/game)
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198ワールドカップにおける日本代表のＢａｌトpossession

　　　　　　　　　　　　　　

において、ベスト８に勝ち残った強豪チームは、

Fig. 2　The distributionof passes forJapan and

　　　　　　　　

Croatia, (frequency/game)

　

Fig.3 The distributionof passes forJapan and

　　　　　　

Jamaica, (frequency/game)

への横６分割を、Ａ～Ｆと表した(Ａ～Ｆが攻撃

方向となる)。

　

まず、中央の縦のエリア別のハス数に注目して

みると、第１戦では、日本が、Ａから順に、7－

30－33－33－13－1であっだのに対し、アルゼン

チンは同様に、11－28－60－53－26－2であった。

これを、フィールドを横に３分割した、序盤・中

盤・終盤の３分割で計算すると、序盤では、日本

とアルゼンチンは、37 : 39、中盤が66 : 113、終

盤が14 : 28となり、中盤と終盤でアルゼンチンが

圧倒的にパスを多用し、ゲームを支配していたこ

とが推察される。このフィールドの中心線は、攻

撃・守備ともに重要な意味を持つ。試合では、両

ゴール前は勿論だが、中盤地域でも、中心のエリ

アは両チームの選手が密集しやすく、プレッシャ

ーが厳しいエリアである。1990年ワールドカップ

相手コート中心部（特にペナルティーエリアの前）

でより多くプレーする傾向があり、予選リーグ｀で

敗退したチームは、より多くオーブン攻撃をする

傾向があるとの報告(Hugesら、1988)がある。

アルゼンチンは、今回ベスト８であったが、この

指摘の前者に該当するチームであったと考えられ

る。しかし、今回初出場で３位まで勝ち進んだク

ロアチアは、この傾向とは異なっていた。対日本

戦では、ハーフラインより味方コート側でのパス

が209回であり、相手コート側でのパスは83回と、

自陣サイドでのプレーが多かった。クロアチアは、

失点を最小限にするため、根本的にディフェンシ

ブな戦法を採っていたことが考えられる｡そして、

戦況に応じてじわじわと攻勢に転じたり、相手の

ミスから一気に速攻を仕掛ける作戦であったと考

えられる。これまでに、世界３大地域とカメルー

ンのサッカーを比較した報告(Yamanaka et. al.

1993a)もあるが、どのような戦法を採るのかは、

チームを構成する選手の技術・戦術・体力的なレ

ベルという目的的な条件と、その国の気候風土、

国民性、文化、価値観等という選手を取り巻く条

件が影響するものである。結局、クロアチアにと

っては、いわゆる守備的サッカーが、彼らに最も

大きなチームカを発揮させるものであったと考え

られる。アルゼンチンやブラジルなどラテン地域

の強国は、元々中央突破で相手を破るテクニック

と戦術及び体力的強さを備えている選手が存在す

るチームであり、このことに加え、中央を攻撃す

ることによって生まれる外のスペースを利用し

て、サイドから相手を崩す攻撃パターンも持って

いるチームである。前述のHughesらの報告は、

ラテンに限らず、世界の強国はオープン攻撃のみ

に偏らず、中央を突破できるだけの高いドリブル

力やパスのコンビネーションを有していることを

強調しているものと解釈したい。しかし、いずれ

にしても、勝つためには相手よりも多くの得点を

上げねばならず、アルゼンチンにはパティスチュ

ーク、クロアチアにはスーケル（本大会の得点王）

という傑出したストライカーがいたことは見逃せ

ない。

　

次に、第２戦では、日本の中央での各エリア別
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山中，西川，増田，山中，浅尾

パス分布は、14－32－48－48－13－2に対して、

クロアチアは13－23－61－29－9－Oであり、相手

コートでは、日本の方が優勢（63 : 38）であった。

また、第３戦でも、日本は、中盤以上の中央各エ

リア全てにおいて、ジャマイカより大きな数値を

示したことから、日本がパスに関しては圧倒した

試合であったといえる。

　

最後に､サイドのエリアでのパス分布について、

対戦順に、且つ､序盤・中盤・終盤の順にみると、

日本は、第１戦では、左が28－62－13、右が15－

45-13であり、第２戦では、左が23-71-26、右

が23－81－13、そして、第３戦では、左が15－

68－26、右が16－76－24であった。第１戦では相

馬選手が積極的に攻撃参加してチャンスを作り出

す作戦は機能せず、ディフェンスに回らざるを得

なかったことが読みとれる。第２戦、第３戦では

左サイドの終盤でのパス回数が増加していた。ま

た、日本は最終予選時から右の楢橋選手の攻撃参

加は比較的少なかったが、第３戦では、24回と左

右の偏りがなくなっていたことも特徴的であっ

た。また、相手コートにおけるサイドでのパスの

比較をすると、第１戦では、左は37 : 30（日本：

相手、以下同様）、右は30 : 40であった。また、

同様に第２・３戦について、日本対クロアチア、

日本対ジャマイカの順にみると、まず前者は、左

が56 : 18、右が54 : 27であり、そして後者は、左

が68 : 34、右が65 : 32と、日本のパス数は相手チ

ームの約２倍であった。これは、日本の攻撃がオ

ープン攻撃に重点が置かれていたことを証明する

ものであると同時に、Hughesら(1988)の指摘

のように､中央エリアの攻撃の困難さと相まって、

相手ディフェンスに外へ追い込まれていったこと

が推察される。

　

これまでみてきたようにパスに関しては、アル

ゼンチン以外の２試合では、日本が優勢に戦った

ことが考えられるが、シュート数ではクロアチア

の方が６本多く打っていた（11 : 17）ことや、逆

に、ジャマイカより13本も多く打った（24:ｎ）

にもかかわらず、いずれもO－1、1－2での敗戦で

あったことから、日本の課題は、中央突破の攻撃

パワーを上げるために、相手ゴール前・中央エリ

アでの、シュートへ繋ぐコンビネーションの確立

とその精度を上げること、および、当然だが、フ

ィニッシュの決定力を上げることであると考えら

れる。

2-3.ボール保持時間について

　

表２に、３試合における各チームのハスに関し

て、ボール保持時間(Sec.)、総関与人数(Player)、

総パス数(Passes)、総移動距離(Distance, m.)

　　　　

表2

　

1998 ・ワールドカップにおける

　　　　　

各チームのパスに関する分析

７

Japan

Argentina
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Jamaica
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Ｏ　内の数字は後半の値を表す。

の試合毎の値を前・後半別に示した。

　

まず、ボール保持時間をみると、第１戦では、

前半は両チームほぼ同値であったが、後半ではア

ルゼンチンが約３分多いという結果であり、日本

のボール保持率（以下比率は日本の値を指す）は、

それぞれ50.5%、44.4%であった。また、第２戦

では、前半において日本の方が約２分多く

(53.1%)、後半約２分少ない値(46.8%)であっ

た。そして、第３戦では、前半は両チームほぼ同

値(49.7%)であったが、後半は日本の方が約２

分上回った(53.5%)。これらの結果は、前述の

エリア別ハス分布での傾向とほぼ同様であった

が、第２戦の後半は相手チームの方が優れていた

ことが考えられる。

　

次に、パス１［司当たりのボールの移動距離を計

算すると、前後半別に、日本：アルゼンチンは、

10.3m : 7.3m、10.2m : 6.9m、日本：クロアチア

は、8.9m : 9.2m、12.2m、11.1m、そして、日

本：ジャマイカが、8.4m : 10.6m、11.1m:9.6m

であった。日本のボール移動距離は、対クロアチ

ア戦の前半と対ジャマイカ戦の前半を除けば、対

８１３

　　　　

１７６

　　　

１６６

　　　

1589

Timesec.　Pla er　　Passes　　Distanmceｍ
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戦した相手よりボール移動距離が大きく。特に、

第１戦での差、約３ｍについては、パスの使用の

仕方に違いがあることが推察される。

著者のゲーム観察によれば、第１戦は次の通りで

ある。「アルゼンチン戦の前半は互角、アルゼン

チンは速いショートパスを多用、日本は遅く、フ

ォローが効かない。ダイレクトパスも少ない。後

半はアルゼンチン優位であった」。これらを合わ

せ検討すると、日本のパスの距離が相手より比較

的長いのは、日本より相手の方が、ドリブルの使

用や移動を伴うトラッピング動作が多く、より動

きながらパスを使用していることが推察される。

これに対して日本は、中田選手以外はドリブルの

多用は避け、パス回しをすることによって、グル

ープやチーム単位としてボールを保持をしようと

したことや、動きの中ではなく、ボールを足下に

止めすぎることが、ボール付近のプレッシャーの

厳しさを招き、結局、ロングパスを多用したこと

が原因であると考えられ、個人のスキルおよびチ

ーム戦術の改善を要するポイントであると考えら

れる。

　

今後は、パスの長短の出現の実態やそれらの割

合等に着目して、さらに検討することが課題であ

ると考えられる。つまり、単なる数値の意味の解

釈にとどまらず、試合状況（フィールドの場所や

敵・味方のポジションなど）を含ませていくこと

の必要性や、同時に、両チームの個人・グルー

プ・チームとしての技術・戦術・体力・精神力と

しての総合力のぶつかり合いの中から出された結

果であるということを、処何に分析の観点に反映

させていくかが重要であると考えられる。実際に

試合に臨む監督やコーチは、ゲームの速い流れの

中で即時的（あるいは瞬時）に、質的なものも含

め、必要な情報の選択・評価をしているのである

が、この点が著者らの今後の課題であると考えて

いる。

３。まとめ

　

日本代表チームが初出場した、’98ワールドカ

ップでの３試合について、コンピュータの記述分

析システムを用いて、技術・戦術的観点から、そ

の実態と今後の課題等について検討した。結果か

ら、今後の日本代表チームにとっての課題は、以

下のようなことが考えられる。

１）日本は、もともとパスを多用し、グループや

　

チーム単位としてボールを保持を重要視し、シ

　

ステマティックに攻撃を組み立てるチームであ

　

ったが、ドリブルによる個人的突破のプレーを

　

効果的に混在させるよう、戦術を改善すべきで

　

ある。

２）日本の攻撃がオープン攻撃に重点が置かれて

　

いた傾向が認められたが、中央突破の攻撃パワ

　

ーを向上させるための、相手ゴール前・中央エ

　

リアでの、シュートへ繋ぐコンビネーションの

　

確立とその精度を上げること｡そのことにより、

　

オープン攻撃そのものの精度を更に高められる

　

と考えられる。そして、当然だが、フィニイッ

　

シュの決定力を上げることが課題であると考え

　

られる。
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秀雄3）

はじめに

　

サッカー日本代表チームは1998年フランス大会

においてワールドカップ初出場を実現した。我々

はフランス本大会現地競技場においてこれまで実

施してきたゲーム分析の手法を用い多項目の分析

を実施した。その中から直接現地にてデータ収集

することによって信輯陛の高い結果が得られるボ

ールキープタイムなどの時間分析、日本チームが

ワンプレーに要する時間、および移動距離に関す

る内容を報告する。

方

　

法

調査対象ゲーム

　

対象としたゲームは、1998年６月14日、日本対

アルゼンチン戦（ツールーズ、14 : 30）、6月20

日、日本対クロアチア戦（ナント、14 : 30）、6

月26日、日本対ジャマイカ戦（リヨン、16 : 00）

の予選リーグ３試合であった。

調査内容

　

多項目のゲーム分析用プログラムに利用できる

よう、ゲームの進行にともないプレーヤーとボー

ルに関わる情報を音声人力しながらボール中心に

デジタルＶＴＲで撮影した。その他に移動距離と行

動軌跡を求めるため、対象とするプレーヤーの動

きを専用用紙に５分ずつ記録した。データ収集は

対アルゼンチン戦６名、クロアチア戦、ジャマイ

カ戦は４名のボランティアにより実施した。

　

ゲーム終了後、ＶＴＲ再生映像により、デジタル

ビデオカメラに記録された時間記録を基準にし、

５分ごとに両チームのボールキープタイムを秒単

位で計測した。ルールに基づきボールがフィール

ﾄﾞ内にあって、プレーが続いている時をインプレ

ーとし、その中で相手チームに明確にボールが渡

るかアウトオブプレーになるまでを一方のチーム

のキープタイムとした。

　

これまでに現日本代表チームのプレーヤーを対

象としてゲーム中の移動距離を測定してきたが、

フランス本大会の試合についてもアルゼンチン戦

では山口、中田、城の３選手、クロアチア戦、ジ

ャマイカ戦では中田の移動軌跡を観客席から記録

した。移動距離はキルビメータによって計測換算

する方法により求めた。

結果および考察

　

表１～表３に各試合の日本、相手チームのキー

プタイムとアウトオブプレーを５分単位にて示し

た。なお、前後半のロスタイムも計測したが集計

から除外した。アルゼンチン戦90分のキープタイ

ムは日本23分21秒、アルゼンチン30分49秒、アウ

トオブプレーは35分50秒、クロアチア戦は日本28

分43秒、クロアチア26分26秒、アウトオブプレー

は34分51秒、ジャマイカ戦は日本30分40秒、ジャ

マイカ30分06秒、アウトオブプレー29分14秒であ

り、アルゼンチン戦における日本チームのキープ

タイムは最も少なかった。これまで報告されたイ

ンプレータイムは23分から30分の範囲であること

から、この３試合はほぼその範囲であった。

　

これらのデータをもとに、５分を単位として日

本チーム、相手チームのキープタイム及びアウト

オブプレーを経時的に示した（図１）。さらに、

各ゲームごとに両チームのキープタイム及びアウ

トオブプレーの割合を算出したところ、日本チー

ムのボールキープ率はアルゼンチン戦25.9%、ク

ロアチア戦31.9%、ジャマイカ戦34.1%であり、

アルゼンチン戦では8.3%相手チームより少なか

1）大東文化大学

　

2）船橋北高等学校

　

3）立教大学

　

4）読売日本サッカークラブ

　

5）ＮＳＤ
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ワールドカップ・フランス98日本代表チームのボールキープタイムおよび移動距離

表Ｉ

　

ＷＣ日本対アルゼンチン戦のボールキープタイム

分

分

分

　　　　　　

日本

　　　　

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ

　　

ｱｳﾄｵﾌ'プレー

　　　

1sthair2nd hall1st half2nd hall1sthalf 2nd hal

0-5

　

01:15

　

00:42

　

02:42

　

02:17

　

01:03

　

02:01

-10

　

01:11

　

01:10

　

01:36

　

01:25

　

02:13

　

02:25

-15

　

01:38

　

01:41

　

01:37

　

02:13

　

01:45

　

01:06

,20

　

01:30

　

01:26

　

01:32

　

01:51

　

01:58

　

01:43

-25

　

01:21

　

00:47

　

01:44

　

01:39

　

01:55

　

02:34

-30

　

01:17

　

00:52

　

01:26

　

01:24

　

02:17

　

02:44

-35

　

01:01

　

01:29

　

01:12

　

01:24

　

02:47

　

02:07

40

　

01:31

　

01:18

　

01:50

　

00:52

　

01:39

　

02:50

-45

　

01:37

　

01:35

　

02:43

　

01:22

　

00:40

　

02:03

half

　

12:21

　

11:00

　

16:22

　

14:27

　

16:17

　

19:33

total

　　　

23:21

　　　　

30:49

　　　　

35:50

表２

　

ＷＣ日本対クロアチア戦のボールキープタイム

　　　　　　　

日本

　　　　

ｸﾛｱﾁｱ

　　　

ｱｳﾄｵﾌ'ﾌﾚｰ

　　　　

lst half 2nd hall 1st half2nd hall 1st half 2nd hal

0-5

　

02:01

　

01:44

　

01:45

　

01:24

　

01:14

　

01:52

-10

　

01:47

　

01:32

　

01:37

　

01:15

　

01:36

　

02:13

-15

　

00:36

　

01:50

　

01:44

　

02:06

　

02:40

　

01:04

-20

　

01:56

　

01:46

　

01:55

　

01:28

　

01:09

　

01:46

-25

　

01:23

　

00:39

　

01:35

　

01:20

　

02:02

　

03:01

-30

　

01:24

　

01:29

　

01:34

　

00:57

　

02:02

　

02:34

-35

　

01:56

　

01:43

　

01:49

　

00:53

　

01:15

　

02:24

-40

　

02:14

　

01:23

　

00:55

　

01:12

　

01:51

　

02:25

,45

　

01:48

　

01:32

　

01:32

　

01:25

　

01:40

　

02:03

half

　

15:05

　

13:38

　

14:26

　

12:00

　

15:29

　

19:22

total

　　　

28:43

　　　　

26:26

　　　　

34:51

表３

　

ＷＣ日本対ジャマイカ戦のボールキープタイム

　　　　　　　

日本

　　　　

ｼﾞｬﾏｲｶ

　　

ｱｳﾄｵﾌﾟﾌﾟﾚｰ

　　　　

l$t half2nd hall1st half2nd half 1sthalf 2nd hal

0-5

　

02:18

　

01:10

　

01:37

　

01:29

　

01:05

　

02:21

-10

　

01:52

　

01:30

　

01:51

　

01:52

　

01:17

　

01:38

,15

　

02:38

　

01:31

　

01:37

　

01:14

　

00:45

　

02:15

-20

　

01:30

　

01:33

　

01:57

　

01:54

　

01:33

　

01:33

-25

　

02:07

　

01:52

　

01:51

　

01:09

　

01:02

　

01:59

-30

　

01:31

　

02:05

　

02:30

　

01:07

　

00:59

　

01:48

-35

　

01:28

　

01:12

　

01:26

　

00:47

　

02:06

　

03:01

-40

　

01:30

　

01:58

　

00:55

　

02:17

　

02:35

　

00:45

-45

　

01:39

　

01:16

　

02:18

　

02:15

　

01:03

　

01:29

hair

　

16:33

　

14:07

　

16:02

　

14:04

　

12:25

　

16:49

total

　　　

30:40

　　　　

30:06

　　　　

29:14

ﾛｱｳﾄｵﾌﾟﾌ'ﾚｰ

・ｱﾙｾ'ﾝﾁﾝ

●日本

ﾛｱｳﾄｵﾌ'ﾌ'ﾚｰ

・ｸﾛｱﾁｱ

●日本

ﾛｱｳﾄｵﾌ'ﾌ'ﾚｰ

ﾛｼﾞﾔﾏｲｶ

１日本

図Ｉ

　

ＷＣフランス大会、日本代表チームのボール

　　

キープタイム、アウトオブプレーの変化

つたものの、クロアチア戦では2.5%、ジャマイ

カ戦では0.7％とわずかに日本チームのキープ率

が上回った。

　

さらに時間経過にともなうゲーム支配率の変化

をみるために、アウトオブプレーを除いたインプ

レータイム中のキープ率を15分ごとに求めた（図

２）。アルゼンチン戦前半の日本は40％台、後半

の30分までは30％台とすべてアルゼンチンの占有

率が上回っていたが、最後の15分には日本が

54.6%、アルゼンチン45.4%と初めて日本チーム

が上回った。失点は最小失点の１点にとどまった

が、最後の15分を除く75分は常にアルゼンチンが

試合を優位に支配していたことを示す結果となっ

た。それに対しクロアチア戦では前半の30分まで

はクロアチアが50％を超えていたが、残りの60分

は日本の占有率が上回った。またジャマイカ戦も

日本が優位な時間帯がO～15分と60～75分の30分

間、また30から45分はジャマイカ52％に対し日本

48％と僅差であり、アルゼンチン戦と比較すると

残りの２試合はボールのキープ率ではほぼ互角の

戦いであった。

0-15 15-30 30-45

0-1S lS-30 30-45

0-IS 15-30 30-45

4S-≪0 60-75 75-W

45-60 60-75 7S-90

45-60 60-75 75-90

図２
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大橋，金子，沼滓，川端，武田

移動距離

　

アルゼンチン戦の３選手の移動距離は、山口

8,488m (前半4,288m、後半4,200m)、中田

10,260m(前半5,192m、後半5,068m)、城11,827m

(前半6,217m、後半5,610m)であった(表４上)。

これまで収集してきた多くのデータや内外の先行

研究1) 2)3)1)5)6)7)8)からポジションごとに集計する

と、ミッドフィルダーの移動距離が最も多く、次

にフォワード、最も少ないのがディフェンダーと

いうものが殆どであるが、このゲームに関しては

フォワードの城が３名の中で最も多いという特徴

を示した。

　

表４

　

ＷＣフランス98におけるゲーム中の移動距離

アルンチン

　

0-15 15-30 3045　1st 45-≪060-75 75-90 2lKl Tool減少率

　　　

田

　　

1856 16％　1640　5192 1768 1668 1632 S068 ia2≪o 14％↓

　　

山口

　　

1404 1372　1512　4288 1404 1380 1416 4200 8488　2.1%↓

　　　

城

　　

1998 2090　2130　6217 1870 1918 1822 5610 11827 9.8%↓

　　　　　　　

0-15 15-30 30-45　tst 45-60 60-75 75-90 2Dd ToIbI

中田(アルゼンチン01856 16％　1640　5192 1768 1668 1632 5068 10260 2.4%↓

中田(クロアチア■)2138 1％2　2037　6138 2464 2147 2636 7247 13385 18.1%↑

中田(ジャマイカ)2328 2336　2108　6772 1976 2235 2002 6213 12984 8J% 1

　

３試合ともデータを収集することのできた中田

の場合は、アルゼンチン戦10,260m、クロアチア

戦13,385m、ジャマイカ戦12,984mであった(表

４下)。アルゼンチン戦はやや少なかったがクロ

アチア戦ではそれより3,000m以上も多かった。

また、トータル13,000mの移動距離を超えるよう

な運動量の多いゲームでは、後半に移動距離が顕

著に減少する傾向が一般的にみられるが、中田の

場合最後の15分に2636mと極めて高い値を示し

か。

　

さらに５分間ごとの移動距離から試合の進行に

伴った変動をみたところ､アルゼンチン戦の場合、

前半40分までフォワード城の移動距離が他の２名

を常に上回っており、後半は攻撃的ミッドフィル

ダーである中田と類似した値で変化を示した(図

３)。

　

また、中田の３試合を比較してみると、いずれ

のゲームでも後半に運動量が落ちる傾向はみられ

ず、ほぼ同レベル、あるいは高いレベルで推移し

ていることが分かった。1997年９月から行われた

WCアジア最終予選ホームゲーム４試合では5)、

いずれの試合も後半の運動量が低下し、特にトー

タルの移動距離が多いほどその傾向が強かった

翻

一

　
　

印

　
　

一

　
　

｀

　
　

(
･
Ｂ
Ｓ
／)
糠
威
叙
緯

300

　　

-5 -15 -25 -35 -45 -55 -65 -75 -85

図３

　

ＷＣフランス大会対アルゼンチン戦，

　　　

日本代表３名の移動距離

表５

　

中田選手のゲーム中の移動距離

　　　　　　　　　　　　

lslhalf 2ndhalf　total

　　　　　　　

アルセ'ﾝﾁﾝ取

　

5,192

　

5,068

　

10,260

　

2.4%

　

フランス大会

　　

ｸﾛｱﾁｱ取

　

6,138

　

7，247

　

13,385 -18.1%

　　

1998

　　　

ｼﾞｬﾏｲｶ戦

　

6,772

　

6，213

　

12,984

　

8.3%

　　　　　　　

ｳｽﾞへ'ｷｽﾀﾝ戦6,458

　

5,340 11,798 17.3%

　

,.

　　　　　　

韓国戦

　　

5,834

　

5,250

　

11,084

　

10.0%
アンア最終予選

　　

UAE戦

　　

5,534

　

5,397

　

10,931

　

2.5%

　　

1997

　　　

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ戦

　

6,602

　

5,296

　

11,899

　

19.8%

(表５)。しかし、フランスにおけるクロアチア戦

ではトータルの運動量が最も多かったにもかかわ

らず、厳しい時間帯である最後の15分には極めて

高いレベルで推移していることが明らかになった

(図４)。

2700
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図４

　

中田選手のWC98アジア最終予選と

　　　　　

本大会の移動距離の変化

　

５分ごとに収集した移動軌跡の図をイメージス

キャナーで取り込み、重ね合わせる方法川こよっ

て移動図を作成しプレーヤーの行動範囲を観察し

たところ（図５）、中田の３試合では、アルゼン

チン戦ではハーフライン付近が中心であり、クロ

アチア戦、ジャマイカ戦と相手陣内に多く入り込

んでいることが観察された。最後の15分間に

2,636mと極めて豊富な運動量を示したクロアチ

ア戦後半では、密度も濃く、攻守にわたりかなり
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あり、クロアチア戦の後半残り30分では3.3～3.4

秒と長くなった。

　

日本チームの攻撃時における戦術に早いパス回

しが必要と仮定すると、試合開始後と比較して時

間経過にともない、プレーヤーがボールに関わる

時間が次第に長くなることは、チーム戦術のパフ

ォーマンスが低下したと評価できる。このことか

ら、フランス大会における日本代表チームの３試

合を比較すると、トータルの攻撃時間は最も少な

かったが、最後までワンプレーに要する時間が短

かったアルゼンチン戦が３試合中の攻撃では最も

高く評価できるものと考えられる。

まとめ

　

サッカー日本代表チームを対象としてフランス

本大会においてゲーム分析を実施した。分析項目

のうちボールキープタイムなどの時間分析、日本

チームがワンプレーに要する時間、および移動距

離に関する内容について検討した。

　

その結果､日本チームのボールキープタイムは、

アルゼンチン戦では劣ったがクロアチア戦、ジャ

マイカ戦ではほぼ互角であった。また、移動距離

のデータから、守備的な戦術によりフォワードの

動きがミッドフィルダーより多いなどの特徴が見

られた。また、ワンプレーに要する時間について、

キープ時間では最も少なかったもののアルゼンチ

ン戦が試合開始から終了までほぼ一定のペースで

あり、他の試合と比較して攻撃面ではチーム戦術

のパフォーマンスは高かったことが示唆された。

30-45

文

　

献
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ＷＣフランス大会における中田選手の移動軌跡

広範囲に動いていることが明らかとなった。

ワンプレーに要する時間

　

日本チームは早いパス回しをチーム戦術の一つ

と位置付けていることが最近の戦い方から観察で

きる。このことから現地でパスに関わるプレーヤ

ーを同時録音し撮影したＶＴＲ映像を用い、日本チ

ームのパスの本数をカウントし、インプレータイ

ム内でパスに要する平均時間を求めた。これらの

結果を15分ごとに比較してみると、３試合とも試

合開始後15分は2.7～2.8秒であるが、その後異な

った傾向がみられた（図６）。ワンプレーに要し

九時聞か最後まで短かったのはアルゼンチン戦で
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はじめに

ポジション別におけるサッカー選手の試合中の

　　　　

心拍数と移動距離について

塩川

塚本

勝行、

浩史、

　

サッカーは前後半90分を激しく動き回らなけれ

ばならないスポーツである。今までの数多くの研

究報告によると、その90分間で選手は約8,000m

～12,000mを移動していると言われるリ)に)。これ

らの約10kmの移動は、常に一定のスピードでは

なく、無酸素的な運動である全力疾走などのダッ

シュの割合は２～３％で全体の80％～90％がスタ

ンディング､ウォーキング､ジョギングといった有

酸素的な運動であることなどが報告されている‰

また、模擬ゲーム中の心拍数から運動強度を推定

する研究も行われてきたが1心ヘポジション特性

から見た運動強度についての報告は少ない。

　

サッカー選手をトレーニングしていく上で、十

分な基礎体力は必要であるが、基礎体力が備わっ

た後には、ポジション別の動き、運動強度を考慮

してトレーニングを行っていく必要がある。

　

本研究では男子大学サッカー選手を対象に、実

際の試合中の移動距離と心拍数の変化をポジショ

ン毎に比較、検討し、今後のポジション別におけ

るトレーニングの基礎的資料を得ることを目的と

した。

方

　

法

　

被検者は、九州大学サッカーリーグに所属する

男子大学サッカー選手10名（年齢:19 ｡5土0,7才、

身長:173.0±８ｃｍ、体重:64.3±8.3kg)であり、

3-5-2システムとする単独チームで測定を行った。

ポジション別の内訳は、ＤＦ３名、ＭＦ３名、FW

２名、及びポジション特性を考慮してMFの両サ

イド２名をＷＢとした。

　

試合は、１試合であるとゲームの内容で大きく

鹿屋体育大学

島畑

井上

欣史

尚武

左右されるため期間をおいて２試合行い、その平

均値を用いた。

　

移動距離については、これまでに多く行われて

きた筆記法を用いながら、独自に作成したサッカ

ーグランドの1/350の縮小図の用紙を５分毎に交

換しながら、選手がグランドを移動する軌跡を高

所から観察、記録し、後にキルビメータにより移

動距離を産出した。

　

心拍数の測定については、Canon製のハートレ

ートモニター・バンテージＸＬを装着し、５秒毎

の心拍数の変化を90分間記録した。なお、前半開

始及び後半開始の２分間は、正確なデータを得る

ために用いなかった。本研究の最高心拍数は被検

者が最大努力で行った12分間走時の最大心拍数を

用いた。

　

ゲームは、１試合目が2-3で負け、２試合目が2-

1で勝利と試合とも相手チームと互角の内容であ

った。

結果及び考察

　

表１は被検者の２試合の平均移動距離及び平均

の心拍数について示したものであるが、結果は全

てのポジションにおいて、１試合中の平均移動距

離は最小で9,668m、最大で11,377mであり、これ

までに報告されたもの5) 7)8)12)と一致した。また、

前後半に分けて見るとどの選手においても前半

が、後半よりも多く移動していた。これをポジシ

ョン別で見たものが図１である。 DF (10,480±

766m)＞ＭＦ(10,465±869m) >FW (10,312±

558m) >WB (10,254±411m)の順であったが、

あまり差は見られなかった。特にＤＦの移動距離

が多かっだのは、ＤＦであるが積極的に攻撃にか

らむS.Ｍ選手の運動量が特に多かったためと考え
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ポジション別におけるサッカー選手の試合中の心拍数と移動距離について

られる。また、前半、後半については、ポジショ

ン別に差は見られなかった。

　

表1

　

被検者の試合中の平均移動距離及び平均心拍数

　

被検者

　　

甲均移動距離（ｍ）

　

１２分間走

　

HRmax

　

平均心拍数｛佃／分｝

　

^HRmax (X)

｛ポジシｉン｝前半

　

後半

　

合針（ｍ）（拍／分）前半

　

後半

　

合計

　

前半

　

破半

　

合叶

Y, Y (DF) 5067　4663　9930　3245　193　162　158　160　840 816 82,8

T R CDF) 5186　49S0 10136　3380　185　165　155　160　ee.9 835 862

S, M (OF) 5975　5402 U377　3365　196　167　164　166　849 83.2 84.0

　　

平均

　

5400

　

5072 10481　3330　191.3　164,7 159 0 162.0 859 a28 84.3

　

標準偏差

　

493

　

289

　

783

　

74 0　　5 7　2,5　46 3.5　26 10　17

0 T (WB) 5514　4907 10421　324S　201　174　170　174　86 6 8S 3 e6 1

M. K (WB) 5120　4969 10089　3160　197　177　172　173　e9 6 ∂90 893

　　

￥均

　

5317

　

4936 10E55　3203　199 0　175.S 171 0 173 S aa.i　872 87.7

　

標準偏差

　

279

　

44

　

235

　

601

　　

28

　

21

　

1.4

　

07

　

2.1

　

26

　

23

S. K (MF) 6600　5311　10911　3256　195　177　176　177　90 5 87,2 88.a

K. I (MF) 5884　4993 10877　3100　198　17e　164　170　89.0 02.6 85.S

K S (MF) 6011　46S7　9666　3150　195　167　163　165　85.3 83.6 844

　　

平均

　

5498

　

4987 1C485　3168　196 0　173 3 167 7 170.7 88 3 84 4 863

　

隷準備魯

　

４４５

　

３２７

　

７０８

　

７９

　　

１７

　

５５

　

７２

　

６,０

　

２,７

　

２５

　

２．２

Ｆ．ＳくFW) 5398　5053 10451　3375　209　170　1S3　167　811　78､0 79e

H K (FW) 5223　4950 10173　3450　192　164　162　163　655 64 4 849

　　

甲均

　

S311

　

5002

　

10312

　

3413

　

2Q0 5　167､0 1625 16S 0 833 61,2 a23

　

標準偏差

　

１２４

　

７３

　

１９７

　

５３

　　

１２０

　

４２

　

０７

　

２８

　

３１

　

４５

　

３７

　　

平均

　

5396

　

5006 10403　3273　196　t69.9 164.7 167 S 66.5 838 852

　

標準働差

　

３３９

　

２１４

　

５１９

　

116.1

　　

６．２

　

５７　６,３　５９　２９　３０　２８

□2nd

■ 1st
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各ポジションにおける最高心拍数に

　　　　　

対する試合中の平均心拍数

　

また、試合中の心拍数は、１試合160～177拍／

分となり、10人の平均心拍数も167.5±5.9拍／分

となり、また、HR%maxにおいても、１試合78.0

～90.5%となり、10人の平均も85.2±2.8%であり、

今までの報告1) 3)9)10)11)と同様な結果が得られた。

また、前後半については、平均心拍数で前半

169.9±5.7拍／分、後半164.7±6.3拍／分と５拍／

分ほどの減少が見られた。

　

図２は各ポジションにおける最高心拍数に対す

る試合中の平均心拍数を示したものであるが、

HR%maxがWB (87.7%) >MF (86.4%):＞DF

(84.4%) >FW (82.2%)となり、移動距離では少

なかったＷＢが高い心拍数で移動していた。また、

前後半においても各ポジションとも減少傾向が見

られた。

　

図３は、ポジション別による最高心拍数に対す

る試合中の心拍数に対する試合中の心拍数の割合

を示したものである。 85%HRmax以上の心拍数

でＷＢは試合中の73％を、MFは66％を行ってい

たのに対し、ＤＦは51％、ＦＷは44％であった。特

にＷＢにおいて90%HRmax以上では42％という結

果であった。また、90％ＨＲｍａｘ～95%HRinaxで

差はあるものの、ほぼDFとＦＷは同じ運動強度で

試合を行っていた。
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る前後半及び試合中の心拍数の割合を示したもの

である。WB、MFにおいては、前半の約90％を
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宮城，山下，大橋，北川

HRmaxでの減少が多かったが、ＷＢでは余り変化

が見られなかった。二の結果は、表２の12分間走

の結果が示すように、MFの基礎持久力に課題が

あると考えられる。

　

図５、６、７、８は各ポジションの選手におけ

る試合中の５分毎の平均移動距離及び心拍数を示
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DFの選手における２試合の５分毎の

平均移動距離及び平均心拍数

したものであるが、移動距離においても、心拍数

においても残り15分から５分ぐらいに減少する傾

向にあると考えられる。また、ＭＦ、ＷＢにおい

ては、前半は45分間通して高い心拍数で試合を行

っている。

　

以上のことから､ポジション別の移動距離では、

大きな差は見られなかったものの、試合中の％

ＨＲｍａｘにおいては、ＭＦ及びＷＢが高く、常に高

い運動強度で試合を行っていたことが示唆され

た。試合の中でＭＦ及びＷＢは、攻守にわたって

常に動き続けなくてはならない事を示し、MF及

びＷＢが高い運動強度を持続できる有酸素性能力

を必要としていると言える。それに対し、FWは

試合中の流れに応じて一瞬のスピードでダッシュ

を行い、ボールのない時には、ジョギングを行い

ながら、回復を待ち、またダッシュを繰り返し行

っているというポジションの特性を示しているも

のと言える。それに対応してＤＦは移動している

と考えられる。実際の試合においては、移動距離

ではあまり差はないものの、ＷＢとMF、ＦＷと

DFでは異なった運動強度で試合を行っており、

この点を考慮したトレーニングを行う必要がある

と考えられる。

　

サッカーのポジション別の動きの特徴として

は、１）サイド：攻守にわたって比較的長い距離

のスプリントを行う

　

２）中盤：最も運動量が多

い

　

３）センター（FWとストッパー）：比較的

短い距離のダッシュを繰り返し行い、前後の切り

替えの速さを要求される、とキーパーを除きこの

３つに分けられひ）。1994年ワールドカップ、ア

メリカ大会で優勝したブラジルチームはシステム

は4－4－2であったが、体力トレーニングにおい

て個別性、ポジション別のプログラムを重視レ

ＧＫを除き先の３つのグループでそれぞれが別メ

ニューで行ったという報告･）がある。この報告と

本実験結果をもとにＭＦ、ＷＢにおいては、基礎

持久力やスピードの持久力の向上を目的とし、心

拍数170～190拍／分の範囲で連続してダッシュ、

ジャンプやターンなどの様々な動きを行えるよう

に、またＦＷとDFにおいては、一瞬のスピードを

高めていき、その高いスピードでの運動が高頻度

でできるような、ポジションの特性にあったトレ
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ポジション別におけるサッカー選手の試合中の心拍数と移動距離について

－ニングを行う必要があると考えられる。

　

今後は例数をもっと増やしていくと共に、動き

の質、移動スピード等も併せて検討を行っていく

必要があると考えられる。

要

　

約

　

本研究は男子大学サッカー選手10名を対象とし

て、試合での移動距離及び心拍数の変化よりポジ

ション別の運動強度を比較、検討し、以下のよう

な結論を得た。

　

∩ポジション別の移動距離では、DF

（10,480±766m) >MF (10,465±869m）＞FW

(10 ,312±558m) >WB (10,254±411m)の順で

あったが、あまり差は見られなかった。

　

２）ポジション別の最高心拍数に対する試合中

の平均心拍数を示すHR%maxでは、ＷＢ（8

7.7%) >MF (86.4%) >DF (84.4%) >FW

(82.2%)であった。

　

３）ポジション別で、85%HRinax以上の心拍

数でＷＢは試合中の73％を、ＭＦは66％を行って

いたのに対し、DFは、51％、ＦＷは44％であった。

特にＷＢにおいて90％ＨＲｍａｘ以上では42％という

結果であった。
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1｡緒

　

言

フランスＷ杯アジア最終予選における日本代表チームの

　　

監督交代前後のチームパフォーマンスについて

　　　　　　　

西川

　　

勤1）山中

　

邦夫ｊ

3｡結果及び考察

　

1997年、日本代表は念願のＷ杯出場を成し遂げ

たが､最終予選中の監督交代に代表されるように、

その内容は散々なものであった。

　　

“悪い流れを変える”ための監督交代と伝えら

れたが、実際に流れは変ったのであろうか。

　

そこで、本研究は、フランスＷ杯アジア最終予

選の日本代表の９試合を対象とし、コンピュータ

による記述分析システムを用いて、日本代表の監

督交代前後のチームパフォーマンスについて検討

すること目的とした。

2｡方

　

法

2-1: 記述分析システム

　　

データ人力のためのソフトは、Chｕrch3)が、

　

開発し、その後Hughesら･･が改善し発展させ

　

たバージョンを使用した。パフォーマンスデー

　

タの入力は､試合のＶＴＲを何回も再生しながら、

　

スローまたはストップモーションにして、ディ

　

スプレイ上に描き出されたグランド、スタメン

　

および交代選手に対応する部分、選手のアクシ

　

ョンを入力する部分をマウスでクリックしなが

　

ら、いつ、どこで、誰が、何を行ったかを順次

　

人力する。

2-2 : データの処理について

　　

各ゲームとも延長戦を除く90分間のデータか

　

ら、フィールドを横に６分割(味方のゴ｀－ル前

　

から攻撃方向順にＡ～Ｆとした)、縦に３分割

　

(Left,Center, Right)、合計18分割して、プレー

　

項目毎に、そのエリア別の頻数を求め、各チー

　

ムのプレーバターンを検討した。

　　

また、統計的処理にはが検定を用いた。

1)筑波スポーツ科学研究所

　

2)筑波大学体育科学系

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-18-

3-1: チームパフォーマンスについて

　

表1に加茂率いる日本代表（以下加茂JPN）と

　　　　　　　　　　　　

加茂JPN

　　　

岡田JPN

　　　

Pass

　　　　　

298

　　　　

355.8

　　　

Run

　　　　

18,75

　　　　

19.2

　　

Dribble

　　　

45.25

　　　　

52.8

　　　

Clear

　　　　　

89

　　　　　

88.2

　　

Heading

　　　　

49

　　　　　

69.2

　　

Cross

　　　　

22.5

　　　　

31.6

　　

Fouled

　　　　

10.75

　　　　

17.8

　　　

Shot

　　　　

16.75

　　　　　

21

End of Poss.　202.5　　　　219.4

　

Free Kick　　　13.5　　　　20.4

　　　

G.K.

　　　　

11

　　　　　

5.６

　　

Corner

　　　　

5.75

　　　　　

5.8

　

Throw in　　　　17.5　　　　　23

Lost Control　　　20　　　　　24.6

p<.05

表1:加茂および岡田ＪＰＮのチームパフォーマンス(/game)

岡田率いる日本代表（以下岡田JPN）のチームパ

フォーマンスを示した。

　

加茂JPNは岡田ＪＰＮより、Passの使用が少なか

った（p＜｡05）｡唯一この項目についてのみ有意差

が認められた。

　

山中ら回）によれば、1992年アジアカップおよ

びアメリカＷ杯アジア最終予選においても、日本

代表はハスの使用頻度が高い傾向にあると報告し

ている。

　

監督の交代によってハスの使用頻度が増えたと

いうことは、日本が以前から行っていたパスによ

る攻撃展開を見直し、帰結した結果ではないかと

推察される。

　

また、各項目の実数を比較すると、数の大小は

あるものの、監督の交代によって、攻撃的な項目

(Pass, Run, Dribble, Heading, Cross, Shot, Free

Kick, Coner, Throw in）については増加し、守備

的な項目(Clear, Heading, G.K)については減少

-
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している．

　

サッカーには攻撃と守備の２つの場面をしかな

い≒すなわら、ボールをより多く保持できれば、

守備をしなければならない場面が減少すると考え

られる．

　

以上の結果からゲーム内容において攻撃的な展

開であり、相手に十分な攻撃をさせなかったので

はないかと推察される．つまり、加茂JPNより岡

田JPNの方が、攻守ともによりポジティブな力の

発揮が出来ていたことを意味すると考えられる．

さらに、両者の対戦相手毎によるプレー頻度を比

較すると、

1 ) Passに関しては、ウズペキ戦、カザフ戦にお

　　

いて加茂ＪＰＮは岡田JPNより少なかった（p

　　

<.05-pく.01)

2) Dribbleに関しては、カザフ戦において加茂

　　

JPNは岡田JPNより少なかった（pく.05)
0

3) Clearに関しては、ウズペキ戦において加茂

　　

ＪＰＮは岡田ＪＰＮより少なく（pく.01）、カザフ

　　

戦において加茂JPNは岡田JPNより多かった

　　

（pく.01)o

4) Headに関しては、ウズペキ戦、ＵＡＥ戦、韓

　　

国戦において加茂ＪＰＮは岡田JPNより少なか

　　

った（p＜.01）．

5) Crossに関しては、ウズペキ戦、ＵＡＥ戦にお

　　

いて加茂JPNは岡田ＪＰＮより少なかった(p<.

　　

05）．

6) End of Possessionに関しては、ウズベキ戦、

　　

ＵＡＥ戦において加茂ＪＰＮは岡田ＪＰＮより少な

　　

かった（p＜.05-p＜.01）．

7) G.K.に関しては、韓国戦、カザフ戦において

　　

加茂JPNは岡田JPNより多かった(p<.05-p

　　

＜.01）．

8）Thrｏｗ inに関しては、ウズペキ戦において加

　　

茂JPNは岡田JPNより少なかった（p＜.01）．

9) Lost Ｃｏｎtｏに関しては、ウズペキ戦、ＵＡＥ戦

　　

において加茂JPNは岡田JPNより少なかっか

　　

(p<.05-p<.01)o

　　

以上の結果からも、監督交代後に、攻撃的な

　

項目に関しては頻度が増え、守備的な項目に関

　

しては、減少したとこう傾向が認められた．こ

　

こからもまた、岡田ＪＰＮが加茂ＪＰＮより、攻撃

　

的なサッカーを展開していたことが推察され

　

る。

3-2: パスのエリア別分布について

　

次に、攻撃の重要な手段であるパスについて検

　

討する。

　

両者のエリア別パス分布を図１に示した。
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図１：加茂および岡田ＪＰＮのエリア別パス分布（／９ａｍｅ）

　

Ｅエリア及び攻撃ゾーンでは、岡田ＪＰＮは加茂

JPNよりパスの使用が多い（p＜｡05）が、各エリア

におけるパス分布のバランスについては変化はみ

られなかった。

　

また、日本にはもともと相手ゴールに近いエリ

アで､より多くのパスを使用する傾向があったが、

岡田JPNはさらに相手ゴールに近いエリアで、よ

り多くパスを使用したと考えられる。

　

また、試合毎のパス分布を比較すると、各エリ

アにおけるパスのバランスについてそれぞればら

つきがみられる。

　　

これらの値からも、各試合における日本代表

　

のチームパフォーマンスが不安定であったと推

　

察される。

3-3 : サイドからの攻撃について

　　

サイドからの攻撃については、この予選が始

　

まる前から課題として指摘されていた。ここで

　

はサイド攻撃に深く関係するクロスについて検

　

討する。

　

各試合のCrossをみると、加茂ＪＰＮは１試合も

有意差がみられなかったのに対し、岡田JPNは５

試合中４試合も対戦相手より多い（p＜｡05-p＜｡01）

という結果がでた。



表２に両者のエリア別クロス分布を示した。

西川，山中

　　　　　　

Ａ

　　　　

Ｂ

　　　　

Ｃ

　　　　

Ｄ

　　　　

Ｅ

　　　　

Ｆ

　

Left

　　

０ ０　　０：０　　0.75：０　　2. 2.8　2.75：７．４　６：10.4

　

RiQht

　

ｏ：０

　　

０：０

　　　

０ ０　　1.75 .2　4.25・４．２　5 :4.6

　

Total

　

Ｏ：０

　　

０：0

　　

0.75：0

　

3.7S：４．８

　

７：11.6

　　

１１：１５

　

3Zone

　　　

Def.O：Ｏ

　　　　　

Mid.4.5：４．８

　　　　

Att.l8：26.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(加茂JPN:岡田JPN)

表2:加茂および岡田ＪＰＮのエリア別クロス分布(/game)

　

統計的な有意差はみられなかったが、クロスが

より効果的であると思われる相手コートでの値

は、すべてにおいて岡田JPNの方が高かった。

　

また、３ゾーンでの比較においても、統計的な

有意差はでなかったものの、攻撃ゾーンで岡田

JPNの方が圧倒的に高い値を示している。

　

これらの結果は、前述の岡田JPNがより相手ゴ

ールに近いエリアでボールをキープし、攻撃を展

開していたという傾向に当てはまるものである。

　

次に､各サイドにおけるクロスを比較してみる。

　

ここでも有意差はみられなかったが、右サイド

ではあまりに数値に差がないのに対して、左サイ

ド、特に攻撃ゾーンにおいては明らかに岡田JPN

の方が高い値を示している。エリア別パス分布に

おいても、日本は右サイドより左サイドにおいて

攻撃を展開する傾向かみられたが、岡田JPNは、

特にその傾向が強いように思われる。

　　

以上の結果より、加茂JPNより岡田ＪＰＮの方

　

がウイングサイド、特に攻撃ゾーンの左サイド

　

をポイントとし、攻撃を展開していったと推察

　

される。

3-4 : エリア別Ball Lost,BallGet分布について

　　

相手ゴールにできるだけ近い場所で、相手チ

　

ームからボールを奪い返すこと（以下Ball Get)

　

ができれば､それだけ得点の可能性も高くなり、

　

逆に、守備ゾーンでボールを失うこと（以下

　

BallＬｏst）は、失点の可能性が高くなる。

　

したがって、これらにはゲーム展開、チームカ、

ゲームで使用された戦術などの一部が反映されて

いるものと考えられる。

　

まず、図２に両者のエリア別Ball Lost分布を示

しか、
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図２：加茂および岡田JPNのエリア別Ball Lost分布（／９ａｍｅ）

　

統計的に有意な差はみられなかったが、岡田

ＪＰＮは自陣ゴール前から相手ゴール前にかけて、

グラフが右肩上がりできれいな階段状に表されて

いるのに対し、加茂ＪＰＮは自陣コートではきれい

な階段状になっているが、相手コートに入るとデ

コボコになっているのがわかる。

　

これらが意味するところは、岡田ＪＰＮはより相

手ゴールに近いエリアにおいてボールを失ってい

た。つまり、より深い地域まで攻め込み、攻撃の

最終段階までボールを運ぶ場面が多かったと推察

される。

　

ところが、加茂ＪＰＮは相手ゴール前において最

高値を示してはいるものの、中盤のハーフライン

を越えたＤエリアにおいてもボールを失うことが

多かった。つまり、中盤での攻撃の組み立ての段

階において、不用意にボールを相手に奪われるこ

とが多かったと推察される。

　

次に、図３に両者のエリア別Ball Ｇｅt分布を示

した。

6０

5０

40

30

20

10

　

0

ロ加茂JPN

l岡田JPN

　

＊:Pく.05

　　　　　

Ａ

　　　

Ｂ

　　　

Ｃ

　　　

Ｄ＊

　　

Ｅ

　　　

Ｆ

図３：加茂および岡田ＪＰＮのエリア別Ball Get分布(/game)
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フランスＷ杯アジア最終予選における日本代表チームの監督交代前後のチームパフォーマンスについて
　

有意差は唯一Ｄエリアのみで、岡田JPNが加茂

ＪＰＮより多かった（p＜｡05）。

　

しかし、岡田JPNのグラフの山は加茂JPNより、

さらに相手ゴールに近いエリアにおいて高くなっ

ているのが確認できる。つまり、岡田JPNの方が、

より高い位置で相手チームからボールを奪うこと

に成功していた。すなわち、攻撃により有利な条

件を整えることができていたのではないかと推察

される。

4｡結

　

語

　

得られた結果は、以下の通りである。

ａ）監督交代後、日本代表は本来のパスによる攻

　　

撃展開をしたと考えられる。

ｂ）監督交代により、各プレー項目において改善

　　

がみられ、攻守ともによりポジティブに力を

　　

発揮し、ゲーム内容においてより優位にプレ

　　

ーしたと推察される。

ｃ）監督交代後の方が、さらに相手ゴールに近い

　　

エリアで、ボールをキープしたが、そのバラ

　　

ンスについては、各試合においてばらつきが

　　

みられ、不安定であったと考えられる。

ｄ）監督交代後の方が、よりウイングサイドをポ

　　

インドとして、攻撃を展開していったと推察

　　

される。特に攻撃ゾーンの左サイドにおいて、

　　

右サイドよりクロスを多用するという特徴が

　　

みられた。

ｅ）監督交代後の方が、より深い地域まで攻め込

　　

むことができ、攻撃の最終段階までボールを

　　

運ぶ場面が多かったと推察される。

Ｏ監督交代後の方が、より高い位置で相手チー

　　

ムからボールを奪うことに成功し、攻撃に有

　　

利な条件を整えることができたと考えられ

　　

る。

　

以上のように、加茂JPNより岡田ＪＰＮの方がゲ

ーム内容においてより優位にサッカーを展開して

いたと推察されることから、日本代表は監督交代

後の方が、攻守ともにそのチームパフォーマンス

は改善され､悪い流れを断ち切ったと考えられる。

5｡引用および参考文献

1 ) Allen Wade : (1973)イングランド・サッカ

　　

一教程，（株）ベースボール・マガジン社. pp

　　

｡3-48

2 ) Charles Hughes : (1996)サッカー勝利への

　　

技術・戦術，（株）大修館書店, pp.8-10 ，97-

　　

106

3 ) Church. S. and Hughes,M. D.:(1986) A

　　

computerised approach to soccer notation

　　

analysis. Unpublished thesis, Liverpool

　　

polj^echnic.

4 ) Hughes, M. D.,Robertson, K. and Nicholson

　　

Ａ,バ1988a) Comparison of patterns of play

　　

of successful and unsuccessful teams in the

　　

1986 World Cup for soccer. Science and

　　

Football, Eds. Reilly,T.,Less,A-, Davids, K.

　　

and Murphy, W｡London, E.& F. N. Spon: 363-

　　

367

5）日産Ｆ.C.横浜マリノス(1995) Jリーグをめ

　　

ざす！サッカーＳＯＣＣＥＲ〈戦術編〉，（株）

　　

池田書店, pp.33 -39

6）山中邦夫，松本光弘，上向貴志:(1993)

　　

1992 ・サッカー・アジアカップにおける日本

　　

代表のプレーバターン，日本体育学会いばら

　　

き体育・スポーツ科学第９号, 17-28

7）山中邦夫，上向貴志，宇野勉，辛島啓珠，梁殿

　　

乙，徐金山:(1994)コンピュータによる

　　

1993 ・ワールドカップ・アジア最終予選にお

　　

ける日本代表のプレーパターンに関する記述

　　

分析,筑波大学運動学研究第10巻,38-48

21



サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

１

目

　

的

サッカーに おける得点力向上のための一考察

竹内

　

久善1）

　

サッカーの試合における得点力の向上のために

は、データを収集・分析し、ポイントをみつけ、

日頃の練習段階から意識することが重要であると

思われる。そのため、一つのポイントとして、得

点時のシュートにおけるタッチ数・使用技術を調

査し、どのような傾向があるかを集計し、考察す

ることを目的とする。

２

　

方

　

法

　

以下の試合のＴＶ放送の録画ＶＴＲからデータを

収集する。

1997-98

　

ヨーロッパチャンピオンスリーグ49試合

1997-98

　

イタリア

　

セリエA

　　　　　　

13試合

1997-98

　

スペインサッカーリーグ

　　　　

4試合

　

ハーフコートを16分割し、シュート位置、シュ

ート時のタッチ数、シュート時に使用した技術を

調査し、集計する。

３

　

結

　

果

　

全試合で総得点は182点であった。そのうち、

いわゆる流れの中での得点は162点であり、これ

をもとに調査を実施した。

１

　

シュート位置

　

図一１は、全シュートに関してシュートした位

置と得点になったシュートをした位置をまとめた

ものである。

　

シュートに関しては、ペナルティエリア内での

ものが全体の54％をしめた。得点になったシュー

トに関しては、ペナルティエリア内でのシュート

　　　　　　　　　

ー

　　　　　　

"㎜㎜1）順天堂大学

が86％をしめ、分割したエリアの４部分からのシ

ュートしか得点にならなかったという結果が得ら

れた。

鼠穴ご？]？]？10
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Ｎべ552

　　　　

図１

　

シュート位置（（

２

　

シュート時のタッチ数

　

N = 162
）内の数字は％）

　

表－１は得点となるシュートにつながるパスを

受けたあと、何回ボールにふれたかをまとめたも

のである。ワンタッチ､ツータッチ､スリータッチ、

フすータッチ以上、ドリブルに関してまとめた。

　　

表－１

　

得点になったシュート時のタッチ数

知ﾁ数

　

ﾜﾝﾀｦﾁ

　

ｙﾀｦﾁ

　

ｽＦﾀｯﾁﾌｫｰﾀｯﾁﾄﾞﾘｱﾙ

　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

全体

　

n1

　　

33

　　

11

　　

1

　　　

6

　　　　

(68.5) I (20.4) I (6.8) I (0.6) I (3.7)

ﾍﾟﾅﾙﾃｨ

　

101

　　

26

　　

7

　　　

1

　　　

5

巧ｱ内(72.1) (18.6) (5.0) (0.7) I (3.6)

　　　　　

（

　　

内の

　　

は％

３

　

シュート時の技術

　

表－２は得点となるシュートをした時に、どの

ような技術を用いたかをまとめたものである。イ

ンサイドキック、インサイドボレー、インステッ

プキック、インステップボレー、ジャンプヘッド、

ヘディング、アウトサイドキック、アウトサイド

ボレー、その他（インフロントキック、ヒールキ

ック、トゥキック、オーバーヘッドキック、胸、

腿、膝などを用いたシュートなど）に関してまと

めた。

　　　　　　

Ａ

　　　　

Ｂ

　　　　

Ｃ

　　　　

Ｄ

　　　　

Ｅ

　　　

Ｆ

Left

　　

Ｏ：０

　　　

０・0

　　

0.75 0　　Ｚ：２．８　2.75 : 7.4　6.10.4

Rl ht　Ｏ：０　　０’０　　　０ ０　　1.75. 2　4.25：４．２　Ｓ：４．６

Total

　

Ｏ：Ｏ

　　

Ｏ：０

　　

0.7S：０

　

3,75：４.8

　

7・116

　　

11 ,15

3 Zone　　　Def.O、O　　　　　Mid.4.S ; 4.8　　　　Att.18:26.6
一一－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（加茂JPN，岡田JPN)

表１

　

加茂および岡田ＪＰＮのエリア別クロス分布(/game)
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４

　

考

　

察

サッカーにおける得点力向上のための一考察

　

シュート位置に関しては、結果からもわかるよ

うに、全シュートの54％、得点となったシュート

の86％がペナルティエリア内からのシュートであ

った。

　

このことから、確率だけを考えるのならばペナ

ルティエリア内からシュートをするということは

重要なポイントであると考えられる。

　

シュート時のタッチ数に関しては、結果からみ

て特徴的なのは、ワンタッチでのシュートが得点

につながることが多いということである。このこ

とから、できるだけ少ないボールタッチで、でき

ればワンタッチでシュートする技術、意識が必要

であると考えられる。

　

シュート時の技術に関しては、ボレーでのシュ

ートを含めたインサイドキック、インステップキ

ックでのシュートからの得点がそれぞれ1/3程度

をしめているが、ゲーム全体での技術の出現割合

でも大きい技術なので、特に特徴的だとは言い切

れないところがある。また、ヘディング、ジャン

プヘッドでの得点が20％程度なのは、以前よりも

あり、重視すべき要素であると思われる。また、

ボレーを用いたシュートでの得点も20％をしめて

おり、これはもっと強調されるべき要素ではない

かと思われる。

５

　

まとめ

　

今回の調査の結果、得点力を向上させるために

は以下のポイントが重要であると思われる。

・できるだけ少ないタッチ数でシュートする。

・ヘッド、ジャンプヘッド、ボレーでのシュート

　

は重要である。

・ペナルティエリア内でのシュート数を増加させ

　

る。

　

ただ、これらのことは、当然のことであるよう

に考えられる。問題なのは、これらのことを実際

の練習、試合にどうやって反映させるかというこ

とであると思われる。そのめたには、個人レベル

の問題として、ダイレクトシュート、ヘディング、

ボレーなど、浮き球の処理技術の向上が必要であ

り、そのための時間をつくることは非常に重要な

ことであると考えられる。また、戦術的な部分で

は、ペナルティエリア内でフィニッシュするため

にはどのようにするかということを重視した攻撃

の練習などが必要ではないかと思われる。また、

実際の試合において、意識されていたかという確

認も当然、必要である。

　

今後の研究課題として、個人レベルでの特徴的

な技術、ポジショニング、マークのはずし方など、

及び、フィニッシュまでの展開についてなどが考

えられ、その点について継続してすすめていきた

t稲
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１

　

FIFAワールドカ　ップフランス98テクニカルレ

ポート)によると、１試合あたりのシュート数よ

りも決定率(得点／総シュート数)の高いチーム

の方が成績が良い傾向にある。つまり、シュート

は多く放てばよいというものでなく、質的な部分

が重要であるといえる。攻撃においてもパスを回

すだけでなく、ゴールを奪うためのハスが必要と

なる2)。つまり、どのような攻撃であっても最終

的にシュートに至らなければ得点することができ

ず､パス数やパスの成功率(成功パス／総パス数)

が必ずしも勝敗を決定づける要因となり得ない。

これらのことから、成績を向上させるためにはま

ずシュートの決定率を上げることが第一であると

考えられ、さらには決定率の高いシュートの量、

つまり質の良い攻撃を増やすことが必要であると

考えられる。そこで本研究では得点につながる質

の良いパスとはどのようなパスかについての知見

を得るために、ワールドフランス98の試合を対象

にシュートに至ったパスを抽出し、パスの距離・

速度・角度について分析、検討を行った。

選出した。本研究ではシュートに至った攻撃のパ

スを分析するため、単独ドリブルからシュートを

放った場合や直接フリーキック、ペナルティーキ

ック等のようにパスを含まない場合は分析対象外

とした。なお、間接フリーキック、コーナーキッ

クから始まった攻撃については、バスが１本以上

つなかった場合のみ分析対象に含めた。また、分

析の対象はパス３本以内のもののみとした（総攻

撃数の64％）。本研究で分析対象とした攻撃は167

例であった。

２．分析項目および方法

　

ＮＨＫ衛星第一放送の映像をＶＴＲ録画（30fps）

し、分析対象のプレーを抽出し編集した。編集の

際、ビデオタイマーを用いてタイムコードを映像

にスーパーインポーズさせた。画像分析ソフト

NIH-image (National Institute of Health, ＵＳＡ）を

用いて平面座標上に競技場（105mｘ68m）縮図

(0.2m/pixel)を作成した。編集した映像を再生

し、シュートに至った各々のバスの始点と終点を

はじめに

図I

　

NIH-imageを用いたパスの記録方法

　　　

数値はパスの本数と所要時間を表す．

1）日本体育大学大学院体育科学研研究所トレーニング科学系
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Ⅱ．方

　

法

１。分析対象

　

分析の対象とした試合は、1998年に行われた

FIFAワールドカップフランス大会決勝トーナメ

ントから15試合、グループリーグから日本戦３試

合の計18試合であった。これらの中から国際サッ

カー連盟（FIFA）のゲーム進行表(FRANCE98,

Match ProgressSummary

　

http://ｗｗｗ.FIFAWorldCup-France98-

Statistics')を参考に、シュートに至った場面を

サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

サッカー競技のシュートに至ったパスの距離・速度・角度

伊藤

　

耕作1）伊藤

　

雅充1）浅見
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ト
　
ー

サッカー競技のシュートに至ったバスの距離・速度・角度

マウスにて競技場縮図上にデジタイズして座標点

を（図１）、またタイムコードからパスの所要時

間を求めた。得られた座標点及びハスの所要時間

からパスの距離・速度・角度を算出した。角度は

攻撃方向に対しタッチラインに平行な角度を０

度、攻撃方向と逆方向を180度とし、Ｏ度から左

方向へは正、右方向は負の角度として表した。な

お、ボールの位置の確認にあたっては、テレビ画

面上における競技場のライン、芝生の刈り目、及

び広告看板の文字などを目印とした。シュート１

本前のパスを「ラスト１ハス」、２本前のパスを

「ラスト２パス」、３本前のバスを「ラスト３バス」

とし、また、ゴールした攻撃を「ゴール」、シュ

ートがゴールしなかったがゴールの枠内に飛んだ

攻撃を「枠内」、ゴールの枠外に飛んだ攻撃を

「枠外」と定義した。

Ⅲ．結果および考察

　

本研究の分析対象167例のうち、ラストＬパス

とシュートで構成される攻撃（以下L1）は50例

（30.0％）、ラスト２パスからシュートで構成され

る攻撃（以下L2）は67例(40.1%)、ラスト３パ

スからシュートで構成される攻撃（以下L3）は

50例(29.9%)であった。また、ゴールは23例

(13.8 %)、枠内は55例(32.9 %)、枠外は89例

(53.3%)であった。 L1のうち、ゴールは20.0%、

枠内は30.0％、枠外は50.0％、L2のうち、ゴール

は11.9%、枠内は34.4%、枠外は53.7%であった。

L3のうち、ゴールは10.0％、枠内は34.0%枠内は

56.0%であった（図２）ごゴールについてみると、
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枠外攻撃の比率

　　　　

■ゴール膠勿枠内口枠外

パスの本数が少ないほど確率が高くなっているこ

とがわかる。

　

ハス距離をパスの本数別に平均して図示しだの
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パスの距離変化

　　　　　　　　

手ｺﾞｰﾙｰ△一枠内-●､枠外

であったが、L1ではゴール(27.7±12.7m)、枠

内(27.9±15.2 m)のラスト1パスがL2、L3のラ

スト１パスよりも長めの傾向を示しか。

　

パス速度を本数別に平均しだのが図４である。
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パスの速度変化
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伊藤耕作，伊藤雅充，浅見俊雄

ハスの速度は10～15m/sであり、L1～L3間およ

びラスト1パス～ラスト３パス間で顕著な違いは

みられなかった。シュートの速度はL3のゴール

を除くとほぼ20m/ｓであった。ラスト１パスの軌

跡をすべて図示しだのが図５であり、その角度分

枠内 枠外

％

図５

　

ゴール、枠内、枠外別に見たラスト1パスの軌跡

布をゴール

←LI

　

●
L2 4－－ L3

;図６である。

　　　　　　　　　　

角度（り

　　　　　　　

図６

　

パスの角度分布

ゴールは前方向へのパスか最も多く一峰性（最頻

地:－60～－30度）の分布をしているのに対し、

枠内は±60～±30度にピークを持つ二峰性の分

布、枠外は比較的広い分布をしていた。

　

本研究の分析対象としたバス３回以内の攻撃は

総攻撃数の64％であった。パス３回以内の攻撃で

は、パスの回数が少ないほどゴールの確率が高く

なり、また、パスの回数が多くなるほど枠外の確

率が高くなる傾向があった。本研究の結果から、

シュートに至るまでのパス数を少なく、特にラス

ト１パスは縦方向へ長めのパスを送ることが、得

点につながる効果的な攻撃であることがうかがえ

た。FIFAワールドカップフランス98テクニカル

レポートで触れられているダイレクトプレーの

重要さを指示する結果であった。
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１，はじめに

サッカーのゲーム状況下における

　

パススピードに関する研究

寺門

松本

大輔1）

光弘･）

　

岡田武史前日本代表監督、山本昌邦前Ｕ-20日本

代表監督、石橋智之前Ｕ-16日本代表監督、吉田靖

前U-20・U16日本代表コーチらが共通してあげて

いる課題がある。それは「パススピードの向上」

である。前線とディフェンスラインの間をコンパ

クトに保つ現代サッカーにおいて､パススピード、

すなわちパスの速度を上げることでボールの移動

時間を短くし、パスの受け手に時間とスペースを

与えることは非常に重要になる。しかしながら、

ただ強く蹴ればいいというわけではなく、距離、

精度、質なども同時に考える必要がある。すなわ

ちパススピードを向上させるということは、イン

サイドキックで、40m程度の長距離でもスピード

のコントロールされたグラウンダーのパスを出す

ことができるようになるということにほかならな

い。

　

パススピードの向上に関しては、日本サッカー

協会の指導強化指針1996年版において「すべての

年代に共通する最も大きな課題」となっていたが、

ワールドカ　ップフランス98テクニカルレポートで

は、日本代表の成果としてパススピードの改善が

上げられており、飛躍的に向上はしたもののさら

にワンランクアップが必要であり、関連してパス

の距離・正確性についてはまだ改善の余地がある

としている､。

　

科学的研究においては、戸苅ら、浅見らによっ

てインステップキックのキックスピードなどにつ

いて、さまざまな角度から研究・報告されている

が、パスのスピード・距離においては３年も前か

ら取り上げられているのにもかかわらず、その実

態を調査した研究はほとんど見当たらない。

　

そこで本研究では、1998年Ｊリーグの公式戦３

1）筑波大学大学院

　

2）筑波大学体育科学系

谷

　

真一郎1）

阿江

　

通良1）

試合及び、1998年Ｊリーグユースカップ１試合を

対象にして、サイドチェンジのときなどに高精度

で長距離のパススピードが要求される中盤エリア

（ミドルサード）を４つのエリアに分け、各エリ

アを高所からデジタルビデオカメラ４台を用いて

撮影し、主に攻撃のサイドが変わったときに使わ

れたインサイドキックで出されたグラウンダーの

パスの速度（本研究では以後バススピードとする）

とその距離の実態を捉えるとともに、さまざまな

観点から比較・検討することにより、パススピー

ド向上のための基礎的資料を得ることを目的とし

た。

２，研究方法

2-1測定対象としたパス

　

本研究では、以下の条件を満たすゲーム中のパ

スを測定対象とした。

①ミドルサード(Middle Third:ハーフウェーライ

　

ンを挟んだ68mｘ30mの地域）でおこなわれた

　

ものであること。

②攻撃のサイドが変わるとき（サイドチェンジ）

　

のものであること。

③インサイドキックで蹴られたものであること。

④グラウンダーであること。

⑤味方の足元へ渡ったものであること。

⑥10m以上のパスであること。

2-2測定期間、測定試合及び測定時間

　

測定は1998年６月から11月までの６ヵ月間にわ

たり、以下の４試合を対象としておこなった。

(1) 1998年　Ｊリーグヤマザキナビスコカップ６

　　

月６日

　

柏レイソルｖs横浜マリノス（柏スタ

　　

ジアム）

(2) 1998年Ｊリーグ2nd.ステージ
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８月５日

　

柏レイソルｖｓ横浜フリューゲルス

　　　

（柏スタジアム）

　　　

９月19日

　

柏レイソルｖsアビスパ福岡（柏ス

　　　

タジアム）

　

(3) 1998年Ｊリーグユースカップ

　　　

11月４日

　

柏レイソルユースｖｓ鹿島アンドラ

　　　

ーズユース（柏スタジアム）

　　　

なお、測定時間は前半45分、後半45分の計90

　　　

分であったが、インジュリータイムも測定の

　　　

対象にした。

　

2-3測定項目及び測定方法

　　

本研究では、以下の項目に関して測定をおこな

　

った。

　

１）パスの移動距離・速度

　

２）パスが出されてから味方にわたるまでの時間

　　　

の中間点までのボールの移動距離・速度と中

　　　

間点からパスが受けられるまでのボールの移

　　　

動距離・速度

　

３）パスの受け手がいたエリアでの、パスが出さ

　　　

れたとき、パスを受けたとき、その時間の中

　　　

間のそれぞれにおける選手の位置

　　

測定方法は、ＶＴＲカメラを用いてゲーム中の選

　

手やボールの動きを３次元空間内でとらえ、それ

　

らの動きを算出したカメラに定数によって２次元

　

座標上に置き換えてその移動距離、速度を求める

　

２次元DLT (Direct Linear Transformation)法を

用いた。

　

本研究では測定項目に関して以下の手順で測定

をおこなった。

①カメラ定数を算出するため、試合開始前にピッ

　

チのミドルサードを４つのエリアに分け、5m

　

四方間隔でマーキングしたそれぞれのエリアを

　

柏スタジアムのメインスタンド屋根上から４台

　

のデジタルカメラを使って撮影した。

　

その後カメラを固定したままゲームを撮影し

　

た。

②カメラ定数は３次元の映像から、MS-ＤＯＳ上の

　

BASIC98proにより作成したフ’ログラムで算出

　

した。

　

タイマーを介したＶＴＲ映像を用いて、1/60コマ

の画面上でディジタイジング(Dizitising)を４

つの各エリアごとにおこない、３次元での映像で

プロットされたポイントは、カメラ定数をもとに

BASIC98pｒｏにより作成されたプログラムによっ

て２次元座標に置き換えた。この２次元座標上で

プロ　ットされたポイントからボール及び選手の移

動距離・速度を算出した。

2-4分析項目

　

分析については抽出した154本のパスを出し手

に応じて、外国人Ｊリーグ選手（以下外国人選手

とする）13本、日本人Ｊリーグ選手（以下日本人

選手とする）90本、日本人ユース選手（以下ユー

ス選手とする）51本の３クラスに分類し、以下の

項目で分析して比較・検討をおこなった。

（1）パスのスピード・距離の比較

②パスの距離とスピードの関連性の比較

（3）パススピードによる受け手周辺の状況変化

（4）距離別にみたパスの到達時間の比較

（5）攻撃方向（前方）、守備方向（後方）の方向

　　

別にみたパススピードの比較

(6) 15cm以上のパスにおける、パスの前半スピ

　　

ードと後半スピード、及び減少率の比較

３，結果および考察

3-1パスのスピード・距離の比較

　　　　　　

表１

　

パススピードと距離

　　　　　　

全体

　　

外国人選手

　　

日本人選手

　　

ユース選手

28

平均速度(㎡'sec) 13.4

　　　　　　　　　

(3､12)

最高速度(m/scc) 22.2

最低速度(m/sec) 6.4

平均距離(ｍ)

　

21.2

　　　　　　　　

(7.46)

最高距離(ｍ)

　

50.5

最低距離(ｍ)

　

10.0

15.1

(3.14)

20.5

10.6

21.9

(3.13)

40.8

15.2

13.6

(3.01)

22.2

6.54

19.9

(6.49)

37.4

　

10

12.6

(3.12)

19.0

6,4

昌

5
0
　
5
1
0
　
1

6

　

まずスピードからみていくと、外国人選手の

15.1m/secが最も高い値であった。ついで日本人

選手の13.6 m/secとつづき、最も低い値がユース

選手の12.6 m/secであった。また外国人選手とユ

ース選手との間に５％水準で有意な差が認められ

た。次に距離を見てみるとユース選手が23.4mと

最も長く、日本人選手が19.9mと最も短かった、

日本人選手とユース選手の間には５％水準で有意

-

¬

申pく0.06

　　

※( SD )

(n-154) (n-13)　（ｎ侑　　　糾）
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な差が認められた。ユース選手のパスのスピード

が最も遅かったにもかかわらず距離が長かった原

因として、Ｊリーグのゲームに比べて、中盤エリ

アの相手からのプレッシャーが遅かったため、速

度が遅くても距離を伸ばすことができたというこ

とが考えられる。

3-2パスの距離とスピード関連性の比較

　

パスの距離とスピードとの関係を各年代別にみ

ると、外国人選手でr＝0.51（Pく0.01）とかなりの

相関がみられたのに対し、日本人選手でr＝0.16

（P＜0.001）、ユース選手でr＝0.37（P＜0.01）とい

ずれも強い相関はなく、距離が延びてもバススピ

ードが変化していないということから、距離が延

びるにしたがって、外国人選手よりも到達時聞か

長くなっていくということがいえる。しかしなが

ら、日本サッカーにおいては30m程度のパススピ

ードが課題とされていることから、さらに日本人

選手とユース選手において25m以上のパス及び25

m未満のパスの距離とスピードとの関係を調べ

た。その結果､25m以上は、日本人選手でr=0.33

（P＜0.001）、ユース選手でr＝0.20（P＜0.001）であ

った。 25m未満については日本人選手でr=0.390

（P＜0.001）、ユース選手でr=0.39であった。

3-3バススピードによる受け手周辺の状況変化

　

図１と図２は、ほぼ同じ距離だがスピードが違

うバスによる受け手周辺の状況変化であり、パス

か出されたとき、受けられたとき、その中間点の

選手及びボールの位置変化を示している。プレー

ヤーのレベルなどによっても異なるが、これらの

図に代表されるように、ハスが出されるときはほ
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とんと同じ状況でも、ハススピードの違いによっ

て到達時間が異なり、その差がそのまま敵がプレ

ッシヤライズできる時間になるということがいえ

る。

3-4距離別にみた到達時間の比較

　

表２は、15m未満を短距離、15m以上25m未満

を中距離、25m以上を長距離としたときの到達時

間の比較を示したものである。

　

これによると、短距離で日本人選手とユース選

　　　　　　

表2

　

パスの距離と移動時間
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－

０

短距離(～15m)

　　

(sec)

中距離(15m～25m)

　　　

(sec)

　

長距離(25m～)

　　　

(ＳｅＣ)

1｡30

(0.26)

1.90

(0.32)

　　　　　　

1.00

　　　　

1.26

　　　　　　

(0.20)

　　

(0.18)

匹

　

3

　
　

3

4
4
(
０

　

４
０
Ｋ

１
　
⑩

　

２
　
ω

1｡77

(0.61)

2｡39

CO 60)

　　　　　　　　　　　　　　

＊ｐく0.05

　　

※（

　

ＳＤ）

手、中距離では外国人選手とユース選手、外国人

選手と日本人選手との間に有意な差が認められ

た。また長距離では標本数の差に影響され有意差

は得られなかったものの、外国人選手と日本人選

手・ユース選手の間には約1.5秒もの差があった。

以上のことから日本人選手及びユース選手は、中

距離以上、すなわち15m以上のパスについてはま

だ改善の余地があるといえる。また、ユース選手

は長距離のハスだけではなく、15m以下のパスで

もスピードを意識する必要があると考えられる。

3-5方向別にみたパススピードの比較

ユース選手

図３

　

パスの距離と到達時間の比較
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サッカーのパススピードがもたらす状況の変化について－２次元DLT法を用いてー

　

表３は、前方向へのパススピードと、後ろ方向

へのパススピードとを比較したものである。これ

　　　　　　

表3

　

パスの方向とスピード

全体

　　

外国人選手

　

日本人選手

　

ユース選手

塁
竺
ゑ
亘
こ
そ

13.8

(3.00)

12.3

(3.08)

12.4

(2 88)

10.65

(205)

14.30

(3 08)

12.25

(3.50)

14.19

(2 92)

1301

家亭
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(4.62)
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(2,67)

　　　　　　　　　　　

p<0.01, ≫ pく0.05　　　※（　SD　）

によると、外国人選手は前方向、後ろ方向ともほ

とんど同じスピードであったのに対し、日本選

手・ユース選手はいずれも後ろ方向のほうが前方

向よりも遅く、特にユース選手では１％水準で有

意な差が認められた。また、日本人選手の後ろ方

向のパスとユース選手の後ろ方向へのパスとの間

に５％水準で有意な差が認められた。これらのこ

とから､敵にポジションを修正する時間を与えず、

味方にスペースと時間を与えるというパス本来の

目的から考えると、方向に関わらずパススピード

は上げていくべきである。したがって、日本人選

手とユース選手、とりわけユース選手においては

前だけではなく、後ろ方向へのパススピードも上

げていく必要があると考えられる。

3-6中距離以上のパスにおける、パス時間の前半

　

速度と後半速度と減少率の比較

　

表４に、パスの時間の中間点をとり、前半速度

と後半速度を算出した結果及びその減少率を示し

た。図４は、その速度変化を折れ線グラフで表し

　　

表4

　

クラス別にみるパススピードの減少率

外国人辺手

　　

日本人選手

　　

ユース選手

図4

　

20.0

１６０

1１0

8,0

４，まとめ

各クラスのパススピードの変化

呵半速度

n。回

　

｀回
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後半薦度

/secと最も高いのにもかかわらず、後半速度では

外国人選手が12.4m/secと最も高く、外国人選手

と日本人選手の間に１％水準、外国人選手とユー

ス選手の間には５％水準で有意な差が認められ

た。

　

減少率をみてみると、30.3%とやはり外国人選

手が最も低く、外国人選手と日本人選手、外国人

選手とユース選手の間にはいずれも0.1％水準で

有意な差が認められた。このことから、外国人選

手と日本人選手・ユース選手とでは、たとえパス

の出し始めは同じスピードであっても味方にわた

るときには異なるスピードとなっている可能性が

考えられる。すなわち、ボールにいかに大きな力

を伝えるかだけではなく、ボールにどのように力

を加えているか（インパクトポイント、ボールの

回転など）ということも今後検討していく必要が

あると考えられる。

　

本研究では、Ｊリーグ及びＪユースカップを対

象にゲーム中のパススピードを測定、分析した結

果、次のことが明らかになった。

①パスのスピードは外国人選手が最も高い値であ

　

り、ユースのスピードとの間に有意な差が認め

　

られた。

②外国人選手に比べ、日本人選手、ユース選手は

　

距離に応じてスピードコントロールしきれてい

　

ない傾向にあった。

③外国人選手に比べ、日本人選手・ユース選手は

　

15m以上のパスの到達時間が長い傾向にあっ

　

た。

前半速度(m/sec)

　　

17.9

　　　　　　　　　　

(3.71)

後半速度(ｍ/ｓ。ｃ)

減少率(S)

1
8
　

3

　

ツ

　

ふ一之一一

12.4

　　　　

9.8
(3.09) (3.10)

16.9

(4.26)

9｡2

(3.33)

　

こ
30.3

　　　　

45.7

　　　　

44.5
(13.35)

　　

C15.51)

　　

(17.56)

　　　

** p<0.01,*pく0.05　　　SD

ﾆ ･ 〃 － － 〃 〃 〃-

｜

　

［le

レミ

こ

(1.-13)

　　

（ｎ･56）

　　

(n-40)

－ － － － － 〃 ㎜ = J



④日本人選手・ユース選手は、前方向に比べ後ろ

　

方向へのパススピードが低い傾向にあった。15

　

m以上のパスにおけるスピードは、前半速度で

　

は差がなかったものの、後半速度に外国人選手

　

と日本人・ユース選手との差がみられた。その

　

減少率は、外国人選手が最も低く、今後はボー

　

ルをいかに強く蹴るかだけではなく、スピード

　

の落ちにくいキックの仕方について検討してい

　

く必要がある。
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サッカー映像からのチームワーク分析方法の提案

○瀧

　

剛志1）長谷川純一1）

Ｊリーグのゲーム映像に対する適用例について述

べる。

2｡システム概要

　

チーム全体の動きを解析する場合、映像が断続

的で、ボールを中心とした局所的なシーンが大半

を占めるテレビ中継の映像は不適切である。そこ

で、本システムでは、図１に示すように複数台の

　　　　　　　　

図1

　

カメラ配置

カメラをタッチライン沿いに配置しフィールド全

体を分割撮影した映像を用いる。これらの映像か

らテンプレートマッチングなどの動画像処理技術

を用いて、選手、審判、ボールの移動を半自動的

に追跡し、実際のフィールド上での動きに変換す

る。ここで、得られた選手、審判、および、ボー

ルの軌跡を３次元アニメーション化することによ

って、ゴール裏や選手の目から見たシーンなど任

意の視点からゲームを観察することができる。但

し、ここでは、手足の細かな動作までは考えない。

さらに、その軌跡情報から各選手およびチームの

勢力範囲を算出し、スペースの支配率、パスの有

効性、相手に与えるプレッシャーの度合いなどを

評価することで、チームワークの分析を行う。

1｡はじめに

　

サッカーなどのチームスポーツにおいては、各

個人のプレイがチームとしていかに機能している

かどうかを定量的に評価することが非常に重要で

あり、これには個人間の連携した動きに基づいた

チームワークの解析が不可欠となる。しかし、人

手による解析には、多くの労力と時間を必要とす

るばかりか、人によって評価尺度が異なるなどの

問題がある。そのため、我々は、コンピュータを

用いたチームワークの定量的評価法について検討

を行ってきた［11,［2］。

　

ところで、サッカーなど多くの球技スポーツで

は、ボールを自分で運ぶ行為（ドリブル）とボー

ルを味方の選手同士で受け渡す行為（パス）の２

つが、各選手の行う最も基本的な行為である。ボ

ールを相手のゴールへ運ぶためには、これらの基

本的な行為を連続して行う必要があるが、このと

き個々の行為を安定に余裕のある状態で行うこと

が、攻撃を多様化したり、ミスをリカバーする上

で重要であると言われる。そのような余裕を示す

客観的で基本的な特徴量の一つが、各選手あるい

は各チームが持つ勢力範囲（相手に競り勝つこと

ができるスペース）の大きさである。このような

勢力範囲をより広げ、それを維持するための選手

同士の協調的な動きは基本的かつ重要なチームワ

ークと言えよう。また、守備側のチームが攻撃側

の勢力範囲を大きくさせないように動く協調行動

もまたチームワークである。このように各選手の

勢力範囲とその時間変化は、チームワークを評価

する上で重要な特徴量になる。本文では、この勢

力範囲を各選手の運動能力も加味して定式化し、

それを実際のチームワーク解析に応用するｊ

我々が開発している動画像解析システムの概要と

1）中京大学大学院情報科学研究科
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3｡勢力範囲

サッカー映像からのチームワーク分析方法の提案発表者および共同研究者

(1)勢力範囲の定式化

　

一般に、空間中にいくつかの点が与えられたと

き、各点の静的な勢力範囲はボロノイ領域[31,[4]

で表現できる。そこで、このボロノイ領域の概念

を拡張し、集団で移動する中での各個人の勢力範

囲を定式化する。

　

いま、戸I＝旧几弓几…瓦勺

　

をある時刻Ｈこ

おけるｎ人の選手の集合、几＝は､2,…､がを肩固の

整数の集合、Ｒ悟実数の集合としたとき、ｐ丿の

ボロノイ領域は、次のように書き表せる。

Ｖ(ｐご)゜匯ER2ld(Ｘμ(o)≦d(心グ)foり≠り

　　　　　

Elに

こでヽpごはその選手のラベルと位置の両方を

示すものとし、d {x,y)は位置ｙからｘまでのユー

クリッド距離を示す。実際の集団においては、一

般に各個人はそれぞれ異なる速さで移動してお

り、かつ、その人の運動能力の範囲内で加速した

り方向を変えたりする。そのような動的な環境の

中での勢力範囲を考える場合、距離ではなく、到

達時間を基準にした方がより合理的であろう。そ

こでヽ選手八(tJ gp (I)の勢力範囲を以下のように

定義する。

Ｄ(齢))゜匯ＥＲ２嘱(ｘ,μ(t))≦tバｘ,Ｒ(ｏ)foｒ

　　　　　

j≠りElに

こで4 (x,iが)はヽある時刻における瓦がその

時刻を基点に点ｘまで移動するのに必要な最短時

間で、これを最小到達時間と呼ぶ。即ち、上式の

Ｄは、ある選手が時刻い二移動を開始したとき、

他のだれよりも早く到達可能な領域を表す。この

領域をここでは優勢領域(dominant region)と

呼ぶ。なお、即)に関する優勢領域の和集合をj)(･)

の優勢領域図Ｅ(FI')と呼ぶ。

　

また、前述の最小到達時間の計算には、その時

刻におけるその人の位置、初速度、および、加速

度を用いる。位置と初速度は実際の映像から計測

し、加速度については、その人の運動能力をモデ

ル化した加速度パターンとして与えられるものと

する。このモデルは、各選手が発揮できるすべて

の加速度ベクトルの集合であり、その一例を図２

に示す。各円の中心付近から出ている一本の白抜

(ａ)

　　

※

午

　　　　　　　　

（b）

　　　　　

図2

　

加速度モデルの例

き矢印が一つの加速度ベクトルを表している。ま

た、黒い矢印は選手の移動ベクトルである。例え

ば、（ａ）のモデルは、選手の移動速度に関係なく、

任意の方向へ一定の大きさで加速できることを意

味する。また、（b）のモデルは、（ａ）と同様に任

意の方向へ加速できるが、移動速度が増加するに

つれてその方向へはだんだん加速しにくくなる状

況をモデル化したものである。この様なモデルを

基礎にして各選手の運動能力を反映した加速度モ

デルを設計すれば、それを用いて、その選手の各

点への最小到達時間を近似的に求めることができ

ると考えられる。もちろん、実際の人間の運動能

力を表すにはより複雑な加速度モデルが必要にな

ることは言うまでもない。

（2）実際の計算方法

　

図2（b）に示したような加速度モデルを用い

た最小到達時間の計算は複雑で計算時間もかか

る。そこで、ここでは移動速度に関係なくすべて

の方向に同じ加速度をもっだ図2（ａ）のモデル

を用い、かつ、八が別の場所へ移動するために出

発時に加えられる加速度ベクトルは移動中は変化

しないと仮定する。こうすると、几の運動は基本

的に等加速度運動となり、従って、tｏを基点とし

て、八が点ｘへ移動するための最小到達時間とは

次式を満たす。

ａで/2＋ｙ（t・）だ十八（|゜）－Ｘ＝0

　

ここで、Ｐご・）、丿・丿よ、それぞれ時刻t。におけ

る几の位置および速度ベクトルである。実際の計
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瀧，長谷川

算には便宜上、最小到達時間1二を与え、加速度モ

デルに従って加速度の向きを変化させながら図３

のように各方向での到達位置ｘを求める｡図４は、

３人の動きから得られる最小到達時間パターン

（各選手の最小到達時間を統合）と優勢領域図

（黒い線が優勢領域の境界線）の例である。また、

図５は初速度ベクトルと加速度の大きさをいろい

ろ変化させたときの２人の優勢領域の変化を示し

ている。この図において、左上は初速度ベクトル

および加速度の大きさが共にゼロで、右に向かう

ほど初速度ベクトルの大きさが、下に向かうほど

加速度の大きさが増加する。

　

図４および図５から分かるように、優勢領域の

の境界線は一般に線形ではなく、領域数も選手一

人に一つとは限らない。例えば、相手に向かって

進んでいく場合（図５の中央の図など）、自分の

図3

　

最小到達時間パターンの計算モデル

図4

　

最小到達時間パターン優勢領域の例

心:初,1｢Ｆ'･,ク

　

０心卜ｙ．･･ｉ

図5

　

初速度および加速度の違いによる優勢領域の変化

優勢領域は自分の周辺だけでなく相手の背後にも

できるが、同時に自分の背後に相手の優勢領域が

できることが分かる。優勢領域のこのような振る

舞いは、実際のゲームにおける状況とよく合致し

ており、これは単純なボロノイ領域では表現でき

ない。なお、すべての選手の加速度モデルが等し

く、かつ、初速度ベクトルがゼロである場合に限

り、優勢領域はボロノイ領域に一致する。

4｡サッカーのチームワーク解析への応用

　

ここでは、実際のサッカーのゲーム映像から得

られた優勢領域（図）と最小到達時間パターンを

用いて､チームワークの基礎である協調的な動き、

およびパスワークを定量的に評価した結果を示

す。なお、ここで用いた選手の選手の軌跡データ

は、サッカーフィールドの半分をカメラ４台で撮

影したビデオ映像から得られたものである。

巾動きの評価

　

既に述べたように、攻守において意図的にスペ

ースを奪い合うことは、最も基本で重要なチーム

ワークである。そこで、このスペースを定量化す

るためにチーム全体の優勢領域の面積とその時間

変化を評価尺度として用いる。また、優勢領域上

の各点にゴールまでの距離や角度などによって、

その位置における重要度を重みとして与えること

ができれば、より柔軟な評価が可能となる。

　

図６は、実際のサッカーの試合から得られた各

選手の優勢領域をチームごとに統合したチーム別

優勢領域である。この図において濃い灰色の領域

が攻撃チームの優勢領域を、また、薄い灰色領域

が守備側の優勢領域を示している。このよ引二優

勢領域を可視化することによって、各選手または

チームにとって優勢あるいは劣勢な領域を客観的

に評価することが可能となった

　　

図6

　

チーム別優勢領域の時間変化

また、図７はそのチーム別の優勢領域の時間変
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フレーム番号

　　　　　

図7

　

チーム別優勢領域の支配率

化であり、横軸が時間（フレーム番号）、縦軸が

領域の支配率（優勢領域の面積比）をそれぞれ示

している。図では、攻撃チームの優勢領域の割合

が相手陣内にも関わらず徐々に増加し、それが逆

転するまでに至っている。つまり、これは攻撃の

チームの協調した動きが相手チームのそれを上回

っていたと解釈でき、事実、このシーンでは最終

的に得点に至っている。

②パスの成否評価

　

ここでのパスの評価は、パスが行われた瞬間に

行うものとし、パスされたボールに最初に触れる

ことができる選手が味方であればパス成功とす

る。ここでの評価の対象は、実際のゲーム中に出

されたパスだけでなく、仮想的に出したパスも含

まれる。これには、すべての選手の最小到達時間

とボールの最小到達時間を各点において比較すれ

ばよい。ここで、ボールの最小到達時間とは、先

に定義した選手の最小到達時間をそのまま形式的

にボールに適用したものである。但し、簡単のた

めボールは等速直線運動をするものとし、ボール

の最小到達時間パターンはその直線上にのみ与え

られる。以上より、ボールの最小到達時間が選手

のそれよりも大きくなる最も早い位置が、ボール

が最初に受け取られる位置になるので、そのとき

の選手のチームを調べれば、パスの成否が判定で

きる。

　

図８は、ハス評価に用いるパスのシミュレーシ

ョン結果である。図中の小さな白い円か各選手の

位置を示しており、各選手の優勢領域が濃淡で表

現されている。ここで、白い直線分はある初速度

で36方向にパスされたときのそれぞれのボールの

　　　　　

図8

　

バスシユミレーションの一例

優勢領域を示している。つまり、この領域はどの

選手よりもボールの方が早く到達することを意味

する。従って、この線分が初めて途切れる位置で、

そこを優勢領域とする選手にボールが受け取られ

ることになる。

（3）空間的なプレッシャーの評価

　

球技におけるプレッシャーとは、「相手の攻撃

やボールの処理に対して、時間的・空間的余裕を

与えないこと」と定義される［5］。攻守において

相手にプレッシャーをかけることは、相手の動き

を制約し、さらにはミスを誘い味方に有利な状況

を作り出すための重要な戦術の一つである。その

ため、このプレッシャーを定量化できれば、個人

の動き評価だけでなく、チームの戦略評価につな

がる可能性がある。ここでは、味方のチームの優

勢領域が選手の周りに多ければ、その選手へのプ

レッシャーは小さく、逆に少ないほどプレッシャ

ーは大きくし、更に、自陣ゴールやボールとの距

離も考慮し定量化する。

　

ある選手について、本手法の結果と人間が評価

した結果とを比較した例を図９に示す。人間によ
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瀧，長谷川

る結果とは複数のサッカー経験者が映像から判断

したプレッシャーの大きさの平均値である。本手

法による評価結果は、シーンの中盤過ぎ辺りまで

人間による評価と非常に良く一致した。また、従

来の優勢領域のみを用いた評価よりも結果はかな

り改善された。但し、300フレーム辺りからは、

本手法による評価が低い値を示しているのに対し

て、人間による評価は高くなっている。その理由

としては、この選手はこの時点で失点につながる

重大なミスを犯したが、人間はこれをプレッシャ

ーが増大したと判断し、逆に、本手法では味方の

勢力範囲が増えたためにプレッシャーが低く評価

されたものと思われる。他の選手を対象にした実

験でも概ね良好な結果が得られたが、やはり心理

的な動揺やあせりからくるプレッシャーが働いて

いる部分については人間と計算機の評価がズレる

場合が多かった。この問題を解消するには、映像

から心理状態を推定する必要があり、これは今後

の検討課題である。

5.おわりに

　

本文では、チームワークを映像から分析するた

めに、優勢領域と呼ぶ一種の動的な勢力範囲を提

案し、これをサッカーのチームワーク分析に適用

した。その結果、チームワークの最も重要な要素

である支配的なスペースの維持、パスの成否、お

よび、周囲から受けるプレッシャーの大きさが、

ある程度、定量的に評価できることを示した。

　

本報告ではサッカーを対象としたが、基本的な

考え方はサッカーに類似した他の団体球技、例え

ば、ハンドボールやアメリカンフットボールなど

にも適用可能である。今後は、多試料による実験

から各選手およびチームの特徴的なパターンの解

析などを行う予定である。
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フットサル競技におけるチームの重心に関する考察

　　　　　

－チーム勢力の比較検討－

菅

　

輝1）

大塚

沖原

　

彰3）

　

謙2）

崔

塩川

　

満久3)

詰洵‘)

はじめに

　

これまでのサッカーゲームの分析に関する研究

においては種々の方法が用いられている。その主

な手法は、ゲーム中における個々の選手の移動図

作成1‘)、写真あるいはビデオ画像を基に行う運動

観察及び戦術分析1,)、角度法を用いたビデオ画像

を基にコンピュータを用いた分析1j)などがあげら

れる。これらは主に各チームにおける各選手個人

の動きやポジショニング、あるいは移動量などの

分析であった。また、戦術的な分析を行ったもの

では、ピッチの区分けを行い､パスの方向や回数、

距離などを記録し分析した研究がある11) 1へ

　

近代サッカーにおいては、個人の基礎技術もさ

る事ながら、チーム全体のシステムや戦術が重要

視されてきている。しかしながら、サッカーとい

う競技は非常に流動的なものであり､ゲーム全体、

あるいはチーム全体といった多人数で構成される

集団の連動した動きの定量的評価、あるいは客観

化は困難であるが、これらチーム全体の連動した

動きを一試合通してみることにより、ゲーム全体

の傾向を見ることが可能であると考えられる。こ

のチーム全体の動きの指標として、沖原')ら、塩

川3)6)らが行った研究では｀‘チーム重心"が用い

られている。このチーム重心は、ＤＬＴ法により、

選手のピッチ上での座標点を算出し、同一チーム

の選手(フィールド内)で構成される多角形の重

心点をそのチームの勢力重心位置と定義し、チー

ムバランスを見たものである。

　

しかしながら、実

際のサッカーゲームを90分間撮影し、すべての選

手22人をデジタイズするには非常に時間がかか

る。またこれらを分析する上で多様な要因が複雑

に存在するため、パラメータの適正度の検討が必

要となる。

　

そこで本研究では、デジタイズ作業の軽減を図

るため、フットサル競技を対象とし、ＤＵr法を用

いて得られた選手の座標点から、各チームの重心

位置（フィールド選手４人によって構成される）

を算出し、これを基準としてそこから新たに導き

出されるデータを関連させて考察を行うものであ

る。ここでチームの重心をパラメータとしたのは、

沖原5）、塩川6）らの報告にあるようにこの重心が

一般的にサッカー界で用いられる¨バランスと

関連性があると考えられ、各チームの勢力などを

客観的に表すことが可能であると考えられたため

である。

研究方法

１）分析対象

　

1997年２月10日に有明コロシアムで開催された

第２回全日本フットサル選手権大会準決勝１試合

２）撮影方法及び画像解析について

　

対象としたフットサルの試合を試合会場スタン

ドから異なる角度・高さにセッティングした２台

のカメラ（ＳＯＮＹ社製TRV2000）を図１に示すよ

うに配置し、撮影した。撮影に際し、それぞれの

カメラに同一の基準点（サイドライン、ゴールラ

イン、コーナー、ゴールポスト等）が入るように

セットした。また今回の撮影にはワイドコンパー

ションレンズ等、画像に歪みを生じさせるレンズ

は使用せず、これらの映像はフレームカウンタ

旧本事務工機社製）を挿入し、それぞれ1/30秒

で録画（ＳＯＮＹ社製ＣＶＤ-1000）した。

　

録画した画像はビデオキャプチャボードにより

1/3秒ごとにデジタル化した後、MPジャパン社

製３次元画像解析ソフトを使用し、選手・ボール

の位置データを得た。この際、選手の位置は腰の

デジタイズによって代表化した。また、キャリブ

レーションの正確さを検証するため、主催者側よ

1）広島国際大学・保健医療学部

　

2）広島大学・教育学部

　

3）広島県立保健福祉短期大学

　

4）広島大学大学院
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り発表されたフィールドサイズ等のデジタイズで

位置の比較・補正を行った。

‾‾

　　

図‾1

　

カメラの配置と撮影方法

３）チーム重心の算出

　

チーム重心の算出については、デジタイズによ

って得られたフィールド選手４人の座標点の平均

値を各チームの重心座標とした（図２）。
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４）分析項目及び考察観点

　

分析に関して以下の点に着目して行った。

（1）両チームの重心間距離の時間推移。

（2）各チームの重心及びボールの移動傾向（サイ

　　

ドライン方向）。

（3）攻撃・守備時におけるチーム重心から各選手

　　

の距離変動。

（4）両チームの重心移動の対応。

結果及び考察

　

実際のゲームにおけるチーム重心とボール移動

の軌跡の一例として、30秒間の移動図を図３に示

した。図中では、ＡチームのＧＫからボールがパ

スされ、ボールの移動とともに両チームの重心位

置が移動していく様子が良く示されている。

１）両チームの重心間距離の時間推移について

　

両チームの重心間距離の時間推移を図４に示し

｜

　　　　　　

▼
二team

図３

　

チーム重心とボール移動の軌跡

た。一試合を通しての重心間距離は4. 87±2.62m

(Mean土SD）だったが、前後半で分けてみると

それぞれ5.62±2.58 m :4.20±2.48 mであった。重

心間距離が10m以上離れている時のゲーム状況

は、どちらかのチームがシュートし終わった直後

か、ゴールライン付近でボールがアウトになった

直後の状況に多く見られた。

　

一般的にフットサル競技においては攻守の切り

替えがサッカーゲームと比較して非常に速い傾向

にある｡すなわちボールがアウトになった時には、

できるだけ速く守備の陣形を整えた方が相手攻撃

への対応が行い易く、今回の結果もそれを表して

いると思われる。
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両チームの重心間距離の時系列推移

２）各チームの重心及びボールの移動について

　

各チームのフィールド内における重心とボール

位置のサイドライン方向への移動について、その

傾向を前半（図5a）、後半（図5b）に分けて示し

た。各チーム重心及びボール位置のサイドライン

方向移動の平均値は、前半はＡチーム:21.62±

7.34m (Mean土ＳＤ）、Ｂチーム:16.86±7.98 m、

ボール:19.80±11.97m、後半はＡチーム:

20.62±6.9 5m、Ｂチーム:24.27±6.74 m、ボー

ル:22.45±11.06mであった。ゲーム状況から見

ても前半はやや均衡傾向で、後半はＡチームが前
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菅，沖原，塩川，大塚，崔

半のビハインドを取り戻すため押し気味のゲーム

を反映する値であった。そして両チームの重心の

変動は、ボール位置変動に対応した非常に似通っ

た推移であった。これらを実際のボールのサイド

ライン方向の移動（前半の一部：約２分間少々）

に合わせて示したものが図６である。これを見る

と両チームの重心移動がボール移動に対応してい

ることが明確である。

　

また、ボールが両ゴール

前に近くなるに連れて、重心間距離が短くなる傾

向にあり、これは、攻撃の最終局面に対して守備

側はそれ以上後退することができず、攻撃側に対

してアクションを起こすためではないかと考えら

れる。言い換えれば、両チームの重心間距離が短

くなるにつれ、激しい攻防になると推測される。
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３）攻守におけるチーム重心から各選手の距離に

ついて

　

攻撃・守備時におけるチーム重心から各

選手（ＧＫを除く）の距離及び諸変量を表１に示

した。

　

両チーム共に、各選手の平均値を見てみると、

白チームがボールをキープしている時には重心か

らの距離が長く、逆に相手チームがキープしてい

る時には短い傾向にあった。また分散値において

も、各選手とも攻撃時には変動が大きく、守備時

は小さい傾向にあった。これらは攻撃時には広が

りを持って（チーム重心から離れて）なおかつ動

き回り（変動が大きく）、守備時にはある程度中

心に集まって（重心に近づいて）なおかつ最小限

の移動に抑える（変動が小さい）ということが推

察される。

表1

　

各チーム重心から個々の選手間距離における諸変量

　　　　　

Ballout　6 68 3547例数205312.57､゛鸞ド央器
Ａチーム選手

　

TeamA_keep

　

7007　　324　　4313 10.495　0 462　　68
1

　　　　

TeamB keep　5.176　　2 735　　4594 7.481　0528　4 656

　　　　　　　　　

Sum

　　

6-179

　　

3､218

　　

10960 10.357　0.521　5 551

　　　　　　　　

Ballout　　6.149　　3,025　　2053 9.149　0.492　5.596
Aチーム選手

　

ToatnAkeop

　

6432　　2.652　　4313 7.034　0,412　6,245
2

　　　　

TeamB_keep

　

5002　　2.209　　4594 4.8B2　0.442　4 555

　　　　　　　　　

SUm

　　

5.78

　　

2 641　　10960 6,973　0 457　5.268

　　　　　　　　

Ballout　　7.019　　2 982　　2053　8-89　0 425　6.799
Aチーム選手

　

TeamA keep　8.1ie　　3 509　　4313 12.314　0 432　7 787
3

　　　　

TeamB.kcep

　

5808　　2 476　　4594 6129　0 426　5 31J

　　　　　　　　　

sum

　　

6944　　3188　　10960 10.162　0.459　6 357

　　　　　　　　

Ballout　　7 0Zfl　　307　　2053 9,422　0,437　　661
Aチーム選手

　

TeamA keep　7 567　　2 8B1　　4313 8 298　0.381　7 655
4

　　　　

ToamB keep　5.696　　2.349　　4594 5,519　0-412　5.1S2

　　　　　　　　　

SUm

　　

6.661

　　

2 843　　10960　808　0 425　6.236

　　　　　　　　

Ballout　　5 916　　3､068　　2053 9.413　0519　5,424
Bチーム遇手

　

TeamA.keep

　

5､237

　　

2 652　　4313 7､034　0.50S　4,374
1

　　　　

Teama_keep

　

6.626

　　

3.196

　　

4594 10.211　0-482　　6.32

　　　　　　　　　

SUm

　　

5.947

　　

3.033

　　

t0960 9.202　051　5.471

　　　　　　　　

Ballout　　604　　2 806　　2053 7.874　0､465　5.611
Bチーム遇手
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フィールド内における重心移動傾向及びとボール位置の部分例

４）両チームの重心移動の対応について

　

前述の2）と若干重なるが、両チームの重心移

動についてゴールライン・サイドライン両方向に

ついて図７（ａ：ゴールライン方向、ｂ：サイド

ライン方向）に示した。

　

両方向とも両チームの重心位置の相関は非常に

高く（ゴールライン方向:r'=0.652、サイドライ

ン方向:l・＝0.601）、互いの動きに良く対応して

いたことが分かる。しかし、サイドライン（縦）

方向については回帰直線を挟んで、両側に直線的

にデータが存在していた。これはフィールド上で

の距離に換算すると、約1.5～3.0 mである。この

点に関して、ゲーム中守備時において選手は相手

選手（マークする選手）と自陣ゴールを結んだラ
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フットサル競技におけるチームの重心に関する考察－チーム勢力の比較検討－

イン上にポジショニングするため、相手チームよ

り自陣ゴールに近くなった推察される。しかしな

がら横の動きに対する対応は予想に反して良い結

果であった。
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両チームの重心移動の対応

１）両チームの重心間距離は一時的には大きな開

きが出るが、すぐに修正される傾向にあり、これ

は守備が攻撃に対し絶えず対応しようとしている

ものと考えられた。また、重心間距離が短くなる

につれゲームが激しい攻防になると推察された。

２）攻守におけるチーム重心から各選手の距離に

ついて、攻撃時には広がり、かつ動きが激しいも

のとなり、逆に守備時にはある程度集中し、かつ

最小限の動きに抑えるということが推察された。
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サッカー医・科学研究　第19巻(1999)

研究の目的

フットサル競技における選手のエリア構成に関する研究

　　　　　　

一攻撃と守備に着目してー

　　

柳原英兄1)、塩川満久2)、吉田卓史j)、菅輝‘)、沖原謙1)

　

本研究は、フットサル競技における選手とボー

ルの動きを２台のビデオカメラで撮影し、その結

果得られた選手の位置で構成されるエリアが、サ

ッカーのゲームを戦術的に考察することができる

かについて検討することを目的として行ったもの

である。

　

サッカー競技におけるゲーム分析法として、大

橋らは選手やボールの位置検出等に独白の方法を

考案し､サッカーのゲーム分析を多く試みている。

しかし、２台のビデオカメラで撮影し、ＤＵr法に

より全ての選手とボールの位置を座標点としてコ

ンピュータに人力しゲームを多角的に把握する分

析を試みたものは見当たらないように思われる。

本研究では、フットサル競技が１チーム５人で行

われるものであり、撮影に関する環境が比較的容

易に整備されることから、研究対象としてこれを

採用し、様々な視点の中から一般的にサッカー界

で用いられている「バランス」と関連性があると

思われることや、ゲーム中の各チームの情勢を視

覚的かつ客観的に把握することが可能であると考

えられるエリア構成（エリア面積）に着目して、

ゲーム分析を試みたものである。

　

将来的には、このフットサル競技で明らかにさ

れた戦術の分析に関する視点（分析方法）をサッ

カー競技に応用していきたいと考えている。

研究方法

１。撮影及び分析対象

　

対象として用いたフットサル競技は以下の試合

である。

日時:1997年２月10日

場所：有明コロシアム

大会名：第２回全日本フットサル選手権大会（準

決勝）

２。撮影方法

　

ゲームは有明コロシアムのスタンドから異なる

角度・高さにセッティングした２台のカメラ

（ＳＯＮＹ社製TRV2000）にて撮影した。そして、

今回の撮影にはワイドコンパーションレンズ等、

画像に歪みを生じさせるレンズは使用していな

い。また、これらの映像はフレームカウンタ（日

本事務工機社製）を挿入し、それぞれ1/30秒で録

画（ＳＯＮＹ社製ＣＶＤ-1000）しか。

図１

　

フィり|/ド選手によって構成されるチームのエリア面積

　　

図中のＯぶま選手,０▲はチーム重心，●はボールを示し，選手を緒んで

　　

できる三角形ないし４角形がチームエリアである。

３。分析方法

　

録画した画像はビデオキャプチャボードにより

1/3秒ごとにデジタル化した後、MPジャパン社

製３次元画像解析ソフトを使用し、選手・ボール

の位置データを得た。この際、選手の位置は腰の

デジタイズによって代表化した。また、キャリブ

レーションの正確さを検証するため、主催者側よ

り発表されたフィールドのサイズ等のデジタイズ

で位置の比較・補正を行った。

1）広島大学

　

2）広島県立保健福祉短期大学

　

3）福山大学

　

4）広島国際大学
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フットサル競技における選手のエリア構成に関する研究―攻撃と守備に着目してー

　

今回得られたデータは、一試合すべてのデータ

であり、その数は10,960フレーム×11（選手10

人十ボール）となった。そして、図１に示すよう

に、１フレームずつのデータから各チームのフィ

ールド選手４人で構成される四角形ないし三角形

をチームエリアとし、その面積を求め分析に用い

た。この際ＧＫを除いたのは、ＧＫは他のフィール

ド選手と比較してゲーム中の移動量が少なく、

ＧＫをチームのエリア構成に加える必要性が少な

いと判断されたためである。

結果及び考察
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チームの形成する面積の比較
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チームの面積と度数分布（Ａ）
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チームの面積と度数分布（Ｂ）
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１。チームが形成する面積について

　

１試合のゲームにおいて、時間経過の中で両チ

ームが構成するエリア面積を、対比してプロット

したものが図２である。

　

また、１試合を通して各々チームが形成した面

積毎の度数分布を示したものが図３､図４である。

　

図２から、Ａチームの面積が大きい場合にはＢ

チームの面積は小さく、逆にＢチームの面積が大

きい場合にはＡチームは小さくなっていることが

認められる。このことは、Ａ、Ｂ両チーム各々が

形成するエリア面積には、何らかの法則が存在す

ることを暗示しているように思われる。図３、４

のチームの面積の度数分布を見ると、Ａ、Ｂ両チ

ームは面積の平均値において若干の差（Ａ＝

72.14㎡、B =62.42m2)は認められるが、同様の

分布傾向を示していた。

　

このことは、変動係数などの統計量においても

ほぼ同様の数値を示しており、各々のチームが形

成する面積は概ね一定で顕著な相違は認めなかっ

た。このことより、図２で示した両チームの面積

の点の集まりは、指数関数のような関係に見える

が、二つの同じ性質の関数が集まったグラフと考

えることができる。この図２のグラフの意味する

ところについては､今後継続研究が必要であろう。

そして本研究が対象としたゲームにおいてはチー

ムカが互角であったことから、このような結果に

なったものと考察することも可能ではあるが、本

研究の目的である戦術的ゲーム分析の視点になり

得るかということについては、その可能性（面積

が両チームの戦術に基づくバランスを表してい

る）を十分に示唆しているものと考えられる。
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柳原，塩川，吉田，菅，沖原

２。両チームの攻防におけるエリア面積について

　

どちらか一方のチームがボールをキープしてい

たときの、チームのエリア面積を求めたものが図

５である。

　

これは、Ａチームがボールをキープしていたと

きのＡ、Ｂ両チームの面積とＢチームがボールを

キープしていたときのＡ、Ｂ両チームの面積を表

したものである。

　

図５から、どちらのチームがボールをキープし

ている場合においても、ボールをキープしている

チームの方がエリア面積が大きいということが明

らかになった。このことは、一般的に現場の指導

者が口にする「攻撃は広く、そして守備は狭く」

の原則に当てはまるものである。この「攻撃は広

く、そして守備は狭く」の関係を図２のグラフと

関係づけて考察すると､両チームの面積の変動は、

その平均値約50㎡から５倍に変動している。こ

のことは、攻撃の面積も守備の面積も相手チーム

に影響されながら、収縮運動を繰り返しているこ

とを示しているものと考えられる。

まとめ

　

本研究における分析結果は、フットサル競技で

は、攻撃の面積が守備の面積より大きい傾向にあ

ることが確認された。そして、攻撃の面積も守備

の面積も一定ではなく、互いに収縮運動を繰り返

している可能性があることがわかった。このこと

より、フィールドプレーヤーによって構成される

面積を分析することは、戦術研究の一つとして利

用可能であることがわかった。

参考文献

１）沖原謙、塩川満久、菅輝、崔ションスル：近

　　

代サッカーにおける状況判断モデルの構造

　　

化－サッカー競技の特性と時系列化の観点か

　　

らー広島大学サッカー部の事例研究より、サ

　　

ッカー医・科学研究､18:15-19,1998.

2）沖原謙、菅輝、塩川満久、野地照樹：サッカ

　　

一研究の課題構築に関する研究－サッカー分

　　

析法とその分析対象の歴史的変遷を通し

　　

てー,サッカー医・科学研究,17:57-66,1997.

3）沖原謙，塩川満久，出口達也：サッカーゲー

　　

ムの分析方法の開発についてーポジショニン

　　

グの評価とその基準の視点からー，広島大学

　　

教育学部紀要,第２部,43:163-169,1994.

4）松本光弘，原田精一郎，関英樹：サッカーの

　　

攻撃と守備の切り替えについてーその１ －．

　　

サッカー医・科学研究,17:177-180,1997.

5）松本光弘，上向貴志，徐金山，李双喜：第15

　　

回ワールドカップ・サッカーにおける得点に

　　

関する分析，筑波大学運動学研究，11:55-61,

　　

1995.

6 ) Matsumoto M, Teipel Ｄ，Sugiyama Ｙ and

　　

Uemukai K.:Evaluation of conditions in

　　

training before and after games in Japanese

　　

male and female soccer players.大学体育研究，

　　

16:35-41,1994.

7）山中邦夫，松本光弘，上向貴志:1992 ・サッ

　　

カー・アジアカップにおける日本代表チーム

　　

のプレーバターン，いばらき体育・スポーツ

　　

科学,9:17-27,1993.

8）山中邦夫，森岡理右，松本光弘，萩原武久，

　　

増田和美:1990.サッカーワールドカップ

　　

コンピュータによる記述分析一試合中のチー
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フットサル競技に

塩川

　

満久1)、菅

はじめに

おけるボール位置変化に対する選手の対応

輝2)、沖原

　

Ｊリーグやワールドカップにおけるテレビ中継

では、ボールを画面の中心にその局面に関与する

一部の選手をとらえることが多い。これは、サッ

カーのゲームそのものを観戦するというより、手

っ取り早く祭り上げられたヒーローの常人ではで

きないプレーを披露することがサッカーのおもし

ろさと位置づけたものである。ちなみに、ラグビ

ーでは個人は識別できない大きさになったとして

も、ライン攻撃が始まりそうな場合には、スクラ

ムが組まれた地点からエンドラインに平行に陣取

ったディフェンスラインと斜め後方に列したバッ

クスラインまでをもメインの画面には入れる。

　

さて、サッカーにおいてボール中心の限られた

範囲の分析ではその局面に至った経緯や分業され

た選手の働きの関連、また、その後考えられるゲ

ームの進行を予想することはできない。そして、

監督・コーチはゲームの戦況をみる場合、一連の

場面におけるキャスティングとシナリオ化された

その後の状況予測はテレビ画面より大きな視野に

おいて判断している。すなわち、ゲーム構成を考

える際、100％発揮できるとは限らない個人能に

重点を置くことなく、関与する不特定多数を個と

して分析していると考えられる。またこれには、

対戦チームの布陣も含まれる。先ほどのラグビー

の例でいうと、事象が完結してからの実況検分ほ

どその後に役に立つ情報としての価値は薄れると

いうことである。また、ゲームの展開を予想する

ことが観戦の醍醐味でもあることに加え、フィー

ルドと一体感をうかがえることのできる唯一のも

のであると考える。

　

ところで、チームプレーという言葉は多くの競

技に使われるものであるが、その意味合いは異な

謙3)、出口

　

達也j)、田村 進3）

るものである。野球においては、ハイリスク・ハ

イリターンの行為はそれに当てはまらず、自らが

アウトになっても次の打者が「もしかしたら」を

設定できればチームプレーと賞される。サッカー

においてはチームの個の能力を最大限に発揮しう

る状況を他が作ることであるとも考えられる。こ

れらが過不足無く実行された場合、テレビの中心

に写る選手が脚光を浴び、付随してアシスト者に

向けられる。

　

そこで、本研究ではサッカーと共通の特性をも

ったフットサルにおいて全ての選手を同一に評価

するためボールと選手の移動スピードと角度の関

係を明らかにすることを目的とする。この際、最

終的なパフォーマンスとして表現されるボールの

動きを尺度として考えるものである。ただし、本

研究の手法ではフィールド網羅するようにカメラ

をセットするので個人の厳密なスキルレベルを測

ることはできない。最終的にチームパフォーマン

スとして表現されるものであろうが、具体的な指

標となりうるものなのか断言できないにしても、

サッカー型競技であるフットサルの現象を再現で

きる。

研究方法

　

撮影方法、分析方法は先に報告したものと同様

である。異なる点は、一次データの算出にMPジ

ャパン社製「Ｔｏｍｏｋｏ-ＶＭ」を使用した。そして、

分析項目に個人の活動記録として、移動スピード

と角度を追加し、本研究の特出事項とした。

　

移動スピード; 1/3秒で選手・ボールの位置を

座標化した一次データより前のフレームからの移

動距離を算出し、移動の速さを秒あたりで表示し

た。

１）広島県立保健福祉短期大学

　

２）広島国際大学保健医療学部

　

３）広島大学教育学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-45-



フットサル競技におけるボール位置変化に対する選手の対応

　

移動角度；同様にその地点での移動方向を角度

表示した。ただし10人の選手にボールを加えた

値は前半・後半に関係なく、エンドライン方向に

0-180°、サイドライン方向を90-270°となるよう

に表示した。また、ボールキープの定義はボール

デッドを除外し、ボールからの距離が最も短い選

手がキープしていることとした。

結果および考察

１。フィールドにおけるボールの移動分布

　

ボールの位置座標とエンドラインサイドライン

方向の度数分布を１ｍ間隔で表しか。エンドライ

ン方向（20m）では多少のずれはあるにしても均

等に分布している。対して、サイドライン方向

（38m）においては中盤の領域にやや偏りがあり

措抗したゲームの特徴がみられる。
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ボールの分布と軸方向の度数

　

また、エンド・サイドライン方向の位置分布に

対するボールの方向は統計的には傾向は認められ

ない。すなわち、フィールドにおけるボールの位
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ボールの位置と角度（エンドライン方向）
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ボールの位置と角度（サイドライン方向）

置に関係なくボールは移動しており、どの地域に

おいてもボールデッドにならない放射状のパスが

行われている。

　

しかし位置に関係なくレーダー様に示した図

3,1と角度度数分布（図3一2）をみると両チームの

ゴールを結ぶ線に30°ほどプラスした方向に移動

する頻度が多い。この原因は今後の検討課題であ

るが、一般にいわれる［縦方向ヘボールを流す］

ことが左右方向に「ボールをふる」動きより多い

ことがうかがえる。しかし､単に左右ではなく、前

後を加えた振りの存在はあるものと考えられる。
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ボールの移動角度
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塩川，菅，沖原，出口，田村

２。ボールの移動角度と選手の対応角度

　

ボールの位置を考慮しない移動角度と対応する

選手の移動角度について表したものが図４である

（図は一人の選手のものであるがキーパー以外は

同じ様相を示した）。ボールの方向がゴールを結

ぶラインに集中し、それに応じて選手の角度も同

様に集中している。これは、左右方向の動きには

対応せず、前後方向の動き、「寄ったら退く」「蹴

り込んだら進む」動きである。そして、図５にフ

リーハンドで示した箇所がそれにあたるが、ゾー

ンディフェンスと選手のポジショニングの形態を

表している。すなわち、攻撃側のバスに個人が対

応するのではなく、他の選手にプレスや対応を任

せている。これは、フィールドに形した面で対応

しているとも考えられ、攻撃側についてもエリア

ルールを守っているとも考えることができる。ま

た、ボールの移動と同じ方向に進む場合と、逆方

向に進む場合に分かれる。
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ボールの移動方向と選手の対応
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ボールの移動に対応しない角度域

３．ボール・選手の移動スピードと角度の関係

　

次に始点（ボールの位置座標）を分別しないボ

－ルの速さと角度について示した。頻度の多い左

右のボールの移動は比較的遅い速さで、主にパス

主体のものであると考えられる。また、シュート

や速攻的なパス時は縦方向の比較的速いボールの

移動が考えられる。
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ボールスピードと移動角度の関係

　

選手の移動についても速さ自体は大きく差はあ

るものの同様にゴールを結ぶライン方向には速く

移動している（一人の選手の例を示したが、キー

パー以外は同様相）。
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選手の移動スピードと方向の関係

４．ボールキープ時の平均角度

　

ボールの移動角度に統計的な傾向は認められな

かったが便宜上、選手・ボールの平均的移動方向

をボールの利得を得た（ボールをチームがキープ

した）際とそうでない場合に分割して比較した。

前後半でサイドチェンジがあるのでグラフにおけ

るラインが入れ替わっているように見えるが、ボ

ールをキープし主導権を握ったチームは平均の方

向より相手方陣地へ攻め、ボールをとられたら

「退く」傾向にある。これは、ボールの動きにも

偏鱗
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みられる。しかし、「ハイプレス」などの戦術を

加味すると選手によっては相手ゴールの近くでチ

ームがボールをキープしていなくても後退しない

場合もあり得る。これは、選手間による下がり幅

が新たに関係してくると考えられる。
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ボールキープ時の移動方向変化

まとめ

　

ボールの動きとそれに対応する選手の移動を角

度とスピードの分析であるためあえてゲーム中に

生じた事象を考慮せず検討した。

１．ボールの移動は、両ゴールを結ぶ線に平行し

　　

て、動く頻度が多いがその位置はフィールド

　　

全般を網羅している

２．選手はボールの横方向の動きより縦方向の動

　　

きに対応することが多い

３．ボール・選手の速度はゴールを結ぶ線方向で

　　

速い

４．一般的にボールをキープすると相手ゴールの

　　

方向へ向くことが多いが、選手の役割によっ

　　

ては一概にいえない

　

今回の分析にはゲーム中にどのような事象が起

こっていたかを考慮していない、今後、選手とボ

ールのベクトルを事象により場合分けすることに

より、ゲーム分析の指標となる可能性があると考

える。
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フットサル競技におけるゲーム分析観点としてのボールの諸変量

　　　　　　　

－ボールと選手の動きに着目してー

崔

　　

詰洵1)、菅

　　　

輝2)、塩川

　

満久3)、野地

　

照樹4)、沖原

　　

謙5)

　

本研究は、ＤＵr法で時系列に沿って選手とボー

ルの動きを座標化し、フットサル競技におけるボ

ールと選手の移動距離、スピードおよび分布につ

いて算出し、これらを客観的な指標として、そこ

に新たなファクターを付随させて算出されるデー

タに関して考察するものである。ここでボールに

着目した理由は、ボールの動きが選手の動き（ス

ピード、距離）に直接的及び間接的に関係してい

る可能性が高いと考えられるからである。また、

これまで１試合を通してボールの動きを取り扱っ

た研究はあまり見られない。ボールは３次元の空

間を早いスピードで移動していくため、正確な位

置を割り出すことが困難であったという理由が考

えられる。一方、この研究方法を用いて研究を進

めていく場合、ボールと選手に関するデータを取

り扱うことは、戦術研究の基礎研究として有意義

であろう。そこで、本研究では全体の傾向を示し

やすいボールを中心として、特に選手との動きの

関係に着目し、客観的指標について考察すること

を目的とした。

研究方法

１。分析対象

日時:1997年２月10日

場所：有明コロシアム

大会名：第２回全日本フットサル選手権大会

準決勝

　

広島大学体育会サッカー部

　

対

　

府中水

　　　　

元クラブ

２。撮影方法

　

ゲームは有明コロシアムのスタンドから異なる

角度・高さにセッティングした２台のカメラ

(sony社製TRV2000）にて撮影した。そして、今

回の撮影にはワイドコンパーションレンズ等、画

像に歪みを生じさせるレンズは使用していない。

また、これらの映像はフレームカウンタ（日本事

務工機社製）を挿入し、それぞれ1/30秒で録画

（sｏｎy社製ＣＶＤ-1000）した。

図１

　

カメラの配置と撮影方法

３。分析方法

　

録画した画像はビデオキャプチャボードにより

1/3秒ごとにデジタル化した後、MPジャパン社

製３次元解析ソフトを使用し、選手・ボールの位

置データを得た。この際、選手の位置は腰のデジ

タイズによって代表化した。また、キャリブレー

ションの正確さを検証するため、主催者側より発

表されたフィールドのサイズ等のデジタイズで位

置の比較・補正した。その後、得られた選手・ボ

ールのスピードは1/3秒前の位置からの移動距離

と時間より算出した。

１）広島大学大学院

　

２）広島国際大学・保健医療学部

　

３）広島県立保健福祉短期大学

　

４）高知
大学

　

５）広島大学・教育学部
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４。図4aと図4bはそれぞれのチームの各選手の移

　　

動スピードの頻度をヒストグラムで表したも

50

フットサル競技におけるゲーム分析観点としてのボールの諸変量

　

－ボールと選手の動きに着目して一

結果及び考察

　

本研究の分析結果を以下の６つの表や図によっ

て表した。

１．（表１）では１試合を通しての全選手とボー

　　

ルの平均スピード、標準偏差、などを算出し

　　

た。ボールの１試合の平均スピードは秒速

　　

5.487 mであり、フィールドプレーヤーの平

　　

均スピードの約２倍の速さであった。 ＧＫの

　　

平均移動速度は意外に速くフィールドプレー

　　

ヤーの約1/2強であった。表１で示しか全選

　　

手とボールのスピードの最大値はおそらく微

　　

妙なデジタイズのズレからその数値が実際の

　　

現象よりも高くなって現れたと考えられる。

　　

他の数値に関しては１試合を通じての算出結

　　

果なのでこの値に大きな誤差があるとは考え

　　

られない。

　　　　　

表1

　

選手とボールのスピード

　　　　　　　

平均

　　　

四差

　

最丿

　　　

分散

　　　

皿

Ａ選手1

　　

2. 757　2. 1 39　5 6. 898　　4. 576　。７７６

Ａ選手２

　　

2. 73 7　2. 20a　41. 699　　4. 848　。８０４

Ａ選手3

　　

2. 740　Z. 492　5 6. 070　　6. 210　。９１０

Ａ選手4

　　

2. 707　2. 3 1 6　8 1. 272　　5. 364　。８５６

AGK5

　　

１、５７６

　

2. 025 ’ 7 9. 4 56　　4. 1 01　　I. 286

B選手６

　　

2. 933　2. 383　64. 019　　5. 6 76　。８１２
Ｂ選手7

　　

2. 886　2. 477　82. 749　　6、１３６　。８５８

Ｂ選手8

　　

2. 89 5　2. 508　64、８４８　　6. 290　。８６６

Ｂ選手9

　　

2. 701　2. 240　80.081　　5. 01 8　。８２９

BGKIO

　

１、３５３

　

1. 856　92. 727　　3. 443　　1.37]
BALL

　　

5. 487　6. 404　2 5 6. 2 28　41. 008　1.167

２．図２では１試合通してのボールのスピードを

　　

時系列に沿って表した。このグラフから分か

　　

るようにボールの平均スピード約5.5 mは１

　　

試合を通してまんべんなく確認され、秒速10

　　

m～20mについても多少のばらつきがあるが

　　

時系列に沿ってほぼ定期的に確認された。ボ

　　

ールスピード秒速20mを越えたあたりから出

　　

現頻度は時系列に沿って不定期に現れた。
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ボール
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図３

　

ボールスピードの変数分布

３。図３はボールスピード別の頻度をヒストグラ

　　

ムに表したものである。頻度が一番高かった

　　

のは秒速O～0.5mであった。そして秒速２

　　

ｍ～１５ｍにかけての頻度は緩やかな指数関数

　　

になっているように思われる。このことにつ

　　

いては今後、新たな統計処理をして確認して

　　

みる必要があるであろう。また、一般的にフ

　　

ットサルのバススピードは速いという主観的

　　

な認識がなされているが、今回算出されたボ

　　

ールの移動スピードは、ドリブル、パス等の

　　

明確な区分をしていないため、平均スピード

　　

がやや遅くなったものと推察される。
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崔，菅，塩川，野地，沖原　　

のである。ゴールキーパー（選手－5、10）

　　

を除くフィールド選手のうち、選手－１を除

　　

いて秒速1～1.5mの移動速度の頻度がもっ

　　

とも高かっか。そして秒速２ｍ～１２ｍにかけ

　　

てはどの選手も同じような傾向を示した。こ

　　

れはオープンスキルであるフットサル強度に

　　

おいて体力的要素である循環器系の能力が純

　　

粋に反映されていると考えられる。

５．図５はボール保持によるボールと選手のスピ

　　

ードを棒グラフで表しかものである。このグ

　　

ラフから分かるようにボールを保持している

　　

とき、つまり攻撃時における活動量は守備時

　　

の活動量を上回る傾向が確認された。

－
ｊ

｜

JIJ----■-----〃〃〃〃一皿-JJi-J皿-一---〃J÷･リ

　　

に1

J

iji

j

t

　

二は

まとめ

　

今回研究対象とした試合のボールの平均スピー

ドは、秒速5.487 mであり秒速20mまでは１試合

の中で定期的な頻度で出現することが確認され

た。ボールスピード別の頻度と選手の移動スピー

ド別の頻度はある一定速度を超えたところから共

に指数関数的な傾向を示した。また攻撃時におけ

る選手の移動距離は守備時の移動距離よりも多

く、物理的な側面だけから見ると体力的には攻撃

の方が守備より負担が大きい。しかし守備は攻撃

に対するリアクションであるため現実的な負担度

は物理的な側面からだけで述べることはできな

い。
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サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

【はじめに】

　　　

フットサル競技における戦術に関する研究

一画像解析により算出されるデータの意義についてー

　　　　

(2002ワールドカップのゲーム分析へ）

　　　　

沖原

　　

謙1）塩川

　

満久･）菅

　　　

輝3）

　　　　

風間

　

八宏･）松本

　

光弘i）今西

　

和男,）

　

フットサル競技の１試合すべて（約50分）を異

なる角度でビデオ撮影し、ＤＬＴ法から全ての選手

とボールの位置を座標点としてコンピュータに入

力した（表１は座標点のシートの例である。）こ

のように１試合すべてをDLr法で座標点化した研

究は、筆者らの管見の限り国内の学会誌や国際ジ

ャーナルでも見当たらない。この座標点は、１秒

間に３コマづつ人力し、１人の選手１試合の動き

は10,960の座標点でコンピュータに入力された。

フットサル競技は１チーム５人で行われ、両チー

ム（５人×2＝10人）と１個のボールを入力した

結果、10,960×11 (10人＋1個) =120,560の座標

点が入力された。この120,560個の座標点をデジ

タイズしコンピュータに入力するのに要した時間

　

表1

　

コンピュータに入力された座標点のシート例

フレームX

　

.､（1）Ｙ

　

.（1）Ｘ

　

（2Y

　

.､（2）X

　

R(p3)Ty

　

（3）

　　　　　

1 10.11846 17.53174　11.1498　16.0966 3.841892 32.30938

　　　　　

2 10.64062 16.82395 9.971557 19.27233 4､245013 31.53614

　　　　　

3 )1.17028 15.79437 10,15772 18.24105 4.657509 30.72201

　　　　　

4 11.66887 16.85609 9 834167　18.B948 4､657509 30 72201

　　　　　

5 r2.37048　160724　9.71622 19.29332 4.394821 31.26837

　　　　　

6 13.51085 12,97971 9.874115　189776 4.209178 3163624

　　　　　

7 13.48568 12.03924 9､889036 18.94323 4.178721 31 70876

　　　　　

8

　

13.4026 10.93683 11.04742 16.65481 5.626825 29.17296

　　　　　

9 13.27127 9.683711 11､27646 r6.53518 5929286　29.6989

　　　　

10 12.70013 8 790713 11.51635 15.91966 5.084834 31.42718

　　　　

11 11.62029 8.548979　12 0125 14.77856 5.057426 31.26091

　　　　

12 9､654003 11､20932　11 8346 14.54481　4 6695 31､65992

　　　　

13 9.570969 1003799 10.66655 15.92793 3.668246 33.73312

　　　　

14 9 667422 10 37632 11.12597 14.56933 3.299352 33.856□

　　　　

15 10.00461 10 69738 10 57132 1639313 3 726716 32.67'IO9

　　　　

16 10.82576　10.4342 10､39676 17.21071 3.693593 32 65761

　　　　

17 11.31564 11.70485 11.74938　15.3065 4.677633 30.90414

　　　　

18 12.86725 10 17278 13.04535　14.3599 6.886401 26 17288

　　　　

19 13.63627 10.49314 14.29885　13.6048 6.828394 28.37062

　　　　

20 1449487 10､19137 14.93452 13.52005 6.992362 28.83446

　　　　

21 13.78212 11 75566 16.45196 11,29619 8 702957 25.97875

　　　　

22 13.44437　12.4313 17 10139 1006482 9.239599 25 39154

　　　　

23 1316118 11.82346 17.37992 8 612608 9 806731 24 91389

　　　　

24 1266629　10.6959 17 35238 7 340602 9 909599 24.86414

　　　　

25 12.38454　10.0076 16.84972 5.965343 9,979406 24.67645

　　　　

26 11､69405 n.0219t　16.06449　5 6076 10.16087 23､95137

　　　　

27

　

11.3832 10.77509　15.6051　523148 10.363)6 23.16061

　　　　

28 11.02766 11.01488 14.71655 6131712 10.16198 22 89594

　　　　

29 10.18243　11.844 13.99465 7.328087 10.09168 22 37738

　　　　

30 10 15418 11.75615 13.41144　8.68109 9.734811 22.43304

　　　　

31 9.882086 12.23363 13.33729 8.926538 9.688'147　21.6397

　　　　

32 9 743485 12.47572 13.06138　9.70573 9.454747 21 76506

　　　　

33 9.566154 12 79009 1301256 10.06599 8 907097　22.7168

は、初期トラブルもあって約500時間と膨大であ

った。現在は、キャプチャーを含む多くのことが

改良されているのでより短い時間で人力可能にな

ってきている。

　

本研究の目的は、このようにコンピュータに入

力された全ての選手とボールの動きを、どのよう

な評価基準または分析方法で主に戦術研究として

取り扱うことができるかについて考察を行うもの

である。今回、研究対象としてフットサル競技を

採用した理由は、１チーム５人で行われるこの競

技がサッカー競技に比べて戦術的要素の客観化が

容易であると考えたからである。将来的には、こ

のフットサル競技で使用することのできた戦術分

析方法をサッカー競技に応用していく方針であ

る。

(2002ワールドカ､yプのゲーム分析へ）

　

特に、日韓で共催される2002年のワールドカッ

プのゲーム分析については、本研究の分析方法を

用いることで、ゲーム中に起こったすべての選手

とボールの動きを正確に記録することが可能とな

る。このようにワールドカップのゲームを正確に

記録し保存しておくことは、日本のサッカー界の

文化的財産となると同時に、これまでに解析不能

であった多くの戦術的現象を客観化し、評価を加

えることができる可能性を十分持っていると考え

られる。現時点では、この方法には前に述べた座

標点の人力に膨大な時間がかかるという大きな課

題を抱えているが、インターネット（Ｅメール）

を利用して、座標点入力作業を30分割し、データ

打ち込み用の共通のチャットを作成することで作

業時間は、飛躍的に短縮され、現場の指導者にも

翌日までにデータの提供が可能になると思われ

る。また、これから建設されるワールドカップに

使用される競技場については、カメラを設置する

1）広島大学

　

2）広島県立保険福祉短期大学

　

3）広島国際大学

　

4）桐蔭横浜大学

　

5）筑波大学

　

6）サンフレッチエ広島
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最適の場所を確保することも重要であると思われ

る。

　

以上のような理由から筆者らは、本研究で示す

分析方法が2002のワールドカヽンプの分析方法の１

部分として、日本サッカー協会が採用することを

強く希望している。

【研究対象】

　

研究対象として用いたフットサル競技は以下の

ようである。

日

　

時:1997年２月10日

場

　

所：有明コロシアム

大会名：第２回全日本フットサル選手権大会

　　　　

準決勝

　

広島大学サッカー部

　

対

　

府

　　　　

中水元クラブ

【撮影方法及び画像解析について】

　

２つのビデオカメラ（ＳＯＮＹ ＣＣＤ-TR2000）で

図１のように撮影し、カウンターを挿入した後に

ビデオデッキに録画した。その際２つのカメラに

同じ基準点（サイドライン、ゴールライン、コー

ナー、ゴールポストなど）が入るようにセットし

た。次に、録画したビデオテープから１秒間に３

コマづつコンピュータにキャプチャーしVM95

（MPジャパン社製）により選手、ボールの位置

（ポジション）を座標化した。また、デジタイズ

した点は試合開始直後より両チーム10人とボール

とし、一連のゲーム分析に関する研究の一次デー

タとした。二次データ以降の加工にはコーチや監

督の意見を反映し自作のソフトにて対応した。以

図１

　

カメラの配置と撮影方法

上の作業を踏まえた上で全体のフローチャートを

表したものが図２である。

　　　　　　

図２

　

全体のフローチャート

【算出されるデータの意義について】

　

1/3秒毎に座標点化された、全ての選手とボー

ルの動きを分析するとき、引き出してくるデータ

やその分析方法は多種多様である。基本的には座

標点そのものから位置を割り出すことができ、そ

のデータを基に時間に対してのスピード、距離、

角度、加速度、頻度、面積、重心点なども算出可

能である。フットサル競技やサッカー競技の構成

要素は一般的に技術、戦術、体力、精神力と言わ

れているが、このなかで主に戦術と体力の一側面

が分析対象となるであろう。

　

コンピュータに入力された座標点から引き出し

てくるデータを：「１次データ」＝１座標点の連

続体、例えば１人の選手だけの動きやボールだけ

の動きと定義すると以下のようなものが挙げられ

る。

　

１人の選手の総移動距離、平均移動スピード

（表２）、移動エリア、移動時の加速度、ターンの

1
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8
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表２

　

選手とボールの平均スピード
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一千

　

3 D system

　　　　　　　　　

cameraｌ　camera II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

XY-Digitizer

　　　　　　　　　

camera III　came几IV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(コーチの主観)

　　　　　　　　　　　　

Video Deck

　　

ＤＬＴ法

　　

座標点

　　

Personal

　　　　　　　　　

Computer

　　　　　　　　　

XY-Plotter

　

パラメータ

　　

IBM A nvaE51

　　

作図

　　　

Personal
⊇

　

Computer

　　　　　　　　　

Printer

　

統計処理

　　

Apple Macintosh



沖原，塩川，菅，風間，松本，今西

回数、１方向あたりの移動距離、方向変換の角度

などであり、ボールに関しても総移動距離、平均

移動（表２）スピード、移動エリア、移動時の加

速度､方向変換の回数、１方向あたりの移動距離、

方向変換の角度、高さなどである。

　

このような１次データを考察すると、１人の選

手の動きに関するデータは体力的要素として還元

される可能性が高いと考えられる。もちろん、チ

ームが実際のゲームで特定の意図を持ってプレー

させたときのことを検証するならば戦術的要素と

して還元することも可能である。

　

一方、同じ１次データであってもボールに関す

るデータは、戦術的要素として還元される可能性

が高い。以上のことを表わしたものが図３である。

＜一次データ＞

匹祠→采ふ¬

陽匹コ→「辰匹

　　　　　　

図３

　

一次データの意味

また、これまでの戦術研究において、ボールの正

確な動き（速さ、距離、角度、加速度など）に着

目して行われてきた研究は少ない。ボールは３次

元の空間を速いスピードで移動していくため、正

確な位置を割り出すことが従来は困難であったと

いう理由が考えられる。この研究方法を用いて研

究を進めていく場合、ボールに関するデータを取

り扱うことは戦術研究の基礎研究として有意義で

あろう。

「２次データ」＝「１次データ」の組み合わせ

（相関など）と定義すると以下のようなものが挙

げられる。

図４

　

フィールド選手によって構成される重心について

　

図中のｏ▲は選手、０▲|まそれぞれの重心点を示す、●はボール

　

選手同士の位置の組み合わせ（選手が構成する

面積や重心点、図４）、１チームの平均移動スピ

ード、１チームの移動距離、１人の選手とボール

の関係などである。

　

このように２次データを考察すると、ほとんど

のデータが戦術的要素に還元される可能性が高く

なっている。これは、１次データそのものは体力

的評価に一般的に用いられる最高値や平均値であ

るのに対して、２次データは、相関関係で表され

るように、お互いの関係を表している場合が多い

ので、戦術的要素に還元されやすくなると考えら

れる。そして、ボールの動きと他の動きを組み合

わせたものは、ますます戦術的要素に還元されて

いくように思われる。

「多変量データ」＝「２次データと１次データの

組み合わせ」または「２次データと２次データの

組み合わせ」と定義すると以下のようなものが挙

げられる。

　

選手が構成する面積とボール保持の

関係、両チームの重心移動（図５）の関係、ボー

ルの移動方向と重心の関係などである。

―･― team A- center of gravity －●－ team B. center of g｢avity

Ｖ

team B

team A

ball

start point

●

　　　　

図５

　

チーム重心とボール移動の軌跡

　

このように多変量データ考察すると、これらの

データは戦術的要素に還元される可能性は高い

が、取り出すデータをどのように組み合わせて分

析するべきかの基準が確立されていない。このこ

とについては、数多くの多変量データの積み重ね

と検証が必要であり、これらのデータの意味や評

価方法の確立については今後の課題となるであろ

う。

【まとめ】

１）ボールを中心に、ボールと選手の動きの関係
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を研究することにより、戦術的基礎研究とし

　　

て位置づけることが可能であろう。

２）選手の位置座標より、選手の構成する面積や

　　

重心点が算出され、近年注目されている戦術

　　

的バランス論を指標化できる可能性がある。

３）１次データは、体力的要素に還元できるが、

　　

他の簡便な方法でも得ることのできるデータ

　　

が多く、本研究の趣旨には部分的にしか応用

　　

できない。

４）ゲームを分析するまでに多くの時間を費やし

　　

ているので、リアルタイムで現場に還元する

　　

ことは不可能である。しかし、近い将来にお

　　

いては可能であろう。

５）必要な場面を切り取って分析したり、分から

　　

ないことが生じてきたときに、新しい分析要

　　

素を付け加えたり、引き出しながら考察また

　　

は検証が可能であるため、ゲーム分析のバリ

　　

エーションを数多く築くことができる。

　

なお、詳しい分析内容は、本研究誌に共同研究

者の菅

　

輝「フットサル競技におけるチームの重

心に関する考察－チーム勢力の比較検討－」、柳

原英兄「フットサル競技における選手のエリア構

成に関する研究」、塩川満久「フットサル競技に

おけるボール位置変化に関する選手の対応」、崔

チョルスン「フットサル競技におけるゲーム分析

観点としてのボールの諸変量」の論文として投稿

中である。
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Ｊリーグフォワード選手の試合中におけるスピード変化

　　　　

～外国人選手と日本人選手の比較～

宮城

大橋

　

修1）

二郎3）

　

サッカー選手の試合中の動きは、マラソン選手

のように一定に近いスピードで移動しているので

はなく、試合の状況に応じて歩行からダッシュま

でスピードに変化をもたせながらフィールド内を

移動している。

　

特に競技レベルが高い試合になるほど、相手選

手の一瞬の隙を突いた動き、いわゆる緩急をつけ

た動きが多くみられる。しかし、これまでにＪリ

ーグ選手を対象に、公式戦における移動スピード

の変化を明らかにした報告はされていない。そこ

で我々は前報帽こおいて、Ｊリーグ選手の公式戦

におけるスピードの変化を１試合を通して定量的

に明らかにした。次いで、本研究では各ポジショ

ンの中でも、特に緩急の動きが要求されるフォワ

ード選手に着目して、試合中におけるスピードの

変化を明らかにして、その特徴について検討する

ことを目的とした。また、同時にフォワードの外

国人選手と日本人選手の比較も行った。

Ｌ方

　

法

Ａ。対象者

　

対象者はＪリーグ所属チームの外国人選手（以

下、Subj. Ａ）と日本人選手（以下、Su bj.Ｂ）各

１名であった。被検者の身体的特徴を表１に示し

た。Subj. Ａの身長と体重は174.6craと73.19kg、

Subj.Bは181.1cmと78.28kgであった。

　　　　　　

表1

　

被検者の身体的特徴

Subj･

　　

年齢

　

ポジション

　　　　　

(歳)

　

A

　　　

31

　　　　

FW

　

B

　　　

23

　　　　

F°Ｗ

身長

(cm)
-
174.6

181.1

体重

(kg)
-
73.19

78.28

山下

北川

則之2)

　

薫‘)

Ｂ。測定項目

　

試合中の移動スピードの測定は、大橋らが報告

している三角法を応用した高速移動解析システム

を用いて行ったり)。この方法は望遠鏡と角度変化

を求めるポテンショメーターを装備した照準器を

フィールドにおけるタッチラインの延長戦上の２

ヶ所に設置し、１試合を通して両側の望遠鏡から

対象とした選手を追従するのである。フィールド

内はあらかじめキャリブレーションによってXY

座標とみなしており、二つの照準器から１名の選

手を追従することにより得られる角度変化のデー

タを座標変換処理する。そして、試合中における

フィールド内の位置の算出はフィールド外の２点

を結ぶ底辺と底辺を挟む２つの角度から座標を求

め、0.1秒ごとに選手のフィールドでの位置を人

力して行った。

Ｃ．対象試合

　

1996年度のＪリーグ公式戦10試合について測定

を行い、そのうち、外国人選手を６試合、日本人

選手を４試合とした。

Ⅲ．結

　

果

両選手の試合における移動距離を図１に示し

移
動
距
離
剛

14000

12000

10000

8000

6000

ミ

　

Ｅ

０

　　　　　　

Subj.A

　　　

Subj.B

図１

　

１試合の移動距離の比較

1）防衛大学校

　

2）名古屋グランパスエイト

　

3）大東文化大学

　

4）中京大学
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た。移動距離の平均値と標準偏差はSubj. Ａが

10455.9±590.6m (前半:5315.0±330.4m、後

半:5140.9±306.2m)、Subj. Bが11171.5±521.3m

(前半:5869.8±340.6m、後半:5301.8±215.9m)

であった。前半に対する後半の移動距離の減少率

は、Subj. Bが全試合の平均が10％だったのに対

し、Subj. Aは３％であった。

　

試合中における移動スピードの経時的変化を図

２に示した。この図をみていくと、Subj. Aは試合

中に3m/sec以下でのスピードで移動しながら、

時折9m/sec以上で間欠的に移動している。一方、

Subj. Bは3～5m/secでの移動がSubj. Aに比較して

多く、8m/sec以上での移動がほとんどみられな

かった。このような両者における緩急のつけ方の

差異は、試合中に多くの場面でみられた。

Ｉ町
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緩
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つ
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差
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に
れ
ン
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図２

　

試合中の移動スピード変化の比較

　

図３には、Subj. Aの全試合における移動スピー

ド別の移動距離をlm/secごとに区切って示した。

最も移動距離の長かったスピードは1～2m/secの

2086mと、１試合の移動距離約30％を占めていた、

　

(㈲

3U0U

　　

2500
移

動3000

距1500

離
1000

　　　

500

　

市原籤

広島戦

その後スピードが高くなるにつれてほぼ直線的に

移動距離が減少していた。そして7m/sec以上で

の移動は、全体の約３％と少なかったものの、全

ての試合において7m/sec以上での移動がみられ

た。

　

図４には両選手のスピード別移動距離の比較を

示した。各選手とも1～2m/secの占める距離が最

も多く、その後、スピードが高くなるにつれて移

動距離が減少しか。両選手の違いが顕著であった

スピードは2～3m/secの417m、3～4m/secで

367m、そして9m/sec以上の移動であった。また、

各スピードに占める移動距離の標準偏差から、

Subj.Aは試合間のばらつきが非常に少ないことが

伺える。
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スピード別移動距離の比較
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゛

図３
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察

　

フォワード選手の試合中における移動距離につ

いては、これまでに大橋らが日本代表選手を対象

に測定したところ、平均値で10834±1183mであ

ったと報告されている1）。大橋らが報告している

結果と本研究で得られた結果(Subj. A:

10455.9±590.6m、Subj. Ｂ : 11171.5±521.3m)を

比較すると、Subj. Aは平均で４％低く、Subj. B

は３％高かった。また、Subj. ＡとSubj. Bの１試

合における移動距離を比べると、Subj. Bが平均

で7. 5%高かった。そして、ここで特に着目した

いのは、前半に対する後半の移動距離の減少率で

ある。大橋ら1）がこれまでに測定した日本代表選

手の後半の移動距離は、前半に比較して約8.0%
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引
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宮城，山下，大橋，北川

減少すると報告しており、本研究でのSubj. Bも

ほぼ同様な値であった。しかし、Subj. Aは後半

の移動距離の減少率が３％と､かなり少なかった。

すなわち、Subj.Aは90分間の運動量を前半と後半

でうまく配分していることが推測される。これら

の結果より、今後、日本人選手は試合中における

運動量の配分をうまく調整する必要があると考え

られた。

　

次に、移動スピードについてであるが、両選手

における試合中のスピードの範囲がSubj. Aで

9.6m/sec、そしてSubj. Ｂで8.8m/secであり、試

合中のスピードの発揮能力に違いがみられた。さ

らに、試合中におけるスピードの変化（図２）を

みていくと、Subj.Aは秒速3m以下で移動しなが

ら、時折9m/sec以上で移動し、緩急をつけたメ

リハリのある動きをしていた。両選手の違いは低

スピードでは約3～5m/sec、高スピードでは

8m/sec以上においてみられた。つまり、Subj. Ａ

はマークしている選手を凌ぐスピード（約

8m/sec以上）で移動した後は、3m/sec以下のス

ピードで移動しながら疲労を回復している。しか

し、このようなSubj. Ａの緩急をつけた動きは、

Subj.Bにはそれほど多くみられなかった。

　

移動スピード別の移動距離（図４）を検討した

ところ、両選手とも1～2m/secでの移動が最も多

く、スピードが高くなるにつれてほぼ直線的に減

少していく傾向がみられた。Subj.Aについては移

動スピード別の移動距離は全試合でほぼ同様な傾

向がみられ、試合間での移動スピードにばらつき

の少ないことが明らかとなった。この点について

も、Subj.Aは前述した移動距離と同様に、試合中

におけるスピードの変化を調整していると考えら

れる。

　

以上に示した結果より、本研究で対象としたフ

ォワードの外国人選手は、日本人選手に比較して

前半と後半の移動距離および試合中の移動スピー

ドをうまく配分して、なおかつ試合間での動きに

ばらつきの少ないことが明らかとなった。

Ｖ。まとめ

　

本研究は三角法を応用した高速移動解析システ

ムを用いて、Ｊリーグ所属の外国人および日本人

フォワード選手の試合中におけるスピードの変化

を明らかにして、その特徴について検討した。

主要な結果は、以下のとおりである。

１）１試合の移動距離はSubj. Aが10455.9土

　

590.6m、Subj. Bが11171.5±521.3mであり、前

　

半に対する後半の移動距離の減少率はSubi. Aが

　

３％であっだのに対して、Subj. Bは10％であっ

　

た。

２）試合中におけるスピードの範囲はSubj. Aが

　

9.6m/sec、Subj.Bが8.8m/secであった。

３）移動スピード別移動距離は、1～2m/secの移

　

動か最も多く、その後スピードが高くなるにつ

　

れてほぼ直線的に移動距離が減少し、外国人選

　

手は日本人選手に比較して低スピードでの移動

　

は少なかったが、高スピードでは多かった。

　

以上の結果より、本研究で対象としたフォワー

ドの外国人選手は日本人選手に比較して、前半と

後半の移動距離および試合中の移動スピードをう

まく配分して、なおかつ試合間での動きにばらつ

きの少ないことが明らかとなった。なお、本研究

で得られた結果は、今後サッカー選手のスピード

を向上させるトレーニングプログラム作成のため

の基礎的資料として貢献すると考えられる。
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緒言

サッカー選手の方向転換を伴う疾走能力

中山忠彦、伊藤

　

章1）

　

サッカー選手にとって、走る速さ、すなわちド

リブルをしながら相手を抜いたり、ボールを持っ

ていない時でも相手マーカーを振り切ってパスを

受けようとする動きは大変重要な動作の１つであ

る。本研究では、サッカー選手の方向転換を伴う

疾走能力を調べるため、４種類の方向転換走と直

線走のタイムの関係を調べるとともに、方向転換

時の疾走動作とキックカ、及び体力的な要因を分

析し、方向転換における高いパフォーマンスを得

るための要因を探ることを目的とした。

方法

　

以下に示すようにまず実験１を行い、その結果

をもとに実験２を実施した。

［実験１］

１。被験者

　

本研究の被験者は体育大学サッカー部に所属す

る男子サッカー選手66名（年齢20.9±0.8歳）であ

った。

２。実験

　

陸上競技場フィールド内（芝生）で、50m直線

走（以下、50mS）と、４種類の方向転換走、す

なわちポールが10m間隔のジグザグ走（以下、

10mZ）、ポールが５ｍ間隔のジグザグ走（以下、

5mZ①）、ポールが５ｍ間隔で１つおきに１ｍ横

にずらしたジグザグ走（以下、５ｍＺ②）、及びコ

の字走における50m区間の走行時間を光電管によ

って計測した（図１）。その際、被験者にはサッ

１）大阪体育大学

カーシューズを着用させ、スタート時の反応時間

を取り除くために計時開始ラインより１ｍ後方か

らスタートさせた。また、体力的な要因として、

身長、体重と左右の膝関節角度90度における膝伸

展と膝屈曲の等尺性最大筋力を測定するととも

に、タイマーが内蔵された専用のマット（NISHI

社製）で膝の屈伸をできる限り抑えた連続ジャン

プからＢｏsｃｏら1）の方法に従い平均パワーを算出

した。
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［実験２］

図１

　

方向転換走の４条件

１。被験者

　

実験１から50mSがほぼ同タイムでありながら、

方向転換の程度が最も強いコの字走が速かった選

手３名（Ｆ群）と遅かった選手３名（Ｓ群）を被

験者として選んだ。なお、Ｆ群の50mSのタイム

の平均は6.70±0.17秒、コの字走の平均は14.33±

0.13秒、Ｓ群の50mSのタイムの平均は6.73±0.10

秒、コの字走の平均は16.11±0.46秒であった。

２。実験

　

陸上競技場の全天候型走路上にフォースプレー

ト（ＫＩＳＴＬＥＲ社製）を埋設し、直線走と４種類
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サッカー選手の方向転換を伴う疾走能力

の方向転換走の地面反力を測定し、その時の走動

作を前方と側方からハイスピードカメラ(nac社

製）で撮影(lOOfps)した。なお、この時使用し

たシューズは一般的なトレーニング用のもので、

走動作が自然でしかも左足（方向転換時の軸足）

がフオースプレートにのったものを成功試技とし

た。

３。データ処理

１）動作分析：撮影したフィルムから、身体24点

　　

の座標計測を行い、DLｒ法を用いて、フォー

　　

スプレート接地中に身体重心高が最も低下し

　　

た時の支持足の股関節角度、膝関節角度、正

　　

面から見た体幹の傾き、重心と支持足の爪先

　　

を結ぶ線と鉛直線のなす角度（以下脚角度）

　　

を算出した（図２）。

２）地面反力：水平横方向、水平前後方向の平均

　　

キックカと力積を算出した。

３）統計処理：Ｆ群、Ｓ群間の比較は、対応のな

　　

いｔ検定を行い、有意水準が５％未満の場合

　　

を差があるものとした。

　　　　　　

側面

　　　　　　　　　　　　　

正面

膝関節角度

図２

　

身体重心が最も低下したときの身体の各角度

結果

［実験１］

１。直線走と方向転換走の関係

　

50mSと各方向転換走の走行時間の関係をみる

と、10m Z : ｒ＝0.825（p＜0.001）、5mZ①:

r＝0.684（p＜0.001）、5mZ②:r =0.479

（p＜0.001）、コの字走:ｒ＝0.320（p＜0.01）

と全てに有意な相関が得られた（図３）。また、

方向転換の程度が弱い順に相関係数が高くなる傾

向が見られた。
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図３

　

５０ｍ直線走と各方向転換走のタイムの関係

２。方向転換能力

　

本研究では、各方向転換走における方向転換能

力を「各方向転換走のタイムから50mSのタイム

を差し引いた値」として定義した。この方向転換

能力と各方向転換走のタイムとの関係を見たとこ

ろ、10mZ以外において有意な正の相関（5mZ

①:ｒ＝0.508（p＜0.001）、5mZ②:r =0.730

（p＜0.001）、コの字走:ｒ＝0.930（p＜0.001））

が得られた（図４）。また、方向転換の程度の強

い順に相関関係が高くなる傾向が見られた。
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方向転換能力と各方向転換走のタイムの関係
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体幹の傾き
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中山，伊藤

３。体力要素

　

等尺性最大膝伸展力（体質量で除したもの）と

各走のタイムとの関係をみたところ、右脚におい

ては５ｍＺ①（ｐく0.01）、5mZ②（p＜0.05）に

有意な正に相関が認められた（表１）。左脚にお

いては50mS :ｒ＝0.287（p＜0.05）、5mZ①

ｒ＝0.303（p＜0.05）、5mZ②:r =0.247

（p＜0.05）、コの字走:r =0.245 (p<0.05)に

有意な正に相関が認められた。等尺性最大膝屈曲

力（体質量で除したもの）と各走のタイムとの関

係をみたところ、右脚において5mZ②:ｒ＝

0.267 (p<0.05)にのみ有意な正に相関が認めら

れた。左脚においては有意な相関が認められなか

った。体格（身長、体重）や平均パワーと各走の

タイムとの間には有意な相関が認められなかっ

た。また、体格や体力要素と方向転換能力の間に

は有意な相関関係は認められなかった｡

表１

　

各走のタイム、及び方向転換能力と体力要素の関係

　　

のムと
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［実験２］

１．動作分析

　　

接地中に身体重心高が最も低下した時の股関節

角度、膝関節角度、正面から見た体幹の傾きのど

れについても各走でＦ群とＳ群の間に有意な差は

認められなかった。脚角度においては、5mZ②

についてのみＦ群の方がＳ群より有意（p＜0.05）

に大きかった（表２）。

－ － 一 一

表２

　

接地中に身体重心高が最も低下したときの身体の各角度

　　　　

の

　

節（〉

　　　　　　　　　　　　

Ｆ

　　　　

有差

　　　　

Ｓ

　　　　　　　　　　

平

　

士SD

　　　　　　　

平

　

土SD
50mS

　　　　

162.8±125

　　　

n.B.

　　　

15≪±42
lOmZ

　　　　　

184.2±69

　　　

n.s.

　　　

156.8±31
5mZ①

　　　　

161.6±6.9

　　　

n.S.

　　　

152i±5j
5mZ②

　　　　

161.4±7.4

　　　

n.s.

　　　

159^±8.4
コの字

　　　　

125.6±19.4

　　　

n.s.

　　　

105.4±9.6

　　

足の

　　　

O

　　　　　　　　　　　　

F群

　　　　　

差

　　　　

S群

　　　　　　　　　　

平

　

土SD

　　　　　　　

平

　

士SD
50mS

　　　　　

140.1±12.4

　　

n.8.

　　　

135.7±1.1
lOmZ

　　　　　

139.3±162

　　　

n.Ｓ.

　　　

146.8±70
5mZ①

　　　　

r50.8±6.０

　　　

n^.

　　

146.6±4.8
5mZ②

　　　　

1515±2.１

　　　

n^.

　　　

155.2±9j
コの字走

　　　　

124.7±12.8

　　　

n^.

　　　

1185±8.7

　　

体のき（

　　　　　　　　

平Ｆ土SD

　　　　

差

　　

平SIIESD

　　

昌

　　　

ぶ詔

　　

;::

　　

ぶぷ

　　

5mZ①

　　　　　

吽8±33

　　　

n.s、

　　　

7､o土5,5

　　

?沼?

　　　

瑠魏

　　

こ

　　

ぶ乱

　　　　　

（

　

足の爪と心

　

ぶと

　　

のな

　

）（

　　　　　　　　

平Ｆ土so

　　　　　　

祠ｈ，

　　

迄:

　　　

ぷ帽

　　

;:

　　

詣:j

　　

5mZ①

　　　　

22,0土4､o

　　　

n.s.

　　　

23.1±2.5

　　

器ね

　　　

函コ

　　

こ

　　

塁昌

２．地面反力

　

平均キックカは、コの字走の水平横成分（方向

転換の外側）のみＦ群の方がＳ群より有意（p＜

0.05）に大きなキックカを発揮していた（表３）、

しかし、他の成分の平均キックカは各走でＦ群と

Ｓ群の間では有意な差は認められなかった。接地

時間、体質量あたりの力積は各走でＦ群とＳ群の

間に有意な差は認められなかった（表４）。

表３

　

平均キックカ

　

平方向(Ｎ/ｋＢＭ)

　　　　　　　　　　　

F群

　　　　

有意差

　　　　

Ｓ

　　　　　　　　　

平均土SD

　　　　　　　

平

　

士SD
60mS

　　　　　

168±0.36

　　　

n.S

　　　

192±0.42
lOmZ

　　　　　

3.91±lie

　　　

ns.　　　3.94士U5
5mZ①

　　　　

6jO±175

　　　

n.Ｓ.

　　　

6.80士0^7
5mZ②

　　　　

8.03士r.7o

　　　

n.s.

　　　

651±0.32
コの字走

　　　　

2.4S±0.17

　　　

＊

　　　

168±0.32

　

平方向(Ｎ/ｋＢＭ)

　　　　　　　　　　　　

F

　　　　　　

差

　　　

S群

　　　　　　　　　　

平

　

土so

　　　　　　　

平

　

土SD
50mS

　　　　　

3.73±0.47

　　　

n.s.

　　　

2,66士1.98
lOmZ

　　　　　

4.96±0.19

　　　

n.s.

　　　

5.0±0.93
5mZ①

　　　　

5.31±0.56

　　　

n.B.

　　　

5.22±0.76
5mZ②

　　　　

4.99±1.15

　　　

n.s.

　　　

4.19±0.41
コの字走

　　　

10.03±0.85

　　　

n.s.

　　　

598士4.17

水平’方向（N/ｋＢＭ）

　　　　　　　　　　　　

F

　　　　　

意

　　　　

Ｓ

　　　　　　　　　　

平

　

士SD

　　　　　　　　　

士SD
50mS

　　　　　

5.80±0.69

　　　

n.s.

　　　

5.53士O之9
lOmZ n』.

　　

5.75±023

n.Ｓ.

　　　

5.r5±0.96

n.B

　　　

3.33±1.16
一

　　　　

一一

　

n,s.:not significflnt

　　　

＊pく0.05
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5mZ①

　　　　

4.87±0.77

　　　

n.Ｓ.

　　　

5.r5±0.96

5mZ②

　　　　

4.69±0.80

　　　

n.B

　　　

3.33±1.16
コの走

　　　　　

－

　　　　　

一

　　　　

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

n,s.:not significflnt



サッカー選手の方向転換を伴う疾走能力

表４

　

体質量あたりの力量

　

平横方向(ｍ/ｓ)

　　　　　　　　　　　　

F群

　　　　　

差

　　　　

S群

　　　　　　　　　　

平

　

士SD

　　　　　　　

平均±SD

50mS

　　　　　

0.07±0.02

　　　

n.9.

　　　

0.07±0.03

lOmZ

　　　　　

0.47±0.11

　　　

n.s.

　　　

0.53±0.25
5mZ①

　　　　

0.79±0.24

　　　

n.s.

　　　

0.93±0.18
5mZ②

　　　　

1.12±0.23

　　　

n,s.

　　　

0.92±0.09
コの字走

　　　　

0.88±o.r3

　　　

n.s.

　　　

0.48±0.26

水平１方向(ｍ/ｓ)

　　　　　　　　　　　　

F

　　　　　　

差

　　　　

Ｓ

　　　　　　　　　　

平

　

土SD

　　　　　　　　　　

土SD
50mS

　　　　　

0.15±0.04

　　　

n.s.

　　　

0.16±002
lOmZ

　　　　　

0.23±0.04

　　　

n.s.

　　　

0.28±0.07
5mZ①

　　　　

0.27±0.06

　　　

n.s.

　　　

0.34±0.01
5mZ②

　　　　

0.30±0.12

　　　

n.s.

　　　

0.24±004
コの字走

　　　　

3.61±0.63

　　　

n.s.

　　　

2.42±1.27

水平後方向Cm/s)

　　　　　　　　　　　　

F群

　　　　　

差

　　　　

Ｓ群

　　　　　　　　　　

平均土ＳＤ

　　　　　　　

平

　

士SD
50mS

　　　　　

0.42±0.05

　　　

n.s.

　　　

0.43±0.04
lOmZ

　　　　　

0.40±0.09

　　　

n.s.

　　　

0.43±0.07
5mZ①

　　　　

0.32±0.06

　　　

n.s.

　　　

0.36±0.07
5mZ②

　　　　

0.38±0.08

　　　

n.s.

　　　

0.32±0.16
¬ma:*

　　　　　

－

　　　　　

－

　　　　　

－
n.s.：not

３。体力要素

　

等尺性最大膝伸展力、膝屈曲力（体質量で除し

たもの）、連続ジャンプによる平均パワー、及び

体格は、Ｆ群とＳ群の間で有意な差は認められな

かった。

考察

　

本研究では、直線走が速ければ方向転換走も速

いという結果を得た。この結果は、方向転換走に

おける速さは、直線走における高い疾走能力が必

要であるということを支持するものであるが、方

向転換の程度が強くなるほど、相関係数が低くな

っており、方向転換の程度が強いほど直線走にお

ける走速度以外の能力が関係することを示唆して

いる。

　

そこで本研究では、その走速度以外の能力を表

す指標として、方向転換に要した時間の大きさか

ら、方向転換能力を算出した。この方向転換能力

と各方向転換走のタイムとの関係をみたところ、

方向転換の程度が強くなるほど方向転換能力が必

要とされることを示し、本研究で用いた方向転換

能力の妥当性を表している。

　

本研究では、等尺性最大膝伸展力（体質量で除

したもの）と10mZ以外の各走のタイムとの間に

有意な相関が認められ、サッカー選手にとって直

線走や方向転換走の走速度は膝伸展力の影響をあ

る程度受けることが示唆された。また、右脚の体

質量あたりの等尺性最大膝屈曲力と５ｍＺ=②のタ

イムにのみ有意な相関が認められ、方向転換の程

度が強いジグザク走には膝屈曲力の影響もある程

度受けることが示唆された。また、これらの体力

要素や体格と方向転換能力との間に有意な相関関

係が認められず、方向転換能力には技術的な要因

が強く関係していることを示唆している。

　

動作分析によってＦ群とＳ群の動作に違いが見

られたのは、５ｍＺ②の脚角度だけで、Ｆ群の方

が重心よりも外側に足を接地させて方向転換を行

っていることが示された。梅垣叫よ青年男子１名

を被験者とし、15度、30度、45度、60度の方向転

換走を被験者の主観による低、中、高の３種類の

スピードで行わせ、どのスピードでも方向転換の

程度が強いほど一歩では向きを変えることはでき

ないと報告している。本研究では、方向転換前の

アプローチ走におけるステップについての分析は

行っていない。梅垣4）が報告しているように、方

向転換は一歩で行うものではなく、本研究でもそ

の前後のステップについても分析すべきであった

かもしれない。大築ら叫よ方向転換時の足の着き

方をオープン型とクロス型に分け、オープン型の

方が素早く方向転換できると報告しているが、本

研究ではＦ群とＳ群ともにオープン型の足の着き

方をしており、サッカー選手における方向転換速

度や方向転換能力の差は、このような足の着き方

の違いによるものではない。

　

瀧井ら3）はコの字走について速い選手と遅い選

手各１名ずっをポールから約２ｍの地点から0.5

秒間の移動を観察し、速い選手は上体を前傾させ

てポールに向かい、遅い選手は上体を直立させて

ポールに向かっていると報告している。しかしな

がら、本研究では上体の角度に関してＦ群、Ｓ群

間で有意差は認められなかった。

　

本研究では、コの字走の平均キックカ（走方向

に対して水平左方向）のみ、Ｆ群の方がＳ群より

も有意に大きな力を加えているという結果を得て

おり、方向転換が速い被験者は強い横方向へのキ

ックカを発揮したことが示された。

　

力積（身体質量で除したもの）は方向転換時の

身体重心の速度変化を表しているが、本研究では
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どの成分の力積にもＦ群とＳ群の間に有意な差が

認められなかった。これは興味ある結果であり、

Ｆ群はＳ群よりも通過速度が速かったのにもかか

わらず、Ｓ群と同じ速度変化で方向転換し、Ｓ群

はＦ群より遅い速度で通過しながらも方向転換時

にＦ群と同じ速度の変化量であったことを示して

いる。つまり、この結果は方向転換時の通過速度

に対する速度変化の割合がＦ群の方が小さいこと

を示しており、Ｆ群の高い方向転換能力を裏付け

るものである。

まとめ

１）直線走が速いほど、方向転換走も速いという

　　

結果を得たが、方向転換の程度が強くなるほ

　　

ど方向転換能力と強い関係を示した。

２）直線走や方向転換走の速さは、等尺性膝伸展

　　

力が高いほど速い傾向を示した。また、５

　　

ｍＺ②については、等尺性膝屈曲力において

　　

も同様の傾向があった。

３）Ｆ群は５ｍＺ②においては支持足を重心のよ

　　

り外側に接地させて、コの字走においては強

　　

い横方向へのキックカを発揮する傾向にあっ

　　

た。

４）Ｆ群はＳ群よりも、方向転換時の通過速度が

　　

速かったにもかかわらず、方向転換時の走速

　　

度に対する速度変化の割合が小さかった。

５）方向転換を伴う疾走能力を高めるには、方向

　　

転換能力だけでなく直線走における走速度も

　　

高める必要があることを明らかにした。
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１。研究目的

サッカーのゴールキーパーのフットワークに関する研究

玉生謙介、松本光弘

　

日本ではゴールキーパーの指導体制が整ってい

ないという状況の中で、ゴールキーパーのフット

ワークはこれまで文献や書物で取り扱われること

が少なく、研究もあまり進められていないのが現

状である。

　

したがって、フットワークをプレイヤ

ーが習得したり、コーチが指導する時に、何をし

たらよいのか、また何を教えたらよいのか、など

不確実、不明確な点が多く、その習得や指導は曖

昧であると考えられる。そこで、まず第一にサッ

カーのゲーム中のゴールキーパーのフットワーク

にはどのようなものがあるのかを分析し、明確に

することの必要性が、今後のこの問題解決の出発

点であると考えられる。

　

以上のことから、本研究では、ゴールキーパー

の競技力に大きく影響すると思われるゲーム中の

フットワークをトップレベルのゴールキーパーを

対象に分析することによって、どのようなフット

ワークがどのように使われているのかを明らかに

し、高度競技レベルのゴールキーパーを育成する

ためのトレーニングの一助とすることを目的とし

た。

２。研究方法

　

本研究では、世界トップクラスのゴールキーパ

ーが出場している1996年ヨーロッパ選手権、全31

試合から、試合出場をしている全てのゴールキー

パーを研究対象にした。

　

対象となったゴールキーパーが出場している、

ヨーロッパ選手権全31試合について、全試合とも

キックオフからタイムアップまでカットなしでテ

レビ放映されたものをビデオ収録した。このビデ

筑波大学

オテープを再生し、私案の記録用紙にゴールキー

パーのフットワークを記録した。収集されたフッ

トワークのデータは以下のように表記された（表

１）。

　　　　　

表1

　

記録されたフットワークの例

フットワーク

　　

アアトワり後の技術

　　

ﾌｯﾄﾜｰｸの方向

　　　　

状況

SS-TS-CS

　　　

Ｄｉ . Ca.　左－その場一左　クロスーシユート

　

これは記録されたフットワークの１つの例であ

る。これは「相手がクロスをあげてシュートを打

つたという状況の中で、ゴールキーパーはサイド

ステップ（SS）で左に移動した後、その場でト

リッピングステップ（TS）を行い、そこからク

ロスステップ（CS）で再び左に移動しながらダ

イビング（Di）を行いボールをキャッチ（Ｃａ）

した」ということを表している。そこで、本研究

ではこのように収集されたデータをもとに、以下

のような視点から分析を行った。

１．他との関わりは関係なしに、ゴールキーパー

　　

のプレイの中のフットワーク１つ１つに視点

　　

をおく。

２．フットワークとフットワーク後の技術の関係

　　

に視点をおく。

３．フットワークからフットワークへの移行の関

　　

係に視点をおく。

３。結果および考察

３。１

　

フットワークの種類

　

ゲーム中のゴールキーパーのフットワークにつ

いて記録していったところ、2211例のフットワー

クを記録した。それらをKJ法の考えに基づき、
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分類したところ全部で９つのフットワークにまと

めることができた。また、それらは移動を伴うフ

ットワークと移動を伴わないフットワークに分け

ることができた。

移動を伴うフットワーク

ランニングステップ（RS）

　

このフットワークは、通常のランニング動作で

行われる。ランニングステップを使用しないゴー

ルキーパーは１人もおらず、記録された全フット

ワークの内、22％を占めるこのフットワークはゴ

ールキーパーに必要なフットワークであると推察

される。

サイドステップ（SS）

　

このフットワークは､移動方向の脚を踏み出し、

その後に反対側の脚を引きつける動作で行われ

る。サイドステップを使用しないゴールキーパー

は１人もおらず､記録された全フットワークの内、

27％を占めるこのフットワークはゴールキーパー

に必要なフットワークであると推察される。

バックステップ（BS）

　

このフットワークは、通常の背走と呼ばれる動

作で行われる。記録された全フットワークの内、

７％を占めるに過ぎないが、このフットワークを

使用しないゴールキーパーは１人もいなかった。

バックステップはゴールキーパーに必要なフット

ワークであると推察される。

クロスステップ（CS）

　

このフットワークは、移動方向と反対側の脚を

もう一方の軸となっている脚の前にクロスして踏

み出す動作で行われる。クロスステップを使用し

ないゴールキーパーは１人もおらず、記録された

全フットワークの内、９％を占めるこのフットワ

ークはゴールキーパーに必要なフットワークであ

ると推察される。

バッククロスステップ（ＢＣＳ）

　

このフットワークは、クロスステップと逆の動

作、つまり移動方向と逆の脚がもう一方の軸とな

つている脚の後ろにクロスして踏み出す動作で行

われる。記録されたフットワークの内、１％にも

満たないこのフットワークは、対象となったゴー

ルキーパー19人の内、６人しか使用していないフ

ットワークである。このフットワークの必要性に

ついては今後の課題とする。

調整ステップ（調Ｓ）

　

このフットワークは、基本姿勢のまま両足の幅

を変えることなく、地を這うような軽いジャンプ

動作で行われる。調整ステップを使用しないゴー

ルキーパーは１人もおらず、記録された全フット

ワークの内、11％を占めるこのフットワークはゴ

ールキーパーに必要なフットワークであると推察

される。

移動を伴わないフットワーク

トリッピングステップ（TS）

　

このフットワークは、その場での軽いジャンプ

動作で行われ、予備動作、事前ジャンプとも呼ば

れている。

　

ドリッピングステップを使用しないゴ

ールキーパーは１人もおらず、記録された全フッ

トワークの内、17％を占めるこのフットワークは

ゴールキーパーに必要なフットワークであると推

察される。

スイングステップ（SｗS）

　

このフットワークは､どちらかの脚を軸にして、

もう一方の脚をスイングするピボット動作で行わ

れ、方向転換のために使用される。記録された全

フットワークの内、バックステップ同様７％を占

めており、使用しないゴールキーパーが１人もい

ないことから、ゴ｀－ルキーハーに必要なフットワ

ークであると推察される。

調整ステップ方向転換（調ＳＣＤ）

　

このフットワークは、調整ステップ同様に基本

姿勢のまま両足の幅を変えることなく、地を這う

ような軽いジャンプ動作で行われる。しかし、こ

のフットワークは移動を伴わず、その場での方向

転換だけで行われる。記録されたフットワークの
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内、１％にも満たないこのフットワークは、対象

となったゴールキーパー19人の内、８人しか使用

していないフットワークである。このフットワー

クの必要性については今後の課題とする。

　

表2

　

記録されたフットワークの種類とその移動方向

､へ

　

前

　

右前左前

　

右

　

左

　

後

　

右後左後その鳩合計

R S　369　54　66　　　　1　　　　　　　　　　　　490
s s　　　　】8　　9　240　242　2　　34　46　　　　591

BS

　　　　　　　　　　　　　　

144

　

6

　　

4

　　　　

154
cs

　　　　　　　

2

　　

42

　

44

　

30

　

35

　

35

　　　　

188

BCS

　　　　　　　　　　　　

2

　　　　　

5

　　

4

　　　　

11

柵整S

　

49

　　

9

　　

1

　　

63

　

65

　

38

　　

4

　　

6

　　　　

235

T S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　377　377

SwS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

156

　

156

3SSCD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9

　　

9

合計

　

418

　

81

　

78

　

345

　

354

　

214

　

84

　

95

　

542

　

22Ｈ

３。２

　

ゴールキーパーの代表的なプレイとフッ

　　　　

トワークの関係

　

ここではゴールキーパーがシュートをセーブす

るプレイ、またクロスを処理するプレイにフット

ワークがどのように関係しているかを調べること

で有効なトレーニング手段を明らかにすることを

試みる。

　

シュート場面でのフットワークとシュートセー

ブ時に使用される技術との関係では、ダイビング

（ダイビングキャッチを含む）、ジャンピング（ジ

ャンピングキャッチを含む）、キャッチング、ネ

ストキャッチ前に使用されるフットワークを調べ

ることで、それぞれの技術にどのようなフットワ

ークを組み合わせて行うことが有効であるかを明

らかにすることを試みる。

　

ダイビングの直前に行われたフットワーク119

例の内、ドリッピングステップ(47%)、サイド

ステップ（18％）、調整ステップ（15％）、クロス

ステップ（13％）の順にこの４つのフットワーク

が多く使用されていることがわかった。ここに、

フットワークの方向の観点から検討を加え、推察

された有効なトレーニング手段は以下の通りであ

る。

　

・ドリッピングステップからダイビング

　

・サイドステップで右方向、左方向に移動しな

　　

がらダイビング

　

・調整ステップで右方向、左方向に移動しなが

　　

らダイビング
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・クロスステップで右方向、左方向に移動しな

　

がらダイビング

ジャンピング、キャッチング、ネストキャッチ

　

についてもダイビングと同様、その直前に多

　

く使用されるフットワークを調べ、そこに方

　

向の観点から検討を加えた。そこから得られ

　

た有効なトレーニング手段は以下の通りであ

　

る。

ジャンピング

　

・ドリッピングステップからジャンピング

　

・ランニングステップで前方向へ移動しながら

　　

ジャンピング

　

・サイドステップで左右、斜め後ろ方向に移動

　　

しながらジャンピング

　

・バックステップで後ろ方向に移動しながらジ

　　

ャンピング

　

・クロスステップで右方向、左方向に移動しな

　　

がらジャンピング

　

・調整ステップで右方向、左方向に移動しなが

　　

らジャンピング

　　

キャッチング、ネストキャッチ

　

・ドリッピングステップからキャッチング

　

・ランニングステップで前方向、斜め前方向に

　　

移動しながらキャッチング

　

・サイドステップで右方向、左方向に移動しな

　　

がらキャッチング

　

・調整ステップで右方向、左方向に移動しなが

　　

らキャッチング

　

クロス場面でのフットワークとクロスを処理す

るときに使用される技術の関係では、ジャンピン

グ（ジャンピングキャッチを含む）、キャッチン

グ、ネストキャッチ前に使用されるフットワーク

を調べることで、それぞれの技術にどのようなフ

ットワークを組み合わせてトレーニングを行うこ

とが有効であるかを明らかにすることを試みる。

　

シャンピンクの直前に行われたフットワーク98

例の内、ランニングステップ（38％）、クロスス

テップ（36％）、サイドステップ（20％）の順に

この３つのフットワークが多く使用されているこ
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とがわかった。ここに、フットワークの方向の観

点から検討を加え、推察された有効なトレーニン

グ手段は以下の通りである。

・ランニングステップで前方向、斜め方向に移

　

動しながらジャンピング

・サイドステップで左右方向、斜め後ろ方向に

　

移動しながらジャンピング

・クロスステップで左右方向、斜め後ろ方向、

　

後方向に移動しながらジャンピング

　

キャッ

　

チンク、ネストキャッチについてもジャンピ

　

ングと同様、その直前に多く使用されるフッ

　

トワークを調べ、そこに方向の観点から検討

を加えた。そこから得られた有効なトレーニ

ング手段は以下の通りである。

キャッチング、ネストキャッチ

　

・ランニングステップで前方向、斜め前方向に

　　

移動しながらキャッチング

３。３

　

フットワークからフットワークへの移行

　　　　

パターン

　

ここではフットワークからフットワークへの移

行パターンを調べることにより、ゴールキーパー

がより素早いフットワーク変換のための、また、

より素早いポジション修正をするための有効なト

レーニング手段を明らかにすることを試みる。

　

そこで、特に使用されることの多い以下のフッ

トワークから始まる移行パターンを収集した。

　

・ランニングステップによる前方向への移動か

　　

ら

　

・サイドステップによる左右方向への移動から

　

・バックステップによる後ろ方向への移動から

　

・クロスステップによる左右方向への移動から

　

ー調整ステップによる左右方向への移動から

　

・スイングステップから

　

・ドリッピングステップから

　

その結果、それぞれのフットワークからの移行

パターンが明らかになった。そこに方向の観点か

ら検討を加え、そこから推察された有効なトレー

ニング手段はそれぞれ以下の通りである。

ランニングステップから

　

・サイドステップによる左右方向への移動

　

・バックステップによる後ろ方向への移動

　

・調整ステップによる前方向への移動

　

・ドリッピングステップ

　

・スイングステップ

サイドステップから

　

・ランニングステップによる前方向への移動

　

・サイドステップによる逆左右方向(ilへの移動

　

一調整ステップによる同左右方向への移動

　

・ドリッピングステップ

バックステップから

　

・ランニングステップによる前方向への移動

　

・サイドステップによる左右方向への移動

　

‘調整ステップによる後ろ方向、左右方向への

　　

移動

　

・ドリッピングステップ

クロスステップから

　

・ランニングステップによる前方向への移動

　

・サイドステップによる同左右方向への移動

　

・クロスステップによる同斜め後ろ方向への移

　　

動

　

一調整ステップによる同左右方向への移動

調整ステップから

　

・ランニングステップによる前方向、同斜め前

　　

方向への移動

　

・サイドステップによる同左右方向、逆左右方

　　

向への移動

　

・調整ステップによる逆左右方向、前方向への

　　

移動

　

・ドリッピングステップ

スイングステップから

　

・ランニングステップによる前方向への移動

　

・サイドステップによる左右方向への移動

　

・バックステップによる後ろ方向への移動

　

・クロスステップによる左右方向への移動

　

・ドリッピングステップ
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トリッピングステップから

　

・ランニングステップによる前方向、斜め前方

　　

向への移動

　

・サイドステップによる左右方向への移動

　

・バックステップによる後ろ方向への移動

　

・クロスステップによる左右方向への移動

　

・調整ステップによる左右方向への移動

　

・スイングステップ

(注：同左右方向は右から右、左から左を表し、

　　

逆左右方向は右から左、左から右を表す)

４。結果

　

得られた結果は以下の通りである。

　

・ゴールキーパーの使用したフットワークは９

　　

つに分類することができた。また、それらは

　　

移動を伴うフットワークと移動を伴わないフ

　　

ットワークに大きく分類できた。

　

・シュート場面において、フットワークとシュ

　　

ートセーブ時に使用される技術との関係を調

　　

べることにより、フットワークからその後の

　　

シュートセーブ時に使用される技術への移行

　　

パターンが明らかになった。そこから、明ら

　　

かになった移行パターンの内、出現頻度の高

　　

いものが重要と考えられ、その移行パターン

　　

は、ゴールキーパーのプレイ向上に有効なト

　　

レーニング手段であると推察された。

　

・クロス場面において、フットワークとクロス

　　

処理時に使用される技術の関係を調べること

　　

により、フットワークからその後のクロス処

　　

理時に使用される技術への移行パターンが明

　　

らかになった。そこから、明らかになった移

　　

行パターンの内、出現頻度の高いものが重要

　　

と考えられ、その移行パターンは、ゴールキ

　　

ーパーのプレイ向上に有効なトレーニング手

　　

段であると推察された。

　

・フットワークからフットワークへの移行パタ

　　

ーンを調べることにより、特に多く使用され

　　

た移行パターンが明らかになった。そこから、

　　

ゴールキーパーが素早いフットワーク変換を

　　

するために、また、より素早いポジション修

　　

正を行うために必要なトレーニング手段が考
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えられ、ゴールキーパーのプレイ向上に有効

なトレーニング手段であることが推察され

た。

＊この研究は、筑波大学学内プロジェクト研究

　

(University of Tsukuba Research Projects)か

　

らの助成に基づくものである。



サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

インサイドキックの研究

麓 信義1）福田

　

インサイドキックはパスやシュート、そして、

PKでも用いられる基本技術である。一方、ＪＦＡの

機関誌では、日本選手のハスの正確さと強さに問

題のあることが何度も指摘されている。にもかか

わらず、この技術を分析した研究はほとんど発表

されておらず、本研究会においても18回研究会に

一例あるのみである≒これは、我が国における

インサイドキック軽視の風潮を意味しているので

はないだろうか。

　

たとえば、98年ワールドカップに出場した日本

代表チームを分析した強化委員会の方向では、パ

スの質の向上が課題とされている（ＪＦＡニュース

174号､ｐへ

　

しかしながら、同じようなことは、

３年前にＵ－17世界選手権の反省として、パスの

スピードという表現ですでに指摘されている（同

136号､ｐ≒にもかかわらず、1996年の強化指導

指針（同増刊号）では、インサイドキックには直

接言及されていない。

　

しかし、1998年では「日本

の選手は30mを越えると他のキックを考えるが、

（世界の流れでは）40m程度までは強いサイドキ

ックでパスを回してくる」と述べて、インサイド

キックの重要性を指摘するようになったにの記

述は同159号に見られ、同増刊号1998年版強化指

導指針、p40－42で、再度強調されている）。イ

ンサイドキックの重要性がようやく認められたと

言っていいのではないだろうか。

　

そこで、今回は、以前に関連学会で発表した1）、

強さを３段階（強く、普通、弱く）で教示して蹴

らせた場合のフォームとボールスピードの研究の

一部を紹介するとともに、「弱く」を除く２段階

でボールスピードを教示して蹴らせた時の関節角

度変化の分析を報告する。足の筋電図も同時記録

したが、今回の報告では分析対象としなかった。

健2）

表１

　

各条件におけるボールスピードの平均値、

　　　

ｔの値、及び、サッカー経験年数

Coach

Ｉ
2

　

1
2
3
4
Q
り

Ａ
Ａ

　

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

　

Ｃ

　

「普通」条件

平均値康拿偏差

-

7.45≪/s 0.55fn/s

8.92

　

0.52

9.62

　

0.79

4.27

　

0.67

6.14

　

0.87

5.10

　

0.44

6.46

　

0.94

7.09

　

0.79

6.71

　

0.26

　

「強く」粂件

平均値標準偏差

-

10.4iii/s 0.42m/s

10.46

　

0.32

13.64

　

1.74

5.62

　

0.26

8.25

　

0.40

7.41

　

1.03

10.23

　

0.94

8.20

　

0.35

8.90

　

1.08

13.617

7.975

6.604

5.940

6､317

6.521

8.968

4.062

3.914

df

８

　

８
７

１

　

１
１

8
6
8
8
8

　

7

1
1
1
1
1

サッカー

経験年数

-

　

25年｀

り
ａ
４
£

１
１

１
か
Ｑ
１
１
り
０

１

０

１からＢ３までは現役大学サッカー部長．Ｂ４からＣまでは、他クラブ所属学生．

は、機械の故障で９試行しか測定できなかった．

・、この被●者には、サッカー指導経験も倉まれる． ゛：ゴールキーパー経験者．

測定項目

　

筋電図（今回は分析せず）

　　

右大腿四頭筋、右前脛骨筋、右俳腹筋、左大腿四頭筋

　

ゴニオメーター（電槻計測裂販売）

　　

右足関節、右膝閲節、右股関節ねじれ（腿前面と練突起付近）

　　

ボールスピード（インパクト時点を記録紙に同時記録）

仁

二ふ

ー

　

｡----･-qq9-9-･一一-･-･一一

七十

　　　　　　　

図1

　

実験図と測定項目

方

　

法

　

被験者は、サッカーのコーチ１名と学生８名で

ある。そのプロフィールは表１に示した。表にあ

る群分けの根拠は、結果のところで説明する、

被験者の課題は静止ボールを「強く」と「普通」

の条件でランダムな順序で10回ずつ、計20回蹴る

ことである。室内実験のため、やや空気を抜いた

ボールを３ｍ前方のマットへ向かって蹴らせた、

実験状況と測定項目は図１に示してある。腿の縦

1）弘前大学

　

2）関根中学校
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軸回転の記録を取るために、電子計測販売のねじ

れ測定用ゴニオメーターの両端を骨盤の軸突起部

分と腿の中心部に取り付けた。そして、膝を外側

に開いたときに変化が記録できることを確認して

から実験を行った。ボールと接する線上を光が通

過するように光電管を設置して、竹井製のデジタ

イマーでｌｍの距離の通過時間を計測した。この

時間測定の開始信号は記録器にも送られ、筋電

図・ゴニオメーター記録とボールインパクトの同

期をとるのに用いられた。なお、初心者のデータ

は、実験途中で機械が故障したため、試行回数が

半分程度にとどまったが、記録された角度変化の

再現性が高いので、考案の対象とした。

結果と考察

１。先行研究の結果

　

２歩助走で「強く」「普通」「弱く」の教示で５

球ずつ蹴らせた時のスピードを計測したところ

l）、表２に示したようにサッカー部員（10名）で

表2

　

普通に蹴った試行が「強く」の最低ボール速度より速かった

　　

り、「弱く」の最高スピードよりも遅かったケースの割合

　　　　　　　　　

」の

　　

よし

　　

い

　　　

」の

　

高よし

　

゛い

サッカーｎ

　　　　　

ｌ／５０

　　　　　　　　

７／５０

　

－

　　　　　　　

１０／４５
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は普通条件と弱条件に混同がみられたが、一般学

生（９名）は、普通条件と強条件の間にもかなり

の混同が認められた。このことは、サッカー部員

は、一般学生よりもボールスピードのコントロー

ルが上達しているものの、３段階の荒い蹴り分け

すら完全にはコントロールできていないことを示

している。そこで、その理由を検討するために、

サッカー経験者の動作分析を行うことにした。

２。動作の再現性と研究の妥当性

　

図２と３は、各被験者のキック時の関節角度変

化を重ね書きしたものである。①の時点は、足首

が最大屈曲して最終ステップが開始されたと推定

される時点を大まかに表示したものであり、②の

時点は、ボールが動いたことを記録するペンが振
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れた時点である。この時点を合わせて重ね書きし

た。

　

この図を見ると、蹴り足の最後の離地の後の

0.5秒たらずの間の動作においても、コーチを除

くと再現性が低いことがわかる。本研究の上級者

２名は、高校Ａ県大会準優勝チームのレギュラー

選手と高校Ｍ県大会ベストフオーチームの準レギ

ュラー選手で、大学では１年生からレギュラーで

出場していた者である。このような選手が含まれ

ているにもかかわらず、今回の被験者の中には、

大学チームの監督からインサイドキックが安定し

ていると評価された選手は一人もいなかった。

したがって、今回のデータだけから理想的なキッ

ク技術を検証することはできないが、被験者には

指導者がいるクラブで練習したことがない学生が

多く、指導者がいないといかにインサイドキック

が上達しないかは知ることができる。

　

このような限定された対象ではあったが、技術

のランク分けの妥当性は、ボールスピードの群間

差の検定に用いるｔの値の大小関係から支持され

るだろう。

　

また、測定項目の一つである腿のねじれの記録

は、皮膚の揺れなどがかなり影響するので、絶対

値の信頼性はあまりない。しかし、定性的に分析

するのには十分と思われる。被験者Ａ２とＢ４の

強条件でインパクト前後で腿の回転がかなり乱れ

ているが、これは、素早い動きで腿の皮膚が揺れ

たりパンツとの接触で起きたアーティファクトが

混じっているかも知れない。また、Ｂ２のキック

後の内捻動作が足をそろえた直立状態を通り越し

ており、このまま解釈すると内側に大きく回され

ていることになる。このあたりは、大転子と大腿

骨の軸方向の関係や皮膚の移動等も関連するので、

相対的な変化としては意味があるが、絶対値とし

ては正確性に欠けることを指摘しておきたい。

　

このような限定のもとに、以下に腿の縦軸回転

を中心に結果と考察を述べる。

３。腿の回転の動きを中心とした分析

　

測定した３関節の動きを見比べて、平均的な関

係を模式図として図４に示した。蹴り足が地面を

蹴って離地した後、足首の屈曲動作の開始と連動

？
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図4

　

関節角度変化の模式図

無浪ﾐ尹。。

④コーチの強条件と中級者Ｂ４で足首の伸びと連助してみられる傾向。膝を絞って強く地

　

面を朧る（腰を素早く移助させる）ために生じると考えられる。

⑤空中で蹴り足の足首を曲げる動作と連動して腿が開く。

⑤籐が先行して蹴り足の腿が振り出されることで腿が閉じる方向へ捻れる。

⑦インパクト後も足首の曲げが解放されない被験者がいる。

⑧初心者は足首が伸びてしまう。

⑨初心者・中級者は、膝伸びの位置が右にずれる

して腿が外へ開き、その足首の屈曲中に膝を前に

持ってくる過程で腿が閉じ、足首が最大に屈曲し

た時点から再び腿が開くのが、平均的なパターン

のようである。そして、足首の最大屈曲から少し

経過した時点でインパクトを向かえるのが一般的

であり、ここで腫の押し出しが使われると思われ

る。初心者のＣのみは、インパクトへの過程で足

首の曲げ固定が維持できずに伸ばし動作になって

いた。この初心者は、蹴り足の膝関節の角度変化

が少なく、足を棒状にして蹴っていることがわか

る。

　

インパクト直後には反動的な内捻動作が生じる

が、上級者以外の場合は、インハクトとほば同時

に内捻動作が始まるケースが多かった。これは、

つま先回しのフォロースルーを意味すると思われ
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インサイドキックの研究

る。身体を支える立ち足が棒立ちの状態でキック

するために回転が生じると考えられる。立ち足の

関節変化は測定していないので､断定できないが、

麓と佐藤は3)、熟練者はインサイドキック時に立

ち足が曲げ状態になるが、未経験者ではそうなら

ないと報告しており、合理的な推論と思われる。

今後の研究課題であろう。

　

強く蹴るためには践の押し出し動作が開始され

た後の押し出し回転角速度が最高になった時点で

インパクトするのがベストのように思われるが、

そのような動作は、上級者Ａ１・Ａ２の両条件と

中級者Ｂ２の強条件のみで認められ、より熟練と

思われるコーチの動作では認められなかった。

　

普通のキックから強いキックに変わった時、上

級者Ａ１は素早く膝を伸ばすことで対応している

が(つま先が伸びきってからインパクトまでの膝

伸ばし時間が短縮し、伸びの真ん中あたりのもっ

ともスピードが大きいところでインパクトしてい

る)、これではインパクトの安定性が犠牲になる。

また、上級者Ａ２の動作は、強条件の時に、イン

パクト前の腿の捻れが急速になり、しかも、２動

作的になっている。これは、睡の押し出しを速く

してボールスピードを高めようとしていることを

示している。

　　

一方、コーチの動作は腿の回転が少ない動作パ

ターンであり、本研究の上級者の動作とはまった

く異なっていた。特に、普通条件の時は明瞭な押

し出し動作が記録されなかった。これは、普通に

蹴る場合はあえて強い押し出しを使わなくても腰

の移動を止めた時に付随して動いている下肢の運

動エネルギーを腰を中心とした下肢の横軸回転エ

ネルギーに変え、そのエネルギーでボールを動か

しているためとも思われる。これは、強さの調節

を脚のスイングではなく、腰の水平移動速度で行

うということである。図２の記録を見ると、強く

蹴った時のみ、腿の回転に図４のような現象とイ

ンパクト後の腿の開きが顕著に観察された。前者

は膝を内に入れて力をためて強く地面を蹴ったこ

とを意味し、後者は強く蹴る時のみ蹟の押し出し

を瞬時に強くしていることを意味すると思われ

る。

　

つまり、強く蹴ろうとする時、コーチがキック
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前の最後の一歩とインパクト後の押し出しを強く

して動作をコントロールしているのに対して、Ａ

１はスイング全体を速くすることで対応し、Ａ２

は腿の開きを強くすることで対応していることに

なる。

　

インサイドキックは躇の押し出しで蹴ると言わ

れているが、膝の関節は縦軸方向に回転しないの

で、押し出し動作が生じれば、大転子から回転す

るはずである。ところが、インパクト前後で腿の

回転が明瞭に認められたのは、上級者群と中級者

Ｂ４の強条件のみであった。多くの被験者は、開

ききった時点でインパクトし、その後に顕著な内

転動作が認められた。

　

ところで､今回の被験者の一人であるコーチは、

スピードのコントロールはよくできていたので熟

練者には違いないが、コーチの動作の方がよい動

作であることは、この研究だけからは断定できな

い。しかし、表１の実験を行った時にコーチとＡ

２の動作を高速度撮影したテープがあり、また、

その予備実験としてなされた普通のビデオカメラ

を用いた撮影テープがコーチとＡ１について存在

していたので、それらを分析したところ、Ａ１、

Ａ２とも、バックスイングの時の下腿の上挙が顕

著であるのに対して、コーチのフォームではほと

んど蹟を挙げないフォームであった。したがって、

Ａ１とＡ２の外旋動作は、膝を曲げて跳ね上げた

下腿の振り下ろしに伴うものであることが推定さ

れた。上級者の方がスイングを大きくとっている

にもかかわらずボールスピードはコーチと大差が

ないので､コンパクトなスイングという意味でも、

コーチのフォームの方がよいと推察される。また、

前回の研究で1）、サッカー経験者群でも普通条件

と弱条件の蹴り分けに問題があった理由は、この

下腿の高いバックスイングと関係しているかも知

れない。

　

また、インサイドキックでは腰の移動速度でボ

ールの速度をコントロールするべきだという麓の

指摘からしてか）、コーチのフォームの方が合理

的と考えられるが、事例が一つしかないので、

ＮＨＫのテレビ画面からビデオ録画した三浦知良

選手と市販指導ビデオ（松本弘光指導）に登場す

る熟練選手のフォームを分析したところ、両名と
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も下腿が水平以上に持ち上がることはなく、この

コーチのフォームに近かった。このことから、コ

ーチの方がよりよいフォームであることが裏付け

られた。

　

以上のことから、麓が指摘するようにヘイン

サイドキックの指導においては、腫の押し出しは

重要な指導ポイントだが、蹴り足縦軸の回転を教

えることは問題があると思われる。その理由は、

今回の被験者であるコーチのキックにおいてもイ

ンパクト時点では縦軸の回転を使っていると思わ

れるが、その回転はインパクト直前から生じるの

であり、それをはじめから意識して行うと、今回

の実験の上級者のような癖がつく可能性が大きい

と思われるからである。

４。動作のタイプ分け

　

以上の分析を頭に入れておいて、インパクト前

後の腿の縦回転の変化を基準にキック動作のタイ

プ分けを試みた（図５）。この図ではインパクト

前後の変化が重なって描かれているので、もとの

記録を参考にしてもっとも多かった動きを模式図

で示してある。

　

この図から、全被験者９名、各２条件の計18ケ

ースのうち、コーチの強条件と同じ山型（インパ

クト時から押し出す）はコーチを含めて２ケース、

普通条件の変化なし型（構えて当てるのみ）が２

ケースのみであったことがわかる。また、上級者

普通

Ｃ

くノ

強く

＼j B5　し

普通

　　　　　

強く

図５

　

各被験者のインパクト前後の腿のねじれ（模式図）

群と同じ斜め下型（押し出す途中でインパクトす

る）は５ケースのみであり、この熟練と想定した

被験者群と同じタイプの動作をする者はほとんど

いなかったことになる。

　

一方、他のヶ－スはすべて初心者Ｃと同じ逆山

型（インパクトまで押し出し動作があるが、イン

パクト直後から腿が内旋し、つま先が回る）であ

り、その９ケースのうち、インパクトの構えが実

際のインパクトのかなり前にできあかっていて、

逆山の前半部分がほぼフラットなケース（図中の

折れ線矢印）が５ヶ－ス認められた。

　

完全な逆山型が全くの初心者と監督がうまくな

いと評価している経験１年の選手であるので、こ

れが､初心者のフォームと考えてよいと思われる。

サッカー部経験のない被験者B5がサッカー部員

より上位のフォームを示しだのは、この被験者が

専門科目としてのサッカーの授業を２単位分受講

し基礎から指導を受けた経験があり、当時、大学

のゼミでインサイドキックの研究をサッカー部の

学生と共同で行っていたためと思われる。また、

中学校での部活経験しかないが、大学で被験者B

5と同じような指導を受けた被験者Ｂ４が、ｔの

値を指標とすると上級者よりうまく蹴り分けが出

来ていた理由は、普通条件でコーチの強条件と同

じ山型、強条件で上級者と同じ斜め下型であった

ためと考えられる。このように、インパクト時点

での腿の縦軸回転は、インサイドキックの熟練度

を推定する有効な指標となるかも知れない。

５。足首と膝の関節の変化

　

サッカー部に所属していないＢ４、Ｂ５を除く

サッカー部中級者と上級者Ａ２は、インパクト後

も足首の力を入れっぱなしのフォームである。こ

れでは、キック後の蹴り足が次の一歩とならない

ので、シュートならばともかく、中盤のパス回し

では使えない蹴り方である。実際、この被験者が

所属するチームは、動きながらのダイレクトパス

やパスアンドゴーの技術がうまく使えない状態だ

った。サッカー部に所属せず、授業で指導された

だけの者の方がよい部分もあるということは、こ

れまでのインパクトキック指導のあり方に問題が

あることを示していると思われる。
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インサイドキックの研究
　

次に、３関節の中で動きが比較的一定している

と思われる膝の動きに注目すると、両条件とも一

定している被験者は、ヱーチとＡ２のみであり、

もっとも曲がる状態が時間的にずれたり、角度が

一定でない被験者が多い。これは、膝下の振り降

ろしからインパクトまでの時間が一定でないこと

につながり、キックを不安定にする要因と考えら

れる。さらに、被験者Ｂ２は膝関節の変化が大小

２つあり、足首と腿の動きの方向変換点が２つに

分かれることから、２種類のキックリズムを持っ

ているのではないかとも推察される。大学でキッ

クの指導を受けたために、従来の自分のリズムと

良いキックのリズムが共存している可能性がある

が､インサイドキックの指導と矯正の問題として、

今後の検討課題であろう。
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競技者のパフォーマンスにおける敏捷性について

　　　　

一下肢の関節可動域との関連性－

　　　

加藤

　　

譲1）吉本

　

貴亮1）田中

　

誠一一）

　

身体活動において、瞬間的にすばやく動くこと

は、日常生活での安全教育等で重要なことである

と言われている。

　

スポーツ活動においても、すばやく動くことは

成績を決定する要因の一つであり、特に球技での

相手やボールの動きに対応したすばやい動きを行

うとき等において必要とされるに≒戸苅等・）は、

特に球技でぱ出足の速ざというような瞬間的

な速さが重要であり、これは反応の速さと始めの

２、３歩（体移動の初動動作）の速さであると明

記されている。猪飼等1帽よ、すばやい動きを、か

らだの一部、或いは全身をすばやく動かしたり方

向をかえたりすることとし、その能力を敏捷性と

した。

　

敏捷性は、反応時間の速さと反復動作の速さに

分類される。

　

反応時間に関する研究では、反応時間を構成す

る要因の１つとして、神経系の伝導時間と筋の収

縮時間が挙げられる12) 13)1‰

　

筋の収縮時間を短縮させる研究は、事前のジャ

ンプ効夥1や筋活動卜反射丿等との関係が認め

られている。

　

そのなかで、日常の身体活動の大部分を成立さ

せている筋の伸張一短縮回路と反応時間との関係

を明らかにしている研究は少ない。伸張・短縮回

路は、筋の遠心性収縮と求心性収縮の組合せから

成り立ち、通常の筋活動で自然に起こるパターン

である1,い）1≒筋は遠心性収縮により、機械的エ

ネルギーを吸収し、熱に変換したり筋にエネルギ

ーを蓄積したりしている。この蓄積されたエネル

ギーは、連続跳躍などのごとく、前準備的遠心性

収縮に続く求心性収縮に利用されるlo大大この

伸張一短縮回路では伸張による運動ニューロンへ

の反射性出力を増加させることと、筋腱移行部で

の弾性エネルギーの貯蔵と放出という2つの理由

から、筋の高出力化か行われる5)。筋の伸張一短

縮回路は仕事量とパワーの増加4) 6)81や動作効率

の増進3) 7)17)等から明らかにされている。

Wilson等２)は、関節可動域の拡大によって、筋腱

移行部が伸張一短縮回路による弾性エネルギーの

利用を促進することを明らかにしている。

　

阿江等いは、疾走中での下肢における筋群の機

能及び貢献度については、足底屈筋群及び膝伸筋

群は支持期前半で負のパワーを発揮して衝撃力や

身体のエネルギーを吸収し、後半では正のパワー

を発揮して身体を推進させ、腰屈筋群は回復期前

半で回復脚の大腿を引きつける正のパワーを発揮

することを示している。

　

これらのことにより、筋の伸張一短縮回路を活

性化させる要因の１つである関節可動域が反応時

間での動作に関連があると考えられる。関節可動

域が広範囲にわたるほど、動作がスムーズに行う

ことができることから、関節可動域が反応時間を

短縮させる要因に挙げられると考えられる。

　

そこで本研究は、球技の中でも反応時間が速い

傾向を示す混戦型球技であるサッカーの競技者を

被験者とし、敏捷性の評価として全身選択反応時

間、全身選択反応時間及び全身単純反応時間を測

定し、下肢の関節可動域との関連性を明らかにし

た。

　

尚、本研究では、反応時間は刺激呈示が開始さ

れてから所定の反応が生起するまでの所要時間と

する。また、応答時間は反応が開始されてからあ

る一連の動作が終‾rするまでの時間を反応時間に

加えた時間としかい2い3)。

1）東海大学大学院

　

2）東海大学
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【I.研究方法

競技者のパフォーマンスにおける敏捷性について一下肢の関節可動域との関連性－

１。被験者

　

被験者は、サッカー競技者ＧＫ８名、DF12名、

vlFll名、ＦＷ９名の計40名であった。被験者は

友１に示しか。尚、被験者には、測定の目的及び

な法を口頭で説明した。

２．実験場所及び日程

　

東海大学15号館７階共同実験室にて、1998年７

≡１６日～７月16日に実施した。

３．実験方法

１）刺激の条件

　

本実験は、全身反応測定装置ＹＢ-1000（ヤガミ

4:製）を使用して実施した。この装置は、光刺激

1赤、青、黄）の３色と音刺激の３音階を呈示で

き、そのうち、赤と青を使用した。刺激が呈示さ

１てから、あらかじめ指示された反応動作を選択

し、移動動作を行い、マットスイッチから両足が

躾れるまでの時間を全身反応時間として測定する

S械である。

　

被験者から刺激呈示装置までの距離と、刺激呈

it装置の中央部から床までの高さは、ともに

石Ｏｃｍとした。

２）反応の条件

　

全身単純・選択反応時間は、上肢を体側におろ

・、股関節、膝関節を軽く屈曲した姿勢（中腰姿

削で､被験者をマットスイッチの上に立たせた。

皮験者の両足幅は片幅位とした。被験者に赤（青）

り反応ランプが点灯した場合、すばやく右（左）

ｹ向に両脚でマットスイッチから降りるように指

副

　

全身選択応答時間では、姿勢、刺激と反応方向

ま全身選択反応時間の測定と同様に実施した。尚、

ｚツトスイッチは外した。スタート位置から左右

K平方向直線上５ｍ地点の各方向のゴールとし、

1ゴール地点には光電管（NISHI社製）をそれぞ

Ｕこ設置し、刺激呈示装置と光電管を同時に起動

Sせ、刺激呈示から被験者の乳頭から乳頭を結ん

ﾖ線がゴールに達するまでの時間を測定した。反

と;動作は、スタート位置から左右方向のゴールま

ごの直線的な全力走行とした。

Ｏ測定の手続き

　

測定を行う前、被験者に一般的なウォーミング

アップと実験に用いられた動作を各自数回行わ

せ、測定を実施した。

　

全身単純・選択反応時間、全身選択応答時間と

も、左右５回ずつ試行し、最大値と最小値を除い

た３試行の平均値を算出した。また、左右方向へ

の各時間を平均した値についても算出した。

　

刺激装置を注視させ、発声による「用意」の合

図１秒後に、反応ランプを点灯させた。単純では

各方向を５回ずつ呈示し、選択では各方向５回ず

つランダムに呈示した。試行は、反応時間の測定

は、各試行5～10秒間に１［司の間隔で連続的に行

った。応答時間の測定は、各試行30～40秒間に１

回の間隔で連続的に行った。

　

また、被験者に、反応する際、「速く正確に」

と助言し、動機づけのために各試行後に反応時間

（応答時間）を知らせた。

４）関節可動域(range of motion; 以下、ＲＯＭと

する）

　

Tiger社製Goniometerを用い、股関節及び膝関

節屈曲位、足関節背屈・底屈位を日本リハビリテ

ーション医学会評価基準委員会による測定法､）で

測定した。

４．統計処理

　

全身選択応答時間（Ｂｏｄy Choice Respect

Time : 以下、ＢＣＲＴとする）、全身選択反応時間

（ＢｏｄyChoice Reaction Time : 以下、ＣＴとする）

及び全身単純反応時間（Ｂｏｄy Simple Reaction

Time : 以下、STとする）に対する３関節におけ

る４つのＲＯＭとの関係、また左右脚のＲＯＭと左

右方向別のＢＣＲＴ、ＣＴ、STとの関係、ＲＯＭ間の

関係を相関分析によって、検定した。

　

左右脚におけるＲＯＭの差違についてＴ検定を

用いて、検定した。

Ⅲ．結果及び考察

1）ＲＯＭ間の関係及び左右差について

　

下肢における３関節の可動域を表１に示した。

ＲＯＭ問の関係では足関節背屈位と膝関節屈曲位

において、有意な相関が認められた( r =0.573、

p＜0,01）。このことは、解剖学的知見からする
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加藤，吉本，田中

と、膝関節の屈曲により下腿三頭筋の緊張が和ら

ぎ、足関節の背屈動作を促進させたことが考えら

れる。

　

左右脚におけるＲＯＭの差違は、膝関節屈曲位

（p＜0.01）で左より右が、足関節背屈位（p＜

0.05）では右より左が有意に大きい値を示した。

これは、被験者のうち36名までが右脚でボールを

蹴ることを得意としており、ボールを蹴るときの

右脚の振り上げ動作や軸足の左脚の踏み込み動作

の繰り返しが要因と考えられる。

2）ＢＣＲＴ、ＣＴ、STとＲＯＭとの関係

　

ＢＣＲＴ、ＣＴ、STは表２に示した。BCRTでは、

　

ST及びＣＴに有意な相関が認められなかったこ

とから、動作開始時においては伸張一短縮回路に

よる筋の高出力化かＣＴ及びSTには影響を与えず、

筋の伸張一短縮回路の働きが活性化されるのは一

連の動作（走行）の際に表れることが考えられる。

３）左右方向別によるＢＣＲＴ、ＣＴ、STと左右脚

のＲＯＭとの関係

　

右ＢＣＲＴでは左右足関節背屈位（右:r＝－

0.360、p＜0.05 ；左:r =-0.345、p＜0.05）と、

左ＢＣＲＴでは右足関節背屈位（ｒ＝－0.405、p＜

0.01）及び左膝関節屈曲位（ｒ＝－0.329、p＜

0.05）との間に有意な負の相関が認められた。ま

た、右STでは左股関節屈曲位と有意な負の相関

が認められた。この事から、左右BCRTに対する

右足関節背屈位の関連性が高いと考えられる。し

かし、前述したように、足関節背屈位における左

右差を検討した際、右よりも左が有意に大きいこ

とを示しており、筋の伸張一短縮回路の効率から

すると左足関節背屈位との関連が高いと考えられ

たが、その様な結果が認められなかった。これは

筋の発揮する出力の効率だけでなく、絶対筋力そ

のものの大きさがＢＣＲＴを決める要因であること

が考えられる。

Ⅳ。結論

　

多くのスポーツにおいて必要とされる体力要素

の１つである敏捷性は、サッカーにおいても重要

な体力要素とされている。ボールに近づくとき、

相手をかわすとき等に発揮される。本研究では、

その能力を高める為に、筋の伸張一短縮回路の効

率を高める関節可動域との関連性を検討した。そ

の結果、以下のことが明らかになった。

Ｏ ＲＯＭ間の関係では足関節背屈位と膝関節屈

曲位において、有意な相関が認められた。

2）BCRTでは、足関節背屈位及び膝関節屈曲位

で有意な負の相関が認められた。この事から、下

腿三頭筋及び大腿四頭筋における伸張一短縮回路

の働きが活性化させることが言える。

３）左右ＢＣＲＴに対する右足関節背屈位の関連性

が高いと考えられる。これは筋の発揮する出力の

効率だけでなく、絶対筋力そのものの大きさが
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股関節屈曲位

膝関節屈曲位

足関節背屈位

110,6(7 81)

135 1(6 16)
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112.3(7 70)
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n･40,平均値Ｆ●・・ｔ．ぽ･n4･｣リ

　

表２．全身選択応答時間(BCRT)、全身選択反応時間(CT)、全身単純反応時間

　

(ST)の平均値、標準偏差

　　　　　　　　　　　　　　

右

BCRT

　　　　　　

1 683(0 062)

CT

　　　　　　

434 36(5446)

　　

左

1 681(0 054)

448 06(54 22)

　

合計
-
1.682(0055)

441 47(50 47)

　

ST

　　　　　　

319 95(4374)　326 76(47 57)　323,28(43,42)

　　　　　　　　　　　　　

n‘40,平均箇(標夢ｌ差)､嘔位はi≪([JCRT)jnH:c(じT.ST)

足関節背屈位(図1、r =-0.392 ； p ＜0.05)及

び膝関節屈曲位(図2、r =-0.339 ； p ＜0.05)

で有意な負の相関が認められた。この事から、下

腿三頭筋及び大腿四頭筋における伸張一短縮回路

の働きが活性化させることが言える。即ち、足関

節において、背屈により下腿三頭筋が弾性エネル

ギーを貯え、それに続く底屈の際にその貯えられ

たエネルギーによって下腿三頭筋の出力が高めら

れ、体移動をより効率よくさせていると考えられ

る
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競技者のパフォーマンスにおける敏捷性について一刊技の関節可動域との関連性－

BCRTを決める要因であることが考えられる。

　

よって、敏捷性を高める方法の１つとして、筋

の伸張一短縮回路の効率を高める関節可動域の拡

大が考えられると、同時に筋力そのものの向上も

必要となることが示唆された。

Ｖ。引用・参考文献

１）阿江通良,宮下憲,横井孝志,大木昭一郎,渋川

　　

侃二：機械的パワーからみた疾走における下

　　

肢筋群の機能及び貢献度，筑波大学体育科学

　　

系紀要，9 : 229-239,1986.

2）浅見高明：反射と反応に関する基礎的研究，

　　

体育学研究

3 ) Asmussen Ｅ，Bonde-Pertersen Ｆ: Apparent

　　

Efficiency and Storage of Elastic Enaergy in

　　

Human Muscles during Ｅχercise,Acta Physiol

　　

Scand, vol.92, 537-545,1974.

4 ) Asmussen Ｅ，Bonde-Pertersen Ｆ: Storage of

　　

Elastic Energy in Skeletal Muscles in Man,

　　

Acta Physiol Scand, vol.91, 385-392,1974.

5 ) Blanpied P，Levins J A， Murphy Ｅ: The

　　

effeccts of different stretch velocities on

　　

average force of the shortening phase in the

　　

stretch-shorten cycle, J Orthop Sports Phys

　　

Then vol.21 (6) ,345-353,1995.

6）ＢｏsｃｏＣ，ＫｏｍｉＰ Ｖ: Potentiation of the

　　

mechanical behavior of the human skeletal

　　

muscle through prestretching, Acta Physiol

　　

Scand, vol.106, 467-472,1979.

7) Cavegna Ｇ Ａ，Saibene F P，Margaria Ｒ:

　　

Mechanical work in running, J Appl Physiol,

　　

vol.19 (2) ,249-256,1964.

8) Cavegna ＧＡ,Dusman Ｂ,Margaria Ｒ:Positive

　　

work done by a previously stretched muscle, J

　　

Appl Physiol,vol.24 (1) ,21-32,1968.

9）細田多穂，柳滓健編：理学療法ハンドブック

　　

改訂第２版,協同医書出版社,1991、pp. 70.

10）井原秀俊：関節トレーニング［改訂第２

　　

版］，協同医書出版社, 1996, pp. 132-137.

11）猪飼道夫,浅見高明,芝山秀太郎：全身反応時

　　

間の研究とその応用, OLYMPIA, vol.2 (4) ,

　　

18-27,1961.

12）猪飼道夫,芝山秀太郎：動作の敏捷性,体育の

　　

科学, vol. 15,149-156,1965.

13）猪飼道夫編：身体運動の生理学，杏林書院，

　　

1973, pp. 8か94.

14）衣笠隆,藤田紀盛,野間明紀：事前の筋活動が

　　

反応時間に及ぼす影響について一選択反応と

　　

反応の大きさによる場合一,筑波大学体育科

　　

学系紀要, pp. 9 , 309-314,1986.

15）中山彰一，井原秀俊（共著）：関節トレーニ

　　

ング,協同医書出版社, 1990, pp. 93-95.

16) Shorten Ｍ Ｒ: Muscle Elasticity and Human

　　

Performance, Med Sport Sci, 25,1-18,1987.

17) Thys Ｈ， Faranggiana Ｔ， Margaria Ｒ:

　　

Utilization of muscle elasticity in ｅχercise, J

　　

Appl Physiol, vol.32 (4) ,491-494,1972.

18）戸苅晴彦,浅見俊雄,菊池武道,足立長彦,佐野

　　

裕司：パワーの発揮をともなう運動と反応時

　　

間について，東京大学体育学紀要, vol. 7 , 61-

　　

67,1973.

19）戸苅晴彦,浅見俊雄,菊池武道,足立長彦,佐野

　　

裕司：パワーの発揮をともなう運動と反応時

　　

間について（第２報）－スポーツ種目間の比

　　

較－,東京大学体育学紀要, vol. 8 , 27-33,1974.

20）戸苅晴彦,高橋孝太郎：サッカー選手の反応

　　

時間について，東京大学体育学紀要, vol. 11,

　　

35-41.

21）海野孝,杉原隆：テニスのネットプレーにお

　　

ける予測に関するパターン認知の学習効果一

　　

反応の速さと正確さの向上についてー,体育

　　

学研究, vol.34 (2) ,117-132,1989.

22) Wilson Ｇ Ｊ,Elliott Ｂ Ｃ, Wood Ｇ Ａ: Stretch

　　

shorten cycle porformance enhancement
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サッカー医･什７叫究

　

第19巻(1999)

　　　　　　　　　　　　　

パススピードに関する研究

　

・インサイドキックの質の向上（精度を落とさず、レンジを伸ばす）のためのキックフォームの解明

　　　　　　　　　　　　　　

・日本人と世界的プレーヤーの比較

谷

　

真一郎1）

１。研究の目的

　

現在の日本サッカー界における課題の一つであ

る「パススピード」を数的に把握する。そして日

本における現存のキックに対する技術概念を取り

払い、中距離におけるゲラウンダーでのパススピ

ードを向上させるための研究を行った、パススピ

ードを規制する因子はいくつか考えられるが（付

録１）、今回は正確性を伴ったフォームにおいて

　

付録1.正確でボールスピードの速いパスの構造化

より大きな運動エネルギーを与えることに焦点を

絞り、世界のトッププレーヤーと日本人プレーヤ

ーのキックフすームをバイオメカニクス的見地か

ら分析、比較、考察することにより、課題を克服

するための力学的要因を明らかにすることを本研

究の目的とする。

２。研究方法

２－１

　

実験

２－１－１

　

実験の種類

実験①

実験現場におけるキックフォームの撮影及びボー

ルスピードの測定。

実験口

1）筑波大学研究グループ

ゲーム中のパススピードの測定。

２－１－２

　

実験対象

実験①

被験者リスト参照（表１）

実験②

対象試合リスト参照（表２）

　　

被検肴名

　　　

国籍

　

年齢

　　　　　　

鰹歴

　

‾‾‾‾‾‾‾‾‾

　

リトバルスキー

　

ドイツ

　

３８ １Ｆｃケルン（ドイツ）　　　　１

ｊ

　　　　　　　　　　　　

ＪＥＦ市原（Ｊリーグ）

ｉ

　　　　　　　　　　　　

ブランメル仙台(JFL)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８２年スペインワールドカップ準優幡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９６年メキシコワールドカップ準優勝

１

　　　　　　　　　　　　

９０年イタリアワールドカップ優勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

西ドイツ代表違算７３賦合出場，１８得点｜

　

ストイチコフ

　

ブルガリア

　

３２マリツァ・プロヴティフ（ブルガリア）Ｉｌ

　　　　　

ｌ

　　　　　　

CSKAソフィア（ブルガリア）

　　

｜

Ｉ

　　　　　　　　　　　　

Ｆｃバルセロナ（スペイン）

　　　　　　　　

Ｉ

　　　　　　

ＡＣパルマ（イタリア）

　　　　

Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＦＣバルセロナ（スペイン）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

CSKAソフィア（ブルガリア）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

l柏レイソルリリーグ）
｜

　　　　　　　　　　　

９４年アメリカワールドカップ得点王

　　　　　　　　

｜

　　　　　　

ヨー゜ツバ●優男遍季

　　　　　

Ｉ

　　　　　　　　

Ｉ

　　　　　　

ブルガリア代衰通算７４賦合出場. 3e(≫

　　

＿____

　　　　　　　

点

　　　　　　

__.._‥

　　

バジーリオ

　　

ブラジル

　

２６キンゼーデ・ジャウー（ブラジル）ブ

レ

　　　　　　　　　　

オリンピアＦＣ（ブラル）

　　　

，

　　　　　　　　

ｉ

　　　　　　

．リチバＦＣ（ブラジル）

　　　　

・

　　　　　　　　

・

　　　　　　

柏レイソル（Ｊリーグ）

　　　　

１-……一

　　

加●望

　　　

日本

　

．２９１東北学院高校（宮城県）

　　　　

｜

　　　　　　　　

Ｉ

　　　　　　

Ｉ東海大学（関東大学一郎リーグ）

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

　　

柏レイソル（Ｊリーグ）

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

　　

元日本代表候補

　　　　　　　　　　　　　　　

一一

　

一一

　　

酒井直樹

　　

日本

　

１２２日立サッカースクール柏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

柏レイソル（Ｊリーグ）

｜

　　　　　　　　　

・

　　

日本代表通算１賦合出場

　　　

_＿

　　

明神智和

　　

日本

　

，２１柏レイソルユース

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

　　

Ｕ－２０日本代表

　　　　　　　　　　　　　　　

ｊ

　　

９７年ワールドユース・ペスト８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現在U-2 1日本代表

　　

西村元樹

　

１

　

日本

　

り８，硯在柏レイソルユース所属
二

・二旦り里?．

表１．被験者リスト

‾.__二ｉ祓‾コ工二丿茸鰍に‾‾‾”

　

対ｉ万二７一一一ｉｊＦ

　

芝の状櫛ﾚ

.９８年４月２５日

　　　

Ｊりﾆｸﾞ

　

‾‾‾’‾‾’ｉレイソル

　　　　

゛ｊ

　

卜

　

（土）

　

ヤマザキナピスニ3カップ

　　　

対

　　　　

啼れ

二二

K5-f

］

ﾄI
19 00 Kick 9が　　　　　　　　　横浜マリノス

・

　

，９８年8月５日（水）

　

■98Jﾘｰｸﾞ

　　　

柏レイソル

　　　

’‾

2 ’19 00 KickＯけ　2ndステージ　　　　対　　　雨（小雨）ウェット
レ

_＿___＿･.._

　　

第16節

　　　

横浜フリューゲルス

1

　　

98年９月19日

　　

■98Jﾘｰｸﾞ

　　　

柏レイソル
13

　

（土）

　　　

2ndステ･

　　　

言

　　

ドライ
1

　

19 00 K‘c｀二９!!　　第６命　　　__アピス.パ≪≫≪..I・＿

　　

98年11月4日

　　

'98Jユースカップ

　　

柏レイソルユース

　

ｉ

　　

‾

ぬ

捧

．．．

ﾌﾞ］

几

９温圃

　

ご寸二↓扁言二」プレ芯

　　　　　　　　　　　　　　　

一一一一

　　　

-‥-

表２．対象試合リスト
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パススピードに関する研究

２－１－３

　

実験試技

実験①

　

実験試技は、国際サッカー連盟の公認サッカー

ボール（５号球、質量0.432g 、直径0.22m)を用

いて、芝のピッチ上で行った。設定は30m先の目

標としてハス・レシーバーを置き、レシーバーが

できるだけ速くしかもグラウンダーの状態で受け

られるようなパスを要求した。グラウンダーでの

パスに対する試技は技術選択判断の確認のため、

検者からキックの種類は指定せず目的だけを伝え

た。動いている（被験者が任意に転がしたもの）

ボールに対してキックを行ってもらった。

実験②

　

ゲームにおいてスピードが要求されるパスが最

も多く出現するエリアをミドルサード（ピッチを

縦方向に３分割した真中のエリア）と考え、この

エリアにおけるグラウンダーのパスを抽出した。

２－１－４

実験①

　

３台の高速度ＶＴＲカメラ（ＨＶＳ-400、ＮＡＣ社製）

を被験者の左右、後方に1台ずつ設置し、毎秒200

コマ、露出時間1/2500秒で試技を撮影しました。

また、ボールスピードを測定するために10m、20

m、30mの各地点に１台ずつデジタルカメラを設

置しボールを撮影した。 ＤＬｒ法により分岐点の三

次元座標を得るためにコントロールポイントを較

正器として用い実験の最初に撮影した。（図１）

゛

　

｀

１

　

１

　

Ｌ

Ｉ

ｷ刊一ポール

　　

0.1

・

HSv-aoo

〒

ｉ

ﾌﾞ］

ｉ

るため５ｍ単位ごとにマーカーを設置し実験の最

初に撮影した。（図２）その後撮影した映像にタ

イマーを介した。

　　　　　

撮彫エリアとカメラの●置

匹

eem

ｊ

撮影エリアのキャリブレーション

i
―
　
　
　
　
-
Ｊ
　
Ｉ
　
Ｉ

　

６ｍ

　

Ｘ

eaacti〇n

３ａ９

ｸ竺

CsmarilはAftalを､Catnitr･2はA･a2を

Cgnera3はん･a3を､Cam･r･4｢まA・a4を

それぞれ嶺彫した．

(｢98ワールドカップ｣より)

ｷヤリブレーシ9ﾝを行った，

影方法

　　　　　　　

図２．実験②の撮影方法

２－２

　

分析方法

２－２－１

　

分析試技の決定

実験①

　

30mのパス・レシーバーの左右1.5m (計３ｍ）

を正確性の範囲と規定し、正確性を伴いしっかり

とインパクトできていると検者が主観的に判断し

試技決定の基準とした。グラウンダーを要求した

試技に対して外国籍選手２名、日本人プロ選手１

名は足の甲をインパクトのサーフェスとして選択

して蹴った。他の選手は足の内側を選択して蹴っ

た。

　

このサーフェスの選択という点でスキルの違い

が明確に現れているが、今回は最も使用頻度（資

料１）、適応能力共に高い、足の内側で行われた

試技を分析試技とした。

パスで使用するキックなどの種類

(得点に結びついた攻撃に限る)

　　　　　　　　　　

OS一一

　　　　　　　　　

2%づ

　　　　

5、3S 3X　リ

　

9%

　　　　　　

-･.・

15S

　　　　　　　　　　　　

63S

|ふfン分祁

●インフロンﾄ

ロアウトサイド

ロヘディング

・インステップ

ロその他

■スロー

ロ不明
---

　　

--●--●●

　　　

資料1.パスで使用するキックなどの種類

実験②

　

ミドルサードにおけるブラウンダーのパスの中

で、できるだけ速くレシーバーに渡す必要性があ

　　　　　　

図１．実験①の撮影方法

実験②

　

ミドルサードを４分割し、それぞれのエリアを

１台ずつのデジタルカメラで前後半を撮影した。

バスを出した地点と受けた地点の二次元座標を得

！

｜

　

・回付

ｎ

　　　　　

へ

千

な゛ごマｔフニこ７゛

千
１

ｌ

l皿Ｚり７内の貫禄と亀皿､機縁と禄匂の魯交●・においてキヤーリーポーJMこてキfJプレゼン3ンを卜った、

3台のハイスピードカメラでキッケフｔ－ムを､３會のデジタルビデオカメラで昏箆輦のボールそ嘩彫した．

破皿の●交差点にマーカーを設皿して

←

→

１



る状況のものを検者が判断し分析試技とした。速

いパススピードが求められる状況の判断基準を①

レシーバーのマーカー及び周囲の選手のアプロー

チによりレシーバーがプレッシャーを受けてしま

うパス②相手チームにポジション修正の時間を多

く与えてしまうハス、とした。

２－２－２

　

分析の手順

実験①

　

分析対象としたキック動作を撮影した３台のカ

メラ映像から、分析点（身体各部位23点、ボール

３点）の二次元座標をデジタイズ（200コマ／秒）

した。分析区間は蹴り足離地10コマ前からボール

リリース後10コマまでとした。このようにして得

られた二次元座標からＤＬＴ法を用いて分析点の三

次元座標を算出した。得られたデータの平滑化は

分析点の座標ごとに最適遮断周波数を決定してデ

ジタルフィルターによって行った。利き足が左足

の選手に関してはデータを左右反転させて利き足

が右足の選手と同じ条件とした。

実験②

　

エリア別に撮影したビデオカメラ映像のボール

の動きを三次元空間内でとらえ、それらの動きを

算出したカメラ定数によって二次元座標に置き換

え、二次元ＤＬＴ法によりボールの移動距離と速度

を求めた。

２－３

　

分析項目及び算出法

２－３－１

　

ボールスピードに関して

実験｡’1

　

0m、10m、20m、30m地点におけるボールス

ピードを、各地点のボールの変位を数値微分して

算出した。

実験士

　

算出されたパスの移動距離と速度から散布図を

示すと共に単位移動距離毎に平均速度を割り出

し、外国籍プロ選手、日本人プロ選手、日本人ア

マチュア（Ｊリーグの下部組織に所属するユース

選手）選手で比較した。

２－

み）

３－２

　

キックフォームに関して（実験①の

谷
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①スデックピクチャー

　

Ｘ一Ｙ平面：上方からのスデックピクチャー

　　　　　　　

により腰、膝、つま先の軌跡を

　　　　　　　

観た。

　

Ｘ－Ｚ平面：目標に対して正面から動きを捉

　　　　　　　

え、インパクト時の下肢と地面

　　　　　　　

の傾きを観た。

②身体各部位の角度変化（差異が認められる部分

　

を抽出）

　

１）骨盤の角度

　　

Ｘ－Ｙ座標平面上における左右の大転子を結

　　

んだ線分とＹ軸座標のなす角度とした。正面

　　

を向いた状態では90度である。 90度よりも角

　　

度が減少すれば蹴り足の大転子が軸足の大転

　　

子よりも前方に出ていることとなる。（図4）

4

正面
(通常)

右足関節内反･外反角

　　

1

　

内反時

∧

　

！

１
…

外瞳

丿

内輿

下腿の内旋､外旋角

　

上から

　

Ｔ

”
レ
犬
～

　　　　　　　

図4.関節角度の定義2

　

2）大腿部の内外旋の角度

　　

Ｙ－Ｚ座標平面上におけるＹ軸方向と常に平

　　

行な面と膝中点から前方に垂直に出した変化

　　

線とのなす角度とした。角度が減少すれば内

　　

旋しており、増加すれば外旋していることに

　　

なる。（図４）

　

３）足首の底屈、背屈の角度

　　

Ｙ－Ｚ座標平面上における蹴り足の膝と足首

　　

を結ぶ線分（下腿）と、蹟と母子球を結ぶ線

　　

分のなす角度とした。角度が減少すれば背屈

　　

しており、増加すれば底屈していることにな

　　

る。（図５）

③蹴り足における身体各部位の速度

　

腰、膝、足首、つま先のそれぞれの部位につい

て変位を数値微分して速度を求め、同一グラフ上
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に表示した。この速度はＸ・Ｙ・Ｚ軸方向の合成

速度である。

３。結果及び考察

３－１

　

ボールスピードに関して

実験①

　

被験者の中で、足の内側をインパクトのサーフ

ェスとして選択した４選手（外国籍選手１名、日

本人選手３名）の10m、20m、30mの速度をグラ

フに示すと図５になる。（足の甲を選択した選手

の変化曲線は付録２に添付した）

{m/sec.)
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一s-K選卒(日本人ブロ

ー●-Ｎ選手(ユー叉‘

　　　　

-･-SA:名李(日本人プロ)

___･_．Ｉ→一Ｍ遇辱河日本人プロ)

　　　　

㎜㎜㎜㎜

　

㎜・Ｊ㎜㎜㎜㎜

30 <･"'

　　

一一一一

　

付録2.パススピードの変化

　　　　　

(インステップを選択した試技も含む)

このグラフから以下のことが明らかになった。

①変化曲線はＬ選手とそれ以外の選手の２種類

　

に大別できる。これは、外国籍選手と日本人

　

選手という枠組みでクルーピンクすることが

　

できる。

　

※日本人グループの変化率はほぼ同等であ

　　

り、その技術レベルは同様のものであると

　　

考えられる。故にこれ以降の分析結果につ

　　

いては比較の簡易化を図る為、代表者を抽

　　

出してＬ選手との２データで検討を進めて

　　

いくことにする。今回はその代表者として

　　

４人中最も低いデータを示し、検者が視覚

　　

的に捉えても最も日本人のキックフォーム

　　

を象徴するものであると判断したＭ選手を

　　

対象にした。Ｍ選手に関しては将来性も高

　　

く今後の日本の競技力向上の為に一役買え

　　

るだけの人材であることも対象とした理由

　　

の一つである。

②10m地点での速度に大きな違いはない。つま

　

り、ゲームにおいても近い距離のパスにおい

　

ては速く蹴ろうとする意識で補うことができ

　

る。

　

しかし、距離が伸びてくると意識だけで

　

は補えない技術レベルの差が明らかになって

　

くる。

③30m地点での速度の違いは秒速3.8niであっ

　

た。この違いをピッチ上に置き換えたものを

　

付録３に添付した。

　　　　　

／tススピードの変化におけるゲーム状Ｓの丑い

　　　　　　　

-ＤＦのアプロ→との関係-

○設定(イメージ)

　

ミドルサードでのサイドチェンジ。

　

パッサーとレシーバーの距離は３０ｍ。レシーバーをマークしているＤＦとの・飴は１５ｍ。

　

ＤＦは５０ｍを６．５砂で走ることのできる選手。

　

[アプロ→の進度：v=so÷６．５＝7.６９(ｍ／ｅ)]

,向↓・

束向↑・

詳細図

３０ｍ

ボールの動き→

人の動き

　　

一一一→

レシーバー
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DF(i/<スと同時にアプローチを始める。
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付録３．パススピードの変化におけるゲーム状況の違い(1)
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ｏリトバルスキー選手の播舎

　　　　　

b耐|

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アプローチ後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

/

のスペース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノj

　

(2. 47m)

アプｇＬチ(12.53m)

げ

･３Ｑｍ先の味方がパスを受けるまでの時聞:1.63秒

･ＤＦがアプローチできる巨離こ1.63(a)×7- 69(m/B) = 12. 53m

･味方とＤＦの巨離:15-12. 53=2. 47m(ワンタッチで前を向ける距離である)

○明神遍手の場合

。
α
‐
】

j・

自

　

･３０,・先の味方が/1スを受けるまでの時間:2.27秒

　

･ＤＦがアプロ→できる距離:２､27(ｓ)ｘﾌ｡69<m/s)= 17､４６ｍ

　

･味方とＤＦの距離:15-17.45=―2. 45ni(インターセプトされてしまう)

付録３．パススピードの変化におけるゲーム状況の違い(2)

実験②

　

ゲーム中のミドルサードにおけるパスの内、分

析試技として決定したものを単位距離毎に抽出、

平均速度を算出したものを外国籍選手、日本人プ

口選手、ユース選手でグラフにすると図６になる。

(『%Ｔ:』

l

|.ご之

５‥一一

ｏ

ヒ

－ 一 一 一 一 －

　

_-ごごご

　

ー

　

に一之-｀---‾'･-¬-S-'‾‾‾‾‾‾●

　

‥‥二

言こ
＼ノ

・一才・

三ｹﾞｻｻﾌﾟｽ⊇ヤ

寸

。づ‥-一一

　

-‥＼‥‥]-ヽ-‥…ﾉ::::丿二二

5-10

一一一一一一

10-15

15-20

　

20-25

　

25-30

　　

Distance

30-35

　　　

(ｍ)

__＿ごしを肖ぞ唖垂二- ■-Sp≪≪l(B*A^･」-･-ｌ－・ﾕﾆ・1

　　　　　

図6.単位距離毎の平均速度
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(距離と速度の関係の散布図は付録４に添付した)

このグラフから判明したことは、

①25m～30mの中距離において外国籍選手と日本

　

人選手の間に大きな差が見られる。これが世界

　

の強国と戦ったときに最も違いがあると視覚的
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付録4.ゲーム中の距離と速度の散布図

　

に捉えられるパススピードの差の実態である。

②日本人選手の15～25m距離のパススピードは

　

実験①での値とほぼ同じであり実験①の信憑

　

性を高める。

③25m以降の低下率が実験①より高いのはゲー

　

ム状況下に適応したスキルで補っていると考

　

えられる。

　

しかし、外国籍選手との差が存在

　

しているのは技術レベルの差であると考えら

　

れる。

④日本人選手同士の比較においてはフロもユー

　

スも顕著な差がない。これは同じ技術・技能

　

概念で指導を受けてきた結果であろう。また、

　

このことは競技レベルの違いよりも育成年代

　

における技術・技能指導がその後のパフォー

　

マンスにとって重要な位置付けを示している

　

ことも示唆している。

３－２

　

キックフォームに関して

　

分析項目として挙げたスティックピクチャー、

身体各部位の角度変化、蹴り足における身体各

部位の速度から以下のことが明らかになった。

①スティックピクチャー（図７）

　

Ｘ一Ｙ平面：Ｌ選手はレディネスにおける並

　　　　　　　

進運動から回転運動に転換して

　　　　　　　

インパクトを行っている為、終

　　　　　　　

始並進運動でキックを行ってい

　　　　　　　

るＭ選手の場合よりも、より速

一 一 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｃ

ball

　　　　　　　　　　　

インターセプト
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パススピードに関する研究
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図7.スティックピクチャー

　　　

T･×-Ｙ平面における腰､膝、つま先の軌跡

　　　

②Ｘ-Ｚ平面におけるインパクト時の身体の傾き

　　　　　　　

い速度でインパクトすることが

　　　　　　　

可能である。

　

Ｘ－Ｚ平面：Ｌ選手は体を傾け、蹴り足の支点

　　　　　　　

から力点までの距離を長くする

　　　　　　　

ことにより（軸足：蹴り足の比

　　　　　　　

率

　

Ｌ選手…1 :1.36、Ｍ選手…

　　　　　　　

1 :1.02)、円運動における同一

　　　　　　　

角速度において、より速い速度

　　　　　　　

でインパクトすることが可能で

　　　　　　　

ある。

②身体各部位の角度変化

１）骨盤の角度（図８）

　

Ｍ選手は骨盤を回転させていないのに対して、

Ｌ選手は踏み切りからフォロースルーにかけて骨

盤の回転を行っている。

２）股関節の内外旋の角度（図９）

　

Ｍ選手はインパクト前後にかけて外旋している

のに対して、Ｌ選手の角度には変化がない。Ｍ選

手の外旋は蹟を押し出すことによる並進運動の持

続を示し、Ｌ選手の角度に変化がないのはインパ

クトに向けて膝が支点となり、足首、つま先に円

運動を起こすことにより速度をあげるためである

と考えられる。

３）足首の底屈、背屈（図10）

　

Ｍ選手はレディネスからインパクトにかけて背

屈しているのに対して、Ｌ選手は底屈している。

Ｍ選手の背屈は腫を押し出す時の伸張反射による

前頚骨筋の収縮によるものと考えられる。Ｌ選手

の底屈はインパクトポイントである母子球がボー

ルヘコンタクトできる幅を広げるためであると考
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図10.蹴り足足首の底屈背届の角度変化

えられる。これは結果的に円運動における支点か

ら力点までの距離を長くしていることになる。

③蹴り足における身体各部位の速度（図11）

　

Ｍ選手は並進運動の初速から膝、足首の加速を

経てインパクトを行っているのに対して、Ｌ選手

の場合は並進運動の初速から腰、膝、足首、つま

先への速度加重によりインパクトを行っている。

※速度加重：近位部（より重心に近い関節）の加

　

速の最大値を迎えた後、最寄の遠位部が加速を

　

はじめ、それが積み重なるように速度を伝えて

　

いくこと。
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図１１．蹴り足における身体各部位の速度変化

４。結論

　

今回は、日本の課題である中距離におけるグラ

ウンダーのパススピードを数的に把握すると共

に、正確性を伴った試技においてリトバルスキー

選手（被験者の中で最も速かった選手）と日本人

選手の比較を行い、その違いの力学的要因につい

ての解明を試みた。パスのスピード、キックの技

術共に多くの差異を認めることが出来た。その結

果を簡潔にまとめると以下のようになる。

①パススピード

　　

日本人選手は外国籍選手に較べ10m以降の低

　

下率が大きい、

　　

30m地点においての差は現代のサッカーにお

　

いてはパスが出せるか出せないかの差になって

　

いる（出せばインターセプトされてしまう）。

②キックフォーム

　　

ボールスピードの速い選手は、ボールにより

　

大きな運動エネルギーを与えるための要素を満

　

たしたフォームを持っている。

　

その要素とは、

　

１）並進運動から回転運動への変換によりイン

　　　

バクトを行っている。

　　

その回転運動の特徴は、

　　　

１．腰を回転運動のきっかけにしている。
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２．下腿の傾斜により蹴り足の伸展を行っ

　　

ている。

２）身体各部位の速度加重（並進運動から腰の

　　

加速が初速となっている）により、効率良

　　

くエネルギーを伝達し、より速い速度でイ

　　

ンパクトを行っている。

５。おわりに

　

今回の研究で、正確で速いグラウンダーのボー

ルを蹴るための力学的要因が明らかになったが、

実際にピッチ上でのパフォーマンスを上げるため

には他の諸因子の克服も必要不可欠となる。日本

サッカーのもう一つの大きな課題であるワンタッ

チコントロールに関してもバススピードを上げる

ための重要な要素である（足元へのコントロりレ

から腰の回転を起こさせる所へのコントロール

へ）。また、これらの違いの根源は技術概念の相

違であると考えられる。今までの手段から目的へ

のアプローチではなく、目的先行の元で技術を身

をつけていく必要性がある。そうすることによっ

て身体が本来持つ能力を最大限に発揮し、効率的

で美しいフォームでプレー出来るようになること

が発育発達学的見地からも言うことができる。

　

競争という遊びの中でキックすることを楽しみ

ながら身に付けたというリトバルスキー選手の技

術習得過程の話が今後の日本の技術指導法を示唆

しているように思える。
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緒

　

言 インサイドキック）する試行を３回繰り返し、そ

の動作を被験者の右側方と後方に配置した２台の

高速度ビデオカメラ(Nac製Memrecam Ｃ２）によ

って200fpsの速度で撮影した。

　

尚､熟練者群が使用したボールは公認の５号球、

未熟練者群が使用したボールは公認の４号球であ

った。

　

最もゴール中心に近い地点にシュートでき、失

敗のなかった一試行をそれぞれの被験者毎に抽出

し、左右の肩峰、左右の股関節中心、右膝関節中

心、右足関節中心、右つま先の３次元座標をDLT

法により算出した。

　

サッカーのキック動作の解析において最も問題

になるのが、ボールのインパクトによる衝撃であ

る。インパクト後のデータを除かないで平滑化を

行う場合、インパクトの衝撃によって生じる減速

現象がインパクト前のデータにも影響を与えてし

まう可能性が高い1）。本研究ではその影響を除く

ためインパクト後のデータをReflectionにより10

コマ分を外挿した後へ

　

２次のバタワース型デジ

タルフィルター叫二よって平滑化(12.5Hz)を行

った。

　　

トルク・パワー

　

の

　　

：

　

蹴り脚（右脚）に大腿部、下腿部、足部からな

るリンクセグメントモデル定義した。図1-ａに示

したように各セグメントに直交座標系を定義し、

Newtonの運動方程式から各セグメント間に作用

するトルクを算出した後、ベクトルとして算出さ

れたトルクを下肢の各関節の解剖学的な回転軸

（図1-b）周りに変換した。さらに、解剖学的な回

転軸ごとに求めた関節トルクと関節角速度との積

から関節トルクによるパワーを、関節の速度と関

節間力との内積から関節力によるパワーを求め

た。

亘2）

　

キック動作中の力学的な関節トルク等の動態を

定量化した先行研究は数少ない≒特に下肢関節

の捻りが必要であるインサイドキックでは３次元

的な解析が必要不可欠であるため、その正しい動

作のメカニズムは未だ不明である。

　

我々はすでにインステップキック、インサイド

キックの関節運動に関する若干の報告をおこなっ

ており町そこからどのような力学現象がキック

中に起きているかを推察している。今回は単純な

モデルからではあるが、キック動作中の力学現象

を定量化し、関節トルクなどの情報を提供するこ

とで、どのような力（トルク）がキック中に必要

であるかを明らかにできると考えた。

　

したがって、本研究の第一の目的はサッカーに

おける代表的なキック動作であるインサイドキッ

ク（SD）、インステップキック(ST)における関

節トルクの動態を高校生熟練者を対象に３次元的

に明らかにすることである。第２の目的は、未熟

練な子どもの動作との比較を行うことで正しいキ

ック動作の指導する際の実用的な示唆を得ること

である。

1）名古屋大学総合保健体育科学センター

　

2）名古屋大学医学研究科

　

3）名古屋グランハスエイト
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被験者：

　

高校生選手と小学生選手５名づつを対象とし

た。高校生選手のうち４名はＡ県国体少年チーム

の選手であり、１名はブラジル留学の経験を持つ

ものであった。

皿：

　

被験者は約11m先に設置されたゴールの中央を

めがけて全力でシュート（インステップキック・

方

　

法
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し片八

｡尚了
ぶ含（

◇

(b)

　　

－４

図１

　

下肢の各セグメント（ａ）

　　

に固定された直交座標系。
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熟練者の動作について

　

図２にインステップキック（ST）、インサイド

キック（SD）の関節トルクと関節トルクによる

パワーを示した。すべての図は、Ｏ％が右足つま

先の離地に100％がボールとのインパクトに相当

するよう正規化したものである。

　

STでは股関節屈曲と膝関節伸展の関節トルク

が他に比べ顕著に大きく発揮されていた、関節ト

ルクによるパワーもその十成分の大部分を股関節
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図２

　

インステップキック（上段）、インサイドキック（下段）における関節トルク（左）と関節トルクによるパワー

　　　

（右）の変化様相。
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子どものインサイドキックにおける関節トル（左）と関節トルクによるパワー（右）の変化様相。
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布目，佐藤，道用，秋谷，山下

屈曲と膝関節伸展のトルクによるものが賄ってい

た。関節トルクによるパワーが十であるというこ

とはその関節が関節トルクの発揮された方向に回

転している状態を、逆の場合はその関節が発揮す

る関節トルク以外作用によってトルクとは逆方向

に関節が回転している状態を意味する。この結果

からSTの蹴り脚のスイングにおいて積極的な股

関節屈曲と膝関節伸展の動作が重要であると考え

ることができる。

　

SDでは股関節屈曲と膝関節伸展のトルクに加

えてほぼ同じ大きさの股関節外旋のトルク発揮が

見られた（図２）。映像からはインパクト付近に

おいて下腿が捻られている様子（外旋）も観察さ

れるが、従来から言われているような下腿を捻る

（外旋）ための関節トルクはほとんど発揮されて

いなかった。したがって、この動作は膝関節が伸

展することによって大腿部と下腿部の長軸がほぼ

一致する姿勢になったために股関節外旋のトルク

が下腿に伝播したことにより生じたもので基本的

に関節トルクによって引き起こされたものではな

いことが明かとなった。関節トルクによるパワー

では股関節屈曲と股関節外旋トルクによるものが

ほぼ全体の十成分のパワーを賄っており、SDの

蹴り脚のスイングにおいて積極的な股関節屈曲と

股関節の外旋動作が重要であると考えることがで

きる。

王ともの未熟な動作：

　

特に子どもが苦手としているSDについて特徴

的なパターンが抽出できたので図３にその典型な

一例を示した。

　

発揮トルクの大きさにはかなり開きがあるので

ここではその発揮パターンの違いから未熟な動作

のメカニズムを探ってみたい。この事例では股関

節外旋の関節トルクは大きく発揮されているが、

熟練者にくらべそのピークの出現が若干早く、股

関節屈曲の関節トルクのピークにほぼ一致してい

た。また、熟練者では75％付近から股関節伸展の

トルクが発揮されているのに対して、子どもの動

作には股関節伸展のトルクの発揮はみられなかっ

た。このトルクは下腿近位に関節間力として作用

することで股関節屈曲～股関節外旋への運動の連

鎖を引き起こしていると考えられるため、この作

用の働かないことが子どもの動作において股関節

屈曲～股関節外旋への運動の連鎖が見られない原

因のひとつと考えられる。

　

さらに特徴的なのは股関節内転の関節トルク発

揮が比較的大きく、インパクト直前では十のパワ

ーを発揮している点である。図４に示したように

インパクト付近において股関節を内転させること

は下腿部近位に前方と下方への関節間力を生じ、

この力は下腿の重心位置との関係から下腿を図中

の時計周りに回転させる間接的なトルクを発生さ

せる。膝関節はこのトルクの方向には自由度がな

いためこのトルクによる作用は結果として股関節

を内旋させる方向に働き股関節外旋動作を抑制す

ると考えられるのである。熟練者にみられないこ

れらの動作は子どもがSDのメカニズムを過って

理解していることを示すものであり、このことに

よって股関節に余分な負荷がかかる危険性を示唆

することができるだろう。

　　　

ｋ

　

の

　　　　　　　

によるパワー

　

：

　

関節力によるパワーは膝関節より近位の関節

（股関節）や体幹の動きなどの作用を反映したも

のと考えることができる。キック時に感じる実際

の力発揮の感触と関節トルクによる知見が必ずし

も一致しないのはこの作用によるものであると考

えられる。関節力によるパワーと関節トルクによ

るパワーは単位が同一なのでその大きさの比較か

らその作用の強さをある程度推し量ることが可能

である。

　

図５にSTにおける熟練者の一例を示した。大

腿から下腿へ関節間力を介して伝えられるパワー

は一度減少してから（いわゆるスイングのタメに

あたると考えられる）膝関節伸展の関節トルクに

89

　　　　　　　　

股間郎内転の関節ﾄﾙｸ
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し

。

づ
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図４

　

股関節内転動作による作用の概念図。
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よるパワーとほぼ同期して増加しており、その大

きさは関節トルクによるパワーよりも大きいこと

が伺える。この結果からSTでは関節トルク以外

の作用が伸展動作に大きく貢献している可能性を

示唆することができるだろう。

3α刃

旅刀

la刃

-1000

･・聊

Ｊ沁

関節力によるメツニ

図５

　

熟練者のインステップキックにおいて下腿部へ作用する関節力

　　　

によるパワーと膝関節の関節トルクによるパワーの比較。
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サッカーにおける特殊技術の指導法の開発（その２）

　　　　　　　　　　　　　　　

－オーバーヘッドキックー

　　　　

Development of Coaching Method for Special Soccer Technique (Part 2) -Over head kick-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

MATSUMOTO Mitsuhiro

The purpose of this study was to develop an effective and safe coaching procedure for over head kick in soccer

This coaching method consists of 11 steps induced from the author's ｅχperience.

Key Words: Coaching method, Soccer, Over head kick,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

松本

　

光弘

Ｉ

緒言

　

1998年、日本はサッカー競技において世界最高

のイベントであるFIFAワールドカップ・フラン

ス大会に念願の初出場を果たした。これまではア

ジア地区で敗退し、本大会出場の権利を獲得する

に至っていなかった。 1993年、日本で初めてプロ

サッカーリーグが設立され、その後急速に日本の

サッカーはレベルアップし、前大会の1994年

FIFAワールドカップ・アメリカ大会のアジア地

区予選では、本大会出場に後一歩と言うところ、

いわゆるドーハの悲劇と良く言われているところ

まで来た。そして今回のフランス大会出場となっ

た。

　

この本大会出場は日本はサッカー界にとって大

変喜ばしいことであるが、フランスで行われた本

大会では、予選リーグＨ組でアルゼンチン、クロ

アチア、ジャマイカと対戦し、３戦３敗、得点１

の成績であった。この本大会に出場した日本代表

の課題として最も大きく取り上げられたのが「決

定力不足」、いわゆる得点を決める能力の不足と

いうことであった。この課題についてはこれまで

日本のみならずアジアのチーム全体に見られる傾

向であるといわれて来た。

　

しかし、次回のFIFA

ワりレドカ　ッブ大会は2002年にアジアで初めて日

本と韓国で共同開催することがすでに決定してお

り、両国の代表チームは開催国として予選なしで

本大会に出場することも決定している。この自国

開催の大会において代表チームのチームカの向上

は予選を戦ってきたチームと対等あるいはそれ以

上であることが開催国に求められ、これは大会の

盛り上がりからしても開催国の責務である。開催

国日本にとって、そのための大きな課題が「決定

力の向上」であることは言うまでもない。

　

「決定力」は対戦する２チーム間の総合的能力

の問題､相手ゴールへのアプローチの戦術的問題、

個々のプレーヤーの「決定力」、いわゆるシュー

ト技術の問題等々多くの要素が考えられる。その

中で攻撃側のチームに要求される原則として

Allann Wade"はImprovization、すなわち意外性

あるいは即興性を挙げている。この要素を含んだ

代表的シュート技術の一つがオーバーヘッドキッ

クである。これは通常では自分の身体が障害とな

りボールを飛ばすことができない背後の方向にボ

ールを飛ばすことができる技術として知られてい

る。特に、これは攻防の最も重要なゴール前のバ

イタルエリアで攻撃側、守備側の双方によって緊

急時に使われる特殊技術である。守備側はこの技

術の難度の高さによる失敗の危険性を避けるため

あまり積極的な使用が奨励されないが、攻撃側に

とっては前述した意外性の要素の発揮としてシュ

ート時に使うことが効果的である。

　

この技術はゲーム中、他のプレーヤーに対する

危険な行為となることが多く、危険なプレーとし

てルールに抵触することがある。そのためさほど

使う機会は多くはないが、適時になおかつ確実

にプレーできれば得点力を高めることができる。

このシュート技術を使っての最近の代表的な得点

の例はフランス大会後、日本代表でＪリーグのベ

ルマーレ平塚からイタリアセリエＡのペルージャ

に移籍した中田英寿選手が記録した1998年11月29

日の対ハアチェンツア戦での２点目の得点が挙げ

られる。

　

この技術の習得は空中に飛び上がり、身体の後
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方から落下するという危険性の高い動作で、怪我

につながる恐れがあるためあまり積極的には指導

されていない。

　

しかし、この技術は習得すればプ

レーの幅が大きく広がるにも関わらず前述の安全

性の問題が主たる原因となりこれまでは積極的な

指導がなされず、その結果として特殊な技術とし

てあまり一般的にゲーム中に用いられていなかっ

た。これは日本の競技場が芝生でなく、硬い土の

グラウンドであることが大きな原因であることは

理解しながらも、適切な指導法が開発されていな

かったこともその原因と考える。そこで本研究は

このオーバーヘッドキックの安全な、効果的指導

法の開発を行うことを目的として行ったものであ

る。研究手順は関連緒科学を参考に筆者の永年の

指導経験から導き出しかものがほとんどで、必ず

しも客観性の点で十分とは言えない。しかし、実

践の中からその動作の成り立ちを観察・分析し、

多くの指導事例を検討した結果、一般的な指導方

法として十分耐えうるものとして発表するもので

ある。この技術の指導法については、いろいろな

技術の習得に適した年齢として挙げられているゴ

ールデンエイジ(9～12才ごろ)あるいはポスト

ゴールデンエイジ(13～15才ごろ)のプレーヤー

やその指導者を対象とした指導書においてもほと

んど取り扱われていない｡このキックを紹介して

いる書物2) 5)6)7)9] 10白1)12)14)15)はいくつかある。し

かし、これらの指導書はその技術の紹介にとどま

り詳しい指導段階は提示されていない。その中で

わずかに技術を解説しているものは堀田ら31 4)8) 13)

のものがあり、その中でも比較的詳しく説明して

いるものに岡野ロ)がある。しかし、実際の指導に

はまだ十分なものであるとは言えない。そこで実

際の指導現場で役立つこの技術の習得のための安

全かつ効果的な指導方法についてここに公にする

ものである。

I

　

方法

１，指導対象

　　

Ｎ小学校児童に年生）２名

　　

映像モデル

　　

氏名

　

NJunya

　　

年齢

　

10才の一卵生双生児（兄) (1987年12

　　　　　

月14日生）サッカー歴

　

４年

　　

身長、

　　　　

128.7cm

　　

体重、

　　　　

27Kg

　　

垂直跳び

　　　

27.5cm

　　

反復横跳び、

　

33点

　　

立ち幅跳び、

　

1.44m

　　

50m走、

　　　

8.93sec

　　

懸垂、

　　　　

５回

　　

連続リフティング（／1 min)、95回

２．指導日時

　　

1998年８月８日（ﾕL曜日）

　　

天候

　

晴れ

　　

ウォーミングアップ

　

10分間

　　

本指導

　

25分間

３．指導場所

　　

つくば市高野台

　

宮本グラウンド（88mｘ

　　

64mの天然芝フィールド）

　　

（運動能力テスト、サッカースキルテスト、

　　

同日、筑波大学陸上競技場）

４．撮影方法

　　

カメラを固定し15m離れた位置で試技を行つ

　　

た。

５．撮影使用カメラ

　　

Sony. DigitalHandycam DCR-VXIOOO

6.編集、分析、その他

　　

Ａｖid.ＭＣＸ（ＭＡＣ）

　　

Sony. Video Cassette Recorder WV-D10000

　　

Sony. Color Video PrinterCVP-M55

　

Aｖid.ＭＣＸ（ＭＡＣ）に映像を取り込み、編集及

　

び分析をし、それをSony. Video Cassette Ｒ

　

ecorder ＷＶ-D10000に再生し、Sony. Color

　

Video PrinterCVP-M55でプリントアウトした。

Ⅲ

　

指導の実際

１、ウすーミンクアップ（事前指導）

ア、軽いランニング

イ、長座開脚、身体の周りを地上でボールを転が

　　

す

ウ、仰臥、胴部位に沿ってボール回す

エ、仰臥､頭上のボールを両足で挟み足部へ移動、
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それを両手で頭上に移動、繰り返し

オ、伏臥、腹部で身体を支え、両手でボールを投

　　

げ上げる

ヵ、伏臥、腹部で身体を支え、両手でボールを地

　　

面にバウンドさせる

キ、伏臥、腹部で身体を支え、左右の手でボール

　　

を交互に地面にバウンドさせる

ク、両足ジャンプ、両手でジャンプにあわせ地面

　　

にボールをバウンドさせる

ケ、両足ジャンプ、両手でジャンフにあわせ地面

　　

にボールをバウンドさせ、股間でバウンドさ

　　

せ、180度回転し連続する

コ、長座、片足でボールを蹴り上げ、立ってキャ

　　

ッチ

サ、上方にボールを放り上げ、前転、起き上がり

　　

キャッチ

シ、上方にボールを放り上げ、バービー、起き上

　　

がりキャッチ

ス、上方にボールを放り上げ、後転、起き上がり

　　

キャッチ

セ、長座、投げられたボールをヘディング

ソ、長座、投げられたボールを方向を変えてヘデ

　　

インク

２、本指導

〈ステップ１〉

　

後方への倒れ（柔道の後方受け身）

〈ねらい〉：後頭部を地面に打だないための動作

　　　　　　

の習得とその確認。両手で地面を最

　　　　　　

初にとらえ、腎部、背中、肩部の順

　　　　　　

序で地面をとらえ、衝撃をやわらげ

　　　　　　

て着地をする。

〈注意及び確認事項〉：

注意１

　

はじめは低い姿勢でゆっくり行う。

注意２

　

日を開けて行う。

注意３

　

顎を引き、後頭部が地面に強打しないよ

　　　　

うにする。

注意４

　

最初の着地は手のひらで行う。

４

　　　　　

争

　　

………………

　　　　　

｀S

］蓼古蓼‰水蓼
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〈ステップ２〉

　

ロシアンダンス

〈ねらい〉：振り上げ足の抜き方の習得

〈注意及び確認事項〉：

注意５

　

腰を低く下ろした姿勢（フルスクワッ目

　　　　

で行うようにする。

注意６

　

片足を前に出した状態から行うと理解し

　　　　

やすい。

注意７

　

リズミカルに行えるようにする。

注意８

　

最初は前に出した足の蹟が地面に着いて

　　　　

いても良いが次第に空中に保った状態

　　　　

でできるようにする。

注意９

　

左右の足で行う。
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〈ステップ３〉

　

片足を前方に出してから後方への倒れ

〈ねらい〉：振り上げ足の抜き方と後方への倒れ

　　　　　　

込みを連続させる

〈注意及び確認事項〉：

注意10

　

低い姿勢で行う。

注意11

　

両足を着いた、低い姿勢から行う。

〈注意及び確認事項〉：
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サッカーにおける特殊技術の指導法の開発（その２）－オーバーヘッドキック

〈ステップ４〉

仰臥姿勢で両足のバイスクル動作

〈ねらい〉：振り上げ足とけり足の動作の習得

注意12

　

振り上げ足の上方への伸ばしはゆっくり

　　　　

行いレ頂点でけり足の素早いキック動

　　　　

作を導き出す（両足のシザース動作）。

注意13

　

振り上げ足を挙げている間にけり足は足

　　　　

首を伸ばし、膝を＋分屈げて、バック

　　　　

スイング動作を行う。

注意14

　

キック動作に入ったら振り上げ足は膝を

　　　　

少し折るように努め、逆に戻すように

　　　　

する。この動作が頚部の固定に連動し

　　　　

ている。さらに足底部が底屈できると

　　　　

さらにその効果は大である。

注意15

　

顔を上げ、顎を引いて行う。
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〈ステップ５〉

１［ｏ］のロシアンダンスから後方へ倒れながらバイ

スクル動作

〈ねらい〉：ステップ13、ステップ４の連結

〈注意及び確認事項〉：

注意16

　

一連の動作が滑らかにできるようにす

　　　　　

る。
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〈ステップ６〉

積極的に振り上げ足を挙げ、ジャンプしてバイス

クルキック動作

〈ねらい〉：ボールなしでのオーバーヘッドキッ

　　　　　　

ク動作の完成

〈注意及び確認事項〉：

注意17

　

はじめは低い姿勢から行い、次第に立つ

　　　　

た姿勢に近い状態から行えるようにす

　　　　

る。

注意18急がず回数を多く行い、自分から積極的

　　　　

に行うようにする。

I ’ I I

… … ご |

に‘卜………

.
]
|ちi゛゛jｹﾞT

j

　

…………
|

　　

………テ:77s7゛゜'……

　　　　　　　　　　　　

娠ｚ

　　　

－，

　　　　　

‥‥‥‥‥‥

　　　　

‥

………ﾕ

ヰ三

丿]j……

]ﾚ纏寥

　

な
。

＼尚尚大息

スプールを上に投げ上げ、ステップ６の動作でキッ

゜

………………

　

……

㎜

　

∧ご二:……｡｡｡い。,……

　

‘ぶｰ"

　　

ILdl-｀

　

---'

　　　

.三..………
纒

岫』

〕眉羅惣.‥‥‥

……………jご二言ｻﾞ………J

岫

誦幽

〕で１－ヽ難§襲S……

　

I諮諮贋Ｓａ……｀i

94

-
ま11

)霧i§……………゛'



〈注意及び確認事項〉：

注意19

　

はじめは低い姿勢で行い、着地の衝撃に

　　　　

よる恐怖がない状態で行う。

注意20はじめはキックの動作よりもけり足のイ

　　　　

ンステップにボールを当てることを最

　　　　

優先する。

注意21

　

投げ上げたボールが不満足であったらキ

　　　　

ックせず何回でも投げ直して良い。

注意22

　

時間をかけて、ボールなしで行ってきた

　　　　

ステップ６までをボールありで行える

　　　　

ようにする。

〈ステップ８〉

ステップ７のボールをワンバウンドさせてキック

〈ねらい〉：いろいろな空中のボールに対し自分

の身体を移動させ、オーバーヘッドキックができ

るようにする。

〈注意及び確認事項〉：

注意23

　

はじめは十分な時間的余裕を得るためボ

　　　　

ールを高く投げ上げる。

注意24ボールのバウンド地点に素早く移動して

　　　　

行き、低い姿勢からはじめる。

注意25いろいろな方向にボールを投げ上げて行

　　　　

う。

注意26積極的に行えるようにする。

〈ステップ９〉

コーチから投げられたボールをワンバウンドさせ

松本
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てオーバーヘッドキック

〈ねらい〉：外から来たボール（自分から出した

ボールでない）にキック動作のタイミングを合わ

せる

〈注意及び確認事項〉：

注意27

　

コーチのサーブするボールの質が大きく

　　　　

影響する。（キッカーとの距離、ボール

　　　　

をバウンドさせる位置、ボールの落下

　　　　

の角度、サーブするタイミング等）

注意28はじめは低い姿勢から次第に普通の姿勢

　　　　

に段階的に行う。

〈ステップ10〉

リフティングから高く蹴り上げ、落ちてきたボー

ルをオーバーヘッドキック

〈ねらい〉：実際のゲームで自分でオーバーヘッ

ドキックを行う状況を確認

〈注意及び確認事項〉

　

：

注意29

　

このキック動作ができるという確信のあ

　　　　　

るボールで行う。

注意30慣れてきたらボールの高さや方向を積極
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サッカーにおける特殊技術の指導法の開発（その２）－オーバーヘッドキック

　　　　

的に変える。

〈ステップ11〉

コーチから投げられたボールを直接オーバーヘッ

ドキック

〈ねらい〉：いろいろな状況から来たボールをオ

ーバーヘッドキックできるようにする。

〈注意及び確認事項〉：

注意31

　

この段階でもはじめは低い姿勢で、ゆっ

　　　　

くり、やさしいボールから行う。

注意32周囲の他のプレーヤーの危険を考慮し、

　　　　

このキックを行って良い状況と行って

　　　　

はならない状況を認識させる。

Ⅳ

　

おわりに

　

本研究で取上げたオーバーヘッドキックの指導

法の開発は本来であればこの技術の動作をバイオ

メカニクスなど科学的手法によって解明し、その

結果導き出されるものである。

　

しかし、今回の研

究は筆者が指導の現場に携わる中で安全に、効果

的に指導することを模索する中で永年の指導事例

と映像による繰り返しの観察により導き出された

指導法である。その意味では科学的根拠の裏付け

に欠けていることは否めない。しかし、この種の

事例は効果的かつ安全にということを最優先して

考えるならば、指導現場での経験と事例が重要な

要素となりうると判断する。特に今回の事例研究

は映像で記録し、再現でき、指導者間でその指導

法の観点が共有し得るものであり、一般化される

と考える。このような事例研究が今後スポーツ界

では多くなるものと思われる。また、文章による

表現ではなく動作の質についても明確に把握でき

る。今後このような映像による研究成果の発表が

更に発展するものとおもわれる。

　

指導現場に直接関わる研究手法の開発とこれま

で研究されてきた基礎的学問との融合によりさら

なる指導法の発展を目標として今後の課題とした

い。
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サッカー医ヽ科学研究

　

第19巻(1999)

『サッカーのキック動作における主観的努力度と客観的達成度の対応関係』

　　　　　　　　　

～インステップキックに着目して～

田部

　

学1）

金子

村木

康史1）

征人2）

原野

伊藤

　

浩志1）

太助1）

Ｉ。研究目的

　

サッカーのキック動作（ハス・シュートなど）

によるボールスピード及び正確性は常に求めら

れ、その調節は個人の主観的・感覚的なものによ

り決定される。結果として表出するボールスピー

ド及び正確性は、個人のパフォーマンスとしてだ

けではなく、試合全体の流れを左右する要因とも

なりうる重要な側面を含んでいる。これまで、

「速く」「正確な」キックを達成するための方法と

して、バイオメカニクス的研究からの知見は数多

く見られている。それに対し、より実践的なアプ

ローチとしてスピード、正確性などの出力調節に

関係する研究は、あまり行われていないが現状で

ある｡サッカーに限らず様々な運動場面において、

主観的な情報が意識的、或いは無意識的に運動調

節の基となっていたり･、主観的な情報に基づき強

度が決定されることがしばしばある。それゆえ、

キック動作による主観的な努力度と表出するパフ

ォーマンス（客観的達成度：ボールのスピード、

正確性）との対応関係を把握することは、技術・

戦術的側面に加え、トレーニング負荷の強度的側

面の管理を効果的に進行していく上でも重要であ

る。

　

したがって、本研究では、サッカーのインステ

ッブキックを採用し、キック動作における主観的

努力度と客観的達成度の対応関係を検討すること

を目的とした。

Ⅱ．研究方法

の努力度を指定し、一定の助走距離から11m（ペ

ナルティースポット）離れた標的の中心を狙うよ

う指示し、インステップキックを行わせた。それ

ぞれの努力度をランダムに組み合わせた５本を１

セットとし、５セット（計25回）実施した。

　

主観的努力度とは、試技者が全力時（100％）

の出力を基準として、自らの意識や感覚に基づき

試技を行う、或いは行った際の出力度合を段階づ

けたものであり、本研究では「ボールスピードが

最高になるときの努力度」を主観的努力度100%

とし、最大下の努力度を段階付けるよう各自に指

示した。

　

また対照試技として、正確性を最優先課題とし

た際の主観的努力度及びボールスピードを吟味す

るため、前述の試技終了後、努力度の指示なしに

標的の中心を狙うことを主目的とした的当て試技

（５本）を行わせた。

　

試技における被検者の主観的努力度における状

況を考察するために、全ての試技終了直後にアン

ケート法による内省報告を求めた。

　

試技中のボールスピードの測定には、ビデオカ

メラ(VHS-C)とスピードガンを併用した。正確

性については、キックボード上に設定した同心グ

リッド上の記録を得点化し指標に用いた。

Ⅲ。結果及び考察

１．主観的努力度と客観的達成度の対応関係

　

図１は、各主観的努力度におけるボールスピー

ド及び相対スピード（全力時を100とする）と正

確性の対応関係を示している。ボールスピード及

び相対スピードは、努力度が高まるに連れて増加

し、90％までは直線関係が認められるが、90と

100％の間ではやや頭打ちの傾向が見られる。こ

　

被検者は大学サッカー部員11名であった。

　

主観的努力度と客観的達成度の対応関係を検討

するために、５段階（100、90、80、70、60％）

1）筑波大学大学院

　

2）筑波大学体育科学系
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各主観的努力度におけるボールスピード及び相対

値と正確性の対応関係

の結果、人の意識・感覚に基づき出力を調節する

ことが可能であることが分かる。主観的努力度と

相対スピードの関係は、努力度が低くなるにした

がって相対スピードが大きく上回り、相対スピー

ドから主観的努力度を引いた差は、努力度60､70、

80、90％でそれぞれ、27.0、20.6、14.2、7.6%と

なった。このことから、低い努力度ほど出力過剰

となる傾向があり、主観と実際の相対スピードの

間には大きな差が見られた。

　

また、最大下努力度において、主観的努力度

100％のボールスピードは上回ったピークパフォ

ーマンスの出現率は、60、70、80、90％でそれぞ

れ、1.8、12.7、14.6、32.3%という結果であった。

特に90％、80％でのピークパフォーマンスの出現

率は高く、全力時における過剰な意識による身体

への弊害が示唆される。

　

一方正確性については、主観的努力度との間に

負の関係が見られ、努力度が高まるに連れ正確性

は低くなる傾向があった。

　

図２は、各主観的努力度における個人内の相対

スピードと正確性のばらつきを示している、相対

スピードは正確性に比べばらつきは小さかった

が、努力度100％で最も小さく、60％試技で最も

ばらつきが大きかった。これは、インステップキ

ックが実際の場面において、最大努力に近いとこ

ろで用いられることが多いために、低い努力度に

なるほど一定の調節が困難であったと思われる。

　

また個人内の正確性のばらつきは、努力度が高

変
動
係
数

　　　　　

60％

　　　

70％

　　　

80％

　　　

知％

　　

100%

　　　　　　　　

ｓｕbjectiｖｅeffort

図２

　

各主観的努力度における個人内の相対スピードと

　　

正確性のぱらつき

まるに連れて大きくなり、前述した努力度が高ま

るに連れ正確性が低くなる傾向を裏付けるもので

あった。

　

図３は、内省報告の結果から、各主観的努力度

において、指示努力度で試技を行うことができな

かった割合を表したものであり、主観的努力度

80％で最も低い値を示している。これによって、

主観における80％という努力度が、実際に試技を

行う際のイメージとして結び付き易いものである

ということが推測される。
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図３

　

各主観的努力度における指示努力度で試技を行え

　　

なかった割合

２。正確性を主目的とした的当て試技における

　　　

主観的努力度及び相対スピードの対応関係

　

図４は、的当て試技での主観的努力度と相対ス

ピード及び正確性と、指示努力度での試技を比較

したものである。この試技では正確性を主目的と

し、努力度を指示しなかったが、内省報告によっ

て得られた主観的努力度の平均は64.6%であっ

た。スピード相対値は、指示努力度60％の結果を

下回り、正確性においても指示努力度60、70％の

結果を上回らなかった。
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的当て試技における主観的努力度とスピード相対

　　

値及び正確性の対応関係

　

このことから、努力度及びボールスピードを考

察することなく正確性のみを意識した場合、速い

ボールスピードは求めづらく、正確性においても

必ずしも優れた結果を得られないと考えられる。

これは、正確に標的を狙おうとすることにより、

それ自体が心理的負担となり、身体の過剰緊張状

態を生み出すことが原因であると推測される。

Ⅳ

１

２

まとめ

インステップキックにおいて、主観的努力度

が高まるに連れボールスピードは増加し、正

確性は低下する傾向が見られた。

ボールスピードは、努力度が低下するに従っ

て主観との差が大きくなる。

３。最大下努力においてピークパフォーマンスの

　　

出現が見られ、実際の場面での有用性が考え

　　

られる。

4. 60及び70％の主観的努力度を意識させた試技

　　

は、正確性のみを意識させた試技よりも正確

　　

性において良い結果が見られた。このことか

　　

ら、60及び70％程度の努力度を意識させた方

　　

が、より高い正確性を求められると考えられ

　　

る。

100－
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１

緒

　

言

成長期サッカー選手の反応時間および

　　　

ステッピング能力の発達

広瀬

　

統一1）

石栗

　　

建3）

　

ワールドカップ以降、サッカーに必要とされる

体力要素の中でもスピードの重要性が声高に論じ

られており、これまでの研究においてもサッカー

選手のスピードや敏捷性に関する研究が散見され

る1ぺ。しかし成長期の選手を対象としたものは

ほとんど見られないヽ）~･）。また非鍛練者を対象と

した敏捷性の発達に関する先行研究は、個人の成

熟度の指標が主に暦年齢であり、骨年齢を指標と

した研究は少ないい9）。したがって本研究では成

長期サッカー選手を対象とし、敏捷性の中でも選

択的反応時間とステッピング能力に注目してその

発達過程を暦年齢(Chronological Age)および骨

年齢(Skeletal Age)から横断的に検討した。

２：実験方法

2-1: 被験者

　

対象は某Ｊリーグ下部組織に所属する成長期男

子サッカー選手73名｡年齢は10歳から15歳で平均

12.3歳であった。

2-2: 方法

　

身長、体重の測定とともに生物学的成熟度を評

価するため、左手関節のレントゲン写真から

ＴＷ２法のＲＵＳスコアを用いて骨の成熟度を判定

した。またＲＵＳスコアを村田らの日本人標準骨

年齢概算表1,）を用い骨年齢に換算した。反応時間

およびステッピングは、オーストリアのアルペン

スキー界でタレント発掘やトレーニングに用いら

れているタレント発掘システム（ＴＤＳ）を用い測

定した。反応時間およびステッピングの測定方法

について次に詳しく記す。

2-3: 選択的全身反応時間

平野

福林

篤2）

徹1）

　

被験者に上肢・下肢用のフォースプレートの前

に立つ様に指示する。次にディスプレー上の左右

上肢、左右下肢を示す４つの四角に出現するドッ

トに合わせてフォースプレートを叩くあるいは踏

むように指示する。このときの反応時間を上肢・

下肢複合での複合反応時間（以下ＣＲＴ）、下肢の

みの下肢反応時間（以下ＬＲＴ）について平均を

求める。

　

２試行おこない、好成績の方を用いる。

（図一1）

　　

図1 :ＴＤＳを用いた選択的全身反応時間の測定

2-4 : ステッピング

　

被験者にフォースプレート上に立つように指示

する。被験者はスタートの合図の１秒前からステ

ッピングを開始し、その後20秒間のステッピング

を最大努力で行う。この時験者は被験者を叱咤激

励する。 20秒間のステッピング回数のうち前半10

秒間の平均値をステッピングフリクエンシー（以

下STF）とし、後半10秒間の平均値をステッピン

グエンデュランス（以下ＳＴＥ）とする。

　

２試行

おこない、ＳＴＦの値が大きい方を用いる。

1）東京大学大学院総合文化研究科

　

2）筑波大学大学院医学研究科

　

3）日本テレビフットボールクラブ
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成長期サッカー選手の反応時間およびステッピング能力の発達

３：結

　

果

　

身長・CRT ・LRT ・STF ・肛Ｅの年齢別平均値

および標準偏差を暦年齢・骨年齢別に表1- 1およ

び表1-2に示す。

年齢で見ると10歳から15歳までほぼ直線的に増加

する傾向にある。 15歳の値を基準にして各年齢の

平均値との差を検定すると、10、11、12歳の値よ

り１％水準、13歳の値より５％水準で有意に15歳

の値が大きい。一方骨年齢で見ると11歳まで緩や

かに、そして11歳から15歳にかけて急激な増加傾

向を示し、その後プラトーとなる。 16歳の値を基

準に各年齢の平均値との差を検定すると、８歳か

ら13歳までの値より１％水準、14歳の値より５％

水準で有意に16歳の値が大きい結果となった。

3-2 : 選択的全身反応時間の経年変化

　

ＣＲＴの各年齢ごとの平均値を暦年齢および骨年

齢別にプロットすると図３のようになる。 CRT
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図３ ：ＣＲＴの経年変化

ＣＲＴの変化を骨年齢から検討した場合，11歳から12歳にかけて

急激に変化する。

を暦年齢でみると10歳から14歳までほぼ直線的に

短縮する。このとき15歳の値を基準にして各年齢

の平均値との差を検定すると、10、11、12歳の値

より15歳の値が１％水準で有意に小さい。一方骨

年齢で見た場合、８歳から16歳まで短縮傾向にあ

るが、11歳から12歳にかけて急激な変化が認めら

れる。このとき16歳の値を基準にして各年齢の平

均値との差を検討すると、８歳からｎ歳までの値

より１％水準、12歳の値より５％水準で有意に16

歳の値が小さい結果となる。

　

ＬＲＴもＣＲＴと同様の傾向が認められるが、暦

年齢で15歳の値を基準にして各年齢の平均値との

差を検定すると、10歳から13歳までの値より１％

水準で有意に15歳の値が小さい結果となる。一方

骨年齢で16歳の値を基準にして各年齢での平均値
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Stature
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表1-1 :暦年齢からみた身長・ＣＲＴ・ＬＲＴ・ＳＴＦ・ＳＴＥの

　　　

年齢別平均値
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表1-2:骨年齢からみた身長・ＣＲＴ・LRT ・ STF ・ＳＴＥの

　　　　

年齢別平均値

3-1:身長の経年変化

　

身長の経年変化を図２に示す。身長の変化を暦

１

八
o
訃
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図２：身長の経年変化

10, 11歳では暦年齢で評価した身長が骨年齢での身長を上回っ

ている。しかし12歳以降，両者の身長はほぼ同値を示しながら

増加していく。骨年齢で身長の変化を検討すると，11歳から12

歳にかけて急激な増加傾向にある。
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広瀬，平野，石栗，福林

との差を検定すると、８歳から12歳までの値より

１％水準で有意に16歳の値が小さいものとなる。

3-3: ステッピングの経年変化

　

旺Fの経年変化を暦年齢から検討した場合、15

歳の値が10歳から12歳までの値より５％水準で有

意に大きい。一方骨年齢から検討すると、暦年齢

で見た場合とほぼ同様の傾向を示すが、16歳を基

準に他の年齢の値との差を検討すると、９歳と12

歳の値に５％水準で有意差が認められるが、その

他の年齢とは有意差が認められない。

　

STEの経年変化を暦年齢で検討した場合、STF

と同様の傾向を示す。一方骨年齢で見た場合STF

と同様の傾向を示すが、９歳、11歳、12歳の値と

16歳の値に５％水準で有意差が認められ、他の年

齢との間には有意差が認められない。

４：考

　

察

　

CRT、LRTおよびSTF、ＳＴＥと暦年齢、骨年

齢、身長の相関係数を表-2に示す。 ＣＲＴおよび

暦年齢

骨年齢

身長

CRT

-0.75

-0.G6

-0.71

LRT

-0.71

-0.61

･0.65

STF

０

　

5

　

S

L
f
)

m

m

０

　

０

　

０

STE

0.37

0.27

0.24

表2 : CRT ・LRT ・STF ・ＳＴＥと暦年齢・骨年齢・身長

　　　

との相関係数

LＲＴと骨年齢・暦年齢の相関係数を見ると、両

者共に強い相関があり、また両者の相関係数は同

様の値を示すことが分かる。一方ＳＴＦおよびSTE

は暦年齢・骨年齢・身長との相関が弱い結果とな

った。ステッピングは単純な動作の反復運動であ

り、選択的全身反応時間と異なり大脳を介するこ

となく遂行される運動能力であると考えられる。

従って本研究で対象とした年代以前に完成されて

いることが推察され、本研究では暦年齢、骨年齢

ともに相関が低くなったものと考えられる。

　

次に身長とＣＲＴの経年変化を暦年齢・骨年齢か

ら比較したグラフを図4-1、4-2に示す。暦年齢の

場合､各年齢間の変化に一定の傾向が認められる。

　

一方骨年齢で見た場合、11歳から12歳にかけて

ｌ
１

Ｓ
１
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図4-1 :暦年齢からみた身長・ＣＲＴの経年変化

各年齢間の変化に一定の傾向が認められる。

８

図４-2 : 骨年齢からみた身長・ＣＲＴの経年変化

11歳から12歳にかけて身長が急激に増加するとともにＣＲＴも

顕著に変化している。

身長が急激に伸びるとともにＣＲＴも顕著に変化す

る傾向が認められる。従って暦年齢・骨年齢とも

にＣＲＴと相関が認められるが、骨年齢で評価した

方が変化の特徴をより明確につかめるものと考え

られる。

　

現在成長期のサッカー選手を指導する上で、チ

ームや選手のカテゴリーは主に暦年齢や学年で分

類されている。しかし選手の身体発育の評価法と

して骨年齢を用いることで、選手の発育段階の特

徴をより明確にできると考えられる。またチーム

編成の基準に骨年齢を導入することにより、選手

の発育段階に適しかカテゴライズが可能となるた

め、より効果的なトレーニングが行えるものと考

えられる。
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５：結

　

語

成長期サッカー選手の反応時間およびステッピング能力の発達

１：タレント発掘システムを用い、選択的全身反

応時間およびステッピングを指標として成長期サ

ッカー選手の敏捷性テストを行った。

２：選択的全身反応時間およびステッピングの経

年変化を暦年齢・骨年齢から検討した。

３：ステッピングは暦年齢・骨年齢・身長との相

関が弱かった。一方選択的全身反応時間は暦年

齢・骨年齢と相関が強く、両者の相関係数は同様

の値を示す結果となった。しかし骨年齢で見た方

が、より変化の特徴をつかめる可能性が示唆され

た。
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インターバル形式ミニゲーム練習における異なる２つの休息方法について

　　　　　

一完全休息と動的休息が運動強度に及ぼす影響－

鬼頭

道山

伸和1）

和重3）

小島

伊藤

　

72)

智式')

はじめに

　

現代のモダンサッカーは、プレーをするスペー

スと時間が限りなく制限されたコンパクトなサッ

カーに進化してきた。'98フランスワールドカヽツプ

で表現されたように、体力、技術、戦術が双方向

にコンパインドした、タフで素早い、あるいは繊

細で力強いというような相反する２つ以上の能力

を備えたスペシャリストが、ますます求められる

ようになってきた。いままでも、そして、これか

らもいろいろな役割ができるオールマイティーな

選手の育成が必要不可欠になってきている。

　

ミニゲームは、技術、体力、戦術を総合的にト

レーニングする重要な練習方法の１つである。ゲ

ームの条件(人数、時間、ピッチの広さなど)を

多種多様に組み合わせたミニゲームの運動強度に

関する研究や戦術を意図した練習プログラムの内

容を工夫したミニゲームの運動強度についての研

究が多く見られるようになってきた3,6.9)。その実

施方法は多種多様な方法で行われるが、インター

バル形式で実施するゲーム練習の休息時間につい

ての研究はほとんど見られない7)。

　

そこで本研究は、本学サッカー部員を対象にし

て、インターバル形式で行われるミニゲームの休

息方法について、完全休息と動的休息の違いが各

セット中の運動強度に与える影響及び練習前後の

血中乳酸の変化について明らかにし、科学的トレ

ーニング方法開発の一資料にすることを目的とし

た。

方

　

法

　

被験者は、東海大学サッカーリーグ３部に所属

する本学サッカー部員10名を対象にした。インタ

－バル形式のミニゲームを行い、携帯用心拍記憶

装置を用いて、安静時、練習中、休息中の心拍数

をサンプリングタイム10秒間で経時的に測定し、

各時期の生理的運動強度を求めた。その測定は胸

部双極誘導法で記録し、電極部はテーピングテー

プで固定し､汗や衝撃などによる離脱に留意した。

得られたデータは、専用のデータ処理装置にて解

析し、各セットのミニゲーム練習期、インターバ

ル休息期の平均心拍数を求めた。同時に、身体活

動量を、身体活動記録装置（アクトコーダー）を

用いて１分間あたりの歩数として求めた。血中乳

酸値は、簡易血中乳酸測定器（京都第一科学社：

ラクテート・プロＴＭ）を用いて、練習開始前と

４セット目の休息時間終了直後に、指先より採血

をして分析した。なお、被験者には実験前に、研

究の目的、内容、採血の方法などを説明して、同

意書で承諾が得られた者に限って参加してもらっ

た。また、400mトラックを使用し、最大努力の

12分間走を実施し、各個人の最高心拍数を測定し

た。相対的運動強度（以下、%HRpeak)は、12分

間走で測定された被験者個人の最高心拍数をもと

にして、各セットのミニゲームと休息時間におい

て、個人ごとにその値を算出して求めた。

　

ミニゲームは、人数が４対４、ピッチの広さが

30mｘ23m、コーンの簡易ゴールを設け、１セッ

トのミニゲームはゲーム時間を７分、休息時間を

３分の計10分間として、４セット行い合計40分間

練習をした。

　

休息条件は、完全休息群（以下、S-re群）と動

的休息群（以下、A-re群）の２群とした。 S-re群

は被験者がグランドに座位の姿勢で完全に休息を

し、A-re群は各自でリラックスできる運動強度を

設定して、休息時間中すべてジョギングで積極的

に休息をした。

1）愛知教育大学

　

2）刈谷市立依佐美中学校常勤講師

　

3）愛知教育大学大学院

　

4）愛知教育大学非常勤講師
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インターバル形式ミニケーム練習における異なる２つの休息方法について一完全休息と動的休息が運動強度に及ぼす彫慨ニ

結果および考察

１。休息方法の違いによる、各セットのミニゲー

ム中と休息時間中の生理的運動強度

　

休息方法の違いによる、各セットのミニゲーム

中の平均心拍数は図１に、最高心拍数から求めた

相対的運動強度(%HRpeak)
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１１０

9
0

　

7
0

を図２に示した。

０ １０ zo 30
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図１

　

各セットの平均心拍数の経時的変化
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２
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図2

　

ミニゲーム休息方法の違いによる

　　　　

各セットの相対的運動強度

４

　

セット皿

　

S-re群の１セット目の平均心拍数は、156.6±

12.9拍／ｍｉｎの値が得られ、２～４セット目はそ

れぞれ、165.6±13.9拍／ｍｉｎ、162.4±14.9拍／

ｍｉｎ、163.0±12.7拍／ｍｉｎであり、A-re群の値は

１セット目が156.8±16.2拍／ｍｉｎ、以下それぞれ、

166.2±14.8拍／ｍｉｎ、165.0±16.1拍／ｍｉｎ、

166.4±13.5拍／ｍｉｎであった。各セット間、２群

間で有意な差は得られなかった。相対的運動強度

はS-re群とA-re群の１セット目は、81.2%HRpeak

と同じ値であったが、４セット目には、

84.5%HRpeakと86.2%HRpeakとなり、両群の差は

1.7%HRpeakであった。また、両群の１セット目

の値と比較すると、S-re群は3.3%HRpeak、A-re群

は5.0%HRpeak高い値が得られた。

　

しかし、各セ

ット間、２群間で有意な差は得られなかった。

　

道山は3)、8分間の４対４ミニゲームの相対的

運動強度を測定しており、フリータッチミニケー

ムは7 5.6%HRpeak、3タッチミニゲームは

79.9%HRpeakであったと報告している。本研究で

は４セットすべてにおいて、S-re群とA-re群とも

に高い運動強度が得られた。各セットでの相対的

運動強度は、両群とも２セット目は、１セット目

に比べて約５％高くなり、２セット目以降は運動

強度がほぼ定常状態であった。これは鬼頭7)の

｢必要な運動強度を定常状態で維持するには、イ

ンターバル回数が３回以上必要である。｣という

報告と同様の結果であった。しかし、４セット目

の運動強度は、１セット目との間に有意な差がみ

られなかったが、A-re群とS-re群より1.7%HRpeak

高い結果であった。セット数を増やしていけばそ

の差は大きくなり、さらに運動強度が高くなるこ

とが示唆される。つまり、動的休息方法の運動強

度を高く設定し､セット数を増やすことによって、

ゲーム中の運動強度を高くすることができると考

えられる。

　

サッカーの試合中の心拍数は、戦術、年齢、ポ

ジション､試合内容などによって違いが大きいが、

これまでの報告によるとに8)、大学生を含む成人

男子が150～190拍／ｍｉｎの範囲にあり、相対的強

度が85～90%HRmaxであった。本研究のミニゲー

ムの運動強度は、４セットともS-re群の強度がや

や低い値であったが、90分の試合中に得られる強

度と同様であった。外岡11が提唱しているミドル

パワー向上が期待できる運動強度と運動時間とを

比較検討してみると、本研究のミニゲームはその

パワー向上が期待できる強度と時間であった、そ

して、各セットごとのゲーム中の運動強度の設定

方法、ゲーム時間、休息方法と時間の組み合わせ

を考慮して、トレーニングプログラムを作成すれ

ば、ゲーム中さらに高い運動強度が得られると考

えられる。

２．休息方法の違いによる、各セットのミニゲー

ム中の身体活動量

　

休息方法の違いによる、各セットのミニゲーム
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図3休息方法の違いによる各セットの身体活動量

中の身体活動量は図３に示した。 S-re群の１セッ

ト目の身体活動量は138.1steps/minであり、A-re

群と比べると2.3steps/niinの高い値であった。す

べてのセットでS-re群のほうが高かったが、有意

な差は得られなかった。そして、身体活動量は、

両群とも３セット目までは約７％減少し、S-re群

の１セット目と３セット目との間に有意な差が得

られた（p＜0.05）。身体活動量はゲーム中の移

動に要した歩数を測定しているが、ゲーム中の全

力スピードでのダッシュのように質の高いランニ

ング、方向転換の多いランニング、細かいステッ

プの多いドリブル・フェイント技術が多く使用さ

れると身体活動量が高くなる。休息方法の違いに

よって差はみられなかったが、セット回数が多く

なると身体活動量が減少するのは、疲労が蓄積さ

れて、ゲーム中のプレーに対する意識の集中力が

低下していると考えられる。本研究において、身

体活動量の結果からは、休息方法の違いによって

疲労回復に差がみられなかったと考えられる。

３．休息方法の違いによる血中乳酸値の変化

　

休息方法の違いによる、練習前後の血中乳酸値

血中乳酸値(ｍｍＯＩ/1)

６

５

４

　

３

　

２

　

１

　

０

二＊ ¬

　　　

圖

　

完全休息群

　　　　　

に涸

　　

練習前

　　　　　　　　

練習後

図4

　

インターバル型式ミニゲームの

　　　　

練習前後の血中乳酸値

の変化は図４に示した。 S-re群のインターバル形

式のミニゲーム練習前の血中乳酸値は2.4±

1.3mmol/l、練習後は4.2±1.6mmol/lであり、前

後の間には有意な差が得られた（p＜0.05）。し

かし、A-re群の血中乳酸値は練習前後でそれぞれ

2.4±1.3mmol/l、2.9±0.９ｍｍｏｌ/Iであり、有意な

差は得られなかった。 S-re群は、休息の時はグラ

ンドの座位の姿勢で完全にリラックスの状態であ

った。心拍数から求めた休息時間中の相対的な運

動強度は４セットとも55%HRpeak前後になり、ミ

ニゲーム中の強度より約30％低下した。この強度

の主観的強度は、小野寺ら1,）が報告している生理

学的強度と主観的運動強度との関係から検討する

と、「かなり楽である。」のレベルである。しかし、

A-re群の４セット目の休息時間終了後の血中乳酸

値は、無酸素性作業同値のパラメーターの１つで

あるＯＢＬＡレベルであった。また、Ａ-rｅ群は練習

前の安静状態の血中乳酸値まで回復している。こ

の閔値についての最近の考え方は、有酸素性代謝

から無酸素性代謝にエネルギー供給機構が変化す

る点ではなく、運動に必要な主働筋による乳酸産

生の九進あるいは酸化による除去の抑制のいずれ

か、あるいはその両方のはたらきにより乳酸の生

成が消失が上回ることによって、血中に乳酸が蓄

積し始める点であると一般的に解釈されている

礼このことから、休息時を完全に休息すると、

酸化による乳酸の除去が抑制され、身体内に乳酸

が蓄積されたと考えられる。インターバル形式の

ミニゲーム練習において、短時間の休息期間中に

乳酸の除去を充進する休息の方法について、さら

に、研究する必要がある。

まとめ

　

本研究は、インターバル形式で行われるミニゲ

ーム練習において、休息時間中の休息方法の相違

が、各セットの生理的運動強度に与える影響と練

習前後の血中乳酸の変化について検討することを

目的とした。そして、以下のような結果が得られ

た。

　

１）動的休息方法によるインターバル形式ミニ

　　　

ゲーム練習の相対的運動強度は、完全休息
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インターバル形式ミニゲーム練習における異なる２つの休息方法について一完令休息と動的休息が運動強度に及ぼす影響一

　　

方式の練習の強度に比べて高く、セット数

　　

が多くなるとその差が大きくなる傾向が得

　　

られた。

２）インターバル形式ミニゲーム練習の身体活

　　

動量は、動的休息方式と完全休息方式との

　　

間に有意な差は得られなかった。しかし、

　　

セット数が増えてくると、両方式ともその

　　

値が低下する傾向が得られた。

３）完全休息方法によるインターバル形式ミニ

　　

ゲーム練習の血中乳酸値は、練習前と比較

　　

して練習後に有意に高い値が得られたが、

　　

動的休息方法のミニゲーム練習の前後では

　　

有意な差は得られなかった。

　　　

以上のことから、動的休息方法のインタ

　　

ーバル形式ミニゲーム練習は、各セットに

　　

おいて、ゲーム中の運動強度を高くするこ

　　

とができ、同時に練習中に蓄積された血中

　　

乳酸を除去する可能性があることが明らか

　　

になった。
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サッカー選手のポジション別体力特性

　　

一筋パワーの評価を中心にー

　　

西林和彦、山本利春、

森下徳顕、湯田一弘、成滓三雄1）

はじめに

　

サッカーは、出来るだけ素早くダッシュする瞬

発的能力、あるいはそれを何度も繰り返すことの

出来る持久的能力をはじめ、多面的な体力要素が

必要とされる競技である。また各ポジションには

特徴的な役割があることから、要求される体力要

素も異なることが予想される｡そこで本研究では、

プロ、社会人の男子サッカー選手を対象に体力測

定を行った結果からゴールキーパー、ディフェン

ダー、ミッドフィルダー、フォワードの４つのポ

ジション別に分類し、各ポジションにおける体力

の特徴について検討することを目的とした。

２．対象

　

対象はＪリーグに所属する３チーム計121名の

サッカー選手である。ポジション別内分けは、

GK15名、DF48名、MF39名、FW26名である。

　

なお測定データは、シーズン期（５月～11月）

に行った体力測定の結果を採用した。

　

これら対象者の身長、体重、体脂肪率（%ＦＡＴ）、

除脂肪体重（LBM）を表１に示しか。

３．測定方法

　　　　　

表1ポジション別身体特性

　　　　　　　　　　　

cm

　　　　

kg

　

%ＦＡＴ

　

％

　

LBM

　

kg
GK(n=15)

　

182.0±4.1

　

78.8±7.1

　　

牡7±22

　

695±5.4
DF(n=48)

　

175.8±4.8

　

70.7±5.2

　　

9.9±1.2

　

63.7±4.７
MFCn=39)

　

173 1±5､1　67.9±55　10.8±2.1　60.6±5.２
FW(n=26) I 177.0±5.2　71.1士5､0　10.0±1.6　63.9±45

GK/DF

　　　

＊＊

　　　　

＊

　　　　

＊＊

　　　　

＊＊
GK/DF

　　　

＊＊

　　　　

＊

　　　　　　　　　　

＊＊
GK/FW

　　　

＊＊

　　　　

＊＊

　　　　

＊＊

　　　

＊＊
DF/MF

　　　　

＊

　　　　　

＊

　　　　　

＊

　　　　

＊＊
DF/FW
MF/FW

　　　　

＊

　　　　　

＊

　　　　　　　　　　

＊＊

　　　　　　

平均±。゛

　　　　　　　　

｡:p<0.05

　

＊・:ｐ＜o､oil

　

測定項目は、筋パワー発揮様式の異なる２つの

測定条件で行った。すなわち反復的パワーとして

自転車ペダリングテストの最大パワー（瞬発力）

および間欠的パワー（持久力）、単発カパワーと

して脚伸展パワーテストおよび垂直跳びを測定し

た。また、敏捷性としてステッピングテストを行

った。

１）単発的パワー

　

①脚伸展パワー

　

キックフォース（竹井機器工業社製）を用い両

脚の伸展動作時における単発的な等速性脚伸展パ

ワーを測定した。長座位で膝関節を80～90度屈曲

した姿勢から、全力で一気に下肢を伸展した際に

発揮されたパワーを測定した。フットプレートの

移動速度は80cm/secとした。試行は休息をはさ

んで５回行い、その中の最高値を記録した。得ら

れた値は体重当たりの相対値で表した。

　

②垂直跳び

　

ジャンプメーター（竹井機器工業社製）を用い、

その場から上方に全力でジャンプし、垂直方向へ

の跳躍高を測定した。

　

２回測定の内大きいほうの

値を記録した。

２）反復的パワー

　

①自転車ペダリングパワーの瞬発力

　

パワーマックスＶ（コンビ社製）を用い、全力

でペダリングを行った時に発揮されたパワーを測

定した5）。負荷は被験者の体重値の7.5％（kp）と

し、ペダリング時間は５秒間とした。試行は５分

間以上の休息をはさんで２回行い、最も高い値を

記録した。得られた値は体重当たりの相対値で表

した。

1）国際武道大学
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②自転車ペダリングハワーの持久力

　

①と同じ負荷条件で５秒間の全力ペダリングを

20秒間の休息をはさんで10セット行い、8、9、

10セット目のパワー値の平均値を記録した。得ら

れた値は体重あたりの相対値で示した。

３）敏捷性

　

①ステッピングテスト

　

ステッピング測定器（竹井機器工業社製）を用

い、立位姿勢から、出来るだけ速く両足交互に足

踏みを5秒間行った際の足踏み回数を測定した呪

測定値は、２回行ったうちの大きいほうの値を採

用した。

４

結果と考察

１）単発的パワー

　

サッカーとの関連では脚伸展パワーは、脚の筋

が１回の収縮でどれだけの力を発揮するかを評価

するものである。ダッシュの開始、ストップ、急

激な方向転換、ジャンプ、ゴールキーパーのキャ

ッチング動作に関わる能力だといえる2）。

　

本研究の結果では、ＤＦがもっとも高い値を示

し他のポジションのＧＫ、ＭＦに対しそれぞれ有

意差がみられた（図り。ポジションの特性とし

てDFが高いのは、試合中の相手の動きに対応し

て急激なストップ、ターン、ジャンプ等を受動的

に繰り返すことが多く強いられる運動特性が影響

していると考えられる。

　

垂直跳びは、脚の筋パワーだけでなく上半身を

使い、反動的な補助動作も入れたテクニックの要

素を含んだ､一般的な瞬発パワーの１つといえる。

　

今回の結果では４つのポジション中、MFが他

の３つのポジションに対して低い値を示した（図

２）。ＭＦは試合中に最もジャンプ動作が少ないポ

ジションであり、またこれに対しＦＷやＤＦはヘデ

ィングジャンプ、ＧＫはハイボールのみならず左

右へのジャンプ動作をともなったセービンブを要

求され、これらのポジション特性が今回の結果に

反映されたものと考えられる、
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２）反復的パワー

　

自転車ペダリングパワーの瞬発力は、ダッシュ

の際にみられる脚の筋を交互に素早く繰り返し収

縮させて出す反復的パワーをみるものである几

　

各ポジション間における平均値の比較では有意

な差はみられなかった（［ﾇ13］。しかし、これら

の能力は、いずれのポジションでも同様に要求さ

れるために有意な差が生じなかったと考えられ

る。

　

自転車ペダリングパワーの持久力は、ダッシュ

やスプリント（全力疾走）などを繰り返し行うため

の反復的パワーの持久的能力をみるものであるヰ

10
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図3ポジション別にみた自転車ペダリング

　　　　　　　　

パワー・瞬発力の差異

　

本研究の結果では、特にFWおよびDFのみが

ＧＫに対して有意に高い値を示した（図４）。FW

およびDFは、比較的短い距離のダッシュや急な

方向転換などを反復できる持久的能力、すなわち
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西林，山本，森下，湯田，成渾

間欠的パワーの持久力が高く要求されるポジショ

ンであると考えられる。一方、MFは全力下での

比較的長い距離を連続的に走る有酸素的な持久能

力を必要とされるポジションであると思われる。

(W/kg)
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パワー・持久力の差異

３）敏捷性

　

ステッピングでは、いかに素早く下肢を動かす

ことが出来るかを評価するものである4）。

　

今回の結果では、ＧＫに対し他の３つのポジシ

ョンが有意に高い結果を示した（図５）。サッカ

ーの試合中に、俊敏に動き回ることが出来るか否

かは選手の資質を左右するポイントの１つであ

る｡特に対敵動作やボールコントロールのときに、

加速を伴ったあらゆる方向への細かい動作が必要

となるFW、ＤＦ、ＭＦではこのような敏捷な動作

（ステップワーク）は重要であり、これらのポジ

ション特性が今回の結果に反映されたものと考え

られる。

　　　　　　　　　　　　　　　

:ぺでに
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図5ポジション別にみたステッピング回数の差異

５。まとめ

　

競技特性は高い競技レベルであるほど各種目の

特性が明確に現れるといわれている。ポジション

特性も同様に、競技レベルが高くなるほど各ポジ

ションの役割が明確化されることから、サッカー

選手における各ポジションの運動特性を反映した

体力的特性が現れると考えられる。本研究におけ

る各ポジションでの筋パワーの特徴は、今後、選

手の効率のよい強化やタレント発掘をしていく上

での指標の１つになると思われた。
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サッカーの試合における環境温度と体温、発汗量の関係

磯川 正教1）安松

　

幹展丿

　

戸苅

　

沼潭

　

秀雄4）金子保敏5）

（はじめに）

　

サッカーの試合は、天皇杯決勝大会や全国高校

サッカー選手権大会が真冬の厳冬期に行われた

り、インターハイや全国中学校サッカー大会が真

夏の暑熱環境下で行われるなど、あらゆる環境下

で行われているのが現状である。科学研究委員会

の暑熱対策プロジェクトでは1995年度に暑熱環境

下で実施された全国中学校サッカー大会（埼玉県）

において環境温度（ＷＢＧＴや気温）および参加選

手の体重、体温、水分摂取量および発汗量などを

調査した。その結果、５日間の大会期間中３日間

で日本体育協会が発行している「熱中症予防ガイ

ドブック」で指摘されている「運動中止」を勧告

するＷＢＧＴが31°Ｃ（気温；35で）を超し、一部の

選手では生体の危険を伴う体温が２で以上上昇し

た選手や発汗量が４１を超す選手がみられ、選手

にとって非常に過酷な大会であった。また、試合

における体重の減少量、水分摂取量、発汗量、体

温上昇度は環境温度が上昇すると増加する傾向で

あったと報告している≒その後、少年や高校の

大会での同様の調査結果から、日本サッカー協会

は「サッカーの暑さ対策ガイドブック」を発行し、

全国のサッカー関係者に暑熱下におけるサッカー

のあり方と暑さ対策についての指針を提供してい

る。さらに、1997年度には暑熱下の大会において、

試合中に給水タイムがとられ、選手全員が水分を

補給するようになった。

　

しかし、環境温度と体温上昇度、発汗量および

水分摂取量との関係についての報告は少ない。本

研究はこれらの結果を踏まえ､暑熱下のみならず、

いくつかの環境条件下で実施された大会の試合に

おける環境温度と体温上昇度、発汗量、水分摂取

量などを調査レ環境温度と体温上昇度、発汗量、

晴彦2）丸山

石崎聡之6）

剛生3）

水分摂取量との関係について検討することを目的

とし、合わせて、暑熱下の試合における給水タイ

ムの生体への効果についても検討した。

(方

　

法)

　

調査対象とした試合は環境温度が最適であると

思われる大会の試合と暑熱下での大会の試合およ

びその中間の環境下での大会の試合である。さら

に、暑熱下の大会で試合中、意図的に水分摂取を

行わせた大会の試合の計４大会1）～4）の試合を

調査対象とした。

1 ) 1995年度全国中学校サッカー大会（以下全中

　　

と略す）

2) 1997年度高円宮杯全日本ジユニアユースサッ

　　

カー選手権大会関東予選（以下高円宮杯と略

　　

す）

3) 1998年度全国クラブユース（Ｕ-15）選手権大

　　

会（以下U-15と略す）

4) 1997年度全日本クラブユース(U-15)選手権

　　

大会（試合中、給水タイムにより意図的に水

　　

分摂取を行わせた；以下U-15給水と略す）

　

被験者は各チームのＦＷ１名、ＭＦ１名、DFl

名の計３名で１試合通して試合に出場する選手と

し、その選択は各チームの監督に任せた。測定項

目は下記に示す項目とした。

１）環境温度（１時間ごとに湿球黒球温度

　　

（ＷＢＧＴ）、気温、湿度を測定した）

２）体温（赤外線体温計を用いて鼓膜温をW-up

　　

前および試合後に測定した）

３）体重（サッカーパンツのみ着用した体重を50

　　

g単位の体重計でＷ-ｕp前および試合後に測

　　

定した）

４）水分摂取量（被験者ごとに専用のボトルを用

1）都立大学2）平成国際大学

　

3）牡工大

　

4）立教大

　

4）県立船橋北高校

　

5）順天大
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サッカーの試合における環境温度と休温、発汗量の関係

意して飲水前後のボトル重量を10g単位の秤

量計で測定することによって、W-up中、試

合前後半､ハーフタイムの飲水量を測定した）

５）発汗量（体重減少量十水分摂取量として

算出した）

(結

　

果)

１）調査した期間の試合中および試合前後の１時

　　

間ごとの平均ＷＢＧＴは全中およびU-15給水の

　　

大会では午前10時にはいずれも30°Ｃを超し午

　　

後４時までほぼ30°Ｃを維持していた。 U-15の

　　

大会は午後１時から午後４時まで23°Ｃ前後で

　　

あり、高円宮杯の大会は試合開始前の午前11

　　

時から試合終了後の午後３時まで12°Ｃ前後で

　　

あった（図１）。
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y = -1.0148+ 6.7217e･2x

r= 0.625,p< 0.001

　　

の試合では平均体温上昇度は1.060Cで最高は

　　

2.4°Ｃであった。

３）３大会の試合における環境温度と体重減少量

　　

との関係は、ＷＢＧＴが30°Ｃ前後の全中の試合

　　

における平均体温減少量が1.17kgであったの

　　

に対して、ＷＢＧＴが23で前後のU-15の試合に

　　

おける平均体重減少量およびWBGTが12°Ｃ前

　　

後の高円宮杯の試合における平均体重減少量

　　

はそれぞれ1.19kg、0.99kgといずれも1kg前

　　

後であり、環境温度が違っても１試合での体

　　

重減少量に有意な差はみられなかった。

４）３大会における環境温度と水分摂取量との関

　　

係は、Ｗ-ｕp中、試合前後半およびハーフタ

　　

イムでの摂取量を加えた総水分摂取量につい

　　

てはＷＢＧＴが12°Ｃ前後の高円宮杯の試合では

　　

平均461.8ml摂取し、ＷＢＧＴが23°Ｃ前後のＵ-

　　

15の試合では平均596.9ml摂取し、ＷＢＧＴが

　　

30°Ｃ前後の全中の試合では平均1237.7ml摂取

　　

した。すなわち、試合における総水分摂取量

　　

はＷＢＧＴが高くなると増加し、ＷＢＧＴと総水

　　

分摂取量との間には有意な相関関係がみられ

　　

た（図3、r =0.607、p＜0.001）。特に、

　　

ＷＢＧＴが30°Ｃ前後での総水分摂取量は急激に

　　

多くなった。また、W-up時とハーフタイム

　　

での水分摂取量もＷＢＧＴと有意な相関関係が

　　

みられた（図4、r =0.447、p＜0.001およ

　　

びr =0.488、p＜0.001）。

5）体重減少量と水分摂取量をあわせだ発汗量と

　　

環境温度との関係をみたものが図５である。

　　

ＷＢＧＴが12°Ｃ前後での試合の発汗量は平均

　　

1447.0mlであり、ＷＢＧＴが23°Ｃ前後での試合

　　

の発汗量は1784.9mlであったのに対して、

　　

ＷＢＧＴが30°Ｃ前後の試合の発汗量は2407.4ml

　　

であった。この発汗量とＷＢＧＴとの間には有
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各試合における環境温度（ＷＢＧＴ）と総水分摂取量との関係
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各大会における試合時の環境温度（ＷＢＧＴ）

2）全中、高円宮杯およびU-15の３大会の試合に

　　

おける環境温度（Ｗ‾ＢＧＴ）と体温上昇度との

　　

関係を図２に示した。ＷＢＧＴが12で前後の高

　　

円宮杯の試合では平均体温上昇度は－0.2°Ｃ

　　

で最高は1.0℃であった。ＷＢＧＴが23℃前後

　　

のU-15の試合では平均体温上昇度は0.54°Ｃで

　　

最高は2.2°Ｃ（1人だけ特に上昇度が大きか

　　

った）であったが、WBGTが30℃前後の全中
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磯川，安松，戸苅，丸山バぶ軋金子，石崎

意な相関関係がみられた（図5、r =0.625、

p＜0.001）。
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各大会における環境温度（ＷＢＧＴ）と発汗量関係

６）試合において発汗して失われた水分がどの程

　　

度補充されたかをみたのが水分補給率であ

　　

る。この水分補給率とＷＢＧＴとの関係をみた

　　

のが図６である。 ＷＢＧＴと水分補給率との間

　　

には有意な相関関係がみられた( r =0.413、

　　

pく0.001）。

　

しかし、ＷＢＧＴが12で前後の試

　　

合での水分補給率は31.3%であり、ＷＢＧＴが

　　

23で前後の試合での水分補給率は34.6%とい

　　

ずれも30％前半の補給率であったのに対し

　　

て、WBGTが30C前後の試合での水分補給率

　　

は51.9%と50％を超していた。
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各試合における環境温度（ＷＢＧＴ）と水分補給率との関係

７）暑熱環境下で試合中に給水タイムによって意

　　

識的に水分摂取を行ったU-15給水の試合と自

　　

由に水分摂取させた全中の試合において、体

　　

重あたりの水分摂取量と体温の上昇度および

　　

体重減少量との関係を比較してみると、U-15

　　

給水の試合の体重あたりの水分摂取量は

　　

24.2ml/kgで、全中の試合の21.7ml/kgに比べ

　　

て有意に多かった。体温上昇度は全中の試合

　　

では平均1.06°Ｃであったのに対してU-15給水

　　

の試合では0.56°Cと有意に低く、パフォーマ

　　

ンスに影響を与えると考えられる体温上昇度

　　

が1.5゜Ｃを上回った選手の割合は全中の試合

　　

では22.4%存在したのに対してU-15給水の試

　　

合ではO％であった（図７）。また、体重の減

　　

少率は全中の試合では平均2.04%であっだの

　　

に対してU-15給水の試合は1.72%と有意に低

　　

く、パフォーマンスに影響を与えると考えら

　　

れる体重減少量が２％を超す選手の割合は全

　　

中の試合で50％であっだのに対してU-15給水

　　

の試合では21.4%であった。また、パフォー

　　

マンスの低下を来たすといわれている体重減

　　

少量が３％を超す選手の割合は全中の試合で
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サッカーのλ合における環境温度と体温、発汗量の関係

9｡2％であったのに対してU-15給水の試合で

はゼロ％であった（図８）。
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図8

　

試合中に意図的に水分摂取を行った試合('97 U-15)と自

　　　

由摂取した試合（全中）における体重あたり水分摂取量と

　　　

体重現象率との関係

（考

　

察）

　

暑熱環境下での運動時には体温調節能および運

動機能の維持のため水分摂取が重要であることが

報告されている1.3,4,5)。しかし、現実にはいろいろ

な環境下での水分摂取量や発汗量に関する調査は

少ない。特に、全国大会規模のサッカーの試合に

おける環境温度と水分摂取量、体温上昇度、発汗

量などとの関係についての研究はみられない。

　

本研究では各種のサッカーの大会における環境

温度と体温上昇度、水分摂取量、発汗量などを測

定した。３種類の環境条件下で行われ九大会の試

合時の環境温度（ＷＢＧＴ）は9.6°Cから32.2°Ｃまで

の範囲にあったが、これは暑熱対策の予防措置が

必要でない温度から運動中止を勧告する温度まで

の広範囲に渡る環境であり、体温上昇や体重減少

などを検討するのに妥当であると考えられる。ま

た、試合はほとんど晴天の帽射熱が非常に大きい

環境下で行われたことからＷＢＧＴを環境温度の指

標として用いることが望ましいと考えられる。

　

ＷＢＧＴが12°Ｃ前後から30°Ｃ前後までの範囲にお

いて体重減少量を除いて体温上昇度､水分摂取量、

発汗量および水分補給率はいずれもWBGTと相関

関係が認められた。体重減少量についてはWBGT

が12℃前後から300C前後までいずれも約1kgの

減少で差がみられなかった。これは運動中の体重

減少量は環境温度に関わらずほぼ一定であったと

いう中井ら1）の報告と一致するものである。体重

減少量が環境温度の変化に関わらず一定であった

ことは、W-upおよびハーフタイム時に自由飲水

し、試合中にも一部の選手を除いて自由に飲水で

きたことから、体内の水分損失が一定範囲に保た

れたことを示している。

　

また、発汗量はWBGTが上昇すると直線的に上

昇するが、WBGTが30°Ｃの暑熱環境下では特に発

汗が著しかった。これは暑熱環境下では主に発汗

によってのみ体温調節を行うことから暑熱下では

体温調節のために多量の発汗がおこるものと考え

られる。また、環境温度が高いと発汗量の増加に

伴って水分摂取量も増加する傾向にあったが、こ

れは脱水による体内水分の損失の影響を少しでも

減少させるために水分摂取を増やそうとするため

である。特に、ＷＢＧＴが30でを超すような環境下

では水分摂取量が著明に増加したが、これは佐藤

ら・が指摘しているように体温調節のために発汗

量が増加するが、発汗によって損失した水分を補

充するために水分摂取量が増加する。これは体液

の濃度を維持しようとしたためと考えられる。

　

一般に、スポーツドリンクの方がミネラルウォ

ーターよりも水分摂取量が多いと報告されている

呪サッカーの試合では試合中の飲料水はミネラ

ルウォーターと決められているが、W-upやハー

フタイムでは規定されていない。したがって、試

合中以外に飲水するときは、失われた体内の水分

をできるだけ補充できるように飲料水を考えるべ

きである。このとき、飲料水の温度も重要で、吸

収が早くしかも体温を直接低下させる効果からも

低温の飲料水が好ましい≒さらに、試合中の飲

水に関してもできるだけ、タイミングを計って水

分摂取することが望ましい。これは暑熱下の試合

において、試合中に給水タイムがなく自由飲水の

試合では体重減少量が３％以上の選手が9.2%い

たのに対して、試合中に給水タイムをとって選手

に意図的に水分摂取させた試合では、試合中の水

分摂取量の増加が総水分摂取量を増加させ、その

結果、体温上昇度を平均0.5°Ｃも低下させ、体重

減少量を３％以下に押さえることができたことか

らも、明らかである。
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(まとめ)

磯川，安松，戸苅，丸山，沼潭，金子，石崎

　

いろいろな環境で開催されたサッカーの大会に

おける環境温度と体温上昇度、水分摂取量、体重

減少量との関係を検討した。

∩調査対象とした大会の試合の環境温度

　　

（ＷＢＧＴ）は12°C前後から30で前後であった。

2）Ｗ‾ＢＧＴが高い試合ばど体温上昇が顕著であり、

　　

水分摂取量が多かった。特に、WBGTが30°Ｃ

　　

前後での水分摂取量が多かった。

３）試合の環境温度が変わっても試合前後の体重

　　

減少量は約1kgで一定であった。

４）発汗量は環境温度が高くなると増加したが、

　　

発汗量に対する水分摂取量の割合でみた水分

　　

補給率はWBGTが30°Ｃ前後では特に高くなっ

　　

た。

５）暑熱下での試合では試合中に意図的に水分摂

　　

取させることによって総水分摂取量を増加さ

　　

せ、体温の上昇および体重の減少を抑えるの

　　

に有効であった。
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高校サッカー選手のマルチステージ・20mシャトルラン・テストによる

　

推定Vo2maxとフィールドにおけるＯＢＬＡ及び12分間走成績との関係

漆原

　

誠1）

本多宏子ヽ）

伊藤精秀丿

倉山英生6）

中村

黒田

仲丿

良7）

渡辺伸夫こl）

池田舜一7）

橋本健一‘)

吉滓茂弘8)

はじめに

　

マルチステージ・20mシャトルラン・テスト

(以下ＭＳＴ)2.4)では、その結果から全身持久力の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●指標の１つである最大酸素摂取量(以下Vozmax)

を推定することができる。ＯＢＬＡ(Ｏｎsｅt of

Blood Lactate Accumulation、血中乳酸濃度

４ｍｍｏｌ/に相当する運動強度)1o)は全身持久力の評

価ばかりでなく、それを改善するためのトレーニ

ング強度の指標となるもので、通常トレッドミル

や自転車エルゴメーターにおいて測定される。ま

た、12分間走テストは、従来、サッカー選手の全

身持久力を測定するフィールドテストとして広く

用いられてきたものである。

　

本研究は、高校サッカー選手の全身持久力の評

価に、まず、フィールドでのＯＢＬＡが利用できる

かどうかをトレッドミルでのＯＢＬＡ及びｖｏ２ｍａｘ、

12分間走との関係から、さらに、ＭＳＴによる推

定ｖｏ２ｍａｘが利用できるかどうかをフィールドで

のOBLAと12分間走成績との関係から検討を行っ

た。

被験者及び測定方法

１。トレッドミルとフィールドにおけるOBLA

　

この測定では、栃木県内でベスト８のチームの

15名（年齢; 17.5±0.5歳、身長; 169.9±4.3cm、

体重; 61.07±4.68kg)を対象とした。

　

まず、トレッドミルにおいて３分毎に20m/min

ずつ走行速度を増加させるプロトコールを用い

て、酸素摂取量（やｏよ血中乳酸濃度をall-ouに

至るまで測定し、ＯＢＬＡ（血中乳酸濃度４ mmol/1

に相当する走行速度）及びVozmaxを決定した。

これらの手順は既に報告11）したとおりである。

　

１

週間後に当該高校のサッカー場において、磯川ら

3）、長浜らぺこ準じて50m四方のコースを設定し、

トレッドミルとほぼ同様のプロトコールでOBLA

を決定した。このようにして測定したトレッドミ

ルとフィールドにおけるＯＢＬＡをそれぞれトレッ

ドミル走ＯＢＬＡ、フィールド走ＯＢＬＡとした。

　

さ

らに、３週間後に同校の１周400mのトラックで

12分間走を測定した。

2 . Legerら､）に準じたＭＳＴとフィールド走OBLA

　

この測定の被験者は、国体少年栃木県候補選手

29名（年齢; 17.4±0.2歳、身長; 171.7±5.8cm、

体重; 63.89±5.84kg)であった。

　

Legerら6）に準じて、最初8.5km/hでスタートし

約１分ごとに0.5km/hずつ速度が増加するという

音声合図を録音したカセットテープを作成し、こ

れに基づいて陸上競技場の直線走路に沿って20m

の間を往ったり来たりするというシャトルラン

を､所定の速度についていけなくなるまで行わせ、

この時の最高速度と被験者の年齢からｖｏ２ｍａｘを

推定した。このＭＳＴを実施した翌日に、上述の

フィールド走ＯＢＬＡを測定した。

3 . Ramsbottomら9）に準じたＭＳＴと12分間走

　

この測定には、栃木県U-17選抜選手22名（年

齢; 17.0±0.2歳、身長; 172.0±5.4cm、体重；

63.57±5.21kg)が参加した。

　

平成11年度より新体力テストの一つとして実施

するために日本語版として作成されたＭＳＴのCD

を用い、陸上競技場トラック走路において実施し

か。ｖｏ２ｍａｘはＭＳＴのトータルシャトル数から推

定した。この翌日には、１周300mのトラックに

おいて12分間走も行った。

結果及び考察

1）帝京大学

　

2）栃木県公園事務所

　

3）栃木県立鹿沼商工高等学校

　

4）栃木県立矢板東高等学校
5）國學院大學栃木短期大学

　

6）若宮クリニック

　

7）池田クリニック

　

8）宇都宮大学
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高校サヽリカー選手のマルチステージ・20mシャトルラン・テストによる推定ｖｏ･ｍａｘとフィールドにおけるOBLA及び12分間走成績との関係

１．トレッドミル走ＯＢＬＡとフィールド走OBLA

　

の関係

　

表１にVo2max、トレッドミル走ならびにフィ

ールド走によるＯＢＬＡ及び12分間走の測定結果を

示した。 ＯＢＬＡの平均値土標準偏差はトレッドミ

ルとフィールドでそれぞれ264.68±25.60m/min、

259.95±17.77m/minというようにほぼ同様な結果

で、統計的にも有意な差がみられず、両者の相関

( r =0.930、pく0.001）も非常に高く有意であっ

た（図１）。また、表２に示したように、フィー

ルド走ＯＢＬＡはトレッドミル走ＯＢＬＡと同様に

ｖｏ２ｍａｘや12分間走との間でも有意な相関を示し

た。

　

表1トレッドミルとフィールドにおけるＯＢＬＡ及び

　　　　　　　　

Vo2max, 12分間走

　　

Subject

　

i。,max

　　

トレjaaﾚ走

　

フィJぷご走

　

12-mrnrun

　

磯川ら3)はフィールドにおいて４段階のランニ

ング速度でそれぞれ４分間走行するという方法に

より、血中乳酸濃度４ ｍｍ０１/1に相当する速度

(４ ｍｍｏｌ-ＡＴ)を測定し、これがVo'max、12分間

走との間で有意に高い相関を示したことから、フ

ィールドで求めた４ ｍｍｏｌ-ＡＴは有酸素性能力を比

較的的確に評価できると報告している。長浜ひ)

も磯川ら3)と同様にグラウンドで４ ｍｍｏｌ-ＡＴを測

定するとともに、トレッドミルにおいても同じプ

ロトコールで４ ｍｍｏｌ-ＡＴを測定し、グラウンド走

とトレッドミル走の４ mmol-ATの速度及び心拍数

に有意な差がみられなかったことから、グラウン

ドにおいても4 mmol-ATの測定が可能であること

を報告している。

　

本研究では、磯川らJ)、長浜らめの１ステージに

４分間走行し、30m/ｍｉｎずつ速度を増加させると

いう負荷手順に対し、３分間走行、20m/ｍｉｎずつ

速度を増加させるという方法を用いていた。しか

し、トレッドミル走とフィールド走によるOBLA

の比較や相関が、磯川ぴ)や長浜砂)の報告と同様

であり、今回のプロトコールによるフィールド走

ＯＢＬＡでも全身持久力の評価が可能であることが

確かめられたI

2. MSTとフィールド走ＯＢＬＡとの関係

　

Legerら6)に準じて測定したＭＳＴとフィールド

走ＯＢＬＡの結果は表３のとおりである。Ｍ屁の最

表3高校サッカー選手のＭＳＴとフィールドにおけるOBLA

　　　　　　

s両｡｡t‾ｌぷ７‾６でﾕd'<'o.ぷ7-７‰ﾉｽﾞ走
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図2フィールド走OBLAとMSTの推定最大酸素摂取量の関係

高速度の平均値土標準偏差は15.16±0.49km/h、

最高速度と年齢から推定されるｖｏ２ｍａｘは64.48±

2.89ml/kg/minであった。また、フィールド走

OBLAは258.55±18.86m/minであった。

　

ＭＳＴを最初に報告したLegerとＬａｍｂｅ吋)は、成

人男女を対象にしてトレッドミルで直接測定した

Vo2maxとＭＳＴ終了時の戻り外挿法によって測定

したｖｏ２ｍａｘとの間に高い相関があり、ＭＳＴ最高

速度とその終了時の戻り外挿法によるｖｏ２ｍａｘと

の間にも有意な相関があるなどから、ＭＳＴによ

るｖｏ２ｍａｘ推定には妥当性と信頼性があることを

報告している。 Legerを中心としたグループはそ

の後も8～19歳、19～47歳といった年齢の男女を

対象にして、ＭＳＴによるVo2max推定の妥当性を

トレッドミルでの直接測定値、ＭＳＴ戻り外挿法

による測定値、ＭＳＴ最高速度などを手がかりに

検討している6へ

　

図２はフィールド走ＯＢＬＡと推定ｖｏ２ｍａｘとの関

係を示したものである。両者の間にはr =0.799

(p＜0.001)という有意に高い相関係数が得られ

た。フィールド走ＯＢＬＡの高い選手はＭＳＴから推

定されるや02maχも高くなり、反対にフィールド

走OBLAの低い選手は推定や02maxも低くなること

が示されている。このような結果は、ＭＳＴによ

るｖｏ･ｍａｘの推定値自体の妥当性については直接

測定値と比較して検討する必要があるが、高校サ

ッカー選手の全身持久力の評価にＭＳＴの最高速

度あるいはステージ数が利用できることを示して

いると思われる。

3. MSTと12分間走との関係

　

Ramsbottomら9)の研究成果をもと４

Loughborough大学でＭＳＴのトータルシャトル数

からｖｏ２ｍａｘを推定する換算表が作成されている

が、これに準じて測定したＭＳＴと12分間走の結

果は表４のとおりである。トータルシャトル数の

平均値土標準偏差は125.3±11.6で、推定Vo2max

は59.04±3.15ml/kg/minとなった。 12分間走は

3193.9±135.1mであった。
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図３は推定ｖｏ２ｍａｘと12分間走の関係を示した

ものである。両者の間には有意に高い相関係数

( r =0.806、p＜0.001）が得られた。もともと12

分間走はAerobicsを提唱したCooper"がVo2maxと

の間で高い相関( r =0.897)のあることを報告

し、このテストによってかなり正確にｖｏ２ｍａｘを

推定できるということで広く用いられてきた。今

回得られた結果は、Cooper"の相関よりも低いが

全体的にみると、推定ｖｏ２ｍａｘが高い選手ほど12
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高校サッカー選手のマルチステージ・20mシャトルラン・テストによる推定ｖo･maｘとフィールドにおけるOBLA及び12分間走成績との関係

分間の走行距離が多く、反対に推定ｖｏ２ｍａｘが低

い選手ほど走行距離が少ないという傾向を示して

おり、サッカー選手の全身持久力を評価するフィ

てルドテストとしてＭＳＴが利用できることを示

していると思われる。

　

以上のように、ＭＳＴは高校サッカー選手の全

身持久力を評価するのに利用できるテストである

と示唆されたが、高校選手以外の中学生、成人を

対象とした場合にはどうなのか、さらに、MST

から推定されるVoL'maxの妥当性についても

Vo2maxを直接測定して検討しておく必要がある

と思われる。

要約

　

高校サッカー選手の全身持久力の評価に、まず、

フィールドにおいて測定したＯＢＬＡが利用できる

かどうかをトレッドミルでのＯＢＬＡやｖｏ２ｍａｘとの

関係から、さらに、ＭＳＴにより推定される

Vo2maxが利用できるかどうかをフィールドでの

ＯＢＬＡ及び12分間走との関係から検討し、次のよ

うな結果を得た。

１．フィールド走によるＯＢＬＡは、トレッドミル

　

走によるそれとほぼ同様な値を示し、両者の間

　

には非常に高く有意な相関がみられた。また、

　

フィールド走ＯＢＬＡはVozmax、12分間走との間

　

でも有意な相関があり、全身持久力評価に利用

　

できることが確かめられた。

2. Legerらに準じて実施したＭＳＴによる推定

　

Ｖ０２ｍａｘとフィールド走ＯＢＬＡの間にはｒ＝

　

0.799（p＜0.001）という相関が得られた。

3 . Ramsbottomらに従って実施したＭＳＴから推

　

定したＶ０２ｍａχは、12分間走との間でｉヽ＝0.806

　

（p＜0.001）という相関であった。

４．以上のことから、ＭＳＴで高校サッカー選手

　

の全身持久力がある程度まで評価できることが

　

明らかになった。
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単一事例モデルを用いたジュニア期サッカー選手の

　　　　　　

コンディションの変動分析

西嶋

榎本

尚彦1）

恵子心

概要

　

近年開発されてきた統計的手法を用いた単一事

例研究法を用いて、ジュニア期サッカー選手にお

けるコンディションの変動を分析することを目的

とした。被検者は全国大会に出場した17歳男子サ

ッカー選手(Ａ)、および有数の進学校に通う18歳

男子サッカー選手(Ｂ)の２名であった。因子分

析によりコンディションの変動成分を抽出し、ラ

ンダマイゼーション検定によりトレーニング期分

け間の系列的コンディション変化を検定した。被

検者Ａはインターハイに向けて主観的な体調が向

上し､コンディションのビーキングが達成された。

しかし、大会終了後は有意に低い状態であった。

被検者Ｂの主観的体調は、高校総体および新人戦

に向けて主観的体調が有意に向上し、全体を通し

て有意な向上と低下を繰り返していた。個人のト

レーニングに伴う系列的なコンディションの変化

は、ランダマイゼーション検定を用いることによ

って、計画されたトレーニングの期分け間の平均

値の差を統計的に確認することが可能である。

キーワード

　

単一事例研究、サッカー、コンディション、ラ

ンダマイゼーション検定

はじめに

　

単一事例研究（シングルケース・スタディ）は、

行動療法、行動分析、臨床実践研究、特殊教育学

研究などの分野で用いられている研究方法であ

る、単一事例研究では、基本的にひとつの被験体

について繰り返し測定を行つた時系列データが得

られ、データ相互間に系列依存性があるために一

高倉

中野

亜維2）

貴博1!）

般的な統計的方法は用いることができない。この

ために単一事例データの分析はグラフ観察による

視認的方法によってグラフ化された系列的傾向に

対して視覚的に判断される。このようなグラフを

用いた視認的方法は分析方法としては客観性、評

定の信頼陛、ならびに実験効果の検出性において

大きな問題を残す。

　

視認的方法に替わるものとして、近年では単一

事例データへの統計的検定法が開発されてきてい

る。時系列のフェーズにおけるデータ数が35以上

得られる場合にはＡＲＩＭＡモデル、ＡＲＭＡモデル

などの時系列分析が有効であり、フェーズにおけ

るデータ数が35未満の場合にはランダマイゼーシ

ョン検定を用いることが望ましい。

　

ランダマイゼーション検定は母集団に関する仮

定を持たないノンハラメトリック検定の一つであ

る。この方法は通常のパラメトリック検定と異な

り、母集団からのデータのランダム抽出や分布の

正規性などを前提とはせず、データの系列依存性

も問題にしない。このような特性から、単一事例

データ分析への適用が推奨されている。

　

トレーニングの影響によって心身のコンディシ

ョンは毎日変動している。従来、コンディション

の系列的変化はグループ研究法による推計学的方

法によってなされてきたものの、トレーニングに

伴うコンディションの系列的変動は個別性が大き

く、単一事例モデルによる統計的分析方法が取ら

れることが望ましいと考えられる。本研究では、

ランダマイゼーション検定などの単一事例データ

における統計的手法を用いて、ジュニア期サッカ

ー選手におけるコンディション変動を分析するこ

とを目的とした。

1）筑波大学

　

2）筑波大学大学院
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方法

単一事例モデルを用いたジュニア期サッカー選手のコンディションの変動分析

表1.コンディション指標の基本統計

　

手続きは以下のとおりであった。

１）ジュニア期サッカー選手におけるコンディシ

　　

ョンの変動成分の仮説を構築

2) QCリストの作成

３）調査の実施

４）内容的妥当性によりコンディション指標とし

　　

て、基本的習慣項目および体調項目を選択

５）探索的因子分析によりコンディションの変動

　　

成分を抽出

６）コンディション変動の自己相関の確認

７）ランダマイゼーション検定により、トレーニ

　　

ング期分け間のコンディション因子の平均値

　　

の差の検定

８）ランダマイゼーション検定により、トレーニ

　　

ング期分け間のコンディション因子の変動傾

　　

向の差の検定

　

被検者は全国大会に出場した17歳男子サッカー

選手（Ａ）、および有数の進学校に通う18歳男子サ

ッカー選手（Ｂ）の2名であった。標本Ａは70日間、

標本Ｂは120日間のデータを分析に用いた。被検

者Ａのトレーニングシーズンの期分けは、以下の

２期であった。

　

１）インターハイ前及び大会中

（7/10～8/10）2）インターハイ後(8/11～9/17)

　

被検者Ｂの期分けは、以下の４期間であった。

１）高校総体までの期間(7/12～8/23)

2）新人戦準備期前半（9/1～9/22)

3）新人戦準備期後半(9/23～10/17）

4）新人戦期間（10/18～11/12)

　

1週間の生活行動および体調などを記録するた

めにＱＣリストを作成した。Ａ４の用紙を用いて

列には項目、目標（値）、月曜日から日曜日までの

曜日を取り、行には観測項目を配置した。

　

トレー

ニング関係項目はコントロールテストとレジスタ

ンストレーニング量であった。ライフスタイル関

係項目は睡眠、休養、食事、家庭、学習、体調、

体重などであった。このうち、ライフスタイルの

変動要因として基本的生活習慣７項目と体調５項

目、計12項目を分析対象とした。

　

被検者Ａの基本的生活習慣項目は、表１および

表２に示されるように、就寝時刻、起床時刻、睡
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1

　

0.35

　　

疲労感

　

0.38

　

0.12

　

-0.19

　

0.35

　　

1

眠時間、帰宅時刻、朝食時刻、夕食時刻、排便時

刻であり、体調項目は朝の体の調子、朝の心の調

子、一日の体の疲労感、一日の心の疲労感、排便

回数であった。被験者Ｂの基本的生活習慣項目は

被験者Ａと同様な７項目であり、体調項目には排

便回数を削除し、体重を追加した。

　

朝の体の調子および心の調子は、５：発達中、

４：好調、３：不調、２：痛み・悩みあり、１：

疾病・異常あり、の５件法尺度を用いて主観的に

自己評価した。同様に一日の体および心の疲労感

は、５：元気一杯、４：元気、３：どちらでもな

い、２：疲れた、１：疲れ切った、の５件法尺度

を用いた。体重は毎夕刻の風呂上がり時に計測し
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た。

　

系列的なコンディションの変動に要因モデルを

仮定し、探索的因子分析を用いて変動成分を抽出

した。主成分解法により固有値1.0以上の因子を

抽出し、フ’ロマックス斜交回転により因子パター

ン行列および因子間相関行列を得た。得られた因

子の中から体調の変動因子を選択し完全推定法に

より因子得点を算出した。探索的因子分析には汎

用アプリケーションソフトSPSS7.5Jを用いた。

対象期間全体およびトレーニング期間（期分け）

ごとにコンディション変動の系列依存性を検証す

るために、体調成分に対してラグ１の自己相関係

数を算出した。コンディションの変動傾向を分析

するために、トレーニング期間ごとに体調成分の

平均値および回帰直線を求め、連続するトレーニ

ング期間の平均値の差、傾きの差、および切片の

差をランダマイゼーション検定を用いて検証し

た。ランダマイゼーション検定にはアプリケーシ

ョンソフトＲＡＮＤＩＢＭおよびＩＴＳＡＣＯＲＲを用い

た。

　

スポーツトレーニングに伴うコンディションは

競技パフすーマンス、心身のコンディション、ラ

パフォーマンス

　

/づ

ﾉﾜどこが当ｙ７３

　

ヨッ甥‰ツ

　

心身の

　　

→

　　　　

二

言へ

現在の競技的状態 目標とする競技的状態

図1.コンディショニングと競技的状態

‰］

Action
見直し

Do

　　

実行

Check

　　

評価

イフスタイルの３要素から成る競技的状態であ

り、コンディショニングはトレーニングに伴って

現在の競技的状態が目標とする競技的状態へ変容

する過程である、と操作的に定義した（図Ｏ。

スポーツライフマネージメントは現在の競技的状

態を目標とする状態へと変容させることを目的と

し、計画（Plan）、実行（Ｄｏ）、評価（Ｃｈｅｃｋ）、

見直し(Action)の４局面から構成される

（ＰＤＣＡ）サイクルで運用されると仮定した（図

２）。

結果と考察

　

表１は各被検者におけるコンディション指標の

基本統計である。被検者Ａの基本的な生活時間構

造の概略は以下のとおりであった。就寝時刻が23

時、起床時刻が７時、睡眠時間が８時間、朝食時

刻が７時過ぎ､帰宅時刻が18時、夕食時刻が19時、

排便時刻は７時30分であった。

　

５件法を用いて主

観的に評価した午前中の体調および一日の疲労感

は、概ね平均値が３であった。

　

一方、被検者Ｂの基本的な生活時間構造の概略

は、就寝時刻がＯ時、起床時刻が７時、睡眠時間

が７時間、朝食時刻が７時過ぎ､帰宅時刻が18時、

夕食時刻が19時30分､排便時刻が８時前であった。

主観的５件法評価による午前中の体調は３を越え

ており、一日の疲労感は逆に３を下回る傾向であ

った。

　

表２に示されるように、被検者Ａではコンディ

ション指標12項目の全分散の80％を説明する５つ

の因子が得られ､第１因子から順にそれぞれ睡眠、

朝の生活、夜の生活、体調、疲労の変動を示す因

子であると解釈された。

　

表３に示されるように、被検者Ｂではほぼ同様

なコンディション指標12項目の全分散の81％を示

す５つの因子が得られ、第１因子から順にそれぞ

れ朝の生活、夜の生活、体調、疲労、睡眠の変動

を示す因子であると解釈された。これらの因子は

被験者Ａと一致する因子構成であった。両者にお

けるコンディションの変動因子は同様な構造であ

ると推測されるものの、変動因子を構成するコン

ディション指標項目が異なっていた。この結果は、

コンディション変動要因を測定する指標に個別性
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表3.コンディションの変動因子：被験者Ｂ
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表4.コンディションの変動因子の自己相関係数

の単一事例データには系列依存性があることが確

認された。よって、コンディションの単一事例デ

ータの統計的分析にはランダマイゼーション検定

を用いることが必要である。

　

図３は被検者Ａにおける体調の変動因子得点の

系列的変化、ならびに２つのトレーニング期間の

平均値の差、回帰直線の差を示している。グラフ

から、インターハイに向けて体調が向上し、コン

ディションのビーキングが達成されたことが伺え

る。

　

しかし、大会終了後の第２期間での体調は第

１期間と比較して有意に低い状態であった。

　

第１期間における体調の大略的な変動傾向は高

い水準で僅かながら低下傾向を示していた。第２

期間では第１期間よりも低い水準で僅かながら上

昇傾向であった。これらの２つの直線の切片と傾

きの差を検定結果は表５に示されている。直線的

変化傾向の傾き間には有意差が認められず、切片

に有意差が認められた。

　

図４は、被検者Ｂにおける体調の変動因子得点

の系列的変化、ならびにトレーニンフシーズンの

期間の平均値の差、回帰直線の差を示している、

グラフから、高校総体および新人戦に向けて体調

が有意に向上し、全体を通して有意な上昇と低下

を交互に繰り返す傾向であった。第１期間と第2

期間との間では直線的変化傾向に有意差はみられ

なかった。第２期間と第３期間および第３期間と

第４期間との間では切片に有意差がみられた。

　

以上のように、ランダマイゼーション検定を用

いて、連続するトレーニング期間ごとのコンディ

ション変動傾向を統計的に分析することが可能で

あった。ランダマイゼーション検定を用いること

により、個々の選手におけるコンディショニング

(P = 0.0043) (P = 0.0009)‘(P = 0.0001)
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Period
-
Sub. A

Whole

　

1st

　

N

　　　　　

AR

　　　　　　

P

69

　　　

0.555

　　　

0.000

31

　　　

0.520

　　　

0.002
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0.184
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0.046
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0.737
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0.216

　　　

0.252

が大きいことを示していると解釈される。コンデ

ィションの自己管理のためには自分に適したコン

ディション指標を選択し、継続的に使用していく

ことが重要であると考えられる。

　

表４は体調の変動因子得点における対象期間全

体および期分けごとの自己相関係数および有意確

率を示している。被検者Ａの体調変動は期間全体

で0.555の有意な自己相関係数が認められた。第

１期間では0.520の有意な自己相関係数が得られ

たが、第２期間では有意な自己相関係数は得られ

なかった。被検者Ｂでは対象期間全体で0.269の

有意な自己相関係数が認められたが、期間ごとで

は有意な自己相関係数は得られなかった。これら

の有意な自己相関係数は、コンディション変動に

おける系列依存性を意味する。従来の単一事例デ

ータと同様にスポーツ選手のコンディション変動

　　　

¬「‾1「‾¬
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西嶋，高倉，榎本，中野

を統計的に管理することが可能となる。

結論

　

トレーニングに伴うコンディションの変化は、

個別性が大きく、単一事例モデルで取り扱うこと

が望ましいと考えられる。個人のトレーニングに

伴う系列的なコンディションの変動傾向は、ラン

ダマイゼーション検定を用いることによって統計

的に確認することが可能である。

　　　　　

表5.連続する期分け間における

　　　　　　

コンディションの変動傾向

Period

　　　　

N

　　

Slo e　　　　P　Intercet　　　　P
Sub.A

　　

1st

　　　

31

　　

･0.025

　　　　　　　

0.854

　　

2nd

　　　

38

　　

0.003

　　

0.182

　　

･0.558

　　

0.050
Sub.B
ｍ
皆

40

　　

0.009

　　　　　　

-0.003
28

　　

、0.001

　　

0.589

　　

･O､281

25

　　

-0.036

　　

0.338

　　

3.547
0.768
0.032

的検定の適用について．未発表修士論文、東京大

学:東京．

８)山田剛史(1997) SAS/IMLを利用した単一事例

実験データの生成、及びモンテカルロ法によるラ

ンダマイゼーション検定の検定力推定.第16回日

本のSASユーザー総会及び研究発表会論文集：

175-81.

－ - -
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神奈川県国体少年チームのコンディショニング

The conditioningmethod ofyouth soccer playerin Kanagawa Selectionteam

樺滓

木内

　

雅章1) 2)3)

　　

龍6)7)村松

西塚

茂")

　

地元開催の「かながわ・ゆめ国体」において、

Ｊリーグチーム４チーム（横浜フリューゲルス、

横浜マリノス、ベルマーレ平塚、ヴェルディ川崎）

と準加盟チーム（川崎フロンターレ）を抱え、

1997年１月の全国高等学校選手権大会・準優勝チ

ームを抱える神奈川県の少年チームには神奈川県

民から多くの期待が寄せられた。過去にも優勝経

験を持つ神奈川選抜はあったがここ数年国民体育

大会において思うような成績を残すことが出七な

かったのが現状である。他県の強化のシステムや

選抜チームのコンディションを鑑みて、幾多の会

議を重ねた結果改めてスポーツ医科学の重要性が

浮き彫りにされた。そこで、地元国体でのチーム

スタッフを編成する際に過去の総括に基づきコン

ディショニングのセクションが設置された。

　

４年前、当時の中学２年生・３年生年代の選手

発掘と同時に開設されたコンディショニングのセ

クションでは、神奈川県立センターの全面的な協

力を得て４年間にわたり各年度の神奈川県国体選

抜チームの選手のフィジカルチェック・メディカ

ルチェックを行ってきた。特に、フィジカルコー

チ（以下PC）・アスレティックトレーナー（以

下ＡＴ）・サポーティングスタッフとしてのドク

ターを７名のスタッフ（図①）の中に置いた本年

度(1998年度＝かながわ・ゆめ国体開催年度）は

　　　

図１

　

神奈川県国体少年チームスタッフ
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そのデータを元に選手や選手の所属チームにフィ

ードバック、トレーニング方法の是正につとめ、

本大会に於いては選手個々のパフォーマンスやチ

ームのパフォーマンスとしてその成果も見ること

が出来た。

　

1998年２月から選手の最終選考を始め、チーム

のコンセプトを“戦い抜ける選手によるチーム”

と掲げた。コンディショニングセクションのスタ

ッフとしても、このコンセプトの決定に際しては、

諸手をあげて賛成の意を示した。選考会やテスト

ゲームを見て技術的、戦術的に優秀で「是非とも

選抜チームに…」という選手はたくさんいたが、

フィジカルチェックやメディカルチェックにおい

て、著しく問題があると判断した選手には辞退し

てもらうようにした。また、練習会の度にテスト

やトレーニングから選手のメディカル的・フィジ

カル的なコンディションを把握すると共にデータ

とあわせてフィードバック・アドバイスを繰り返

した。そしてＦＩＴしている選手を最終選考に残し

た。

　

具体的には、7/10 ・11にかけて１泊し神奈川県

立体育センターに於いて

①形態…身長・上肢長・下肢長・体重・皮刊鋤

　　　　

厚・胸囲・腹囲・上腕囲（伸展・屈曲）

　　　　

前腕囲・大腿囲・下腿囲・指極

②身体組成…体脂肪率（BI法・超音波法）・除脂

　　　　　　

肪体重

③筋力…背筋力・上体おこし一握力・腕伸展筋力

　　　　

（ＧＫのみ）・腕屈曲筋力（ＧＫのみ）脚

　　　　

伸展筋力・脚屈曲筋力

①パワー…垂直跳び・脚伸展パワー・最大無酸素

　　　　　

パワー

宍持久力…や０２ｍａｘ（エアロバイク）。ペダリン

　　　　　

グテスト・無酸素パワー持久力
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神奈川県国体少年チームのコンディショニング

⑥敏捷性…反復横跳び・座位ステッピング・全身

　　　　　

反応時間

⑦柔軟性…立位体前屈・状臥上体そらし・SLR

⑧スピード…大腿振り上げ・大腿振り下ろし・腕

　　　　　　

振り下ろし

の37項目の測定の施し、後剛固別にＶ０２ｍａｘ（呼

気ガス）の測定を行った。

　

また、8/6に横浜市立大学理学部運動・スポー

ツ研究室において等速性筋力(60deg./sec.、

180deg./sec.､300deg./sec.)の測定・全身反応時

間の測定と整形外科的な問診を伴うフィジカルチ

ェックを行った。そして、２ヵ所のべ４日をかけ

て行ったテストの結果と、グランドで行ったクー

パー走の結果を併せて、8/9から12の日程で行わ

れた強化合宿の際にPC・ＡＴ・ドクターで相談を

重ねた内容を、各選手にフィードバック、個々の

トレーニングメニューを提示した。また、その後

の練習会の際にもポジションはもちろんのこと個

別の課題を考慮してトレーニングの強度やメニュ

ーを提示した。選抜チームはその性質上、日程的

に各自の所属チームのスケジュールをぬって計画

が立案・実施されるため、選手が集合したときに

できることは限られてくる。そこで、各トレーニ

ングのポイントを各選手にアドバイスする事と、

お互いが必要とする時期に必要なコンディション

に整えられるよう各選手の所属チームとトレーニ

ングの状況・コンディションについての情報交換

や相談は出来る限り綿密にするよう努めた。く実

際に選抜チームとしてグランドや体育館で行えた

フィジカルトレーニングはコーディネーショント

レーニング、ミドルパワーの維持増強を目的とし

た12種類のランニングメニュー、障害の予防と疲

労回復・柔軟性の増強を目的としたストレッチン

グ（静的・動的）、が主な物であった。〉

　

２日連続の延長戦であった千葉選抜戦では力つ

きた感も強いが、それまではFITした状態で選手

をピッチに送り出せたこと、例年になく怪我人が

皆無で大会を迎え、戦い終えることが出来たこと

は我々コンディショニングセクションのスタッフ

の誇りである。
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はじめに

　　　　　　　

「かながわ・ゆめ国体」

サッカー強化選手と国体少年選手の体力変化について

　　　　　

一過去４年間の体力測定から一

　

西塚

　

祐一1）宮坂

　

敏一2）坂本

　

紀典3）高橋

　

正幸3）

　　　　

高田

　

佳朗j）樺沢

　　

龍4）木内

　

雅章5）

　

神奈川県では、平成10年度開催の「かながわ・

ゆめ国体」に向けて、選手の発掘・育成・強化を

一層力強く推進するために、「かながわ・ゆめ国

体競技力向上推進本部ト（以下、推進本部）を平

成５年４月に設立した。推進本部では、国体に向

けた競技力向上推進策を検討することはもちろん

のこと、優秀な選手をみんなで育てていく支援シ

ステムを確立するための条件整備を行い、ポスト

国体の県民の生涯スポーツの普及・振興を推進で

きる支援システムを確立することを基本方針とし

てきた。

　

県立体育センターでは、神奈川県の体育・スポ

ーツの中心的な行政サービス機関として、推進本

部の方針を具現化するために、平成７年度より平

成10年度までの４年間、サッカー少年の部とハン

ドボール少年の部の「かながわ・ゆめ国体」強化

選手（以下、強化選手）と各年度の国体少年選手

（以下、国体選手）の体力測定を実施し、選手の

体力管理に貢献してきた。

　

今回は、過去４年間にわたるサッカーの強化選

手及び各年度の国体選手の体力測定の結果から、

中学・高校年代の県下のトップレベルの選手たち

の身体の発育や機能の発達の状況を示す形態、身

体組成、機能（筋力、パワー、持久力、敏捷性、

柔軟性など）の変化を報告するとともに国体選手

の体力測定結果を基に作成した神奈川県ユースサ

ッカー選手の体力評価表を紹介したい。

方

　

法

１）対象

　

対象者は、平成７年度以後、毎年県サッカー協

会に指定される［かながわ・ゆめ国体］強化選手

（表１）と平成７年度から平成10年度までの各年

度の国体選手（表２）である。

　

測定は、県サッカー協会に協力を得て、選手と

所属するチームの指導者に文書で測定の趣旨、内

容及び手順を説明して行った。

表1

　

強化選手の内訳
一一一一一一一一一一一一一¬一一一一

　

----

ﾉｺﾞ百崇二千言

ヰ_＿

　

＿_＿
モ∠し鉦回よ

表１

　

国体選手の内訳

ｙ

　　

年度

　

寸一冨ドド喬■2; S3 ＼・コこ睦男二更鷲］
匹二

八匹

し一

　　　　　　

一-一一J一一一一に(JiS;A≪.'Tar%)

1名欠席

２）測定項目

　

測定項目は、体力要素別に実験室レベルで測定

可能な基礎的な体力として、表３に示す形態（長

育、量育、周育、幅育）13項目、身体組成（体脂

肪率、脂肪重量、除脂肪体重）３項目、機能（筋

力、パワー、持久力、敏捷性、柔軟性、スピード）

21項目とした。

　

形態計測については、飯塚ら1）の方法で計測し

た。

　

身体組成については、栄研式皮脂厚計やＢモー

ド超音波皮下脂肪計（誠鋼社:SM206型）にて皮

脂厚を計測し、長嶺らの方法により身体密度を求

め、Brozekらの式より体脂肪率・脂肪重量・除

脂肪体重を算出した。

　

機能測定については、背筋力・30秒上体起こ

し・握力・垂直跳び・反復横跳び・立位体前屈・

１）神奈川県立大師高等学校

　

２）神奈川県教育委員会

３）神奈川県立体育センター

　

４）神奈川県立旭高等学校

　

５）海老名市立大谷中学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

128-



サッカー強化選手と国体少年選手の体力変化について一過去４年間の体力測定からー

伏臥上体そらしを文部省のスポーツテストに準拠

した方法で、腕伸展（屈曲）筋力（ＧＫのみ）と

脚伸展（屈曲）筋力、座位ステッピング・全身反

応時間を飯塚らl）の方法で、脚伸展パワー・最大

無酸素パワー・最大酸素摂取量（平成７～９年

度）・大腿振り上げ・大腿振り降ろし・腕降り降

ろし（ＧＫのみ）は、脚伸展パワー測定器（コン

ビ社製：アネロプレス3500）、自転車エルゴメー

ター（コンビ社製：アネロダッシュ2500、エアロ

バイク75XL）、振り上げ（降り降ろし）動作スピ

ード測定器（コンビ社製：バリスデックマスター

ＫＵ、ＫＤ、ＵＤ）の測定モードを用いて行った。

また、ペダリングテスト、ストレート・レッグ・

ライジング(S.L.R.)は、山本ら21 3)の方法を用い

て測定した。さらに、平成10年度の最大酸素摂取

量については、漸増負荷法によるトレッドミル走

で呼気ガスを採取し測定した。

３）測定期日

ア

　

平成７年度

　

（ア）強化選手

　

12月23日（土）

　

（イ）国体選手

　

８月15日（火）

イ

　

平成８年度

　

け）強化選手

　

10月20日（日）

　

（イ）国体選手

　

７月13日（土）

ウ

　

平成９年度

　

け）強化選手及び国体選手

　

７月31日（木）

エ

　

平成10年度

　

け）国体候補選手

　

７月10日（金）

　

11日（土）

　

測定は、いずれも県立体育センターの測定室で

行った。

４）結果のフィードバック

　

測定結果については、各自の体力特性が把握し

やすいように測定値と５段階の相対評価並びにそ

れらをグラフ化したフィードバック用の個人票を

作成し、選手と指導者にフィードバックした。

なお、体力の相対評価については、平成７・８・

９年度は、強化選手及び国体選手それぞれの平均

値と標準偏差からチーム内での５段階の相対評価

とした。平成10年度は、平成７年度から平成９年

度までの国体選手の体力測定結果から５段階の体

力評価表（以下、５）体力評価表の作成を参照）

を作成し、それに照らし合わせて評価した。

表３

　

体力測定項目一覧
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５）体力評価表の作成

　

平成７年度から平成10年度までの国体少年選手

の体力測定結果の平均値Ｍと標準偏蔵SDから、

５：非常に優れるをＭ＋1.5XSD以上、４：優れ

るをＭ十〇｡5XSD以上、３：普通をM-0.5XSD

以上、２：やや劣るをM-1.5XSD以上、１：劣

るをＭ－1.5XSD未満として神奈川県ユースサッ

カー選手の体力評価表を作成した。

結

　

果

１）強化選手の体力測定継続実施率について

　　

「かながわ・ゆめ国体」の強化選手の体力測定

の継続実施の状況については、表４、図１に示す

通りである。

表４

　

強化選手の継続実施率

　　　　　　　　　

一

　　　　　

継続年数

　　

人数

　　

（%）

　　　

-

　　　

７･８･９･IO年度

　　　　

3

　　　

4.8

　　　

８･９･IO年度

　　　　

９･IO年度

　　　　　

ＩＯ年度

ＩＯ年度を含む複数年
一一一一一

　　　　　

複数年
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計

2

3
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3
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3.2

4.8

17.5

　

4､8
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44.4
-
100.0
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44.4%

■7･８･９･10年度
□８･９･IO年度

□９･10年度

西塚，宮坂，坂本，高橋，高田，樺沢，木内

n = 63

17.5*

4｡8%

　　　

20.5)1

□IO年度

　　　

〔I〕複数年
□IO年度を含む複数年日単年度

図１

　

強化選手の体力測定継続実施の割合

２）国体少年チームの競技成績

　

平成７年度から平成10年度までの４年間の国体

少年チームの競技成績は､表５に示す通りである。

　　

表5

　

神奈川県国体少年チームの競技成績

年度

　

競技成績
７

（5－1）ＶＳ群馬

　

ブロック予選１回戦

　　　　　　　　　　　　　　

本大会代表権獲得

（4－3）VS長野

　

福島国体１回戦

（O－1）ＶＳ奈良

　　　　　

２回戦敗退
８

９

１０

（5－O）ｖｓ茨城

　

ブロック予選１回戦
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（1－1）ｖs岩手

　

広島国体１回戦敗退

PK負け

（1－3）VS山梨

（2－O）VS埼玉

（O－2）VS京都
（４－

（２－

（Ｏ－

ブロック予選１回戦

敗者復活戦

　　　　　　

本大会代表権獲得

大阪国体１回戦敗退

O）VS岩手

　

ゆめ国体２回戦

1 ) vs北海道　　　　３回戦

1 ) vs千葉　準々決勝敗退

　　　　　　　　　

（ベスト８）

３）強化選手の体力変化について

　

平成７年度から平成10年度までの４年間の強化

選手の体力測定を実施したが、変化の度合いを比

較するため、７年度と10年度そして４年間の国体

選手の平均値の差を検定した。（表６参照）

４）各年度の国体チームの体力比較について

　

平成７年度から平成10年度までの４年間の各年

度の国体チームの体力測定の結果は、表７に示す

通りである。

５）神奈川県ユースサッカー選手の体力評価表に

ついて

　

神奈川県のユース年代の選手の体力評価の基準

となる体力評価表については、表８に示す通りで

ある。
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強化選手の体力測定結果
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国体チームの体力測定結果

　　　　　　　　　　　　　

７年度(n= ) S ８年度Cn ^ 1 D ９年度（ｎ－１４ １０年度くｎ－１５

Γ頁爾

　

‾

　　　　　　　　　　

mut琴海

　　　　　　　　

焉－7蔓草－i
ii晒

　　　　　　

cm‾

　　

16

　

｜・0

　

i74~0

　

5･-r-r-iKに61

　

17

・ミi-

　　　　　　

胸囲（cm）

　　

B9.913.3

　

900 3.3　90.4　5 6　90,4｜ZS

　　　　　　

大腿BR (-m)　　５４９ １ ２．９　５５３　２７　５５､0　19 J 55 5し０

「

　　　　

下・・R (cm)　　３７７ １ １８　３７１　１５　３７３

１１４　３７６

１１２
１

　　　　　

休皿(K I I　　６７３ １４２ ６６？　５２　６５､5　49　66942
馬

　　　　　

ヤリ了-"sy"f**

　　

９９‾‾’‾ｒｙ‾ｎ５６ １’３７一　　　　　　・
｜

　　　

休●訪串（8そ-1’聞音波法) (%)　　　　　　　　　99　14 ID 9　19

　

竿昌

。…‥‥…‥

　　　　　

昧●助体重(*■ ≪)　　９９　Ｊ２　５７３　４７　58. B　４．3　59. S　3,８

　

－－ｉ一に一一一百

　

ITi

　　　

I5l 9　２０４　１４　１ ■^i"3?-""5　2　1、a

　　　

［

　

背筋力／倖・（kg／kg）

　　

2.26

　

026

　

217

　

020

　

202

　

021

　

lS5

　

031
1

　　

i

　　

30秒上嘩おこし（回）

　　　

Ｉ

　　

３Ｂ７

　

４７

　

１１６

　

４３

　

35,S　ＳＯ

Ｉ

　　

Ｉ

　　

譚伸謨鵬力p（kg）

　　

5a9 ・ 106　755　10e　695　104　75e　lU

　　　　　

鱒ｌ曲筋力Ｒ（ｋｇ）

　　

311172

　

341

　

52

　

3a9

　

55

　

36 9 i }

　　

ト

　

脚筋力Ｒ仲皿比（妬）

　　

54？ ，154　454　57　56.8　91　511　1z4
うてり―1 ire蔭ITCCT.)　”‾゛iiて’ｒ７-Ｔ一一5・ｉ－　49　146 印　‾il‾

l

　　　　

最大舅酸余がりｰ（w）

　　　

｜

　　

12189

　

966

　

1295 8 1a26 13125 Sg3
I

　　　

最大匍圃癩がﾜｰ／休皿（ｗ／ｋｇ）

　　　　　

18.８

　

１１ １９９　１．8　19 e i 3
！

　　　　

●伸展パワー（w）

　　　　　　

1570ヨ265 0 1675 7 1S3.5 19919 Z34S

　　　　

月伸價A’ﾜｰ／体重（ｗ／ｋｇ）

　　　　　

２３７

　

３１

　

a.t

　

1．１

　

２９１

　

２４ﾄ・

　

V02m･ヌス

　

／

　

mlmln/kl

　　　

‾‾‾‾

　　　　　

1

　

・S

　　　

4

　　　

vo2maxは7D八ｲｸ）／体Ｉ「ml/m･■n/hg) 64 3‾」・で24 6s2 116 616 97

　　　

Pglい･ﾀﾞﾘﾝｸﾃ斟8-1 OS平均値) (w/k.)　　　　１０１　０５　９５　０Ｓ ＳＩ　１０

,

言脳

　　　　　　　　　　　　　

５０６

　

４８

　

５５３

　

４．

　

１４

　

２１

　　

６

　

１９
１

　

Ｉ

　

全身反応時間(b a c}　Q 314　0 028 0 324　0.024　0 301　0 028 Q 311 Q S31

　　

｜

　　

ステッピング（日）

　　　　　　

119 9　12 1　115.2　53　＼Z2 7　74

　

aiｒト‥-一回球lぼ77司一一--，４２

　

５２ □４　４．４　１６　６　１４

　　　　　

伏臥上休反らし(cm)

　

５９１

　

６３

　

５１３

　

６ｅ

　

４７１

　

７．４

　

μ２

　

ａＳ

　　　　　

ＳしＲ右(d e ■)　　¶111　12 e　la8 7　11 0　I1S.S　10.9　l≫ t　115
－－

　　　　　　　　　　　　　　　

－－－一一－－

じ

ｅ-

　　　　

ｵｔ－

　

ｓ

　　　　　　　

Z 96　OSi　３ １　　　３４９

　　　　　

●扱降λt‘-ﾄ’R（･/I）

　　　　　　

3 62　0,36　3.92　031　404　0 19

表８

　

神奈川県ユースサッカー選手の体力評価表
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察

１）神奈川県では、優秀な選手をみんなで支援し

て育てていく条件整備づくりを意図したが、体力

測定の継続実施率は決して高いものではなかつ

－



サッカー強化選手と国体少年選手の体力変化について一過去４年問の体力測定からー

た。その原因として、年度毎に県サッカー協会が

その時点で競技力が高いと判断される選手を選考

しているため、かなりの異動が見られたことであ

る。特に、平成８年度の強化指定については、

「かながわ・ゆめ国体」の主力選手となるであろ

う高校１年生の強化選手が少なく、相対的に中学

３年生が大きな割合を占めることになった。中学

から高校への進学準備による競技力停滞の影響が

少なからずあるものと考えられた。また、逆に傑

出した選手が少なく、かなり競技レベルが措抗し

ていることも推測された。

２）強化選手の体力継続実施率が低いため、強化

選手の体力の変化を客観的に考察することは難し

いが、強化チームの体力レベルの変化として捉え

ると以下のような特徴が見られた。

　

７年度から10年度にかけての身長の伸びが僅か

に3.8cmであり、すでに中学３年の時点で発育期

のピークが過ぎ、身体の発育が止まりつつある選

手が多いことが推測された。その後、筋肉の発達

が徐々に見られ、身体組成も体脂肪量が減り除脂

肪体重の増加となって現れてきた。機能的にも筋

力・パワー・敏捷性に著しい伸びが見られた。伸

びが大きかった背筋力、垂直跳び、反復横跳びを

日本サッカー協会科学研究委員会の高校３年生の

体力評価に照らすと、10年度の背筋力152.8kgは

「４：普通」の評価、垂直跳び64.6cmも同様に

「４：普通」、反復跳び56.1回は「７：非常に優れ

ている」と評価され、敏捷性が高いことが示唆さ

れた。なお、この数値は、過去４年間の国体選手

の平均値に匹敵もしくは上回るものであった。

３）各年度の国体少年チームの体力を比較すると、

形態的には、７年度の国体選手が身長、体重にお

いて優位であったが、胸囲、大腿囲など体幹の発

育については９年度、10年度の国体選手が優位で

あった。身長組成については、測定方法に違いが

あるものの、国体選手の体脂肪率はおよそ10％前

後であり、ユニバーシアード’95福岡大会の日本

代表チームの体脂肪率6）に匹敵するものであった。

機能的には、10年度国体選手が背筋力157.8kg、

脚伸展筋力R 75.8kg、最大無酸素パワー1312.5kg、

脚伸展パワー1991.8kg、反復横跳び55.8回、ステ

ッピング122.7回など、筋力・パワー・敏捷性の

各体力要素で比較的優位な値を示した。体力と競

技成績との因果関係を検証するものではないが、

過去４年間の国体での成績を考えると、チームと

しての競技成績が最も優秀であった10年度は選手

の体力も他の年度に比べると優位であったと言え

る。

４）体力評価表については、昨年度までは各自の

記録用紙に過去の測定値と全体の平均値を記入し

それらを目標にしていたが、今年度は、体力評価

表を提示しかため、測定後、直ちに神奈川県の国

体選手の体力レベルにおける評価が可能となっ

た。これまで、測定集団内の相対評価としていた

ため、結果の処理に時間を要したが、体力評価表

の活用によって結果をすぐにフィードバックでき

るようになった。

まとめにかえて

　

今回、県立体育センターでは、競技力向上推進

本部の「優秀な選手をみんなで育てていく支援シ

ステムを確立するための条件整備を行い、ポスト

国体の県民の生涯スポーツの普及・振興を推進で

きる支援システムを確立すること」の基本方針を

具現化するために、競技団体を支援する立場で関

わってきた。「かながわ・ゆめ国体」が終わり、

地元国体の競技力向上の推進策としての役目は終

わったわけだが、ポスト国体につながる支援シス

テムの確立という課題は依然残されており、引き

続き競技団体を支援できるシステムづくりに努力

したい。

　

また、今回の取り組みでは、体力測定の本来の

目的である個々の選手への具体的なトレーニング

処方やトレーニング指導、さらに、トレーニング

効果を評価するまでに至っていない。体力測定を

行うこと自体が目的とならぬよう、今後も、指導

の現場にあるスタッフと連携を取りながら支援を

していきたい。
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中高年サッカー愛好者の体力

中山

寺門

典久1）

大輔3）

緒

　

言

　

近年、中高年者の各種スポーツ活動への参加は

めざましいものがあり、このような各種スポーツ

活動者を対象として、様々な体力測定及び健康調

査が行われている。一般的に40歳以上のサッカー

愛好者の間で行われている中高年サッカー（通称

四十雀サッカー）も全国各地域で非常に盛んであ

り、中高年スポーツ・レクリェーションの総合大

会として定着した全国スポーツ・レクリェーショ

ン大会（通称スポレク、文部省、日体協などが主

催）や全国健康福祉祭（通称ねんりんピック、厚

生省などが主催）にも中高年サッカーがそれぞれ

壮年サッカー種目（平成10年度の出場資格は50歳

代を中心として40歳代を若干名加える）やサッカ

ー交流大会にれまで60歳以上が出場資格）とし

て取り入れられているほどである。

　

このような中高年サッカー愛好者や全国各地域

での大会数の増加を反映して、中高年サッカーに

焦点を当てた研究も多くなり、特に河野や大畠ら

3皿太田ら8）は主としてメディカルチェックおよ

び生理的な面から検討し、事故の防止やけがの予

防など安全性について様々な提言をしている。し

かしながら中高年サッカー愛好者の体力に関する

研究は、河野や大畠らい）の研究報告だけであり、

まだ中高年サッカー愛好者の体力に関しては明ら

かでない部分が多い。

　

このようなことから本研究では40歳代､50歳代、

60歳代の中高年サッカー愛好者を対象として、体

力のなかでも健康に関連する体力を中心に、加齢

に伴う体力各要素の低下の実態を把握し、また一

般人との体力比較などを行い、これら体力面の検

討結果から中高年サッカー愛好者の試合中の事故

防止やヶガの予防など安全対策に役立たせようと

穴水

石崎

史彦2）

忠利1）

するものである。

研究方法

１。被検者

　

被検者は、前報1, 12)の試合中の運動強度と移動

距離の研究対象となった栃木県内の中高年サッカ

ー愛好者を中心に､40歳代31名（平均年齢43.9歳）、

50歳代25名（平均年齢54.1歳）、60歳代18名（平

均年齢64.8歳）の合計74名を対象に行った。これ

らの被検者は日頃、栃木県内の各所属チームでプ

レーを楽しんでおり、また平成10年度に開催され

た関東四十雀サッカー大会（千葉県）や古河市マ

スターズサッカー大会（茨城県）、さらには全国

スポーツ・レクリェーション大会（岐阜県）やね

んりんピック（愛知県）には栃木県代表として多

くの被検者が出場している。

　

これらの被検者には、体力測定前に研究目的お

よび測定内容などについて詳細に説明し承諾を得

るとともに、体力測定に際してはケガをしている

部位や健康状態などの確認を行うなど安全には十

分に配慮しながら行った。なお74名はすべての測

定項目を受けた被検者であり、ケガなどで１項目

でも測定できなかった被検者は標本数から除外し

た。

２．測定時期および測定場所

　

測定は平成８年３月から平成10年11月にかけ

て、宇都宮大学、栃木西中、足利市総合体育館に

おいて実施した。

３．測定項目と測定方法

　

①形態及び皮脂厚

　

形態及び皮脂厚の測定は、前報1. 12)と同じ方法

で行った。

　

②体力

1）宇都宮大学

　

2）山梨県立韮崎高校

　

3）筑波大学大学院
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中高年サッカー愛好者の体力

　

本研究において測定した体力項目は、握力、上

体起こレ垂直跳び、反復横跳び、立位体前屈、

PWC75%HRmaxの６項目であり、このうち握力

(左右の合計の平均値)、反復横跳び、垂直跳び、

立位体前屈については、従来の文部省の壮年体力

テストおよびスポーツテスト実施要項に準じて、

さらに上体起こしは日本人の体力標準値第４版い

に記載されている実施要項に基づいて測定した。

PWC75%HRmaxの測定は谷口・や田村卜の方法

と同じように、コンビ社製のエアロバイク75XL

(体力テストモード)を用いて行った。

結果及び考察

　

これまで中高年者の体力測定については、一般

人､各種スポーツ選手とも統一されたものがなく、

研究者によって異なった体力要素が報告されてき

たが、最近ではPateら9)や青木うの考え方を基に

して健康に関連した体力要素、すなわち筋力／筋

持久力、柔軟性、心肺系、身体組成の４点につい

て、安全性には十分に配慮をして測定する研究が

多くなっている。このようなことを踏まえて、本

身体的特徴

研究では筋力／筋持久力の指標として握力と上体

起こしを、柔軟性では立位体前屈を、心肺系の指

標としてはPWC75%HRmaxを、また身体組成で

は皮下脂肪の測定を行った。さらに健康のために

プレーしている中高年サッカー愛好者において

も、プレーをする際にパワーや敏捷性も重要な体

力要素であるので、垂直跳びと反復横跳びの項目

を加えた。これはこれらの体力要素も把握して日

常生活の中で維持あるいは高めておくことが、試

合においてヶがなどの予防にもつながると判断し

たからである。

　

まず本研究の被検者の身体的特徴であるが表1

に示した通りであり、身長、体重は各年代とも日

本人標準値回と比較すると大きい（p＜0.001、

p＜0,01）。

　

しかし上腕と肩甲骨の各部位での皮

下脂肪厚では、40代、50代ともほとんど同じであ

り､60代で中高年サッカー愛好者の皮下脂肪厚は、

上腕、肩甲骨とも大きい値であったが有意差は見

られなかった。

　

このような身体的特徴を有する本研究の中高年

サッカー愛好者の体力特性は表１のようであっ

た。これらからまず40歳代の値を100％として50

　　　　　　　　　　　　　　　

歳代、60歳代の

第１表

　

中高年サッカー愛好者の身体的及び体力的特性

　　　　　　　

被検者数

　　

平均年齢

　　　

身長

　　　

体重

　　　

上腕

　　　

肩甲骨

　　

体脂肪率

　　　

LBM

　　　　　　　　　

（ｎ）

　　

（ａｅ）

　　

(cm)

　　

（

　　　　

(mm)

　　

(mm)

　　

（％）

　　

（

40～49

　　　

31

　　　　

43.9

　　　　

169.2

　　　

67.8

　　　　

11.0

　　　　

15.6

　　　　

16.9

　　　　

56.2

　　　　　　　　　　　　　　　　

2.23

　　　　

4.61

　　　　

7.43

　　　　

3.06

　　　　

3.38

　　　　

3.61

　　　　

4.S3

50～59

　　　

25

　　　　

54j

　　　　

167.2

　　　

66.1

　　　　

11.0

　　　　

16.1

　　　　

17.1

　　　　

54.4

　　　　　　　　　　　　　　　　

2.38

　　　　

5.23

　　　　

8.88

　　　　

3.27

　　　　

5.44

　　　　

3.82

　　　　

5.72

60～69

　　　

18

　　　　

64.8

　　　　

164.0

　　　

64.3

　　　　

12.3

　　　　

17.4

　　　　

18.2

　　　　

51.4

　　　　　　　　　　　　　　　　

2.85

　　　　

4.84

　　　　

7.07

　　　　

3.30

　　　　

6.29

　　　　

3､82

　　　　

477

体力的特性

　　　　　　　　

被検者数

　　

平均年齢

　　　

握力

　　

上体おこし

　　

垂直跳び

　

反復横跳び

　

立位体前屈PWC75HRma

　　　　　　　　　　

（ｎ）

　　

（ａｅ〉

　　

（k

　　　

(times)

　　

（ｃｍ）

　　

(timss)

　　

(cm)
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48.8
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3.81

　　　　

3.02
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21.44
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42.7

　　　　

41.6

　　　　

3.5

　　　　

146.9
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4.32

　　　　

2.40

　　　　

6.48

　　　　

5.65

　　　　

5.26

　　　

26.24

60～69

　　　

18

　　　　

64.8

　　　　

40.5

　　　　

15.1

　　　　

37.3

　　　　

37.0

　　　　

3.6

　　　　

1210
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2､73
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16.90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

下段はSD

134

減少率を見る

と、変化が最も

大きい項目は立

位体前屈であ

り、50歳代で

36.4%、60歳代

で34.5%の減少

であり、次いで

上体起こしが50

歳代で25.8%、

60歳代で31.7%

であった｡一方、

変化が最も少な

い項目は握力で

あり、50歳代で

3％、60歳代で

13.8%であっ

た。また垂直跳

び､反復横跳び、
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第１図

　

本研究の被検者と日本人の標準値などとの比較

PWC75%HRmaxは50歳代で11.5%～13.9%、60歳

代で23.4%～27.1%とほぼ同じような減少傾向を

示しか。

　

これら体力各要素の減少の様相を日本人の標準

値・)などの減少率と比較してみると(本研究と同

じく日本人標準値のなかで40歳代の値を100％と

して各年代の減少率を算出)、50歳代では両群間

で一貫性は見られなかったが、60歳代では握力、

上体起こし、垂直跳び、立位体前屈などで、日本

人標準値の方が大きな減少を示しだのに対し、反

復横跳びの減少率はほぼ同じであり、また

PWC75％ＨＲｍａｘは中高年サッカー愛好者が大き

な減少を示した。PWC75%HRmaxのように体力

要素によっては今後、さらに検討しなければなら

ない項目もあるが、全体的に見ると中高年サッカ

ー愛好者の体力の加齢に伴う減少率は、日本人標

準値より低いようである。

　

また図１は中高年サッカー愛好者と日本人標準

値lj)との体力比較であるが(ＰＷＣ７５％ＨＲｍａｘに

ついては田村lo)の研究報告と比較)、このうち中

高年サッカー愛好者の上体起こし、垂直跳び、反
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復横跳び、PWC75%HRmaxは、40歳代、50歳代、

60歳代とも日本人標準値及び田村の値（一般人を

対象とした研究）より有意に高い値であった。し

かしながら40歳代の握力はほとんど差がなく、ま

た立位体前屈は40歳代、50歳代では日本人標準値

の方が、60歳代では中高年サッカー愛好者がいず

れも有意な差は見られなかったが優れていた。

　

これまで中高年サッカー愛好者の体力に関する

研究は、河野らいが旧制高校サッカーインターハ

イＯＢ大会に出場している中高年サッカー選手31

名（54～77歳、平均年齢62.9歳）を対象として調

査し、これらのなかで中高年サッカー選手と同世

代の日本人標準値の体力比較も行っている。また

永田ら帽よこのデータを基に中高年サッカー選手

の体力特性について、陸上や水泳など他のマスタ

ーズ競技種目とともに考察している。これらによ

ると中高年サッカー選手の体力は、同世代の日本

人標準値と比較して、垂直跳び、反復横跳び、最

大酸素摂取量でかなり優れており、握力の差はわ

ずかであり、それに対して立位体前屈は日本人標

準値が優れているとしている。

＊＊＊

　　　　　　　

＊＊

　　　　　　　　　　　　　

＊＊＊

＊＊＊

　　　　　　　

＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　

＊＊＊

*＊＊

　　　　　　　　

＊

　　　　　　　　　　　　　　

＊＊＊

＊＊＊

　　　　　　　

＊＊＊
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＊＊
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中高年サッカー愛好者の体力

　

このように中高年サッカー愛好者と日本人標準

値などとの体力比較では、本研究と河野ら6)の結

果はほぼ同じ、すなわち中高年サッカー愛好者の

体力は敏捷性、瞬発力、全身持久力、筋持久力な

どで優れていたのに対して、体力要素で見るとと

くに柔軟性に乏しいことが明らかになったわけだ

が､このことはケガの予防ということからすると、

試合の前後には十分にストレッチングを行うこと

は当然であるが、それ以上に日常生活のなかで柔

軟性を高めておくことが重要であることを示すも

のである。

　

現在の青少年のサッカー競技人口からすると、

今後､中高年サッカーはますます盛んになるので、

いつまでも楽しくプレーできるようにするために

は各年代でどの程度の体力各要素が必要なのかな

ど、体力に関する資料収集と詳細な検討が今後の

課題である。

まとめ

　

本研究は栃木県内の中高年サッカー愛好者74名

（40歳代31名、50歳代25名、60歳代18名）を対象

として、６項目の体力測定（握力、上体起こし、

立位体前屈、反復横跳び、垂直跳び、ＰＷＣ７５％

ＨＲｍａｘ）を行い、これらから加齢に伴う体力の

減少の様相を明らかにすると共に、日本人の標準

値との比較検討を行ったものである。

　

①40歳代の値を100％として50歳代、60歳代の

減少率を見ると、変化が最も大きい体力要素は立

位体前屈であり、次いで上体起こしであった。一

方、変化が最も少ない体力要素は握力であった。

　

②中高年サッカー愛好者と日本人標準値との体

力比較では、上体起こし、垂直跳び、反復横跳び、

PWC75%HRmaxにおいて、各年代とも中高年サ

ッカー愛好者が有意に高く、また握力では差が見

られず、さらに立位体前屈では、40歳代、50歳代

では日本人標準値が、60歳代では中高年サッカー

愛好者がいずれも有意な差が見られなかったが優

れていた。
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｢クラブチームにおけるユースおよびジュニアユース期の選手たちへの

　　　　　　　　　　

医科学サポートの一例｣

Ｉ

はじめに

高見滓

　

純子

　

小俣

　

千都

　

藤城

　

有則子

　

穂苅

　

正臣1）

　

都内にホームグラウンドを持つ当会は、幼児か

ら高校生までを対象にスクール形式の活動を展開

しており、クラブ組織のチームとして24年の指導

実績がある。このうち幼児・小学生については普

及を目的としてホームグラウンドの他に３つのブ

ランチを持つ。中学生・高校生については選手育

成・強化を目的として活動している。

　

当会ではクラブ創設当初から、ユースおよびジ

ュニアユース期の選手を対象に、チームカ分析を

目的とした体力測定や形態計測を実施してきた

が、ここ数年はこれに運動負荷試験・生化学検査

および視力検査の測定を加え、『健康体力測定』

として年１［目のペースで定期的に実施するように

なった。同時に測定が単なるデータの集計のみに

終ることのないように、フォローアップを充実さ

せるべく『健康教室』を開催し、結果の読み方や

活用方法、サッカー選手としての基礎的な健康知

識や情報を学ぶ場として選手および保護者に提供

している。

　

一般的にスポーツ選手への医科学サポートは

「パフォーマンスの向上」という目的の下に行わ

れるが、ユース・ジュニアユース年代の選手に対

しては、彼等が成長の一過程にあることを考慮す

る必要がある。この年代の選手達にはサッカー以

外にも学ばなくてはならないこと、経験しなくて

はならないことがいくつもあり、学校や家庭以外

のあらゆる場面で社会性を身につけていかなけれ

ばならない時期でもある。また、学校の特別活動

とは違い、クラブ組織のチームだからこそ直面す

る事柄や問題点も抱えているが、それも彼等にと

っては学習の場であり、指導者やサポートスタッ

フが大きく関われる部分であると考えている。ス

ポーツを通して人間形成する場を提供すること

が、地域に密着するクラブチームの本来の使命で

もあり、ささやかな社会貢献であると信じている。

今回はこういった観点に立った医科学サポートの

一つの例として報告する。

Ⅱ．健康体力測定

１。

(１)

目

　

的

疾病・障害の発生予防

生化学検査は言うまでもなく、疾患の有無

を発見する第一次スクリーニングとして有効

である。健康体力測定の一項目として定期的

に生化学検査を実施することで疾病の早期発

見に繋げ、重篤な症状になる前に予防するこ

とが可能になる。成長期にあるユース・ジュ

ニアユース年代の選手達は、自分の身体に異

常があっても自覚症状がなかったり、自覚症

状はあってもコーチに申告するとレギュラー

を外されるのではないか、といった不安のた

め故障を隠したがることは良く知られてい

る。また若さのために疲労してもすぐ回復す

るように思われがちで、とかくオーバーユー

スに陥る傾向がある。そのような状態の積み

重ねが多くの選手の将来を曲げてしまってき

たことについては、今までに多くの報告があ

る。こういった障害を未然に防ぐ意味からも、

指導者やサポートスタッフが知識をもち、選

手の身体の状態を把握しておくことはチーム

運営の上からも大切なことである。

（2）コンディション・チェック

　　

現行は年１回の測定のみで、トレーニング

　

計画の各ステージに即応したきめ細かな対応
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には至っておらず、大まかな意味でのコンデ

ィション・チェックに甘んじている。しかし、

個人の身体的な能力の把握は指導の基本とな

るものと考えるので、形態計測や体力測定な

どは必ずしも年１回にはこだわらず現場で適

宜実施している。成長期にある選手一人一人

の身体的な特徴を把握していく上では大いに

活用できるデータを得ている。

　

視力の測定に関しては、ユース・ジュニア

ユースクラスの練習時間帯が薄暮からナイタ

ー照明を使用する時刻にかかることから、選

手のパフオーマンスカ低下と視力の関係を測

定できるだろうかという指導現場の要望があ

って項目に取り入れた。中心視力（いわゆる

静止視力）の測定のみで、動体視力や視野に

ついての測定はハード・ソフト両面で整って

おらず不可能であるが、全ての視力の基本と

なる静止視力を測定したことで、裸眼視力の

低い選手（27％）を把握することができた。

これらの選手に対して、学習面での心配もあ

ることから視力矯正の指導を行った。コンタ

クトレンズの着用については不適応の選手も

いるので、必ずしも強制的に勧めているわけ

ではない。

○判定

Ａ判定

Ｓ９％

図1視力検査結果判定割合

（3）体力的特徴の把握

　　

選手の備える身体機能の長所と短所を客観

　

的に把握するとともに、指導者の主観的な評

　

価と合わせ、選手の特徴やトレーニング課題

　

を見い出すことができる。また、これをチー

　

ム作りのためのデータペースとすることも可

　

能である。

（4）トレーニングの効果判定

　　

定期的な測定を実施することで、トレーニ

　

ングの効果を判定することができる。全項目

　

にわたって実施される測定は現段階では年１

　

回であるが､形態計測や体力測定については、

　

必要に応じて指導の現場で適宜実施してい

　

る。回を重ねて測定することで、選手達も測

　

定方法に慣れ、モチベーションも上がってく

　

るという波及効果も期待している。

２。対

　

象

　　

当会チームに所属するユースおよびジュニア

　

ユース選手

　

約120名

３。時

　

期

　

４～５月（新チーム結成時）

４。項

　

目

＜形鼠叶測＞

表1健康体力測定項目

　　

長略囲

　

1身長・卿凹・大腿囲（左右）－下圃囲（友乙）
-一一一一一一一…トー－－…-一一-----…一一一－・…・‥‥‥‥

　　

重量
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選

データフィードバック方法

手：①前回の測定値との比較

　　

②５段階評価（各種体力要素バランス）

　　　

→グラフ化
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A判定：視力10以上

Ｂ判定：視力09～ｇ,7

C判定：観力0.6～0,3

0判定：視力0.3未淘

（観力判定Ｃ・○の者に対しては，受膠及び観力矯正を勤める，）
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(筋力〉

(筋片久力〉

上体おこし

(・軟性〉

立位体前屈

　　　　

(潔

図2体力テスト5段階評価レーダーチャート

高見渾，小俣，藤城，穂苅

　

尿の有所見者と貧血および貧血傾向の指摘を受

ける者は毎年新中学１年生に多い。尿有所見者に

ついては、測定が新学期早々の時期と重なること

から、新しい生活環境下での心身のストレス、特

に練習時間帯の変化や日常活動量の増大による疲

労の蓄積と身体の成長のアンバランスが主な原因

と推測される。

100%

80％

　　　　

③生化学検査で、正常範囲を逸脱した

　　　　　

者については再検査の勧め・保健指

　　　　　

導・栄養指導などの書類を同封

指導者：①得点化(1991、日本サッカー協会科

　　　　　

学強化委員会より）

　　　　

②チーム平均を基準とした評価

　　　　

③他チームとの比較評価

　　　　

④生化学検査の結果による要チェック

　　　　　

者の一覧表

６。結果と考察

　

一連の健康体力測定の中で、生化学検査の結果

については選手本人の健康管理に役立たせること

が本来の目的でもあり、返却の時期を逸しては無

意味な検査に終ってしまうので、他の測定の結果

を待たずに本人（保護者）へ迅速に返却している。

　

本年を含む過去３年間の生化学検査データでは

貧血および貧血傾向が約16％、尿の有所見者が約

11％、高脂血症（総コレステロールおよび中性脂

肪について高値の者）として７％程度の者が正常

範囲の逸脱者として挙げられている。

゛
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1996年度

　　　

1997年度

　　　

1998年度

図4貧血及び貧血傾向者内訳

　

貧血および貧血傾向については鉄欠乏性貧血と

診断される者が大部分を占める。これは通常消費

する鉄分に加え、成長に伴う必要量の増加、さら

には運動による消費量の増大に反し、摂取の絶対

量が不足している結果であると推測される。

　

生化学検査については結果を医師が診断し、結

果が正常範囲を逸脱している者のうち軽度の者に

対しては、その旨を明記した通知書と保健指導の

書類を同封し、可能な限り再検査を受診（各家庭

に一任）して確認するよう呼びかけている。場合

によっては栄養指導の書類や献立のヒントを同封

することもある。また何らかの指導が必要と判断

される選手に対しては、直接本人に個別指導を行

ったり、希望によっては保護者に対し個別カウン

セリングの機会を設けることもある。明らかに病

的所見であると診断された者に対しては受診の勧

告をし、結果が改善されるまで治療に専念させた

例もあった。しかし、全対象者に個別の対応をす

るには限界もあることから、指導の効率を考慮し

た上で次項で述べる健康教室を実施するに至っ

た。
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｢クラブチームにおけるユースおよびジュニアユース期の選手たちへの医科学サポートの一例｣

Ⅲ。健康教室

　

生化学検査の結果のうち、特に高脂血症や貧血

傾向の所見については日常の食生活を見直すこと

で著明な改善が見られる。食事は家庭でとること

が望ましいと考えるので、その意味からも保護者

の理解と協力は最も重要なポイントとなる。そこ

で測定の結果をもとに保護者向けに外部講師を招

聘して栄養や食事に関する講演会を開催してい

る。また選手に対しては内部スタッフが対応し、

各クラスごとにテーマを設けスクール活動の一環

として学習する機会を練習に組み込んでいる。

１．目

　

的

（1）自己管理

　　

選手の健康の維持・増進はもとより、パフオ

　

ーマンスの向上を図る為に必要な「栄養・保

　

健・運動」の基本的な知識や情報を提供し、自

　

己管理を学ぶ場とする。こちらからの一方的な

　

知識の押し付けに終わらせることなく、意識や

　

行動に変容が見られることを最終的な目的とす

　

る。

（2）家庭でのサポート

　　

ユースおよびジュニアユース選手の健康管理

　

に関しては、家庭での協力が不可欠な為、保護

　

者への働きかけを行い、家庭でのサポート体制

　

の確立を呼びかける。

（3）測定結果の活用

　　　

「健康体力測定」の結果返却・フォローアッ

　

プの場とする。健康体力測定をデータの収集に

　

終わらせることなく、日常生活や練習の中で生

　

かせるようにする。

２。対

　

象

　

「健康体力測定」の対象者およびその保護者

３。時

　

期

　

選

　

手：６月および２月（年２回）

　

保護者：６月（年１回）

４。テーマ

　

選

　

手：（表２）

　　　　　

表2健康教室（選手対象）テーマ

・早成?年度

　　

対象

　

時期

　　

運動

　　　　　

栄贅

　　　　　

保姐

　　

中学生

　

6月

　　　

一

　　　

成長期アスリートの為の

　

健康体力薦定の結果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　

］

　　　

東輿セミナー

㎜・

　

＝WIW-====一=＝=

　　

高校生

　

6月

　　　　　　　

成長期アスリートの魯の

　

輿康体力測定の結果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

栄費セミナー

平成a年度

　　

対象

　

時期

　　　

１勧

　　　　　

栄輿

　　　　　

保蛙

　　

中孚生

　

6月飽康体力・赳ハて

　

栄養について

　　　

|麟中産について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

栄養素のｌ剛

　　　

｜

　　　　　　

皿J㎜〃WWIW-===＝＝＝=-=＝==＝－－===＝＝==＝＝＝＝＝i－＝＝=w－＝＝＝

　　　　　　

2月ウォーミングフ７ブと

　

フードガイドビラミ７ド

　

|喫億防止教冑

　　

’

　　　　　　　　　　　　

ク‾リングダウン練爾前嶮の岫食

　　　

ふき処ｌ

-Ｊ晶Ｊ〃四－＝=＝-==＝－－=Iふふ･一晶皿Ｊ』

　　

高校生

　

6月|コンディシ３ニングチュフダ皿合の日の食事討匪

　　

i熱中症について

　　　　　　

J＝㎜

　

a㎜－■-＝¬＝･=一一 ’－－－－－－－－－　－｜　　．－－．

　　　　　　

２月|ウォーミングアップと

　　

７－トガイドピテミｙド

　

1喫姐防止教冑

　　　　　　　　

，

　　

ク‾リングダウン練習爾後のｌ貧

　　

‘応急略匿

・平成９牟度

　

Ml ! MM

ｓ輿!惣9;ご7゛゛　一一一一‥で二●
.一一一一竺竺竺a

ttﾆご_.

　　　　　

2月

　　　

－

　　　

7－ドガイドビラミ7ﾄ

　

ｾﾙﾌｺﾝﾄﾛｰﾙ

‾再7友・ Ｊ'‾‾‾‾‾ｊ‾‾‘‾∩:7:で;::４゛和ｏムフ'‾‾‾‾

　　　　　

2月

　

－一二一一…二上ﾉｴﾙ呉亘瓦二

　

高校生

　

6月ﾔﾙﾌﾟﾝｱｲｼT:

　

夏!●り切る為n食申

　

:7;;ﾂつ:X

　　　　　

2月ヶが前後の処皿産

　　　　　　

－

　　　

！

　　　

－

平成10年度

　

対象

　

時斯

　　

・勣

　　　　　

栄ｌ

　　　　　

保雌

　

中学1年士

　

6月健康体力測定1ﾆついて

　　　　　

一

　　　

生化蓼検査の結果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

身体の手入れ

　　　　　　　

Ｊ一=＝一心＝＝－㎜-〃－〃l〃=〃==＝=－＝=====＝＝＝＝＝＝=＝＝＝===--=W
中学2・3年生6月

　　　

－

　　　

1aの食品飢取量

　　　

身体の手入れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

栄輿フルコースｌ

　　　　　　　　

一一一

　　

------…－－－…--一一-----------一

　

碍校生

　

6月筋力トレーニング

　　

身体を作る為の食事

　　

身体の手入れ

保護者：①健康体力測定の結果について

　　　　

②成長期アスリートの為の栄養セミ

　　　　　

ナー

５。問題点

（1）効果判定

　　

毎回、健康教室終了時にアンケートをとり、

　

理解度や興味のあるテーマなどを調査している

　

が、効果を判定するには至らない。もとより数

　

値で評価することは難しく、即効性に効果が期

　

待できるものではない。長期的な視野で捉え、

　

最終的に意識や行動に変容が見られることを期

　

待したい。

（2）個別対応

　　

保護者対象の講演会を開催しても、任意参加

　

であるために参加者が限定される傾向がある、

　

保護者にとっては最も高い関心事でもあり、理

　

解を深めて欲しい事柄だけに、毎年「ジュニア

　

アスリートの食事」をテーマにした講演会を開
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高見滓，小俣，藤城，穂苅

催してきたが、リピーターにとっては毎回同一

テーマの感が否めない。

　

また選手や保護者の要望についても、現在の

ところ全てに対応できていない。

（3）開催回数

　　

効果を上げるためには、同じテーマでも繰返

　

し指導していくことが不可欠であるが、現状は

　

練習時間帯を割愛して健康教室に充てているた

　

め、現行のスタイルでは年２回の開催がようや

　

く確保できるラインである。この問題点を解消

　

するためには、指導者の理解を得ることが最大

　

のポイントであろう。時間の確保に対する理解

　

もさることながら､健康教室で学習したことを、

　

日々の活動の中でサッカーに即した形で補うこ

　

とは可能であり、最も効果的な方法であると考

　

える。

Ⅳ．クラブチームの抱える問題点

　

クラブチームに所属する選手達が抱える問題は

「家→学校→クラブ→家」の移動距離が決定的に

長いことである。この点は学校の､部活との違いが

如実に表われる部分である。本来は地元に密着し

たクラブのあり方が望ましい姿であり、選手個々

によってその移動距離は異なるが、98年に実施さ

れたクラブユース連盟の活動実態調査報告によれ

ば練習場から自宅への移動時間の平均はユースで

41.8分、ジュニアユースで55.5分であった。都内

にホームグラウンドをもつ当会でも各々35.2分、

49.8分である。この時間のロスが帰宅後の夕食時

刻を遅くし、学習時間の不足や、睡眠時間の不足

を招いていることは疑う余地がない。さらに、グ

ラウンドの利用状況から、練習開始時刻を夕刻か

ら夜間に設定しなければならず、問題に拍車をか

けている結果となっている。

　

トレーニング後の栄養摂取のタイミングは、練

習後速やかに食事をとることが望ましいと報告さ

れているが、実際には成長期の選手達は空腹のま

ま、時間をかけて帰宅する。ほぼ全員の選手達が、

帰宅途中で何らかの補食をしていることはアンケ

ート調査により明らかであるが、練習後の時間に

外食というのは未成年者の望ましい姿ではなく、

栄養学的にも偏りを生じやすい。この問題を多少

なりとも改善していく策を見つけるべく、練習後

の補食提供を検討しているが､場所の確保､費用、

衛生管理の問題、さらには家庭での食事が果たす

多面的な役割を奪ってしまう恐れがあるなどの理

由から、要検討事項として先送りになったままで

ある。

Ｖ。まとめ

　

一般的にスポーツ選手への医科学サポートは

「パフォーマンスの向上」という目的の下に行わ

れるが、ユース・ジュニアユース年代の選手に対

しては、彼等が人間の成長の一過程にあることを

考慮する必要がある。今回の報告はこういった観

点に立った医科学サポートの一つの例として提示

した。

　

クラブチーム特有の問題点として、家・学校か

らクラブまでの距離の問題や、遅い練習時間に伴

う食事時刻のずれ、欠食の問題が挙げられる。こ

の点に関しては、チームの運営方針や家庭との協

力体制、給食を提供する場合の衛生管理等、問題

が山積の状態である。

　

この年代の選手達にはサッカー以外にも学ばな

くてはならないこと、経験しなくてはならないこ

とが多くあるので、サッカーの指導者以外にも多

方面からアドバイスのできるスタッフがサポート

グループを形成することが望ましい。しかし忘れ

てはならないことは各家庭の理解と協力である。

測定や健康教室などの取り組みが「パフォーマン

スの向上」に繋がっていくことを期待している。
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サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

Ｉ

はじめに

サッカー選手のコンディショニングに対する

　　　　　　

栄養調査の必要性

　　

川端

　

理香1）平野

　　

篤お

　

福林

　　

徹3）

　

スポーツ選手を対象とした栄養調査は、近年一

般的に行われているが、エネルギー消費量が練習

内容や時間によって影響されるため、その評価を

コンディショニングに直結させることは困難であ

った。そのことから、正確で簡単な栄養調査方法

を検討する必要がある。エネルギー所要量につい

てはこれまで、厚生省からだされている「日本人

の栄養所要量」4）をもとに算出されることが一般

的であった。これは生活活動強度を「軽い」「中

等度」「やや重い」「重い」の４区分に分け、それ

によりエネルギー所要量を推定するものである。

しかし４区分しかないため、練習内容による運動

強度を反映しているとはいい難い。またこれまで

の報告は、毎日の練習や試合などのエネルギー消

費量を考慮せず、一定のエネルギー所要量で栄養

摂取調査を評価したものが多い｡そこで今回、サ

ッカー選手に対し栄養摂取調査と平行して日々の

練習によるエネルギー消費量を算出し、これを考

慮したエネルギー所要量を設定した、さらにその

結果を選手個人にフィードバックすることでコン

ディショニングの手段とする方法を試みることを

目的とした。

Ⅱ．研究方法

Ａ。対象

　

対象は某Ｊリーグプロサッカーチームのトップ

選手10名である。今回は特に食事に問題があると

思われる選手を作為的に抽出した。自宅から通っ

ている者が２名。一人算らしが８名であった。年

齢は20～25歳（平均21.6歳）、身長166.0～186.5cm

（平均175.5cm)であった。

Ｂ．調査期間

　

Ｊリーグ98年シーズン中の10～12月の間に公式

戦１または２試合を含む１週間とした。

Ｃ．調査項目

１．栄養摂取調査

　

すべての食事前後で選手に写真をとらせ、それ

をもとに摂取量を算出した。写真を撮るのが困難

な場合は、あらかじめ渡していた栄養摂取調査記

入用紙に料理名と食品名、目安量を記入させ、そ

れらをもとに新偏食品成分表い及び会社別、製品

別、市販食品成分表･'･を用いて栄養計算を行った。

２．エネルギー消費量の推定

　

これまで報告されているサッカーの基本動作や

試合においてはポジションごとのＲＭＲを用いて

エネルギー消費量を算出したい卜)。体表面積につ

いては藤本らの式川こより、身長と体重から算出

した｡

　

またその体表面積と日本人の基礎代謝基準

値９から基礎代謝量を求めた。時間については秒

単位で計測し、選手個人ごとに毎日エネルギー消

費量を算出した。

３．皮下脂肪の測定

　

調査開始日と終了日に、キャリハーを用いて皮

下脂肪厚を計測した。測定部位は、大胸筋の外側

縁と液高の中間地点、臍部横５ｃｍ、大腿前部の

中間点の３ヶ所である。その皮脂厚と胴囲から得

られた身体密度をBrozekらの式1)に代人し、各選

手の体脂肪率を求めた。また除脂肪体重について

も算出した。

４．体重測定

　

毎日、練習や試合の前後で測定し、午前と午後

に練習がある場合は、それぞれの練習の前後でも

測定を行った。

５．エネルギー所要量の算出

　

選手のエネルギー所要量は、｢生活活動強度Ｉ

1）読売日本サッカーグラフ

　

2）筑波大学医学研究科

　

3）東京大学総合文化研究科
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サ,ツカー選手のコンディショニングに対する栄養調査の必要性

（軽い）の男子における年齢階層別、身長別栄養

所要量」のエネルギー所要量簡易算出式5）で求め

たものに、ＲＭＲで求めたエネルギー消費量を加

えたものとした。それを選手ごとに毎日算出した。

Ⅲ．結

　

果

A｡エネルギー摂取量

　

一日当たりのエネルギー摂取量は190～

4,340kcalで、平均2,211kcalであった。エネルギ

ー摂取量は選手間でも大きなばらつきがみられ、

最少のＦ選手とＥ選手とは一週間の平均で２倍以

上の開きがあった。一方、一週間の平均エネルギ

ー摂取量が2,000kcal前後の選手５名は、朝食を

除いた一日２食の生活をしており、そのためエネ

ルギー摂取量が低くなっていた。同一選手でも一

週間のエネルギー摂取量には変動がみられた。特

に試合の前日にエネルギー摂取量が多くなる傾向

がみられたが、これは調査期間に試合があり、選

手によっては試合の前日にホテルで食事をとらせ

たことが影響している。また一日30品目とるよう

薦められている食品数についても、普段は20前後

しかとれていないのが、ホテルで食事をすること

によって倍以上に増えており、普段よりバランス

の良い食事ができていることが明らかになった。

なおＢ選手は６日目から体調を崩しほとんど食べ

れない状態であったため、エネルギー摂取量は低

くなった。

　

ヤ

　　　

（呵）
賦合 試合

　

試合賦合

(day)

　

図1

　

エネルギー摂取量（左：１試合

　

右：２試合）

Ｂ．エネルギー消費量

　

RMRで求めた一日の平均エネルギー消費量は

l.OUkcalであった。ポジション別では、ＤＦが平

均l,056kcal、MFが平均l,133kal、FWが平均

901kcalであった。同じDFでもＡ、Ｂ、Ｆ選手の

エネルギー消費量が高いのは、サイドバックの選

手のため、ポジション別の練習があったためと考

えられる。また試合の前後日は練習の運動強度も

低く時間が短いため、エネルギー消費量は低い。

試合

(day)

試合

　

Ｆ

　　　　　

（吻）
試合試合

図２

　

エネルギー消費量（左：１試合

　

右：２試合）

Ｃ。エネルギー量の充足率

　

毎日、各選手ごとに算出したエネルギー所要量

が満たされていた日は7.1%であった。また試合

前日にホテルで食事をしたことでエネルギー所要

量を満たしていると思われる日は23.1%であっ

た。エネルギー充足率については、選手ごとの平

均で44.3～92.7%、全体平均では65.5%であった。

一週間の平均で比較すると、エネルギー所要量を

満たしている選手はいなかった。
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図３

　

平均エネルギー摂取量と所要量

Ｄ．体重

　

練習前後の体重変化率は一週間の平均でみた場

合、0.6～2.8%であった。変化率が１％未満であ

っだのは２選手のみであった。練習後の体重減少

が３％に近い時が多かったＣ選手については、特
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に３％以上体重が減少した５日目と６日目に主観

的な疲労度も強く食欲がないと訴えていたが、そ

れが栄養摂取調査の結果にも表れている。Ｂ選手

も練習後の体重減少が著しく、試合では下腿の筋

れん縮をおこすことが多かったので水分を頻繁に

とるよう指導した。

　

一週間にわたる調査期間で練習前の体重は0.8

～-2.2kg変化しており、変化の平均は- 0.3kgであ

った。最も体重が減少した選手は、練習後の体重

減少が著しいＣ選手である。なお３選手において

は体重の増減がみられなかった。

Ｅ．皮下脂肪について

　

体脂肪率については、調査期間の前後でほとん

ど変化が認められなかった。Ｆ選手のみが1.1%

という極端な体脂肪率の減少を示した。この選手

はエネルギー消費量が最も高かったのにもかかわ

らず、エネルギー摂取量が最も低く、一週間で体

重が1.4kgも減少した。

　

除脂肪体重については

減少している選手が多く、そのうち４選手におい

てはlkg以上の減少がみられた。この傾向は、

体脂肪率にほとんど変化のみられない、体重減少

が著しい選手に認められた。
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図４

　

体脂肪率及び除脂肪体重の変化

Ⅳ．考

　

察

　

これまで栄養摂取調査の期間は３日間行った報

告が多かったが、今回のようにシーズン中で一週

間に試合が１または２試合ある場合、調査期間は

一週間は必要であると思われた。それにより試合

によって変動する選手の栄養摂取状態を把握する

ことが可能になると考える。
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エ｡ネルギー摂取量については、平均2,211kcalし

かとっておらず、これは運動強度Ｉの１時間程度

の歩行と３時間の立位以外は座位の生活をしてい

る人間のエネルギー所要量程度である。それにも

かかわらず、それほど選手の体重減少がみられな

いのは、摂取量の報告漏れが考えられる。アルコ

ールや菓子類など、スポーツ選手にはあまり薦め

られないような物や、また間食などについて、選

手にとっては報告されなかったため、それがエネ

ルギー摂取量の低下や選手間のばらつきに表れて

いる可能性もある。今回栄養摂取調査は、食事の

前後で写真をとらせそれにより分析する「写真法」

で行った。これは摂取した食事と同じサンプルを

分析する「陰膳法」や、調理前の食品を秤量する

「秤量法」と比較すると、今回の様な摂取量の申

告漏れや、調味料などが正確に把握できないとい

う欠点がある。

　

しかし毎日摂取量のチェックを行

えば、自分で調理することの少ない被験者の場合

は、料理や食品の目安量を記入させる通常の方法

よりも正確であると考えられる。また、選手への

負担が少ないことも「写真法」の利点として挙げ

られる。スポーツ選手の栄養摂取調査は毎日チェ

ックを行えば、「写真法」が望ましいと思われる。

　

試合前日をエネルギー摂取量や食品数で栄養の

バランスをみた場合、一人暮らしの選手にとって

試合前日にホテルに入ることは、栄養学的にも重

要な意味をもつことが明らかとなった。また寮が

なく実際に選手の食事をみることが少ないチーム

にとっては選手の食生活が把握できるよい機会で

もあり、その選手に必要な栄養摂取ができるよう

な食事指導が可能になる。このことからも試合の

ためホテルで食事することは望ましいと思われ

る。

　

なおエネルギー所要量を満たすことが出来ない

のは、朝食をぬいた一日２食の生活をしている影

響が大きい。選手によってはそれが習慣となって

しまっているものもいた。

　

３食食べるような生活

習慣と、練習内容によっては間食の必要性も示唆

された。

　

ＲＭＲによるエネルギー消費量の算出において

は、練習中の基本動作全てを網羅することはでき

ない。また試合におけるポジション別のRMRも

ヶ］
､､二
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サッカー選手のコンディショニングに対する栄養調査の必要性

試合内容で変化するが、現実的にこれらを考慮す

ることは困難である。しかしチームでよく行う基

本動作や報告されていないＲＭＲを求めれば、も

っと正確で簡便に、選手に負担をかけずにエネル

ギー消費量が推定できる。

　

またエネルギー消費量を加味した平均エネルギ

ー所要量は、生活活動強度「やや重い」と「重い」

の間に位置していた。試合前後日の平均エネルギ

ー所要量については「中等度」と「やや重い」の

間にあり、スポーツ選手のエネルギー所要量は生

活活動強度を基準に一定に設定してしまうことは

的確でないことが示唆された。
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図5

　

生活活動強度及び練習･試合におけるエネルギー所要量

　

以上のことからこれまで行われている栄養摂取

調査のみの「栄養調査」ではなく、エネルギー消

費量や体脂肪、体重測定を行うことで選手の特徴

をよりつかむことができ、毎日のコンディション

やそれにともなう栄養状態が把握できる。

　

なお今回報告したエネルギー量だけでなく、三

大栄養素やそのバランス、各ビタミンやミネラル

の摂取状況についても選手個人に食品や料理など

を示して、わかりやすく指導した。

V｡まとめ

１。某Ｊリーグプロサッカーチームのトップ選手

　

10名について、日々のエネルギー消費量を算出

　

し、それを加味した栄養調査を行い、選手個人

　

にフィードバックすることでコンディショニン

　

グの手段とすることを試みた。

２．エネルギー消費量は毎日大きく異なるため、

　

一定のエネルギー所要量で栄養摂取調査を評価

　

することの危険性が示唆された。

３．栄養調査は栄養摂取調査だけでなく、エネル

　

ギー消費量や体脂肪、体重測定を行うべきで、

　

それにより選手の特徴をつかむことができる。

　

また毎日のコンディションやそれに伴う栄養状

　

態を把握でき、個人に的確な栄養指導ができる

　

と考えられた。
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要旨

高校サッカー選手のシーズンオフ期における

　　　

心身動態の学校間較差について

東滓

河村

知輝

禎人

　

高校サッカー選手のシーズンオフ期の心身動態

を検討することを目的として、質問紙法（矢田

部・ギルフォードテスト:Ｙ-Ｇ、Cornell Medical

ｌｎｄｅｘテスト:CMI）による調査を行った。これ

ら調査を行った某公立高校生（ｎ=28）と某私立高

校生（ｎ=8）との間には、Ｙ-Ｇで「気分の変化」、

「劣等感」および「神経質さ」が、ＣＭＩでは身体

的項目で「筋肉骨格系」、「皮膚系」、「神経系」、

「疾病頻度」および身体的項目の合計点が、精神

的項目で「怒り」、「緊張」および精神的項目の合

計点が、某私立高等学校の選手において有意に高

値であった。これら学校間較差が生じた原因とし

ては、校風の違いとともに選手の個性や指導者の

個性に加えて、選手の生活環境からの影響が関与

していると考えられた。

緒言

　

高校サッカー部に所属する選手は、シーズンオ

フ期にはクラブ活動を停止するため、シーズン中

とは全く異なった生活環境となる。われわれはこ

れまでに、高校サッカー選手がシーズンオフ期に

内向的・神経質的となる傾向が認められることを

報告した呪

　

しかし、このような心身動態の傾向

は、あらゆる学校において一様であるとは考え難

く、各々学校における校風、あるいはクラブ活動

のあり方や部員の個性およびクラブ指導者の個性

によってクラブの体質が多様性を示すことが考え

られる。今回われわれは、高校サッカー部での部

員の心身動態が学校間でどのように相違が生じる

かを検討した。

岡村

木下

武彦

裕光

対象と方法

　

ほぼ同じ学力レベルと考えられる某公立高等学

校サッカー部員28名（Ａ高校）と某私立高等学校

サッカー部員８名（Ｂ高校）を対象とした。第２

学年末試験が開始される２週間前をシーズンオフ

期と想定し、質問紙式心理テストである矢田部・

ギルフォードテスト）（Ｙ-Ｇ）およびCornell

Medical lndeｘテスト（ＣＭＩ）を実施した。これ

ら調査によって得られたＹ-Ｇのグループ因子レベ

ルおよびＣＭＩのプロフィールレベルの得点を、そ

れぞれ100点満点に換算し、各レベルでの得点が

占める割合をパーセント比率で評価した。

統計と解析

　

得られた計量変数に対しては､分散分析を行い、

Mann-Whitneyび検定を用いて２群間の有意差検

定を行った。

倫理的配慮

　

調査を開始する事前に被験者全員に対し、検査

は無記名式自由参加である旨と検査を拒否した場

合にも何ら不利益は生じないよう学校側に申し入

れてある旨を文書で説明し、各自了承を得た。

結果

　

Ｙ-Ｇでは各グループ因子のうち、Ｃ区分（気分

の変化）、Ｉ区分（劣等感）およびＮ区分（神経

質さ）でＢ高校がＡ高校と比較して有意に高値を

示し、これらの領域において学校間での選手の特

性に違いを認めた（表１）。

大阪サッカー協会医事委員会
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鳥校サッカー選手のシーズンオフ期における心身動態の学校間較差について

表I

　

Y-Ｇのグループ因子

　　　　　　　　　　

/た.t.zた.ｋごＳ!k..I%J.……

グループ因子

　　　

...………煕姐１凶Qg旦j…………………農政………

　　　　　　　　　　　

Ａ。

　　　　　

Ｂ

　　　　

ぴ

Ｄ［抑うつ性］

　

35 ( 0~85) 48 (25-100) 78　　0.193

C［気分の変化］

　

33 ( 0~70) 55 (10~100)　38　　0.004

1［劣等感］

　　

28 ( 5~89) 55 (35~90）　45　　0.011

N［神経質］

　　

30（O~90) 43 (30~90）　59　　0.042

0［主観的］

　　　

30 ( 0~65) 35 ( 5- 60) 101　0.674

Co［非協調的］

　　

40 ( 0~70) 40 (20~75）　98　　0.579

A9［攻撃的］

　　

48 ( 0- 90) 63 ( 5- 75)　88　　0.360

G［活動的］

　　　

50 ( 0- 90) 45 (25- 60)　85　　0.302

R［のんき］

　　

48 ( 0- 95〉40(10~90) 110　0.939

T［思考的外向］40(10~80) 43 ( 0~60) 100　0.647

A［支配性］

　　

55(10~95) 40 (25~90）　81　　0.229

S

　　

Aヽロ

　　

68 10~100　63 25~95　　93　　0.457

表2

　

CMIの自覚症プロフィール

　　　　　　

../.Iこ・２.h.ｋごSル...(%I…

区分質問系統

　

………nTedjanXrange)………………舷……

　　　　　　　

Ａ

　　　　　

Ｂ

　　　　　　

£ﾉ

Ａ

　

目と耳

Ｂ

　

呼吸器系

Ｃ

　

心臓脈管系

Ｄ

　

Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

身
体
的
項
目

Ｊ

消化器系

筋肉骨格系

皮膚

神経系

泌尿生殖器系

疲労度

疾病頻度

Ｋ

　

既往症

10{ 0-･ 60) 10 ( 0~50）　97 0.532

5( 0- 33) 19 ( 0~48）　64 0.058

0( 0- 14) 0(0~21）　94 0.384

4（O~32) 11 ( 4- 29)　70 0.099

0（O~40) 15 ( 1~40）　42 0.003

0( 0- 44) 22(11～33）　17 <0.001

0（O~11) 8(0~42）　59 0.012

0（O~18）O（O~18）

　

99 0.445

0（O~57) 14 ( 0- 29)　93 0.425

0（O~33) 6 ( 0- 56)　６８ 0.015

0（O~13) 3( 0- 13)　94 0.431

Ｌ」隻…………………

精

神

Ｍ

　

不適応

Ｎ

　

抑うつ

○

　

不安

13( 0~50) 21 { 0~67）　79 0.194

0（O~33) 0{ 0- 67)　93 0.229

0（O~33) 11(0~22）　79 0.153

0 ( 0- 50) 25 ( 0- 67)　65 0.051

目Ｕ

　

怒り

　　　　　

６（o~67) 28 { 0- 89)　59 0.036

　

5……－張……………………0(0ニ.M..-11.Lを.池…………M....Q,opi

　

A

　　　　　　　　

8

　

0- 22　20　4~４９　　　４９ 0.016

　

CMIでは各質問系統のうち、身体的項目でＥ

区分（筋肉骨格系）、Ｆ区分（皮膚系）、Ｇ区分

（神経系）およびＪ区分（疾病頻度）が、Ｂ高校

でＡ高校と比較して有意に高値を示し、精神的項

目では、Ｑ区分（怒り）およびＲ区分（緊張）で

Ｂ高校がＡ高校と比較して有意に高値を示し、こ

れらの各領域における学校間での選手の特性に違

いを認めた（表２）。また、身体的項目および精

神的項目のそれぞれの合計点でもＡ高校とＢ高校

の間に有意な差を認めた（表２）。

考察

　

今回行った某公立高等学校（Ａ高校）と某私立

高等学校（Ｂ高校）のサッカー部員を対象とした

調査の結果では、気分の変化・劣等感・神経質さ

・怒り・緊張などの精神的な不安定さに差が認め

られた。この学校間の較差は、思春期中期の精神

発達‘）が、単純に選手個々の特性による時間差と

して生じたものか、学校間での教育方針（校風）

による影響か、あるいは対象母集団が大きく異な

った結果によるものか、などが考えられるが、こ

れらの点については本研究で明らかにすることは

できなかった。また身体的な面で、筋肉骨格系・

皮膚系・神経系などの器質的な項目で有症率に差

が認められた。これら器質的な愁訴が生じた較差

は､学校間でのトレーニングの量／質的な違いや、

選手個々の身体的能力の違い、あるいは指導者の

求めるフレアスタイル等が原因と考えられる。心

理・社会的ストレスととスポーツ障害発生との関連

を調査した研究ではｕ）、生活上の変化体験、とり

わけ能動的変化よりも受動的変化が生じた状況下

およびオーバートレーニングの状態が、スポーツ

障害を生じる精神的ストレッサーとなりやすい傾

向にあるとしている。とくに、男子高校生の場合

には女子高校生と異なり、クラブ活動環境に関わ

る体験が精神的ストレッサーとはなりにくく≒

指導者との人間関係よりも学校生活上あるいは私

生活上の精神的ストレスが、器質的障害発生の原

因となる可能性として示されている。このような

ことからも、今回のわれわれの調査で較差が認め

られたＹ-ＧおよびＣＭＩの精神的項目に提示され

た内容が、身体的症状発生の原因となっている可

能性としてある。とくに、ＣＭＩの身体的項目の

合計点と精神的項目の合計点で、Ｂ高校がＡ高校

と比較して有意に高値を示したことは、クラブ活

動の範囲を越えた広い生活体験での心理的な問題

が、身体的症状の発生と関連していることを示唆
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している。さらに、これまでにわれわれが報告し

たサッカー部員と一般生徒との心身動態の調査研

究において≒サッカー部員は、一般生徒と比較

して器質的な障害の発生率に有意な差はなく、ど

ちらかと云えば機能的な症状が多く認められた点

も心理的な因子が身体的因子に影響を与えている

可能性を支持している。一方、激しいプレースタ

イルを特徴とする選手に外傷発生が多いことから

≒指導者が求めるプレースタイルが身体的障害

発生に影響を与えている点は当然考慮すべきこと

である。

　

以上、質問紙法による高校サッカー選手の心身

動態調査の学校間較差について検討した。今回調

査を行った二校間に身体的および精神的な状況の

違いが認められたが、今回の研究では母集団が大

きく異なることからも普遍的な結果が得られたと

は云い難い。より信頼吐が高い分析を行うために

も、今後十分な対象数による検討が必要であると

考える。
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１。はじめに

各都道府県サッカー協会医事委員会の活動状況

　　　　　　　

(アンケート調査)

安達

高田

研一、

一哉、

達良、

増田

射場

　

一寛

高橋

　　

明

　

博、松原

　

1998年ワールドカップ・フランス大会への出場

により、日本サッカー界は各年代での世界大会へ

の出場を果たし、めざましい発展を遂げつつある

が、さらなる発展のためには代表チームの競技力

向上のみならず、地域からサッカー環境、スポー

ツ環境を整備する必要がある。そのためには、医

科学サポートを充実させることが不可欠である

が、各都道府県サッカー協会（以下、地域協会）

の医事委員会がその活動の中心となるように期待

されている。その活動内容については、日本サッ

カー協会スポーツ医学委員会が都道府県サッカー

協会医事委員会活動に関するガイドライン（表１）

を定めている。今回、地域協会医事委員会の活動

状況を調査したので報告する。

　　

＾

2｡研究方法

　

地域協会47協会の医事委員会に対し、平成10年

１月にアンケート調査を施行した。アンケート調

査内容については、平成10年に施行された大阪医

即会によるスポーツ医に関するアンケート調査と

都道府県サッカー協会医事委員会活動に関するガ

イドライン（表１）を参考に作成した。

アンケートの概要

１）医事委員会の構成

　

・構成員数

　

・日本医師会認定健康医、日本体育協会公認ス

　　

ポーツドクター、日本整形外科学会認定スポ

　　

ーツ医のいずれかの資格を有する医師（μ‾｀^、

　　

認定スポーツ医）の有無

２）医事委員会活動

岡村

中瀬

峰夫、

武彦、

尚長、

山根

河村

東滓

光量、

禎人、

知輝、

渡漫

塩崎

日高

嘉之

嘉樹

典昭

表１．都道府県サッカー協会医事委員会活動

　　　

に関するガイドライン（抜粋）

　

都道府県サッカー協会医事委員会は、それ

が属する都道府県サッカー協会の内部におい

て、他の各種委員会と密接な関係を持ちなが

ら、次の活動を行う。

Ｉ。構成

（1）都道府県サッカー協会医事委員会は、日

　　

本国の医師免許あるいは歯科医師免許を

　　

有する者をもって構成する。

（2）都道府県サッカー協会医事委員は、日本

　　

医師会認定健康スポーツ医、日本体育協

　　

会公認スポーツドクター、日本整形外科

　　

学会認定スポーツ医等の資格を有してい

　　

ることが望ましい。

（3）都道府県サッカー協会医事委員は、日本

　　

サッカー協会主催サッカードクターセミ

　　

ナーに参加することが強く望まれる。

Ⅱ.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

活動

各種大会の医事運営（会場の医事運営）

県代表チームへの帯同

強化選手の健康管理と競技力向上の支援

　

（代表選手のメディカル・チェック、科

学委員会への協力など）

指導者に対するスポーツ医・科学教育

地域協会への協力

アンチドーピング活動

・強化選手の健康診断（以下、①健康診断）

・強化選手の整形外科的メディカル・チェック

大阪サッカー協会

　

医事委員会
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(以下、②メディカル・チェック)

・強化選手に対する高温環境での健康管理につ

　

いての指導(以下、③高温環境対策)

・強化選手に対するドーピングについての指導

　

(以下、④ドーピング対策)

・強化選手のスポーツ事故に対する安全対策

　

(以下、⑤安全対策)

・強化選手のスポーツ傷害保険への加入

　

(以下、⑥傷害保険)

・強化選手に対する栄養指導者による栄養管理

　

(以下、⑦栄養管理)

・強化選手に対するメンタルヘルス・ケア

　

(以下、⑧メンタルヘルス・ケア)

・指導者や選手に対する医学知識の啓蒙

　

(以下、⑨医学教育)

・地域協会が主催する競技会場での医事運営や

　

チーム帯同などの救護活動

　

(以下、⑩救護活動)

　

また、各地域協会医事委員会の活動状況を評価

するために医事委員会活動指数を算出した。その

算出方法は、アンケートの医事委員会活動10項目

のうち、活動していると回答のあった項目数を活

動指数とした（10点満点）。

３。結果および考察

　

アンケートの回答は47協会中41協会より得られ

た（回収率87.2%)。回答が得られた41協会中、

医事委員会が実際に活動していたのは30協会であ

った。以下にアンケートの設問および医事委員会

活動を行っていた30協会の回答結果を示す。

Ｉ．貴委員会の構成についておたずねします。

１）医師は何名いますか

　　　　

O －26（平均9.5±7.0)名

　　　　

内訳

　

Ｏ－５名

　　

10協会

　　　　　　　　

6 －10名　　８協会

　　　　　　　　

11-15名

　　

５協会

　　　　　　　　

16－20名

　　

５協会

　　　　　　　　

21－25名

　　

１協会

　　　　　　　　

26－30名

　　

１協会

一 一 一

２）認定スポーツ医の有無

　　

イ．いる

　　

28協会(93.3%)

　　

ロ．いない

　

２協会（6.7％）

－ － － 一 一

ｎ．貴協会に所属する強化選手の健康管理や安全

　　

対策などについておたずねします．

１）選手の健康診断について

　　

イ．している

　　

14協会(46.7%)

　　

ロ．していない

　

16協会(53.3%)

2）選手の整形外科的メディカル・チェックにつ

　　

いて

　　

イ・している

　　

10協会(33.3%)

　　

ロ．していない

　

20協会(66.7%)

3）高温環境での健康管理について

　　

イ．特に配慮している

　

11協会(36.7%)

　　

ロ．していない

　　　　

19協会(63.3%)

4）ドーピングに対する指導と対策について

　　

イ．ドーピング・チェックをしている

　　　　　　　　　　　　　

Ｏ協会（0.0％）

　　

ロ．選手に対し注意だけはしている

　　　　　　　　　　　　　　

11協会(36.7%)

　　

ハ．していない

　　　　　

16協会(53.3%)

　　

ニ．その他（講習会での指導）

　　　　　　　　　　　　　　

３協会（10.0％）

　

＊ドーピング・チェックを行っている協会はな

　　

かったが、選手に注意をしているところは活

　　

動していると判断した．

５）スポーツ事故と安全対策について

　　

イ．施設、器具、競技場及び周辺の整備など

　　　　

注意・点検している

　　　　　　　　　　　　　　

８協会(26.7%)

　　

ロ．していない

　　　　　

20協会(66.7%)

　　

ハ．その他（講習会での指導）

　　　　　　　　　　　　　　

２協会（6.7％）

6）スポーツ事故と傷害保険について

　　

イ．保険に加入している

　

16協会(53.3%)

　　

ロ．していない

　　　　　

８協会(26.7%)

　　

ハ．その他（回答なし）

　

６協会(20.0%)

7）競技者の栄養管理について

　　

イ．栄養指導者による管理をしている

　　　　　　　　　　　　　　

４協会(13.3%)

　　

ロ．していない

　　　　　

21協会（70.0％）
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木下，安達，射場，岡村，河村，塩崎，高田敬蔵，高田達良，高橋，中瀬，東洋，日高，増田研一，増田博，松原，山根，渡遇

　　

ハ．その他（指導者に対し講習会での指導）

　　　　　　　　　　　　　　

５協会(16.7%)

8）競技者のメンタルヘルスについて

　　

イ．心理療法士等による指導をしている

　　　　　　　　　　　　　　

２協会(6.7%)

　　

ロ．していない

　　　　　

27協会（90.0％）

　　

ハ．その他（指導者に対し講習会での指導）

　　　　　　　　　　　　　　

１協会(3.3%)

9）医学知識の啓蒙について

　　

イ．医学講習会などを行っている．

　　　　　　　　　　　　　　

21協会（70.0％）

　　

ロ．していない

　　　　　

８協会(26.7%)

　　

ハ．その他（必要に応じて）

　　　　　　　　　　　　　　

１協会(3.3%)

10）救護活動について

　　

イ．している

　　　　　　

29協会(96.7%)

　　　

活動内容について（複数回答可）

　　

（1）競技会場の医事運営

　　

28協会

　　

（2）競技会でのチーム帯同

　

14協会

　　

（3）遠征・合宿の帯同

　　　

11協会

　　

ロ．していない

　　　　　

１協会(3.3%)

　

以上のアンケート結果より、医事委員会の構成

員数は平均9.5±7.0名であったが、５名以下が最

も多く、地域協会間で格差を認めた（図１）。ま

た、大部分の協会(93.3%)に認定スポーツ医の

資格を有する構成員がいた。

図１

　

構成員数の度数分布
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医事委員会活動に関して、⑥傷害保険、⑨医学

教育、⑩救護活動は半数以上の地域協会で行って

いたが、その他の強化選手の健康管理や安全対策

については不十分であり、特に⑦栄養管理、⑧メ

ンタルヘルス・ケアについては殆ど行われていな

いと考えられた（図２）。

　　　　　　

図２

　

医事委員会活動内容
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医事委員会活動指数に関して、８点以上の協会

はなく、Ｏ点１協会、１点４協会、２点８協会、

３点４協会、４点５協会、５点１協会、６点４協

会、７点３協会で、平均3.4±2.0点であった。地

域協会間に格差があるものの、都道府県サッカー

協会医事委員会活動に関するガイドラインを満た

す活動を行っていた医事委員会は少なかった（図

３）。

　　　　

図３

　

医事委員会活動指数の度数分布
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今後、ワールドカップ開催国にふさわしい豊か

なサッカー環境、スポーツ環境を地域から築き上

げるためには、地域協会医事委員会活動による医

科学サポートをさらに活発にする必要がある。そ

の活性化には、以下の様な点が重要であると考え

る。

１）マンパワーの充実および多様化。

　

今回の調査で選手の健康管理に関して栄養管
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ＷＳ四’

各都道府県サッカー協会医事委員会の活動状況（アンケート調査）

理、メンタルヘルス・ケア、メディカル・チェッ

ク等が不十分であることが明らかとなったが、今

後は医師、歯科医師の拡充は言うまでもなく、医

科学サポートに興味がある栄養士、心理療法士、

トレーナー、看護婦（士）、などの医療従事者に

呼びかけて構成員を充実させる。

２）財源の確保。

　

地域協会での活動資金の予算化、メディカル・

チェックや救護活動の報酬等により財源を確保す

る。

３）ネットワークの構築。

　

強化選手が受診する医療機関、地域協会内の各

種委員会、日本サッカー協会、あるいは他の地域

協会医事委員会等との情報交換を活発に行いネッ

トワークを構築する。

４）スポーツ医・科学の研究、普及

　

スポーツ医・科学に関連する学会や講習会に参

加し、そこで得られた医学知識や技術を指導者・

選手に指導者講習会やチーム帯同の際に普及させ

る。

　

稿を終えるにあたり、この調査のために御協力

をいただいた日本サッカー協会、各都道府県サッ

カー協会の皆さまに深謝いたします。
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ト調査結果報告書, 1998.

４。まとめ

1 ) 47都道府県協会の医事委員活動状況に関する

　　

アンケート調査を行った。

２）アンケートの回収率は87.2%であった。

３）回答があった41協会のうち30協会において医

　　

事委員会活動を行っていた。

４）地域協会によって格差があったが、都道府県

　　

サッカー協会医事委員会活動に関するガイド

　　

ラインを満たす活動を行っていた医事委員会

　　

は少なかった。

　

Ｊリーグ発足後、日本サッカー協会の指導によ

り各地域協会に医事委員会設立されてから約５年

経過した。現在のところ、その活動状況は十分で

はないが、ほとんどの医事委員会は、ボランティ

アの構成員による無からの出発であり、並々なら

ぬ努力が必要であったと思われる。彼らの現在に

至るまでの努力に敬意を表しつつ、今後の活動に

期待したい。
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【はじめに】

足関節捻挫症例における関節包の組織学的一考察

○増田

　

木村

研一1）

研一3）

　

サッカーに限らず、スポーツ現場において足関

節捻挫は日常的に発生している。スポーツ安全協

会の統計では、スポーツ外傷全体の中で足関節捻

挫は約15％の頻度で生じ、手指の捻挫についで多

いとされているl）。

　

筆者の増田がドクターとして帯同した某国際大

会における足関節の愁訴に対するケアの状況を一

例として示す。期間は22日間で選手数は22人（18

~22歳）の大会であったが、メディカルチェック

で足関節に動揺性や疼痛など何らかの症状を有し

ていたのは44足関節中36関節(81.8%)、プレー

中にテーピングやバンテージなどの固定を行って

いたのは42関節(95.5%)、また大会中にドクタ

ーもしくはトレーナーに何らかの治療・施術を受

けたのは28関節(63.6%)であった。

　

コンタクトスポーツである一方、足関節の運動

性が重要なサッカーの競技特性や選手のレベルに

もよるが、これらは非常に高い数字であると思わ

れる。このように本症は比較的頻度の高い外傷の

一つであるが、安易に考え再発を繰り返し慢性化

する例も少なくないのが現状である。

　

O'connerは腰骨外果部前方に開く足根洞の圧痛

と後足部の疼痛・不安定感を特徴とする症候群を

足根洞症候群と報告した几しかし厳密な定義が

難しいこともあり、今なお症候群の域を出ていな

い。

　

様々な不定愁訴の原因として、足関節の靭帯や

周囲組織における機械的感覚受容器から中枢神経

系へ至るフィードバック・システムの破綻を指摘

する意見もあるお呪すなわち関節の位置感覚や

運動感覚に関わる求心性シグナルが正常に伝わら

ずヽ結果として静的・動的不安定性などをもたら

武田

玉置

大輔丿

哲也1）

すという考えであるが、今のところ十分な解明に

は至っていない。

【目的】

　

今回の調査目的は、足関節外側靫帯損傷症例

（新鮮例、陳旧例）を対象として関節包を採取し、

組織学的検索を行うことである。足関節外側靭帯

の中で最も損傷されやすい前距誹靭帯は関節包内

靭帯であり、この外側に位置する関節包は支持組

織の中で比較的表層、言わば内反強制時に伸長ス

トレスを受けやすいと判断した。

【対象・方法】

　

今回足関節包を採取した症例は、新鮮例４例

（男性、16～29歳［平均21.8歳］）、および陳旧例

１例（男性、36歳、受傷後15年）、さらに対照例

１例（男性、36歳）であった。新鮮例の場合、自

己申告ではいずれも初めての受傷で、受傷から手

術までの時間は5～12日（平均7.3日）であった。

確定診断はストレス・レントゲン写真で距骨傾斜

角15度以上であることとした。術中所見ではいず

れも前距誹靭帯は実質部で完全断裂しており、吸

収糸で縫合した。

　

関節包の採取に関してであるが、靭帯処置に先

立って切開した関節包内面の前距誹靭帯中央部に

ほぼ相当すると思われる部分を約２ｍｍ四方採取

した。いずれも肉眼的には、同部に明白な出血な

どは認められなかった。

　

今回の組織学的検索には主に２つの方法を用い

た。簡単に手順を述べると、まず免疫組織化学的

手法はZamboni液で前固定後にリンス、凍結包埋、

切片作製を経た後に抗substance Ｐ抗体処理、

1）関西鍼灸短期大学

　

整形外科

　　

2）関西鍼灸短期大学

　

東洋医学臨床教室

　　

3）和歌山県立医科大学

　

整形外科
≪tll+.人学サvｶ一辿川Ｖれ委□※人阪サyｶｰ協会IX'IH-M
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足間接捻挫症例における関節包の組織学的一考察

FＩＴＣ標識を行い、蛍光顕微鏡下で観察した。続

いて微細構造検索であるが、Karnovsky液にて前

固定後にリンス、四酸化オスミウムで後固定さら

に脱水、包埋を経て薄切片を作製、そして超薄切

片を作りウラン・鉛で二重染色を行い、電子顕微

鏡で観察した。

【結果】

　

対照例と比較して、異常と思われた代表的な所

見を述べる。まず全体像をトルイジンブルー染色

したスライドでは膠原線維以外に豊富な神経線維

と思われる濃青色の線維が認められた。免疫組織

化学的手法下では、これらの線維はsubstance Ｐ

陽性であることが示され、特に血管周囲に豊富で

あった。微細構造的には、有髄・無髄神経線維内

に脱髄や軸索流の異常などの変性を思わせる構造

異常が認められた。微細血管においても内腔の閉

塞や内皮細胞の変性が認められた。新鮮例に比べ

ると陳旧例の方が程度・頻度ともに軽度と思われ

図1

　

新鮮損傷例における有随神経線維（穎粒、空胞形成や脱髄

　　　

など、軸索流の変化を思わせる構造異常が認められる）

に

－

　

’ｌ

　　

い．々-，．’４．．ｌ

し

　

χ丿･- ・５．　ｅ　．’・　　ｙ
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図2

　

新鮮損傷例における無随神経線維（図ｎこ類似した所見が認

　　　

められる）

￥.1
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図3

　

新鮮損傷例における微細血管（内腔の閉塞と内皮細胞の変

　　　

性が認められる）

図4

　

陳旧損傷例における有髄（一部無髄）神経線維（新鮮損傷

　　　

例に類似したやや軽度の所見が認められる）

rT４
図5

図6

陳旧損傷例における無髄（一部有髄）神経線維（新鮮損傷

例に類似したやや軽度の所見が認められる）

を

　

１

陳旧損傷例における微細血管（新鮮損傷例に類似したやや

軽度の所見が認められる）

た(図１～６)。

【考察】

　

以上の所見をまとめて臨床面との関わりを考察

する。

　

まず、足関節の関節包内にsubstance Ｐ陽性神

経線維が豊富に存在していたことに関してである

が、同部は物理的な制動機構としての性格だけで

なく、受容器から神経系統へ至る機能をつかさと

っている可能性を示唆していると考えた。

　

また微細構造的にみて、血管や神経線維の変性

が受傷から比較的長時間を経た段階でも認められ

た。したがって足関節捻挫の場合、以前からの報

告2いににあるような靭帯や足根洞付近の軟部組

織のみならず足関節包にも受容器から神経系統へ

の異常が存在し、したがって臨床症状の改善には

物理的構造の修復だけでなく神経系統の正常化

（例えばPNFなど）が重要であると改めて判断し

た。足関節のテーピングの効果についても、動揺
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増田，武田，木村，|く跨

性の制御のみならず前述のフィードバック機構の

改善を考える意見もある5）。

　

いずれにせよ、当然ながら「単なる足首の捻挫」

と安易に考える事なく慢性化を防ぐことが重要

で、そのためには足関節の固定・運動を偏る事な

く共に行わせることが必要と判断した。

【まとめ】

１。足関節捻挫症例を対象として関節包の組織学

　　

的検索を行った。

２．関節包にはsubstanceＰ陽性神経線維が豊富

　　

に存在していた。

３．微細神経線維や血管の変性を思わせる構造異

　　

常の所見が認められた。

４．足関節包には物理的な制動機構としてだけで

　　

なく、受容器から神経系統へ至る機能をつか

　　

さどっている可能性を示唆していると思われ

　　

た。

５．本症の臨床症状の改善には物理的構造の修復

　　

だけでなく神経系統の正常化が重要であると

　　

改めて判断した。

【文献】

Ｉ）スポーツ安全協会：スポーツ等活動中の傷害

　　

調査，第10巻（昭和60年度），第11巻（昭和

　　

61年度），財団法人スポーツ安全協会.
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はじめに

市販マウスガードについて

◇村井

　

片山

宏隆1）

　

直1）

　

現在、サッカー選手におけるマウスガードの使

用状況は、他のコンタクトスポーツに比べて非常

に少ない。しかし、サッカーにおいて歯、顎骨な

ど口腔内の外傷の発生は決して少なくはない。こ

のような外傷の発生軽減、防止するためにマウス

ガードの使用は有効であると思われる。

　

大山ら1）は、マウスガードの主たる目的は、外

傷の防止、具体的には、（１）唇側からの直接的

外力から歯を保護する、（２）口唇、舌、頬に対

する歯による損傷を防止する、（３）下顎に外力

が加わったときに上顎との破壊的な接触から歯お

よび修復装置を保護する、（４）衝撃力から顎関

節を保護する、（５）顎関節を介しての脳への衝

撃による脳震畳や、より深刻な脳へのダメージを

防ぐことである、と述べている。また、月村ひ’

は、マウスガードを装着することにより、咬合が

安定し重心の動揺が減少し平衡感覚が向上すると

報告しており、このように運動能力の向上も見ら

れると思われる。

　

現在マウスガードには､市販されているものと、

歯科医師によって個々の選手に対して製作される

カスタムメイドのマウスガードがある。石島ら3’

の調査では、実際には市販されているマウスガー

ドを使用している選手がほとんどであり、その中

の多くが使用しているものに対して不満があり、

改善を希望している。

　

今回、多種のマウスガードならびにマウスガー

ド材料が市販されるようになってきており、それ

らの使用時の装着感などについて調査を行った、

石原

司馬

祥世1）

　

成2）

方法

　

無作為に選択した一般に市販されているマウス

ガード５種類（図１～５）について製作し、大学

サッカー部員に使用時の装着感などについてアン

ケート調査（表１）を行った。

一
．
一
・
・
．
ニ

一
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「
一
一
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ｒ
一
『

図.1使用したマウスガードSAFETGARD(ｾｰﾌﾃｨｶﾞｰ附)

匿2使用したマウスガードＨＡＭＭＥＲ(EZ-GARDﾈt)

図.3使用したマウスガードSHOCK DOCTOR (EZ･GA即杜)

1）明海大学歯学部

　

2）司馬歯科医院
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市販マウスガードについて

図.4使用したマウスガードＳＨＯＣＫＤＯＣＴＯＲＶＩ.0(EZ-GARD社)

八
‥

SＨＯＣＫＤＯＣＴＯＲＶ３.0(EZ･GARD杜)

　　　　　　　　　

表.1アンケート用紙

･アンケート

　

装着感

　

．フィット感

　　

良い

　　　

悪い

m

　

t
≪
　
ｆ
ｆ
ｉ
口
｀
ｍ
｀

その他

　　

良い

　　　

悪い

　

軟らかい

　

ちょうど良い

はずれない

　

はずれる

　

できる

　　

できない

　

とじれる

　

とじれない

　

しやすい

　　

しずらい

　　

良い

　　　

疲れる

のみこめるのみこめない

硬い

　

マウスガードは、すべてお湯により軟化を行い

圧接する種類を選択した。製作は、指定されてい

る方法の口の中で直接圧接するのではなく、歯科

用印象材料を用いて口腔内の印象採得を行い、上

下顎の作業用模型を歯科用石膏にて製作し、咬合

器上で圧接を行い、各マウスガード装着時の咬合

に大きな差がでないように製作した。

　

製作したマウスガードを装着し、若干の調整を

行った後（図6～10）で、練習中に装着したとき

の各マウスガードについてのアンケート調査を行

った。

図.6完成したマウスガードＳＡＦＥＴＧＡＲＤ（セーフティガード社）

図.7完成したマウスガードＨＡＭＭＥＲ(EZ･GARD社)

凰8完成したマウスガードSHOCK DOCTOR (EZ-GARD社)

匿9完成したマウスガードSHOCK DOCTOR Vl.O (EZ-GAKDft.)
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村井，石原，片山，司馬

図.10‘完成したマウスガードSHOCK DOCrOR V3.0 (EZ-GARD社)

結果

　

装着感には個人差が大きいので１例を結果と､し

てあげる。

1. SAFETGARD

装着感

　

フィット感：良い

　

硬さ：ちょうど良

い。

脱落：なし、会話：できる、口：とじれる、

呼吸：しやすい、使用感：良い、唾液：のみこめ

る

その他：右側犬歯から後ろで咬み合わせが強い。

臼歯部が少し緩い。サ行が少し発音しにくい。

2. HAMMER

装着感

　

フィット感：良い

　

硬さ：硬い、

脱落：なし、会話：できる、ロ：とじれる、

呼吸

　

しやすい、使用感：疲れる、唾液：のみこ

める

その他：咬み合わせはよく、違和感があまりない。

下唇に少し引つかかる。

3. SHOCK DOCTOR

装着感

　

フィット感：良い

　

硬さ：ちょうど良

い、脱落：あり、会話：できない、口：とじれな

い、呼吸：しづらい、使用感：良い、唾液：のみ

こめる

その他：咬合状態はよいが、咬み合わせが少し高

い。臼歯部が緩く、特に右側臼歯部が開口時には

ずれる。上顎前歯がでているような感覚がある。

4. SHOCK DOCTOR Vl.O

装着感

　

フィット感：悪い

　

硬さ：硬い、

脱落：なし、会話：できない、口：とじれる、

呼吸：しづらい、使用感：疲れる、唾液：のみこ

めない

その他：唾液がすごくでて、長時間は装着できな

い。嘔吐反射がある。

5. SHOCK DOCTOR V3.0

装着感

　

フィット感：よい

　

硬さ：硬い、

脱落：なし、会話：できる、口：とじれる、

呼吸：しやすい、使用感：よい、唾液：のみこめ

る

その他：フィット感は、吸着力があり一番よい。

フィット感が良すぎて、少しきつい感じがする。

前歯部があいていて、呼吸がしやすい。嘸下、会

話等も良好である。

考察

　

今回市販マウスガードを使用し、運動時におけ

る装着感などについてのアンケートを行ったが、

装着感特に硬さなどについては、個人の好みなど

があり一概にはどれが一番優れているかは決めら

れないと思われる。

　

脱落が認められるものが数例みられたが、これ

は軟化したマウスガードを模型上で圧接を行った

ため、均一な圧接が十分にできず、その結果歯列

への密着が不十分となり脱落したと思われる。口

腔内で製作することにより、咬み合せがずれない

ために模型上で作製したことが密着を悪くしたよ

うである。指定された口腔内で直接圧接を行い製

作したものでは、フィット感が悪いものもみられ

たが、使用中に脱落するものは特に見られなかっ

た。模型上で製作する場合には、カスタムメイド

のマウスガードを製作するときと同様に吸引など

を行うべきであったと思われる。

　

今回のアンヶ－トでは、前歯部に少し空隙があ

るほうが呼吸しやすいという結果であった。呼吸

について、石上らはヘマウスガード装着の有無

による酸素摂取量は、大きな相違は見られなかっ

たと報告しており、また山田ら5)は、閉口状態で

運動負荷を与えた場合にマウスガードの装着がロ

呼吸の抵抗となるが、前歯部に溝などを付与する

ことによりある程度解消できると報告している。

　

例としてあげた被験者は、4 . SHOCK

DOCTOR Vl.Oのみ唾液の流出がひどく長時間の

使用ができなかったが、これについても手指によ
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市販マウスガードについて

る圧接でマウスガードの形態が不良となったため

と思われる。マウスガードの外形の設定について、

大山らいは、最も受傷頻度が高い上顎前歯部唇側

は十分に被覆する必要があり、歯肉頬移行部から

３～５ｍｍ咬合面に設定する。小臼歯部から大臼

歯部にかけての頬側は、頬部を介して間接的外力

は加わるが直接的外力が加わることはないため、

歯肉頬移行部まで被覆する必要はないが、頬粘膜

や舌の損傷を防ぐためと、マウスガードの維持を

良好にするために臼歯の歯冠部を被覆する必要が

あり、同部頬側の外形は、後方臼歯に向かうに従

って歯頚部方向へ移行していく。また、原則的に

は最後方臼歯まで被覆するべきではあるが、咬合

に関与していない第三大臼歯が存在する場合に

は、これを被覆せず第二大臼歯遠心部までにとど

めたほうが違和感は軽減する。マウスガードの厚

みについては、前歯部では約３ｍｍ、臼歯部では

約２ｍｍの厚さを確保すれば良い。唇頬側辺縁部

においては、変形を防ぎ異物感を少なくするため

に約1.5～２ｍｍ程度の確保すると報告している。

また大西ら6リよ、嘔吐感や息苦しさを訴える場合

には、後縁を第一大臼歯近心にすることで改善さ

れたと報告している。

　

会話においては、ある程度のフィット感があり

脱落が認められなければ、まったく話ができない

ということはないと思われるが、口蓋側に違和感

が少ないように可及的に薄く、小さくすることに

より、会話の障害にはならないと思われる。

　

また、使用感が悪く疲れるというのは、口唇に

引っかかる等装着時に違和感を認める場合に見ら

れており、マウスピースの厚さが関係していると

思われるが、例にあげた被験者が使用感の悪さを

訴えたものは２種類あり、これらの色は異なって

いるが材質、形態等は、ほぼ同じと見られ形態も

影響しているのではないかと思われる。

結論

　

今回､製作時に明らかに失敗したと思われる4.

SHOCK DOCTOR Ｖ１.0以外には個々による差は

特に見られず、装着感も悪くないようであった。

また、可及的に薄く、小さくすることで違和感等

異物感の軽減ができ、装着感も向上できると思わ

れる。装着時の咬合状態を適切な状態に保ち違和

感の少ないマウスピースを作製するには、カスタ

ムメイドのマウスピースが最善であると思われる

が、フィット感等精密さでは、カスタムメイドの

マウスガードには劣るものの安価で容易に製作で

きる市販マウスガードでも正確に製作出まるので

あれば、十分に使用できると思われる。
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サッカーと歯科検診

片山

石原

　

直1）

祥世1）

　

近年、小、中学校、高等学校では、健康診断の

一環として歯科検診が義務化されている。しかし、

卒業後は歯科検診を受ける機会は少なくなり、個

人の管理にゆだねられる事が多く、そのため、口

腔に対する認識いわゆるデンタルIQの違いによ

り、歯の寿命も大きく変わってくる。

　

自然治癒がなく、体調や環境の変化に影響をう

けやすく、その上、痛みの度合いが人間が経験す

る痛みの最高レベルであるといわれる歯科疾患の

管理は、これからますます重要になってくるもの

と考えられる。

　

運動選手の咬み合わせの重要性は周知の事実で

あり、また試合中の歯痛などのトラブルを避ける

ためにも歯科検診は有効であると考えられる。今

回、清水エスパルスの選手の歯科検診を行ったの

で報告する。

方法

１。口腔診査表（図１）

　

この図に記載されている項目を順を追って説明

する。診査は1998年12月に実施した。
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成2）

口腔内の｡現症

　

口腔内に装着されている金属製やポーセレン

（陶材）製の人工的な歯、欠損している部位、う

蝕になっている歯などを検査し、記載している。

粘膜疾患

　

口腔粘膜に異常がある場合には左右頬粘膜、上

下唇､上下顎堤､舌等に分類して以上を記載する。

歯石沈着

　

歯石が付着しているかをチェックし、特に下顎

の前歯の舌側を検査する。

歯周疾患

　

いわゆる歯槽膿漏があるかどうかをチェックす

る。

清掃状態

　

食物の残湾および着色などを調査する。

模状欠損の状態

　

歯と歯肉の境目に模型の欠損があるかを調べ

る。特に小臼歯部（前から数えて４番目付近）に

ついてチェクする。

不正咬合の有無

　

歯をかみ合わせたときにほぼすべての歯が接触

しているかを調べる。

口腔診杏結果

　

口腔内を検査した結果を３種類の指示より選択

する。すなわち上記の診査項目をチェックした時

点で治療の有無を決定し、直接見えないが齢蝕な

どの疑いがある場合は歯科医院にて調べてもら

う。

治療証明

　

治療の必要な選手は歯科医院にて処置した後、

チームの事務局に歯科処置の報告を行う。

２．咬合診査について

　

咬合診査には咬合力測定フィルム「デンタル

プレスケール」（図２）と、専用評価装置「デン
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図.1今回使用した口腔診査表

1）明海大学歯学部、

　

2）司馬歯科医院、清水工スバルスチーム歯科ドクター
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サッカーと歯科検診

タル

　

オクルージョン

　

プレッシャーグラプオ

クルーザー”」（図３）を用い、咬合力や分布状態

を視覚的に画像表示した。デンタル

　

プレスケー

ルはマイクロカプセルを薄層に塗布して咬合圧の

かかったところのカプセルが破壊され、その濃度

によって加わった力を求める。濃度を圧力として

数値化し、咬合の分析を行うためにオクルーザー

を用い以下の項目を測定した。なお、本測定は

1997年７月に実施した。

図.2咬介力測定フィルム「デンタルプレスケール」

　　　　

図｡3引-H評価装置「オクルーザー」

咬合面積

　

デンタル

　

プレスケールに印記された部分の面

積すなわち上下の歯の接触している部分を表す。

平均圧力

　

デンタル

　

ブレスケールに印記された部分の平

均の圧力を表す。

咬合力

　

デンタル

　

プレスケールに印記された部分に加

わった圧力（咬合面積×平均圧力）を表す。

結果と考察

１

口腔診杏表について

結果については表１に示す。

　　　　　　　　

表｡1口腔検査の結果

　　　　　

平均処置痢

　　　　　　　　　　　

7.4本

　　　　　

粘膜疾患

　　　　　　　　　　　　

なし

　　　　　

歯石沈着

　　　　　　　　　　　

59.3%

　　　　　

歯周疾患

　　　　　　　　　　　　

3.7%

　　　　　

清掃状態

　　　　　　　　　　　

22.2%

　　　　　

襖状欠損

　　　　　　　　　　　　

7.4%

　　　　　

不正咬合

　　　　　　　　　　　

14.8%

　　　

判定要治療

　　　　　　　　　　　

63.0%

　　　　　

精密検査

　　　　　　　　　　　

11.1%

　　　　　

治療必要なし

　　　　　　　　　

25.9%

　

口腔内の現症としては平均処置歯が7.4本とな

った。処置歯が皆無の選手はいなかった。また処

置歯の一番多い選手は19本であった。一般に歯は

28本でその約68％処置していることになり齢蝕の

多さと共に歯科医院への通院にもかなりの日数が

かかったと想像される。

　

粘膜疾患はまれに見られるが今回、受診者には

見られなかった。今後、本項目は検査表より除外

し、特に異常が見られる場合は余白部分に記載す

る事にする。歯石の沈着は約60％の選手に見られ

た。歯石の沈着は歯周病の原因ともなるので定期

的に除去を行うことが推奨される。歯の表面は経

年的に粗くなり食物の残漬か停滞しやすくなる。

とくに下顎の前歯部においてその傾向が強く、一

般患者にもその部分の口腔清掃指導を特に念入り

に行っている。歯周疾患の有無については3.7%

と比較的小さな値であった。歯周疾患は若年者

（10歳台）においても発生しており、注意を要す

るものの一つである。また口腔清掃状態の悪い選

手は６名あった。選手の年齢層である20、30歳代

は歯槽膿漏の予備軍であり、歯を長持ちさせるた

めには歯の健康といった意識を持つように指導し

たい。模状欠損は主に不適切な歯磨きや咬合の異

常から起こることが多い。今回２名の選手に見ら

れた。軽度のうちは症状も少なく短期間で処置で

きるので早いうちに処置されることが望ましい。

近年、寝ているときの歯ぎしり等を家族に指摘さ

れて来院する患者もあり、歯の摩耗が多く見られ

る。現在、就寝時のみ装着するマウスガードけ

イトガード）があり、歯の損傷を減らしてくれる。

不正咬合は鯖蝕の発生や顎関節症の原因となるo

3名の選手に見られた。これらの結果より63％の

選手が何らかの治療が認められた。早期の治療は
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歯の切削量が少なくなり、治療時間、治療費が節

約できることは言うまでもない。オフシーズンに

歯科治療が完了していれば、リーグ戦での歯科に

おける痛みなどを回避できる可能性が高くなる。

わが国の国内、国際試合に参加した経験を持つト

ップアスリート252人の歯科保健状況によれば1)、

歯科健康診査を定期的に受けている人は19％、気

がついたとき40％となっている。そして、歯の痛

みで試合に影響したことがある人は8.7%となっ

ている。この数値はサッカーにおいては非常に大

きな意味を持つ。個人競技と違い、団体競技であ

るサッカーにおいて一人の選手がコンディション

が悪ければチーム全体に影響を及ぼすことはいう

までもない。選手が絶えずベストコンディション

に維持することが理想であるが、なかなか難しい

ことである。そんなところへ歯が痛いといった問

題が入ってくると本来の力がでるはずがない。検

診により歯科の疾患がある程度把握され、歯科医

による指示があり、不慮の事故が予防できるとこ

ろに歯科検診の意義があると思われる。

２．咬合診査について

　

デンタルプレスケールは咬合分析に用いられ

2･3)、臨床現場においても利用されている≒結果

を表２に示す。すなわち咬合面積においては

　　　　　　　

表｡2咬合検査の結果

　　　　

咬合面積

　　　

19.2 (6.7)　㎡

　　　　

平均圧力

　　　　

54.5 (13.1) MPa

　　　　

咬合力

　　　

1051.0(461)Ｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(ＳＤ)

10.1m㎡より34.1m㎡の範囲で平均は19.2m㎡であ

った。接触面積が小さくなれば上下の歯を咬んだ

場合、その部分への負担が増加し、将来歯の破折

等のいわゆる歯の外傷を招くことがあるのでこの

値が小さい場合は注意を要する。平均咬合圧は

54.5Mpaの値を示した。今後、データを増やし比

較対照としたい。今回の測定では左右のバランス

については評価しなかったが左右の咬む力や接触

面積が大きく異なった選手が数多くいた。咬合の

バランスが不均衡な場合全身に及ぼす影響などの

報告もあり5)治療を要するヶ－スもある。

結論

　

今回、清水エスパルスの選手を対象として歯科

検診を行った。その結果、半数以上の選手に何ら

かの歯科疾患が認められ治療を要すると思われ

た。これらのことからシーズン前の歯科検診は必

要と思われた。
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結

　

果

　

全日本大学サッカー連盟では毎年選抜チームを

結成レ海外遠征などを行っており、その候補選

手達に対して医事委員会が中心となり､整形外科、

内科そして歯科のメディカルチェックを行ってい

る。サッカー選手における整形外科的な障害に関

する報告は多数なされているが、歯科に関する報

告はあまり見られない｡口腔は体の入り口であり、

歯を含む口腔に障害があれば摂食に支障をきた

レひいては全身にも影響を及ぼす。礪歯や歯周

疾患を放置すると試合前日や試合中に疼痛を生じ

ることもあり、コンディション作りの一部として

もそれらの治療や予防は重要である。そこで今回

われわれは、全日本大学選抜チームの候補選手に

おける顔歯の状況について調査レ若干の知見を

得たので報告するっ

調査対象

　

調査は平成８年･および10年の全日本大学選抜チ

ームの最終候補選ｆ、ＧＫ５名、DF16名、MF14

名、FWll名、合計46名を対象として行った（表

１）。

　　　　　　　　

表1

　

調査対象

　　　

平成８年平

　

10年合計

GK

　　　　

3

　　　　　　

2

　　　　　

5

DF

　　　　

8

　　　　　　

8

　　　　

16

MF

　　　　

8

　　　　　　　

6

　　　　　

14

FW

　　　　

5

　　　　　　　

6

　　　　　

11

己計

　　

24

　　　　

22

　　　

46

松本

山下

森

公寿21

　

純･･

文治･）

孝久･）

宮川

田中

岡崎

俊平一）

寿一丿

正敏･）

　

智歯（いわゆる親知らず）を除いた未治療の饌

歯の数は１本もなかった者から最高９本見られた

者までいた。その内訳は１本もなかった者が19名

(41.3%)、1本の者が13名(28.3%)、2本の者が

６名（13.0％）、3本の者が２名(4.3%)、4本の

者が３名（6.5％）そして５本、６本、９本の醐

歯を有する者が各々１名（2.2％）づつであった

（図り。また、一人当たりの平均未治療齢歯数は

1.4本であった。

3本
2人‘４丿

２本

６人丿川I-

　　　　　　　　　　

６本

　　　　　　

5本

　

１人(2,2｡)

　

４本

　

１人(2.2%)

3人ぐ65い

　　　　　　　　　　　　

ｰ

９本

人(2.2*.)

　

１本
13人(28,3"≪)

　

図１

　

顧歯の本数

　　

O本
19人(413%)

　

４名(8.7%)においては齢蝕の進行がひどく、

抜歯が必要となる歯（要抜去歯）を有していた

（図２）。
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図２

　

要抜去歯の有無

1）埼玉医科人学総合医療センタ丿俐［］腔外科

　

2）全日本人学サッカー連盟医事委員会
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智歯は34名(73.9%)に認めた。そのうち、鯖

蝕および萌出位置や萌出方向の異常により抜去し

た方が良いと思われる智歯を有する者は15名であ

った（図３）。

　

ある

15人で32.6%)

喝||軸，
宍
迂
謡
リ

　

ｌ【芦‾･‾

こ巾|川咽９

　　　　　　

図３

　

要抜去智歯の有無

　

要抜去智歯の本数は１本の者が最も多く６人

(40.0%)であった。２本、３本、４本の要抜去

智歯を有する者は各々３人（20.0％）であった

（図４）。

　

４本

３人(20.0%)

３人(20.0%)

考

　

察

　　　　　

２本

　　　　

３人(20.0%)

図４

　

要抜去智歯の本数

　

１本

６人(40.0%)

　

今回の調査では、選手一人平均の智歯を除いた

鴎歯の本数は1.4本であり、智歯を加えても2.1本

であった。国民健康調査では20歳から24歳におけ

る一人平均未処置醐歯数は2.1本と報告されてい

るのでほぼ平均的な結果といえる。

　

しかしながら

関東大学サッカー連盟所属の大学サッカー部員を

対象としたアンケート調査では口腔内の定期検診

を受けているものはわずか4.8%にすぎないとの

報告もあり、口腔内に対する関心の低さが指摘さ

れている。

　

歯科検診においては齢蝕の深さにより４段階

（Ｃ,から（≒）に分類しヽ評価するのが一般的であ

る．Ｃ了は自覚症状はほとんどないがヽＣ匹なる

と冷刺激などにより疼痛を感じるようになる。C、

では拍動性の自発痛を生じるようになりヽC4とな

ると歯冠部は崩壊し、残根状態を呈し、抜歯の適

応となる（図５）。また（へ以上では顎骨内に嚢胞

r. ..エア八･し質に汲弓1
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顔蝕の深度による分類

を形成したり、骨髄炎の原因となることもある。

　

最も齢蝕の多かった選手においてはＣ戸齢歯が

３本の智歯を含めて７本も見られた。そのほかに

Ｃ｡の齢歯が３本、Ｃ｡の齢歯が２本あった（図６）。
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麟歯の多い選手の歯式

このような状態ではいつ疼痛が発現してもおかし

くなく、また咬合のアンバランスからキックの際

に踏ん張りがきかない、満足な咀聯が出来ないた

め栄養摂取の面で不利となるなど、様々な問題が

起こり得る。大学選抜チームの選手達は将来プロ

のサッカー選手になるものが多いことから、この

レベルの選手はより高い自己管理能力を身につけ

て欲しいものである。

　

今回の調査は時間も予算もスタッフも限られた

中での調査であったため、処置歯の検査やＸ線検

査などを行う余裕はなく、硝歯の有無についての

みの調査しか行えなかった。また、メディカルチ

ェックは強化合宿の直前もしくは合宿中に行われ

るため、異常を指摘しても治療する事が出来ない
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鈴木，荒川，佐々木，松本，宮川，福林，西尾，高松，山下，田中，増田，大槻，月坂，森，岡崎，下山，野村

まま遠征や大会に臨まざるを得ないのが現状であ

る。今後は医事委員会として検診環境やその後の

フォローアップの充実を図っていきたいと考えて

いる。また選手はもちろんのこと，指導者の方々

にも鯖蝕をはじめとする口腔内への関心を高めて

いただき，その予防や治療について積極的に取り

組んで頂きたい。
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１

目

　

的

2002年に向けたサッカーのプロモーション戦略を考える

一勝利の女神ＮＩＫＥに学ぶヒーローとメディアの役割－

　　　　　　　　　　

嵯峨

　　

寿

　

映像制作技術や情報通信手段が飛躍的に発達し

たおかげで、テレビを通じて臨場感溢れるＷ杯中

継に一喜一憂することができるようになった。地

球に張り巡らされた放送網を介し延べ300億人が

観戦する４年に一度のＷ杯は、地球をサッカー色

に染める。

　

運営成功を宿命づけられたＷ杯において、2002

年大会は初の共催形式ということもあって、大会

運営や放映態勢などをめぐる課題は山積している

ようだ。今や地球的規模となったこの祝祭の成功

にとって開催国の経済力や技術力が問われるのは

もちろんだが、これに加えて、スポーツにとって

の文化的風上の醸成と、祝祭を盛り上げる国民ひ

とりひとりの主体性を喚起することが非常に大事

であるように思われる。

　

2002年に向けた準備過程におけるプロモーショ

ンの意義は特に注意されなくてはならない。サッ

カーに対する国民の認識や価値観を刺激し、スポ

ーツの文化的風土の成熟にもつながるプロモーシ

ョン戦略によって、21世紀のわが国のサッカー及

びスポーツ全体の革新のための精神的・文化的土

壌が形成されることを期待したい。

　

本稿では、ナイキのテレビコマーシャルとその

背後に流れる企業理念や創業者Ｆ.ナイトの理想

についての考察を通し、2002年Ｗ杯に向けサッカ

ーに対する国民の関心と理解を深めるにあたって

有効と思われるプロモーション施策を提言した

い。

２。ナイキのテレビコマーシャルの特徴

　

大抵のスポーツ用品メーカーのコマーシャル

が､例えばシューズなどの自社商品について音声

筑波大学体育科学系

や文字によってその性能を強調し、長い時間アッ

プで映し出すのに比べ、ナイキの場合は、商品の

直接のアピールを一次目的にしていない、スウッ

シュマークの付いたシューズはストーリーの自然

な流れの中で瞬間的に露出される程度で、シュー

ズの神通力が生み出している（のではないかとの

印象さえ与える）スーパープレーが、最先端の映

像技術を駆使し、劇的なメッセージとユーモアを

織り混ぜ、演出されている。

　

ナイキは明らかに「靴より意味ある何か」（24

頁）を訴えかけているのであるが、その「何か」

というのはまさしく指示内容の抽象的な「それ

　

《it》」であって、視聴者白身の状況や想像に応

じて感じ取ることができるよう計算・意図されて

いる。「それ《it》」は多義的であるのだが、各個

人に宿る無限の可能性への挑戦を激励し、勇気を

奮い立たせるsomething great であることは確か

である。

　

「それ《it》」を全身で体現しているのがスーパ

ースターたちであり、サッカーでは、カントナや

ロマーリオなどである。彼らは、プレーが優れて

いるだけでなく、“ナイキ・ガイ”として「それ

　

《it》」の持ち主であるかどうかが問われ、健全

である必要などは全くないのである（56頁）。

　

ところで、ナイキのコマーシャルはテレビの前

の視聴者に感動や夢を与えるだけでなく、それに

登場するスーパースターや一般のアスリートたち

に対し自尊心と誇りを植え付けている。Ｍ・ジョ

ーダンが画面に映し出される自分のプレーを観て

蘇生すると言うように(115頁）、多くのアスリー

トにとってナイキとの契約は、収入面の向上だけ

でなく、コマーシャル出演による精神的効果も大

きな魅力となっている。
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３。ナイキの企業理念とF.ナイトの理想

　

ナイキの創業者のひとりＦ.ナイトは、オレゴ

ン大学陸上チームで中距離ランナーとして活躍

し、1964年にコーチのＢ.バウワーマンと「ブル

ー・リボン・スポーツ社」を設立、オニツカ・タ

イガーのシューズを日本から輸入販売する商売を

手始めに、78年には社名を現在のナイキに変更、

ソニーやコカ・コーラと肩を並べる「世界的な巨

大ブランド」への転換を果たすことに成功した。

　

そのナイトの理想と企業哲学が最も端的かつ明

瞭に伺える一節を引用しよう。

　　

「会社が、ずばぬけた才能をもつアスリートが

栄光を手に入れる手助けをしていけば、すばらし

い結果が生まれるだろう。偉大なアスリートに対

して一般の人々が自分と同じ様に考えてくれるよ

うになれば、アスリートたちは昔の英雄と同じに

なれるだろう。人々はそんな英雄たちの話に耳を

傾けるだろう。真の偉大さは、現代社会のご都合

主義や失望・混乱によりいつしか輝きを失ったも

のの、誰もが、本来それはどこかに存在しうると

信じており、優れた運動選手こそが、その信念に

訴えかけるものだからだ。英雄的なアスリートを

崇拝するスポーツ・ファンはいても、スポーツ用

品を崇拝するファンはいない。だが偉大なアスリ

ートが求める偉大なスポーツ用品は、ファンとい

えるような顧客を生むだろう｡」（19頁）

　

ナイキのスーパースターたちが神様のように崇

拝されるとすれば、彼らが身に付けているシュー

ズは、まさに「それ《it》」の実現を叶える一種

のロザリオやおまもりとして人々に購買されると

いうわけである。

　

ナイキのテレビコマーシャルがスーパースター

を偶像に仕立て上げる情熱については、「一般大

衆のほとんどは、偉大なアスリートがもつ英雄的

資質を理解できずにいる。ナイキが相手にしなけ

ればならないのは、そうした膨大な数にのぼる大

衆なのであり、彼らは、まがいものの教訓やお決

まりの感情をスポーツに期待するようになってい

た。そんなぬかるみ状態からアスリートたちを救

わなくてはならない」(174頁）と言われるように、

現状の改革をめざす使命感によるところが大き

t尨

　

このようにナイキという一企業は、テレビコマ

ーシャルというメディアを極めて巧みに活用し

て、一般大衆のスポーツやアスリートに対する見

方や考え方、感受性の転換を促すと共に、アスリ

一卜たちの努力と栄光を称賛し、勝利への挑戦を

激励しているのである。大衆とアスリート両方へ

の働きかけを通してナイキは、「スポーツをこれ

まで世界が考えたことのないほど重要な地位に押

し上げようという崇高な理念」（39頁）の実現に

貢献しているのである。

４。ナイキに学ぶべきこと

　

以上見てきたナイキの企業理念やコマーシャル

手法などには、2002年に向けたサッカーのプロモ

ーション戦略にとって有益な示唆が多分に含まれ

ているように思われる。

　

まず、何より指摘されるべきはわが国のスーパ

ースターたちの、テレビコマーシャルにおける扱

われ方である。サッカーの日本代表選手ですら、

防虫剤、清涼飲料水、自動車、医薬品など、サッ

カーやスポーツとはほとんど無関係な一般商品の

イメージキャラクターとして起用されているに過

ぎない。従って、そこでは崇高なプレーシーンな

ど期待するべくもなく、彼らにはただ不自然な笑

顔が要求されているだけである。

　

こうした問題指摘への反論として、１）そうし

たスポーツ選手のコマーシャル起用法はなにも日

本に限った現象ではない、２）アスリートとして

の寿命があるうちに、あらゆる手段で将来の経済

的基盤を確立するのはむしろ当然である、３）日

本でも、例えば前園選手の出演したナイキのそれ

のように、スポーツやサッカー自体のプロモーシ

ョン・コマーシャルがある、などが想像できる。

　

しかし、日本の選手たち白身にも、サッカーや

スポーツを理想的地位に高める役割を一方では望

むべきであるし、また、スーパースターは、古典

ギリシャ以来の英雄の観念によれば己の受難と犠

牲を通して他や全体を救う勇気と偉大さを顕示す

ることによって､真のヒーローたり得るのである。

とは言っても、そうした真の意味でのヒーローの
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出現を待望するのは相当に困難であるかも知れな

い。

　

中田選手のマスコミとの確執から伺えるよう

に、日本のマスコミやその報道を鵜呑みにする多

くの大衆にとってサッカーやスポーツというの

は、言わば余暇の娯楽メニューを飾る選択肢に過

ぎず、従ってスポーツ選手も一過性の消費対象に

過ぎないのかも知れない。スポーツのファンとは

言っても、悲しいかな、サッカーやスポーツの文

化的創造への主体的参画などおよそ眼中にないと

いうのが実情ではないだろうか。

5｡日本版ナイキのコマーシャルの問題点

　

そうしたスポーツ風土の日本で放送されるナイ

キのテレビコマーシャルのほとんどは、例えば、

不敵の前園選手がラガーマン（強敵）やアメフト

選手（大敵）をドリブルでかわし、１対１のゴー

ルキーパー（宿敵）の真っ向からシュートを放つ

《不滅のトリプラ一篇》も含め、インターナショ

ナル版に比べ、明らかに異質な印象を与えること

になる。

　

その印象を筑波大生を対象に実施したアンケー

トをもとに総括すると、ナイキの日本版コマーシ

ャルは日本のスポーツの実態や雰囲気をよく伝え

ていて、「なるほどそうだ日といった共感を呼

ぶ秀作ではある。しかし、一部の作品を除き、イ

ンターナショナル版の作品とは異なって、スポー

ツやアスリートへの憧れや尊敬といったカタルシ

スが何ら生じないのである。

　

ナイキの日本市場に対するマーケティング戦略

は、日本のスポーツにおける伝統的風土・意識

（《根性》《友情》《勝利》など）への感情移入

には見事に成功しているが、それに使われている

テレビコマーシャルからはナイキ本来の企業理念

やナイトの憧憬である「スポーツの崇高さ」は全

く伝わってこないのである。

　

本場のメジャーに挑戦した野茂英雄投手は、労

使対立にうんざりしていた野球ファンに対し、ベ

ースボールの夢とは何かを改めて思い起こさせた

メジャー・リーグの救世主である。大リーグ・デ

ビュー後の野茂投手の日本とアメリカでのテレビ

嵯峨
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コマーシャルは対照的であって、日本では、生命

保険や自動車や缶コーヒーなどのキャラクターと

して登場していた。これに対しアメリカのナイキ

のテレビコマーシャルでは、本物のトルネードを

バックにしたピッチングで27人の強打者を一度に

三振に斬って取るという、まさしく神話の再現と

も呼べる演出内容である。

　

スポーツを取り巻く日本の現状の風土では、ス

ポーツ選手はファンやマスコミの｢消費する視線｣

に緊張を強いられ、それはプレーとはおよそ関係

ない事柄にまで及ぶ。

　

イタリアまで追いかけて行

った日本のマスコミの取材攻勢に中田選手も悲鳴

を上げている。

６。提

　

言

　

マスコミの「消費する視線」とはすなわち大衆

の視線を代弁するものに他ならない。

　

スポーツやアスリートに対する大衆の視線を創

造的な力に変えていく役割は、われわれ教育関係

者の課題であって、選手強化とヒーロー育成の他

方で、創造的な視線をもったジャーナリストと観

衆の教育にも努めなくてはならないのである。

　

サッカー文化もスポーツ文化も、プレーヤーだ

けによって形成されるものではなく、観衆やメデ

ィアやスポンサーなどから成る広義のサポーター

との協調関係によって創造され、継承発展してい

くものである。

　

2002年は、真の意味でのスポーツ文化創造に向

けてのひとつの経過点に過ぎないが、21世紀の日

本の将来を占う一大国家事業でもある。それは、

長野五輪同様、経済力と技術力に加え、日本の文

化力が世界中から注目されるという意味で、国際

的緊張の場である。

　

日本サッカー協会強化委員会が作成した「テク

ニカル・レポート」をベースに編集されたビデオ

は、主として、サッカー指導者のコーチング支援

教材として活用されているようだが、直観する限

り、ある程度の再編集によって観戦者教育用の教

材としても十分応用が可能であるように思われ

る。例えば、ボールを見るだけではなく、プレー

ヤーのスペースの活用や奪い合いの駆け引きな



2002年に向けたサッカーのプロモーション戦略を考える一勝利の女神ＮＩＫＥに学ぶヒーローとメディアの役割－

ど、サッカーのゲームには見るべきおもしろいと

ころが実に豊富に存在することが理解できるし、

サッカーへの視線をそれまでよりも質の高いもの

に転換してくれるだろう。観戦者の年齢や観戦歴、

関心などによって数種類の観戦教育用ビデオが、

小・中・高等学校のほか、公立図書館、社会スポ

ーツ施設などで気軽に観れるようになれば、わが

国のサッカー文化の厚みを増すことに寄与できる

のではないだろうか。

引用・参考文献

Katz, Donald ”justdo it-the Nike spiritin the

　

corporate world” Adams Media Corporation,

　

1994

＊本文中（

　

）内に示した頁数は，邦訳書『ジャ

　

スト・ドゥ・イットーナイキ物語』（梶原克教

　

訳・早川書房・1996)の該当箇所を表わす。
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プロ・サッカークラブと地域社会に関する研究（Ｉ）

　　　　

一市原市住民の意識を中心に一

　　　　

中西

　

幾生1）飯田

　

義明･）小林

　

新こ’）

１－１

　

問題の所在と研究目的

　

今日、Ｊリーグの多くのチームは、親会社の出

資額の減少などによって、他チームとの合併に踏

み切ったり、経営規模を大幅に削減したりするチ

ームが多く現れ、Ｊリーグの在り方自体が問い直

されている状況である。一一方、Ｊリーグの理念で

ある「スポーツ文化の提唱」や「地域密着」とい

った点についても問い直されている。

　

1993年に開幕したＪリーグは、その理念のなか

にホームタウン制を掲げている。この理念は「地

域密着」という言葉で表されており、地域住民の

参加を促進することが、Ｊリーグの大きな特徴の

一つとして注目されてきた。

　

では、その理念は開幕してから６年を経過した

Ｊリーグの各クラブのホームタウンにおいてどの

ような変化を起こしているのだろうか。その理念

を現実のものとするために、各クラブやホームタ

ウンの自治体において行われてきた活動は、実際

にそのホームタウンで生活している市民にはどの

ように感じられているのであろうか。

　

この研究では、Ｊリーグの理念である「地域密

着」に注目し、その理念が地域住民の意識にどの

ような変化を起こしているのかという観点から、

Ｊリーグと地域社会の関係について考察を行い、

その問題点や課題、可能性について明らかにして

いくことをその目的とする。

１－２

　

研究方法

　

研究方法としては、一つのホームタウンにおい

て、市民に対してアンケート調査を行い、その結

果から、市民の意識にはどのような変化がもたら

されているかという点から考察を試みた。

１－３

　

調査対象

　

事例として調査を行うクラブは東日本ンエイア

ール古河サッカークラブ（以下、シェフ市原）と

した。シェフ市原を選択した理由は以下の点から

である。

　

１．開幕当初からＪリーグに所属しているとい

　　　

うこと

　

２．Ｊリーグの中で、唯一ホームタウンである

　　　

市原市にクラブハウス、練習場がないとい

　　　

う特殊な状況下にあること

　

３．近年、観客動員数の減少という問題を指摘

　　　

されているということ

　

このように、否定的に受け取られてしまう問題

を抱えているホームタウンの市民に対して調査を

行うことで、成功したとされる事例の研究とは違

った観点から考察することが可能となる。成功し

たとされる事例は、研究対象として取り上げられ

ている回数が比較的多く、Ｊリーグのチームの一

例として認知されやすいが、本研究の事例もまた

意義のあることである思われる。

　

また、市原市自体はもともとサッカーが盛んな

土地ではなかったが、街のシンボルづくりとして

プロサッカーチームを誘致したという経緯があ

り、これはＪリーグのチームの中でも非常に特殊

な例であると言える。

１－４

　

調査方法とその限界

　

本調査は、ホームスタジアムである市原臨海競

技場の最寄り駅である五井駅の周辺で177人に対

して行ったが、次に指摘する点に関して限界が認

められる。

　

①アンケートの絶対数の少なさ、抽出の際にお

ける地域の偏り、年齢構成の偏りから、その信頼

人学3）筑波大学
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性が完全なものとは言えない。

　

②一つの事例のみについての調査であるため、

他のホームタウンの事例と比較した考察ができ

ず、Ｊリーグの全てのチームについてあてはまる

ものとは言えない。

２

　

調査結果および考察

　

アンケート調査の回答者総数は177人であり、

その年齢構成と属性は図１に示したとおりであ

る。また、アンケート内容とその結果はグラフに

示してある。

焚

　

lg碑筆ｉＦ弓雰乖研千千ｔｐ多麗2

　　

測鉛鐘声］

　

ｊ♂♂♂／ｙｙｒ≠

｀寸

　

図1
;７

荷成

　

ここでは、アンケート結果についてもう少し細

かく見ていくことにする。

　

Ｑ１の「スポーツは好きですか？」という質問

には154人もの人がＹＥＳとしており、スポーツに

対しての好感度は非常に高いものであるというこ

とがわかる。

Q1スポーツは好きですか？

匯］

　

Ｑ２の「サッカーは好きですか？」という質問

に関して乱117人の人がＹＥＳと解答しており、

スポーツに対する好感度には劣っているものの、

それでもサッカーに対する好感度の高さを示す結

果となっている･。

旨］

Q2サッカーは好きですか？

　

Q.3では、解答者の九割を超す164人もの人が

シェフ市原の存在を認識していた。また、シェフ

市原の存在を知らなかった13人が全て30代以下、

さらにそのうちの10人が10代以下となっている。

Ｊリーグを支えていると言われていた若者のなか

に、意外にもその存在すら把握していないという

現状が示されている。またチームの存在は知って

いるものの、その名称を正確に知らない人は、30

代以下では知っている人105人に対して２人、40

代以上では49人に対して７人となっている。

　

この結果から、年齢層が高いほどクラブの存在

を認識しているものの、正確な名称を理解してお

らず、それに対して低い年齢層ではクラブの存在

を認識していれば正確な名称も理解しているが、

クラブの存在すら知らない人がこの層に集中して

いることがわかった。これは、年齢による市原市

民の地域社会との関わり方、およびその関わり方

の度合いの違いが表われていると考えられる。

　　　

ひ%､/6%

　　　

参

　　　　　

87S
ヅ匹二言エブ

　

Ｑ４の「市原市がＪリーグのホームタウンであ

ると感じることがありますか？」という問いに肯

定的な人は99人であり、感じないとする意見の77

人をやや上回っている結果になっている（１人は

解らないと解答）。

　

具体的には、「駅や街でポスターや垂れ幕、旗、

マスコット等を見かけるとき」と解答した人が19

人、「試合があるとき」と解答した人が12人など

となっている。

n

Q4 d源抑ﾘﾘｰｸﾞﾁｰﾑのﾎｰﾑﾀｳﾝで

　

あることを吼るときかありますかj

E」

Ｑ５は「Ｊリーグのホームタウンになったこと
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中西,飯田，小林

でスポーツに対する興味・関心は高まったか？」

という問いであった。興味・関心が高まったとい

う人は80人であり、高まうていないという人の97

人を下回っている。これはＱ１で示された市原市

民のスポーツに対する関心の高さからすると低い

数字であるとも捉えられる。しかし、以前よりも

興味・関心が高まった人が存在しているというこ

とから考えると、80人という数字には意味がある

と言えるのではないだろうか。

に
Q5Jﾘｰｸﾞﾁｰﾑが来てからスポーツに対する

　　

興味や関心は高まりましたか?

　

しかしながら、Ｑ６の「Ｊリーグのホームタウ

ンになってから、実際にスポーツを見たり、した

りする機会が増えたか？」という問いでは、Ｊリ

ーグクラブのホームタウンになったことによっ

て、自分が実際にスポーツを見たり、したりする

機会が増えたとする人が96人であり、わずかでは

あるが、増えていないとする人の81人を上回って

いる。これは、地方局も含めたテレビ中継の増加

や、開幕当初におけるブームのような状況を考え

れば、頷ける結果であると言える。

霖］

Q6Jﾘｰｸﾞﾁｰﾑが仁からｽﾎﾟｰﾂをしたり、

　

見たりする機会は増えたと思いますか?

　

最後に、Ｑ７の「この六年間で市原市に何らか

の変化があったか？」の問いについてであるが、

変化があったとする人が約三割の57人であり、特

に変化はないとする119人の半分以下という結果

になっている。しかし、変化があったと回答して

いる人の意見には、「街が活気づいた」「街の雰囲

気が変わった」という人が14人、「試合当日の人

の往来が増加した結果、経済効果が上かっている

のでは」という人が10人、「市原市の知名度があ

がった」とする意見が10人、「街並みが変わった」

が６人であった。少数ではあるものの、市原市の

誘致当初の「街のシンボル」という目的から考え

ると、注目に値する意見ではないだろうか。

Q7Jﾘｰｸﾞが開幕して六年になりますが、

この六年間に市原市に何らかの変化が､起

こったと思いますか?

　

これに対して､変化がないという人の意見では、

「街にチームをサポートしていく姿勢が感じられ

ず、街全体にホームタウンという雰囲気が無い」

や「市原で練習をやっていなくて、試合の日だけ

来て帰っていくだけでは選手も覚えられないし、

知名度も上がらない」「シェフの結果を気にする

人が最近少ない」「それはチームの人気低下、チ

ームの強化、地域へのアピールという点でチーム

の努力が足りないのではないか」というものがあ

った。これらの意見は表面的に見ると、クラブや

自治体の活動に対する不満と解釈できるが、観点

を変えると、クラブや自治体に対する地域住民か

らの要望と捉えることができるのではないだろう

か。

３

　

まとめ

　

アンケート結果から、Ｊリーグの理念である地

域密着のための活動は、市民の意識に大きな変化

を与えるほどの影響力を発揮していないというこ

とが言える。

　

その原因として、まず日本のスポーツは学校や

企業に依存した形で発展を遂げてきたことが挙げ

られる。スポーツをスポーツとしてではなく、教

育の一環や社員意識の高揚として捉えることから

まだ脱却しきれていないように感じる。また、ホ

ームタウン誘致の先頭に立ったのが市原市民では

なく、シンボルを求めた市原市であったというこ

と、さらに船橋市や習志野市のようにサッカーが

盛んな土地柄ではなかったということに加え、チ

ームの強化が思うように進まず、下位に低迷し続
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けているということ、練習場やクラブハウスが市

原市にないという要因も加えられるであろう。

　

グラフに示されている数値だけを見ると以上の

ような結論が導かれるが、ＹＥＳと答えている人が

現実に存在しているということ、および統計的に

は見えない部分であるが、一見批判的とも言える

少数意見にも非常に注目すべきものがある。これ

らは今後の大きな変化につながる可能性を秘めて

いるであろう。

　

これらの要因は、市原市だけではなく、他のホ

ームタウンと地域住民との関係においても、少な

からず当てはまるものと思われる。当然のことで

はあるが、Ｊリーグの理念を忠実に実現するため

には多大な時間と継続した努力が必要であろう。

４

　

今後の課題と可能性

　

本研究で得られた結果から､市原市においては、

今後クラブの強化やクラブハウス､練習場の移転、

自治体による積極的な支援などの活動を行ってい

けば、変化を起こしていける可能性は持っている

と言える。

　

日本における地域密着の持つ役割は、既存のス

ポーツ観を変えていくことであり、ひいては日本

の社会に対して新たな提言と変革を求めているの

であろう。このことに対してスポーツの立場とし

ては、何らかの解答を導き出せる可能性を持つと

いう点で大きな意味を持っているのではないだろ

うか。
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プロ・サッカークラブと地域社会に関する研究（Ｕ）

　　　　

一市原市役所の政策を中心としてー
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義明’中西

　

幾生‥

　

小林

　　

新’‥

はじめに

　

Ｊリーグはその設立の理念に市民・行政・企業

の三位一体を掲げてスタートした．しかしながら，

現状はその「Ｊリーグの理想」に対する，「企業

の論理」・「地域行政の論理」など他論理との融

合はほど遠いといえる.

　

「スポーツを核とする地域振興」といっても，

スポーツクラブが地域社会の振興を図ろうとする

とき，その関係する領域が多岐にわたる．それに

対し日本の行政は，縦割りの部局によって事業を

行ってきた．このため本来はひとつの総合的な施

策であるにもかかわらず施策全体としてのビジョ

ンや目指す目標像の共通認識，業務上の相互の連

携などが不十分なまま事業が進められ,その結果，

全体の整合性を失い．当初描いたビジョンや到達

目標から逸脱してしまうことがある．したがって，

「スポーツ＝体育」という規制の枠を超えて，施

策の推進がはかれるような横断的な枠組みの体制

を整備することが求められている1）.しかし，現

状では依然として教育委員会を中心とした体育・

スポーツ行政が行われている．日本において歴史

的にみてみると，スポーツを学校体育の中に包括

した行政を行ってきたことが原因の一つであると

言える．Ｊリーグはこのようなスポーツの在り方

に，問題提起したといえる．文部省では，自治体

自らが地域の公共スポーツ施設を拠点に，スポー

ツクラブ組織の育成を図る方法として，平成７年

から［総合型地域スポーツクラブ育成モデル事業］

を実施している叫本来的には，地域住民のなか

からクラブ組織が生まれ，育っていくことが理想

であり，行政サイドはその組織化の支援や施設の

提供，経済的援助など，脇役に徹する事が望まし

い．このようなことを考えると今後，地域スポー

ツクラブは多様な発展の形をとることが予想され

る．そのため様々な事例を調査することが要求さ

れるであろう．

　

そこで今研究では，特にシェフ市原（プロサッ

カークラブ）をホームタウンに誘致した市原市を

事例として，自治体がこの５年間でどのようにク

ラブとの関係を構築してきたか，また市原市が独

自にどのようにシェフ市原と「地域振興」という

理念を実現していこうとしているかを検証し報告

する．

１．市原市の概要

　

千葉県中部に位置する市原市は，面積約368平

方キロメートルと千葉県下では一番，首都圏でも

横浜市に次ぐ大きさを誇っている．戦後，日本の

経済的発展に伴って，市原の生活は変化していく

こととなる. 1957年（昭和32年）に海岸地区の埋

立て造成がはじまり，重工業コンビナートが相次

いで形成され日本有数の工業地帯に発展していっ

た．農漁業を中心に発展してきた市原の産業構造

は急速に変化を遂げ，就労者層の拡大によって人

口増や社会生活も変貌していくことになる．その

後，昭和38年５月１日に市原郡内の７町村のうち

５町が合併し，県下19番目の市としで市原市¨

が誕生した．その後，昭和42年10月１日に残る町

村も合併した．

　

市の担当者は「昭和63年から平成にかけて，以

降拡大した都市の基本的な機能である学校・道

路・上下水道など市の基盤整備が一段落ついた．

そのときに気がついたら市原市は何でもあるが何

もないような，特色のはっきりしないあいまいな

感じを与える市になってしまっていた.」と述べ

ているJ」:2)そこで，コンビナートやゴルフ場にか

わって市をアピールし，市民の求心力となる新し

い市原の顔と成るべきものを模索していた状況で

あった．

＊専修大学

　

＊＊慶唐義塾大学非常勤講師

　

＊＊＊筑波大学
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２．シェフ市原の誘致経緯

（１）Ｊリーグ参加経緯

　

1991年（平成３年）にシェフ市原は誕生したが．

ホームタウンは決定していなかった．古河電工時

代の流れでいけば，東京都内か横浜市にホームタ

ウンを置くのが自然な流れだったが，スタジアム

が無かった．さらに，横浜市にはすでにいくつも

のクラブがホームタウンとして名乗りを挙げてい

たため，そこへ割り込んでいくことができなかっ

た．そこで，様々な条件を考慮した結果，千葉県

が浮上してきた．最初に候補地としてあがってき

たのは，習志野市であった．日本リーグ時代には

習志野市秋津サッカー場で公式戦を行ったことも

あり，スタジアムの改修を進めてもらうという検

討をはじめていた．この時点でクラブが練習場や

クラブハウスの位置を習志野市からの距離を考え

た上で，浦安市に設置したため，後にホームタウ

ンに練習場がないという事態につなかっていくこ

とになる2.

　

しかしながら，当時そのようなクラブの思惑と

は異なり，チアホーンによる騒音や，ナイトゲー

ムによる光害を心配する声があがり，最終的に習

志野市は誘致を断念することになった．習志野市

の誘致断念を受けて，次に候補にあがってきたの

が市原市であった．

(2) Jリーグ開幕に向けた取り組み

　

市原市においては, 1992年（平成４年）２月19

日，青年会議所のメンバーを中心に「市原にプロ

サッカーを誘致する会」のメンバーが積極的に誘

致活動を行っており，約４万人の陳情書が市役所

に提出された．３月13日に当初ホームタウンを予

定していた習志野市が誘致断念を発表．この発表

を受けて４月３日，シェフユナイテッドから市原

市に対して，［ホームタウンとして受け入れてほ

しい］との正式要請があった．５月20日，市原市

では市議会全会派の賛同を得て，正式に誘致を決

定．その肖時の合い言葉が「3268分の10の幸運」

であった．この万葉の背景には，前述したような

街全体に特色のないような状況から，新しいシン

ボルとなりうるものが必要とされていたというこ

とがあったことは無視できない．

　

市議会においても，すべてが順調に進んだ訳で

はなく，市長自らが「歴史的」とする決断の末に

誘致が決定した．習志野市が誘致を断念してから

わずかニケ月であった．地方自治体が短期間でこ

のような重大な決定を行ったというのは異例なこ

とであり，市民の熱意や関係者の努力が大きかっ

たことが伺える2）.

　

1993年（平成５年）開幕を控えシェフ市原のホ

ームグラウンドになる臨海競技場の改修工事は急

ピッチで進められ，その結果平成６年10月22日に

新スタジアムとして使用されるようになった．ま

たホームスタジアムに最も近い五井駅から，市原

緑地運動公園内のスタジアムに至るまでの沿線に

ついて，臨海競技場と一体感をもった街づくりを

進め，その通りにはシェフ市原のフラッグが飾ら

れ，道路にある電信柱は地元の商工会議所の人々

によって，緑，赤，黄色のシェフ市原カラーの配

色で飾られている．そしてこの通り周辺において

は，シェフ市原カラーの建物が最も多く見られる

など,現在のまちの風景に活動のあとが見られる，

３．市原市役所の政策対応

（１）サッカー推進室の設立

　

市民の誘致に対する動きが活発たったために，

市原市としてもＪリーグという事業に積極的に取

り組んでいくこととなった．一般的にクラブと地

方自治体の関連でみてみると，自治体が所有して

いる施設をクラブに貸すといったような，施設面

でのつながりが大きい．

　

市原市では平成６年４月１日より，企画部にサ

ッカー対策室というセクションを設立した（のち

にサッカー推進室と名前を変更，以下サッカー推

進室）．従来の官僚機構独特の縦割り組織システ

ムでは,クラブへの対応が非常に行いにくいため，

庁内での総合調整的な役割を有する「企画室」の

下にこのセクションを置き，サッカーに関わるこ

とは全て，サッカー推進室が中心となって調整を

行っていくこととなった3）.

（２）ホームタウン推進計画(1995年）

　

サッカー推進室は, 1995年（平成７年）に

「ホームタウン推進計画」をたて，この計画書に
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沿ってホームタウン事業を展開していこうとし

た.サッカー推進室は行政の行うべきものとして，

「ホームタウン基本条件の整備」等をあげ，そこ

での施策に，市民のシンボルとも言うべきシェフ

市原が活躍する舞台となるホームスタジアムの整

備，市民の多彩なスポーツ活動の舞台となる芝生

によるスポーツ広場の整備，ホームタウン活動の

拠点となるシェフ市原・ホームタウン環境整備へ

の誘導，の三点をあげている‘）．

　

これについて担当のＨ氏は，「自治体（市）の

中にはＪリーグのクラブに直接予算を配分し，出

資しているところもありますが．市原ではできな

いのです．できれば予算を直接配分してクラブと

の関係を形成していきたいが，行政では「公共性」

という難しい壁があるため，実質的には行政が一

部のスポーツにおいて特別に予算を配分すること

はできない」と述べている宍

　

シェフ市原のホームスタジアムについて具体的

に言うと，市原臨海競技場は平成３年から６年に

かけて整備を行ってきたが，現在はまだ，観客席

が固定席ではないために，Ｊリーグの基準を満た

すものにはなっていない．これについては，さら

に整備を進めていく予定である．その他の八幡地

,区公園，八幡，姉崎のサッカー場，養老川臨海公

園隣接未利用地，千原台地区公園の５ヵ所（平成

５年段階）においては，地域住民などもサッカー

を行うことが出来るような施設の整備を中心に活

動を行っていた仇

　

現在，姉崎サッカー場（シェフ市原の練習会場

予定地）は，浦安市にあるシェフ市原の練習場・

クラブハウスを市原市に移転するために，シェフ

市原の練習場，クラブハウスとして使用出来るよ

うに2000年を目処に改修していく方向に変更し工

事に着工している．また，養老川臨海公園隣接未

利用地は公園用地ではなく，又時期尚早であると

の判断から改修は見送られた．千原台公園につい

ては，住宅都市整備公団によって施行されるはず

であったが，公団側の事情によって施行が遅れて

いるというのが現状である．その他の会場は丿

辺の環境についても市民がスポーツに気軽に親し

むことが出来るようにと，シャワーや更衣室など

も配慮して，整備していく方針であったが，現在

までに整備が終了し，市民が使用できるようにな

っているのは，平成10年10月にオープンした八幡

地区公園のみである．

　

自治体の立場としては，サッカーというひとつ

のスポーツに大きく偏った整備を行うことは出来

ず，公共性という観点を考慮すると，他のスポー

ツも行うことが出来るという点にも留意しなけれ

ばならない．このため，シェフ市原といういわば

ひとつの企業のためだけにつくると言うわけには

いかず，自治体の施設をシェフ市原の練習時間は

優先的に貸し出すという形をとることになってい

る．

　

本来ならば，環境整備もシェフ市原を含めた民

間主導によって行われることを前提としていた

が，ホームタウンに練習場クラブハウスがないと

いう現状を早く打開しなければならないという考

えから,自治体側により整備されることとなった．

　

また，これに先立って平成10年10月に，チーム

の事務所は市原市の五井会館内に移転しており，

これによって，シェフ市原側と自治体の側との連

絡や，連携がより行いやすくなっている．

　

今後，本社全機能の移転，公共施設の利用優遇

措置などについて検討し,選手の宿舎についても，

市内施設を前提に協力していく方針であること

は，その連携ゆえである．

（３）市原型スポーツクラブの育成

　

市原スポーツクラブ（以下，市原クラブ）は，

シェフユナイテッドのホームタウン推進事業の一

環として，市原市と共同で, 1995年（平成７年）

に発足しかクラブチームである．このクラブは，

一種（社会人）のサッカーチームとしてスタート

し，予どもから大人までのサッカークラブへとス

テップアップさせ，将来的にはサッカー以外のス

ポーツ種目を含むヨーロッパ型の総合スポーツク

ラブへと発展させることを目指している．現在は

市内から選手を募集して千葉県社会人リーグに参

加しており，将来的にトップチームはＪＦＬ入り

を目指す．

　

この活動においても施設利用の面で，公共の施

設を市原クラブという特定のものにだけ優先的に

貸すことは他団体との関係上難しく，既存のクラ
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ブ間での問題を抱えている．また，この市原クラ

ブについての認識において，シェフ市原と自治体

間で，多少のズレが見られる．自治体側ではこの

クラブを将来的にはヨーロッパのスポーツクラブ

のようにシェフ市原を頂点に据えたスポーツクラ

ブとして振興を進め，それを自治体が支援してい

く形にしていく構想であるが．シェフ市原の最近

の資料によると市原クラブは正式なシェフ市原の

組織内には位置づけられておらず，別組織のクラ

ブであるように位置づけられている6).現在この

市原クラブの在り方について，シェフ市原と自治

体の間で考え方にズレが生じ始めており，発展さ

せていけるよう整理・調整段階中である．

（４）その他の活動

　

推進室は平成８年度から市役所内にＪ通信を発

行している．これは市役所内部の人たちに対して

の広報活動である．Ｈ氏によると，まだ市役所内

でも野球の認識のほうが強いため，試合があった

翌日でも結果を知らないなど関心が依然として低

く，まず内部から関心を持ってもらおうという発

想から始まったものである．また，市内の人々に

は「広報いちはら」によって広報活動を行ってい

るが,これは市民にはなかなか認知されていない．

そのため広報活動をもっと大々的に行いたいよう

であるが，公共性を考えると難しいようである．

　

青少年を対象に，サッカーというスポーツを通

じて国際交流を図ることを目的として，市サッカ

ー協会が中心となって「少年の翼」という事業に

取り組んでおり，中学生や高校生の海外遠征を行

っている．また，地域間交流として，清水市との

間において］士年のサッカーの交流が行われてお

り，一年ごとに相互を会場としながら，試合が開

催されている．

４．市原市基本構想

　

市原市では，平成５年に市議会で決議されたス

ポーツ健康都市宣言を目指して，スポーツ活動の

積極的な展開に取り組んできている．特に平成８

年に2015年のあるべき市の姿を想定した「市原市

基本構想」が策定された7）.市原市総合計画によ

り，まちづくりを先導する12のプロジェクトのひ

とつ.として，市民がみる楽しさも含めて気軽にス

ポーツを楽しめる環境作りを掲げて，Ｊリーグホ

ームタウンの推進などの整備方向を定められた．

このような背景のもと，スポーツ振興施設の総合

的かつ計画的な推進を図るため，市原市総合計画

の部門計画として，スポーツ振興マスタープラン

を策定した．今後はこの計画のもと，「市一（い

ちいち）スポーツ」を標語として活動を展開して

いく予定である．

　

このプランの策定によって，これまでは実際的

には計画のみであったサッカー推進室主導のホー

ムタウン推進計画が現実的に始動することとなっ

た．

まとめにかえて

　

市原市としてのシンボルとなるものが必要なた

めに，Ｊリーグのクラブの誘致を行ったという背

景もあり，市原市は地域密着というＪリーグの理

念に沿ったかなり積極的な活動を行っているとい

える．企画部にサッカー推進室という横断的なセ

クションを新たに設け，将来的な基本方針を立て

るなど，自治体独自の活動を展開している．

　

しかし現在のところ，シェフ市原は練習場やク

ラブハウスがホームタウン（市原市）にないとい

う，Ｊリーグのなかでも唯一という極めて特殊な

状況下にあり，早急に解決すべき問題が存在して

いる．

　

市原市が進めている計画の基本に，市民がスポ

ーツに触れあうことの出来る良い環境を整備する

ことがあるため，当初の予定よりは遅れているも

のの，この構想のスタートにより環境整備は確実

に進んでいるといえる．

　

最後に問題点としてＨ氏は，「部署移動による

人的な問題点」を挙げている．いままで断続的に

活動を行えだのは部署移動が無く業務を行えたか

らだと述べている．他の自治体ではほとんどの人

が開幕当初から担当者が替わっており，実際，年

１回開催されるＪリーグ関係自治体等連絡協議会

会議においてもほとんどメンバーが替わっている

几現状では，どのようにクラブと自治体の関係

を形成するかは確立されていない．そのため，全
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くスポーツに関して知識の無い人が担当になると

するならば，計画が継続されていかない可能性が

あるため，そこにその問題解決の必要性が存在す

る．

注

１）総合型地域スポーツクラブとは，文部省が住

　　

民参加型の社会を目指して取り組み始めたモ

　　

デル事業であり，黒須，中尾などが積極的に

　　

研究を行っている．

２）平成７年から毎年継続的に市原市サッカー企

　　

画室担当者にインタビューを行っており，そ

　　

れより抜粋したものである．

３）Ｊリーグ関係自治体等連絡協議会参加者名簿，

　　

平成3 －10年資料より．
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サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

はじめに

子どもをサッカースクールに通わせる保護者は

　　　　

Ｊクラブに何を期待するのか？

　　　

高橋

　

義雄1）山口

　

晶永2）山下則之3）

　

名古屋グランパスエイトでは1992年度のチーム

設立当初から『サッカーを広く愛されるスポーツ

にしていくためには、ホームタウンの人々とのコ

ミュニケーションが重要である』と考えてきた。

1992年８月に三好町で始まった「サッカースクー

ル」は、グランパスエイトと協力関係にある近隣

地域のチームでも展開されるまでになっている。

現在のグランパスエイト直営のスクール会員は、

兄弟が会員であるケースも含め486家族で合計554

人である。クラブでは本年はじめて保護者むけに

スクール活動報告会を実施し、クラブと保護者の

コミュニケーションの円滑化に取り組み始めた。

その一貫として保護者に対するアンケートを実施

し、会員である保護者のニーズを的確に把握し、

事業展開に結びつけることを試みている。

　

本研究は、グランパスエイトサッカースクール

が実施した保護者を対象とした質問紙調査から、

スクールに対する保護者の期待を分析し、今後の

スクール事業を検討する。

先行研究の状況

　

子どもをサッカースクールに参加させる保護者

の意識に関する先行研究としては、身体的意識、

精神的意識、社会的意識のツ｡点から分析した萩原

ら(1971)の研究がある。萩原ら(1971)は、身

体的意識として「子供の健康や運動能力について

であり身体の形態面では少ない」こと、精神的意

識では「意志に関するものが多く」、社会的意識

では「協同性を養うためのもの」が多かったと報

告している。そのほかスイミングクラブに子供を

入会させる保護者について永吉ら(1976)が報告

し、そのなかで学習（知識）は塾、しつけ（情操）

はお稽古ごと、体力・しつけ（根性・がんばり）

はスポーツクラブといった外部機関に教育を依存

していることを述べている。

調査の方法

　

本研究では、ブランパスエイトの育成普及部門

にあたるサッカースクール会員の保護者を対象と

した質問紙調査を実施した。

　

方法は、質問紙を会員の子どもに手渡し、保護

者に記入してもらい次回のスクールに持参しても

らった。質問紙は、スクールを休んでいる子ども

とレディースクラスをのぞき500部配布し、307部

(回収率61.4%)が回収された。

　

保護者が期待することを調査する項目につい

て、①たいへんそう思う、②まあそう思う、③ど

ちらとも言えない、④あまりそう思わない、⑤全

くそう思わないの５段階尺度で回答を得た。

　

項目の内容は、｢健康になる｣、｢サッカーがで

きるようになる｣、｢サッカーで進学できる｣、｢サ

ッカーのプロ選手になれる｣、｢運動が好きにな

る｣、｢友だちができる｣、｢明朗・快活で積極的に

なる｣、｢根気・がんばりのきく子になる｣、｢礼儀

正しい子になる｣、｢勉強ができるようになる｣、

｢時間や約束を守る習慣や態度が育つ｣、｢協調性

が育つ｣、｢責任感が育つ｣、｢不良行為をしない｣、

｢意見や考えを言えるような態度が育つ｣の15項

目としたっ

結

　

果

１。回答した保護者のプロフィール

　

回答者の性別は、女性79.5%、男性19.5%、性

1）名古屋大学総合保健体育科学センター

　

2）三重大学大学院

　

3）（株）名古屋グランハスエイト
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ｆどもをサッカースクールに通わせる保護者はＪグラブに何を期待するのか？

別不明1.0%となった。年齢は、表１の通り30歳

～44歳で91.3%を占めた。職業は、女性の回答が

多いこともあり、専業主婦、パートタイム・契約

社貝、アルバイトの合計が70.4%となった。表２

によると、回答者の学校部活動歴は、87％が何ら

かの学校部活動を経験しており、さらに、地域や

職場の運動サークルに50.1%の回答者が加入した

ことがあると回答した。

　　　　　

表1.回答者のプロフィール

　

但到

　　

回答数

　　

比寥

　

男性

　　　

60

　　　

19.5)1

　

女性

　　　

244

　　　

n.s%

無回答

　　　

3

　　　

I.M

　

年齢

　　

回基数

　　

比率

20～24歳

　　

0

　　　

0.0%

25～29歳

　　

7

　　　

2.3!≪

30～34歳

　　

62

　　　

20.a

35～39歳

　　

138

　　

45鴻
40-ヽ44歳1

　

80

　　

26.1*

45へ49歳

　　

15

　　　

4.9%

5a～54歳

　　

2

　　　

0.7%

55～59歳

　　

0

　　　

0.0駕

匍恢居

　

1

　　

3

　　　

I.IK

表２．部活動の所属種目

２。入会の決定要因

　

グランバスエイトのスクールを知るきっかけ

は、図１の通り、「近所の人や友人を通じて」が

62.9%と最も多く、次に「子どもを通じて」が

9.8%、「宣伝・報道によって」が9.4%となった。

　

また図２の通り、入会をもっとも強く勧めたの
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-･-

　

-- -----･=■　㎜㎜■

　　　

：

　　　　　　　

無回答
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t%

　　

をみて

　　　　　　　　

そ7?j

　　

y

　

5s
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図１．認知のきっかけ

　　　　

地元のスポーツ

　　　　

グラフの指導者
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い

　　　　

..^SE

子ども自身

　

い卜

その他

　

八
凧回答

　

ハ
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吟
一

　

ザ
ワ

　

搾

　
　

護
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は「子ども自身」が56.7%で多く、次に「女性の

保護者」が29.6%、「男性の保護者」が7.2%、「地

元のスポーツクラブの指導者」が2.3%となった。

３．保護者の期待

　

５段階尺度の「たいへんそう思う」と「まあそ

う思う」を期待すること、「あまりそう思わない」

と「全くそう思わない」を期待しないこと、さら

に「どちらとも言えない」を決めかねることと考

え、数値を合算した。

　

期待することと回答する比率が高いのは、図

3.1の通り「健康になる」(95.8%)、「友だちがで

きる」(92.8%)、「サッカーができるようになる」

(90.9%)であり、以上の３項目が９割以上とな

った。

　

逆に図3.3のように「サッカーのプロ選手になれ

る」と「サッカーで進学できる」は､それぞれ69.1%

と68.1%の人が期待しないことにあげていた。
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以上の質問紙調査の結果から、グランパスエイ

トの今後のスクール事業について考慮すべき点と

して６点考えられる。

1 . 30～40歳代の女性のネットワーク

　

子どもの入会を決定する流れを大きく考える

とヽまず保護者は、近所の人や友人を通じるなど

の人的なネットワークによりスクールを認知す

る。さらに子どもが入会を強く勧めるか、女性の

保護者が子どもに入会を勧めるという手順を経

て、子どもを入会させるに至ることがわかる。こ

のことは、地域の30～40歳代の女性のネットワー

クをつかみ、その情報ネットワークにグランパス

エイトのスクール事業の良い評判をのせるマーケ

ティングが必要であることが示唆される。

２．Ｊクラブ特有の期待への対応

　

保護者の期待について「どちらとも言えない」

を「少しはその可能性があり、決めかねる」と解

釈すると、「勉強ができるようになる」が64.5%、

「サッカーで進学できる」が30.3%、「サッカーの

プロ選手になれる」が29.0%となる。つまりスポ

ーツクラブでスポーツすることにより勉強にも影

響があるかもしれないし、さらにはＪクラブに入

会すれば、サッカーでの進学、サッカーのプロ選

手の可能性があるかもしれないと考える保護者が

いることが示唆される。今後、こうした夢をみる

保護者に対するヶアを考える必要があると思われ

る。

３．学校関係者との関係の構築

　

今回の調査では入会をもっとも強く勧めた人と

して学校の先生をあげた人はひとりもいなかっ

た。今回の調査したスクール事業は、強化育成部

門ではなく、実力のある子どもが所属の問題で、

学校の部活動やスポーツ少年団と競合しないため

に学校の先生との関係がなかったのか、もしくは

学校の先生が保護者に対して入会を勧める関係に

はないといったことが示唆される。今後、地域の

学校の先生との連絡・情報交換を密にすることが

必要であろう。

４．地域の教育サービス業との調整

　

学習塾やお稽古ごとへの参加率の結果から、グ

　　　　　　

図3. 3.保護者の期待

１．子どもの生活

　

今回、会員の子どもが学習塾やお稽古ごとに通

っているかについても調査した。その結果、図４

のように約８割の子どもがグランハスエイトのス

クール以外にも学習塾やお稽古ごとに通ってお

り、その頻度も約半数が週に２日以上であった。

　

いっぽう保護者は、子どもの余暇時間について

「十分ある」や「まあある」と回答する人が

71.7%となり、子どもの余暇時間がまだあると考

える傾向にある。
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図4.子どもの生活

５．トップチームの観戦

　

保護者がトップチームの試合をスタジアムで何

回観戦したかも調査した。結果は表３の通り、約

半数の保護者が一度も観戦していない結果となっ

た。

表３．年間トップチーム観戦数

　

試合数

　　

回答数

　　　

比率

　　

0

　　　　

141

　　　

45.9X
-

　　

1

　　　　

59

　　　

19,Z!t

　　

2

　　　　

29

　　　　

9,4!t
一一

　　

3

　　　　

32

　　

｀

　

10.4$
-

　　

一一

　　

4

　　　　　

8

　　　　

2.ａ
－

　

5

　　　　

121

　

3.9X

　　　　

一一

　　

6

　　　　　

4

　　　　

1.3%

　　

7

　　　　　

2

　　　　

0.7*

　　

8

　　　　　

1

　　　　

03%

　

---

　　

9

　　　　　

0

　　　　

0.0≪

　

10以上

　　　

5

　　　　

1.6X

　

無回答

　

，
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4.9%
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子どもをサッカースクールに通わせる保護者は,Jクラブに何を期待するのか？

ランパスエイトのスクール事業とその他の教育サ

ービス業との競合が示唆される。グランハスエイ

トでは、スクールを開始した当時、クラブ側か学

習塾の日程と調整を実施していたが、近年では学

習塾側からグランパスエイトのスクールの日程を

最初に決定してほしいとの要請を受けている。こ

うした競合する他の教育サービス業との調整を考

慮しなければならないことが示唆される。

５．保護者のスクール事業等の取り組み

　

保護者の学校部活動や地域でのスポーツ経験率

から保護者に対するスクール事業、クラブ事業展

開の可能性が考えられる。現在、子どもの送迎の

際に子どもをグラウンドで見ている保護者が多い

が、自由記述の回答ではこうした時間を快適に過

ごすための取り組みを望む声もあった。

　

保護者の経験しているスポーツ種目はサッカー

以外にも多様な種目がみられることから、サッカ

ー以外の種目のスクール事業も考慮する必要があ

ることが示唆される。

６．トyプチームの入場者増にむけて

　

調査結果から、サッカークラブの会員であるの

に約半数しかトップチームの試合を観戦していな

いと考察できる反面、一般的に考えれば半数もの

保護者がスタジアムに足を運ぶと肯定的にも分析

できる。

　

スクール会員を対象とした割引制度を実施して

いるが、さらにトップチームの観戦をスクール活

動に取り入れたり、トップ選手のスクール事業へ

の特別参加など、トップチームや個々のトップ選

手をいかにスクール会員に身近に感じさせるかと

いう取り組みがなされなければならない。

提

　

言

　

今回の調査では､会員の保護者の意識を分析し、

今後のスクール事業に参考にすることを目的に実

施した。スポーツクラブをスポーツに関連するサ

ービス産業の一部門と考えれば、常に消費者であ

る会員のニーズを把握し、地域社会における市場

の求めるサービスを提供することが求められる。

Ｊクラブについても同様のことが考えられ、ホー

ムタウン特有の地域社会のニーズを調査し、市民

とのコミュニケーションを高めることでクラブと

の関係づくりを行い、広く市民をクラブに取り込

むリレーションシッブマーケテイングコ’が求めら

れている。

　

今回の調査の自由記述では、子どもの入会によ

ってサッカーを通した家族のコミュニケーション

ができたことが述べられた。このサッカーを通し

た家族のコミュニケーションの増加を肯定的に回

答する保護者がいるいっぽうで、例えば「家族旅

行の機会が減った」や「家族の食事の時間がずれ

た」など、子どもの入会が従右行われていた家族

のコミュニケーションの疎外要因にもなってい

る。

　

今後、グランパスエイトのスクール事業が単に

サッカーを教えるだけでなく、子どもがスクール

を卒業した後でもクラブとの関係を切らないよう

な取り組みや、サッカーのクラブ活動を通して、

家族のライフスタイルを提案する、ライフスタイ

ル提案型のクラブ事業を展開していく必要があ

る。

注）リレーションシップマーケティングは、すで

　　

にLisaPike Masteralexisら(1998)のスポー

　　

ツマネジメントの教科書に登場している、イ

　　

ンフォメーションテクノロジーの発達によっ

　　

てより身近になったデータペースマーケティ

　　

ングとともに検討すべきマーケティング手法

　　

である。
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サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

はじめに

サッカー選手のファウルに関する考え方

吉村

越山

雅文1）

賢一2）

　

日本も世界と同様にサッカーが人気スポーツの

一つとなり、世界各国のプロのゲームがテレビで

楽しめるようになった。世界最高峰と言われるワ

ールドカップやイタリアセリエＡなどの試合も容

易にテレビで観戦できるようになった。

　

しかしな

がら、全てのゲームがエキサイティングでフェア

ーな試合ばかりではなく、思わず目を覆いたくな

るような悪質なファウルや小競り合い、審判に対

する執拗な抗議など見苦しい場面が映し出され

る。

　

そこで、本研究は日本のジュニアサッカー選手

を対象に行われた、1988年の小幡らあの調査、

1994年の越山らＪの調査とオランダのトッフフマ

チュアチームに所属するジュニア選手を対象にし

た調査を比較検討しながら、ジュニアのサッカー

選手がゲーム中のファウルをどのように捉えてい

るか、ファウルの実態、また、レフリーに対して

どのように考えているかを心理的側面から調査す

ることを目的とした。

対象および方法

・調査期間：1996年４月～1997年３月

・調査方法:1988年小幡らおよび1994年越山らが

　　　　　

使用した「ファウルに関する調査項

　　　　　

日」をオランダ語に翻訳レオラン

　　　　　

ダ語版調査用紙を作成、オランダの

　　　　　

ト　ッブアマチュアチームに所属する

　　　　　

ジュニア選手に調査を行った｡調査

　　　　　

は、練習終了後、各グラフハウスで

　　　　　

集団で行った。

・被調査者の特性:QUICK H14名、VELO 21名、

古賀

湯田

　

初1）

一弘3）

結果および考察

HMS 9名、RCH ８名、HBS13

名、DCO １０名、SCH 17名、合

計92名（全て男性）

平均年齢14.5歳(STD1.42)

サッカー歴平均7.8年(STD2.5)

　

表１に示すとおり、調査対象者は15歳が中心に

なるよう、オランダでの調査をおこなった。各年

齢の人数は、９歳２名、10歳１名、11歳１名、12

歳２名、13歳９名、14歳17名、15歳43名、16歳15

名、17歳２名であった。

　　　　　　

表1

　

調査対象者の学年

　　　　　　

１

　　　　

１

　

４

　　

１

　　

ン’

学年

　　　

人数（X）人皿（X）人数（S）

1年生

　　　

2

　

0.6

　

12

　

4

　

15

　

16.3 13旛以下

２年生

　　　

52

　

H. 7　95　29　17　18.5　14歯

３年生

　　　

299

　

84.7

　

220

　

67

　

60

　

65.2 15歳以上

　

計

　　　　

353

　　　

327

　　　

92

　

表２は、サッカーを開始した年齢を調査したも

のである。日本の選手に比ベオランダの選手は、

サッカーの開始時期が早いことがわかる。日本で

　　　　　　

表２

　

サッカー開始時期

　　　　　

19 8　　1994　　1996 ン｀

　

時期

　　　

人数（%）人数（%）人数（%）

小２以下

　　

66

　

18.7

　

104

　

31.8

　

75

　

81.5

小3.4

　　

217

　

61.5

　

175

　

53.5

　

10

　

10.7

小5.6

　　

48

　

13.6

　

31

　

9.5

　

1

　

□

　

中1

　　　

19

　

5.4

　

14

　

4.3

　

3

　

3.3

　

中2

　　　

1

　

0.3

　

1

　

0.3

　

1

　

1.1

　

中３

　　　

０

　　

０

　　

２

　

０．６

　

２

　

２．２

無回答

　　

２

　

０．５

　

０

　　

０

　　

０

　

０

　

計

　　　

353

　　　

327

　　　　

92

1）東京電機大学

　

2）北海道教育大学

　

3）国際武道大学
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サッカー選手のファウルに関する考え方

は、学校関係のクラブが中心であるため、４・５

歳でクラブに所属することは極めて難しいが、地

域に密着したクラブが中心のヨーロッパでは、早

い時期から所属できるクラブが多く存在する。実

際、オランダでは、ほとんどのクラブが４・５歳

の子供たちを受け入れ、指導できる環境が整って

いた。

　

表３の相手のファウルに腹を立てたことがある

かの質問については、オランダの選手の方が高値

を示したが、大きな差は見られなかった。

　

表４のファウルをされた後どうしたかの質問に

ついては、日本の選手が、何もしないと答えたの

が53.4%だったのに対し、オランダの選手は、

34.7%と低く、報復行為に行くと答えた日本選手

は13.3%と低い値だが、オランダの選手は、

45.7%と高い値を示した。また、審判に訴えると

27.3%の日本選手が答えたのに対し、オランダの

選手は、8.6%の選手だけが審判に訴えると答え

ている。

　

表６のファウルに対する意見の調査項目の、

表３

　

相手のファウルに腹を立てたことがあるか

　　　　　　

1988

　　　

1994

　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ

　

内容

　　　　

人数（χ）人数（χ）人数（X）

　

ある

　　　　

263

　

74.5

　

238

　

72.8

　

81

　

88

　

ない

　　　　

87

　

24.7

　

87

　

27.2

　

11

　

12

無回答

　　　

３

　

０．８

　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　

計

　　　　

353

　　　

327

　　　　

92

表４

　

ファウルをされた後どうしたか

　　　　　　　

1994

　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ

　　

内容

　　　

人数（χ）人数（沿

　

何もしない

　

80

　

53.4

　

32

　

34.7

審判に訴えた

　

41

　

27.3

　

8

　

8.6

　

報復行為

　　

20

　

13.3

　

42

　

45.7

　　

その他

　　　

9

　　

6

　　

10

　

11

　　　

計

　　　

150

　　　　

92

表５

　

試合中の喧嘩の経験

　　　　　　

1988

　　　

1994

　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ

　

内容

　　　　

人数（X）人数（X）人数（X）

　

ある

　　　　

63

　

17.8

　

99

　

30

　

76

　

82.6

　

ない

　　　

288 81.6 228　70　16　17.4

無回答

　　　

２

　

０．６

　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　

計

　　　　

353

　　　

327

　　　

92

表６

　

ファウルに対する意見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

そう思う

　　

そう思わなむわからない

　

簾圓答

　　　　　　　　　

童

　　　　

見

　　　　　　　　　　　　　　　　

人数（X）人数（X）人数（X）人数

　

（X）

　　　　　

時と揖合によっては7ｱｳﾙをしてもよい

　　　　　　　

1988

　　

230

　

65.2

　

57

　

18.1

　

66

　

18.7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

j･●1●･●W●●●-●●･●f-･･●●●●●●●●●●･●●●･･･●●●FF●●●a●●●丿●●lt●●●●fl･●●1●●●●●●●φ●●●●●暑●･SF･』●●･●●I●●●●●●jli●●■●j●d●●I■I●●』●I●●･●d骨●S●11JF●●』●f●●●●4S I ●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1994

　

204
62.4 67 20.5 56 17.1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

瀞･･●I●●●●●●●●･●･●●φ●■●●J●●●●』●●●●d･●･･●●●●･●･●●●●･●●●●瀞f●●●●●』●●●f●●･･暑●･●●●●●●●●●･･』･S●F「･●●■■●●●●●●●d■●●●●●●●●●」●●●●●J●●●fS●●●-●●●･「●φW●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ79

　

85.9

　

2

　

2.2

　

11

　

12

　　　　

ﾚﾌﾘｰの判定に常に従わなければならない

　　　　　　

1988

　　

282

　

79.9

　

23

　

6.5

　

47

　

13.3

　　

1

　

3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1994

　　

232

　

70.9

　

47

　

14.4

　

48

　

14.7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ61

　

66.3

　

12

　

13

　

19

　

20.7

　　　　

勝つためにはﾌｧｳﾙをすることも必要である

　　　　　　

1988

　　

164

　

46.5

　

94

　

26.6

　

95

　

26.9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1994

　　

171

　

52.3

　

90

　

27.5

　

66

　

20.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ52

　

56.5

　

29

　

31.5

　

11

　

12

　　

ﾌｧｳﾙはﾚﾌﾘｰに見つからないようにやるべきである

　　　　

1988

　　

88

　

24.9

　

174

　

49.3

　

91

　

25.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1994

　

128 39.1 120
36.7 79 24.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ41

　

44.6

　

39

　

42.4

　

12

　

13

　　　　　

退場にならない限りﾌｧｳﾙしてもよい

　　　　　　

1988

……

47 Iり｡J9………65.-.4,.,J.6｡.?1･5.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1994

　　

39

　

11.9
238

72.8　48　14.7　　2 0.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ52

　

56.5

　

28

　

30.4

　

12

　

13

　　

ﾙ･ﾙに規定されているのだからﾌｧｳﾙをしてはいけない

　　　　

1988

　　

99

　

28

　

127

　

36

　

127

　

36

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1994

　　

125

　

38.2

　

98

　

30

　

103

　

31.5

　　

1

　

0.3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ12

　

13

　

68

　

73.9

　

12

　

13

　　　　

ｽjl’
-ﾂﾏﾝならﾌｧｳﾙをしないのが巌然である　　　　　　1988　　75　21.2　148　41.9　130　36.8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丿●●●●･●●●●･d●j●j●●φ●1●●●●●●f●●●･●●S●･1●･●･･●1●●●φ●･●●●1●●●●●●●●●●●●●W●●●●●●●●●φ●●φ瀞φ●●●J●･●･f●･●●●4●Ii●●●●●･･･iW●●I●●●●F●●●を●●●d●●●●..●.●●●..●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

_

J.994_…………郎………MJ.

...1.33,………4M .108………賤…………………………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ10

　

10.9

　

75

　

81.5

　

10

　

10.9

ﾌｧｳﾙをしないで負けるより

,ﾌｧｳﾙを沢山しても勝った方がよい

………

掻卵

………

　

95 2り...147………1.り……月………仙.1………………………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1994

　

73 22.3 149
45.6 105 32.1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ57

　

62

　

24

　

26.1

　

11

　

12
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占村，古賀，越山，湯田

｢時と場合によってはファウルをしてもよい｣、

｢勝つためにはファウルをすることも必要であ

る｣、｢ファウルをしないで負けるより、ファウル

をたくさんしても勝った方がよい｣、｢退場になら

ない限りファウルをしてもよい｣では、日本の選

手と比べ違う傾向が､オランダの選手に見られた。

これは、表７に示すとおり、オランダの選手はフ

ァウルに対して肯定的に捉えている選手が日本の

選手より非常に多く、ゲームに勝つためにファウ

表フ

　

プロ選手の意図的なファウルについて

　　　　　

1994

　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ

　

内容

　　　

人数（S）人数（S）

肯定的

　　

101

　

38.4

　

75

　

81.5

否定的

　　

123

　

46.5

　

17

　

18.5

無回答

　　

40

　

15.1

　

0

　　

0

　

計

　　　

264

　　　

92

表８

　

プロ選手がレフリーに文句を言っている場面をどう思うか

　　　　　　　　

1994

　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ

　　　

内容

　　　　

人数（X）人数（X）

　　

無意味

　　　

180

　

58.4

　

13

　

14.1

何とも感じない

　

68

　

22.1

　

4

　

4.3

　

恥ずかしい

　　

20

　

6.5

　

40

　

43.5

　

かつこいい

　　

11

　

3.6

　

12

　

13

　　

その他

　　　

29

　

9.4

　

23

　

25

　　　

計

　　　　

308

　　　　

92

表９

　

個人でレフリーに文句を言った経験

　　　　　

1994

　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ

内容

　　　

人数（S）人数（S）
ある

　　　

119

　

36.4

　

54

　

58.7
ない

　　

208

　

63.6

　

38

　

41.3
計

　　　

327

　　　　

92

表10

　

レフリーにチームあるいは個人でひいきを感じたことがあるか

　　　　　　

1994

　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ
内容

　　　　

人数（X）人散（X）
ある

　　　　

227

　

84.7

　

85

　

92.4
ない

　　　　

50

　

15.3

　

7

　

7.6

　

計

　　　　

327

　　　　

92

表11

　

レフリーを中立な立場だと思うか

　　　　　　

1994

　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ

　

内容

　　　

人数（S）人数（X）

　

思う

　　

205 62.7　48　52.2

思わない

　

122

　

37.3

　

44

　

47.8

　　

計

　　　

327
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ルは必要であると考える選手が多いからと思われ

る。

　

表８のプロ選手がレフリーに文句を言っている

場面をどう思うかの質問に、日本の選手は、無意

味と感じているのが58.4%、何とも感じないと答

えたのが22.1%であるのに対し、オランダの選手

は、恥ずかしいと答えたのが43.5%であった

　

こ

れは、オランダおよびヨーロッパの選手の特徴を

表しているように思われる。既にジュニアの段階

で、審判にゲーム中訴えても、どうにもならない

ことを身につけているとともに､上述したように

オランダの選手はジュニアの年代から勝つことを

第一一に考え、ゲーム中審判に敬意をはらうととも

に不利にならないように、審判には逆らわず、少

しでも印象を悪くしないでゲームを運ぼうとしよ

うとしていることの表れではないかと推測され

る。この年齢層においても、既に勝利至上主義的

な部分を観察することができたと言ってもよいの

ではないだろうか。

　

表12では、日本もオランダも「ファウルをして

はいけない」等の指導を受けたことがあるかの質

問に関しては、大部分の選手が指導を受けたこと

表12「ファウルはしてはいけない」等の指導を受けたことがあるか

　　　　　　

1994

　　　

1996ｵﾗﾝﾀﾞ

　

内容

　　　　

人数（X）人数（X）

　

ある

　　　　

101

　

3U

　

14

　

15.2

　

ない

　　　

225 68.8　76　82.6
無回答

　　　　

1

　

0.3

　

2

　

2.2

　

計

　　　　

327

　　　

92

がないと答えている。

　

オランダの選手は、日本選手と同じように、フ

ァウルに関して指導を受けていないが、幼少の頃

からサッカークラブに所属し、日本とは違う環境

の中で練習、試合をしていく中で、自然に上述し

たような感覚を身につけ、ゲーム中に日本の選手

とは異なった行動を起こすようになっているので

はないかと思われる。

まとめ

　

オランダのジュニア選手は、ファウルに対して

肯定的であることが、本調査より観察された

　

ま
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サッカー選T･のファウルに関する考え方

た、勝つためにはファウルをすることも必要であ

る、時と場合によってはファウルをしてもよい、

ファウルをしないで負けるより、ファウルをたく

さんしても勝った方がよいと考えている選手が多

いことが観察され、オランダのジュニア選手は、

日本の選手に比べ勝利至上主義的であることが推

測された。

　

審判に対しては、ひいきを感じるものの、ファ

ウルを受けた後、日本選手と違い、レフリーに訴

える選手が少なかったり、ブロ選手がレフリーに

対して文句を言っている姿に恥ずかしい行為だと

受け止めている選手が多く、試合中レフリーに対

して敬意をはらっているのではないかと思われる

回答が見られた。越山ら2)は、日本の選手は、フ

ァウルに対してのストレスを審判にぶつけている

傾向があるのではないかと述べているが、オラン

ダの選手にはその傾向は見られなかった。これは、

ゲームの第一の目的は勝つことだと言い切るオラ

ンダサッカーの表れではないかと思われる≒

参考文献

1) Koninklijke Nederlandse Voetbalbond Acade-

　　

mie :Trainer Coach 11,KNVB, 3-7,1996.

2）越山賢一：サッカージュニアユース選手のフ

　　

ァウルに対する考え方，日本スポーツ教育学

　　

研究第15回大会抄録集, 35, 1995.

3）小幡日出男，杉山進：ファウルについての考

　　

え方，中学生サッカー選手の調査から，第９

　　

回サッカー医・科学研究会報告書, 13-32,

　　

1989.
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序

　

章

　　　　　　

中学校サッカー部は今

－Ｓ中学校サッカー部のフィールドワークよりー

上野

　

裕城

　

現在スポーツは、多様化の時代を迎えている。

それは新しいスポーツの登場によるスポーツ種目

の多様化に限らず、スポーツを行う者の価値意識

の多様化である。唐木(1990)の言葉を借りれば

「やわらかいスポーツ」の台頭である。これまで

わが国のスポーツは、競技スポーツを中心に学校

運動部活動で発展してきた。このことは、地域ス

ポーツクラブが未発達なわが国においては、必然

的なことであった。しかし、21世紀に向けた生涯

スポーツの在り方が問われるこの時代において、

スポーツを行うことは、誰もが持つ「権利」であ

る。スポーツ価値意識は多様化している。そして、

この波は当然のごとく学校運動部活動にも押し寄

せることとなる。

　

現在、学校運動部活動についてその在り方が問

われている。そこでの問題には、スポーツ価値意

識の多様化や競技スポーツが少なからず関わって

いる。日本サッカーが世界に追いつくためには、

ユース年代の指導の改善が求められる。以上のこ

とから、今後の選手育成の在り方について検討し

て行かなくてはならない。

１）目的

　　

本研究は、学校運動部活動の現状とその問題

　

点を選手育成の立場から見ていくことによっ

　

て、ジュニアユース年代におけるサッカー選手

　

の育成をどのようなかたちで行っていくことが

　

望ましいか検討することを目的とする。

２）研究方法

　　

山梨県内のＳ中学校サッカー部の部員20名と

　

顧問教師を対象に、平成10年４月より12月まで

　

の９ヶ月間フィールドワークを行った。

加藤

　

朋之

第１章

　

Ｓ中学校サッカー部の現状

　

４月より、Ｓ中学校サッカー部においてフィー

ルドワークを始め、中学校サッカー部の現状を見

ることができた。その中で、これからも学校運動

部活動において、日本サッカーを担っていく選手

を育成していくことは、いくつかの問題点がある

ことが指摘できた。以下がその指摘である。

第１節

　

価値意識の多様化にともなった問題

１）指導者

　

学校運動部においては､その指導に当たるのは、

教員ということになる。一部で、外部指導者の導

入があるようだが、殆どの中学校においては、教

員をもって指導者としているのが現実である。

　

運動部活動において、「技術の向上」を求めて

いる生徒や、「試合での勝利」を目標にしている

生徒は、指導者に対し専門的な指導を期待する、

一方、楽しみ志向の生徒にとって、専門的な技術

指導が、彼らの要求と異なることがある。この生

徒たちは、専門的な指導を特に必要とはしていな

1ｙ

　

「運動部活動の在り方に関する調査研究報告劃

において、顧問の指導上の悩みは「校務が忙しく

て思うように指導できない」に続いて、「自分の

専門的指導力の不足」であった。

　

実際、中学校サッカー部の指導に肖たっている

教員の中には､自分の得意とする競技ではないが、

顧問を引き受けている事実がある。Ｓ中京絞サッ

カー部の顧問であるＭ先生においても、以前は野

球部の指導に携わってきた。しかし、Ｓ中学校に

転任して来ると、野球部にはすでに３人の顧問か

おり、顧問がいなかったサッカー部をまかされた

という経緯がある。

山梨大学

188

一 一 －



巾学校サッカー部は今－Ｓ中学校サッカー部のフィールドワークよりー
　　

「おれも、そろそろサッカーのシューズでも

　　

買おうかなあ…。だけんなあ、これで来年サ

　　

ッカー部を担当するかも解らんし、金もかか

　　

るからなあ…。」

　　　　　　　

（Ｓ中学校サッカー部顧問教師Ｍ）

　

これらのことから、顧問教師に“専門的指導力”

を望むことは難しいであろう。ならば、指導力不

足を補うべく、外部指導者の導入を考えることが

できる。しかし、外部指導者を導入するに当たっ

て、次のような問題点があることも確かである。

　　

「外部指導者を、受け入れるのにもいろいろ

　　

と問題があるんですよ。外部指導者を入れる

　　

と、先生の立場がなくなってしまうんですよ

　　

ね。先生側か、それだけの知識をもっている

　　

か､受け入れる体制があれば良いんですけど、

　　

結局、外部指導者が、専門的に指導を行って

　　

いくとなるとお。生徒が外部指導者のいうこ

　　

とは聴くけど、先生のいうことは聴かないよ

　　

うなことも起こってくるんですよね。」

　　　　　　　　　　　　

呻学校

　

男性教員Ｋ）

２）活動時間

　

学校教育活動の一環である部活動においては、

活動時間は主に放課後の時間となっている。楽し

み志向の生徒にとって、現状の活動量は多すぎる

という声が聞かれた。その大きな理由として、

「そんなにいつもやっていたら、サッカーが面白

くなくなる。」「自分の自由に遊べる時間がない。」

といったものであった。競技志向の生徒からは、

学校行事や夏休みの活動制限への不満が聞かれ

た。年間を通して、一定の活動の保証が図られな

いことに対する不満である。

①冬の活動時間

　

冬の活動時間は、１時間ほどが限界でした。午

後４時から練習を開始したとしても、30分ほどす

ぎると、日が暮れてボールを用いた練習が困難に

なった。生徒は、ナイター設備の使用を顧問教師

に頼んだが、学校側の許しが降りないとして認め

られなかった。

?･夏休みの活動

　

Ｓ中学校における夏休みの活動は、県大会出場

を決めた部活動では20日以内、その他の部活動で

は10日以内で活動することに決定していた。夏休

みの活動制限は、「夏休みは学校から地域へ返す

期間」という、学校側での考えに立つものである。

　　　

（競技志向の生徒）

　　　

「もっと、やりたいよねえー。」

　　　

「週に２、３回は練習したいよねえー。」

　　　

（楽しみ志向の生徒）

　　　

「今日で夏休みの前半は最後の練習になった

　　

けど、どう？」（筆者）

　　　

「うれしいといえば、うれしい｡」

　　　

「学校があるときはいつもやってるんだから、

　　

夏休みくらい休もうよ。」

３）価値観の多様化による凝集性の弱さ。

　

部活動において、競技志向の生徒と、楽しみ志

向の生徒の間で､お互いの不信感が起こってきた。

競技志向の生徒にとって､部活動に所属しながら、

練習への出席の悪さ、練習への姿勢の違いが、不

満となる。逆に、楽しみ志向の生徒は、レクリエ

ーション的な活動を望んでおり、「ふざけるな」

「やる気ないなら帰れ」の言葉に不満を持つ。こ

れらが両者の不信感へとつながっていくのであ

る。

　　　

（競技志向の生徒）

　　　

「部活動はもうだめ。みんなやる気ないもん」

　　　

「部活動でがんばっていこうとするのはもう

　　

無理ってこと？」（筆者）

　　　

「そう思います。」

　　　

「やる気があるやつだけでやりたいよな！」

　　　

（楽しみ志向の生徒）

　　　

「しゅん（仮名）に今日は部活いかないの

　　

か？」（筆者）

　　　

「うん、行かない。だって、やる気がないな

　　

ら来なくていいとか言われたし、先生も、気

　　

が乗らないなら来なくていいって言うから」

第２章

　

解決に向けて

　

スポーツ集団を考える場合、問題になるのは成

員のスポーツをする目的や価値観が一人ひとり大

小にかかわらず違うことである。これまではスポ

ーツに対する二つの価値観（チャンピオン型、レ

クリエーション型）を山の形でモデル化すると、

裾野が広く頂点が高い富士山がシンボルとして多
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宮城，山下，大橋，北川

く用いられてきた。

　

しかし、これからのスポーツ

観のモデルとしては、チャンピオン型とレクリエ

ーション型は土台と頂きという上下関係ではな

く、共存の関係にあることを表す、連峰型が常識

となっている。

　

これまで中学生のスポーツ活動の場は、学校運

動部活動に大きく頼ってきた｡しかし生涯スポ

ーツの観点から、スポーツ観を以上のように捉え

ることが常識となってきた現代において、中学生

のスポーツの場を改善していくことが求められる

のは必至である。

　

荒井(1997)は、部活やクラブを生徒や指導者

が選択することができるようにするための複数化

モデルを提案しているが、それを筆者なりに少し

変えたものを示す。（図１）

図１

　

サッカークラブの複数化モデル

　　　

第１クラブ．

　

Ｉ

　　

；

　　　　　　　　　　

チャンピオン

匹－レクリエージ３ン

第２クラブ 第３クラブ

けられ、生徒の負担軽減につながる。また、レク

リエーション型を重視した部活動であれば、現在

のような過度の練習はなく、部活動とクラブチー

ム双方への参加を認めることもできるのではない

だろうか。生徒の中には技術向上を望みながらも、

仲間とも楽しみたいという要求を持っている者も

多い。広島県甘田市市教育委員会スポーツ振興審

議会の調査（表１）では、生徒のクラブをしたい

場が見事に割れている。

表1

　

クラブをしたい場（％）

　　　　　　　

学校の中

　

学校の外

　

両方

中学生（605）

　

36.8

　　　

34.8

　　　

28.1

高校生(670)

　

33.9

　　　

45.1

　　　

19.7

　

また、96年10月に発表された「中学生・高校生

のスポーツの在り方に関する調査」においても同

様のことが読み取れる。よって、「競技志向」と

「楽しみ志向」の場を分けながらも、そこに接点

を持たせることが重要であると思われる。

第３章

　

Jrユース年代サッカー選手育成への提言

　

今後のJrユース年代における選手育成はクラブ

チームで行うことが望ましいと思われる。そのた

めには、一つ又は複数の学校区を対象としたクラ

ブチームを形成することを進める。その準備とし

て指導者や活動場所、部活動との関連などの条件

整備を進める必要があるであろう。また、学校運

動部活動は生徒と生徒、生徒と教師が授業以外で

接することのできる学校教育を充実させるものと

してその教育効果を期待したい。

引用・参考文献

①荒井貞光(1997)運動部活動は学校を出るべき

　

か？，学校体育:20-22.

②唐木国彦(1990)「やわらかいスポーツ」の台

　

頭（やわらかいスポーツ）．（株）窓社：東京，

　

pp. 49-66.

③文部省体育局体育課「運動部活動の在り方に関

　

する調査研究報告書」
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これは部活動とクラブに所属する生徒を、分類

して示したものである。学校におけるこれまでの

部活動は、友人と楽しむクラブ、授業以外での教

師と生徒の関わりの場として機能させ、大きな教

育効果を期待するものとする。第３クラブは現在

「トレセン」として、選抜選手レベルが練習し試

合に出るタイプとして、質の高い選手育成を図っ

ていくことを目指す。そして、その中間に位置す

る第２クラブは、１つ又はいくつかの学校区をも

とに「選手育成」を目的に行っていくというもの

である。つまり第２クラブというのは、クラブチ

ームを意味するのであるが、隣り合う学校区数個

にひとつくらいのクラブチームが存在すれば、生

徒の多様なスポーツ要求を十分に満たしていける

のではないかという考えである。

　

チャンピオン型とレクリエーション型のスポー

ツの場を分離し整えることで、大会、試合等も分

j毎ﾑにヤグ
｀

　　

言＞
→
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中学校サッカー部は今－Ｓ中学校サッカー部のフィールドワークよりー
　

本研究を行うに当たっては、調査地となるサッ

カー部の関係者には多大な協力をいただきまし
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大学女子サッカーは何を目指すのか

大学女子サッカーチームの指導方針に関する調査より

　　　　　　　

加藤朋之1）高倉亜維ｊ

序章

　

はじめに

　

1999年我が国の女子サッカー界はアジア大会の

健闘をふまえ、アメリカワールドカップやシドニ

ーオリンピックへ向け新たな飛躍を期待されてい

る。その一方でＬリーグからのチーム撤退のニュ

ースが相次ぎ、女子サッカー全体が再考を迫られ

ている。そうした中で大学女子サッカーの位置づ

けも重要な問題として取り上げられよう。

　

本報告の基礎的資料である全日本大学女子サッ

カー連盟による大学女子サッカーチーム実態調査

も３年目になる。大学女子サッカーチームの動向

もある程度把握出来てきた。

　

そこで今回は第１章において人学女子サッカー

の実態報告とともに各チームが目指すべき目標値

を掲げてみたい。それによって大学女子サッカー

の理想とするチームが見えてくるのではないだろ

うか。

　

また第２章では指導者の指導方針に関する調査

を踏まえ、大学女子サッカーが何を目指すべきな

のかについて論議してみたい。それによって大学

女子サッカーにおける指導方針が明確になるので

はないだろうか、

第１章

　

大学女子サッカーチームの現状と目標

全日本大学女子サッカー連盟による実態調査

（74チームに対する39チームの回答）より

１

チームの状態

部員数

　

４年制大学では学年の割合が全休ヽﾄﾞ均では安定

してきている､短大では１年生の割合が多くなり、

１報(1997)、2報(1998)と逆転した結果にな

つている（図１）。

　　

λ数

　　

町夕‾･

　　　

J迂j

、４？リ

　

こ'％

葱ス

図1

し

　

９ゝ

回］回匝］１チーム４年制大学において各学年５

人、計20人短大制で各学年７人、計15人

現在目標値を達成しているチームは７チームである、

運営費

　

部費は全体平均で月1203円、最高は月5000し巴、

最低はｏ円である。学校補助金は全体平均で巫

263664円である。現在運営費は部費が中心のチー

ムが多い。決して豊富ではないが、活動にあった

運営費の状態であり、それを維持しながら補助金

を増やすことを考えたい｡

,施設

　

専有グランドは87％が大学に保有しており、

97％がゴールを使用して練習している（図２）。

　　　　　　　　

Ｗにダパプs

　

～.j

コ一Jしの石照
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人学女ｆサッカーは何を目指すのか大学女子サッカーチームの指導方針に関する調査より

練習に使うボールは延べ１人あたり1.2個である

が個別では１人川固が確保されていないチームも

あった。

肛圈固

　

１人口固

連亙畦皿

　

例年とあまり変わらないが、練習回数は週3ｒn

五回、練習時間１回２時間に安定してきている。

練習総時間も週12時間を超えない範囲に収まって

きた（図３）。

ﾐﾌ却岬

　

練習回数(週)

]|し]‾とぐﾀﾞ∩

尹

　

,50

　

3c:

　

300

　

いa

　

5∽

　

1

6CO{回/週II

･゛一丿瓢･

3°

　　　　

1回の練習時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＡＶＥ.2.7時間,'[§

　　　　　　　

I I･-　　　　　　　MiN. i95ra/回

]

圖

甲

０

･:畏－ム以）

８¶

甲
７５ ９

12 18 22

[目‾標値]各チームで試合20ゲーム、公式戦10ゲー

ム現在目標値を達成しているチームは15チームで

ある。

２。部員とスタッフ

　

｀からサヽヽカー

　　　

ふした

　

全体平均11人であり、全体的な分布（図５）を

見ても女子サッカー全体での普及に大学の活動が

重要であることがわかる。また人材発掘の機能も

担っていることもわかる。

（チーム数）

　　

大学からのサッカーを開始した選手数

二口

100

　

6-00

　

8.00

　

10 00　12､00　1S.00　17.00

(人)

図5

● 〃

・ ｇ
図3

試合

　

年間試合数は全体平均は年間23.9試合であるが

最多70試合と最少Ｏ試合の格差がありすぎる。

　

また公式戦も地域格差44～O試合と格差があ

り、是正の必要性を感じる（図４）、

･.gl,.’i･Z.I;

　　

I ･.’・　.］

　　

犬

ぺ

］

.'チームＳ

10

10

２Ｑ ２５ ＸＩ

↑ t

46 S 70

甲

部員の指導経験

　

サッカーを指導した経験を持つものは極端に少

なく、指導者育成を考えたときには再考すべきで

ある(図６)。

　　

(チーム数)

　　

利

　　　　　

サッカーの指導を､経験した選手数

2C'

ICL∠
.00 100 200 400 500 800

(人)

　　

図6

　

[府陽]各チーム２人

　

大学女子で78人

現在目標値を達成しているチームは７チームであ

る。

20･

図4

国体

　

1998年度国体チームに派遣した部員数は総数で

86人、平均で2.3人である。 ＯＧも含めると129人

である（図７）。人数の状況を考えると今後、大

193-

年閻公式賦合彭ﾄﾞｯﾌﾟﾆ｣

　　

.

　

l"‘71

　

－－－つ蝉］

べ

　　

・

　　

，Q

　　

17

　

1゛

　

’1 ?2　c去,’「;

|

回の練習時間じﾋﾟｻﾌﾞ］

１

　　

２

　

２５

　　

３

　　

５

　

７５

　

６

　

り

］

　　

『‾ダ

』

ｊヽ

……＿，

う

　　

Sr0

　

7.‾沢

　

9CG

　

1-00　りC･o　謁OC　1600 -ﾌﾖﾌ00



゛-一一17

20 1

10

国体選手数

(人)

加藤，高介

当　　　　ＯＧの国体選手散

　　　

○

ひ

　

.00

　

ICC･

　

2Q0

　

3:ひ0

　

5.no　700　尚　図７

学チームと国体の選抜チームの連携をより綿密に

しなければ、様々な問題が起こることが予想され

る。

j劃

　

主審が出来る部員は全体の総数で129人、平均

で3.4人であり、最高１チーム趾人というところ

がある。級別の内訳は２級２人、３級12人、４級

114人である（図８）。

'仔－ムむ． 主審ができる選手数

］

　

……‥

‥

‥‥○」

　

また副審が出来る部員は全体の総数でa55人、

平均で9.3人である（図㈲。

　

」

　　　　　

副審ができる選ＪΞ数

６
］

　

／

２・

↓
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『E所個主審

　

各チーム

　

３級以上２人

現在目標値を達成しているチームは13チームであ

る。

　　　　

副審

　

各チーム

　

４人

現在目標値を達成しているチームは28チームであ

る。

　

｀首

　　

キーパーコーチ

　

トレーナー

　

全体平均で指導者1.9人、キーパーコーチa.3人、

トレーナー0.2人である。指導者以外は大学女子

サッカー全体で取り組まなければならない問題で

ある。

　

回禄個各大学１人

　

大学女子で39人

現在目標値を達成しているチームは指導者は33チ

ーム、キーパーコーチは12チーム、トレーナーは

５チームである。

第２章

　

大学女子サッカーは何を目指すのか

　

本章では、１章で報告した大学女子サッカーの

現状から今後何を目指すべきなのかを論議した

い、まず始めに大学女子サッカーの指導者の現状

を報告し、その後に今後についての論議に移るこ

とにする。

１。指導者と指導方針

性別

　

圧倒的に男性が多く、女性の指導者を増やす土

壌づくりが必要である（図10）。

属性

社会的立場

　

大学関係者（大学教員・職員、院生）がほとん

どを占めている（図11）。
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大学女子サッカーは何を目指すのか大学女子サッカーチームの指導方針に関する調査より

　　　　　　

戮他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

指導§療

社会的立場

高賢良し大IJ魯員

剽奥

図11

土止二竪験

　

小学校、中学校からを含めて高校、大学と７年

以上の活動経験を持つ指導者がほとんどである

(図12)。

サッカー

その他5人 なし2人
３人

のみ5名

Ｇ

22ｔ 図14

　

またチーム運営、指導者育成、審判育成につい

ては図15の通りである。

指導者育成を

　　

考えていますカリ1^0

　　　　　　　　　　

16人

チーム遷宮に

　

関わっていますか

図12

女子指導経験

　

全体平均で5.2年である。ほとんどが２年以上

である（図13）。

（人）

　　

女子の指導経験年数

ダ

　

ノ

2

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.012.0140 16,0七
図13

謝礼

　

謝礼はほとんどがＯ円であり、一方最高額は月

趾巫止1である。指導者の地位を向上し、社会的

認知を受けるためにも、謝礼を貰うことは必要で

あり、今後再考したい点である。

指盗丑盟

　

各指導者の記述を１勝利、２享楽、３手段、４

育成に整理した（図14）。ただしここでの育成は

人間的、人格的というもので具体的なものではな

かった。

審判育成を

　

考えて&|ますカリ

NO

Ｔ７人

図15

２。大学女子サッカーの指導者の一般的なモデル

　　

以上から整理した大学女子サッカーの指導者

　

の一般的なモデルは以下のようになろう。

・性別は男性、サッカー経験は小・中を含め高

　

校・大学と継続し、職業は大学教員・職員、大

　

学院生など大学関係者である。

・指導での謝礼は貰っておらず、女子指導経験は

　

２年以上である。

・指導の方針は競技力向上であり、人格形成と審

　

判育成である。

・チーム運営に関わり、指導者育成については半

　

数が考えている。

・指導上で、怪我に注意し、基本を重要視し、部

　

員の人間関係に気を配っている。（本報告では

　

省略したアンケート記述から考察）

３。大学女子サッカーの目指すべき指導方針
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加藤，高倉

　

これまでの我が国の女子サッカー界の構造を眺

めてみるとジュニアからジュニアユースへはクラ

ブチームが中心であり、その後、高校チームかク

ラブチームかの選択をし、Ｌリーグやクラブチー

ムへ行きママさんチームへという流れになってい

た。

　

しかし一昨年より国体に女子サッカー種目が加

わったことで大学チームも重要な役割を担い始め

ている、こうした中で筆者たちが従来より指摘し

てきた大学女子独自の役割を考えておかなければ

ならないノなぜなら男子サッカーのようにそれぞ

れの領域が競合しあい並列構造で総合的全体的な

機能が損なわれてしまうからである。そこで大学

という領域の特徴を押さえ、その方向性と方針を

指摘したい。

　

まず第１の特徴は大学の各チームは、短期的結

果がある程度猶予されているということがある。

もちろん大学経営上その結果等を重要視される場

合もあるが、それでも大学では短期的なスパンで

の結果の評価や利潤効率などＬリーグのように厳

しいものではなく、ある程度猶予される。そこに

長期的な展望が望めるという特徴がある。

　

次に第２の特徴は、大学が教育の場ということ

である。スポーツを始めとして様々な教育の専門

的な場として、サッカーに関する知識の習得や人

材育成には適している。そこに女子サッカー全般

に関わる様々な場面に対応できるシンクタンクと

いう特徴がある。

　

以上の点から一つの方向性を導き出すことがで

きる。それは強化以外で重要でありかつ長期間を

要する人材の育成が大学女子サッカーではできる

のである。その点に大学女子サッカーの指導方針

を合わせていくべきである。

　

具体的にいえば女子サッカー全般の運営プラン

ニング、審判育成と指導者育成である。その点て

大学女子の現状は審判育成に目配せをし始めたと

ころといえよう。

結章

　

終わりに

スポーツ界全体が経済不況のあおりを受けてい

る現在の我が国において、足腰の強いスポーツ活

動の在り方を模索しなければならなくなってい

る。そういった中で筆者らは大学の運動部に注目

している。おそらく大学の運動部は大学教育の基

幹をなし、経済不況の中でも大学そのものが潰れ

るまで残ると想像できるからである。

　

これはサッカーに関しても同様のことがいえ

る。しかし残念ながら男子サッカーに関しては大

学サッカーも長い歴史を経て、ある一定の機能の

中に閉じこめられてしまっている。一方、大学女

子サッカーはこれから役割を担っていく状況にあ

る。そこで今こそ熟考しなければならない。

　

筆者らが考えるのは､･大学女子サッカーが選手

強化だけでなく長期的スパンにのった女子サッカ

ーに関する人材の育成をすることである。具体的

には指導者と審判の育成である。

　

まとめとして、現在の大学女子サッカーの指導

者は、女子サッカー指導の独自性はカバーできて

いるものの、指導者育成に関しての目配せが足ら

ない。大学出身の女性の指導者を育成することを

指導方針に加えるべきであると筆者らは提言す

る。そして筆者らを含め女子サッカーのシンクタ

ンクとしての機能を整備しなければならない。

参考文献

・小林美由紀(1994)「大学女子サッカーの発展」

　

サッカー医・科学研究14

・日本サッカー協会(1996)「女子サッカーの普

　

及と発展J J,F.ANEWS144

・加藤朋之(1998)「大学女子サッカー～その現

　

状と課題～」サッカー医・科学研究

　

第17巻

・加藤朋之(1998)「スペインの女子サッカー選

　

手からの助言（大学女子サッカースペイン遠征

　

記３）」体育の科学47-9杏林書院（海外情報）

・加藤朋之、小林美由紀(1999)「大学女子サッ

　

カー～その現状と課題（第２報）～」サッカー

　

医・科学研究

　

第18巻

196-



研究の方法
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74廳Ｆ皿1971‾‾‾二52二173」S5|.

　

本調査は、層化二段（性・年齢）無作為抽出法

による質問紙調査法（スタジアム内での簡易的な

　　　　　　　

Table.1調査仕様
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二二l

　　

一一一
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５

．
呻
ｌ
ｌ

はじめに

　

'98年は日本サッカー界にとって、ワールドカ

ップフランス大会出場を果たした歴史的な年とな

った。しかし、その一方で開幕後６年を経過した

Ｊリーグにとって、試練の年でもあった。横浜フ

リューゲルスと横浜マリノスの吸収合併問題に象

徴されたスポンサー企業の撤退や、チーム規模の

縮小が相次ぎ、今後のリーグ運営の動向が懸念さ

れる事態となった。

　

本稿は、Ｊリーグ開幕前年'92年より実施して

いる観戦者の継続的な調査研究をもとに、観戦者

の属性及び観戦行動について時系列的動向を報告

するものである。また、今年度の調査結果からは、

競技場のサイズと観戦者行動に特徴的な関係が認

められた。それらの結果をふまえ、Ｊリーグの新

たな展開へむけての若干の提案を行いたい。

高橋豪仁4）

仲滓

　

慨8）

訪問留置法による）で実施し、その他の仕様は

Table.1に示す通りである。

133砥皿153●二二33 1･二212二1.03【蓋1

147匯;■MO皿二　290二216二■117‐塵面71】

゛98

'97

'96

'95

'94

'93

結果の概要

1｡観戦者のプロフィール

　

’98年の観戦者の平均年齢は、全体では28.5歳、

男性が28.9歳、女性が27.8歳であった。観戦者の

年代の構成比の推移をみると(Fig.l)、開幕当初

のブーム的状況を支えていたと思われる大学生年

代から20歳代の層が、’97年、’98年と減少傾向に

ある。反対に･97年／98年と30歳代以上の層が拡

大傾向にある。
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Ｊリーグ観戦者に関する調査研究(1)

一観戦者特性及び観戦行動の時系列的変化を中心にー

平川澄子1）

畑

　　

攻5）

戸苅次郎･）

杉田文章6）

中塚義実3）

杉山

　

進7）

’篤実｜の震奮仕餓!第？回）

　　　　

‘S4実施の調査tt様（第３回）

11間重時期1938.B Z9-9 19　　　　　　T岡査時期19M e 20-9,21

j臍査升命試合’98 Jリーグシリーズ　　　ｌ調査対象試合’94 Jリーグシリーズ

（5試合;柏叶国立,1,Ξツ沢,1,横浜国際･1;平塚･1) (7霞合:前立=2,三ツiR=2:平塚=2;カシマ=1）

Ｉ !･瞬ｌ対象12aiu上の男女個人　　　　Ｑ瞬査対象．１２歳以上の男女個人

t･魏重規横・2,01Gサンプル（有効回収率99 2%) 4調査iS.9 3.032サンプル（有効回収申92.ZX}

i ‘97実施の鏑嚢仕様（第６回）　　　　　’93実鹿の鯛査仕様（第２回）

　

１日査時期:1997,8 Z3-9 24　　　　　　･j 師査時朋:1993 9 n-10,16

　

え･麟査刀ｌ試合97 Jリーグシリーズ　　　２岡査ｒ象試合；第２回Ｊリーグ杯

｜（6試合.国又こ2.三ツ八･1;和l=･,力ｙヤ=1駒嶋=り（８試合:国立･2,Ξツ沢=1:カシマ=1.平塚=2.柏=1,大富=1）

1一間査１?● 12auよの男女偏人

④輯資規横. 2.867サンプル（膏幼回収率99. ZX)

･anの喬査仕様（第５回）

･ll査鴫劾・1396 8 26-9 28

必繭重対●試合ブ96 Jリーグシリーズ

（S試合:国立22,Ξツ訳こ1;平塚=1:カシマ･１）

３１垂対象：１２竃以上の男女●人

･!･瞑ｌ規楠・1.383サンブル（有勣回瞑率94 7鴛）
.195良禽の攬査仕種（第４曰）

’）間重弓朋:I9B-9 2-9 30

11竃対象試合:’95 Jリーグシリーズ

（4R合:Ξツ沢･3;平塚･1）

③●査対敵バ２血以上の男女個人

･IJ臍重対Ｓ：1 znu・の月女個人

.゛き）岡査規植:3,507サンプル（有勣回収率95.IX)

’92実施の薗査仕様（凱１曰）

①調査時期1992 9.9-10.11

②調査対象甘合.･第１回Ｊリーグ杯

（主要7賦合:国立=4;平1≫=2;西が丘･1）

１輯童対象・１５直以上の舅女個人

･i.･■XlllO:2,294サンプル（有効回収率91 ≪)

6）多摩大学 7） お茶の水女子大学

　

8）筑波大学
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4）奈良教育大学

　

5）日本女子体育万戸
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Ｊリーグ観戦者に関する調査研究（1）一観戦者特性及び観戦行動の時系列的変化を中心にー

割合が増加する傾向にあったが、ここ数年減少傾

向に転じていた。

　

しかし、’98年はその傾向に歯

止めがかかり、女性比が若干増加した。

　

サッカー観戦歴については(Fig.3)、観戦歴１

年未満、すなわち新規ファンの割合はＪリーグ開

幕の’93年において最も高く、’94年、’95年と大き

く減少し、’97年まで減少傾向にあったが、’98年

は新規ファンの減少傾向にも歯止めがかかり、若

干の拡大傾向をみせていた。また一方で、Ｊリー

グ開幕以降にサッカーの観戦をはじめた、観戦歴

６年未満のファンの構成比は全体の78.9%と大半

を占めるようになった。これはＪリーグの大きな
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Fig.3観戦歴

功績といえる。

　

Ｊリーグ公式戦の一試合あたりの平均観客動員

数の推移と男女の新規ファンの割合の推移の関係

からは(Fig.4)、開幕年は女性の７割程度が新規

ファンであったこと、年々新規ファンの構成比は

下降し、’97年では10.9％（女性）まで落ち込んだ

こと／98年ではその女性新規ファン構成比が

25.6%と拡大傾向が顕著であったこと、などの特

徴がみられた。これまでの研究報告（平川他、

1997 ； 仲滓他、1996)の中でもたびたび言及して
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Fig.4ブーム的様相と新規ファン

きたが、Ｊリーグブームに女性の新規ファンが大

きく影響を与えていたことが示唆されている。

　

また、開幕以降の新規ファンの定着という観点

からは(Fig.5)、新規ファンの定着率は’96年まで

はある程度の水準を保って推移していたが、･97

年、’98年にかけては定着率の減少が著しいこと
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Fig.5ファンの定着率と平均観客動員数の推移

がわかる。一方、２年目のファンの定着率は開幕

以降、高水準を保っており、むしろ増加傾向にあ

るといえる。このことからは、新規ファンがリピ

ーターとなって翌年もスタジアムに足を運べば、

それ以降サッカーファンとして定着していく確率

はかなり高くなることがうかがわれる。Ｊリーグ

公式戦の平均観客数の推移との関係では、観客数

の減少傾向と新規ファンの定着率の低下傾向の間

に強い関係があると判断された。

　

これらのことから、198年の女性新規ファンの

拡大傾向と２年目のファンの定着率の高さは、Ｊ

リーグ人気の駱りと観客動員数の減少に苦慮する

Ｊリーグにとって、明るい材料であり、今後の人

気回復への有力な手がかりとすることが望まれ

る。

2.観戦行動

　

同行者数(Table.2)をみると、スタジアムへ

は「２人」で来場する割合が54.6%と最も高く、

特に女性では60.7%を占めていた。男性では、

19.0%が「１人」で来場しており、女性に比べ、

その割合は高かった。年齢層別に特徴をみてみる

と、18歳以下の層では「３人」「４人」などグル

ープで来場する割合が高く、大学生年代は「２人」

で来場する割合が高かった。さらに、30歳代、40
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平川，戸苅，中塚，高橋，畑，杉田，杉山，仲滓

Table.2同行者数

　　　　　　　

１人

　　

２人

　　

３人

　　

４人

　

５人以上

　　

ｎ

全体

　　　

13.2X

　　

54,6X

　　

n.3%

　　

8.6%

　　

10.3)1

　　

2007

　　　　　　　　

19.OS

　　

5O.2X

　　

13.2X

　　

7.5!l

　　

10.1S

　　

1146

女性

　　　　

5-3%

　　

607X　　13.7!(　　10.0%　　I0.3X　　　827

18歳以下

　　

4｡1％

　　

55.2X

　　

16.8%

　　

11 9S　　11 3%　　　268

19-22

　　　

11.IX

　　

65.7S

　　

10 8S　　6.2X　　6,2%　　　306

23-29

　　　

146S　　56.6X　　13.0%　　6.2%　　97X　　　663

30-39

　　　

16､2%

　　

48.1X

　　

14.1X

　　

9.e!t

　　

12.0%

　　　

426
40-49

　　　

17,9%

　　

44.4%

　　

13 5S　　13 514　　10,6%　　　207
50-

　　　　

KA%

　　

54.7X

　　

10.9X

　　

8.0%

　　

13.9X

　　　

137

Table.3同行者との関係

　　　　　　

友人

　

職場同

　

仕事関係家族･

　　

その

　　　

ｎ

全体

　　　

42.0X

　　

9.8)4

　　

41％

　　

371%　　7.IX　　1.713

　

性

　　　

39.0)i

　　

12｡4%

　　

4,4%

　　

36.7X

　　

7.5X

　　　

912
女性

　　　

45.l!(

　　

6.5X

　　

3.e!4

　　

38.0%

　　

6.7K

　　　

771

歳代と年齢層が上がるに連れて、１人で来場する

割合が高くなる傾向がみられた。同行者は「友人」

が42.0%と最も高く、次いで「家族・親戚」

37.1%であった(Table.3)。 ’97年に比べると「友

人」('97:36.6%)と来場する割合が増え、「家

族・親戚」('97:42.8%)と来場する割合が減少し

た。

　

観戦決定時期(Fig.6)については、「前節以降

試合前日」に観戦に行くことを決めるファンの割

合が高くなり、当日券で観戦するファンの割合も

高くなった。概して観戦決定時期は遅くなってい

る。特に、男性はその21.2%が、観戦歴10年以上

'98

'97

196

6.6

　　　

266

　　　　　　　　　　　

668

5.2

　　

201

　　　　　　　　　　　

747

5.1!

　　

20.3

　　　　　　　　　　　

746

OS 20％ 40％ 60％ 80％ 100S

　　　　　　　

Fig.6観戦決定時期

のファンはその26.4%が、当日券で観戦していた。

　

試合情報の入手経路は、「サッカー雑誌」

(27.0%)、「サポーターズクラブの会報」(23.9%)、

「友人・知人」(20.1%)などであるが、昨年に比

ベサポーターズクラブから試合の情報を入手する

割合が低下した。

　　　　　

Table.4チケットの入手方法

　　　　　

ﾌﾞﾚｲｶ'ｲﾄ'等

　

ｻﾎﾟｰﾀﾞｰｽ'ｸﾗﾌﾞ当日会場

　　

その他

　　　　

ｎ
全体

　　　　　

494*

　　　

25m

　　　

20.5)1

　　　　

5.1)1

　　

1,452

　

性

　　　　　

47.0%

　　　

22.IX　　　25 9>i　　　　50%　　819
女性

　　　　

52､6S

　　　

Z9.2%

　　　

I3,OX

　　　　

52%

　　

610

　

チケットの人手方法(Table.4〉は、「プレイガ

イドやコンビニショップ等」で購入する割合が

49.4%で最も高く、次いで「サポーターズクラブ

経由」が25.0%、「当日会場」ヽが20.5%であった。

チケットの入手についてもサポーターズクラブを

介する割合が低下している。

　

チケットの購入価格の平均は2,580円（土1,250、

n =1,384)であり、概して年齢が上がるほど入

手価格も高くなる傾向にあった／98年ファース

ト・ステージにおける観戦頻度の平均は4.2回

（士4.2、n =2,010)であった。居住地別にみると、

非ホームタウン在住者は4.0回であるのに対して、

ホームタウン在住者は4.7回と観戦頻度はやや高

くなっていた。

　

会場までの所要時間と交通費の平均を図示した

ものがFig.7である。年々縮小する傾向にあった

マーケットエリアは、98年はやや回復したといえ

る。
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Fig.7会場までの所要時間と交通費
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3｡スタジアムによる観戦者特性

　

’98年の調査では、横浜国際競技場（70,000人収

容）と国立霞ヶ丘競技場(60,377名収容）の２つ

の収容力の大きな施設と、柏サッカー場（15,000

人収容）と平塚競技場(18,500人収容）という、

通常規模の施設の観戦者特性を比較すると、多く

　　　　

Table.5スタジアムのサイズと観客

　　　　　　　　　　　　　　　　　

収容力の大きな・技場収容力の小さな鰻技堵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　

檀浜国暉｜

　

皿立

　　

柚

　

丿平曝

新奴参入フフン（１年来満）

　　　　

３０ １！　17.6　13.5　10.1
-一一---一一--一一---一一-”’－’－

　

‥－‥－しー－
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Ｊリーグ観戦者に関する調査研究（1）一観戦者特性及び観戦行動の時系列的変化を中心にー

の点で対照的な傾向を示した(Table.5)。収容力

の大きな施設の特徴としては、①新規層のファン

の構成比が高い、②もらった券で入場するファン

の割合が高い､③５人以上で来場する割合が高い、

①平均の観戦頻度が低い、⑤試合の情報を友人・

知人から得る割合が高い、などであった。一方、

収容力の小さい施設の特徴としては、①新規層の

ファンの構成比が低い、②試合の情報をサポータ

ーズクラブで入手する割合が高い、③１人で来場

する割合が高い、④平均の観戦頻度が高い、など

であった。以上のｰことから、新規ファンの獲得と

定着のためには、競技場のサイズに応じたマーケ

ティング戦略を講じる必要があると思われる。。

まとめにかえて

1｡新規ファンの獲得と定着

　

時系列的な観戦者の推移は、観戦歴が２年目を

超えたファンの定着率の高さを示唆していた。ま

た、開幕３年目を境にＪリーグ開幕時にみられた

ブーム的様相が一段落して、その後、沈静化、縮

小化の一途をたどってきたが／98年のシーズン

ではやや回復傾向を示した。これは'98年に開催

されたワールドカヽツプ・フランス大会に日本が初

出場したこと、あるいは二部制の導入、などに伴

うマスメディアによるサッカー報道量の増大が、

新規ファンをスタジアムに呼んだもの、あるいは

離れていたファンをスタジアムに呼び戻したもの

と推察される。

　

二部制のスタート、サッカーくじの導入などマ

ーケティングの好機をとらえ、Ｊリーグが今後、

新たなる発展を遂げるためには、新規ファンの獲

得と定着のための戦略的なマーケティングの重要

性が益々高まったといえる。

2｡収容力の人きな競技場での戦略

1)新規ファンの感性に訴える施策

　

新規ファンの占める割合の高い大きな競技場で

は、新規ファンに焦点化した施策が必要であるこ

とが示唆される。新規層向けに感性に訴える情報

の提供などが重要と考えら゛れる｡迫力あるプレイ、

トリッキーなプレイの映像によってプレイの醍醐

味に気づいてもらう、などである。また、抽選に

よる景品の提供など、周辺的なプロモーションも

新規ファンに訴求する(Engel, Blackwell, &

Miniard, 1993; Sujan,1985)。

2)マーケットリーダーとしてのサポーター・グル

　

ープヘの配慮

　

観戦の文化は、一般にスタジアムで創られる。

中でも中心的なサポーターグループと、そのスタ

ジアムの雰囲気との関係はかなり強いものと思わ

れる。そして、新規ファンに大きく、かつ好まし

い影響を与えるサポーター・グループを持つこと

はチームの運営にとって重要な意味を持ってく

る。なぜならば、大きな'スタジアムで楽しむこと

が出来た新規ファンは、リピーターとして地域の

スタジアムで観戦することが期待されるからであ

る。

　

もちろん、彼らが自らのボランタリズムに裏打

ちされている活動だからこそ、他への大きな影響

力を持っているのであり、チーム運営担当者が彼

らの活動を統御することは不可能であるが、好ま

しいサポーターグループを育成するための配慮を

していくことが重要な営みと思われる。

3)個々の選手の魅力の訴求

　

新規ファンは、選手個人の魅力に反応する傾向

が指摘されている(Nakazawa et al. 1998)。新規

ファンの獲得には、この種の話題性は不可欠であ

る。はじめは｢一人の選手｣、それを｢チーム｣、

｢サッカー｣、｢地域｣へと、結びつき

(Attachment)の対象を広げていくよう導くこと

が重要である。

4)新規参入層に影響を与える人に焦点化した施策

　

他律的な人々を誘い出す戦略として、北米のプ

ロスポーツでは一人分の入場料で二人入場できる

｢Two for One Discount｣などが、プロモーション

としてしばしば行われている。このような新規フ

ァンを競技場に誘い出す仕掛けも重要である。

5)集団的な観戦に焦点化した施策

　

大きなスタジアムは、より大きなグループで来

る傾向がみられるが、そのためのグループ入場者

への便宜をはかることも重要と思われる。収容力

の大きなスタジアムは、その雰囲気、臨場感を保

つために一定の観客動員が不可欠であり、客単価
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は下がっても、相対的なマーケティング上の便益

は高くなるものと思われる。大勢で来れば、上述

の他律的な人々、あるいは新規ファンも含まれる

ことが期待される。

3.収容力の小さな競技場での戦略

1)チーム’｀の結びつき(Attachment)に焦点化し

た施策

　

観戦に熟練したファンの集まる小さな競技場で

は、戦術や競技記録、チームに関する情報など、

いわゆる“通"向けの情報提供が重要と考えられ

る(Anderson &Jolson, 1980;Suian,1985)。

2)サポーターズクラブの活性化と活用

　

チケット人手のインセンティブが相対的に弱く

なったサポーターズクラブは、その組織拡大の勢

いにかげりがみられている(仲潭、1998)。今後

は、会員のボランタリズムを喚起するような組織

運営(本来的なクラブ化)が求められ、そのクラ

ブの地域、新規ファン、運営会社へのメディエー

ターとしての機能に着目する必要がある

(Cialdini,1993)。

3)観戦回数の多い観戦者へのインセンティブ

　

観戦頻度の高い人に対応したプロモーションも

重要である。北米プロスポーツでは、ミニ・シー

ズンチケットなどと呼称されるが、平均的観戦頻

度を多少上回る回数のチケットを、また、観戦頻

度の高いファンには、その頻度に応じてプレミア

ムを提供するなどのプロモーションもファンの定

着、質の向上に寄与すると思われる(Sutton,

1998)。

4)ホームタウンに志向した施策

　

地域に密着した対応として、地域メディアを利

用した広報活動、交流活動、サポーターズクラブ

と連携した施策などで、地域アイデンティティの

育成を意図することが幅広い年齢に支持層を拡大

することにつながると思われる。

　

2002年にはサッカーワールドカップの日韓共同

開催が決定している。真のスポーツ文化を地域に

浸透させることを理念のひとつに掲げてスタート

したＪリーグが岐路に立だされている状況は憂慮

されるが、危機的状況にある今こそ、変革の好機

とも考えられる。ひとつひとつの課題を解決する
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ことによって、より望ましいスポーツ文化の発展

にむかって､その歩みを進めてほしいものである。
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Ｊリーグ観戦者に関する調査研究②

Ｊリーグの女性観戦者の特徴を中心にー
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中塚

杉山

義実･）

　

進7）

高橋

仲滓

豪仁1）

　

萌別

はじめに

　

ＮＢＡ、ＮＨＬ、ＭＬＢなど北米の主要なブロ・ス

ポーツでは、観客数拡大のために女性に焦点化し

たマーケティングを行い、いずれも成果を上吠て

いるとされる≒このような北米プロ・スポｒヽジ

の動向において、Branchは、1）女性スポーツ市

場は拡大傾向にあること、2）飽和状態にある男

性のスポーツ消費に対し、潜在的な女性市場はか

なり大きいこと、3）スポーツ組織・関連企業は

女性の感受性に焦点化した戦略を用いるべきであ

ることを指摘している几

　

一般に、市場を細分化し特定の顧客層にターゲ

ットを絞るセグメント・マーケティングの必要性

は、プロダクトライフサイクル論でいう「市場成

熟期」にみられるものである几Ｊリーグ観戦者

の時系列的な特徴においても、観客動員数の鈍化

傾向や観戦者の属性の変化など、成熟化の兆候が

報告されているが､現在の市場を一概に「成熟期」

と認識するのは早計であるとする指摘もある呪

しかしながら、各クラブに深刻な経営危機が押し

寄せる今日、限られた資源で効率的な施策を展開

していくためにもセグメント・マーケティングの

基礎な情報を把握することは決して無意味なこと

ではない。なかでも、北米ブロ・スポーツの先進

事例にあるように、市場活性化の可能性を持つ女

性観戦者の基礎的情報を把握することは、今日の

Ｊリーグ市場の閉塞的状況を打破するために非常

に有意義なものであると考えられる。

　

実際、Ｊ

リーグにおける女性観戦者の動向を概観すると、

1993年の開幕時における女性の新規参入者の割合

は67.9%であったが、女性新規層の構成比は年々

下降し、1997年には10.9%となった。しかしなが

ら、やや動員力を回復した昨シーズンは、25.6%

とその構成比が再び高くなっている5)。女性新規

層の獲得はもとより、これら新規層の定着化をい

かに図っていくかが当面の課題でもあろう。この

課題に対する視点は単なる市場活性化に寄与する

だけでなく、本来的な意味でのスポーツ文化を享

受する能力を備えた人々の形成にも寄与するもの

と思われる。

　

以上を背景に、本研究では、女性観戦者のファ

ン的特性を含めた属性や観戦者の行動に影響を与

える社会心理的要因､さらには観戦行動を分析し、

そこから導き出されるマーケティング戦略につい

て若干の提案を行うことを目的とする。

研究の方法

１。概念と操作化

（1）セグメントの設定

　　

性差に基づき「女性」「男性」のセグメント

　

を設定し、観戦行動、ファン的特性について把

　

握を試みた。（男女構成比：女性41.9%、男性

　

58.1%)

（2）観戦行動の社会心理的要因

　　

観戦行動に影響を与える要因を把握するにあ

　

たっては、Mahonyら6）によるアイデンティテ

　

ィ・スケールを用いた。観戦者のアイデンティ

　

ティは､環境内の一定の客体（人・状況一事物）

　

のいずれかに強く、かつ情緒的に結びつけられ、

　

観戦行動が促されるものとされる｡本研究では、

　

Mahonyらによって検討された、「コミュニテ

　

ィ」「プレイヤー」「スポーツ」「チーム」の４

　

つのカテゴリーでみたアイデンティティ・スコ

　

アを援用し、観戦者のアイデンティティーの強

　

さを測定した。各カテゴリーは３つのアイテム

　

から構成され、各々リッカート法（１点：まっ

ｊ
ｊ

１
″
ｈ
）

筑波大学大学院

　

2）鶴見大学

　

3）筑波大学付属高校
多摩大学

　

7）お茶の水女子大学

　

8）筑波大学
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4）奈良教育大学

　

5）日本女子体育大学
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Ｊリーグ観戦者に関する調査研究（2）一Ｊリーグの女性観戦者の特徴を中心にー
　

たくあてはまらない～７点：大いにあてはま

　

る）により把握された。表４の結果は，各アイ

　

テムの平均値を示している。

２．調査仕様

（1）調査時期:1998.8.29～1998.9.19

（2）調査対象:12歳以上の男女個人

　

2,031名

（3）対象試合：'98 Jリーグ・セカンドステージ

　　

8/29

　

柏レイソルvs

　　　　　　　　

シェフユナイテッド市原（柏）

　　

9/ 5　ヴェルディ川崎vs

　　　　　　　

浦和レッドダイアモンズ（国立）

　　

9/12

　

横浜マリノスvs

　　　　　　

シェフユナイテッド市原（三ツ沢）

　　

9/15

　

横浜フリューゲルスvs

　　　　　　　　　

横浜マリノス

　

（横浜国際）

　　

9/19

　

ベルマーレ平塚vs

　　　　　　　　　　

ヴィッセル神戸

　

（平塚）

（4）調査方法：層化二段（性・年齢）無作為抽出

　

法による質問紙調査法

（5）回収状況：回収数

　

2,016票（回収率99.2%)

結果の概要

１。観戦者の属性

１）個人的属性

表1.平均年齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　

女性

　　　

男性

平均

　　　　　　　　　　　　　　　

27.8 (歳) 29.0(歳)

(SD)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9.5

　　　　

10.3

表2.個人的属性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

性

　　　　　　　

性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ

　　　

％

　　　

Ｎ

　　　

％
職業

　　　　　

学生・生徒

　　　　

188

　　

22.8

　　

226

　　

23.3

　　　　　　　　　

主婦

　　　　　　　

177

　　

21.5

　　　

0

　　

0､0

　　　　　　　　　

会社員

　　　　　　

330

　　

40.0

　　

716

　　

62.6

　　　　　　　　　

公務員

　　　　　　

35

　　　

4.2

　　　

81

　　

7.1

　　　　　　　　　

無職

　　　　　　　

25

　　　

3,0

　　　

25

　　

2.2

　　　　　　　　　

その他

　　　　　　

70

　　　

8,5

　　　

55

　　

4.8

　　　　

4＊

　　　　　

ヤ

　　　　　

825

　　

100.0

　　

1143

　　

100.0
所在地

　　　　　

ホームタウン外

　　　

518

　　

63.1

　　

706

　　

61.7

　　　　　　　　　

ホームタウン内

　　　

303

　　

36.9

　　

439

　　

3S.3

　　　　　　　　　　　　　

t

　　　　　

821

　　

100.0

　　

1H6

　　

100.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

･p<. 05　**n<. 01　*+*pく.001

姚

男性

0% in 2ｎ

　　

崩

　　

40鴫

　　

50％

　　

S

　　

7傀

　　

隋

　

一一一一一一一一一一一一-一一一一-一一I a≪Btu　tt匹

　

一一一‥一一

　　　　　　

-

　　　

図1.年齢

9似 lOOK

　　

平均年齢、職業、所在地に関しては性差にお

　

いて顕著な差はみられなかった。男女共に20歳

　

代後半の有職者がその中心である（表1. 2)。

　

年齢の詳細をみると、女性は男性と比べて、30

　

歳代の占める割合が低く、大学生年代、20歳代

　

がボリュームゾーンを構成している（図１）。

２）ファン的属性

（1）応援対象チーム、選手の有無

　　

特に応援対象チームが「ある」とする割合は、

　

男女共に約８割と高い。一方、応援対象選手が

　

「いる」とする割合は、女性が74.3%と、男性

　

が66.3%であるのに対し、比較的高い割合を示

　

している（表３）。

表3.ファン的属性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

性

　　　　　　　

性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ

　　　

％

　　　

Ｎ

　　　

％

応援対象ﾁｰﾑの有無

　

ない

　　　　　　　

123

　　

14.9

　　

187

　　

16.3

　　　　　　　　　　　

ある

　　　　　　　

703

　　

85.1

　　

959

　　

83.7

　　　　　　　　　　　　　　　

t

　　　　　

826

　　

100.0

　　

1146

　　

100.0

応援対象選手の有無特にいない

　　　　

209

　　

26.7

　　

371

　　

33.7

　　　　　　　　　　　

いる

　　　　　　　

604

　　

74.3

　　

?31

　　

66.3

　　　　

＊本本

　　　　　

計

　　　　　

813

　　

100.0

　　

1102

　　

100.0

サッカー経験の有無ない

　　　　　　　

755

　　

91.3

　　

572

　　

49.9

　　　　　　　　　　　

ある

　　　　　　　

72

　　　

8,7

　　

574

　　

50.1

　　　　

＊恥＊

　　　　　

計

　　　　　

827

　　

100.0

　　

1146

　　

100.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

やpく.05

　

本卜pく.01

　

＊ホ＊pく.001

（2）サッカー経験の有無

　　

サッカー経験が「ある」とする男性の割合が

　

50.1％であるのに対し、女性は8.7%とその割合

　

は顕著に低い（表3）。

（3）ルールの理解度

　　

「やや知っている」とする割合は男女共に約

　

半数を占めているが、「かなり知っている」と

　

する割合は、男性が約４割を示しているのに対

　

し、女性は約１割弱と顕著に低く、相対的にル

　

ールの理解度はあまり高くない（図２）。

な性

　

９０ －　　　　　　Ｓ３１　　　　　　　　　　こ８　　　　５１

　　

；

　　　　　　　

’･‾･’、-

　　　　　　　　　　　　

｀’･･-ヽ..

　

･.

町性
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図2.ルールの理解度

（4）観戦歴

　　

Ｊリーグ開幕以前から、観戦をしている割合

　

は、男性の方が高いが、開幕以降、観戦を継続

　

している割合は男女において顕著な差異はみら

　

れない。なかでも今期初めて観戦に訪れた「観

　

戦歴１年未満」のいわゆる「新規層」に関して
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図3.観戦歴

　

は、女性の占める割合が高い（図３）。

２．観戦者の社会心理的特徴

　　

４つのカテゴリーから把握された観戦行動の

　

社会心理的要因については、「プレイヤー

　

ア

　

イデンティティ」「スポーツ

　

アイデンティテ

　

ィ」において顕著な差異がみられた。なかでも

　

女性は選手自体に動機づけられる「プレーヤー

　

アイデンティティ」のスコアが男性に比べ高く、

　

サッカー競技そのものに動機づけられる「スポ

　

ーツ

　

アイデンティティ」に関してはそのスコ

　

アが低い結果となっている。また「チーム

　

ア

　

イデンティティ」に関しても有意差が認められ、

　

女性は男性と比較してそのスコアは高い結果を

　

示している（表４）。

表4.観戦行動の社会心理的要因

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女性

　　　

男性

コミュニティ

　

アイデンティティ

　　　

5.46

　　　

6.48
プレイヤー

　

アイデンティティ

　　　　

4.06

　　　

3.31 ≫**
スポーツ

　

アイデンティティ

　　　　　

4.85

　　　

5. 44 +**
チーム

　

アイデンティティ

　　　　　　

4.71

　　　

4.S3 **
＊pく.05

　

**p<.OI

　

＊＊＊pく.001

３。観戦行動の概要

巾会場までの所要時間

　　

会場までの所要時間は男女共、約70分程度で

　

あり、有意な差はみられなかった（表５）。

表5.会場までの所要時間

　　　　　　　　　　　　　　

女性

　　　　　　

男性

平均

　　　　　　　　　　　

73. 5(分)　　　　71.3(分)

　

(SD)

　　　　　　　　　　　　　

44､4

　　　　　　

46.2

②同行者数、同行者との関係

　　

同行者数については、２人で来場するケース

　

が女性は60.7%と男性の50.2%を上回っている。

　

全体的にも同行者の規模は女性の方が大きいこ

　

とがいえる。また同行者との関係においては、

　

男女において大差はみられないが、全体的に

　

「友人且家族・親戚」と同行するケースが多い。

　

なかでも女性は若干ではあるが「友人」とする

表6.同行者数、同行者との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

性

　　　　　　

男性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ

　　　

％

　　　

Ｎ

　　　

％

同行者数

　　　　

1人で

　　　　　　

44

　　

5.3

　　

218

　　

19.0

　　　　　　　　　　　

2人で

　　　　　　

502

　　

60.7

　　

575

　　

50.2

　　　　　　　　　　　

3人で

　　　　　　

113

　　

13.7

　　

151

　　

13.2

　　　　　　　　　　　

4人で

　　　　　　

83

　　

10.0

　　

86.0

　　

7.5

　　　　　　　　　　　

5人以上

　　　　　　

85

　　

10.3

　　

116

　　

10.1

　　　　　

*座*

　　　　　

計

　　　　　

827

　　

100.0

　　

1146

　

100.0
同行者との関仔

　　

友人

　　　　　　

347

　　

45.1

　　

356

　　

39.0

　　　　　　　　　　　

職場の関係

　　　　

50

　　

6.5

　　

113

　　

12.4

　　　　　　　　　　　

ｸﾗﾌﾞ・ﾄｸ声の関

　　　

29

　　

3.6

　　　

40

　　

4.4

　　　　　　　　　　　

家族・親戚

　　　　

293

　　

38.0

　

335.0

　　

36.7

　　　　　　　　　　　

その他

　　　　　　

52

　　

6.7

　　　

68

　　

7.5

　　　　　

*水冷

　　　　　

計

　　　　　

771

　　

100.0

　　

912

　

100. 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

りく.05

　

＊本p<.01

　

***p<. 001

　

割合が高い(表6)。

(3)観戦決定時期、チケット入手方法、人手場所、

　

試合の情報入手経路

　　

全体的に観戦決定時期は、｢前節以前｣とす

　

る割合が高いが、女性は比較的その割合が高い

　

(表７)。

表7.観戦決定時期

　　　　　　　　　　　　　　

性

　　　　　　　

男性

　　　　　　　　　　　

Ｎ

　　　　

％

　　　　

Ｎ

　　　　

％

試合当日

　　　　　　　

26

　　　

3.2

　　　

103

　　　

9.1

前節～昨日

　　　　　　

201

　　　

24.5

　　　

319

　　

27.9

前節以前

　　　　　　　

592

　　　

72,3

　　　

722

　　

63.1

　　

＊＊＊

　

計

　　　　　

819

　　　

100.0

　　　

U44

　　

100.0

　　　　　　　　　　　　　　

＊pく,05

　　

**p<. 01　　***p<, 001

　

チケット人手方法、入手場所に関して、女性

は「プレイガイドやコンビニショップ等」「サ

ポーターズクラブやチーム」の販売を通して

「前売り券を購入」する割合が、比較的高い

（図4. 5)。
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図5.チケット入手場所

　

また、試合の情報人手経路については、「新

聞」「ラジオ」などのマス媒体から情報を得る

ことは、男性と比較して低く、女性は「友人･

知人」「サポーターズクラブの会報」を通して
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の情報収集が高い割合を示している（図６）。
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図6.試合の情報入手経路(M.A.)

（4）サポーターズクラブの加入意向、観戦回数

　　

サポーターズクラブの加入意向については、

　

性差において有意な差はみられなかった（表

　

８）。観戦回数についても同様の傾向にあるが、

　

女性会員の観戦回数は平均で7.2回と、全体平

　

均の4.2回を大きく上回っている（表９）。

表8.サポーターズクラブの加入意向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

性

　　　　　　　

性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ

　　　

％

　　　

Ｎ

　　　

％
既に会員である

　　　　　　　　　

312

　　

43.9

　　　

338

　　

35.6
入会する意向はある

　　　　　　　　

138

　　

19.6

　　　

177

　　

18.6
特に、入会したいとは思わない

　　　　

260

　　

36.6

　　　

435

　　

45.8

　　　　　　

＊＊＊計

　　　　　　　

710

　　

100.0

　　　

950

　　

100.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

*p<. 05　＊＊pく.01　**≫pく.001

表9.観戦回数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女性

　　　

男性
全体平均

　　　　　　　　　　　　　

4.2(回)

　

4.2(回)

　

(SD)

　　　　　　　　　　　　　　　　　

4.2

　　　　

4.2
サポーターズクラブ会員平均

　　　

7.2(回)

　

7.3{回)

　

(SD)

　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.8

　　　　

4.0

まとめにかえて

　

結果より、男女各セグメントにおける観戦者の

属性、観戦行動の特徴の差異が明らかになった。

これらの結果は、改めて従来とは質的に異なった

施策検討の必要性を示唆しているものと考えられ

る。ここではまとめにかえて、女性観戦者のファ

ン的特性などを含めた属性、観戦行動の特徴を総

括するとともに、そこから導き出されるマーケテ

ィング戦略について若干の提言を行う。

1）観戦者の属性における特徴

　

女性観戦者における個人的属性の特徴として

は､大学生年代、20歳代がボリュームゾーンを構

成していた。また、ファン的属性については、応

援対象選手が「いる」とする割合や「ブレイヤー

アイデンティティ」のスコアも相対的に高い傾向

にあった。一方で、サッカー経験の割合やルール

の理解度、サッカー競技そのものに動機づけられ

ているとする「スポーツ

　

アイデンティティ」の

スコアなどは相対的に低い傾向があり、女性の多

くは「選手」に強く動機づけられ観戦行動が促さ

れているものと予測できる。これらの特徴から示

唆されることはボリュームゾーンを構成する年齢

層に向けた「選手」を活かした施策が有効である

と考えられる。この種の市場刺激は新規層の導入

可能性を促すものであるが、同時に女性観戦者の

長期的な定着を意図する施策が必要である。過去

の報告においては、観戦歴が長い観戦者の特徴と

して、ルールの理解度が高く、サッカー競技への

関心も高いことが報告されている7）。そのことか

らも、ルールの理解度があまり高くない傾向にあ

る女性観戦者に対し、「選手」個人から「チーム」

さらには「サッカー競技」そのものへの関心が深

まるような学習支援的な施策が有効と思われる。

２）観戦行動における特徴

　

観戦行動においては一連のチケット購買行動に

ついてその特徴がみられた。女性は観戦決定時期

が比較的早く、前売り券を買い求める割合が高い。

そのことからも、自己購買の意識が強く観戦動機

が比較的強いことがうかがる。また、試合の情報

入手経路、入手方法、場所においてはサポーター

ズクラブを介する傾向が高いのが特徴的であっ

た。ここ数年のサポーターブクラブの組織率低下

の兆候が危惧されているが≒会員の観戦回数は

全体平均を大きく上回っていることからも、新た

な女性会員向けのメリットの開発が求められよ

う。観戦日時にある程度の柔軟性を持たせた前売

りシーズンチケットの販売や、同行者数の規模が

大きいことからもペア・チケットの販売などの便

宜を図っていくことが必要と思われる。

　

以上、女性観戦者の特徴をもとに若干の提案を

試みた。その特徴の差異からしても、女性に対す

る施策は少なからず各クラブのマーケティング計

画に反映されうる可能性を持つものであろう。こ

のことは大まかな市場修正を意味するものではな

く、既存の顧客を視野に収めた計画を展開してい

くことである。

　

今後の課題としては、女性観戦者の観戦歴、観

戦歴からみたより詳細な特徴を把握することなど

があげられる。

一 一 ‥ －

一
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ア式蹴球事始め

　

第３報

　　　　　

一明倫中学校校友会誌より見た明治・大正時代の蹴球－

　　　　　　　　

Beginning of Association Foot ball in Japan Ill

―From School mate-magazine of Meirin-middle school in Ｍｅりｉand Taisho Period －

　　　　　　　　　

篠田

　

昭八郎1）宮崎

　

雄三･）吉田

　

勝志3）

１。はじめに

　

筆者は、第１報1)に続いて、昨年、本会で、第

２報“明治大正期の日刊誌より見た岐阜県"を報

告したら

　

今回は、中部地方、特に名古屋市を中心に明治

時代より蹴球部を有した､第八高等学校(現名大)、

名倫中学(現愛知県立明和高校)、名古屋倶楽部･)

等に興味を持ち、第２報の補足を目的に研究を開

始した。

　

その結果、ア式蹴球発展に多きく寄与したと推

察される。第八高校、名倫中学を研究対象として

調査を行った。

　

第八高校蹴球部員の多くは県外中学卒業生でチ

ーム構成され、卒業と同時に他県の帝国大学等

(現東大、京大、東北大、九州大等)へ入学し、

多くの学生は八高在学中のみ名古屋で蹴球を行

い、大学卒業後は国外、県外・企業に就職し、名

古屋での蹴球発展寄与は在学中のみで地元発展の

地に付いたものとは見られなかった。

　

他方、名倫中学は、地元中学校故、中学卒業後、

高校、専門学校に進学するも、春、夏、冬休みの

帰省には自宅より学校が近在、故、後輩の指導に

当り多くの名選手の輩出に興味を持ち調査を開始

した。

　

また、資料面でも、第八高校に比し校友会誌が

完備し、歴史的考察が可能の結果、興味ある結果

が得られたので、ここに報告する。

2｡調査方法

　

愛知県立明和高校図書館所有、校友会誌“明倫”

第１号（明36 ・12）より第53号（昭17・ 2）まで

を中心に補足的に愛知県立図書館所有マイクロフ

イルム、名古屋新聞（明39・ 1～昭1 ・12）、新

愛知新聞（明45・ 1～昭12・ 1）の２新聞を補足

調査した。

３。調査結果

３・１

　

明治時代

　

佐々木によればＪ･｀今から約20年程前、東京高

等師範学校で正式フットボールを始めたのが、我

が国のア式蹴球の嘆矢である。我が国でも始めは

原始的なフットボールが行はれた。其は百人も２

百人もの中に只１ヶのボールを空中に高く蹴り上

げ､其の球を奪い合い時として暴行到らざるなく、

ボールは他処にして打ち倒し蹴り合ふという風で

あった。其では、満足出来なくなって来た、折し

も蹴球が紹介され、之を機会にフットボールたる

ものは益々となり今日では……”と記している。

　

このことは、文部省体操伝習所が明治ｎ年設立

され、その受講生が教材にフットボールの指導を

受け、全国各地の学校で授業するも対外試合は皆

無で、ルールが適切に伝はらず、明治36年頃まで

は、各地では運動会の１種目として、人数が、10

～200人とまちまちで行はれていたと推察される1）

　

篠田との対談で1へ堀桑吉先生（以下敬称略）

東京高等師範学校卒業後、選手は引退、後輩の指

導に当ったと話されたが、明倫中学で、“明治42

年３月22日、陸軍教授堀氏フットボールに関する

講話及実地指導あり”と記している≒

　

これまで、明倫中学でも、他校中学と同様、運

動会種目での蹴球は見られたが、運動部での存在

は堀の講演の後、明倫14号（明治42・ 7）に５年

生、森清蔵が、“フットボールの方法”(116頁～

122頁）に記している。

1）元岐阜大学

　

2）鈴鹿工業高等専門学校

　

3）中部大学健康科学教室
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ア式蹴球事始め

　

第３報

　

一明倫中学校校友会誌より見た明治・大正時代の蹴球－

　

“本校は森本校長を迎えてから運動に一新機軸

を開き、今迄やった事なき種々の運動が設けられ

たに附き生徒各自は己れの好む運動に汲々なる有

様で野球にしろ庭球にしろ仲々隆盛を来したが此

度創設された（いや以前にも行ばれていたが微々

たるものであった）フットボールに附き浅学随術

の身も顧みず、些か述べて見やう。

　

一、フットボール

一 心 フィールド競技場

三、競技者

四、ゲームに用いる言葉

五、ゲーム（Ｇａｍｅ）

六、練習

　

とあり、二、フィールド競技場；三、競技者は、

図１、図２の如く、尺開法が用いられ現在のcm

単位とは異り、大雑把な値で、ポジションの名称

も、今日とは大部異にして興味深いものが見られ

る。
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同上、14号に、゛フットボール競技(127頁）に

５日の運動会は雨となり……16日を以て是が競技

を挙行せらる”と記し、図２の英文ポジションで

メンバーが記されている。

　

名倫15号（明42 ・10）より17号（明44・ 3）ま

で、蹴球に関する記事は見られず、明治42、43年

は校内で学年別対抗試合を行っていたと推察され

る。

　

小関良平は≒“高等学校のナンバースクール

〔一高（現東大）～八高（現名大）〕では、どこも

蹴球は、やってなかった。明治43年入学時に部を

創設しだと記しているが、前記の名倫の文献よ

り考察するに、名倫中学が、名古屋市で、最初に

蹴球部設立校と推察される。

１り、け1、

ｉ
町
芦

　

名倫18号（明44・ 9）には、第八高等学校教師

ハートのコーチを受け、明治44年６月より、毎週

木曜日午後２時より来校、直接指導を受けたと記

し、写真１の如く、当時の練習風影では、今では

考えられない丸太に縄を通したゴールでの練習風

影が見られた‰

　

名倫19号（明45・ 2）、同20号（明45・ 7）に

も、校内学年対抗試合とメンバーは記されている

が、対抗試合の記録は見当たらない。

　

何故、名倫中学校長が対抗試合を許可しなかっ

たかは、同年代（明40）愛知師範学校長、三浦渡

世平の下記訓話が見られる9）。

　

体育運動部他校試合についての訓話

　

昨日フット部（蹴球部）から他校との試合がし

たいとの申し出があったが見合わせるよう申し聞

かせた｡今日は諸君が誤解のないよう私の体育方

針を申し上げ了解をいただきたい。
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篠田，宮崎，吉田

　

イ、ロ、ハ略

　

ニ、体育の方法を誤ると勝ち負けだけに終始、

　

体育運動が闘争の道具となり売名の具に供され

　

る幣に陥り易い。世間の幾多のお面白からぬ事

　

例が見られる。体育運動は各人の健康の保持増

　

進の為に実行するもので、闘争や売名の具に堕

　

してはならない。（以下略）

　

と述べ、明治時代の対外試合と教育者の体育観

が勝負より体力増進、健康目的であり、対外試合

での勝負は別問題との思想が思い出される。

３・２

　

大正前期（元年～５年）

　

第八高校が、大正３年４月２日、東京に遠征、

東京高師に、Ｏ－１で敗退、メンバーと第八高校

外人教師ハートも同行の記事が、新愛知新聞に見

られるが、多くの中学校は校内での競技で対外試

合は校長が許可しなかったと推察される。

　

大阪朝日新聞東海版（大4 ・12・26）の大正４

年度の運動界（上）に、¨大正４年度に於ける運

動界は､関東､関西共に近年稀なる股賑を極めた、

就、中等野球は運動界の人気を集め……､と1こ次ぐ

もの庭球であろうが、競漕、水泳、トラック、蹴

球、相撲等も相当行はれていたが、野球、庭球の

如き対校的に分子に富まざるは人気に添はざる所

以て………。

　

また、大正運動界（下）（大4 ・12・27）には、

……その他、蹴球は慶応、同志社、神戸外人など

の間に数回行はれ互に勝敗があった｡……とあり、

その他の文献より考察するに、下の蹴球はラ式蹴

球と推察される1≒

３・３

　

大正中後期（6～15年）

　

大正６年３月４日付名古屋新聞に、第７回練習

会本日鶴舞公園で開催され今回から新たに、フッ

トボールを加え自由に来会、諸君の使用に任すこ

とにした。

　

同年３月12日付に第８回練習会が行はれ……球

技フットボールに打ち興じ、又、大人や子供、坊

ちゃん達も芝生の上でお面白そうに終日もてあそ

んで居た；

　

３月25日に第10回練習会；

　

４月１日の第11回練習会にもフットボールは多

数の来会者に依って終日愛玩せらると記してい

る。

　

これ等の記事より、名倫中学生も、上記、練習

会に参加したり、名古屋での独軍俘虜の蹴球記事

（大5・1・15新愛知新聞）にも見られ、これら

により、中学生も対外試合に興味を持ち始めたと

推察される。

　

明倫31号（大6 ・12）に始めて対外試合が許可

され、第八高校と１勝１敗の記録が見られ、名古

屋新聞の運動競技会の試合予定記事（大6・6・

10）に名倫中学校の試合が見られた。

　

全国的には、大正７年、大毎主催の全国大会が

大阪で､地区予選勝者による全国大会が開催され、

それに呼応するごとく、名古屋市で始めての公式

試合が、大正７年２月９日付愛知新聞運動部主催

で、第八高、明倫中、第一師範、第三中の４校リ

ーグ戦で開催、対外試合経験豊富に加え年齢が上

の第八高が優勝した。

　

大正８年１月７日、新愛知新聞主催の第２回中

学校ア式蹴球大会となり、同年齢層の試合で、後

援に第八高校、名古屋蹴球団の名前が見られ、決

勝戦は、90分で明倫１－１師範、延長15分も得点

が入らず、新聞記事では、コーナーキックの多い

名倫の優勝と記している。

　

第３回中学校蹴球大会（大９）より、名古屋蹴

球団主催、新愛知新聞後援と主催者の変更が見ら

れ、１、２回大会の名古屋市内４校構成より、滋

賀師、御影師、愛知一師、奈良師、姫路師、岐中、

明倫中と大会規模も大きくなって来た。

　

大正10年以降は､中学校大会が各地に開催され、

正月の新愛知新聞関係の大会に加え､芳陵蹴球団、

名古屋蹴球団、岐阜蹴球団、第八高等学校、名古

屋工業高等専門学校、名古屋高等商業専門学校、

浜松工業高等専門学校等東海地区でも、期日を異

にして、全国大会の名称で大会が開催されていた

が、中学生の本心は、大毎主催の地区代表で日本

一に争う全国大会の小手調的なものと云えよう。

４。まとめ

　

名倫中学校校友会誌“名倫”を基に明治・大正

時代の名古屋市の蹴球発展状況を調査し下記のこ
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ア式蹴球小始め

　

第３報

　

一明倫中学校校友会誌より見た明治・大正時代の蹴球－

とが判明した

　

巾明治42年３月、堀桑吉氏のフットボール講

演及実技指導により名倫中学での部活動が開始さ

れた。

　

（2）大正５年頃まで中学校では対外試合が許可

されず、校内で学年別大会等、開催された。

　

（3）名古屋市内の文献上最古の蹴球部設立校は

名倫中学と推察される。

　

（4）大正10年以降、各地に全国大会の名称で大

会が開催されたが、大毎主催の全国大会の小手調

的な大会と思える。

　

（5）東海地方の対外試合で、文献上最古の試合

は、第八高校の東京遠征、東京高師との大正３年

４月２日（Ｏ－１敗）である。

　

本研究にあたり、貴重な資料の提供をいただい

た。愛知県立明和高校、高橋邦肇校長を始め関係

各位に深く感謝します。
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サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)
　　　　

地域社会に記憶されるサッカーの教育カ

ーヨーロッパを参考にした地域とサッカーに関する考察－

　　　　　　　　　　　

加藤

　

朋之

１

ヨーロッパのサッカー文化

　

サッカーに関するあらゆるメディアで目にする

「サッカー文化」という言葉、あたかも既得権を

得ているような言葉である。

　

確かにこれほどグローバルに地理的広がりを持

ち、これほど多くの人々を動員し、これほど深く

政治・経済にかかわるものを「文化」と考えるこ

とは容易なことである。

　

ただし「文化」という言葉の使われ方そのもの

については学術的にも確定できないでいる。ただ

明確なことは、「文化」という言葉が社会の中で

重要な領域に対して使われると同時に社会での地

位確保の為の戦略として使われるiということで

ある。

　

複雑で専門的な「文化」の論議は本論の対象で

はないが、「文化」という言葉の使用は非常に気

をつけなければならないことは指摘できよう。

　

さて「サッカー文化」であるが、この言葉に

「ヨーロッパ」という修飾を施すと我々はどのよ

うに想像をするであろうか。

　

「ヨーロッパのサッカー文化」、まさに我々の

目指す地平であり、歴史の重みを感じざる得ない

言葉である。しかしここで注意すべきは、「ヨー

ロッパのサッカー文化」が「全てのヨーロッパの

人々の文化」ではないということである。

　

例として２つあげてみる。98フランスワールド

カップを前にして「ワールドカップから逃れる国

内ツアＴ」がパリで組まれ、募集人員を満たし敢

行されたi1．このツアーの少なくない参加者にと

ってサッカー（ワールドカップ）は自分の生活圏

の侵略者でしかない。

　

さらに同じフランス（特にパリ）の女性にサッ

カーの話を持ちかければ半数以上が「あまりサッ

カーには興味がないので」という返答が返つてく

山梨大学教育人間科学部

る‰「ヨーロッパのサッカー文化」の歴史は女性

を排除して成り立ってきたのである。

２
「文化」という言葉の危うさ

　

98フランスワールドカ　ップでフランス全土を沸

き返し、フランス経済を急激に復調させたサッカ

ーは「文化」といえるだけの地位を得ているよう

にメディアの前の我々には見える。

　

しかしそれは

フランス社会に対するマクロな視線でしかない。

サッカーと地域社会の関係について考えるときは

常にそこに住む人々というミクロな視線で考えな

ければならないというのが筆者の従来からの主張

である。その視点に立ってこそサッカーの発展は

あると考えている。

　

それは同様に我々がヨーロッパを例に取ってサ

ッカーを考える時も「サッカーの理想郷」として

ではなく、よりミクロな視点から検討しなければ

ならない。

　

ヨーロッパでは移民問題や失業問題、階級差や

貧富差などの社会問題がサッカーという領域でも

様々な形で露呈している。決して「理想郷」など

ではない。

　

つまり我々がサッカーについてヨーロッパを頼

りに考察を進めるとき「ヨーロッパは素晴らしい」

という前提を一端括弧に入れようというのであ

る。

３

　

ヨーロッパにおける地域社会とサッカー

　

さてそうした上で本論は、「ヨーロッパではな

ぜ地域社会にサッカーが根付いているか。そして

それはどのように根付いているのか」を我が国を

意識しながら考察していく。

　

まず現在ヨーロッパのサッカーに関する多くの
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加藤

　

朋之

場は政策的に置かれたものであり、地域住民主導

によるものではないという点について考えてみた

い。

　

歴史的に見れば、ある地域で「モブフット」と

して行われていた時代と現在のサッカーとの間に

は「近代化」という境界で完全に断絶している。

別の言い方をすれば政策的に統制されているか、

いないかで大きな違いがある。

　

つまり現在、ヨーロッパの地域社会に根付いて

いるサッカーは政策として統制を受けた（住民の

意志を完全に汲んでいるわけではない）ものなの

である。それでは地域社会を構成する住民の意志

を汲んでいないものがどのような形で根付いてい

るのだろうか。

　

それは２つの形でである。その地域に住む人々

が「サッカー（スポーツ）をする権利」として承

認しているという形、さらに自分たち地域の象徴

ではなく、長い時間をかけて人々の生活上での心

の風景化という形である≒

　

つまりサッカーに関する政策は地域社会で積極

的に評価され根付いた訳でなく、歴史的に承認さ

れ受け入れらて根付いたのである。

　

次にヨーロッパでサッカーは地域社会に貢献し

ているのかという点について考えてみる。

　　

「サッカーが地域社会に貢献しかつ地域社会を

利用する」という関係は言い換えれば「地域社会

がサッカーを消費する」という関係である。この

俗に言う「ギブアンドテイク」は、まさに資本主

義の基本的関係であり、この関係はモノの交換を

基礎に人間性（人間的関係）、つまり人間の感情

をできるだけ排除しようとする利潤追求型の関係

である。

　

つまり逆説的に考えれば、地域社会に根付くと

いうことはまさにこの関係とは対極の人間性の獲

得であり、地域社会に根付いたサッカーは「ギブ

アンドテイク」の関係ではないのである。

　

地域に根付いたサッカー（サッカークラブ）と

いうのはまさにその長所も短所も含めて地域社会

の共同性の中にあり、その存在が認められている。

ゲームに負けて町が壊されることも、勝ってファ

ンたちが盛り上がることもすべて地域社会の数あ

る出来事の中の１つとして受け入れられている。

　

こうした視点に立てば「ヨーロッパではサッカ

ークラブはその地域社会の代表・象徴である」な

どという言説の独善性に気づくであろう。

　

ではヨーロッパの地域社会の中でサッカー（サ

ッカークラブ）はどのような地位に置かれている

のか。

　

地域に根付くことに関連すればサッカー（サッ

カークラブ）はまさにその地域の人間性（人間関

係）を持った生活集団であり、ある機能を担って

いなければならない。さらに地域社会に対する強

制力を持ってはいないが、逆に還元機能も持って

いない･。つまり住民の生活スタイルとしての一

領域であり、選択肢の１つなのである。

　

サッカー（サッカークラブ）が地域社会に根付

くとは損得関係を脱した地点にある。

　

熱狂的ビルバオファンのバスク地域住民もいれ

ばサッカー嫌いのバスク地域住民もいる。ビルバ

オというチームがバスク問題を解決する訳では決

してない。しかしそれはそれでビルバオがバスク

地域のチームであることに代わりはないのであ

る。

４

　

地域社会の教育力

　

さて立ち返って我が国では地域に根付くことへ

どのようにアプローチすればよいのだろうか。こ

こで１つのアイディアとして「地域社会の教育力」

を提出したい。

　

1998年秋、中学校及び小学校の文部省指導要領

が改訂になった。そこには学校外活動を考慮した

中学校の「クラブ活動」の廃止を始めとして、

様々な箇所で地域社会に関する目配せが織り込ま

れている‰

　

もちろん生涯学習社会を睨んだ社会教育を押し

進めてきた政策の一環であるが、ここでうたわれ

ていることは、学校での教育の範囲を狭めて地域

での教育に譲渡しようということである。つまり

学校教育が限界を宣言した訳である。

　

さてここで問われることは「地域社会の教育力」

である。端的に述べれば「クラブ活動」廃止を受

けてサッカー（具体的にいえばサッカークラブ）

がこの「地域社会の教育力」の一部を担うことが
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できないかということが本論の提案である。

　

例えばこれまでに見てきたフランスでは教育は

「学校と軍隊とスポーツ」（加えて病院と刑務所叫

が担っているといわれている。学校体育が遅れて

いることもあってフランス人の多くは、子どもの

頃親に何かしらのスポーツクラブへ入れられた経

験を持っていたりする。

　

筆者はこんなインタビューを行ったことがあ

る。「なぜスポーツクラブへ入れるのですか」「将

来的に続けさせるのですか」それに対して「親だ

とつい手が出てしまって、子どもが自分で納得し

て理解しない。その点スポーツクラブの人間関係

は非常に社会的で彼（子ども）の人生にはプラス

になった。ただしスポーツは彼に合わなかったみ

たいで今はやめているわ」

　

「スポーツクラブの人間関係が社会的である」

これこそが教育力となりうるのではないか。そし

てここで述べられた人間関係こそまさに地域社会

の一部なのである。まさにこの点に、地域社会の

教育力の一部をサッカーが担える可能性を筆者は

見ているのである。

　

ことはそれ程困難なことではない。Ｊクラブと

て地域の小さなクラブとて同じことである。要す

るに地域社会の生活集団（人の集まり）を作れば

よいのである。各地域社会の特色をふまえて、あ

るところは会場ボランティアの集団であり、ある

ところはサッカーチームであったり様々な形でサ

ッカーが地域に根付くであろう。

　

ただし注意しなければならないことは、それぞ

れのサッカー（サッカークラブ）が学校教育ので

きなかった独特な教育力を持っていなければなら

ないということである。地域社会の教育力は、そ

れぞれの地域社会の特色を持ち尚かつ学校教育で

は出来ない力を持っていなければならない。そこ

で本論のまとめとして「地域社会の教育」に共通

する基本事項を次章で整理する。

５

　

サッカー（サッカークラブ）に地域社会の教

　

育力をつけさせるために

　

堂校ヱ胞註!教血として第一に「おとな一子ど

も」の軸を越えることが必要である。学校では教

える側と教えられる側は固定された「おとなと子

ども」の軸であった。しかしこの軸での教育の閉

塞性が問題となっている。そこで年齢に関係のな

い「教える一教えられる」関係が交錯しているこ

とが大切であろう。さらにある道筋に従わないこ

とつまり教科書やカリキュラムを持だないことが

大切である。

　

また地域での教育として前章でも述べたがその

地域の特色を根ざした活動をすること、ここでは

具体的には出来ないが、この点こそサッカーが地

域社会の教育力を担えるカギである。その地域社

会の問題や人間関係を持ち込み、考慮して活動し

ていかなければならない。さらにその活動が予め

用意された均一の目標を持だないこと、常に状況

性を持ち、人それぞれによって活動の意味を持つ

ことも重要である。

　

我が国の現状を考えた時、サッカーを地域社会

に根付かせようとすることはヨーロッパの上辺だ

け眺めて「地域文化」にしようとすることではな

い。地域社会の教育力を担う地域社会の一部にな

ることこそその道ではないだろうか。
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１。問題の所在

女子大学生のサッカーに対する意識調査

大石裕弘

　

お茶の水女子大学は､一般の女子大学のためか、

学生との会話の中で、スポーツに関する話しをす

ることは、ほとんどないのが現状である。また、

Ｊリーグやワールドカップなどのサッカーに関す

る話しをしても、多くの学生がそのことについて

知らなかったり、あるいはサッカーに対し全く興

味や関心を持っていなかったりするのが現状であ

る。そして、このような、現状というものは、多

少の差はあるにせよ、一般の女子大学生の多くに

も当てはまるものではないかと考える。

　

このような学生達の現状の一方で、Ｊリーグで

は､観客動員数の減少という問題が、ブームの過

ぎた95年以降問題視されている。近年のスポーツ

マーケティングの分野では、若い女性客をいかに

取り込むかということが、一つの重要なポイント

として､捉えられており、この観点から考えると、

先に述べたような女子大学生に、今以上にＪリー

グを理解してもらうことを考えることは、Ｊリー

グの今後を考える上で、必要な事ではないかと考

える。そのためには、現状を把握する必要性が考

えられ、そこで今回、この女子大学生の現状を、

把握することを試みた。その前段階として、現状

のどのような要因を把握することが必要かという

研究が必要であるが、今回は以下に示す観点から

の調査を試みた。

　

また、このような学生の現状に対し、学校体育

の現場で何か出来るのか考え、昨年度、私は、一

般体育の授業で、サッカーの授業を行った。その

理由は、まず、サッカーをプレーする楽しさを感

じてもらうことが必要だと考えたからである。そ

して、それをきっかけに、サッカーに対して、興

味や関心を抱くようになり、最終的には、サッカ

一観戦に対しても良い影響が現れるのではないか

と考えたためである。また、サッカーを専門的に

行っていない人々に、サッカーのプレーの楽しさ

を伝え、サッカーへの理解を呼びかけることの出

来る環境は、学校体育の現場が、最適な環境であ

るとも考えたためである。

　

よって、体育授業後のサッカー観戦についての

意識についても調査を行った。

２。調査目的

　

今回の調査では、以下の３つの調査項目の観点

から調査を行い、現状を把握することを目的とし

た。

　

１．Ｊリーグに関する知識の現状。

　

２．サッカーに関する情報収集の現状。

　

３．サッカー観戦の現状とその理由。

３。調査方法

(1)対象

　　

1998年度、お茶の水女子大学の一般体育の授

　

業において、サッカーを受講した１年生130名

　

中、調査当日の欠席者を除く109名。

(2)方法

　

筆者自身の作成による質問紙法。

(3)時期

　

1998年12月７日～10日

(4)回収状況

　　

授業後に実施したため、回収率は100％であ

　

る。

　　

なお実施中は、お互いに相談などしないよう

　

要求し、これを監視した。
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４。結果および考察

女子大学生のサッカーに対する意識調査

一 一 一 一

－

－

‐

－

（1リリーグに関する知識の現状

　

Ｊリーグに関する知識の質問内容に関しては、

参考となる先行研究等の資料を入手できなかった

ため、筆者自身が考え作成した。

　

「Ｊリーグに所属するチーム数が何チームであ

るか知っていますか」という質問には、学生の８

割が「知らない」と回答し（図１）、「現行の２ス

テージ制の試合運営方法について」の質問には、

約６割の学生が「知らない」と回答した（図２）。

また、「今年度からのＪリーグ２部制について」

は、過半数を超える（62人、全体の56.9%)学生

が知らないと回答した（図３）。各チームのホー
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Ｊリーグに所属するチーム数について（Ｎ＝109）
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Ｊリーグ2部制について(Ｎ＝109)

ムタウン名に関する調査では(図４)、個人的に

応援しているチームがある学生とない学生で違い

がみられた(図５)。特に爆発的なブームの過ぎ

た95年以降にＪリーグに参人した｢セレッソ大阪｣

(33.7%)、[京都パープルサンガ](38.0%)、｢アビ

スパ福岡｣(30.4%)、｢コンサドーレ札幌｣(31.5%)、

｢ヴィッセル神戸｣(14.1%)の各チームは、個人

的に応援しているチームのない学生に対しては、

40.0%ラインを下回る低い結果となった。
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ホームタウン名に関ずる調査

　　

＜グレイ→個人的に応援しているチームのある学生(N=16)>

　　

＜白→個人的に応援しているチームのない学生(Ｎ=92)＞

　

これらの結果から、女子大学生の多くは、Ｊリ

ーグの全体像や試合運営方法などについての現状

を、正確に理解しているとは言い難く、特に今年

度から始まるＪリーグ２部制についても、過半数

を超える学生が知らない現状を考えると、このま

ま、ますます｢知らない｣現状が、加速していく

ことが推察される。そのため、各チームの特色や

リーグ運営方法などの情報をもっと明確に理解し

やすい形でアピールする必要があるのではないだ

ろうか。

(2)サッカーに関する情報収集の現状

　

サッカーの知識を得るために必要なサッカーに

関する情報をどのように人手しているのか調査し

た結果、｢ＴＶニュースのサッカーコーナーなどか

ら情報を得ている｣と半数近くの学生が回答して

いる(図６)。そのため、このＴＶニュースのサッ

カーコーナーにおいて、試合結果や優勝争いなど
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の情報だけでなく、もっとＪリーグの全体像が理

解できるような情報を、定期的に放送するなどの

工夫が必要ではないかと考える。

　

さらに、「現在の雑誌やマスメディアによるサ

ッカーの情報量に関して」は、28人（全体の

25.7%)の学生が「満足している」、反対に11人

（全体の10.1％）の学生が「満足していない」と

回答している（図７）。このことから、単純に４

人に１人の学生は、現状の情報量に「満足してい

る」ということが分かるが、「興味や関心がない

のでよく分からない」（36人、全体の33.0%)や

「どちらともいえない」（33人、全体の30.3%)と

いう回答が多くあり、これらの結果から総合的に

判断すると、学生が、サッカーに興味や関心がな

いのは、サッカーに関する情報に触れる機会が少

ないためという情報量の問題よりも、まだまだサ

ッカー自体に興味や関心が薄いため、情報を入手

しようとしていないと考えるほうが妥当であると

推察された。
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図(8)競技場へのサッカー観戦についてひ, = 109)

表(1) as*へサッカー観戦tこ卜かない皿由八こ泗．複数回答丿

　　　　　

分・

　　　　　　　　　　　

理由

　　　　　　　　

人歓割合

興暁・関心がないという理由

　

わざわざ霖伎場に卜･ｕてまで．サノカーを観戦する鼠になれないから43■16,2X

　　　　　　　　　　　　　　　　

心観している（好きな）チームや選手がしないから

　　　

33 35.5%

　　　　　　　　　　　　　　

試合（サッカー）自体がおもしろくない・つまらないから

　　

12 12 9A

軽済的な理由

　　　　　

チケット（文通町血をさむ）などが商くて，罹済的に余裕がないから2830.1*;

時間的な理由

　　　　　　　

学輿やアルバイトなどで時問的に令裕がないから

　　　

18 l^A'H

妓伎安ゐ環卵こ岡する哩印

　　　　　　

競技場が寒そうだ・●そうだ

　　　　　

3

　

3.2％

　　　　　　　　　　　　　　

政技場の拓唆・雰囲気が惑い（怖い・危険を感にる）から

　　

3

　

3､2邦

博柘収集に間する哩Ｊ

　　　　　

いつ跳台をやっているのか，伺・がつかめないから

　　　

j8 i9.4?t;

HBiHftに同す乙・Ｊ

　　　　　　　

ルー,｀Lがよく分からないから

　　　　　

13 14.0％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

試合時間が長りから

　　　　　　　

8

　

8.6％

　　　　　　　　　　　　　　

ゴール前の丹嘸チャンスがφなく，盛り土.がりに欠けるから

　　

5

　

5.4％

文通機閥に関する雇岫

　　　　　　　　

交通の便が不便だから

　　　　　　

2

　

2.2％

1駄委な他貪としう・岫

　　　　

侵暇には行きたいか．－ｇに行く人が近くにいないから

　　

12 12 9%

としては、表１のような理由が挙がっている。

　

この表１からも分るように、「競技場に行って

まで、サッカーを観戦する気になれないから」と

いう理由が、46.2%で、行かない学生の一番の理

由として挙げられた。「経済的理由」や「時間的

な理由」というものは、学生という立場を考える

と、仕方のないものかもしれないが、「情報収集

に関する理由」からは、様々な年齢層や対象をタ

ーゲットにした、異なる宣伝方法について、研究

していく必要性が示唆されているのではないでし

ょうか。また、「競技場の環境に関する理由」は、

一度でも競技場へ来て、実際に観戦しても｀らえれ

ば、それが誤解であるということが分かると思わ

れる。そのため、現在、他の施設で導入されてい

るような、男女ペアの入場者の場合、女性客の料

金を半額や無料にするなどの、システムを導入し

たり、女性客だけの初心者席を設置するなど、と

にかく一度観戦してもらい、このような、誤解を

解消していく必要があると考える。そして、もっ

と、競技場のクリーンで安全なイメージを全面的

にアピールすることも必要であると考える。

　

次に、ＴＶ中継でのサッカー観戦行動に関する

調査結果では、「たまに見る」と回答した学生が、

全体の49.5% (54人）と最も多く、反対に「ほと

んど見ない」（全体の25.7%、28人）、「全く見な

い」（全体の9.2%、10人）学生は、合計で38人

（全体の34.9%)であった（図９）。その主な理由

は、図10 ・表２に掲載する。先程の、競技場への

ｊ
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（3）サッカー観戦の現状とその理由

　

競技場へのサッカー観戦に関する調査結果で

は、全体の85.3% (93人）の学生が、観戦に「行

ったことがない」と回答した（図８）。その理由
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表(3) '･楽しゐうた・ももしろかった’と感じた理由ljヽぐす丿４数Ｅ答,N--99)

　　　　　　　　　　　　　　　　

埋山

　　　　　　　　　　　

人畝賃1合

　　　　　　　　

友.1､や仲間と一緒に運動することち'？．レ，ご･

　　　　　　

１１ Ｑ.6％

　　　　　　　　

純粋にサッカー－をプレーすること力「.レンバご

　　　　　　

46 46.5*1

　　　　　　　

授業の内容や雰囲気が自分に合っ７いｒ発･かった

　　　　　

31 31.3%

　　　　　

今までフレーＴることがなかったが，‘，7/バ.じ楽しかった

　　　　

22 22,2?i

　　　　　　　　　　　　　　　　

その七

　　　　　　　　　　　

2

　

2.0％

ぶ（|）二J,り？一一．ill，４ｔ丿Jリ:蛋丁' (fVfe･,;->N = i(j4)

　　　　　　　　　　　　　　　

-la･

　　　　　　　　　　

人数lj元

1

　　　　　　

4”‥つ.ノし戸ら斟吹さなぺ
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１Ｗ■Ｗ
１
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･･ ^ --I-J≒.でフポ一，･;i●･j ;<≪(さ元爽快さなど　　　Ｍ↓1卜

ｌ ，･･･に匂4-ﾀ.･しみ･ｒ・･孚・ rj､巾iン･り゛しーが上ｆくなった）など　27 21り
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表６）作vnmiのati ･■　t-i; ''I.?.- .■ -ヘー1り9j

　　　　　　　　　　　　　　　　　

7＆

　　　　　　　　　　　

へ数・合

今まで，政咳場でのサ.･カーHI*. I: ， にて’二卜ｌｉで通り行こうと思った　　　　２１認

今まで畝r又瑞でのサソカ･晩戦はたまに行つで1,たがまた卜つてみようと忠つた

　　　　

８ ７３ｙ

々まで, H≪Mでのサジカ･-峻嘸は．行った二とがなりヽつたので．一度は斤ってりようと思った　　12 34ら

今i c Brs≪でのサノう一観戦は，よく卜-jていたが．もう阿くのはやめようと思った　　　Ｕ ００ゝ

今まで．似政場でのサッカー良ylは，た刻ご呼っていたが．もうliくのはやめよンと思った

　　　

V ti.m

今まで. Mr$≪でのサッカー観ｉは，行ったことがなかったが，これまで通り卜くここliな1･と思った19 M5作為

その池

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4 3.71

未妃入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-1 3.乙

a（6口1･斤同裏峡のｎ申唯てり.サ．カーCn.la,-・．．｀ヽ＝ｌｙｉｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｅ戮

　　　

・

　　　　　　　

J､以詞□

今まで.'l"＼'ffflでのサ.ヵ－11．え乙･たか々卜｀辿1･兄，ろとｌ’jた　　　　17 l.i.6:(i

今まT, IV中紡でのサ.r. n ,1よにり“Ｇたがまた吼イみよう１ｊ一Jた　　　　51 1011.

今ま？．八’巾心７のサパー－,1rl7しないﾀたび･二;lriｙ’4Jうｃ思った　　　９り皿

介まや，ｎふ哩でのサノカ‥･4・1517‥ｔ「ﾊﾞ4ご･片ろの･ぴｰめようと思った

　　　

11nりＳ

々まで，nd･吸でゐサ．カーはむわこ見’･･さりむう見つぃにゃ･心ぷうと皿ｊｔ

　　

｛りゝ

まで，,９ーでゐサノたｰは比でI ’.’9だ･，ごｒま－ｊＣ瓦乙ことはな;し£つに272JRy

分丿咄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ ３７２

希ｔﾉ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1 01--^

感想であるが、全体の90.8%の学生が、体育での

サッカーを「楽しかった・おもしろかった」と感

じてくれていたことが分かる。その理由は、表３

に掲載する。また、表４のように、「この授業で

何か得たもの」として、「サッカーの楽しさや爽

快さ」という意見が58.7%と最も多く、今回の授

業の目的の一つであった。「サッカーの楽しさを

感じてもらう」という目的は、ある程度達成でき

たと考えることができる。しかし、学生の授業後

の競技場やＴＶ中継におけるサッカー観戦の意識

については、表５・表６のような結果となり、顕

著な差は確認できなかった。

　　

「楽しさを分かっても、競技場へは行く気にな

れない」という、多くの学生かいることが分かり、

この他の要因について解明することが今後の研究
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表く2｝八’中鯉におけるサッカートりけＩへい川巾(N=--38.複臥回答）

　　　　　

分ｇ

　　　　　　　　　　

理.由

　　　　　　　

人数剛合

興味・関心がないという理ｉ

　　　

試合（サッカー）自体に興味や間心がない

　　　

22 579％

　　　　　　　　　　　　　　

応援している（好きな）チームや選手がいないから

　　

LI 2ti3%

時聞的な理由

　　　　　　

孚業やアルバイトなどで時間的に余柚がないから

　　

2

　

5､3％

情報収集に関する理曲

　　　

いつ試合をやっているのか，愉報がつかめないから

　　

4 10.5St

奴技特性に閏する理由

　　　　　　

ルールがよく分からないから

　　　　

12 31.6%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

試合時閣が艮いから

　　　　　

10 263銘

　　　　　　　　　　　　

ゴー－ル前の得点チャンスが少なく，盛り上がりに欠けるから

　

9 23 7≪

観戦と比較とすると、ＴＶ中継の方が、まだ、観

戦していることが分る。確かに、ＴＶ中継を観戦

する方が、わざわざ競技場へ足を運ぶ時間と費用

などが省かれるため、サッカー観戦に対する障壁

は低いことが考えられる。まずは、ＴＶ中継で、

サッカー観戦の魅力を感じてもらうことが必要で

はないだろうか。そのための、分かり易いＴＶ中

継の解説や映像提供など、今度研究していく必要

があると考える。

　

さらに、図10にあるように、「サッカーをよく

見る・たまに見る」のは、「Ｊリーグや代表チー

ムの試合結果が気になる」という理由が、「サッ

カーが好き」という理由や、「応援しているチー

ムや選手が出場しているから」という理由を、上

回る結果となっており、学生達の話題の中では、

試合結果のみがクローズアップされている現状が

考えられる。

（4）体育授業後のサッカー観戦への意識調査

　

図11は、今回の調査対象である学生の、授業の
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課題として考えられた。

4.まとめにかえて

　

今回は、女子大学生の現状を把握するという目

的で、以上のような報告を行ったが、Ｊリーグと

しては、先述したような、システムやアイディア

を導入し、競技場へ足を運びやすい環境づくりを

調査･研究していくことが必要なのではないだろ

うか。

　

また、学校体育の立場からは、サッカーの楽し

さや素晴らしさを伝えるという実技指導研究は勿

論であるが、「見るスポーツ」としてのサッカー

についても、今後様々な角度から研究していく必

要があると考えられる。
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サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

●はじめに

サッカー選手に対する色彩心理学的アプローチ

　

一成功・失敗プレーと色の感性的意味－

　　

豊田

　

一成1）中川久美子一）堀井大輔3）

１。本研究の大前提

　

本研究は、独白に開発した心身統一的メンタル

トレーニングモデルの精度を高めることを企画す

る一連の実験である。心身統一とは文字どおり心

と体を合体させることによって、潜在的エネルギ

ーをも顕在化させ、それによって望ましい適応

（パフォーマンス）の深化と拡大をめざさんとす

るものである。このことは、メンタルトレーニン

グがし精神」、「心」の訓練であるとするならば、

「脳」を訓練することに他ならない。「脳」を訓練

することとは刺激の受容器である各種感覚器官の

錬磨こそ重要な課題といえよう。心身統一的メン

タルトレーニングモデルの発展は、この感覚、つ

まり視覚・聴覚・嗅覚・味覚・皮膚感覚といった

五感と共に第六感（勘）の鋭敏化か重要課題であ

る。今回はこの一連の流れの中で、視覚に限定し

その望ましい向上策を探ることを主眼とした。具

体的には色が持つ感性的意味に照準をあて、これ

の実態把握と共に望ましい色の特定を目的として

いる。

　

要するにメンタルトレーニングとは、システマ

ティックなメソッドをもとに、意識的に各種感覚

器官へ刺激を加えてその機能を向上させ、併せて

無意識下のネガティブ思考回路を排除しつつポジ

ティブ思考回路を構築することが課題といえよ

う。このことはとりもなおさず、メンタルトレー

ニングの目的である自己分析力を高め、その結果

望ましいパフォーマンスの発現に向けた自己コン

トロール・自己管理能力を高めることにほかなら

ない。

２。色の感性的意味の概念

　

本来色は、①色相

　

②彩度

　

③明度の３要素で

構成されており、これら３次元がおりなす色の諸

相は重要かつ魅力的なものである。色彩心理学で

はこれら色が外的・内的諸環境条件の変化によっ

て複雑な結果をもたらすことが論議されている

　

こうした中で今回は色の感性的意味に限定し、

分析を試みることにした。つまり、色が大体にお

よぼす影響としては、色自体の特性と共にその生

理・心理学的影響などから論じられるが、メンタ

ルトレーニングに寄与する内容にしぼるならばス

ポーツマンが色をどうとらえ、色によってどのよ

うに変容するかを見極めることは重要な課題とい

えよう。

　

色の感性的意味に対する概念のルーツは、こと

ばの概念（符号）的意味と感性（イメージ）的意

味に端を発しているようである。概念的意味とは

言葉が社会的協約上で成立する意味をあらわす記

号､換言するならば辞書的意味をさしていること、

それに対して感性的意味とは「語感」のことをい

い、一種のイメージのことと解されている≒

　

その後このことばに対する概念規定が色彩心理

学に導入されることにより、色の概念的意味と感

性的意味が論じられるようになったようである≒

色の概念的意味とは社会的約束（符号）によって

規定される､例えば信号の色のごときものをさし、

感性的意味とは人の感情を動かす色の性質という

ことができる。

　

もちろん色の感性的意味は人為的な協約ではな

く、色自体が持つ性質と主体サイドの条件である

個人・社会的文化的要因とによって構成されるも

のといわれている叫。そしてこの感性的意味の構

成は、中心に個人の生活体験をおき、外側に向か

うにしたがって「文化に規定される色の象徴内容」

1）滋賀大学

　

2）伊吹中学

　

3）滋回I県ヽJ/l大学
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サッカー選手に対する色彩心理学的アプローチ一成功・失敗プレーと色の感性的意味－

から「色の生理心理学的性質」へと同心円を描く

とされている8)9)。

　

従来からメンタルトレーニングを現場で検証す

る際に、万国共通の青色をイメージトレーニング

時の肯定的まとめに使用し、否定的イメージのま

とめは黒か灰色を使用してきた。この点に関して

は効果が現場で検証されて今日を迎えているが、

さらにその精度を高めるためには色白体の精密な

分析が必要である。

３。本研究の目的

　

本研究は、独自に開発、検証をくり返し、効果

の蓄積がみられる心身統一的手法によるメンタル

トレーニングプログラムの深化と拡大を大前提

に、たちまちはサッカーにおける極限状態時（成

功･失敗）のイメージカラーの分析にある。つま

り、色が感情におよぼす影響を把握することによ

って、①望ましい色の把握への指導

　

②メンタル

トレーニング内でのイメージトレーニングのまと

め（各種イメージの代名詞）

　

③試合中のパニッ

ク状態からの脱出時にネガティブイメージの代名

色からストップの内言と共にポジティブイメージ

の代名色への転換などに的確に対応できる資料を

得ることを目的とする。

●研究方法

１

対象：高校サッカー選手

　　　

実験群

　

Ｎ＝31（年間を通じてメン

　　　

タルトレーニング実施）

　　　

コントロール群

　

Ｎ＝20（メンタル

　　　

トレーニング非実施）

２。研究手続き

（1）色刺激呈示法：マンセルの色相の７色の各中

　

心色に極力接近した色（5/10）と黒・白の９色

（2）色の評定法：「よくあてはまる」から「まっ

　

たくあてはまらない」までの５段階に対する評

　

定尺度法

（3）質問項目：①トータル場面

　

②情緒場面

　

③

　

パス場面

　

④対人場面

　

③シュート場面

　

⑥ヘ

　

デイング場面の６項目に対し、それぞれブラス

　

とマイナスの極限状態に相当する質問項目を合

　

計34項目設定

　

これらは、Ｓ社と共同開発したソフトを駆使す

ることによってＩ人ずつパソコンで実験が進めら

れた。

●結果と考察

１。全体的傾向

　

図１・２は実験群のポジティブとネガティブ時

のイメージカラーである。ポジティブ時のイメー

ジカラーは青・藍・白・緑に高く、黒・紫・鐙に

低い。これがネガティブ時では全く逆転し黒・

紫・樟に高得点となり青・藍・白・緑に低くなっ

ている･戸検定でも両者に0.5％水準で有意差が

みられた。実験群のサンプルは年間を通じて本心

身統一手法によるメンタルトレーニングを実施す

る群であり、色のことについても学ぶ機会が設定

されているためにそれなりに学習効果がみられる

のかもしれない。

一
”
―

　

り
Ｓ
ｊ
ｌ
″
！
ｊ
－
。
刻
－
～
－
リ

　
　
　

４

　
　

Ｓ

　
　

Ｚ

　
　

Ｉ

ド
レ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ド
ー

／
ト
・
’
－
に
Ｉ

　

、
心
″
３
　
５
。

図1 Positive時のイメージカラー（全体）

一 一 － － － － 一 一 一 一

一 一 一 一

221

　　　

腎

　　

蜃

　　

白

　　

価

　　

貧

　　

入

　　

・

　　

・

　　

聚

　　　　

図２ Negative時のイメージカラー回ヽ体）

　

２．６項目別にみたポジティブ時とネガティブ

時のイメージカラーの比較

　

設定されたサッカー競技におけるプラスとマイ

ナスの極限時におけるイメージカラーに対する34

の質問内容は、①トータル場面

　

②情緒場面

　

③
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豊田，中川，堀井

パス場面

　

④対人場面

　

⑤シュート場面

　

⑥ヘデ

ィング場面の６項目に集約される。この各項目内

でポジティブとネガティブを比較したのが図

3.4.5.6.7.8.である。６項目それぞれでポジティブ

時のイメージカラーとしては青と藍が共通してあ

げられ、ついで白ないしは黄色が散見される。一

方ネガティブ時の代表的イメージカラーとしては

黒・紫・桧ないしは赤色があげられる。
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３。コントロール群（非メンタルトレーニング群）

との比較

　

34項目の質問が６項目内のポジティブとネガテ

ィブに集約されるが、ここでは６項目内のポジテ

ィブおよびネガティブごとにコントロール群であ

る非メンタル群と比較した。

　

ポジティブ時におけるメンタル群と非メンタル

群を比較したのが表１であり、ネガティブ時にお

けるメンタル群と非メンタル群を比較したのが表

２である。

　

が検定をほどこした結果、ポジティブ時の傾

向は実験群であるメンタル群が藍色を高く評価

し、紫・桧色を低く評価する傾向がうかがえる。

つまり逆からいうならば非メンタル群は藍色が低

く、樟色に高い傾向がうかがえることになる。一

方ネガティブ時についてはコントロール群である

非メンタル群が桧色を６項目のいずれにおいても

メンタル群よりも低い評価であること、青・藍色

についてはメンタル群よりも得点が高い傾向がみ

られる。このような非メンタル群の傾向は、ポジ

ティブ時でいうならば寒色系統（青・藍など）に

高く、暖色系統に低いという一般的解釈から逸脱

することを意味している。

　

６項目別の特色としては「トータル」と「情緒」
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サ･ソカー選Ｆに対する色彩心理学的アプローチ一成功・火敗プレーと色の感性的意味－

で各色に有意差が多くみられることからメンタル

群と非メンタル群の異なりがこの２項目に傾向が

うかがえる。

釧ﾒﾝﾀﾙ群と非ﾒﾝﾀﾙ群の比較(ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ時のｲﾒｰｼﾞｶﾗｰ)
浪江臣百圭言竹鬘鬘千万

バス

　　

ー

　　

－

　　

－

　　

－

　

゛く

　　

ー

　　

－

　

１

　

－

　　

一
回回天圭千千千慧言三

　　

･.S% ** . ]% *卜帛, o,s%　セル内の検足結桑表示は,メンタル群,非メンタル群

表2メンタル群と非メンタル群の比較（ネガティブ時のイメージカラー）

二回千百］

* S% ** ^% *** 0 S≫　セル内の峡定結粟表示は､メンタル群:非メンタル鮮

●まとめにかえて

　

メンタルトレーニングの深化と拡大は五感と第

六感への望ましい刺激を加えることであろう。そ

うすることによって、自己分析の向上にともない

自己管理・自己コントロールカが増大し、結果と

して望ましいパフォーマンスが確保できると考え

られる。

　

今回は以上のことを念頭に、まずは視覚刺激に

ついて色の観点から人間の感情に影響をおよぼす

感性的意味という点から分析を試みた。結果をま

とめるとおよそ以下のとおりとなろう。

１．サッカーにおけるプラスとマイナスの両極限

　　

状態時のイメージカラー

　

(1)プラス極限状態時のイメージカラーは青・

　　

藍の寒色系統と白色である。

　

(2)マイナス極限状態時のイメージカラーは、

　　

黒・紫・樟色である。

２．サッカーの構成技術や組織論の立場から６項

　　

目別にみたイメージカラー

　

(1)プラス極限状態時のイメージカラーは青・

　　

藍色である。

　

(2)マイナス極限状態時のイメージカラーは

　　

黒・紫・桧色である。

３．プラス極限状態時のメンタル群と非メンタル

　　

群のイメージカラーに対する異なり

　

(1)メンタル群が藍色を高く評価し、紫・樟色

　　

を低く評価する。

　

(2)つまり逆からいうならば非メンタル群は藍

　　

色が低く、桧色に高い。

４．マイナス極限状態時のメンタル群と非メンタ

　　

ル群のイメージカラーに対する異なり

　

(1)メンタル群の樟色に対する評価が高い｡

　

(2)逆からみると非メンタル群の桧色に対する

　　

評価が低い。

　

(3)非メンタル群は青・藍色を高く評価する。
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サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

　

ユニバーシアード日本代表サッカーチームにおける

メンタルトレーニングの実践とその後の発展性について

○宮崎

　

瀧井

　

西田

純一1)

敏郎‘)

裕之7)

高妻

宇野

古川

容一2）

　

勝5）

勝巳8）

内藤

湯田

乾

秀和j）

一弘6）

真寛田

緒言

　

1995年ユニバーシアード福岡大会における日本

代表サッカーチームの実施したメンタルトレーニ

ングはチーム及び選手のパフォーマンスの向上に

大きな効果が認められた1)。これに続き、1997年

ユニバーシアード・シシリア大会日本代表サッカ

ーチームも、前回大会に引き続きメンタルトレー

ニングを実施した。国内開催で充分なサポート体

制があった前回大会に比べ、スタッフの数、準備

期間ともに困難な部分が多い大会であったが、選

手の報告からは長期の遠征・合宿生活、プレッシ

ャーのきつい国際大会への準備としてメンタルト

レーニングの成果を示す報告が認められた。本研

究では、そこで行われたプログラムとその成果に

ついて検討を加えるとともに、１年後メンタルト

レーニングを体験した選手からの報告をもとに、

代表チーム、プロサッカー選手へのメンタルトレ

ーニングの応用の可能性を検討する。

方法

１

　

対象

　　

ユニバーシアード・シシリー大会日本代表サ

　

ッカーチーム選卜18名

２

　

期間

　　

1997年８月１日～31日

　　

メンタルトレーニングの実施期間としては、

　

国内合宿終了後のメンタルトレーニング講習会

　

から海外での事前合宿、本大会を通じて約１ヶ

　

月間。

３

　

調査項目

巾心理的競技能力診断検査

　

（

　

DIPCA. 2　:　Diagnostic　Inventory　of

1）青山学院人才

6）国際武道大学

　

Psychological-Competitive Ability for Athletes.)

　

ＤＩＰＣＡ.2は、52の質問項目から構成され、回答

　

は12尺度の心理的競技能力として評価される心

　

理テストである。国内合宿後半にプリテスト

　

（７月25日）を実施し、大会直前にポストテス

　

ト（８月17日）を実施する。

②メンタルトレーニングに対する質問紙

　　

メンタルトレーニングのパフォーマンスへの

　

影響を自己評価する。主に試合局面での応用例、

ｒ
ｌ
Ｆ
／
ｊ
Ｆ
／
ｒ
ｙ
／
－

し
゛
～
ｎ

’

″

’

゛

‘

”

‐

’

１

　

頻繁に応用したテクニックに関する質問項目を

　

り

　

設定するＱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（3）メンタルトレーニングの継続性一発展性に関

　

り

　　

する質問紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ダ

　　

メンタルトレーニングを体験してから１年を

　

経て「メンタル面の重要性」、「メンタルトレー

　

ニングで役立っていること」、「メンタルトレー

　

ニングの必要性と現状」など自由記述式に回答

　

する。対象者18名のうちＪリーグでプロ選手と

　

して活躍する選手は11名。次年度からフロ選手

　

となるものが６名。大学生が１名。

４

　

統計処理

　

ＤＩＰＣＡ.2の、プレテスト及びホストテストの心

理的競技能力の12尺度の変化を検討するために

Paired ―Ｔ検定を用いた。なお有意水準は５％以

下に設定した。

j

:y

・
、
ノ

結果

１

　

メンタルトレーニングの日程および大会戦績

　

表１の通り、大会最終成績は参加チーム18チー

ム中９位であった（４勝１敗１分）。P選リーグ

の得失点差により下位トーナメントに進出するこ

ととなったが、トーナメントでは３勝をあげ９位

を獲得した。また、二の大会の事前合宿として約

I J

r 「

｀
り
り
～
り
Ｉ
。
・

? , j

り j

ｙ
‘
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

2）近畿人才

　

3）新烏学園鳥等学校

　

4）4と京才二人ヤ

　

5）東廊人字
7）が良産業人学

　

8）同志社大学

　

9）福岡人皇
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衰１

　

日程および戦績

/29

1/4～９

/40～11

/13

/17

/18

/20

/22

/24

/26

/2８

プレテスト

メンタルトし一二ング講習会

オランダキャンプ

イタリア・シシリア選手村入村

ポストテスト

予選リーグ第１戦

　　

日本１-○アイルランド

予選リーグ第２戦

　　

日本Ｏ-１モ○ツコ

予選リーグ第３戦

　　

日本○-○ウクライナ

9-16位順位決定噸

　

日本２－２ナイジェリア(PK4-2)

9-16位順位決定戦

　

日本２-○イギリス

９･IO位決定戦

　　　

日本２-１チェ⊃

2週間の海外合宿を２力国にまたがり実施してい

る。

　

出国前に行われたメンタルトレーニング講習会

では近畿大学の高妻容一氏を迎え、目標設定、リ

ラクゼーション、サイキングアップ、ポジティブ

シンキング、イメージトレーニングなどメンタル

トレーニングの基礎編にあたる内容を受講した。

その後、約１ヶ月の海外滞在中、朝のセルフコン

ディショニングの時間を利用してメンタルトレー

ニングを継続した。

　

朝のセルフコンディショニングの基本的なプロ

グラムは以下の通りである。起床後、体重、心拍

数、筋疲労度のチェック。

　

5～10分程度の散歩の

後に、広場、ビーチ、木陰などを利用し「楽な姿

勢」で呼吸法と筋弛緩法を中心としたリクラゼー

ションを音楽を用いて実施する。この間に、当日

の試合・トレーニングの目標設定、イメージトレ

ーニングなどを促す。その後、リズムの速い音楽

に切り替えて軽いジャンプ、軽快なステップ、全

員で声を合わせてカウントしながら体を動かす

「テンカウントジャンプ」をまじえたサイキング

アップを行ない心拍数とともに気分を高める。最

後に、毎回メンタルトレーニングのテクニックを

短時間で復習して終了する。そして、朝食会場へ

移動する。今回の「朝のセルフコンディショニン

グ」の目的は、①メンタルトレーニングの実践・

復習、②目標設定の時間を設けること、③１日の

始まりを楽しくむかえることなどであった。アン

ヶ一卜の結果では、「眠かった」との回答がある

反面ヽほとんどの回答に「気持ちよく朝を迎えら

れた」、「朝食がおいしかった」、「１日の目標の確

認ができた」などポジティブな回答が多かった。

表２ DIPCA. 2プレテストおよびポストテストにおける変化（平均値）

　　　　　　　　　　

!Ｓ･171 (N･IB) t俵

　　　　　　　　　　

－

　

－

１忍耐力

　　　

15.1

　

16.6

　

2.78 ≫

2闘争心

　　　

17.9

　

19-2

　

iM ･･

3自己実現欲

　　

17.4

　

186

　

2.50 ・

4勝利意欲

　　　

15.9

　

16.6

　

1.78

5自己]ﾝﾄQ-ﾙ

　　

15.9

　

17.6

　

2.67 ･

6リラックス

　　

15.2

　

17.4

　

3.3S ･ >

7集中力

　　　　

L6.4

　

18.7

　

4.62 ･ ･ ≪

8自僣

　　　　

14､6

　

17.4

　

S.06 ･ ･ ･

９決断力

　　　　

14.8

　

16.9

　

4.62水本卜

10予測力

　　　

13.2

　

15,8

　

6.31 ***

１１判断力

　　　

13.6

　

16.3

　

6-51 ･水本

１２協岡性

　　　

1S.5

　

18.1

　

4.00卓●

1～4鯉技意欲

　　

66.3

　

70.9

　

3.S5 ･ t

5～7精神の安定

　

47.5

　

S3.7

　

4.09 * ･ *

8～9自信

　　　

29,4

　

34.4

　

6.20 ･ ･ *

10～11作戦能力

　

26.3

　

32､2

　

6.93毒＊奉

総合得点

　　　

iS6.4

　

209.3

　

6,93 ･ ･ ･

　　　　　　

1･.01くρく.05･ ･ B01くD<01 f・・pく.001)

　　　

==＝=-･･==- ・ ･･j－=＝＝＝･･＝=㎜㎜皿皿-

　　　　　　　　

DIPCA2(average)

こ一一一一--~．

　

゛ｔ

　

ク

　　　　　

ス

心理的親筏力尺皿

一 一 － － －

　

図1 DIPCん2ﾌﾟﾚﾃｽﾄおよびﾎﾟｽﾄﾃｽにおける変化（平均値）

２

　

ＤＩＰＣＡ.2による心理的競技能力の評価

　

表２と図１に示すとおり、メンタルトレーニン

グ講習の前と大会直前の心理テストの結果から、

12尺度のうち11尺度において得点の向上が認めら

れた。総合得点においても186.4点から209.3点と

有意に増加した。

３

　

アンケートによる評価

　

選手18名のうち、15名より回答を得た。講習会

以前の調査では、メンタルトレーニングを「初め

て」実施するものは５名、「ときどきする」は８

名、「いつもする」２名とメンタルトレーニング

はあまり習慣化されていないようであった。また、

実施していると答えた10名も音楽の利用と「良い

プレーを思い浮かべる」などのイメージトレーニ

ングに限られ、幅広いテクニックの応用までには

至っていなかった。

　

大会終了直後に実施した調査では、図２に示す

ようにリラクゼーション（スマイル、呼吸法、筋

弛緩法）イメージトレーニング、サイキングアッ

プ、ポジティブシンキング等をよく実施したメン

タルトレーニングのテクニックとしてあげてい
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図2大会中よく実施したメンタルスキル
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犬

だ。また大会・合宿期間中にメンタルトレーニン

グの成果を発揮できたと感じる場面があったかと

いう問いに対して様々な場面でメンタルトレーニ

ングの成果を役立てたという回答を得た。アンケ

ートにみられる具体的な場面での応用例として

は、｢アイルランド戦の後半、深呼吸をして気分

を入れ替えて得点した(１－Ｏで初戦を飾る)｣、

｢ナイジェリア戦(後半残り10分までＯ－２でリ

ードされていた)で、あきらめずに最後10分で２

得点できた｣、｢チェコ戦で得点された直後に立ち

直れた(最終的には、２－１で勝利)｣などがあ

げられる。

　

また、実際に効果のあったテクニックとして

｢試合に出場するとき、顔のこわばりをほぐして

リラックスすることができた(セルフマッサージ、

スマイル)｣、｢試合中、集中が途切れそうになっ

たとき、呼吸に意識を集中することで集中力を取

り戻すことができた(コンセントレーション)｣、

｢試合に出ない日が続いたが、目標を設定するこ

とで気持ちを前向きにして過ごすことができた

(目標設定、ポジティブシンキング)｣などの報告

があった。回答のうち｢効果なし｣は２名であっ

た。

考察

Ｉ

　

メンタルトレーニングプログラムについて

　

ユニバーシアード福岡大会と比較した場合、①

トレーニングの期間はより短い（約１ヶ月）、②

現場でのメンタルトレーニングの応用は選手個人

の選択にゆだねる、③チーム全体のメン幻レトレ

一二ングは「朝のセルフコンディショニング」の

みという簡略化したプログラムであった等の違い

がある。

　

しかし、選手のアンケート調査の結果からはメ

ンタルトレーニングの［成果］として実践に用い

られたメンタルスキルについて多くの報告があっ

た。これより、メンタルトレーニングの導入法の

ひとつとして、教育的なプログラムを継続しなが

ら、選手自身が選択しメンタルトレーニングを実

践するプログラムが有効であることが示唆され

た。このプログラムの実践に際しては、セルフコ

ントロール能力の向上が重要となる。

一 一
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---------
図3 sub.N.K.のDIPCA.2の変化
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図4 sub.K,M.のDIPCA.2の変化

２

　

パフォーマンス、心理テスト(DIPCA.2)と

　　

メンタルトレーニングの関連について

　

図３は、sub. N. K.のＤＩＰＣＡ.2の変化を示して

いる。メンタルトレーニングは経験がなく、プレ

テストでは177点と平均程度であったN.K.だが、

ポストテストでは226点と大きな上昇をみせ、メ

ンタル面では超一流選手としての得点を示してい

る｡大きく改善されたと考えられる要素としては、

自己コントロール、リラックスに代表される「精

神の安定性」、予測力、判断力に代表される「作

戦能力」の改善があげられる。 N.K.は、攻撃の中

心であるFWである。大会前までの評価は、多く

のチャンスを作る能力はあるが、大切な得点機を

逃す傾向があるというものであった。しかし大

会期間中は「アイルランド戦の後半、深呼吸をし

て気分を入れ替えて得点した（１－Ｏで初戦を飾
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る）」というコメントにも表れたとおり、パフォ

ーマンスの面でも大きな転機を迎えていた。相手

ディフェンダーの厳しいプレッシャーに曝され、

得点への多大なる期待を背負うFWにとって、ミ

スに対する心構えにポジティブシンキング、セル

フトーク等を活用したり、リラクゼーションのテ

クニックを用いて常に冷静なプレーベの準備をす

ることは有意義である。またイメージトレーニン

グは得点場面での冷静さを維持し、予測力・判断

力を高めるのに大いに効果があると考えられる。

これよりメンタルトレーニングのテクニックを活

用し「精神の安定性」、「ｲ乍戦能力」を獲得したこ

とが示唆された。

　

図４は、sub. K. M.のＤＩＰＣＡ.2の変化を示して

いる。N.K同様にメンタルトレーニングの経験は

なく、プレテストでは181点で平均程度、ポスト

テストでは206点への上昇をみせた。 K.M.は代表

経験も少なく、試合でも控えになることが多い選

手であったが、大会期間中は常にチームのムード

メーカーになり、すすんでチームの仕事をすると

いったポジティブな言動をとるようになった。メ

ンタルトレーニングの中のポジティブシンキン

グ、目標設定が効果をあげ得点の低かった、リラ

ックス、自信、決断力、予測力等の尺度が改善さ

れ､持ち昧である忍耐力、自己実現欲、協調性が

より生かされるようになったのではないかと考え

られる。

　

以上のような結果は「すべてメンタルトレーニ

ングによってもたらされた」のではないことは言

うまでもない、彼らは、すでに海外での合宿、厳

しいプレッシャーのもとでの国際試合、長期にわ

たる集団生活等により強靭なメンタリティを獲得

している。メンタルトレーニングは、それらのメ

ンタリティをより充実させたり、発展させるため

のひとつの要素であると考えるべきであろう。ゆ

るぎないメンタリティは、あくまでも個人の意志

により獲得するものである。

３

　

メンタルトレーニングの継続性・発展性につ

　　

いて

　

大会から１年を経て実施した質問紙に対しては

18名のうち11名からの回答を得た。その結果、全

回答から「試合におけるメンタル面の重要性」、

「メンタルトレーニングの継続性」、「現在のチー

ムにおけるメンタルトレーニングの必要性」等の

項目で肯定的な意見を得ることができた｡しかし、

現在所属しているチームで「メンタルトレーニン

グを実践している」という回答はなかった。つま

り、メンタルトレーニングの必要性については感

じているが様々な障害により実践するまでに至っ

ていないのが現状のようである。その理由の一つ

には、実施するべきだが「個人個人の考え方があ

るので個人に任せるべき」という考え方と、「チ

ームスポーツなのでチームとして取り組むべき」

と考える場合があり導入の仕方が解決されていな

いという問題があげられる。チームをあげて取り

組むには、指導スタッフ側の理解や選手個人の考

え方の相違などが共通の認識のもとに解決されな

ければならない。

　

今回の調査では、メンタルトレーニングを経験

した者はスポーツにおけるメンタル面の重要性、

心理面のトレーニングの必要性を大いに認識し、

個人的には実践している選手がほとんどであるこ

とが明らかとなった。

　

しかし、チームスポーツで

あるにもかかわらずチームとしての取り組みが不

足しているのが現状のようである、この問題に関

しては、ユース年代からの教育プログラムの一貫

として、できるだけ早い時期にメンタルトレーニ

ングをトレーニングの一貫として捉え、発展させ

ていく習慣付けが必要であろうと考えられる。
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緒言

サッカー選手の競技力向上のための心理的支援について

　　　

～大学トップレベルの選手を事例として～

　　　　　　

上田丈晴1）松本光弘2）豊田一成こl）

Timm ^jtitintiKit-。ご。

　

サッカー選手はサッカーの試合においてプレー

が充分に発揮できることを目標としており、サッ

カーの監督やコーチも、選手の競技力向上を目標

として、チームの選手全員を対象とした合同トレ

ーニングや試合（以下、「試合・合同トレーニン

グ」とする）を指導している。一方で監督やコー

チ以外にも、同じ目標で選手やチームを支援する

様々な分野の専門家の存在が知られている。その

一側面を担当するのがメンタルトレーナー等と称

される「心理面の支援者」である。

　

選手の競技力の向上は、一般的には日々の試

合・合同トレーニングにより図られているが、さ

らに選手の競技力を向上させるためには試合・合

同トレーニング外の時間にも色々な手段が考えら

れる。そこで筆者はコーチングの理論49凡メン

タルトレーニングの理論2,7.1ふ20）そして保健社会学の

理謝）を検討し、心理面の支援者が行う支援を図

１、２、３のように位置づけ、表１に示した係わ

り方の原則を作成した。選手がこの心理的支援を

主体的に受けることにより、その競技力の向上が

効果的かつ確実になされることが期待できる。

　

この心理的支援に対する考え方のもとに、試

合･合同トレーニング外の時間に行う心理的支援

がコーチング場面でどのような効果があるかを実

践的手法により検討した。このことにより心理面

の支援者のコーチング場面への係わり方を検討す

るとともに、今後の研究の基礎資料を得るための

事例研究を目的とした。

　　　　　　　

１‾’

トレーこング婢僕･目標像と

　　　

．
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口伎口

兌ilレベル

収合き同lヽレー－ンプ
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べ･－λとしｔ七チベーｙｌン

図1サッカー選手のトレーニング需要の決定

　　　　　　　　

T1(時間)

匝)－

意識的な休養・疲劣回復・治療

7２(時間)
・(三Ｄ

込匹

試合・合同トレーニング外の時間の過ごし方(順不同)

　　　　

図2サッカー選手の競技力の変化の要因

図3A選手に対する筆者（様々な支援者）の位置づけ

(1)

ｊ
Ｉ
ｊ
ｊ
Ｉ
ｙ
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3
4
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6

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

表1A選手に対する筆者の係わり方の原則

「心身統一状態をベースとした競技力発揮レベル」と「健康なラ･

フスタイルをベースとしたモチベーション」を対象としている。

選手が自由に使える時間（試合・合同トレーニング外）に係わる。

　

「様々な支援者」の一人として係わる。

来談は、Ａ選手の意志による。

サッカーの技術・戦術的な指導はしない。

秘密厳守。
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サッカー選手の競技力向上のための心理的支援について～大学トップレベルの選手を事例として～

研究方法

　

（1）対象者について

　

対象者は自発的に来談したサッカー選手Ａであ

る。Ａ選手の所属はＴ大学サッカー部のトップチ

ームであり同チームの競技レベルは大学トップレ

ベルである。Ａ選手のサッカー競技歴は14年であ

り、高校時代の競技レベルは全国トップレベルで

ある県のサッカーの国体選抜チームの補欠であっ

た。

　

最初の来談時にＡ選手が心理的支援（メンタル

トレーニング）に求めたものと設定した目標を図

４に示した。
／‾･‾‾’‾‾‾

　

‾‾‾‘’‾‾‾‾‾‾
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図4A選手のメンタルトレーニングに求めるものと目標設定

　

(2)調査期間と実施回数について

　

1997年７月３日から1998年１月12日まで約６ヵ

月間に週１～２回のペースで合計31回心理的支援

を行った。

　

１回の実施時間は１時間から1.5時間

であった。

　

(3)心理面の支援者(筆者)の立場とＡ選手との

　　

係わり方について

　

Ｔ大学サッカー部のチームスタッフ外の支援者

として試合・合同トレーニング外の時間に基本的

にはＡ選手が予約した日時に大学内の教官用研究

室にて対面での心理的支援を行った。

　

(4)心理的支援の内容について

　

以下の３つを心理的な支援として行った。実施

回数は以下に示した通りである。

　

け心身統一手法～22回

　

これは豊田13･17）が開発した、呼吸法、イメージ

ング、α波誘導補助装置、カウンセリングそして

気功体操などを用いたパッケージプログラムであ

る。

　

2 ) SAT (Structured Association Technique)

カウンセリング技法5）～3回

　

これは宗像の開発した、構造化された連想法を

用いたカウンセリング技法である。

　

３）プレーの振り返り～６回

　

これはＶＴＲを用いて自己の公式戦での全プレー

（１試合平均56.25回）を視聴し、それぞれのプレ

ーに対する「プレーを見て思い出すことをどんな

ことでも構わないですから言って下さい」という

筆者の発問に返答し、その発言内容を筆者が共感

的に繰り返す形式のものである。この映像の収録

は８ミリビデオによりＡ選手が出場した全試合を

競技場で直接行ない、その映像の編集にはＡｖid社

のMCXpressを用いた。この機器は、デジタル信

号で映像が解析できるため試合後短時間でＡ選手

のプレーを抽出し編集することができるものであ

った。そのため試合後30時間以内にこのプレーの

振り返りを行うことが可能であった。発言内容は

Ａ選手の許可を得て、テープレコーダーで収録し

た。

　

この研究手法の手順等については、会話分析3.10-

11）、エスノメソドロジー4）の行動科学を分析する

考え方を基本として行なった。

結果と考察

　

筆者はＡ選手に対し、週１～２回のペースで合

計31回の心理的支援を行った。その結果Ａ選手に

以下のような変化が認められた。

　

（1）カウンセリングを通じたＡ選手の発言内容

の変化について

　

７月に行った中国・韓国への海外遠征後の７回

目と８回目の心理的な支援の時に「疲れがとれな

い、だるい、プレーのミスも多く弱気になってし

まう、自分の情けなさにいらいらしてしまってい

る」といった、体調不良や気分的な不安定さを訴
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上田，松本，豊田

えていた。図５に示した海外遠征中に測定したポ

ムスのプロフィールでも気分的な不安定さがみら

驚
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図5サッカー選手ＡのPOMSのプロフィール（海外遠征中）

　

大学リーグ戦期間中の24回目の心理的支援の時

にＡ選手は「試合中、敵にボールを取られてしま

う」という自分に対して「どうしてできないのか

なという苛立ちがありました」と発言したが、

「大丈夫、できるよ、もっとボールと会話しなさ

い。考え過ぎだよ」と自らを励ます言葉を見つけ

た。図６に示したりーグ戦期間中の試合直前に測

定したボムスのプロフィールでも気分的に安定

し、理想状態といわれる活動性を中心とした氷山

型2）を示すようになっている。

（Ｔ得点）
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図6サッカー選手ＡのPOMSのプロフィール（リーグ戦期間中）

　

30回目の心理的支援の時に、当面の目標であっ

た「失敗不安」を克服し短期の目標であった「ト

ップチームのレギュラー獲得」を達成できたこと

に対し、ＳＡＴカウンセリングを通じて「自信を持

っていけど過信しないようにしよう。オフシーズ

ンも自己管理しながら気分転換しよう、そして周

りの人に感謝しなさい」と自らの努力を認めなが

らも自らを戒め、周囲の人への感謝の気持ちを抱

くようになった。図７に示したＹ-Ｇ性格検査のプ

ロフイールでも情緒的に安定し客観的で自制的な

性格へと変化している。

Ｘ
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図7サッカー選手ＡのＹＧ性格検査のプロフィール

　

以上のように、Ａ選手が情緒的に安定し協調性

があり客観的で自制的な性格へと変化したこと

は、チームの中での自らの役割を認識し十分な競

技力を発揮するための重要な基盤を築くことがで

きたと考えられる。

　

(2)プレーの振り返りを通じたＡ選手の発言内

容の変化について

　

１）第１戦の振り返りの発言内容の例

　　

「ボールを取って～２秒間沈黙～セーフティー

に蹴ろうって思って蹴ったら～２秒間沈黙～取ら

れたんで、取られたっていうかボールの～２秒間

沈黙～質が悪くてイメージとしてはフワーツとし

たボールが蹴りたかったんだけど～３秒間沈黙～

蹴れなくて、ウワーツ」（３番目のプレーを２回

再生終７３秒後の発言）

　　

「フリーつていう声が聞こえたから～２秒間沈

黙～まずトラップをきちっとやろうって、それで

相手が詰めてきたんですぐ近くに見えていたＮさ

んに簡単に出した」（10番目のプレーを１回再生

終７２秒後の発言）

　

この他66のプレーシーン中でも「ミスキックに

なっちゃった」、「やばい」そして「また取られた」

といった自らのミスプレーを反省する発言が多

く、その発言内容も断片的でまとまりがないもの

であった。

２）最終戦の振り返りの発言内容の例

-231-
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サッカー選手･の競技力向上のための心理的支援について～大学トップレベルの選手を事例として～

　

「これは、いつもならばたばたしちゃうんだけ

ど、ドリブルしながら、相手のディフェンスの状

態が見えて、横にドリブルした時にＢさんがスッ

と流れていくのが見えたんで～２秒間沈黙～スル

ーパスつて思って～３秒間沈黙～シュートが打て

るようにっていう感じで丁寧に出しました」（24

番目のプレーを１回再生終了直後の発言）

　

「左の後ろからディフェンスが来てるのが分か

って～２秒間沈黙～それで左に出る振りして足首

でこうトラップしようと考えてトラップしたらや

っぱりディフェンスが付いてきてなくて、それで

スッと前向いたときにＢさんが入って来たんで、

フワッとしたボールで自分もまた受けに行けるよ

うにって、そんなイメージを持ってフワッとした

ボールを出した」（42番目のプレーを１回再生し

た終了３秒後の発言）

　

この他56のプレーシーンについての発言内容の

パターンも「試合の状況を冷静に判断しパスをも

らう選手がどのような要求をしたかを読み、さら

に自分が次にどう動くかまで意図したプレーを行

った」というパターンであった。

　

以上のように、

Ａ選手がプレーのイメージを鮮明に記憶し発言で

きるようになったことが分かる。このようなイメ

ージの蓄積がサッカーのプレーを十分発揮するた

めのアイディアの源泉となると考えられる。

(3)TSMIのプロフィールにみるＡ選手の変化につ

　

いて

　

図８に示しかように、17の競技意欲の項目のう

ち12の項目で得点の改善が見られた。特に以下の

５項目において顕著な改善が見られた。

　

①失敗不安：競技を始める前から失敗すること

　　

を不安に感じる度合

　

②緊張性不安：試合中緊張し過ぎてあかってし

　　

まう度合

　

③冷静な判断：緊張しやすい試合場面などで落

　　

ち着いて自分の状況を判断できる度合

　

④競技価値観：自分の人生においてどの程度競

　　

技に打ち込んでいるかの度合

　

⑤努力への因果帰属：成功や失敗をどの程度自

己の努力のせいであるかを認める度合
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図8サッカー選手ＡのTSMIのプロフィール

　

以上のように、Ａ選手は失敗不安や緊張による

あがりを克服し落ち着いてプレーできるようにな

った。さらに自分にとってのサッカーの位置づけ

が高まり、成功や失敗も自らの責任であると認め

られるようになった。このような心理状態で試合

やトレーニングに臨むことは、より高い競技力を

発揮するためのベースとなる2)と考えられる。

まとめ

　

高校時代に大きなキャリアがなく、しかも１年

生であるＡ選手が大学トップレベルのＴ大学にお

いてトップチームのレギュラーを獲得し活躍し続

けたことは、精神的な変化がＡ選手にとって好ま

しい変化であったことが各種検査の結果で伺え

た。

　

よって今回の事例は、Ａ選手に対する筆者（心

理面の支援者）の係わり方がＡ選手の競技力向上

に役立ったものと判断できた。
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サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

大学サッカーチームにおけるメンタル,トレーニングの実践：その１

　　　　　　　　

－競技力の向上のプログラムー

はじめに

高妻

内藤

容一1）

秀和2）

　

1995年に開催された福岡ユニバーシアード（ユ

ニバ）において、日本代表サッカーチームは史上

初の金メダルを獲得した。この日本代表チームが、

強化合宿でメンタルトレーニングを実施し、大会

期間中はスポーツ心理学者による心理的サポート

を受けたことは、1997年のサッカー医・科学研究

会で報告した。 1997年、その成功例に基づき、青

山学院大学サッカー部からの依頼で、最低３年は

実施するという約束のもとにメンタルトレーニン

グを開始した。その１年目の成果については、

1998年のサッカー医・科学研究会にて報告した。

昨年報告したように、本来ならば、スポーツ心理

学者が毎日チームの練習に出かけ、練習前・後の

１時間を費やじてワークショップや実践編を指導

し､練習の中に心理的スキルをいかにして応用し、

メンタルトレーニングをチームとして実践してい

くのが理想であると考えられる。また試合でのサ

ポートは、スポーツ心理学者がコーチや選手と一

体になって、試合で最高能力を発揮するための心

理的準備や試合会場でのサポートをすることが理

想的な方法である。しかし、日本においてメンタ

ルトレーニングを指導できるスポーツ心理学者や

専門家（自称専門家は多い）がほとんどいない状

態においては、チームや選手につきっきりで指導

することは困難であった。そこで、実施２年目に

あたる1998年度も、スポーツ心理学者をアドバイ

ザーとして、定期的な講習会形式で（1）初級編

の復習編（８時間）、（2）中級編（８時間）、（3）

試合前のサポート、（3）試合当日のサポートを合

計約50時間ほど実施しか。 1997年度（１年目）は、

昨年報告したとおり、紹介・初級編／中級編／上

級／試合直前編／試合でのサポートなどを行い、

1）近畿大学

　

2）青山学院大学

宮崎

流郷

純一2）

吐夢2）

コーチとの連絡を密に取りながら、チーム内の

「メンタルトレーナー」を選出して、自分たちで

メンタルトレーニングを進めていくプログラムを

作成し、毎日の練習に導入し、その応用や実践を

した。そこで、今回も昨年に続いて、競技力向上

のメンタルトレーニング・プログラムを報告す

る。このプログラムでは、３冊の教科書を使用し、

現場での実践を実行した。たとえば、日本という

文化的背景やスポーツ界の内情などを考慮して高

妻(1995)が作成したものを初級編「明日から使

えるメンタルトレーニング（ベースボールマガジ

ン社）」とし、中級編では、カナダやアメリカの

オリンピックチームで活用されたオーリック（19

96 : 日本語版）のプログラムを「トップレベルの

メンタルトレーニング（ベースボールマガジン社）

を使用し、上級編としては、ラビザ＆ベンソン

(1997 : 日本語版）の「大リーグのメンタルトレ

ーニング（ベースボールマガジン社）を使用した｡

今回､報告するのは､上級編のプログラムであり、

これは大リーグェンジェルス、プロアメリカンフ

ットボールのジェッツ、アメリカのアトランタオ

リンピック野球／水球代表チーム、カルフォルニ

ア州立大学ロングビーチ校野球部、ネブラスカ大

学アメリカンフットボールチームなどに指導した

プログラムをまとめたものであった。それに加え

て、選手が自分の種目・ポジションに対応できる

「書き込み用紙」を作成し、使用した。

方

　

法

　

この大学サッカーチームへのメンタルトレーニ

ングや心理的サポートは、ユ二八日本代表が成功

した心理的コンディショニングのプログラムを改

良し、1996年度関東大学リーグ２部５位であった
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大学サッカーチームにおけるメンタルトレーニングの実践：その１－競技力の向上のプログラム～

普通の大学チームに実践することでそのプログラ

ムの有効性を検討すると同時にこのチームの競技

力向上に協力をすることでもあった。特にサッカ

ーチームの競技力向上に焦点を絞った講習会形式

のメンタルトレーニングとそれを実践するための

サポートを実施した。 1997年に報告したユ二八日

本代表の強化合宿用のプログラムを初級編として

改良し、ここまでのところ上級編までを１年半

(1998年８月まで）の時間をかけて実施した。そ

のプログラムの内容は、メンタルトレーニングの

講習会形式を採用し、１年目は、1998年３月から

開始し、①紹介・初級編（２日間で15時間）、②

中級編（２日間で15時間）、③上級・試合直前編

（1日５時間）の実施でした。２年目は、④初級

編の復習（８時間）、⑤中級・上級編（８時間）、

⑥試合直前編（３時間）、⑦試合前日・当日・試

合でのサポート編（30時間）など専門家からのサ

ポートを実施した。またコーチやチーム内のメン

タルトレーナーとのミーティングや打ち合わせ、

そしてアドバイスをいれると100時間以上の関わ

りをした。加えて各講習会後は、メンタルトレー

ナーやコーチからの指導で、チームにおける毎日

の練習にメンタルトレーニングが導入された。そ

の結果、チームにおける毎日の練習にメンタルト

レーニング・プログラムが作成され、毎日の練習

や宿題（自宅で実施する書き込み用紙やイメージ

トレーニングなど）１年半（500時間以上）の時

間を費やしてメンタル面の「トレーニング」が実

施された。この報告（その１）では、実施した競

技力向上のプログラムを紹介する。

1997

　

度

　

１

　　　

の心

　

ヽサポート:1998年度

に報告済み

(1)紹介・初級編のプログラム

(2)中級編のプログラム

(3)中級編の実施:

(4)上級・試合直前編のプログラム

1998度

　

２

　　　

の心理ヽポート

（5）初級編の復習プログラム

　

国際応用スポーツ心理学会（ＡＡＡＳＰ）で、「勝

ち続ける選手やチームの理由について」のワーク

ショップがあった。その時、なぜ連続して勝てる

のか、勝ち続けることができるのかの理由を調査

研究した結果、勝った（優勝）した次の年にもう

一度同じトレーニングをやることが重要であると

報告された。連続して勝てない選手やチームは、

このトレーニングは去年やったからもういい、今

年はそれ以上のことをやろうとし失敗する、連続

して勝てる選手やチームは、勝った年と全く同じ

事を繰り返し、その上で新しいものをつけ加える

努力をしているという報告であった。このことか

ら、この２年目のプログラムでは、昨年実施した

紹介・初級編を復習編として全く同じ講習会を行

い前の年に実施したことの再確認と洗練をするこ

とにした。しかし、昨年の復習ということで実施

時間を８時間と短くした。ここでは、１年間実施

してきたメンタルトレーニングの知識やテクニッ

クを再確認し、初心に戻ることを目的とした。同

時に、新入生への教育という目的もあった。

（4）中級・上級編のプログラム

　

ここでは、上級編の教科書として「大リーグの

メンタルトレーニング」（ベースボールマガジン

社）と85ページにおよぶ書き込み用紙（ワークブ

ック）を使い、講習会を実施した｡教科書は野球

用の内容ではあるものの、どのスポーツ種目にで

も対応できるプログラム（書き込み用紙：ワーク

ブック）により、実際のプレー状況において何を

すべきか、何をすればどうなるかというような具

体的な心理的スキルをどう使うのかなどを具体的

にスポーツの現場に対応して紹介した。この内容

は、自分に気づくという点と自分がこうなればこ

うするなどのプランを中心として、①プレー中の

自信、②やるべき事をやろう、③自分をコントロ

ールする、④プロの選手と自分の比較、⑤グルー

プでのミーティングなどだった。講習会は、１日

で８時間という短い時間であったので、残りは宿

題という形で、選手たちが自分で教科書を読みな

がら「書き込み用紙」に書き込む形式で実施でき

るようにプログラムした。また初級編から引き続

き練習日誌を書き続けさせた。その後、今までと

同じようにチームの中から選んだメンタルトレー

－ナーとコーチの指導で、毎日の練習の中で心理
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的スキルを「トレーニンフ」する事を実施した。

また、毎日目標を持って、やる気と集中力を高め

た質の高い練習をする事、練習試合などで心理手

スキルをどう応用・活用するかの現場での実践を

行った。

（5）試合直前のサポート

　

これは、試合の２日前に、チームのミーティン

グや練習に参加し、個人的な相談に応じたり、選

手やチームの雰囲気などを観察・チェックするこ

とを実施した。特に、試合２日前のミーティング

では、ユ二八日本代表が優勝したシーンのビデオ

を見て、プラス思考のイメージトレーニングや心

理的準備をした。このようにチームへのサポート

と、個人的に声をかけたり、心理的にアドバイス

できることを心がけ、選手が個人的な相談ができ

る状況を作り、各選手への心理的なサポートも実

施した。

（6）試合前日・当日・直前・試合中のサポート

　

試合の前日から同じホテルに泊まり、選手やコ

ーチなどの相談やサポートができる体制で控え

た。試合の日の朝のセルフコンディショニングで

もあるモーニングエクササイズにも同行し、リラ

クゼーションや散歩など試合当日の朝から気持ち

（心理的）のコンディショニングを整えていった。

決勝当日は、試合前に校歌を歌うプログラムがあ

り、散歩の時にその場面をイメージして実際に校

歌を歌うなどの準備をした。試合場へ出発する前

のミーティングでは、ビデオを使い［プレッシャ

ーの克服］に関するテレビ番組や国際大会での優

勝が決まる瞬間と優勝後の選手たちの喜びのシー

ンを全員で見て、気持ちを盛り上げる一種のイメ

ージトレーニンフを実施した。また、ティータイ

ムを取り、気持ちを落ちつかせる雰囲気をプラン

して作り、ケーキを食ベティーを飲みながらゆっ

くりとした時間を過ごした。試合場に向かうバス

の中では、いつも使う軽快な音楽で気分を乗せな

がら移動した。試合場につけば、選手たちはグラ

ンドに出て芝のチェックやイメージトレーニング

などを個々で行い、ロッカールームでも軽快な音

楽が流れ試合前の時間を静かに燃えながら過ごし

た。｡試合前の簡単なミーティングが終わると、ロ

ッカールームで10－20分かけてリラクゼーション

やストレッチングを行い、ウォーミングアップ場

で軽快な音楽とともにブラジル体操やボールを使

用した練習が行われた。その後、試合場へ出てグ

ランドやゴールを使用した練習を音楽とともに行

い、最後にはサイキングアップで心拍数や気持ち

を意図的に高め、試合モードに気持ちを切り替え

て、ロッカールームに戻る。試合直前のロッカー

ルームでは、笑い声が聞こえるリラックスした雰

囲気が自然にあり、試合場にでていく前には全員

が手をつなぎ、コーチやキャプテンが気持ちの乗

る「プラスの言葉遣いで」選手の気持ちを盛り上

げ、チームとして試合に対して気持ちをひとつに

するプログラムを実施した。「時間です」の合図

とともに映画ロッキーのテーマミュージックでも

ある「Eye of the Tiger」がボリュームいっぱいに

かかり、ロッカールームから出ていく、ロッカー

ルームの出口では、コーチングスタッフが待ちか

まえ、全員と手を合わせ叩いて最後の気持ちの盛

り上げを意図して作った。そして、試合場へ入場

し、試合が開始するという流れであり、ハーフタ

イムにも、３分間のリラクゼーション後、ミーテ

ィングと気持ちを切り替え、後半戦へ向かうブラ

スの気持ちや高め方をサイキングアップで行い、

映画ロッキーのテーマミュージックでグランドに

戻り、後半戦開始というパターンをこのチームの

オリジナルプログラムとして実施してきた。この

ような試合前の心理的準備をすることで、プレッ

シャーや不安などのマイナス要因を軽減し、戦い

にでていくための集中力や強気でブラス思考での

気持ちを高めた。このことがコンスタントに自分

たちの持っている能力を発揮するための、チーム

のルーティーンとして確立していた。

考

　

察

　

このプログラムでは、実際に７回をスポーツ心

理学者が直接選手と関わり、合計50時間のワーク

ショップ形式（講習会）と約30時間のいろいろな

心理的サポートでプログラムを実施した｡加えて、

コーチやチーム内のメンタルトレーナーとのミー
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ティングや打ち合わせ、そしてアドバイスをいれ

るとスポーツ心理学者が100時間以上の関わりを

した。さらに、メンタルトレーナーやコーチから

の指導で、チームにおける毎日の練習にメンタル

トレーニングが導入され、毎日の練習の中や私生

活の中で１年半（500時間以上）の時間を費やし

ているというプログラムの実施は、他に類を見な

いものであると考える。今回大学のサッカー部に

プログラムを実施した理由は、いくつかのサッカ

ーチームに、95年のユ二八日本代表が金メダルを

獲得した際にメンタルトレーニングを導入したこ

とを報告したが、選手たちの間には、彼ら（代表

選手）は自分たちと違うという意識があり、その

考えがメンタルトレーニング導入の障害になった

チームや選手がいたからである。そこで、関東２

部リーグ５位という普通の大学サッカー部を対象

にメンタルトレーニングを実施したことが今回の

サポートのキーポイントになると考える。加えて、

このチームの部長が、95ユ二八日本代表チームの

スタッフであり、メンタルトレーニングや心理的

サポートの経験をし、その重要性を認識してくれ

たという理由もあった。 1995年のユ二八日本代表

が本格的にメンタルトレーニングを導入し、成果

をあげたにも関わらず、まだサッカー界を含めた

日本のスポーツ界において、メンタルトレーニン

グや心理的サポートなどの心理的コンディショニ

ングに対する必要性の認識が低い状況がまだあ

る。たとえば、格下のチームが格上のチームに勝

つためには技術・体力に加えて心理面の強化が必

要であり、実力的に勝てないならば、心理面を準

備し、勝つ可能性を高めることが順当な作戦であ

るはずである。一方、「実力はうちが上なのに負

けた！」、「勝てる試合を落としたいという状況

への対策としても、メンタル面の強化は必要であ

る。今回、普通の大学サッカーチームヘメンタル

トレーニングを導入したことは大きな意味がある

と考えている。選手からの心理テスト・アンケー

ト・内省報告からメンタル面の強化が「心・技・

体」のバランスを良くし、選手のやる気や練習の

質を高め上達を促している。また試合場面でも、

あきらめない、気持を切り替える、強気、プラス

思考、コミュニケーションなどメンタル面（メン
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タルゲーム）を考えたプレーが多く見られたこと

が、コーチや選手から報告されている。このこと

から、このメンタルトレーニングプログラムが選

手へのポジティブな影響を与えたことは間違いな

いと考える。特に、やる気、パフォーマンス、試

合での成果など、この後の報告で共同研究者が報

告する。

　

このプログラムで使用した「書き込み用紙」の

目的や意義に対して説明を加えると､選手たちは、

書き込み用紙の質問に対し答えることで自分のや

るべきことに気づき、反省し、次へのステップと

してメンタルプランを立て、毎日の練習や試合で

活用することで心理的スキルを洗練していった。

このプログラムの重要な点は、「選手が自分で気

づき、自分でやる気を高め、自分でやる」という

ことである。人からやらされる練習と自分からや

る練習の質的な差は、１年－３年という長い目で

見たときに、大きな違いとなってあらわれると考

えられる。また目的を明確にし、集中力を高め、

自分からやる練習（質の高い練習）をしていれば、

試合において自分のやるべきことがおのずと理解

でき、その効果が上達や成功に大きな貢献をする

という考え方がメンタルトレーニングの根本にあ

るからである。この報告では、普通の大学サッカ

ーチームに実施した心理的コンディショニングの

プログラムの重要性と内容を紹介し、心理テスト

やアンケートでその効果について検討を加えた。

試合の成果は、１年目に関東大学リーグ２部優勝

（６勝１敗）、天皇杯東京都大会優勝し天皇杯出場

（２回戦敗退）という形であらわれた。２年目で

の総理大臣杯全国大学サッカートーナメント準優

勝という試合の結果は、メンタルトレーニング開

始前が、関東大学リーグ２部５位ということを考

えたとき、その効果はあったとコーチや選手から

報告された。ただ、メンタルトレーニングを実施

してまだ２年にも満たないためか、良いときと悪

いときのギャップがまだある。これがコンスタン

トに実力を発揮できるようになれば、本当の意味

での効果と言えると考える。「継続は力なり」ま

さにこの点が最も重要な点だと感じた。

　

次に、昨年の報告と今年のデータを参考に科学

的な観点からこのチームの上達度を分析すること
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にする。 1997年に実施したアンケートの回答から

巾メンタルトレーニングの効果は、「100％の選

手が効果があった」と報告している。これは、試

合の結果からだけでなく、選手個人のメンタル面

の変化も重要な点だと考えられる。特にチームス

ポーツにおいては、試合に出れる出れないという

選手個人の問題が無視できない要因としてあげら

れる。その点において長期・中期・短期の目標設

定は、今シーズンや大学時代だけのサッカーにと

どまらず、人生という長い目で見た目標設定が大

きな効果をかもし出しかように思う。（2）コーチ

の指導法・態度変化については、「63％が変わっ

た」と答えている。

　

１年目の講習会については、

３名のコーチ全員が全ての講習会を受講できなか

ったことがこの回答に影響しているのではないか

と考えられる。（3）コミュニケーションの変化に

ついては、「72.7%が変わった」と答えている。

これは中級編で実施したチームへの希望用紙書き

込みと、その後の全員の書いたデータを見ながら

のコミュニケーションテクニックの指導が効果を

発揮したと考えられる。特に、チームメイトが何

を考えているのかが理解できたことが、大きな要

因になったと考えられる。またそれについての各

学年やチームでのミーティングの成果があったと

考えられる。体協競技意欲検査による「やる気」

に関する17項目中15項目において、有意差（５％

水準）があり、選手・チーム全体のやる気が向上

した。（4）役に立ったメンタルトレーニングのテ

クニックは、１位か「リラクゼーションで58.3%」、

2位か「イメージトレーニングで12.5%」、3位

か「セルフトーク8.3%」、4位か［ボジティブシ

ンキング4.2%］、5位か「サイキングアップ4.2%」、

その他が「12.5%」という回答であった。特に、

リラクゼーションは、チームの準備運動の中に導

入し、毎日の練習や試合において実施したことが

大きな影響を与えたと考えられる。メンタルトレ

ーニングにおいて、リラクゼーションが最も重要

な心理的スキルであることは多くの文献から報告

されている。この回答からも、先行研究の妥当性

が証明されたと考えられる。また昨年報告した体

協競技意欲検査の第１回（３月20日）・第２回

（７月26日）・第３回（９月23日）の結果から、
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このチームにおいて中級編後の変化がいちじるし

いことから、リーグ戦が始まり本当の意味でのメ

ンタル面の必要性が理解できるようになった時、

各項目でのプラスの変化が見られた。この結果か

ら３月から９月の半年間でほとんどの項目（17項

目中15項目に５％以上での有意差）においての

「やる気」が良い方向へ導かれたことが分析でき

る。このことからこのチームにおいてやる気とい

う面においての変化が練習の質を高め、試合での

良い結果をもたらしたのではないかという推察が

できる。共同研究者（コーチ）の報告（青山学院

大学論集第38号1997年）から、①心理的な準備を

整えることにより、より高いパフォーマンスが発

揮された。②チーム内の人間関係が改善された。

③目標が明白になり、競技に対する意欲が向上し

た。④目標達成のための計画性が向上した。メン

タルトレーニングによる心理的競技力の改善につ

いては、得点の時間帯の分析から、試合開始直後

に相手を圧倒してより多くの好機をつかんでお

り、この結果はユ二八日本代表が金メダルを獲得

した状況と一致しており、心理的準備と集中力に

効果を発揮していたと報告している。２年目は新

チームになったため、１年目と２年目のデータの

比較（統計処理）は、実施しなかったが、３月と

８月に新チーム１軍の選手18名を対象として実施

した心理的競技能力検査のデータ分析から、①忍

耐力、②自信、③決断力、④予測力、⑤判断力、

⑥協調性の項目で有意差（５％水準）があった。

このことから１年目に向上の見られなかった項目

が２年目の上級編プログラムで改善されたことを

示す。特に、イメージトレーニングの効果と考え

られる決断力、予測力、判断力の項目の向上が見

られた。また体協競技意欲検査においても、①困

難の克服、②精神的強靭さ、、j失敗不安、④緊張

性不安、⑤不節制の要因で有意差（５％水準）が

あった。このことから試合などの大事な場面や逆

境におけるセルフコントロールの能力が高まった

のではないかと推察できる。またプラス思考やル

ーティン、そしてイメージなどの心理的スキルを

活用するテクニックが身に付いたとも考えられ

る。教科書である「大リーグのメンカレトレーニ

ング」と「書き込み用紙」では、いろいろな場面
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をイメージして、その状況で何か問題であり、そ

の問題をどのような心理的スキルを使い解決し、

集中力や気持ちを高めるなどセルフコントロール

のテクニックを応用するプログラムであり、同時

にパフォーマンスや競技力向上を目的にしたメン

タルトレーニングであった。この結果から、上級

編のプログラムがイメージトレーニングやセルフ

コントロールに関しての効果を高めたと考えられ

る。

　

1999年は、メンタルトレーニングを導入して３

年目である。今年は、このチームのオリジナルプ

ログラムとして､完全に定着することを目標にし、

チームの伝統としてメンタルトレーニングが毎日

の練習や試合に統合させていきたい。大学生のチ

ームの場合、毎年選手の入れ替えが必ずある。こ

のことを考慮しながらメンタルトレーニングが永

久的にチームのプログラムとして継続され、より

洗練し、コンスタントに力を発揮できるようにす

ることを今年の目標としたい。また選手個人個人

のオリジナルプログラムの完成と個人的な心理サ

ポートを中心にする予定である。2000年の研究会

では。その成果が報告できると考えられる。
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資料１ 青山学院大学のメンタルトレーニング・

プログラム（講習会形式）

〈１年目〉＊∩内の時間は、スポーツ心理学者が関わった時間

1997年３月

1997年７月

1997年11月

〈２年目〉

1998年３月

1998年３月

1998年８月

1998年８月

紹介・初級編の講習会（15時間）

初級編の応用（練習や試合）

中級編の講習会（15時間）

中級編の応用（練習や試合）

試合直前編の講習会（５時間）

練習や試合での応用や活用

初級編の復習講習会（８時間）

上級編の講習会（８時間）

上級編の応用

試合直前の心理的サポート（３時間）

試合前日・当日の心理的サポート（30時間）

練習や試合への応用

資料２

　

教科書：上級編のプログラムの具体的内

　　　　

容（アウトライン）

　

上級編のプログラムであった教科書は、「大リ

ーグのメンタルトレーニング」（ベースボールマ

ガジン社）であり、内容的には、野球であるが、

これをどの種目にも応用できるようにするプログ

ラム「書き込み用紙」（84ページ）を使用した。
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本の内容（アウトライン）は、冒頭で米国の野球

コーチたちがこの本を活用し、練習や試合におけ

るメンタル面の重要な点を紹介し、推薦文を書い

ている。次にパンク・アーロン選手やジム・アボ

ット選手など大リーグで活躍した選手がトッププ

レイヤーになるために必要なメンタル面のトレー

ニングを推薦し､野球において技術や体力以上に、

何か必要なのかを紹介している。

　

「第１章」では、自信を持っている選手と持っ

ていない選手は、何か違うのか？試合で勝つため

には、野球で成功するためには何か必要なのか？

コーチは、どうすれば選手に自信を植え付けさせ

れるのか？コーチが何をし、何を言えば、選手は

自信を持てるようになるのかを紹介している。

　

「第２章」では、あなたのチームが持っている

力を発揮できない時は、やるべき事を見失ってい

るからである。コーチや選手は、「なぜ、野球を

するのか？」、「どんな選手になりたいのか？／ど

んな選手にしたいのか？」、「野球で何をしたいの

か？」このような質問に答えることで、やるべき

事を理解し、方向付け（目標を設定）をする。そ

れでは、目標に対して今日何をすればいいのか？

つまり、やる気を高めるには何をすればいいのか

を紹介してある。

　

「第３章」では、自信は、メンタルトレーニン

グの目標のひとつであり、もし選手が自分をコン

トロールできていないならば、自信をもってプレ

ーしていないのである。人間は、自分の周りのこ

とはコントロールできないが、自分がどう反応す

るかはコントロールできる。つまり自分かできな

いことを考え悩んでも無駄であり、自分が今でき

ることをやることが成功への１歩となるわけであ

る。ここでは自分のプレーをコントロールする前

に、自分自身をコントロールする方法を呼吸法な

どで身につけるコツを紹介している。

　

「第４章」では、どんなときに自分がコントロ

ールができなくなるのかを「赤」信号で表現し、

これかでたら注意の「黄」信号、「青」であれば

イケイケドンドンというように、選手の問題が起

こる前に対処する方法を紹介している。

　

「第５章」では、試合で自信を持ってプレーし、

自分の最高能力を発揮するために心理的な準備を
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することが必要である。また試合で良いプレーを

するための準備としてリラクゼーションやイメー

ジトレーニングが必要であり、特に試合前に何を

すればいいのかを紹介している。

　

「第６章」では、ピッチャーのメンタルトレー

ニングを具体的に紹介している。コーチは、試合

前ピッチャーに投球前のルーティン・試合中の気

持ちの切り替えはどうするのかを聞く。そうすれ

ば､ピッチャーが何を求めているのかがわかるし、

問題が起きたとき、コーチのやるべき事が見えて

くる。ピッチャーを例にし、気持ちの切り替え、

集中力のて回復や発揮法などを紹介している。

　

「第７章」では、バッティングのメンタルトレ

ーニングを取り上げ、バッターが３割打てるとい

うことは、７割失敗しているという事である。10

割打てる者はまずいない。３割打てば一流である

のに、その７割の失敗に直面したとき、多くの選

手が失望の表情や態度を示す。ここで７割も失敗

できると気持ちを切り替えれば、自信を持ち続け

るということに大きな効果があるなどを紹介して

いる。

　

「第８章」では、守備とベースラーニングのメ

ンタルトレーニングであり、守備で失敗したとき

の気持ちの切り替えはどうすればいいのかなどを

紹介している。失敗しないためにどのような心理

的スキルを使えばいいのかを紹介している。

　

「第９章」では、毎日の練習の質を高めるため

のメンタルトレーニングを紹介し、練習の前の心

理的準備をどうすればいいのかなどを紹介してい

る。

　

「第10章」では、野球は失敗との戦いであるこ

とを前提に、失敗から立ち直るために何をどうす

ればいいのかを紹介している。つまり、スポーツ

においてミスはつきものである。問題は、犯した

ミスの後に何を考え何をすればいいのかが重要な

点であるなどを紹介している。

　

「参考資料」では、リラクゼーション・イメー

ジトレーニング・セルフトークの実践方法を具体

的に紹介している。

　

さて、この本は野球についての内容であり、プ

ロ・実業団・大学・高校・中学・草野球から一般

の野球（スポーツ）好きの人々までが役に立つと
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ある。実際にプレーしている選手は、練習や試合

などの現場ですぐにでも応用のできるものであ

る。コーチは、指導者として技術や体力面と同時

にメンタル面（心理・精神）をどのように指導し

たらいいのかという指標／教科書として使えると

思うし、この内容を指導することで指導者として

成長し、より高いレベルでの指導ができるように

なると意図して書いてある。しかし、本研究者は、

この本を野球だけで活用するのはもったいないと

考えた。そこで、上級編のプログラムでは、どの

種目にも対応できるプログラムを作成した。それ

は、この教科書を読みながら、つまり野球の場面

や状況をサッカーのある場面や状況に当てはめた

りイメージできるようにするプログラム「書き込

み用紙」（84ページ）を作成した。これは、用紙

への書き込みや質問に答えていく形式の中で、サ

ッカー（どの種目でも）の各ポジションを想定し

たメンタルトレーニングを実施し、各自のオリジ

ナル・メンタルトレーニングのプログラムを完成

できるようにしたものである。
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大学サッカーチームにおけるメンタルトレーニングの実践

　

その２

　　　

～大会におけるメンタルトレーニングプログラムの例～

流郷

宮崎

吐夢1）

純一3）

高妻

内藤

容一j･

秀和3）

緒

　

言

　

メンタルトレーニングを継続的に実施している

大学サッカーチーム（青山学院大学体育会サッカ

ー部：関東大学リーグ２部所属）のメンタルトレ

ーニングの実践例を報告する。 1997年よりメンタ

ルトレーニングを導入し、２年目を迎えるこのチ

ームは、全国規模のトーナメント大会において準

優勝という成績を残した。その際、遠征先の宿舎

から大会会場に至るまでの間にスポーツ心理学者

の指導のもとで実施されたメンタルトレーニング

の実践例とそれに対する選手の内省報告をまじえ

て検討を加える。

２

　

方法および結果

ほぼ同様のリズムでスケジュールを組んだ。今回

はヽ決勝戦当日のスケジュールを中心に報告する。

朝のセルフコンディショニングでもあるモーニン

グエクササイズで１日が始まる。散歩を兼ねて徒

歩10分程の公園まで歩き、木陰でのリラクゼーシ

ョン、イメージトレーニング、目標設定を実施す

る。まずは気持ちの良い朝を迎えて、そこから試

合に向けてメンタルコンディショニングを整えて

いく。この日は試合前のセレモニーで校歌斉唱を

するというプログラムがあり、この「いつもとは

違う」試合前の出来事に対する準備として、会場

場面をイメージしての校歌斉唱を行った。

　

朝食

時には、「メンタルトレーニング日誌」をメンタ

ルトレーナーから受け取り新たな目標設定、今ま

でのコンディションの確認等に活用する。

　

ホテルでのミーティングではボードを用いて視

覚化して、スケジュール､戦術の確認が行われる。

この日はこれに加えてチャンピオンスリーグの優

勝シーンを編集したビデオを鑑賞して『優勝』と

いう「今まで経験したことのない」場面に対する

準備と、モチベーションを高めた。

　

また会場への出発直前、緊張した時間帯に全員

で「ティータイム」をゆっくり楽しむことにより、

気持ちを落ち着かせるプラン作りを行った。

　

試

合会場に向かうバスの中では、好みの音楽（軽快

なもの）を流し気分を乗せながら移動した。

　

試合会場に到着後は、ピッチコンディションの

把握と自分のゲームプランをイメージするためピ

ッチ内を歩き、実際にプレーエリアに立ち止まり

イメージトレーニングを行う。

　

ロッカールームなどの「閉じた空間」がある場

合は、ここにおける試合前の雰囲気作りは大変重

要な意味を持つ。ここでも、軽快な音楽を静かに

バックグラウンドミュージックとして流す。

対象：青山学院大学体育会サッカー部（関東大学

　　

サッカーリーグ２部）17名

日程：

７／３１　移動（横浜→大阪）

８／２

　

１回戦

　

１－Ｏ

　

関西大学（関西１位代

　　

表）

　

／４

　

２回戦

　

４－３

　

慶唐義塾大学（関東３

　　

位代表）

　

／６

　

準決勝

　

１－Ｏ

　

順天堂大学（関東１位

　　

代表）

　

／７

　

移動

　

（大阪→横浜）

　

／10

　

移動

　

（横浜→神戸）

　

／11

　

決勝１－３早稲田大学（関東５位代表）

実施内容：

　

試合の前日からスポーツ心理学者が同行し選手

やコーチの相談などいつでもサポートできる体制

を準備する。

　

大会期間中、試合日と調整日の違いはあるが、

-~
1）筑波大学大学院

　

2）近畿人学

　

3）青山学院大学
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大学サッカーチームにおけるメンタルトレーニングの実践

　

その２～人会におけるメンタルトレーニングフー。グラムの例～

　

試合前のミーティングは確認程度で、できるだ

け短くして、ウオームアップルーティンに移る。

　

アップ会場では比較的静かで、曲調に変化の少

ないリラクゼーション用音楽を流し、10 ・15分か

けてリラクゼーションとスタティックなストレッ

チングを行う。

　

次に音楽を軽快で、リズミカルなものに切り替

えて大きく、速い体の動きを伴ったアップに移行

する。ここでは約10分間ブラジル体操などのダイ

ナミックなストレッチング、フットワークを伴っ

たボールコントロールのトレーニングなどをグル

ープで声を掛け合いながら行う。心拍数を上げな

がら気持ちを試合に向けて高揚させるサイキング

アップがメンタル面での目的である。

　

この後、音楽がない状態で最終ストレッチング

を行う。このリラクゼーションとサイキングアッ

プの繰り返し（メンタル面のアップ、ダウンのコ

ンビネーション）は、サイキングアップをより効

果的にする。

　

ピッチ内のアップ（約10分間）では、最後にチ

ーム全体でのサイキングアップと意思統一を行い

ロッカールームに戻る。

　

試合直前のロッカニルームでは、全員で円陣を

作り手をつなぎ気持ちを盛り上げ、試合に対する

気持ちを一つにまとめるためのプログラムを実施

した。ロッカールームからピッチに出る際は映画

「ロッキー」のテーマ「アイ・オブ・ザ・タイガ

ー」を大音量で流し、送り出す。ロッカールーム

の出口ではスタッフが待ち構え選手と手を合わせ

たたき合い最後の気持ちの盛り上げを図った。

　

ハーフタイムでの時間の過ごし方も大きなメン

タルコンディションのポイントになる。決勝戦で

は、優勢に試合を進めながらペナルティキックに

よりＯ・１のビハンドでハーフタイムを迎えた。

゜ツカールームに戻った選手には、ボトル１本の

冷水とアイシング用の氷が与えられ５分間を身心

共に自分を取り戻す時間として使う。他選手との

会話はほとんどしない。その後、後半への戦い方

の確認を手短にして選手同士の意思の統一を行

う、リラックスして次の45分を迎えることができ

るかどうかが後半のプレーの質を決定する。この

日は、後半開始間もなく同点に追いつく健闘を見

せたが、２失点を許し初優勝は逃すこととなる。

　

大会を通して以上のようなメンタルトレーニン

グプログラムを実施した。特に選手をリラックス

させたり、気持ちを盛り上げるのに音楽を利用す

るのは特徴的である。

　

選手からの報告（大会終了後の感想文より抜

粋）：

○朝のセルフコンディショニングについて

リラクゼーションで一日の自分の目標をイメー

ジ。コンディションチェックを行い、チームメイ

トと明るく会話していた。朝からスマイルでよい。

ベッドの上で軽いストレッチをしてから起きるよ

うにしている。

○日誌について

自分がどのような状態だったかチェックできた。

書くことによって、自分の調子を自覚できた。目

標を設定することは、やる気を出させた。

毎日つけることで、その日の反省を次の日の目標

設定ができ、やる気がでた。目標を立てて、明日

への意欲を出させて良かった。日誌を書くことに

よって、試合に向けての心構えができた。長い時

間やってきたのを見ると、効果があったと思う。

○試合前のチェック用紙

目標（目的意識）を再認識できた。

初戦から決勝にかけて良くなっているのがわか

る。大臣杯では､今日の目標のて確認のみ行った。

気持ちを整理することができた。

○試合前のルーティン

音楽は自分を盛り上げるのに役立った。

特にサイキングアップの時、みんなで声を出して

盛り上げたことが良かった。（集中力、闘争心ア

ップ）

みんなでやるブラジル体操はチームを一つにし

た。試合に向けて気持ち、モチベーションが上か

つている。今はこの流れでないと、上手く試合に

気持ちが入っていかないので、効果は大きいと思

う。

気持ちが段々上がってくるので良い。特に試合直

前のロッキーは最高。

○音楽の利用

自分の好きな音楽を聴くことで気持ちを高められ
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流郷，高妻，宮崎，内藤

た。ロッカールームで準備しているとき、音楽が

あると落ち着く。音楽を利用していないときと比

べるとその必要性を感じる。ウォームアップのと

きが最も効果的。他のチームは、黙々とやってい

たが、青学は笑いが絶えないアップだったので良

かった。

気持ちのコントロールに役立つ。（その他全員が

効果を認め、肯定的な評価をしている。）

○試合中のルーティンは

深呼吸（８名）

失敗した（ミスをした）時、気持ちを切り替える

ために後ろを振り向き、これからの良いプレーの

イメージをする。

試合前、ゴールの左ポスト、バー、右ポストの順

にゴールに向かって左手で触る。ピッチに右足か

ら入る。

　

ミスなど、忘れたいことに対してピッチ

の芝をむしり、それを投げ捨てることによって忘

れる。

プレーの切れ目に、目を閉じる。

一番多いのが上を向いて深呼吸。

唾を吐くことにより気持ちきり替えができた。

○ハーフタイムについて

色々と言い合いたいという気持ちはあったが、目

を閉じて心を落ち着かせるということは良かっ

た。

イメージトレーニングをして、いつでも出場でき

る準備をした。（サブメンバー）以前、音楽をか

けないときがあったが、今回はリラクゼーション

用、サイキングアップ用（ロッキーのテーマ）と、

音楽があって気持ちが切り替えられたI

　

リラック

スの時間は、非常に大切である。

短時間ではあるが、自分の時間が持てたので、前

半を振り返ることができ、後半へつなげることが

できた。

口その他

今回は試合に対する準備がとても良かったと思

う。まさに勝つための準備をしていた。

試合前でのリラクゼーションで呼吸法、筋弛緩法

のなかでみんなが同時に吐く息で一体感を感じ、

リラックスでき、イメージが強く持てた、

考一察

　

朝のセルフコンディショニングは、遠征中毎朝

実施されたが、リラクゼーションにより心理的コ

ンディショニングが整えやすい状態を作ることを

目的としている。心理的状態と身体的状態は互い

に影響しあっている。身体的リラクゼーションか

ら心理的なリラクゼーションを導く。選手の報告

から、目標設定の時間に使うなど有効な手段であ

ったと考えられる。

　

日誌については、選手自身が自分の心理的コン

ディショニングについてチェックすることが様々

なストレッサーへの対処法の始めとなる。どんな

心理的準備をしたときに良い結果が出せるかとい

うのは個人差がある。そこで選手は自分にとって

良いコンディション、そして効果的な心理的準備

はどんなものであるか自覚する必要があると考え

られる。選手の報告に比較的肯定的な意見が多か

ったことからも有意義であったと考えられる。

　

試合前後のチェック用紙については、日誌と同

様な効果が考えられる。選手によっては「試合前

の記入はしたくない」という場合もあり、試合後

に行う記入用紙と併用するなどの工夫が考えられ

る。

　

試合前のルーティンは、チームで行うものと個

人のものに大別できる。たとえば試合前にはリラ

ックスしたいという選手もいれば、逆に気持ちを

盛り上げたいという選手もいる｡前述したとおり、

試合前のミーティングから試合開始まではチーム

としてのルーティンを採用している。これは、サ

ッカーがチームスポーツであるという競技特性か

らチーム全体のルーティンを重要視するという考

え方に基づいている。具体的にはグループでのリ

ラクゼーション（筋弛緩法、メディテーション、

イメージトレーニング）やサイキンブアップを効

果的に使いながら実施したが、報告からも伺える

とおり選手はチームで行うルーティングを受け入

れ大いに活用していたと考えられる。

　

メンタルトレーニングを導入してから３年目を

迎え、選手一指導者の間にその効果が浸透し、

徐々に成果が現れている｡今回の選手の報告から、

選手の競技に対するモチベーションの高さが示唆

244



大学サッカーチームにおけるメンタルトレーニングの実践　その２～大会におけるメンタルトレーニッグプ。グラムの例～

された。これがメンタルトレーニングの各プログ

ラムと関連があることを、選手が意識しているこ

とは意義深いことである。今後は選手のパフォー

マンスの向上とともにその根底にある選手の健全

な競技参加への心理的サポートを考慮したプログ

ラムを加え、チームに定着させていくことが課題

となろう。
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１）市村操一『トップアスリートのための心理学』，

　　

同文書院, 1993.

2）高妻容一『明日から使えるメンタルトレーニ

　　

ング』，ベースボールマガジン社, 1995.

3）宮崎純一，内藤秀和「メンタルトレーニング

　　

による心理的競技力の改善について・チーム

　　

スポーツにおける実践の報告・」，『青山学院

　　

大学「論集」』, 38, 1997, p.81-88.

245



サッカー［矢・汁ご研究

　

第19巻(1999)

『:大学サッカーチームにおけるメンタルトレーニングの実践その３』

　　　　　

～心理的競技力とパフォーマンスへの影響～

内藤

宮崎

秀和1）

純一1）

高妻

流郷

容一2）

吐夢3）

はじめに

　

メンタルトレーニングは、近年ようやく日本サ

ッカー界においても注目されはじめ、パフォーマ

ンスをより向上させるトレーニング方法として、

多くの研究者や指導者がその必要性をとくように

なってきた。青山学院大学サッカー部において、

メンタルトレーニングを実施し始めてから２年が

経った。その間、天皇杯都道府県予選優勝、関東

サッカーリーグ２部優勝、総理大臣杯第２位など

の成績を収めている。結果だけではなく、選手個

人個人のパフォーマンスへの心理面での影響も確

実に現れており、メンタルトレーニングは今や必

要不可欠なトレーニングとして定着しつつある。

　

1997年３月にメンタルトレーニングは開始され

た。その方法は、1995年福岡ユニバーシアードに

おいて日本代表チームのメンタルトレーニングを

実施した高妻氏がメンタルアドバイザーとして定

期的に講習会を行い、普段のトレーニングはコー

チあるいはメンタルトレーナーが行った。

　

１年目

は、①紹介・初級編、②中級編、③上級、試合直

前編の講習会を実施し、トレーニンフが行われた。

そのトレーニンフのパフォーマンスへの影響は

TSMI（体協競技意欲検査）の得点推移や選手か

らのアンケート結果から分析し、前回報告した。

それによると、TSMIの17の項目のうち、練習意

欲、情緒安定性、精神的強靭さ、コーチの受容、

ＩＡＣの項目で有意（５％水準）な向上がみられ、

選手､チームのやる気が向上したことが示された、

またアンケートの結果から100％の選手がメンタ

ルトレーニングの効果があったと答え、コーチの

指導、態度について63.6%の選手が、他人とのコ

ミュニケーションについては72.7%の選手が変化

があったと答え、メンタルトレーニングが選手の

パフォーマンスに対して肯定的な影響を及ぼして

いると報告した。

　

２年目である1998年は、④初級

編の復習編、⑤中級・上級編、⑥試合直前編、⑦

試合前日・当日・試合でのサポート編を実施し、

より質の高い、具体的なメンタルトレーニングの

実施を目的とする講習会が開かれた。そのトレー

ニング方法は高妻氏による競技向上プログラムを

参考にしていただきたい。

　

今回のフィールド研究は、この２年目における

メンタルトレーニングの実践中に得られたTSMI

の得点推移を指標にメンタルトレーニングの効果

について報告する。また、より実践的にメンタル

トレーニングのテクニックの活用方法や効果につ

いて、２年間通してメンタルト｡レーニングを行っ

た３人の選手をインタビューすることによって明

らかにしたいっこれらの報告は今後より洗練され

たメンタルトレーニングプログラムを作成するた

めの基礎資料を提供するものである。

方法

１。対象

　

メンタルトレーニングを行っている青山学院大

学体育会サッカー部Ateam １８名を対象にTSMI

を行った、Ateamは関東大学選手権、関東大学サ

ッカーリーグ戦においてメンバーに入った遷手と

した。インタビューを行った選手はAteamの中

心的な選手で２年間継続してメンタルトレーニン

グを実施している以下の３選手である。

IM.K

　　　

４年生、ディフェンダー。性格は常に前向

　　

きだが、時々（特に試合中）かっとなり言葉

　　

が悪くなる。２年生からレギュラーに定着し、

　　

４年生では主将を務める。

1）青山学院大学

　

2）近畿人学

　

3）筑波大学大学院
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②R.S

　　　

4年生、フォワードノ陛格は自信のあるこ

　　

とには強いが、ないとすぐにマイナスのこと

　　

を考えてしまう。２年生までは途中出場や途

　　

中交代が多く、３年生になってレギュラーと

　　

して定着する。

子T.K

　　　

4年生、ミッドフィルダー。以前から何事

　　

にも努力をしない性格で物事を冷めた眼で見

　　

ることが多い。元U-17日本代表で２年生から

　　

レギュラーに定着し攻守の要の選手。

２。実施時期

　

①TSMI

　　　

第１[目：準備鍛練期

　　　

第２回：試

　

合

　

期

　

②インタビュー

平成10年３月20日

平成10年８月８日

シーズンオフ期

　

平成10年12月

３。インタビューの実施

　

メンタルトレーニングを行っているAteamの

選手のより実践的で具体的な効果を知るために３

名の選手を対象にメンタルトレーニングの影響に

ついて自由に記述をしてもらっ'だ後、１人ずつイ

ンタビューを行った。インタビュー項目は以下の

通りである。

　

①自分のパフォーマンスにメンタルトレーニン

　　

グの影響はあったか

　

②メンタルトレーニングのどのテクニックが役

　　

にたったか

　

③普段の生活に影響はあったか

　

④このメンタルトレーニングプログラムの課題

　　

はなにか

以上の点を中心に具体的に話をしてもらった。

結果と考察

1. TSMIの得点の推移

　

選手の競技意欲（やる気）をはかるTSMIの得

点の推移をみると、どの要因も得点が向上してい

ることが分かる（図１）。中でも、困難の克服、

精神的強靭さ、失敗不安、緊張性不安、不節制の

要因において有意（５％水準）に向上している。

これらのことは、継続したメンタルトレーニング

の実施が選手の競技意欲の向上に効果的な影響を

及ぼしたと考えられる。また、有意に向上した要

因は、中級、上級編の講習会が行われ、トレーニ

ングを積んだ影響が現れたのだろう。中級、上級

編では実際のプレー状況を設定し、その状況で何

をすべきかというような心理的スキルが紹介さ

れ、トレーニングの中でその心理的スキルを使い

こなす実践が行われた。一方、昨年のTSMIの得

点推移では（図２）、練習意欲、情緒安定性、精

神的強靭さ、コーチの受容、ＩＡＣの得点は有意に

向上したものの他の要因には有意差は見られなか

った。これらのことからも、２年目に行われた上

級プログラムにより、１年目に改善されなかった

要因が改善されたことを示し、また、実際の試合

の中で、選手が心理的スキルを使い、困難な状況

や不安に駆られる場面を克服していったことが推

察される。これらの具体的な例は選手のインタビ

ューのなかにも出てきている。

　　　　

図1

　

1998TSMI得点推移

表1

　

1998TSMI得点推移

　

TSMIの17輿因

　

第１回平均得点鯛２回平均得点

　

t値

１

　

日標への挑戦

　　

Z57

　　　

270

　　

187

2技術向上意欲

　　

26.5

　　　

27,4

　　

1.μ

３

　

困難の克服

　　

253

　　　

2ﾌ2

　　

2.25

　

4

4

　

練習彦欲

　　

219

　　　

223

　　

0.34

5

　

情緒安定性

　　

25.1

　　　

264

　　

1､55

6精神的強靭さ

　　

250

　　　

26｡9

　　

263

　

＊

７

　　

闘志

　　　

295

　　　

305

　　

1.34

８

　

競技価値

　　　

26,2

　　　

265

　　

0.38

９

　

計画性

　　　

23｡5

　　　

243

　　

090

10努力への因果帰属

　

260

　　　

261

　　

012

11

　

知的興陳

　　　

２６４

　　　

27.3

　　

1.04

12

　

●利志向性

　　

214

　　　

213

　　

070

13

　

コーチの受容

　　

22,8

　　　

2Z4

　　

･044

14

　　

μＣ

　　　

16.6

　　　

１７､4

　　

j(M

15

　

失敗不安

　　　

132

　　　

115

　　

-254　＊

16

　

緊張性不安

　　

13,8

　　　

118

　　

-2-16

　

＊

17

　

不節制

　　　

S48

　　

135

　　

414

　

ホ
I* p < 05)

(要図)
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1997TSMI得点推移

表2

　

1997TSMI得点推移

内藤，高妻，宮崎，流郷

一--
;に

リ

(要囚)

　

TSMIの17*B

　

飼１回平均得貞第２回平均得貞業３回平均得点多１比較

１

　

日標への挑取

　　

250

　　

26,6

　　

286

2技術向上意欲

　　

26｡5

　　

277

　　

29.2

3

　

困姐の克服

　　

26.3

　　

2ﾌ2

　　

289

4

　

練習倉欲

　　

201

　　

22.0

　　

25.1

　

①く③舅

５

　

情緒安定性

　　

Z33

　　

266

　　

Z77 (I.<S・

６精神的強靭さ

　　

241

　　

269

　　

27.9

　

①≪③＊

フ

　　

・志

　　　

281

　　

296

　　

306

8

　

競技価値

　　

25.1

　　

Zﾌﾌ

　　

ﾌﾌ３

９

　

計画性

　　　

Ｓ｡4

　　

254

　　

Zフi

10努力への因業帰属

　

239

　　

262

　　

269

11

　

知的興味

　　

251

　　

258

　　

284

j2

　

勝利志向性

　　

19｡9

　　

212

　　

22.9

】3コーチの受容

　　

201

　　

230

　　

14フ

　

④＜③＊

14

　　

lAC

　　　

186 146　　132　①＞③＊

15

　

失敗不安

　　

13 4 127　　　110

16

　

緊慢性不安

　　

136

　　

129

　　　

123

17

　

不節制

　　　

15４

　　

147

　　　

128

(拿P< 05)

２。メンタルトレーニングの具体的効果

　

のインタビューから)

1)メンタルトレーニングの効果について

(選手へ

　

メンタルトレーニングが自分のパフォーマンス

に影響を及ぼしたかの問いに３人全てが「あった」

と答えた。資料、図３図４図５は２年間の３選手

のTSMIの得点の推移である。

　

３人ともほぼ全て

の要因で徐々に得点が向上していることが分か

る、特にＴ．Ｋの得点変化は他の２人に比べて顕

著である。 TSMI の得点推移からも、メンタルト

レーニングが選手のやる気を高揚させ、肯定的な

影響を与えていることが示されている。具体的に、

Ｍ．Ｋは「納得いかないことがあるとすぐにかっ

となっていたが、相手の気持ちを理解しようとす

るようになり、冷静に相手の話が聞けるようにな

った｡」、Ｒ.Sは「いままでマイナスに考えていた

ことがフラスにり、前向きになった。プレーに対

する考え方や感じ方がまったく変わった｡」、T.K

は「以前は努力を全くしなかった。練習をさぼる

ことがしばしばたったが、最近では努力をするよ

うになった。自分で目標を設定し家でもトレーニ

ングをするようになった｡」と答えている。

　

３人

ともメンタルトレーニングの効果であると口をそ

ろえていることからも、メンタルトレーニングが

個人の考え方や態度に影響を及ぼしていることが

よく分かる。

2）メンタルトレーニングの実践例

　

メンタルトレーニングを２年間行ったAteam

の選手は実際の試合や練習の中で様々な心理的ス

キルを活用している。どのようなメンタルトレー

ニングのテクニックが効果的であったかの問いに

対し、３人ともいくつかの実践例をあげた。なか

でも３人の選手が共通して、効果的であったテク

ニックとしてあげたものは、目標設定、ポジティ

ブシンキングであった。

　

目標設定に関し、Ｍ．Ｋは「目標を明確に設定

することができ、その目標を達成するためのトレ

ーニングをするようになった｡」と話し、特に

Ｔ．Ｋは「例えば大会に優勝するためには、今日、

明日、１週間後と白分か何をすべきか、どうした

ら試合に勝つことができるかを紙に書いたりする

ことで客観的に自分を見ることができるようにな

った｡」と話した。 TSMI の目標への挑戦や計画

性が顕著に向上していることからも伺える。

　

ポジティブシンキングに関して、Ｒ.Sは具体的

に「関東リーグ戦の試合で相手に前半１点を先制

され、後半をむかえたが別に焦りもなく、自分た

ちのサッカーをすれば必ず勝てると信じて戦った

結果、自ら２得点することができ、4-1で勝つこ

とができた。この時ポジティブシンキングが生き

たと感じた」と話した。また、Ｔ．Ｋは「自分がミ

スしたり、チームが劣勢に立たされているときで

も、考え方をマイナスに持たず、プラスに考える

ことで自分に自信をもち、萎縮せずにプレーする

ことができた｡」と話した。このように自分が不

利な状況になったときでも常に前向きな考え方を

持っていたことが分かる。

　

また、興味深いことに３人はそれぞれ、マイナ

ス思考をプラス思考にさせる、あるいは集中力を

回復させる、独自のルーティンをもち、実際に試
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合の中で活用していた。

　

３人はルーティンに関し

て具体的にそれを活用する状況と効果を話した。

Ｍ.Ｋは「総理大臣杯２回戦で2-Oでリードしてい

たものの、自分がファールを犯しPKをとられて

しまい、2-1となってしまった。このとき一瞬沈

む気持ちを感じたが、やってしまったことはしよ

うがないと考え、自分のルーティンである、『芝

をむしり、そこにそのPKのことを思い入れ投げ

捨てる』のおかげで気持ちを切り替えることがで

きた。その後、その試合でゲーム前のイメージト

レーニング通りのプレーで決勝点をアシストでき

た。」また、Ｔ.Ｋは「常にガムを口の中に入れて

いる。自分が失敗したり、味方がミスすると①つ

ばをはく②ガムを（強く）かむ③ガムをはくの順

番で気持ちを切り替え、冷静にするようにしてい

る。」というルーティンを持ち、実際に役に立っ

た場面として「総理大臣杯の２回戦で、後半4-1

とリードをしていたが味方の非常につまらないミ

スで２点を返されてしまった。この時自分が考え

たことがメンタルトレーニング前と大きく変わっ

ていた。前であったならその味方のミスに肩を落

としこめまま同点、逆転されてしまうのではない

かと考えたはずだが、そのときやったことは、ガ

ムを強くかみ、気持ちを切り替え、まだ１点リー

ドしている、こういうときのためにメンタルトレ

ーニングをやってきたんだとポジティブに考えた

ことだった。このことで試合に勝利できたのだと

思う。」と話した。

　

以上のことにより、実際に選手達がメンタルト

レーニングのテクニックを活用している状況を知

ることができる。

　

２年間メンタルトレーニングを

行ってきた選手に共通していることはより具体的

に目標を設定するができ、常に前向き（ポジティ

ブ）な考え方を持っていることである。

　

さらに、

こういう場面ではこうしよう、例えば失敗して気

持ちを切り替えたい場合はこうしようというイメ

ージをもち、各個人それぞれ独自のルーティンを

活用していることが分かる。

3)日常生活への影響

　

メンタルトレーニングはサッカーの場のみなら

ず、日常生活においても効果的な影響を及ぼして

いるようである。 Ｍ．ＫやＴ．Ｋは「普段の生活で

も目標を設定するようになった、その目標に対し

て今は一番何をすべきなのかを考えるようになっ

た。」「どんなことに対してもポジティブな考え方

になった」またＲ.Sは「就職活動でメンタルト

レーニングが生きた。面接する前に面接をイメー

ジし、面接官を普通のおじさんと思って面接を受

けた」と答えた。

　

３人が日常の生活でも心理的ス

キルを使いこなしていることが分かる。

まとめ

　

メンタルトレーニングを始めてから２年間が経

過し、着実にその効果が表れていることが明らか

になった。 TSMIの得点では困難の克服、精神的

強靭さ、失敗不安、緊張性不安、不節制の要因で

有意な向上が見られた､Iこれらのことは、選手の

競技意欲の向上を示すものであり、パフォーマン

スに対して効果的に作用してることが示唆され

た。さらに３人の選手をインタビュー形式で調査

することにより、個人のオリジナルなメンタルト

レーニングのプログラムができつつあることが明

らかになった。３人は実際の試合や、練習の中で

独自にメンタルトレーニングを行い、心理的スキ

ルを使いこなしている。

　

しかしながらここにあげた３人の選手は上級レ

ベルにあり、成果を上げることができているが、

他の部員のなかには、いまだメンタルトレーニン

グを必要と感じてない選手もいる。そこがチーム

としてメンタルトレーニング行う最大の課題であ

る。Ｔ．Ｋは「個人としてメンタルトレーニングを

行う場合は何ら問題はないが、チームとして行う

場合は難しい部分もある｡」指摘し、またＭ．Ｋも

「考えかたの違いがそのままメンタルトレーニン

グの捉え方、成果の違いになって表れてくる」と

チームとして行うメンタルトレーニングの課題を

指摘している。そういった点を解決するためにも、

今後３年目に向けてより個人個人が有効に活用で

きるようなオリジナルプログラムが作成できるよ

うにする必要があると考える。
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内藤，高妻，宮崎，流郷

資料：メンタルトレーニングの具体的効果

IM.Kの事例

○プロフィール

　

学年：４年生

　

ポジション:DF

　

性格は常に前向きだが、時々(特に試合中)か

っとなり言葉が悪くなる。２年生からレギュラー

に定着し、４年生では主将を務める。

◎メンタルトレーニングの実践例

･且標設定

　　

｢目標を明確に設定することができ、その目標

を達成するためのトレーニングをするようになっ

た。

・ポジティブ｀シンキング

　　

｢ゲームで逆境にたたされた時や困難な問題に

あたったとき、自分は絶対できる、普段通りの力

を出せば大丈夫と前向きに取り組めた｡｣

・リラクゼーシ

　

ン

　

畔吸゛

　

゛

　

副

　　

｢以前と比べてトレーニング、ゲームに対する

心構えとして、また気持ちを集中させるのになく

てはならないものになった｡｣

・ルーティン

　　

｢総理大臣杯２回戦で2-Oでリードしていたも

のの、自分がファールを犯しＰＫをとられてしま

い、2-1となってしまった。このとき一瞬沈む気

持ちを感じたが、やってしまったことはしょうが

ないと考え、自分のルーティンである、『芝をむ

しり、そこにそのPKのことを思い入れ投げ捨て

る』のおかげで気持ちを切り替えることができた。

その後、その試合でゲーム前のイメージトレーニ

ング通りのプレーで決勝点をアシストできた。｣
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２年間のＴＳＭＩの得点推移

②Ｒ.Sの事例

○プロフィール

　

学生：４年生

　

ポジション：FW

　

性格は自信のあることには強いが、ないとすぐ

にマイナスのことを考えてしまう。

　

２年生までは

途中出場や途中交代が多く、３年生になってレギ

ュラーとして定着する。

○メンタルトレーニングの実践例

・目標設定

　　

｢以前はチームが勝てば自分のプレーはどうで

もいいという気持ちがあったが、最近ではチーム

が勝つことは前提で自分のプレーの善し悪しや得

点王、ペストイレブンなど高く明確な目標がたて

られるようになった｣

・ポジティブシンキング

　　

｢関東リーグ戦の試合で相手に前半１点を先制

され、後半をむかえたが別に焦りもなく、自分た

ちのサッカーをすれば必ず勝てると信じて戦った

結果、自ら２得点することができ、4-1で勝つこ

とができた｡｣

　　

｢ＦＷというポジションがら思い切ったドリブ

ル突破やシュートをすることが求められるが、以

前は自信がなければやらなかったが、メントレ後

は五分五分の場合でもドリブルで突破したりシュ

ートを打つようになった｡｣

・ルーティン

　　

｢試合中納得のいかないプレーがあると、怒り

っぱなしたったが、『空をみて深呼吸する』こと

によってそれがなくなり冷静になれた。｣
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『大学サッカーチームにおけるメンタルトレーニングの実践その３』～心理的競技力とパフォーマンスへの影響～

(DT.Kの事例

○プロフィール

　

学年：４年生

　

ポジション：MF

　

以前から何事にも努力をしない性格で物事を冷

めた眼で見ることが多い。元U-17日本代表で２年

生からレギュラーに定着し攻守の要の選手。

○メンタルトレーニングの実践例

・目標設定

　

｢例えば大会に優勝するためには、１ヶ月後、

１週間後、今日と自分が何をすべきか、どうした

ら試合に勝つことができるかを紙に書いたりする

ことで客観的に自分を見ることができるようにな

った。｣

・イメージトレーニング

　

｢メンタルトレーニングを始めたことによって

練習への取り組み方が変わってきた。１つの練習

を行うときに、常に試合をイメージして練習を行

ったり、自分でプレッシャーをかけて試合の緊張

感を自分で作り出して練習を行うようになった。｣

・ポジティブシンキング

　

｢自分がミスしたり、チームが劣勢に立たされ

ているときでも、考え方をマイナスに持たず、プ

ラスに考えることで自分に自信をもち、萎縮せず

にプレーすることができた。｣

･些ニティン

　

｢常にガムを口の中に入れている。自分が失敗

したり、味方がミスするとリンつばをはく②ガムを

(強く)かむ③ガムをはくの順番で気持ちを切り

替え、冷静にするようにしている。｣

･ポジテ

　

ブシンキング＆ルーテ

　

ン

　

｢総理大臣杯の２回戦で、後半4-1とリードを

していたが味方の非常につまらないミスで２点を

返されてしまった。この時自分が考えたことがメ

ンタルトレーニング前と大きく変わっていた。前

であったならその味方のミスに肩を落としこのま

ま同点、逆転されてしまうのではないかと考えた

はずだが、そのときやったことは、ガムを強くか

み､気持ちを切り替え、まだ１点リードしている、

こういうときのためにメンタルトレーニングをや

ってきたんだとポジティブに考えたことだった。

このことで試合に勝利できたのだと思う。｣
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サッカー医・科学研究

　

第19巻(1999)

特別講演

贈丿世紀のサッカー一世界のサッカーを取り巻く環境づ

　

ご紹介いただきました小倉です。今日いただい

たタイトルが、「２１世紀のサッカー一世界のサ

ッカーを取り巻く環境－」ということですが、今

現在どういうことが、世界で問題になっているの

か、今、問題になっていることが「２１世紀のサ

ッカー∩二、どのようにつなかっていくのか、と

いう最近の情勢についてご報告したいと思いま

す。

ワールドカップ隔年開催について

　

新年早々の１月３日に、ＦＩＦＡの新会長になり

ましたプラッタ一会長か、スイスで、「ワールド

カップを４年に一度でなくて、２年に一度開催し

たい」という発言をしまして、大変な反響を呼ん

でいます。どういうことを言っているかを先にご

紹介させていただきたいと思います。「もともと

ワールドカップは、1930年代にスタートした大会

です。その時期にはチームが移動するのも船であ

って、各国のコミュニケーションは非常にとりに

くい状況であったので、４年に１度にせざるを得

ないということでした。ところが、それは昔の話

で、現代の、モダンなファシリティズという言い

方をしておりますが、それは通信手段や飛行機の

移動も含めて、大会が昔とくらべて非常に運営し

やすくなっていて、４年に１度まで待つ必要がな

い」と言っております。具体的には、「偶数年にワ

ールドカップをやって、奇数年は予選にすればい

い。各大陸の大会を奇数年に開催して、それを予

選として行い、その予選を勝ちあがってきた国を

大陸別に何チームか決めて代表とすればいい」。

つまり、「偶数年はワールドカップ、奇数年は大

陸の予選にすればいい」ということでした。何の

ために隔年開催をするかというと、「各国の代表

チームのステイタスを高めるのに貢献するところ

が大きい」、そういう言い方をしました。

（財）日本サッカー協会副会長

　

小倉

　

純二

　

FIFAは３月に新しい委員会として、「戦略検討

委員会」をつくり、そこで隔年開催について検討

したいとしています。これに対して、ヨーロッパ

では連日テレビや新聞、インターネットで大変騒

がれておりまして、当然の事ながらこの発言に対

してヨーロッパ連盟会長のヨハンソンは、「基本

的にこの考え方はおかしい。ヨーロッパ大陸連盟

の中心となっているヨーロッパ選手権を軽視して

いるものである」と反対の意見を言っています。

選手やＯＢからも意見があり、ホビー･チャールト

ンは、「ワールドカップは、４年に１度くらいで

やるのが適当である。

　

２年に１度は無理だ」と。

一方、ベッケンバウアーは「一流の試合をできる

だけ多くみた方がいいので賛成だ」。選手の立場

であるロナウドは、「自分もワールドカップに出

る機会が増えるので賛成だ」という言い方をして

います。昨日のインターネットで行った投票結果

では、2,400票くらいの中で「イエスが46％で、

ノごが54％」と出ていました。今後、さらに騒が

れるだろうと思いますが、なぜこのようなことを

提案したかというと、プラッタ一会長は全体の説

明のあとに、こういう付け加えをしています。

「自分かこういうアイデアを出しだのは、皆さん

に対して、代表チームの試合が必要なのですか？

それともクラブチームの試合だけだけでいいので

すか？という問いかけをしているのです」。これ

はＦＩＦＡが大陸別のチャンピオンを集めた、コン

フェデレーションカップを組織して、本来ですと

本年１月から行われるはずだったのですが、ワー

ルドカップチャンピオンのフランスは日程的にあ

わない。クラブが選手を出さないということで時

期の変更を申し出て、今年の夏になったのです。

それでもフランスは不参加となりました。クラブ

が選手を代表チームに出さない傾向が強くなって

います。 FIFAとしては代表チームの試合が中心
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特別講演「21世紀のサッカー一世界のサッカーを取り巻く環境－」

ですので、ヨーロッパのクラブ優先主義に対して

反発しているわけです。FIFAとして「代表チー

ムを重要視していこう」という考え方の現れでも

あります。これは今後、３月の委員会で議論が行

われると思いますので、ご注目いただきたいと思

います。

2002年ワールドカップの出場枠について

　

12月３日のFIFA理事会で、2002年ワールドカ

ップの大陸別の出場枠が決まりました。アジアの

枠は、開催国の日本と韓国を含めて４つの枠にな

っております。フランス大会ではイランが、オセ

アニアのオーストラリアとのプレーオフに勝っ

て、４力国出場できたわけですけども、アジアサ

ッカー連盟としては、2002年大会では、共催の開

催国２ヶ国を含めてのアジアの４枠ということに

対して大変問題視しておりまして、何とか割り当

て国数を増やしてくれと要請しているわけです。

　

FIFA理事会の検討資料を人手しましたが、そ

れを見ますと、フランス大会では大陸別のチーム

の数は、アジアが４、アフリカが５、北中米が３、

南米が５，ヨーロッパが15、トータル32ヶ国で、

一次予選、準々決勝、準決勝、決勝という数をみ

ますと、アジアは４ヶ国出て１次予選を勝ち抜い

たところがどこもない。アフリカは５ヶ国のうち

１ヶ国、北中米は３ヶ国中１力国、南米は５ヶ国

中４ヶ国が一次予選を突破、ヨーロッパは15ヶ国

中10ヶ国が１次予選を突破し､準々決勝に６ヶ国、

準決勝がクロアチア、フランス、オランダの３ヶ

国進出です。次に全128試合のうち、大陸別に何

勝何敗という事をみますと、アジアは12試合で１

勝9敗２分。ポイントを勝ち３引き分けが１とす

ると５ポイント。得点が７、失点が24．同じよう

に各大陸ごとに見ると、アフリカは16試合で３勝

7敗6分、得点17、失点29．南米は23試合で９勝

7敗７分、33ゴールでポイント34．

　

ヨーロッパは

67試合で30勝16敗21分、得点120、失点70、ポイ

ントでUloこのような形のデータが出ています。

アジアの結果がきわめて悪いという事実がFIFA

理事会で出されたということになります。これを

踏まえて、FIFA事務局が理事会にアジアとオセ

アニアを足して４であるという提案をしました。

大変もめたわけですが、オセアニアが「我々は独

立した１つの大陸連盟であるにもかかわらず、ア

ジアと一緒にされたのはなぜだ」という議論が１

つ。それからアジアは「今までの枠が減ってオセ

アニアと併せて４というのはいくら何でもおかし

い。共催というのは自分たちで決めたわけではな

い。FIFAが決めたのだ。それをアジアの枠から

とるのはおかしい」ということでした。オセアニ

アに枠を与えるべきだという議論とともに、結論

は、アジア４、オセアニア0.5、アフリカ５、北

中米３、南米4,5、ヨーロッパ15となりました。

　

こういうことになってしまっだのは、アジアか

ら出場した４ヶ国の結果が出ていないことからで

す。 FIFAからアジアの競技力というものを厳し

く評価されたということ。そして同時に、これが

現在世界のサッカーに置かれている力関係、勢力

図をそのまま表しているわけです。そのような実

態があるわけですが、アジアは今までの3.5枠に

ホストの１を加え4.5欲しい、あと0.5欲しいとい

うことをFIFAに申し入れています。

　

１月28日に、

アジア連盟の会長を中心とするデレゲーション

が、FIFAに行ってアジアの枠を増やしてくれと

要請することになっています。どういうふうに

ＦＩＦＡが反応するか注目されます。アジアとして

は、ホスト国の日本と韓国は別として、全くアジ

アの考えを受け入れてくれないようならばボイコ

ットも辞さないという考え方を、アジア大会期間

中に臨時理事会を開いてまとめました。もちろん

FIFAの検討結果をみて改めて議論をすることに

もなっています。

　

アジアにとっては、21世紀にこの勢力分布をど

うやって崩すかということが課題です。それがア

ジアの使命でもあると思いますし、逆に、2002年

の大会については、日本代表ですとか、韓国代表

とか、ホスト国が結果を出さない限りこういうこ

とが続いてしまう。我々の現実の問題としまして

は、2006年の大会は、日本も韓国も予選があるわ

けですから、どれだけの枠を取り込むかというこ

とが重要です。 21世紀のアジアのサッカーのため

にも、2002年をどう戦うかという意味で、日本の

強化ですとか、アジアの強化ということが大変重

要性を持ってくるというふうに考えられます。
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ヨーロッパーサッカーの現状①一テレビ放映権料

の高騰

　

ヨーロッパは今年になってユーロという通貨を

スタートさせたわけですが、ＥＵ(ヨーロッパ連

合)が誕生してから、ヨーロッパのサッカーがド

ラスティックに変わってきています。昨年の夏に

は、イギリスのマンチェスターユナイテッドの株

が、メディア王といわれているマードック氏に約

1,000億円の値段で買収されています。このよう

な変化に至る大きな点は、２つあると思うのです

が、１つはヨーロッパでは、リーグに対するテレ

ビの放映権料が極めて高くなっているというこ

と。もう１つは、ボスマン選手の移籍問題に絡ん

で裁判が行われ、移籍が自由化したこと。この２

つのことが極めて大きな影響をヨーロッパサッカ

ー界に与えていると思います。テレビからのサッ

カーに対する投資、つまりテレビ放映権料の高騰

といいますのは、衛星を使ったデジタル放送の時

代を迎えて、視聴者を満足させるためのソフトを

探すということからだと思います。元来ヨーロッ

パでは、テレビ放映に関しては、非常に保守的で

して、例えばイギリスでは、試合数を少ししか放

映させなかったり、放映しても、日曜日にしか放

映させないというように､拒否していたわけです。

ところがやはりクラブ経営には財政の問題があり

ますので、試しに受け入れてみたところ、資金が

確保できたということで、スター選手を集めるこ

とができた。それに伴って自然とチームの観客動

員が増え、いい方向に向かっていったというのが

結論であります。

　

テレビ放映権料の高騰に伴って、クラブの経営

が安定したということが現実に出てきてしまった

わけです。さらにヨーロッパ連盟として、チャン

ピオンリーグを新設したわけです。これもまた同

じようにテレビからの収入を背景にして、高額の

賞金をチームに分けるということで、注目され成

功しているというような状態です。

　

2002年と2006年のワールドカップの放映権料は

約28億スイスフランです。

　

２回の大会で、約

2,500億円くらいになります。2002年が13億スイ

スフランで、2006年が15億スイスフランです。日

本に対して500億円相当を負担してほしいとの要

小倉
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請があり、対応が注目されています。

　

ワールドカップは例外としても、スペインリー

グ、プレミアリーグでも、１千億円レベルの放映

権収入が入り、これが大きな収入となって活性化

してきているわけです。現在Ｊリーグでは20億く

らいのレベルですから、けたが違う実態になって

います。これまでは、クラブの経営というのは入

場料収入や看板収入、テレビ放映権収入の３つが

バランスをとってやってきたわけですが、放映権

が大きくなってバランスがとれなくなってきま

す。これまでの経営基盤というのは、基本的には

シーズンチケットでした。ところがこれからは、

スタジアムのお客さんではなく、テレビの向こう

でみているファンの方々に支えられるサッカーに

なってしまうわけです。

　

12月にブラッター会長がワールドカップの関係

で来日した際の協会との打ち合わせで、にのま

ま見過ごしていいとは思わない。グラウンドに来

てくれるお客さんを無視してはいけない｡どのよ

うにグラウンドに来てもらうかというサッカーの

基本を検討すべきだ」と言っておりました。

ヨーロッパ･サッカーの現状②－ボスマン判決の

影響

　

もう一つは、ボスマンズケースについてです。

ご存じのように1995年にベルギーのボスマン選手

がベルギーのチームからフランスのチームに移ろ

うとしたとき、移籍がベルギーのクラブに止めら

れたということに対して、ＥＵの司法裁判所に訴

訟を起こして勝ったわけです。判決は、サッカー

のルールはＥＵの基本法であるローマ条約に違反

するということ。ローマ条約は、ＥＵ内の労働者

の移動の自由の権利を認めているということを指

摘したわけです。判決から３年たった先月ようや

く、ベルギー協会が約5,500万円をボスマンに払

って、裁判自体は決着しました。ただ、ボスマン

ズケースによって、ＥＵのサッカー界はずいぶん

大きく変わったといえるでしょう。

　

１つは、EU

の中では移籍金を伴わない選手の移籍が自由化さ

れたこと。

　

２つ目は、ＥＵの中では国籍が存在し

なくなったことにより、外国人数制限が撤廃され

たこと。３つ目に、今まではクラブの財産である
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選手の保有権はクラブが持っていたわけですが、

それができなくなったこと。４つ目に契約内であ

ると移籍金がとれるということがあるので、選手

をできるだけ長期に契約すること。例えば、５年

契約にするということが起こり、その結果、選手

の報酬が高騰化しています。

　

Ｊリーグになかなか

よい選手が来ないというのも、ヨーロッパでよい

選手の報酬が高くなったために、日本では払いき

れないということが実態としてあります。ヨーロ

ッパの有力クラブでは、選手が移動しやすい状況

になったことと、テレビの収入を背景として、有

名な選手を集めています。昨年のトヨタカップの

レアルマドリッドは登録された選手は18人いまし

たが､このうちスペイン以外８ヶ国の選手が９人。

つまり約半分はスペイン以外の選手です。まさに

世界選抜といった状況です。

　

また、こういう状況をみたイタリアのスポーツ

マーケティングの会社「メディアパートナー」が、

ヨーロッパのチャンピオンス･リーグに対して、

ヨーロッパ･スーパーリーグをつくろうというこ

とを去年言い出しました。これはヨーロッパのク

ラブの32チームを固定化して、１部16チーム、２

部16チームに乙て常時リーグ戦をや･らせて4その

テレビ放映権から得る収入で、１チームが最低75

億円を保証するということを提案したわけです。

今回の提案は、国内のリーグを無視した形で、い

いチームだけを取り上げるといった形になったた

めに、FIFAもヨーロッパ連盟も大きな衝撃を受

けました。結局、この構想は不成功に終わりまし

たが、こういうことを考えるエージェントも出て

きたわけであります。

ヨーロッパ･サッカーの現状③－－－－ドーピング問題

　

もう１つ、昨年１年間、イタリアを中心とする

ヨーロッパで問題となったのは、ドーピングの問

題です。サッカーになぜこんな問題が起きたかと

いうと、トップチームに限られるのかもしれませ

んが、非常に過密な日程であるということと、テ

レビのスポンサー等に関わる商業化の影響という

こともあって、フィジカル的な速さや強さが要求

されるということから、この問題が発生したとい

ってもいいと思います。発端は、イタリアのAS

ローマのゼーマン監督が、非常にまともな言い方

をしたと思いますが、「本来グラウンドを走った

り、トレーニングで身体を鍛えるべきなのに、薬

物で簡単に身体をつくるのは適切とは思えない。

イタリアの各チームのロッカールームには新しい

薬物のパンフレットがあふれている。今やイタリ

ア協会は薬物を制限すべきだ」と。この発言の中

には、あたかもスター選手であるデルピエロやピ

アリが薬物を使って身体づくりをしているような

ニュアンスがあったために、大きなスキャンダル

になってしまいました。その後、11月になって、

セリエBの選手がドーピングによって３ヶ月の出

場停止になったり、ドイツのブンデスリーガのゴ

ールキーパーに陽性反応が出て話題になったりし

ています。

　

これを踏まえてFIFAはどういう対応をするか

ということになるわけですが、FIFAのスポーツ

メディカル･コミッティーのチェアマンは、ベル

ギー協会会長のミッシェル･ドックさんという方

なのですが、12月４日のＦＩＦＡ理事会でこういう

ことをまとめています。「１つは、今までドーピ

ング検査は大会ごとにやっていましたが、大会以

外の時期にランダムテストをやっていくこ｀とを検

討したい。

　

２つ目は、ＩＯＣのドーピング規約には

基本的には同意したいが、ＩＯＣの場合、陽性反応

が出ると無条件に最低２年間はサスペンションに

なるわけで､そういうサスペンションというのは、

サッカー界としてはフレキシブルでありたい」。

これについては、１月６日にサマランチＩＯＣ会長

とプラッタ一会長か会合を持ちまして、その結果

は、ＩＯＣの方は陽性になった選手に関しては厳し

く取り締まるべきだし、やるべきだと言っていま

すが、FIFAとしてはフレキシブルでありたいと

いうことをサマランチ会長に回答しています。

InternationalMatch Calendarの確立

　

FIFAが今後、以上のような問題を含めて21世

紀に何をしていくかについて､プラッタ一会長は、

「インターナショナル･マッチ･カレンダー」の確

立をしたいということを言っています。「インタ

ーナショナル･マッチ･カレンダー」というのは、

ワールドカップの隔年開催ということも含め、
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FＩＦＡの大会、大陸連盟の大会、それに伴う各国

のリーグの試合日程をうまく調整できるようなイ

ンターナショナルなカレンダーをつくりたいとい

うことです。そうしないと過密な日程で選手を傷

つけてしまう。選手を失うことになりかねないと

いうことです。

　

南米連盟は、大変賢い対応をしていると言われ

ています。どういうことかと言いますと、南米連

盟は、フランス大会で、チャンピオンのブラジル

を入れて５枠の出場枠を獲得したものですから、

南米はチャンピオンのブラジルを除いて9ヶ国中

４ヶ国が出られるということになりました。９ヶ

国で、総当たりの予選リーグをやったわけです。

そのやり方も非常に賢く、ヨーロッパの国際試合

日に日程を合わせて、１年半をかけてやったので

す｡ヨーロッパから南米に選手が帰りやすくなる。

いい選手がそろった状態で試合ができるので、南

米の各国の力が上がったわけです。興行的にも大

成功して収入も増えた､ということがありまして、

南米の強さということにもつなかったのです。

2002年大会に向けて同様の仕組みを計画していま

す。

　

それではアジアはどうかと言われますと、大変

問題でして、西アジア、南、東南アジア、東アジ

ア、中央アジアと５つに分かれていて、しかも距

離が達い、宗教が違う、気候が違うということで

日程の調整が最大の問題であります。今回のワー

ルドカ　ップ予選ではじめて最終予選がホームアン

ドアウェーで行えたということで、ようやくそう

いう兆しがでてきたということです。

　

ブラッター発言を契機として､アジア連盟でも、

数年後を見越したカレンダー作りが必要です。さ

もないと、日本にとっても代表強化の日程またＪ

リーグの日程の安定化が図れません。日本協会と

して、このカレンダー作りに積極的に取り組んで

いくつもりです。

　

最後に、繰り返しになりますが、2002年ワール

ドカップで日本の代表チームがしかるべき結果を

残すことは、21世紀のアジアのサッカー界のため

にも重要です。そういう意味でも、本日ご出席の

皆さんの、代表チームへのご支援、ご協力をお願

小倉
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いして、私の報告とさせていただきたいと思いま

す。

　

どうもありがとうございました。
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(名古屋グランパスエイト)

(福島大学)
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((肺日本サッカー協会科学研究委員・筑波大学附属高等学校)

中塚氏：2002年へ向けてというのがメインタ

イトルですが、サブタイトルとして「地域社会と

サッカー振興」と掲げました。我々が取り組んで

いるサッカーというスポーツ。いろんな現場があ

ると思いますが、例えばトップレベルの現場、草

の根レベルの現場。また、指導者・研究者・ドク

ターとして関わっている方などが考えられます。

現在サッカーの現場は、一体今どういうところに

位置づいているのか。まず、その最初の話しが、

先ほど当別講演でもありました世界のサッカーの

流れ、その中における日本のサッカー界の位置づ

けであろうと思います。もう一つの軸としては、

このシンポジウムであつかう「地域社会、地域か

らのニーズ」という部分であると考えられます。

これに関しても、2 0 0 2年からの学校週５日制、

つまり自由時間の増大や、サッカーくじの問題、

NPO法など、いろんな意味でのスポーツ界への

追い風、および地域社会づくりの要請が出てきて

います。

　

今回のシンポジウムでは、このような地域から

の要望を踏まえた上で、もちろん世界とのつなが

りも踏まえた上で、日本のサッカー界をどのよう

な方向でもっていくのかという点について、地域

社会とサッカー振興というテーマで掘り下げてい

きたいと思います。

福島大学

　

黒須氏：わが国では、近年大企業や銀

行の倒産、そして自治体までもが破産するかもし

れないといった、誰もが想像さえしなかった時代

を迎えています。このことは経済界のみならず、

わが国全体の「官主導型」システムがもはや立ち

行かなくなったことを意味しているのではないで

しょうか。永六輔氏の「子ども叱るな来た道だ、

年寄り笑うな行く道だ」という言葉にもあります

ように、２１世紀の社会は、「だれもが当事者で

ある」といったあたりまえの生活が重視されなけ

ればなりません。すなわち、生活の拠り所である

地域社会を基盤とした住民参加型の社会づくりを

目指すことが、今後のわが国の最重要課題となっ

ております。そして、こうした極めて社会的な問

題を解決する足がかり、触媒として「総合型地域

スポーツクラブ」が位置づけられることを最初に

申し上げたいと思います。まず、スポーツクラブ

に総合型とっくことで、どのようなメリットがあ

るのでしょうか。ここで、モデルとなったヨーロ

ッパのスポーツクラブについてビデオで紹介した

いと思います。

　

～ビデオの内容～

＜スポーツクラブが地域に果たしてい＜役割＞

・地域住民の憩いの場

　

総合型のスポーツクラブには種目が多く、専門

の指導者もいるのでいろんなスポーツを試してみ

て、自分が生涯楽しめる種目を見つけることがで

きます。さらに専門のインストラクターが、適性

を判断してくれることもあります。「僕は子ども

のころは、陸上や重量挙げをやっていたんだ。だ

けどある日ラグビーのコーチがきて、君はスピー

ドもあるし、パワフルだからラグビーをやってみ

ないかって誘われたんだよ。それがラグビーをは

じめたきっかけなんだ｡もし陸上を続けていたら、

ナショナルチームで活躍するプレーヤーになれた

かどうかはわからないね｡今の僕があるのはクラ

ブのおかげなんだよ。」

　

それだけではありません。子どもから老人にな
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るまで、長期間にわたって同じクラブに所属して

いるので、そこには必然的にクラブ員だちとのコ

ミュニケーションが生まれます。クラブは地域住

民のコミュニケーションの拠点でもあるんです。

そのコミュニケーションのために、スポーツクラ

ブはクラブハウスやレストランを充実させていま

す。そこでは頻繁にパーティーが行われ、時には

クラブ内で結婚式まで行います。こうしてスポー

ツクラブが生活の一部となり、生涯にわたってな

くてはならない場となっていくのです。

・子どもたちの社会教育

　

ヨーロッパの一般的な小、中学校は、歴史的な

建物を改造してつくられています。そのため日本

の学校と違い、グラウンドや体育館、プールとい

った施設がありませんつあっても中庭を利用した

狭いグラウンドや会議室を改造した小さな体育館

です。では体育の授業はどうしているのでしょう

か。「体育の授業はスポーツの理論だけで、運動

はスポーツクラブを利用しているんです。」

　

子どもたちは学校が終わると専用のバスでスポ

ーツクラブに行き、自分たちの好きなスポーツを

楽しんでいるんです。もちろん専門のインストラ

クターが指導するので上達も早いし、日本の体育

のように嫌いな種目を強制されるようなこともあ

りません。「我々が最も重要視していることのひ

とつが、子どもたちの社会教育なんです。クラブ

では他の学校の生徒や大人達と一緒にスポーツを

します。そこで子どもたちは、自然に社会性やマ

ナーを身につけていくんです。」さらにスポーツ

クラブでは長い目で見た一貫指導をするので、子

どものうちに体を壊したり、若くして燃え尽きて

しまうバーンアウト現象といったことがここでは

起こらないのです。

・地域住民の誇り

　

クラブのトップチームがプロとして活躍する場

合も珍しくありません。プロサッカーチーム（1

860ミュンヘン）も、スポーツクラブのチーム

からブロに昇格しました。彼らの練習グラウンド

は、今でも地域のスポーツクラブ。そこでは、ｆ

どもたちやアマチュアチームも一緒に練習してい

るのです。あこがれのフロ選手が自分だちと同じ

クラブのメンバーであるため、当然応援にも熱が
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人ります。またオリンピック選手をはじめ、国を

代表する選手もスポーツクラブの中から生まれて

きています。

　

女子マラソンの世界記録保持者、イングリッ

ト・クリスチャンセンも、地域スポーツクラブの

選手でした。現役を引退した彼女は、地元のスポ

ーツクラブで子どもたちの指導にあたっていま

す。「確かに私は世界記録をつくりました。でも

それは一つの結果であって､目的ではないのです。

スポーツの一番の楽しみは、スポーツを楽しむこ

とだと思うんです。私は小さい時から、スポーツ

クラブでスポーツを楽しんできたの。だから今の

子どもたちにも楽しんでもらいたいんですよ。ス

ポーツクラブは私にとって、まさに人生の全て

ね､」こうした選手たちの活躍が、会員たちにク

ラブにたいする誇りを植えつけるとともに、目標

にもなるのです。

　

このビデオは、（財）日本スポーツクラブ協会

から発行されています。ヨーロッパでは、子ども

からお年寄り、そして障害者まで誰もがクラブラ

イフをエンジョイしていることがおわかりいただ

けたと思います。これまで、ビデオのような光景

は遠い世界の話しとして受けとめられてきたかと

思います。しかし、最近わが国でもクラブづくり

にとって追い風となるいくつかの法案が成立し、

社会体制も確実に整いつつあります。

　

１つ目がＮＰＯ法の成立です。ボランティアを

ベースとして活動する市民団体が法人格を取得し

やすくなりました、その対象は、医療・福祉・教

育・町づくり、そしてもちろんその申にスポーツ

も含まれています。昨年１２月から申請の受け付

けが始められております。

　

２つ目がサッカーくじ法の成立です。後ほど詳

しく触れたいと思います。

　

３つ目が地方分権推進計画です。国と地方自治

体をこれまでの上下関係から対等な関係へと移行

することをねらいとした計画です。自分たちの地

域の問題は、自分たちの手で解決する。そういっ

た主体的な取り組みを行う地域が評価され、反対

に金太郎飴のように他と同じ様な政策をとる地域

は取り残されてしまいます。

　

４つ目がPFI促進法です。従来公的機関が行っ



山下，黒須，宮村，中塚

てきた公共施設整備の分野に民間のノウハウを導

入することを促進するといった法律です。これに

よって、クラブハウスの建設、または独自の施設

を有するといった可能性も広がってきました。

　

さて、昨年５月１２日に成立したサッカーくじ

に関して、当時マスコミを通して伝わってきた印

象は、ギャンブル、青少年への悪影響といったマ

イナスイメージがほとんどではなかったかと記憶

しております。しかし、一つ重要な情報がありま

す。それは新たな財源により、全国に１万力所の

総合型地域スポーツクラブをつくり、２１世紀の

スポーツシーンを変えようといったビジョンがそ

の中に描かれていることです。ここで、国会で審

議されていた様子を少しビデオで紹介したいと思

います。わが国の中枢として活躍されている国会

議員の方々が、スポーツに対してどのような考え

をもっているかがお分かりいただけるかと思いま

す。

～ビデオの内容～

Ｑ

　

私から言わせると、サッカーくじなんて導入

して、もしもいろんな事件が起きたらどうするん

ですか。なぜこのスポーツくじを導入しなければ

ならないのか、その緊急性についてお聞きしたい

と思います。

黒須：次の世代につながるクラブであって、地

域とのつながりのあるクラブに方向転換していか

なければならないと思います。例えばドイツの例

ですが、19 7 0年のミュンヘンオリンピック、

そしてその後のワールドカップを開催するため

に、通称テレビくじを導入しています。そういっ

た点から考えまして、例えば日本の場合はサッカ

ーのワールドカップが開催される、または大阪で

オリンピックが開催されるかもしれない。そうい

う中で、何か一つきっかけというものが必要なの

ではないか。私はそういう立場で発言を申し上げ

たつもりでおります。

Ｑ

　

これからの日本を考えて、地域の観点からの

スポーツ振興は大変重要であると思われます。た

だ、財源確保でくじの導入について、わたくし白

身大変疑問をもっています。総合型地域スポーツ

クラブモデル事業、これもやっと地についてきた

ところです。やはり、行政主導ではなく、国民の
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側からの地域スポーツ振興という認識の上に成り

立っているものだと思うんですが？

黒須：現在の地域スポーツの現状は、やはり仲間

うちだけのものになってしまっています。地域、

または住民との距離を広げこそすれ、ちじめる役

割をあまり果たしてはいないように感じます。半

田市の成岩中学校の体育館の建て直しの際の話し

です。総合型地域スポーツクラブのモデル地域で

ある成岩スポーツクラブが、その体育館の建て直

しを、ただただ中学校の老朽化した体育館を学校

施設をつくるのではなくて、一階を学校の施設、

二階は地域に解放する施設として利用することを

陳情しました。半田市が方針転換をしたわけです。

　

総合型地域スポーツクラブの場合は、地域住民

というのはサービスの受け手であってはなりませ

ん。ですから行政から形だけつくりなさいという

ことではなくて、やはり子どもから高齢者まで多

くの人の支持・賛同を得るようなクラブをつくる

ことが大切だと思っております。

Ｑ

　

私たちのスポーツの出会いというのは、だい

たい学校が一番最初です。そして学校生活を終え

るとスポーツも終わってしまう状況だと思いま

す。とにかく学校でスポーツが楽しくない、義務

化されてるというところが学校体育の問題点であ

ると思うんですが、そういう観点も含めてのご意

見を聞かせていただきたいんですが。

黒須：学校体育、学校運動部についてですが、こ

れまでは十分な役割を果たしてきたと感じており

ます。しかし、これから会社人間から地域市民へ

とライフスタイルが変化していくような社会の中

で、今までのやり方が未来へと続くかというとそ

うではない。スポーツの場合も同様に考えていい

のではないかと思います。

　

日本のインターハイを対象にアンケートをした

ことがあるんですが、その練習日数は６．８日で

す。週７日、毎日練習、それも朝、昼、夕方練習

して、夏は監督が運転する車で全国各地を遠征し

ている。そいうのがトップを目指す学校運動部の

状況かと思います。ドイツで高校生チームの練習

時間を調べたところ、週３日です。ただ、高校生

になった子どもたちが３日しかスポーツをしない

のかというとそうではなくて、例えばサッカーを
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３日やれば残りの２日はバスケットをやったりし

ています。決して一つのスポーツに固執させてい

ません。日本の場合は、何か他のスポーツをやろ

うとすると、片手間にやっているのではという見

方をしてしまいます。しかし、やはりそういった

意味でも学校のゆとり、心のゆとり、スポーツに

もやはりゆとりというものを感じました。

Ｑ

　

地域のスポーツクラブに対して､住民の意見、

つまり日本で言われている「住民参加」がかなり

重要な役割をもっていると私は受け止めたのです

が、どのような形で具体的に住民の意見が地域の

スポーツクラブに反映されるのですか。

黒須：まずクラブ法というのがドイツにありま

す。日本で言えばＮＰＯ法案に該当するものだと

思いますが、７人集まれば公益法人として登録で

きるという権利がでてきます。そういう法律にの

っとって、スポーツに関心をもついわゆる共同体

の人たちがスポーツクラブをつくりまして、そこ

での活動が地域に貢献するんだという位置づけに

なっています。

Ｑ

　

総合型地域スポーツクラブ、基本的にはいい

ご案だと思います。でもその前に、どれくらいの

資本があればこのようなクラブができるのです

か。

黒須：私か今回の論点として強調いたしましたの

が、わが国の少数精鋭化する学校運動部というも

のが、結果として他の児童・生徒というものを排

除する傾向に向かっている。または、仲間うちだ

けの地域スポーツというものが、多様化する住民

のニーズに十分応える場にはなっていない。スポ

ーツの社会的基盤というものを、やはり再考すべ

き時期なんだということです。諸外国をみた場合

に､そういった基盤の変化に対して政策的な意図、

そのひとつにサッカーくじ等が引用されていると

いうことを私は述べさせていただいたということ

です。（ビデオ終了）

　

以上４つの法案について簡単に見てきましたけ

れども、総合型地域スポーツクラブづくりは決し

て厳しい向かい風に向かって突き進む、そういっ

た政策ではなく、むしろ追い風を受けているとい

うことを知っていただきたいと思います。

　

文部省では、平成７年度より総合型地域スポー
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ツクーラブ育成モデル事業を実施し、わが国の生涯

スポーツの振興を考える上で地域に根ざしたスポ

ーツクラブの育成、つまり学校という枠を取り外

し、地域社会のレベルでスポーツを展開すること

が最も重要な課題であることをうちだしました。

現在文部省の指定を受けている地域は、１９ヵ所、

今年度は２８ヵ所に拡充される計画です。また、

日本体育協会でも平成９年度より、スポーツ少年

団を核としたモデル事業をスタートさせ、現在の

ところ１５地区が指定を受けております。さらに

ご存じのように、Ｊリーグにおいては、１００年

構想のもと地域密着型のスポーツクラブの育成に

取り組んでおり、すでにいくつかのクラブではサ

ッカー以外の競技、例えばバスケットボールやバ

レーボールの教室を開催するなど、地域ぐるみの

スポーツ振興に積極的な取り組みを行っていま

す。

　

このように意欲的な地域・団体がある一方で、

なぜわざわざ総合型地域スポーツクラブを創らな

ければいけないのか。今のままで何かいけないの

かといった疑問の声も少なくありません。総合型

地域スポーツクラブは、まだまだ地域住民のレベ

ルまでは浸透していないというのが実状です。た

とえよいアイディアだとわかっていても、なかな

か実行に移せない、二の足を踏むのはなぜでしょ

うか。「行政の仕組みが変わらないと・学校の部

活動を変えないことには・指導者の意識がかわら

ないことには」といったように、まずよそが変わ

らないとうちも変われないといったわが国特有の

横並び意識の中に、その原因が潜んでいるのでは

ないでしょうか。これまでのスポーツ活動はスポ

ーツ少年団・学校運動部・地域のスポーツクラブ

等がそれぞれ別々に活動してきました。しかし、

これからは一人の一生涯といった長い期間に対応

し、さらに次の世代に受け継ぐことができるよう

なスポーツ環境をつくり上げるため、それぞれの

組織が少しづつ変化していくことが重要です。ど

こか一ヵ所針の穴ほどでも穴があけば、そこから

水が流れ、やがて小石や大きな石が流れ出すとい

ったように、いつの日か総合型地域スポーツクラ

ブがわが国のスポーツの本流になっていくだろう

と思っています。
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総合型地域スポーツクラブのつくりかたを木に

例えて描いてみました。まず、幹にあたる部分と

して３つのステップが考えられます。第１に総合

型地域スポーツクラブが目指すスポーツクラブと

は、住民の手によって育てられ、メンバーである

住民によって成り立っているコミュニティーに強

く根ざした組織であるといった共通理解、コンセ

ンサスを得ることから始まります。第２に、どん

なクラブにしたいのか、何を目指そうとしている

のかといった明確なビジョンについて、地域住民

と共に時間をかけて話し合うことが大切です。自

分たちの暮らしを、自分たちの住んでいる町を少

しでもよくしよう、そういった前向きな意欲をも

った人が、その地域の中にどれだけいるか、それ

によって実現の可能性は大きく左右されると思い

ます。ただし、意識改革だけではなく仕組みその

ものを創ることがポイントです。第３に、その仕

組みの中核となる推進母体をつくることが大切な

一歩になると思います。文部省のモデル地域でさ

え、生涯スポーツの振興を幼児から高齢者までの

幅広い年齢層を対象としたスポーツ教室やイベン

ト活動を実施し、その参加者数を増やせばそれで

いいんだと単純に思っているだけのところも少な

くありません。これからの地域スポーツの振興を

考えた場合、将来的に地域住民が自主的・主体的

に運営することができるような推進母体を立ち上

げることにウェイトを移していくべきであると考

えております。

　

では最後に、国内外の先進的な事例を紹介させ

ていただきたいと思います。まず、海外編として

ﾄﾞｲﾂ中西部、ヶルンの隣りに位置するクライス

フイスは、ケルン体育大学スポーツ社会学研究室

とタイアップして、生涯スポーツ振興のプロジェ

クト「４つのドアモデル」に取り組み、大きな成

果をあげております。このプロジェクト名「４つ

のドアモデル」には、それぞれのドアがいつも市

民に対して開かれている。つまり、市民にわかり

やすい政策、市民に見える政策といったメッセー

ジが含まれています。クライスノイス方式の特徴

を掻い摘んで申し上げれば、市民一人ひとりの自

立を促しながら行政も面倒を見るそういったやり

方､つまりエーレンアントリック（名誉職）・フ’

ライビーン（自発性）に基づいた社会づくりをス

ポーツが仕掛けていくと言っていいかと思いま

す。

　

また、昨年１１月、４つのドアモデルの仕掛け

人であるケルン体育大学のリットナー教授、そし

てアクセル・ベッカー氏が来日して半田市でシン

ポジウムを行いました。「クラブネッツ」という

機関誌は、三重大学の水上先生と協力してつくっ

ているものです。昨年５月総合型地域スポーツク

ラブを支援する全国的な集まりとして「クラブネ

ッツ」を設立し、会員間で住民参加型のクラブは

どうつくればよいのか。｡推進母体はどうすればよ

いのか。適正な会費はいくらなのかなどについて

の情報交換を行っています。

　

これまで総合型地域スポーツクラブについて述

べてきましたが、総合型地域スポーツクラブとは

少なくとも１０年先、２０年先を見据えた価値あ

る取り組みであり、わが国のスポーツシーンを根

底から変え、新たな地域の財産として次世代に受

け継がれるものであると考えています。私は２１

世紀のスポーツシーンを次のように描いていま

す。それは、「子どもたちが笑顔で生き生きとス

ポーツに親しみ、人々も個人単位・家族単位でそ

れぞれのクラブライフを満喫している」、そんな

ごくごく当たり前の風景です。そのためにも、

ＮＰＯとしての総合型地域スポーツクラブを社会

的な仕組み、システムへと発展させ、やがて行政

はノーコントロール・ウィズサポート、バックア

ップ体制として位置づけていく。つまりスポーツ

ＮＰＯが牽引役となり、住民指導、行政支援型の

システムを社会全体に対して提案していくことが

可能ではないかと考えます。

名古屋グランパスエイト

　

山下則之氏：日頃は、

名古屋グランハスエイトの活動に対しまして、ご

支援いただきましてありがとうございます。それ

では名古屋グランパスエイトの育成と普及活動の

６年間を報告します。あくまでもグランバスエイ

トと愛知県の関わりの中でつくってきた育成・普

及活動です。それぞれの地域にブランパスの取り

組みがそのまま適応できるかというというのはわ

かりません。ただ、この中で少しでも参考になる
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ことがあればと思います。

　

育成・普及活動のテーマは、優秀な選手の確保

です。私たちはプロクラブです。アマチュアで楽

しくいろんな人と仲良くサッカーをやろうという

考え方もありますが、今の立場では優秀な選手を

つくって、そしてＪリーグを戦っていくというの

が最終的な大きな目標です。また副題として、コ

ンディショニングがあります。スポーツの中で、

どう体調を整えていくかといった考え方も一つの

コンディショニングといえます。私か考えている

コンディショニングは、子どもたちの「人生のコ

ンディショニング」ですノ子どもたちが大人にな

るまで、スポーツを通してどのように成長してい

くのか、それを我々がサポートしていくという意

味で、あえてこの言葉を使いましたっ

　

この図は、ライフスタイル（見えないトレーニ

ングという言い方をしております）です。学校の

問題・家庭の問題・地域の問題などをクリアにし

ていかないと、この部分のベースがしっかりと広

がっていかないと思います。この上にある人生の

コンディショニングやゲームのパフォーマンスと

いうのは成り立だないと考えています。この状態

を改着しながら５年・１０年かけて目標に近づけ

たい。プロになる子はプロらしく、生涯スポーツ

をやる子どもたちは、生涯スポーツをやらしてい

くということです。

　

私たちのクラブにはスーパースターがいます。

ストイコビッチという選手が、いつもホームゲー

ムで活躍してくれます。この選手をなんとか解析

しながら、このような選手に成長していくにはど

うしたらよいのかということも考えています。

　

私たちのクラブには、将来プロを目指そうとい

う子どもたちが集まってきます。チケット販売の

ポスターも子どもたちを使います。グランパスエ

イトでは、子どもたちもやはりクラブの主役とし

てパンフレットに載せながら、観客動員に協力し

てもらっているということです。

　

グランパスが最初に行ってきたことはコンセプ

トの作成です。クラブに必要な選手を安くタイム

リーに輩出するということです。

　

トヨタの考え方

は、「必要なものを必要な時にだす」というもの

です、車をつくるのも、子どもたちを育てるのも
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同じ考え方です。相手は違うけれども、考え方は

同じです。先駆けて地域の情報、世界の情報、

医一科学の情報を集めながら、まずコーチを育て

ようと考えました。私の目標は、将来的にトップ

の監督まで自前でつくるということです。グラン

ハスで育ったコーチが、トップから全部、監督・

コーチをやっている状況です。現状は、コーチを

育てながら､選手を育てているといった状況です。

　

19 9 1年、Ｊリーグがスタートする前の段階

で、トヨタ自動車の中にプロサッカー準備室とい

うものをつくり、そこで活動を進めました。愛知

県のサッカーの状況を調べるために、サッカー協

会や、市・町の教育委員会、自治体の活動、他の

Ｊリーグに参加しているクラブのやり方を勉強し

ました。愛知県というところは非常に野球の盛ん

なところです。野球王国といわれていた地域で、

なかなかサッカーを普及させるのは難しい状況で

した。ということで、19 9 5？19 9 6年にか

けてサッカー教室をはじめてみたり、サッカーの

イベントをやってみたりしました。国内では、愛

知県の活動と世界のサッカーとの比較をしてみま

した。世界は今どうなっているのか。世界のサッ

カーと日本のサッカー、あるいは世界のサッカー

と愛知県のサッカーの違いを見るためにヨーロッ

パー南米にわたりましたIそこで私は、特に育成

の部分のやり方というものを勉強してきました。

　

以上のことからコンディショニングを成立させ

る要因として、環境・施設・計画・コーチングス

キル・スタッフ・経費・管理の７つの要因を考え

てきました。

■＜環境＞

　

ハード部分も環境ですけど、ここで

は施設整備という意味のハードではなく、サッカ

ーをする環境・サッカーのできる環境をどうつく

るかということです。ゲランハスエイトのジュニ

アのスクールを愛知県各地につくってきました。

それから、サッカーの理解活動として「ふれあい

サッカー広場」と名付けたサッカースクールを各

地で開催しました。また、先はどのコンセプトを

地域に伝ようということで、地域を巡回しながら

指導者講習会を、また集中的（６ヶ月間）に集め

て指導者講習会というのも行っています。

　

スクールの状況ですけれども、スタートの時に
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は各スクールは、アンダー１２歳までの活動だっ

たわけですが、私達が考えている活動は、中学を

卒業する年代（１５歳）までは、親元で一緒に生

活しながらサッカーを楽しむことを原則としてい

ます。地域で少なくとも１５歳までは一貫指導を

できるような体制をつくっていきたいと考えてい

ます。それまでは、グランパスエイトとしていろ

いろ名前をつけたり、マークをつけたりして支援

をしていきたい。

　

１５歳までの活動ができるよう

になれば、自立してその地域で活動してもらいた

いと考えています。

　

ふれあいサッカー広場は、ナゴヤ球場で年１回

開催されています。我々の地域には、中日ドラゴ

ンズというブロ野球チームがあります。このプロ

野球チームと、サッカーのプロチームが一緒にな

って地域の子どもを楽しく仲間にしていこう、育

てていこうという活動です。ふれあいサッカー広

場の看板をつけていますけれども、スポンサーを

つけてこの活動を支援してもらっています。費用

の面で（例えばＮＴＰ一名古屋トヨペット）も企業

にも協力してもらいながら、企業と一緒になって

子どもたちを育てている状況です。

■＜施設＞

　

これも環境の一部ですけど､｡ハード

の部分です。

　

ユース以下（子どもたち）、トップ

チームが練習しているところは豊田市で、名古屋

から車で１時間離れたところです。その豊田市の

近隣に三好町があります。その三好町が子どもを

育成するハードを提供しています（旭グラウン

ド・三好陸上競技場・南部グランド等）。

　

ハード部分をつくるために、ヨーロッパの環境

も実際に見てきました。オランダサッカー協会の

施設やドイツのスポーツシューレ。また、アヤッ

クスのスタジアムやオランダのオリンピックのト

レーニング会場などです（世界からトレーニング

の合宿に集まってくるところ）。

　

こういった施設を参考に、三好町にはクラブハ

ウス、照明のついた芝生のグラウンド・人工芝の

グラウンドをつくっていただきました。これは、

土曜日・日曜日に、主にリーグ戦用に使わせてい

ただいているグラウンドです。また、今年の２月

からは、ユース・ジュニアユースの子どもたちが

使うグラウンドをつくりました（芝生２面分あり
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ます)。これは豊田市が計画している2001年

に完成の４３，０００のサッカー専用スタジアム

です。

　

これは、岐阜県の飛田古川です。

　

７年前から、

飛田古川が町おこしにサッカーを！ということ

で、我々の育成・普及部門が、飛騨古川に７年越

しでつくってきた施設です。ホテル・グラウンド

が３面、温泉がついています。

　

2002年のワー

ルドカップの練習会場に立候補しようということ

で、フランスワールドカ　ップの始まる前に200

2年の事務局へ届けてきたという会場です。

・＜コーチングスキル＞

　

これは、横軸が年齢に

なります、何歳までにどんな技術を身につければ

いいのかを表に示しました。これは、攻撃と守備

に関する部分です。年齢別にどのようなことを順

番におぼえていけばいいのか、なにをしていけば

いいのか。サッカーを理解するためのひとつのコ

ンセプトです。これは、体力的な要素の部分にな

ります。コンディションから、スピード、パワー

に至るまで年齢別に示しています。

　

我々としては、いろんなカップ戦をやったり、

リーグ戦をやったりしています。日本のサッカー

の中で一番問題となのは、勝ち負けをはっきり決

める力ヽンプ戦が非常に多い。今日勝てば明日ゲー

ムがあるけれども、今日負ければ明日はゲームが

ないという状況の日本のサッカーの環境。愛知県

内、グランパスの仲間を集めた大会では、いろい

ろな形でのリーグ戦をスタートさせています。ま

た、ふれあいサッカー広場といいまして、楽しく

大勢集まってやろうというサッカー教室と、もう

一つはサッカーのカリキュラムを伝えるためのサ

ッカー教室。両方に分けて、サッカーのトレーニ

ングのメニューなどをを紹介したりしています。

■＜スタッフ＞

　

我々は、一人で子どもたちを指

導できません。指導メニューの作成、研究のスタ

ッフ、メディカルスタッフなど、いろんなスタッ

フがボランティアで協力してもらっています。発

育発達のパターンを知っていても、それだけでは

宝のもちぐされです。その分野の専門の先生に協

力していただいて、トータル的にサッカーに活用

すればいいのではないかということです。運動神

経と筋肉との関係。呼吸循環のメカニズム。ハワ
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－トレーニングの強度。すべてそれぞれの専門分

野な部分がわかる先生かいるはずです。

　

ストイコビッチ選手を科学的データで見るとい

う先生からの協力をえながら進めてきました。こ

の選手のデータから、子どもたちの発育・発達の

段階や反応時間・肺活量・柔軟性・関節の可動

域－キックの動作の解析を試みました。こういっ

た活動を通して、みんなで子どもたちをどのよう

に育るのかを考えています。

■＜経費＞

　

今のところ、いろんな企業の支援を

いただいています（少し赤字の部分があります）。

収益を上げなくても、子どもたちが無料で楽しめ

るために、私たちはどのような支援をしていこう

かということで、先ほど黒須先生の話しにもでて

きた1860ミュンヘンの活動費用・資金を稼ぐ

方法（車にコマーシャルを掲載）。我々も、車に

ふれあいサッカー広場の看板をつけながら企業の

協賛をいただいています。

■＜管理＞

　

今までやってきた全ての情報をきち

っと管理して、情報の処理と活動計画、それから

修正、質、量、コストというものを評価して、将

来につなげていきたいと考えています。こういっ

た活動を通じて、ホームタウン（愛知・岐阜・三

重）以外の地域ともいろんな情報交換ができるよ

うになってきました。世界の国々とのタイムリー

なデータ、情報のやりとりもできるようになって

きました。

　

我々は７年間を通してプラン・ドゥー・チェッ

ク・アクションを一通り実行してきました。さら

に５年、１０年かけて育成と普及活動をさらに地

域に根ざして拡大していきたいと思っています。

以上が７年間活動してきた活動のまとめです。も

っと日本のサッカーのいろんな関係の方々に影響

力をち、お互いに協力し合っていきたいと考えて

います。

高知県サッカー協会

　

宮村剛史氏：高知県サッカ

ー協会の宮村と中します。私自身昭和３０年から

小・中・高校とサッカーをやりまして、その後日

本テレビ系（高知放送）に入りました。昭和４５

年から高校サッカー（まだこのころは大阪でやっ

ておりました）の中継に関わってきました。

　

日本テレビ系の各放送局に、高校サッカーを育

成するために少年サッカーをやってほしいという

要請がありました。全日本少年サッカー大会が、

今年で２６回目だと思いますが、それくらいから

高校サッカーが知られてきました。他には全国高

校野球選手権大会くらいしか地域の皆さんは知ら

ないという時代です。地域の子どもをどうするん

ですかって指導者に聞くと、全国少年サッカー選

手権大会出場させたいという答えが返ってきまし

た。

　

2 0 0 2年に目を向けてみると、ワールドカッ

プは３００万くらいの人間がやってくるわけ（サ

ッカー好きの人間が約１ヶ月間）です。ヨーロッ

パの１０ヵ所くらいの場所を私たちが駆け回った

ように、日本中のアクセスを使い、各地の飯を食

い、旅館にとまり、観光名所に行ったり行動する

わけです。市民レベル・地域レベルとっては大変

好評がられると思います。例えばですが、英語を

しゃべれる人は赤いリボン、スペイン語は黄色、

フランス語は緑をつけるなどするとしっかりとボ

ランティア等が応対ができると思います。

　

成田十次郎さんが高知県の女子大の学長になっ

て高知県に帰ってこられました。成田さんの講演

の中に、「日本のサッカーの昨日は、グラマーが

日本に来るまでのサッカー。今日は、グラマーが

来て日本リーグをつくって、メキシコオリンピッ

クで３位になって強化をしたこと。明日とは、Ｊ

リーグが始まった時のこと。」とおしゃっていま

した。高知県においては、まだグラマーが来るち

ょっと前くらいがきたかなという感じでしょう

か。総合型地域スポーツクラブとかいろんな提案

がされていますが、高知県はほど遠い状態である

と思います。ただ、2002年によさこい国体が

あります。その中で技術力の向上や、施設を充実

させていこうと考えています。具体的に平成１２

年の秋くらいに完成しますので、これを契機に頑

張ってみたいと思います。

　

高知県は現在６５歳以上が２３％程度います。

４人に１人が６５歳以上の高齢者を抱えるという

状態に間もなく入るのですが、2 0 2 5年には数

字が３０％を越して、４０％に近づくということ

です。同時に高齢者の先進県といわれていますの
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で、この問題に対して対策を練らなければなりま

せん。高齢者を支える若年の年齢層が高知県では

約８０万人ですが、年々減少していく傾向にあり

ます。将来的には、若者が支えていかなければな

りません。そこで考えてみると、スポーツ振興と

いうものが一番有効なのではないかと思います。

あんまりお金はかかりません。団結して、頑張っ

て、挑戦していけば全国に対して勝てるというこ

とです。

　

良い例として、昭和５１年頃、高知県の中村高

校（県の西部に位置する）が甲子園に出場したこ

とがあります。地元の中村中学の生徒が５人（だ

いたい優秀な選手は高知市内にでてくるんです

が）が中村高校へそのまま進学しました。そこで

いい指導者に出会って、５人の子どもたちが中心

となって甲子園に出場しました。春の大会だった

んですが、1［o］戦から２回戦、勝って、勝ってと

うとう優勝戦までいきました。決勝では負けまし

たけれども、駅に出迎えたお爺さん、お婆さんた

ちが、その選手達に向かっておめでとうじゃなく

て、「ありがとう」という言葉をいいました。な

ぜありかとうといったかと、この地区とは高知県

の西のはずれなもんで、高知県の僻地みたいな扱

いをしたわけなんです。その地で生きてきた人た

ちが、突然中村高校がＮＨＫのテレビに映り、し

かも勝っていくんで、気分は盛り上かっていった

わけです。僻地扱いされた５０年、６０年の恨み

をスキッとはらしたわけなんです。はらしたとい

うことが、おかえりなさいではなくて、おめでと

うでもなくて「ありがとう」という言葉になった

と思います。そういう力がスポーツはもっている

と実感しました。

　

また､南宇和高校に学ぶ点があるかと思います。

システムの問題として、南宇和郡には小学校が８

つ、１万５，０００人の人口です。最初から小さ

いピラミッドがありました｡そこに石橋監督が来

られて、南宇和高校を中心になんと全国一になり

ました。

　

その当時は村おこし・町づくりの目的で、一品

一村運動がありました。ミカンがとれます、はま

ちの養殖をしています、最近はサッかーも育てま

すという並びになったのが非常に印象的でした。

僕の私の決意文を申し上げると、2 0 0 2年まで

には高知県で「高知クラブ」という名前で、J F

Ｌを目指すチームをつくりたいと思っています。

高知県に、モデルになるクラブ、Ｊリーグの目指

すようなチームをつくりたいという決意をもって

います。

中塚氏：高知県の野球に学ぶ力量、あるいはすぐ

近くにの南宇和の事例。南宇和がやっているよう

な小さなピラミッドを各地方で築くことができれ

ば、それが地域に根ざしたスポーツ振興の核にな

るんじゃないかという話しをされていました。

フロアからの質疑・応答

Ｑ

　

日本の場合には学校には素晴らしいグラウン

ドがあり、企業にもたくさんのスポーツ施設があ

るという状況だと思います。うちの会社にはサッ

カー場が１面、野球場、テニスコートり、陸上競

技場あります。企業は場所（ハード）は提供でき

ます。ただしソフトがないという状況です。

　

PFIという考え方は、おそらく行政サイドの考

え方は、「箱（施設）はつくりました。それを運

営するソフトがないので、そういったノウハウの

ある方に運営してもらおう」ということだと思い

ます。例えばうちの工場の場合、場所は提供でき

ます。会社側がそのような判断したとき、ポイン

トになるのは、行政がこういった逆のPFIに援助

をしてくれるのか、そういう在り方でクラブとい

うものが考えられるのかどうかということだと思

います。企業に対してどんな問題点があるのか、

あるいは行政サイドの対応などをお伺いしたいの

ですが一

黒須氏：スポーツプラス社会参加が、総合型地域

スポーツクラブの姿ではないかと思います。これ

までの日本のシステムは、どちらかというと「官」

が行ってきました。いわゆる町のことは役場がや

ってきました。スポーツ界でいえば、スポーツは

学校や企業、競技団体です。元旦の朝日新聞に

「あふれる民力」という特集がありました。とい

いますのは、先ほど先進事例で成岩スポーツクラ

ブを紹介しましたが、そこでは「民」の風が吹き

始めています。「民」の動きが静かなうねりとな
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つて地域を変えつつあるという印象を受けていま

す。総合型地域スポーツクラブが、スポーツにと

どまるのではなく、地域を動かす勢いとなるので

はないか。いわゆる行政主導、学校中心、単発的

な一行事的型のシステムが、地域に根ざした多種

目型の公共性をともなったスポーツクラブづくり

を目指すことによって、どんどん社会を変える力

になっていく。私か最終的に考えていることは

「住民主導。企業一行政一学校支援型」の社会づ

くりというものです。

山下氏：今現在、子どもたちがサッカーを楽しめ

ているのは、自治体がお金を出して、大変立派な

施設を提供してくれているおかげです。当初、な

ぜふれあいサッカー広場をやったかというと、名

古屋市という町は、地域に学校の校庭を開放して

いませんでした。我々はサッカー教室を開催する

にあたり、学校の施設の開放を当然のように要求

してきました。あえて学校を使いながら、その当

時看板もほとんど出せなかったところへ企業が看

板を出して、子どもたちにお金をもらわずにサッ

カーを楽しんでもらいました。

　

学校長会等へ呼びかけた結果、逆に今は子ども

たちを集めるからサッカー教室くだざいというこ

とで､名古屋市も変わってきています｡ですから、

Ｊのクラブは地域に対して、何か貢献していかな

くてはならないと思います。地域に対してすごく

影響力をもっているのが、Ｊのクラブなのではな

いかと思っています。

Ｑ

　

Ｊのクラブは株式会社として展開されていま

す。例えば育成・普及活動をやっていても、それ

は儲けでやっているんじゃないかという見方とか

をされてしまう部分があるかと思うんですが。例

えばもうすでにあるスポーツ団体との関係性はど

うなっているのか教えていただきたいのですが。

山下氏：子どもたちを育てるためのハードの部分

は、三好町にお金をだしてもらい芝生のグラウン

ドや、照明をつけたりしていただいています。で

も基本的な運営は三好町サッカー連盟の運営で

す。そこにゲランパスエイトとしては、指導者を

派遣しているということです。また、この地域に

は三好町のサッカークラブもたくさんあります。

その中から指導者を目指す人を集めて指導者講習
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会や審判講習会を行ったりしています。ソフトの

部分で協力させてもらっているということです。

Ｑ

　

日立製作所という会社も確か２千何百億とい

う赤字をだしています。一方で、一人ひとりが自

立してくるという問題とは別に、そういう人たち

をうまくある方向へ力を結集させていくという意

味で、非常にマネージメントという問題が大切な

点だと思います。お聞きしたいのが、このマネー

ジメントという問題について聞かせていただきた

いと思います。どちらかというと企業もこのマネ

ージメントの専門化はいません。サラリーマンが

出世していって、いつのまにか経営者になってい

ます。実は経営に対して何をしなければならない

か解らずにやっているんで、今の日本の弱さがで

ていると思います。

　

また、アメリカではシティーマネージャーとい

う明確に地域をマネージメントする専門化がいま

す。日本にはない組織です。アメリカのスポーツ

見ていてすごいなと思うのは、例えばＮＣＡＡ。大

学スポーツがビジネスをしている。儲けていると

いう言い方は少し変かもしれませんが、でも収入

を得て自分たちがより発展していくためにそのお

金を有効に使うシステムができているというこ

と。ＮＰＯやPFIの問題も、実はそのマネージメン

トが全然ないので、日本に簡単に根づくとはあま

り思っていません。マネージメントの仕掛けさえ

あれば、そういう人たちがいれば、何かうまく地

域で有効活用できるようになっていくのではない

かと思います。

黒須：ドイツには「ゲマインルイッツィヒ」とい

う言葉があります。ある特定の人たちがスポーツ

をするのではなく、みんなに開かれていなければ

なりません、そういうスポーツクラブが、地域の

郵便局のようなかたちであるわけです。マネージ

ャー、クラブづくりのアドバイザーです。地域の

クラブづくりをアドバイスするような人がいると

いうことです。日本の場合も、全国に１万力所総

合型地域スポーツクラブをつくったと仮定する

と、できればそこに一人専門職としてのマネージ

ャーような人を配置することをしないと、なかな

か「民」を育てることはできないのではないかと

思います｡そういった政策提言をしていかないと、
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ただただ数を増やしたから社会の流れが変わるか

というとそうではなくて、図書館に秘書がいると

いう感覚で、やはり総合型地域スポーツクラブに

は必ず一人専門職を置く必要があると思います。

Ｑ

　

ご参考までなんですけれども、企業における

経営品質商というものがあります。日本では盛ん

になっていません。アメリカではポーズリッジ省

と呼ばれています。IS014000とか9000

とかいう数字が新聞に載っていますのでご存じか

と思います。経営をするために何を評価していく

のか、何を注目していくべきかをアメリカでは明

確にうたっていて、今では州のレベルでそういう

省を設けているということです。日本でも板橋区

が注目されています。

　

スポーツと関係ある点で一つだけ報告しておき

たいことが、この経営品質商の第１号をとったの

が、千葉県のある小さなゴルフ場です。そこは経

営品質商の考えにのっとって、すごく素晴らしい

経営をしています。こういうものがいろんな場で

参考に使われていけばいいんじゃないのか思いま

す。サッカー協会の中のスポーツ医・科学研究会

は、直接マネジメントを取り扱う部署ではないの

かもしれませんけれども、考えていただける方が

出てきていただけたらいいなとと思います。

Ｑ

　

地域に根ざしたスポーツクラブづくりという

中で、既存の団体との共合が一番大きな問題では

ないかと思います。特に学校スポーツとの関係を

どのように見つけていくのでしょうか。宮村さん

から聞きたいんですが、南宇和なんかはある意味

では地域に根ざしたにれは選手づくりかもしれ

ませんが)、そういう意味ではうまくいった地域

だと思いますが。

宮村氏：学校体育は１００年の歴史があります。

社会体育や我々の理論なんかは到底かなわない。

しかし、学校体育はそろそろ限界にきているとい

えるのではないかと思います。サッカー協会の場

合は少年が社会体育、中学校が中体連、高校が高

体連、一般が社会体育になっています。我々は上

と下から挟む形で、少年たちをサッカーに巻き込

んでいるわけです。部活動を学校から切り離す方

向にするという文部省の次官通達がでました。週

５日制ですから、地域が受け取れるところは受け
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取って、無理な部分は徐々に移行していけばいい

と思います。

山下氏：社会体育も学校体育も別に意識する必

要はないと思っています。了･どもを中心に考える

と、クラブでやろうが学校でやろうが、一貫した

同じサッカーの教え方をしてもらえば一緒だと思

います。グランパスのサッカーの指導のカリキュ

ラムを理解してくる人たち(先生・地域の指導者)

が仲間になって、小・中・高、一貫した教え方が

できるようになればいいと思っています。

黒須氏：グローバリゼーションということが言わ

れていますが、決して世界の流れではなくて日本

がもっているアイデンティティーというところか

ら見たとき、これまでの学校の運動部のエキスと

いうものは絶対に生かすべきだと思っています。

ただ、その学校が高校の先生は高校の生徒だけ教

える、中学校の先生が中学生だけ教えるという、

そういう考えはなくなっていくんではないかと思

います。子どもたちにひとつでも多くのスポーツ

を、同じ場所で気軽に親しめるそういった環境を

つくるために、このまま学校運動部がいいのか、

総合型地域スポーツクラブのようなかたちでつく

っていくのがいいのか。こんな議論を住民の中で

していった時に、学校運動部を核として学校の先

生が子どもだちから高齢者までスポーツを教えら

れるような仕組みづくりをしていったらいいと思

います。

Ｑ

　

例えばＪリーグの理念や総合型地域スポーツ

クラブは、スポーツにおける体育だけではなく、

おそらく実は日本社会に対する挑戦だと思うんで

す。例えばアントラーズがバスケットボールに取

り組めば、おそらくバスケット連盟とぶつかるは

ずなんですね。ですから、Ｊリーグのクラブが日

本の社会を変えていくという視点が必要だと思い

ます。その中で黒須先生がおっしゃられていた、

横並び意識、指導者が変わらないと変わらない、

社会観念が変わらないと変わらないという意識。

みんなそう言ってしまうとどうしてもうまくいか

ないんですね。明らかに週７日練習するのはおか

しいわけですから、例えばサッカー協会として小

学校は週３日しか練習できないとか、中学校・高

校は５日しか練習してはいけないとかいう通達が
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だせれば､変わるという気がするんですけれども。

浅見氏

　　

７５周年の時の協会のキーワードが

「ありがとう、そして未来へ」です。７５周年の

時に「ありがとう」はやったんですけれども、

「未来へ」のことはあまり議論していない。翌年

１年かかって、２１世紀へ向けてサッカー協会は

何をすべきなのかという議論をしました。その中

で、今の競技会の在り方や子どもから高齢者まで

の技術面の方向性等を議論し始めています。

Ｑ

　

サッカーだけではなく、スポーツ界全体がそ

うあるべきなんだと思いますが、マスコミを通し

た広報活動がまずありきなのではないかと思いま

した。

浅見氏：学会レベルでもそういうステイトメント

が出だしております。

中塚氏：今ご指摘のあった内容は、要するにマ

ルチスポーツ化です。一つの種目だけを生涯続け

てやり続けるというスタイルではなくて、複数の

種目に関わっていけるようなスポーツライフ。そ

れの受け皿としての総合型地域スポーツクラブ。

そういう視点も多分あると思います。

黒須氏：最後に福島県の事例として、ラビット体

操教室のクラブがあります。周りから見ると道楽

でやってるんじゃない’かとか、金儲けをしてるん

じゃないかとか、そういう見方をされてきたそう

です。そのクラブが現在ＮＰＯ化に向けて動き出

しています。今ＮＰＯ法の欠陥といわれているも

のは、税制の優遇措置がないとか、寄付に対して

免税がないということです。また、マネージャー

的な人もＮＰＯとして雇うことができるというこ

とを先ほど発言しました。福島では学校で器械体

操をやっているところは数えるほどしかありませ

ん、会津の方では、高校の機械体操部は絶滅状態

です。やはり、そういった状況に対して、地域の

クラブが果たす役割というものが、大きいと思い

ます、それが、単なるスポーツだけではなくて、

これからの自発性に基づいた社会づくりというも

のに対して、スポーツが仕掛けていく。民をそだ

てていく、住民を育てていくきっかけとして、こ

のＮＰＯというものに対して総合型地域スポーツ

クラブが名乗りを上げ、それがある特定の地域取

り組みだけではなく、いくつかの地域が声を上げ
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て集めていくことによって、社会の流れは間違い

なく変わるというように私は確信しております。

山下氏：先ほどのマネージメントのところで言え

なかったんですけれども、私たちの活動もちょう

どここにぶつかっているところです。これまで育

成・普及活動をやってきて、地域に対して正しい

ことをやってきたのか、それをどのように評価を

したらいいのか、きちっとした評価の尺度を決め

なければならないと考えています。スタジアムに

来る人、子どもたち、協会、ハード部分などの評

価です。一定の尺度で評価してみて、今後どっち

の方向で進めればいいのか、地域に対してどう方

向性を示していけばいいのかを考える時期がきた

と思います。

　

我々の活動は、「プラン・ドゥー」まできまし

た。機会があれば、日本全体のクラブが評価でき

る尺度というものが完成すればいいのですが。そ

れまで私自身は草の根のスペシャリストで頑張っ

ていこうと思っています。

宮村氏：高知県サッカー協会には、医事委員会と

いうものがあります。この中で一番大事な問題と

して特にジュニアの段階でのオーバーユースとい

う言葉を初めて知りました。もうひとつオーバー

コーチング。セルジオ越後に言わすと、「水をや

りすぎたら木は枯れる」ということです。

中塚氏：代表強化という視点だけではなく、サッ

カーの振興・スポーツの振興に医・科学的な視点

というものは不可欠だと思います。地域社会とサ

ッカー振興を考えたときに、医学や科学がどう関

わっていけるか、これも常に視野にいれなければ

いけないだろうと思います。スポーツ振興は、ス

ポーツだけの軸で考えるのではなく、他の医療と

か福祉、環境、町づくり等も含めたトータルなシ

ステムの中で考えていかなければならないと思い

ます。
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池田誠剛

(厠日本サッカー協会技術委員・筑波大学)

((師日本サッカー協会スポーツ医学委員・東京大学)

(剛日本サッカー協会科学研究委員・北海道教育大学函館校)

(明治製菓㈱)

((則日本サッカー協会科学研究委員・横浜マリノス)

池田氏：「代表チームの競技力向上」と題しまし

て，シンポジウムを開催させて頂きます．

　

本日は代表レベルの技術力向上をテーマにして

４人のシンポジストの方をお招きいたしました.

2時間半の中で初めに各役割，立場からお話を頂

き，その後にフロアの方から，質疑応答の時間を

設けております．なるべく，ディスカッションに

時間をさいてシンポジウムをいい方向へもってい

きたいと思います．

　

まず始めに小野剛さん．現在，日本サッカー協

会の技術委員であり, 1998年ワールドカップでは

みなさんもご存じの通り岡田監督のもとでコーチ

という大役をされました.

　

2番目の方は，福林徹先生．現在，東京大学で

教授をされております．福林先生も前ワールドカ

ップ98年フランス大会で帯同ドクターとしてご活

躍されました．

　

３人目が浦上千晶さん．明治製菓に現在勤務さ

れており，フランス大会の日本代表チームの栄養

アドバイザーとして参加されました．

　

最後ですが，田中和久先生．北海道教育大学函

館校で教授をされております．田中先生は実際の

代表スタッフとしてではなく，裏方のサポート役

として，前ワールドカッブテクニカルレポーティ

ンググループのメンバーとして活躍して頂きまし

た．今日はゲームの分析についてお話していただ

きます．

小野氏：私は岡田ジャパンのアシスタントコーチ

として主に，テクニカルとスタティスティカルな

部分を担当してきました．ただ，あまりその部分

に踏み込み過ぎますとそれだけで１時間２時間に

なってしまいますので,岡田監督が今日いない分，

少し全体的なところを話して，その中で我々はど

のような形で協力しながら，それぞれのリスポン

シビリティを持ちながら協力してきたかという点

を話して，ドクターそれから栄養アドバイザーの

方にバトンタッチしていきたいと思います.普通，

最後のところから話をして，そのために何をした

か，それで，その前に何をしたかという風に話す

のが得意なのですけれども，最終予選を決めてか

ら，ワールドカップ本大会まで，時系列に従って，

どんなことをしてきたのか，その後にどんなこと

があったのかということをごく簡単に触れていき

たいと思います．

　

まず，みなさんご存じの通りワールドカップ出

場を決めたのが一昨年11月ジョホールバルの戦い

になります．非常に劇的な形で勝ったので，非常

に脚光を浴びました．その時，岡田監督が非常に

懸念していたのですが，必要以上にフィーバーし

ているといったところで，それをどうやってうち

消して，平常心を保ち地面に足をしっかりつけて

いくかといったことです．すなわちジョホールバ

ルでのＶゴールの後の試合終了のホイッスルは，

我々のワールドカップに向けての戦いの始まりと

認識したわけです．

　

実際の活動が始まったのは12月の抽選会です．

これは抽選会という意味だけじゃなく，そこに

様々なチームが集まってくる．それから，フラン

ス国内のキャンプ地の誘致がその場で行われるわ
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けです．それは，岡田監督ブラス協会スタッフの

方で，私は他の事情がありまして国内に残ってい

ました．そこで一つ大きなこととして対戦相手が

決まった．もう一つ大きなことはキャンプ地をそ

の場で選定したということです．キャンプ地の選

定は，いくつかの条件を考えてみました．まずは，

非常に静かな落ち着いた環境でトレーニングが進

められること，自然のある環境です．ただ，日本

の選手の場合，完全なルーラルエリアというか．

街から遮断されたような静かな環境だと長期間い

るには非常に難しい．かといって，町中だと落ち

着いてトレーニンフするのは難しい．これは，参

加チーム32力国様々でした．町中を選ぶチームも

あれば，本当に山里を選ぶチームもありました．

我々はそのちょうど中間，非常に閑静な中なんだ

けど，こじんまりとした町機能が存在している，

自然の中を散歩することもできれば，町中をふら

っと歩いてちょっと買い物なんかもできる．そう

いった小さな町機能があるところを選択しまし

た．それから現場スタッフとして，私と岡田監督

が非常に強く感じていたのは,ピッチのことです．

非常にいいピッチがあることと，それから移動に

時間がとられないこと，これは高い集中力のなか

でトレーニングをしたい，そうすると一日一回よ

りは，短い時間を二回とか，あるいは極力時間を

かけないようにして効率的にトレーニングをした

い．その時にホテルからグランドまでが非常に遠

いとそれだけロスになりますから,ホテルの環境，

町全体の環境，そして，最後にピッチの環境とい

った所を考慮して監督が随分足を運んだと思いま

す．協会の人たちがうんざりするくらいだったと

いう風に聞いたのですけれども，そういった中で

最終的にエクスレバンという町を選びました．

　

ここは，非常にいい環境で，今言った条件が全

てそろっています

　

非常に落ち着いた中でできた

んじゃないかなと思っています．それから，町中

より少し高度が高い所にありました．ですから，

気温差には非常に気を配った点で，これは実際に

JIクスレバンに移動してからは常に毎日気温をチ

ェックしていました．トゥールーズとの気温差を

ずっとチェックしていたのです．エクスレバンか

ら１時間ぐらいで行ける町リオンに，一応専用の
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いつでも使えるピッチを確保しました．もし，ト

ゥールーズとエクスレバンの気温差が２度とか３

度とか出てきたら，リオンの方に１時間かけて出

かけていってトレーニングしてもしょうがないと

いった形で気温をチェックしていました．唯一の

不安がその気温だったのですが，他会場の気温と

チェックしましたけれど，それは問題はなかった

です．フランスの国の中で寒い日には寒い，暑い

日には暑いという風に最終的にはなったのですけ

れども，地域によって気温差は出てこなかったで

す．

　

ちょっと，話がエクスレバンの方にそれてきま

したけれども，抽選会の話に戻ると，もうひとつ

重要なことは，先程いいました通り対戦相手が決

まったということです.対戦相手が決まってから，

今度は戦術というものを考えて，いろいろやって

いかなければいけなくなりました．私はそこから

忙しくなってきました.初戦であるアルゼンチン，

ここに全力をとにかく向けなければならない

　

ア

ルゼンチンは優勝候補でしたから非常に難しいの

はわかりきっていて，ただ，ここで大敗をしてし

まったら，あるいは得点は１点差２点差であって

も，「これは通用しない．全然違う」という形に

なったら次の２試合というのは相手が云々じゃな

くて，勝つ要素が非常に少なくなってしまう．そ

こで，「とにかくいけるんだ」といったことを求

めなきゃいけない．そのためにもアルゼンチンを

徹底的に分析していきました．相手チームを見る

ときに自分はアルゼンチンの監督だったらどうか

という観点で見るのですけれども，そのために何

試合か現地で見せてもらいました．そうすると，

パサレラ監督はこういう風につかれてきたら嫌な

んだなと，それをごまかすためにポジションをこ

う変えたんだなと，ここがこうだからベロンをあ

んな高い位置じゃなくて，あげないようにしてた

んだなとか，ここが最終的にどうしてもひずみに

なるから，センター３人の中の右が決まんなかっ

たんだな．シャモという攻撃的な選手がいるんだ

けど置けなかったんだなとか，いろんな点が見え

てきます．それで，それと日本チームとを見比べ

てそのギャップがどうしても存在する．それで，

そのギャップを埋めるのはトレーニングというこ



小野，福林，田中，浦上，池田

とになると思います．ただ差といってもいろんな

差があります．やったら必ず負けるという差と，

そのギャップを埋めていくと勝敗はわかんない，

最後にコロッと石が向こうに転がれば向こう，こ

っちに転がればこっちというぐらいの差までは持

っていけるんじゃないかと，差があることは確か

だ．でも，それは縮められる．それで，最終的に

石がコロツと転がればこっちに転がるかもしれな

い．そういった試合はできるんじゃないかという

確信は持っていました．

　

実際にチーム作りの所をお話しします．トレー

ニングが始まったのは，オーストラリアキャンプ

ですけれども２月８日から20日まで行いました．

その中で相手はアルゼンチン，クロアチア，ジャ

マイカ特にアルゼンチン，クロアチアというのは

強いチームです．そういった対戦相手が決まって

いました．岡田監督が強く言つだのは，「同じ人

間が同じルールで同じピッチの上で行うスポーツ

だと，絶対怖がることはない．堂々とやるんだ.」

と，ただ全ての面で一面からとらえていくと非常

にバランスが悪い．「勝て勝て勝て」と頑張って

ワアッーつといくと，どっかでパニックが起こっ

てしまう．同じ人間なんだ堂々と戦おう．ただし

堂々といって討ち死にはしちゃいけない．今ある

差は厳密に把握しなきゃいけない．差はしっかり

と認識した上で，戦わなきゃいけない．そこをど

うやって構築していくか，最初の強化でも，

「堂々と戦おう.」でも「今ある差を認識した上で

それをきちっと埋めていこう.」といった事を強

く出していました．それで，オーストラリアキャ

ンプでは少し人数をふくらましたので共通理解を

もう一回徹底するということを，それから選手を

選考するということがテーマとなりました．

　

日本に帰ってきて行っだのが，ダイナスティー

カップです．その３試合の中でいくつかトライを

させていただきました．相手をこういう場合とい

う形で想定してやっていくことになります．相手

が先に得点をした．こっちか点をとっだ，その中

で柔軟に戦術を変えていって，その試合をものに

するというのが普通の試合のやり方ですけれど

も，そこをあえて無視した面があります．いちい

ちそこでこうなったからこうやろうといってその
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場その場での目先じゃなくて，少し最終的なもの

を追っかけてみようということです．特に中国戦

では先に失点をしてしまっだので意図した通りの

展開には持ち込めませんでした．だからといって

そこで，じゃあ初期の方針を変えてやろう，じゃ

あいったい僕らに何試合残っているんだといった

ことを計算して考えましたので，かなりその中で

は最終的なイメージの中で今日はこのためのトレ

ーニングの試合なんだということを強調してやっ

てきました．その中でアルゼンチンの視察がだい

ぶ進んでいった段階です．そこである程度出て来

たのが．どうしてもシステム的に厳しくなってき

た．岡田ジャパンになって４バックにして，トッ

プ下に一人置くことによって流動化させて，それ

でスペースを作ってその中に進入していく．そう

いったサッカーをしてきました．４バックにする

とどうしてもセンターのところで２対２ができて

しまう．そこをボランチがカバーする．あるいは

アウトサイドがカバーしていた．ただボランチが

攻撃に出た時にある程度相手がさあ一攻めますよ

一っていった時にはボランチのカバーが効くので

すけれども，こちらからきちっと組み立てていく，

組み立てたボールをポンつと取られた場合にボラ

ンチのカバーがきかなくなる．アウトサイドのカ

バーが効かなくなる．そういった形で４バックで

やる．最終的にイメージしたところが４バックで

やると非常にきついんじゃないかといった所で，

実はこの段階である程度３バックのことを考えて

いた．導入しなきゃいけないなっていうことを考

えていました．それで，次に韓国戦があったので

すけれども,韓国戦に与えられた日数は２日です．

２日で中途半端に３バックを導入して，大敗した

らもう２度と３バックでやるケースは我々として

は失ってしまいます．ですから，最終的なチェッ

クということで４バックでトライをして，短い期

間の強化期間ですけれども，もう一度そこでトラ

イしました．

　

それで，実際の所は５月，キリンカップ前の強

化キャンプがありましたのでその中でいろいろや

っていこうといった形になりました．それでこの

５月のキリンカップでの強化キャンプは我々にと

って非常に大きな目的がありました．一つは大き
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な戦術変更をきちっと選手に理解させていくこと

ができるかどうか，これは岡田監督と私にとって

非常に大きな冒険でした．私とスカウティング部

門で私の手足となって動いてくれた影山，四方田

の２人が集まり，５月の連休の時に岡田監督と共

にずっと３日泊まり込んで，徹底的に３バックで

やるコンセプトというものを組み立てました．３

バックにはどうしてもネガティブなイメージがあ

って，これは，１つはメディアに作られたイメー

ジ,あるいは１つは自分達で戦ってきたイメージ

だけど，３バックでやってる試合が全てうまくい

っていないかというと，そうでもない．全ての３

バックでやっていた試合をチェックしました．す

ると，いい時もあれば，悪い時もある．当然，そ

の中でいい時はどうだったのか，悪い時はどうだ

ったのか，対戦相手がどういう時だったのか，選

手はどうだったのか，そういう風にやっていくと

１つの傾向が絶対見えてくる．それで，出たいく

つかの結論ですが，自分達でゲームを支配しなき

ゃいけない時に３バックにしているとうまくいっ

てない．相手が自分だちより実力が上である程度

受けなきゃいけない．だけど自分達のサッカーを

その中でやっていく．そういったバランスの中で

やっている時には機能していた．そのことは１つ

の例ですけれども，１つずつ洗っていくわけです．

それから，次に今回３バックというのはどういう

ものなのかということ，これはイメージを持って

もらわなければならない．納得してもらわなきゃ

いけない．ですから，その部分をきちっと説明し

た上で，今度やる３バックとはこういうことなん

だ．前線からはこういった形で追いかけていく，

ただ，ここまで追うと確実にやられてしまうチー

ムなんだ．ここまでいって，もしだめだったら一

旦またやり直すんだといったところを説明する必

要がありました．海外の一流の試合なんかを片っ

端から見て，これだ，このチームのやっているこ

の部分のディフェンスだというものをどんどん集

めていきました．それで，前線からのディフェン

ス，それから前線がディフェンスしている時の最

終ラインはどうするのか，どうコントロールして

高い位置を保つのか，常々，ぺ夕べ夕引いて守備

的な戦いをして守り切れるわけではないというの
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はれかってましたので，攻撃的なディフェンスを

しなければいけない．高い位置に保ってコンパク

トにしていかなければいけない．そういったこと

をビデオを通じて伝えていった．なおかつビデオ

ではどうしても前線がフレーしている時の最終ラ

インそういったものが写っていない．そこはコン

ピューターグラフィックなどを用いて説明したわ

けです．そういった形で最初のミーティングは，

我々コーチングスタッフ側にとって非常に大きな

勝負でした．それは，比較的うまくいった．それ

で，非常に納得してくれた形で，それから新しい

コンセプトに挑んでチームを強化していく，その

ような体制がとれました．

　

それともう１つは，スタッフをもう一度きちっ

と固めて行こうと一人一人の役割をきちっと明確

にして，なおかつ全体的に協力していく体制をと

ろうということで組織図を作り，スタッフミーテ

ィングも行いました．実際どのような形で行って

いったかというと，ボスは岡田監督です．ボスは

絶対的にボス．そういった形でやっていかなけれ

ばいけない，アシスタントとして私かついていま

す．私か全ての情報を一元的に管理する．アドミ

ニストレーティブな部門は湯川というものが担当

しました．彼のもとには総務的な仕事，トランス

ポーテーションとか宿泊のこと様々なことです．

登録のことで，それを担当するもの．それから，

広報です．広報は加藤英樹，小野沢というものが

いまして，アシスタントもつきました．広報をそ

こで管理する．なおかつ，エクイップメント，試

合の準備，用具の管理そういったものは麻生，寺

本の２人が担当し，それを湯川が一括してコント

ロールしました．それから，私か掌握している部

門は現場スタッフ部門で，まず１つはコーチング

スタッフです．私の下にフィジカルコーチのフラ

ビオ，一非常にいい形でやってくれましたー．そ

れから，ゴールキーパーコーチのマリオ，それと

私，岡田監督含めてコーチングスタッフです．そ

れから私の直属，手足になって動いてくれたのが

影山，四方田というスカウティングスタッフ，彼

らは他の国にどんどん出ていって情報を取ってき

たり，あるいは私か意図するビデオを作成したり，

いろんな資料を作ったりとかいう部分まで手伝っ
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ていただきました．あとはだいたい，トレーニン

グをビデオにとっていました．特にＡ，Ｂ戦なん

かだと必ずビデオにとってその日のうちに夕食終

わったら，私と岡田監督と，そのスカウティング

スタッフと３人でビデオを見て，よくなった点が

あればよくなった点，修正すべき点があれば，攻

撃，守備とわけてビデオを編集して必要があれば

翌日のミーティングで全員に見せる．あるいは，

全員でみる必要がなければ，私の部屋に呼んで，

例えば城だけ呼んでちょつと見せるとか，秋田と

中西だけ呼んでちょっと見せるとか，そういった

形でやってました．編集しても使わなかった部分

もたくさんあるのですけど，とりあえず，その日

の練習はその日のうちにチェックするという形で

進めてきました．

　

もう一つ大きな柱がメディカル部門で，それは

私の後に話しをしてくれる福林ドクターがその部

門をリードアップしてやってきました．福林ドク

ターの下に３人のトレーナー，徳広，田中，並木

とそれぞれ一様にタイプの違う．その辺のところ

はドクターの方に話しをしていただきたいと思い

ますけれども，トレーナーがいてメディカルな部

門と統括していました．さらにニュートリション

です．ニュートリションアドバイザーで浦上千晶

さん．さらに彼女のもとで連携をとって食事を作

ってくれる日本からの帯同コック，そういった形

でメディカルな部門を掌握してもらって，その情

報を私か得て，それで基本的に福林ドクターと私

が毎日連絡を取って，必要な情報を岡田監督にあ

げるということにしていました．いろんなところ

のひとつひとつ小さなことまで全部岡田にいって

しまうと情報というのは混乱して，監督が一番集

中しなきゃいけないところに集中しづらい状況が

できてきますので，一応，私か把握しながらとい

う形をとりました．ただ本当に怪我の場合とか，

いつ復帰できそうだとかいう所はクッションが入

れば入るほど情報というのは不確かになることが

ありますので，その部分はドクターから監督へ，

あるいはトレーナーから監督へといった形の直接

のパイプにしておきました．我々のスタッフとし

ての仕事は「協力してやっていこう」だけれど

も一人一人は「リスホンシビリティーを負おう.」
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自分の分野に関してはリスポンシビリティーをし

っかり持ってやっていこう．これもある意味では

一見矛盾する面です．それぞれの部分のレスポシ

ビリティーを持ってやる．ある意味でいうと私は

自分のテリトリーがあって，人のテリトリーに簡

単に踏み込んじゃいけない，だけれども協力はし

ていく．難しくわかりづらい所かもしれませんけ

れどもそのよう形でやっていきました．そうなる

と自分の部門はパーフェクトにやりたい．でも全

体の中でそこの部門がどうなのか，そこだけやっ

ていくと，他にひずみが来るんじゃないかという

のが非常にたくさん出てきます．その時はその都

度ディスカッションしてきました．そのようなデ

ィスカッションはかなりあったのですけれど，そ

の１つ１つは必ずプラスになっていると思いま

す．もちろん，栄養アドバイザーともありました

レ

　

トレーナーともありました．私自身がフラビ

オともいろいろありました．例えばフラビオとの

ディスカッションですと，彼はフィジカル部門に

レスポンシビリティーを負ってるわけです．そう

すると一時，寒い時期があったエクスレバンで，

雨が降って，彼にしてみればウォームアップをま

かされて，誰かがウォームアップ不足で怪我をし

たなんていったら，一気に選手からの信頼を失っ

てしまうわけです．ですからパーフェクトにやり

たければ30分くれ，35分くれといった形になる．

ただ，岡田監督も，もっと大切なテクニカルなタ

クティカルなことをやっていかなければいけな

い．かつものすごい高い集中力の中でやらせたか

った．なんとか練習を75分におさえたかった．練

習を長くしてやろうといったらクオリティーが落

ちてしまう．ですから，フラビオの方になんとか

20分でやってくれ，そうするとフラビオはそれじ

ゃあできない．じゃ，その後はどういう練習をや

るのかと，その後はワンタッチコントロールでパ

スがもっと正確に出せるような形でやると．よし

わかった，じゃあ25分でここまでやって，それを

ウォームアップとしウォームアップの中にそれを

最後にいれるからというような形でやっていくわ

けです．フラビオはその点，非常に何を求める練

習なのか，この日のこのセッションは何を求める

ための練習なのかということを非常に把握してく
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れましたので，いろいろ自分の要求は出すけれど

も，こっちでこういう中でやるんだと，次にこう

いうトレーニングをやるからこういう風にやるん

だといったら,それに応えててくれたと思います.

［それじゃあできない］と言ったことは一度もな

かった．与えられた中で彼のもっているものを非

常にうまく出してくれたと思います．自分のとこ

ろをパーフェクトにやりたい．でも全体のバラン

スの中で協力してやっていかなくてはいけない．

その中で一人一人のスタッフが非常にいい形で動

いてくれて，ワールドカップにのぞむことができ

たんじゃないかと思います．キリンカップの方は

比較的いい形で特にチェコが非常にいい相手だっ

たので自分達の目指すサッカーというのがだいぶ

固まって出発することができました．

　

それで，５月27日に出発，最初にニオンに入り

ました．これは最初にエクスレバンに入るという

ことも，もちろん選択肢にあったのですけれども，

ひとつ，同じ国にずっといるのは息が詰まってく

る．長丁場になります，１次リーグ突破するとな

ると，１ヶ月以上に及ぶかもしれない．そういっ

た長丁場．最初は少しでも，最初のキャンプは少

し違う所に行こうと，ただ，そこからエクスレバ

ンに入るのが大変だったら移動で疲れるようじゃ

困る．ということで，バスで移動できるニオンと

いった所で，非常にいい場所でした．レマン湖の

ほとりにあるホテルを使って，それからスポーツ

施設も非常にすばらしく整っていて，本当にいい

形でキャンプができたと思います．それでローザ

ンヌに非常にいいスタジアムもありました．そこ

で，メキシコ，ユーゴとトレーニングマッチを行

うことができました．特にユーゴ戦では目指すサ

ッカーがとりあえずの所まではいったという確信

を得て,ワールドカップに入ることができました．

それで，エクスレバン入りして先程いったように

絶えず周りの気温差はチェックしながら，それで

当日の試合時間に合わせたりして最終的な調整を

してきました．それで，試合会場には24時間前に

は10km以内に入らなければいけないということで

トゥールーズには，２日前に入って，２日そこで

練習をして，それでアルゼンチン戦です．そこか

らはあえて私か言わなくてもみなさんわかってる
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と思うのですけれども，ある程度の所までできた

なと，でも最後の所はもちろん勝つまでにはいた

らなかった．その評価を私かするものでなくてそ

れぞれの評価をしていただければいいと思いま

す．それからクロアチア戦，その日は非常に暑い

日になりました．これは，もう37度とかだったと

いう風に聞いたのですけれども，非常に暑い中で

戦い非常にきつかったです．ただ選手の方は比較

的いい形で動いてくれたんじゃないかなあと思い

ます．クロアチアの方もだいぶバテていました．

当然，前の試合より，普段よりは，コンディショ

ンは低下して，でも，その中のコンディションの

低下というのは最小限に，フラビオもうまくもっ

ていってくれたと思いますし，メディカル部門の

協力もあって比較的いい形でいったんじゃないか

なあと思っています．ある程度までシナリオ通り

進めることはできたのですけれども，やはり決定

力の差というところはありました．最後，ジャマ

イカ戦，これはどうしても勝ちたかった試合でし

た．もちろん向こうの選手の中には，今プレミア

リーグで得点王を争っているような選手もいます

が，総合力では勝てると思っていました．なんと

か勝ちに行きたかったのですけど，やはり１次リ

ーグ突破がその時点で可能性がなくなった．とい

った中で非常に難しいものがありました.その辺，

戦い方，それから日本の技術レベル，戦術レベル

そういったものもあるでしょうけれど払メンタ

リティーの差というものは非常にあったかなとい

う気がしています．試合の所は簡単に３試合触れ

ましたけれど，そういった形で準備しながらのぞ

んだということです．

　

それで，ここから先，また2002年へとつながっ

て行きます．ワールドカップとは，ピッチの上の

90分の戦いのようで，実は国をあげてその４年間

に何をしていたか，そういったところがその場に

集約されていくんじゃないかという風にも思って

います．次に向かうためには，やはり本当に若手

育成をはじめいろんな面を含めてやっていくこと

が非常に重要なのではないかと思っています．と

いうことで，時系列を追って全体的な所を話させ

ていただきました．あと細かいあたりの点，それ

ぞれの部門で話をしていただきたいと思います．
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福林氏：メディカル部門ということでメディカル

関係の話を続けてさせていただききます．途中か

らスライドでお話を続けさせていただきますので

よろしくお願いします．メディカル部門は先程小

野コーチから話がありましたように，整形外科の

ドクター１名でその他にトレーナーが３名ついて

おります．ニュートリッショナーの方，栄養の部

門はあとで浦上さんのほうから話がありますの

で，そちらの方は切り離しましてメディカルだけ

に限ってお話させていただきます．もともと私と

宮川先生と２人でやっていたのですが，最終的な

本番は私ということで帯同したということになり

ます．特にトレーナーなんですが，普通，今まで

トレーナーは単なるマッサージというイメージが

強いのですが，最近のスポーツ医学委員会のイメ

ージとしても，ただマッサージじゃなくて全体的

なコンディショニングケアができる人ということ

で一応考えておりました．そういう意味で，私個

人が選んだわけではないのですが最終的に３名専

属トレーナーとしました．徳広さんを始めとして

あと田中さん，それから並木さんとこの３名は非

常に各々特徴があり，非常にいい組み合わせだっ

たと思います．具体的にはどういうことかといい

ますと，一人は全体的なことを見れてマッサージ

からコンディション，ストレッチング，その他リ

ハビリテーションのようなこともできる人．それ

から，もう一人はリハビリテーションとかテーピ

ングが少し苦手だけれど，特にマッサージで名前

が売れていて，これは日本でも屈指の人．それか

らもう一人は特に若い年代とよく話があって若い

年代の人に直接入り込んでいけるような人．その

上,技術もあって，ある程度リハビリテーション

もがっちりできる．というような３名がうまい具

合に組合わさったと思います．各々，一応選手を

わけながらマッサージを含めたコンディショニン

グをやっていただきました．ただ，そうしますと，

お互い情報交換がなくなりますので，必ず夜に集

まりまして，それで私を含めて４人で各々選手は

どうだったかということを必ずチェックをしまし

た．その情報を先程，小野コーチが中しましたよ

うに，翌朝一番で小野コーチにある時はプリント

アウトして渡しますし，ある時は口頭で申しあげ

るということで，全ての情報を小野コーチの方に

インフォメーションするということを毎日，基本

的にはやってきました．非常に急ぐ場合とか特殊

な情報につきましては，小野コーチに申し上げる

とともに岡田監督のほうにダイレクトにいったと

いうケースもありますし，また私を通さないでト

レーナーからダイレクトにいったケースもありま

す．基本的な流れとしては，期間中を通して，こ

ういう流れでやろうということでその通りにやっ

て結果的には，お互い同じような情報を持ててう

まくいったという風に考えております．

　

それでは，ここからスライドでお話を続けさせ

ていただきます．

<表1＞

　　

ドクターの役割

１。出発まで

　　　

各チームと連絡して選手の状態の把握

　　　

医薬品の準備

　

FIFAへの事前届け出

２．外傷・障害の診断､予防､治療

　　　

トレーナーと協力して治療を行う

　　

３．内科的疾患の診断と治療(貧血,アレルギー性

　　　　

皮膚炎

　　

４．ドーピングコントロール

　

ドクターの役割は，各チームと連帯して選手の

状態を把握すること．医薬品の準備．後で各チー

ムと連帯して選手の状態の把握の具体的な例をお

話しします．それから，２番目の外傷，障害の診

断，予防，治療もドクターとしてトレーナーと協

力してやってきました．それから，内科的疾患の

診断と治療，これは後でまた事例が出ますので具

体的なことをお話しします．それから，毎試合ド

ーピングコントロールがありまして，ドクターは

ずっとドーピングコントロールについておりまし

た．

　

トレーナーは，ドクターとオーバーラップする

ものがあるのですが，テーピング，ストレッチン

グ，アイシングを基本的に３名のトレーナーにお

願いしました．その他にマッサージそれから針灸

の免許を３人とも持っておりますので，針治療を

併用して行う．その他，物理療法としては，大し
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計測，これだけは私の

　　　

前から武井ドクターが

　　　

いたころからずっとや

　　　

ってきました．それか

　　　

ら食事のこと，体調の

　　　

こと．それから，今回

平均値岡田監督の時，また加

　　　

茂監督の時からですが

　　　

血液検査をやる機会を

　　　

与えていただきました

　　　

ので血液検査を比較的

　　　

頻繁にやりましてコン

　　　

ディショニングの指標

　　　

に使わせていただきま

　　　

した．

　　　　

基本的には必ず体重

　　　

計を２つ持って行きま

　　　

して50g単位での計測

　　　

をしております. 2 kg

　　　

の許容範囲という考え

　　　

で具体的に各選手の体

　　　

重を追っているという

　　　

のが現状です．
平均値
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いますが，この辺でちょうど中央アジアに来た時

に全体に体重が落ちてコンディショニングが悪く

なっています．こういうことがあってはいけない

ということで本大会の時はかなり綿密にケアした

つもりです．

　

これが本大会のスタメンの11名のニオンに入り

ましてから最後のジャマイカの試合が終わる日ま

での体重の一覧です．特に注目していただきたい

のは，この赤いラインで全体の平均値です．これ

１つがだいたい2kgですから，見て頂いてわかり

ますようにほとんど全体の増減は1 kgぐらいで特

に大きく減少した，または増加したあるいは増減

がひどかった選手はおりません．ただ，ここで見

ていただくとかなりの幅で振れている選手も何名

かおりました．一般的に見ますと傾向といたしま

してはフォワードの選手の方が体重の増減が大き

くて，バックの選手の体重の増減は全体としては

少ないような印象を受けております．朝食は強制

的な時とフリーの時とがあるのですが基本的には

午前練習がない場合にはフリーということにして

おりましたので，そういう場合にバックの選手，

体重の増減が比較的少ない選手が必ず食事にきて

いた．わりと増減が多い選手はどちらかというと

朝食にこない選手が多かったということは言える

と思います．特にこの中で，ほとんど直線的にな

らんでいる選手がおります．

　

これだけ体重が増減しない選手がいいかどうか

は問題ですが，彼は非常に，ストイックなほど体

重に対してナーバスで，１日４回ぐらい体重を測

って，自分の体重をばかりながら食事量をコント

ロールする選手です．ですから，これだけ体重が

ほとんど振れないということがあるかと思いま

す．もちろん朝は一番早く食事を食べに来ます．

　

先程，申しましたように採血をわりと頻繁にさ

せていただきました．それでどういうことを見た

かというと，例えばメディカルチェックのような

ものをしてもコンディショニングにはあまり出て

きませんので，普通の採血の場合より，少しビタ

ミン系とかホルモン系を中心にしたチェックをさ

せていただきました．これは，スイス，フランス

に行ってからしたのではなくて，２次予選期間中

および国内での合宿，それから国内から国外へ出
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国する前に検査の会社の人にホテルに来ていただ

いて,あと看護婦さんを呼びよせて採血しました．

２日後には全データをファックスでいただくとい

う形で解析をしました．全身疲労との関係を見る

ためにホルモン系のコルチゾール，過酸化脂質，

本当は活性酸素を測りたいのですが，活性酸素は

レギュラーに測れませんので代わりとして過酸化

脂質を測りました．それから最近は尿中のカテコ

ールアミン，特にアドレナリン，ノルアドレナリ

ンを測りました．それからビタミン関係として，

ビタミンB2を一時測りました．これはデータが

出るのに１週間少々かかりちょっと遅いので途中

からやめました．あと筋疲労との関係でCPK,

ＧＯＴ，貧血との関係はHb，それから血清鉄，フ

ェリチン値を測っております．特にサッカー選手

の場合，コルチゾールは正常より高めで当たり前

ですので，それを代表レベルでの正常値と考えま

した．私か特に注意しましたのはコルチゾールが

異常に低い選手の場合です．異常に低い選手ほど

第２次予選の感じを見ますとコンディションが悪

いこととある程度関連があるような気がしました

ので，特に低めに出る選手というのをチェックし

ておりました．それからＣＰＫはサッカー選手はだ

いたいノーマルより高くてあたり前，値としまし

ては，1000以上は非常にまずいという風に考えて

おりました. 500以上でも，例えば陸上関係では

500以上の値を持ってプレイする場合には日本記

録が出ないといういうように言われますので，

500以上の場合は要注意とし，1000以上の場合は

ゲームに望むのはまずいのではないかという風な

考え方でおります．１回だけ選手で4000ぐらいの

値を示したまま試合にでた選手かおりました．貧

血の値はあとで出てきますが，やはり低い選手が

代表でもおります．かなり本人も自覚しているの

ですが，それでもなかなか良くならないというの

があります．単にHbを取るだけじゃなくてフェ

リチン値まで一応チェックして指導を与えるとい

うことをやっておりました．

　

ドリンク剤とか，補助栄養剤というのは，浦上

さんの話もちょっと関わることです．どういう物

を使ったかと申しますと補助栄養剤のビタミン系

としまして，オーバードライブ，マルチタブ，こ
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＜表3＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜表4＞

ドリンク、補助栄養剤

補助栄養剤

ビタミン系：オーバードライブ､ライフパック

　　　　

マルチタブ､グラビノール､クレアチニン

アミノ酸系：アミノバイタルプロ

　

ドリンク剤

スポーツライト、アミノバイタルウォーター

ポカリスエット､ゲータレード

その他
エネルギージェリー

れは協会が実際に買って任意で希望する選手に渡

したということです．グラビノールはスポーツ医

学委員会の許可を得て持ち込んで，やはり飲みた

い人に飲ませました．それからクレアチンにつき

ましては私共協会サイドは関知せず，基本的に持

ってきた選手，飲みたいという選手には許可をい

たしました．いずれのものも基本的にはドーピン

グにはひっかかっておりません．こちらから持ち

込んで定期的にやっていたのはオーバードライブ

とライフパックあとはいわゆるビタミンタブみた

いなものです．それからアミノ酸系ではアミノバ

イタルフ'ロ，これもやはり協会サイドで買いまし

て飲みたいとう選手には基本的に練習直後に飲ま

せました．それからドリンク剤ですね．吸水の時

に使うものなのですが何を使ったかと申します

と，スポーツライト，アミノバイタルウォーター

チャージャーとそれからポカリスエット，データ

レートに関しましては協会サイドで買いまして選

手のチョイスにまかせたというのが現状です．そ

の他，急速なエネルギー補給，特に糖質補給とい

うことでエネルギーゼリーを使って練習直後また

は試合後に飲ませていました．

　

ただ，ここにいろいろ番号がふってあるのわか

りますでしょうか

　

選手によってわりとリクエス

トがきつくて，結局，調合の方法，少し俺は薄め

にしてくれ，俺はちょっと濃いめにしてくれと，

俺はこれを混ぜ合わせたものをくれとか，いろい

ろな注文がありまして結局ナンバーズというか全

選手の半分ぐらいが番号をふって自分専用のもの

にしていました．我々としてはサポートできるこ

とは全部サポートしてあげたいと，ストレッチな

んかも希望する人にはみんなしてあげたいという

中山選手の場合

　　　

右膝水腫

以前より右膝関節が悪くチームで

mobilization施行。

チームに出向きその技術を学ぶ

　　　　

ポイント

所属チームとの密なコンタクト

こまめなケアー

ことで，選手が少しでも希望すれば，いいことだ

と思えばどんどんやったのですが，最終的にはや

りすぎたのかなというような面も確かにありまし

た．

　

具体的な事例をどういう風に対処したかという

ことについて説明させていただきます．キリンカ

ップに入る前までに代表に選ばれた選手の中で少

し問題と思われた選手がいました．一番問題だっ

たのは,その時は非常に調子が良かったのですが，

中山選手の場合です．その前にダイナステイーカ

ップの時にちょっと膝の調子が悪くて，水腫が溜

まるという傾向がありました．ジュビロの方でモ

ビライゼーションという特殊なテクニックを使い

ましてケアをしていたということがありました．

代表でそのモビライゼーションテクニックをなか

なかやってないものですから，事前にジュビロの

方から話がありまして，私およびトレーナーが行

って，最初そのテクニックを見せていただき，そ

れから何回かトレーナーに行っていただいて実際

にそのテクニックを学びとったというのがありま

す.100％テクニックを学びとれたかというとそ

れは非常に難しいものがありますけれど，そのう

ちの半分強ぐらいのテクニックを学びとりまし

て，本大会期間中ジュビロでやってたのと同じよ

うなテクニックで対処させていただきました．そ

の結果，最終戦で，後で申しますが骨折したこと

はありますが．それまで特に水が溜まってコンデ

ィションが落ちるということは，ありませんでし

た．ひとつのポイントとしては先程中しました通

りＪのチームとのまめなコンタクトがやはり必要

であります．代表は代表で別だというのではなく

結局チームでやってたことを学んできて同じこと
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をやらないと代表チームとの間で非常なギャップ

になってしまいます．今回はよかったことは前も

ってただ聞くだけではなく，行って見てテクニッ

クを学んでそれと同じことをやって，コンディシ

ョン面では何とか中山選手のコンディションを保

つことができた．このように今後ともＪの各チー

ムとのコンタクト，こまめなケアというのは必要

ではいかと思っています.

＜表5＞

　　　　

中田選手の場合

　　

自家感作性皮膚炎

以前からアトピー性皮膚炎がでやすい

Ｊリーグで疲労が重なり症状が悪化

ワールドカップへのプレッシャー

マスコミとの対決

　　　　

ポイント

都内ホテルでの隔離

メンタル重視の時間をかけた皮膚科的治療

　

２番目はキリンカップの前ぐらいから起こって

きたことなのですけれど，中田選手の自家感作性

皮膚炎のことです．実はこの診断名は私か勝手に

つけたものです．彼は前から時々アトピー性皮膚

炎になりまして２次予選の時も少しそこで難渋し

たことがありました．その後非常にコンディショ

ンがよかったのですがやはり，たぶんＪリーグの

疲労が重なり，ワールドカップへのプレッシャー，

それからマスコミとの対決ということで，丁度キ

リンカップの前あたりに少し発熱し，湿疹がかな

り出てメンタル的に非常に問題があるというよう

な印象を受けました．それでポイントといたしま

しては，マスコミと遮断しなくちゃいけないとい

うことがありましたので都内のホテルで隔離をさ

せていただきました．それから，治療しながら本

人の落ち込んでるメンタリティーをあげていかな

いとまずいだろうということで，長時間をかけて

皮膚科的な治療を行いました．２時間ぐらいかけ

て実際薬を塗ってあげて話をして，ヶアをしてい

く所が非常によかったと思います．それで以外に

早く３，４日で湿疹も引き，１週間でチームに合

流することができました．非常にプレッシャーが

かかる時期ですので，ドクターサイドで見ると，

例えば皮膚炎なら皮膚炎の薬を出せば治るんじや

ないかというスタンスでやると，うまくいかない

ということがありました.

＜表6＞

内科的疾患とその処置

１。貧血

　　

４名

　　

増血剤の投薬､注射

２．アレルギー性鼻炎

　

３名

　

注射

３，風邪

　　　　

投薬

４．歯痛

　　　　

抗生剤点滴

　

期間中の内科的疾患は,貧血が４名おりました．

増血剤の投与と，それから一部希望した選手には

注射をしておりますが，この４名というのはいつ

もひっかかってくる４名で，そういう意味で今後

ともチームとのコンタクトを取って年間を通して

ケアをしていかないと治らないと思います．それ

からアレルギー性鼻炎３名，ヨーロッパの方でも

花粉症があることはわかっておりまして，一番ひ

どいのは監督だったのですが，監督の場合はステ

ロイドが打てますので処置は簡単ですが，選手は

ドーピングのことがありますので治療に難渋いた

しました．この花粉症というのはドーピングがあ

る現状では治療するのが難しいのです．これは今

後ともＪの各チームとコンタクトを取って予防的

にコントロールしていかないとベストコンディシ

ョンになかなか選手がなっていかないというとこ

ろがあるかと思います．風邪は幸いなことにみな

さん軽くて集団の感冒とかいうことにはなりませ

んでした．それから，歯痛は１名，直前に歯を抜

いてきましてそれが痛いということでニオンで少

し抗生剤系の治療を行いました.

＜表7＞

主な外傷とその処置

内側側副靭帯損傷

膝内側打撲

足関節内反捻挫

誹骨骨折

足関節外反捻挫

井原選手

城選手(ＭＲＩ)

市川選手(X-P)

中山選手(Ｘ-P)

中田選手
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主な外傷はをここに５例並べてあります．井原

選手の内側側副靭帯損傷,それから城選手の打撲，

市川選手の足関節捻挫，中山選手の勝骨骨折，中

田選手の足関節外反捻挫というのがありますが，

この中で代表的には井原選手それから中山選手の

ことについてお話させていただきます．

<表8＞

　

井原選手の場合

右膝内側側副靭帯損傷

６月２日練習中受傷

　

Grade l

2日後から筋力トレーニング再開

６日後からテーピングをして合流
１０日後からテーピング無しで練習

６月１４日対アルゼンチン戦出場

ポイント

　　

・不安を取り除＜

復帰へのスケジュールを細かく話す
注射で痛みを除き不安をなくす

　

新聞でも報道されましたが６月２日に，ピッチ

で城ともつれて右膝の内側側副靭帯を損傷いたし

ました．程度が１度です．時期が悪くてどういう

意味で悪いかというと，１つは６月14日のアルゼ

ンチン戦まであと12日しかないということ．もう

１つは，ちょうど三浦選手が去った日だったとい

うこと．この２つで井原選手はその時気持ちが動

転していただろうということがわかりました．私

共もこの時見て損傷自体は１度でそれほど悪くな

いのですがメンタル的に非常に動転してるであろ

うと，それで私か考えたことはそれがＩ週間，10

日で治るかどうかはっきりいってわからないけれ

ど，ドクターがわからないと言ったのでは話にな

らないからドクターからはとにかくメデ｀イア向け

には１週間で治ると発表しました．治らなかった

ら治らなかったでしょうがないと思いましたが，

最初から治らないということは絶対に言ってはい

けないと思っだので１週間で治ると．監督にも同

じような話をしてとにかくチームに動揺が広がら

ないようにということで一番配慮いたしました．

２つ目に配慮したことは本人がとにかくメンタル

的に非常にまいってるであろうと，とにかくメン

タルを少しあげなきゃいけない

　

それは何をすれ

ば一番いいかということを考えまして，トレーナ

ーとうまく組んで細かく復帰へのスケジュールを

話して，本人に安心感を与えること，絶対に復帰

でき.ると，この通りにやれば大丈夫だよというこ

とをかなり細かく私か話して，徳広君がまた別の

機会に何回か話をしました．話したとおり２日後

から筋力トレーニングをする．５日後から必ずテ

ーピングをして合流する.10日後からテーピング

を外して練習する，特に痛くて不安を持つと思わ

れる時に２回程不安を取り除いて実際に痛みがな

くなるということを証明するために注射を打ちま

した．痛みは完全には取れないと思いましたが．

不安感をなくしてメンタル的にあげれば絶対に出

れると思いました．そういうことを重視して話を

しながらスケジュール通りにやったというのが正

直な所です．結果としてアルゼンチン戦でよくや

ってくれたと思います．

<表9＞

　

中山選手の場合

　　　

右誹骨骨折

右膝を蹴られるも最後までプレーする
腫脹はなかったが圧痛あり

ねんのため×,Ｐを撮る

　　　　

ポイント

最悪の場合を考え治療をする

こまめなケアー

　

中山選手の場合ですが，合宿前に心配した右膝

の調子は思ったほど悪くならなくてよかったと思

っていたら，最終戦で膝の下を蹴られて負傷しま

した．僕たち入ろうと思ったら本人立ち上がっだ

ので，残念ながらピッチで見られなかったのです

が最後まで本人はプレーしました．それで，ロッ

カールームで患部を見ましたら腫れはなかったの

ですが，圧痛はありました．本人もそんなにレン

トゲンを希望しなかったのですが，最悪の場合を

考えて中山選手を引き連れて救急車に乗って写真

を撮りに行きました．救急車の中でも十中八九は

折れてないけど，念のために撮っておけば安心で

しょうという話をしました．

　

写真を撮って膝はなんともなかったのですが，

ちょっと誹骨にひびが人つておりました．写真を

見て「ゴンちゃんひびが入ってる」と言ったら，

そんなの歩けませんよって，一生懸命歩いてきた

のですけれど，突然歩けなくなりました．ドクタ

ーサイドといたしましては最悪を考えて念のため
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に写真を撮るということは１つの教訓ではなかっ

たかと考えております．

＜表10＞

選手への対応

選手の気持ちを考えたコンタクト

病状の詳しい説明と回復までの道筋

明確な回答

全員を差別しない扱いで

ケアーしすぎもまた問題

　

一番考えたことは,結局大きな大会というのは，

ただ治療して選手の病気を治せばいいというスタ

ンスではだめで，選手の気持ちを考えたコンタク

トをしていかないといけない．気持ちを整理させ

て，気持ちをアップさせるためにはやはり病状の

詳しい説明，代表に来てる選手はきちっと話をす

れば理解する選手ですから，病状の詳しい説明と

回復までの道のりをきちっと話をしてあげるとい

うのが一番いい方法ではないかと考えています．

明確な回答，明確にいついつどうだよって，どう

いう風になるんだよということをきちっといって

あげる．だから大丈夫だよって言ってあげること

が非常に大切だと思います．それから，どうして

もベテランに手がかかりがちですが，全員を差別

しないような扱いをすることが非常に大切です．

長い期間ですので，一人だけ差別をすると非常に

問題になる．それから，もう１つ心掛けたのは，

少しでもよくなることは全部やってやろうという

ことで，結構夜遅くまで少しでも問題ある選手は

みんな対処しました．でもそれでよかったかとい

うと，その後チームに帰ったことを考えますと，

やりすぎたのかもしれません．なんでもかんでも

選手がいったことを全部やってあげるのではベス

トのケアにつながるかというと少し問題かと思い

ました．やはり，どうしても必要なケアと，自分

でやらせるべきケアというのを分けて，クリアに

していくべきという風な感じを得ました．これで

メディカルの方の話を終わらせていただきます．

どうもご静聴ありがとうございました．

浦上氏：６月まで代表チームで栄養アドバイザー

-281-

をしていました浦上千晶と申します．

　

私は代表チームを見る以前はジュニアユースと

ユースの代表チーム，ちょうどワールドユースを

目指していた時期，栄養アドバイスを行つたのが

きっかけで代表チームにも帯同するようになりま

した.

＜表11＞

　　

栄養サポートの目的

　　　　

･選手が良好なコンディションを維持し，

　　　　

試合に臨めるよう食事面からのサポートを

　　　　　

行うこと

栄養サポートの主な活動

　　　　

･食事環境の調整(メニュー作成,補食準備等)

　　　　

･選手の栄養に関してチェックとアドバイス

　　　　　

(キャンプ中,個別)

　

栄養アドバイザーとしての主な活動は，日本そ

れから海外のホテル滞在時のメニュー調整を行う

ことです．スポーツ選手が泊まり慣れていないホ

テルでは，選手の練習や試合時の食事にふさわし

くないこともありました．それから日本人シェフ

が帯同する際は，食材の手配やホテル側の準備に

関する要望，詳細な調理具の準備など，とにかく

食事に関すること全てに携わりました．

　

それから，選手が実際食べている所をチェック

レ不足している選手に対しては，その場で加え

たほうがよい物を伝えました．試合の日程によっ

ては朝食をとらない選手もいましたから，足りな

い栄養を他の食事や間食で補うように話したこと

もありました．また血液検査の結果，貧血の問題

などがあって，食事の改善が必要な選手に栄養ア

ドバイスを行いました．

　

代表のキャンプ期間中の栄養アドバイスは，選

手がよいコンディションを保つために食事を見直

すきっかけとなることが大切です．それが代表チ

ームではもちろん，所属チームに帰ってからのコ

ンディショニングにも役立ててもらいたいので，

自分にあったよい食習慣を身につけてもらうこと

を,ワールドカップの予選以前は意識してました．

　

ワールドカップはもちろん，アジアカップやワ

ールドカップ'予選など，長期に及ぶ海外遠征でい

いコンディションを保つためには，栄養の取り方
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「2002年に向けて」代表チームの競技力向上

　

～スポーツ医・科学の立場からフランスワールドカ,ソプを模索する～

も重要なポイントとなります．その時に備えてと

いう気持ちでサポートを行いました．

- ・

|サッカー日本代表チーム

’キャンプ期間中の食事から見た

　

栄養摂取状況

＜表12＞

イスを行います．それが彼の場合は，血液検査も

特に問題はなく，コンディションも際だって悪い

　　　

ということはなかったので，アドバイスを

　　　

する糸口が見つからないという状況でし

　　　

た．結果を返す際も，栄養素の不足や先の

　　　

心配だけではインパクトが弱く，食事を見

:雲琵瓢Ｚ幄垢二霖む゛直すきっかけにはいたりませんでした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

S≪SI£占λ今ムのげｽﾘﾆﾄ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所要量を目標値とした

　　

゛

　　　　　　　　

日

　

人の
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日
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添
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4.0

　

タミンＣ
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50

　　　　　　

300

　

栄養アドバイスをした例を２例紹介します．国

内のキャンプ期間中に食事の調査を行い，栄養計

算した結果を「日本人の栄養所要量」という，同

年令で普段スポーツをやっていない人の必要量

と，日本人選手の練習期の目標値と比較しました.

＜図3＞

日本人の栄養所要量（生活活励強度I）

∠

二
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＿
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日本人君手の練習期目標値に対する

　　　　

充足率(％)(Ａ選手)

　　　　　　

梵リー

ビタミンＣ．

ビタミンＢ２

　

ビタミンBI

奉１

～

｜

　

「

ビタミンＡ

　　　　

これは95年の調査で，その後アジアカッ

　　　

プ，ワールドカップ１次予選，最終予選と

　　　

長期の海外遠征が続きました．さすがにＡ

　　　

選手も疲れかたまり，スタミナも落ちてい

　　　

くなどといった不調が目立ち，コンディシ

　　　

ョン面で非常にきつい思いをしました．こ

　　　

ういった国際大会での経験を通じて，彼の

　　　

食事の取り方は除々に変わっていきました

レそれから食事の際に料理のことや栄養の話題

も増えて，関心が高まってきていました．栄養状

態や食習慣に問題があっても，改善の必要性を感

じない選手はいますが厳しい環境下でプレーすれ

ば，どうして栄養が必要なのか自然と理解できる

ということです.

＜図4＞
日本人の巣魯所要量(生活活動強度Ｉ)

　　

に対する充足率(%)CB選手)
日本人選手の練習期目標値に対する
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て曇しました．
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まずＡ選手の例ですが，彼は若手の選手です．

左側は日本人の栄養所要量に当てはめた場合，カ

ルシウム，鉄やビタミンB2は若干不足し，エネ

ルギー，タンパク質は必要量が取れていました．

練習期の栄養所要量に当てはめてみると，脂質以

外の栄養は不足していました．

　

代表のキャンプ中でも朝食を抜くことがあり，

普段の生活でも朝食を食べないことがよくあるよ

うでした．食事調査の結果からアドバイスを行う

際は，食事の改善が必要な選手に対しては，例え

ば疲れやすい,なかなか筋力がつかないといった，

体調や体力面のマイナス面から切り込んでアドバ

　

Ｂ選手はベテランの選手です，日本人の栄養所

要量に当てはめると必要な栄養はクリアしていま

すさらに練習期の目標値に対してはタンパク質，

エネルギー，ビタミンＣは十分取れていました．

カルシウム，ビタミンB2，鉄の値は食事だけを

栄養評価したものです．実際には食事ブラス，ビ

タミンとミネラルの栄養補助食品を朝夕に取って

いますから，不足分は補われていました．

　

普段のコンディションにも特に問題のない選手

でしたし，血液検査でも問題点はありませんでし

た．普段から栄養を意識して，３食をきちんと食

－ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

≪

ピタsンA

　　　　

･･-^ftEWt*

≪

　　　　　

'｀,たんぱ(責
ｼ

ﾉ圃賢
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｜

150%を越える●はそれを限贋とし

5０Ｓを超える値はそれを畷度として表しました．
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べる習慣が身についていました．

　

こういった選手は他にもたくさんいましたが，

長期の海外遠征で体調を崩したり，食べられない

ということはほとんどありません．食事「長期間」

「海外」「国際大会」という条件下でのコンディシ

ョニングに「どう食べるか」が条件として欠かせ

ないと感じました．

　

貧血と診断された選手にはアドバイスシートを

作成しました．１人暮らしで外食がちな場合，貧

血だと判ったところで鉄分やビタミンを強化する

ために，じゃあ，どうやって食べるかが問題とな

ります．この時には普段食べているお店のメニュ

ーを見た上で資料を作りました．朝食用にはコン

ビニで買っておきたい食べ物やドリンクを例も書

きました．２ヶ月後の血液検査では問題はありま

せんでした．

　

外食がちな独身の選手が食事の調整するのを面

倒と感じる向きもあります．しかしＪリーグと代

表を掛けもちする選手にはコンディショニング上

十分とはいえないでしょう．代表の試合はＪリ

ーグの中休みに行うことがありました/この場合，

コンディションを代表七来てから調整するのヽは厳

しい．食べてすぐに効果が表れる．すぐ体調がよ

くなるというものではないので，普段から食べて

いないと，代表でのコンディション調整にも影響

します．

　

キャンプ中の食事ですが，品数や料理はＪのチ

ームではどういったものを出しているかも参考に

しました．品数はちょっと減りますが，海外でも

だいたい同じようなメニューを用意しました.

＜表13＞

　　　　

栄養フルコース型の食事

乖

野憂の煮紬
喫

入りみそﾀﾞ

加b⑤牛乳

　　　　　　

①主食

　　

②おかず

　　

③野菜

　　　

④果勧

　　　

⑤牛乳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一
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一一
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果物各種

　　　

牛乳
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魚

　　　　

煮物

　　

粟汁lOOXジュース

　

ヨーグルト

　

食品名

　　

めん類

　　　

卵

　　　　

サラダ

　　

ビタミン補助食品

　　

チーズ

　　　　　　

パスタ

　　　

豆腐

　　　

野菜いため

　　　　　　

カルシウム檜劫食品

　　　　　　　

イモ

　　

プロテインパウダー

　

野菜スープ

　　　　　

エネルギーブース

　

鉄柵肋食品

　

ビタミン補助食品

　

メニューの基本的な構成です．まず①ごはんな

ど主食，②タンパク質源となるメインのおかず，

③野菜料理，④果物，それから⑤乳製品です．こ

の５つのグループが毎食提供できるように，メニ

ューの調整を行いました．それから代表の食事は

ビュッフェ・スタイルなので，選手も５つのグル

ープが揃うように選べなくてはなりません．移動

や準備で時間がない時の食事チェックでも，まず

この５つのグループが揃っているかを確認しまし

た.

＜表14＞
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国内キャンプで選手が食べた朝食です．パン２

枚とシリアル，卵２個分のスクランブルエッグと

ソーセージ，ハム入りの野菜サラダ，フルーツ

朝食後にはヨーグルトを食べました．これで必要

な５つのブルーフは揃っています．

　

昼食にも５つのグループが揃うように選ばれて

います．食事のポイントは，肉，魚，豆腐，卵と

いったメインのおかずの取り方だと思います．長

期の合宿の時にはタンパク質もしっかり取らなく

てはいけないのですが，選手は食事だけでタンパ

ク質を取るために，メインのおかずや乳製品をし

っかり食べなくてはなりません．ですが暑い時や

キャンプが長期に及ぶ時は食欲がトーンと落ちて

しまいやすいので，メイのおかずを３，４種類選

んでボリュームを抑えるといった工夫も必要で

す．

　

フランスワールドカヽyプでは，食事の環境面を

第１に考えました．スイスのキャンプを入れて約

１ヶ月に渡って確実に栄養補給ができるように，

鴻
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「2002年に向けて」代表チームの競技力向上

　

～スポーツ医・科学の立場からフランスワールドカップを模索する～
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メニューはワンパターンにならによう注意しまし

た．選手の嗜好，過去の国際大会やキャンプでの

食事の様子や体調を考えながら１ヶ月分のメニュ

ーを作りました．スケジュールが決まってからは

練習時間，移動を確認をしてメニューの調整を行

いました．

　

メニューはできましたが，肝心なのは予定通り

提供できるかです．チームには東京魚国（株）の

調理師，野呂氏と鈴木氏の２名が帯同しました．

日本人シェフの存在は海外での国際大会では重要

度が増します．食材の違い，調理環境が日本ほど

恵まれない中でも働けるシェフであることが条件

となります．野呂氏はモスクワ，トルコでの調理

経験をお持ちです．今回のメニューの内容や食事

者数が増えたことは調理サイドにとっては，予選

以上に大きな負担でしたので，お２人のご理解と

激務がなかったらスムーズにはいかなかったと思

います．

　

海外に行く場合にはビタミン，ミネラルの補助

食品を持っていきました．中近東に行くと豚肉は

食べられないのでビタミンBI源が少ないという

こともありましたし，海外ではビタミンB1，ビ

タミンB2や鉄分が食事だけでは取りきれないこ

＊薬味：刻み葱、とろろこんぷ

　

炒り胡麻、若芽．蒲鉾、七味
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ともよくあります．

　

またサプリメントブースは

疲労困愚の状態，気温の高い

所ほど取る量が増える傾向に

あります．サプリメントブー

スはコンパクトにかつカンタ

ンに，食欲と関係なく栄養を

取ることができますが．逆に

基本となる食事量が落ちてし

まいがちです．そこでフラン

スでは食事に重点をおいてチ

ェックしました．

　

また初戦のアルゼンチン戦

からクロアチア戦までの食事

をしっかり取ることを第２の

ポイントと考えました．特に

レギュラーで試合にフル出場

した選手は試合後，筋グリコ

ーゲンはかなり消耗してしま

ついます．次の試合までに筋グリコーゲンを回復

させなくてはなりません．

　

試合の翌朝には飛行機で移動，エクスレバンに

戻り２日間練習を行い，３日後には次の試合地に

向け出発というスケジュールでした．このパター

ンは，考えていた以上に選手の食欲に影響してい

ると感じました．試合の間隔はそんなに短いとは

思いませんが，落ち着かない慌ただしいスケジュ

ールだったので，日本で同じ様なスケジュールを

こなす時と同じように食事を取ることができない

れていない時もありました．

　

食欲をわかせるという点で，やはり嗜好も無視

できません．ラーメンやカレーライスなど選手に

人気のあるメニューをしっかり食べてもらいたい

時には用意していただきました．筋グリコーゲン

の回復には，糖質を多く含むご飯や麺類をしっか

り食べてもらわないといけないので，時には野呂

さんに無理を言ってメニューの変更をお願いした

こともありました．

　

試合後の食事は疲れから量が減りがちです．試

合直後にはデキストリン主体のエネルギーゼリー

で，筋グリコーゲンの回復スピードが早い時間帯

に糖質を補給できるように用意されていました．



小野，福林，田中，浦上，池田

それからホテルに帰ってすぐ食事だったのです

が．激しい試合からさほど時間が経っていないこ

ともあり，ほとんどの選手の食欲がどん底の状態

でした．試合後はまともに食べられないだろうと

思ってましたから，なるべく選手が食べやすいよ

うな雑炊，そうめん，そしてご飯がすすむような

おかずを用意しました．どうしても食欲がない選

手には，食事後，糖質が補給できるような軽食を

取れるように準備しました．料理を勧めたりしな

がら様子を見ていましたが，食べようという意識

は感じられました．

　

翌日の体重は回復傾向にありました．大会中は

試合後にかなり減っても，だいたい２日ぐらいで

試合前のレベルに戻っていましたから，体重変動

を見る限りは，なんとかコンディションを維持で

きたのではないかと思われます.

＜表16＞長期間の国際大会において

良好なコンディションを維持するためには

・充分な栄養を継続して摂取するために

　

食事環境を整える

・選手自身が栄養を意識して食べる

　

(食事はコンディショニングの土台)

　

長期間の国際大会でよいコンディションを維持

するために，十分な栄養を継続して摂れる食事環

境を作ることが大切だと思います．ワールドカッ

プではシェフが帯同したり，試合のスケジュール

や体調を考えてメニュー調整を行ったチームも多

いはずです．しかし選手自身が栄養を意識して

食べるために知識や理解も必要です．選手の意識

については予選以前に解決しておくことも重要で

す．次のアジア最終予選は2006年なので，時間は

たっぷりあります．じっくりと栄養指導にも取り

組んでいけるのではないでしょうか．

田中氏：時間が少ないようですので，なるべく手

短かに報告させていただきます．話をさせていた

だく機会に感謝するとともに恐縮しているのです

が，ひとつ，大きな戸惑いを感じてます．何故か

というと，いままでの３方は直接代表チームに関

わってやってきました．私はテレビ観戦のほうで

して，日本協会として，テクニカルレポートをつ

くる際にほんの少しお手伝いしただけということ

です．それからゲーム分析といっても私かやって

いる内容は科学といえるほどのことのものではな

くて，事実を客観的に把握してそれに基づいてど

う解釈していったらいいかということなのです．

数字を出して，それを統計的な処理もしていませ

ん．この種の研究では統計的な処理をする意味も

いろいろと考えさせられるところがあります．い

ずれにしても客観的な事実をおさえて，それをど

ちらかというと監督，コーチ，選手いろいろな人

たちが，人間的なというか主観的な判断でいかし

ていったらいいだろうという風に考えています.

ＶＴＲを使った分析は，現在のゲーム分析の一つの

限界があります.ＶＴＲの宿命というのはボールを

追いかけているだけということになります．そう

しますと，ボール周辺はわかるのですけども，ボ

ールの周りで，あるいはグランド全体で何をして

いるか，ボールが無い時の動きやボールが無い時

のポジショニングの問題とか，あるいは全体のバ

ランスの問題がなかなかわかってこないという問

題があります．今後は2002年を機会に，日本開催

ということで，ある意味では競技場にカメラの設

定とか非常にやりやすくなると思いますので，ゲ

ーム分析も飛躍的に発展させていきたい．そのス

タートはすでに切っています．そのような状況で

すけれど，おおいにゲーム分析を代表チームの方

あるいはこれからの選手の育成とかに利用してい

ただければありかたいという立場で今日お話させ

ていただきます.前置きはそのくらいにしまして，

スライドの方で説明させていただきます．

　

サッカーはおおげさかもしれませんけれど，芸

術というか科学で割り切れるような問題じゃない

と思っています．そういうような中でも試合の客

観的な統計時報は，これがもう決定的なものだと

いう風には言えないのですけれど，極めて興味深

い事実を示すことが多いんじゃないか，それをど

う利用するかというのは，先程申しましたように

監督，コーチあるいは選手が考える．

　

今回は代表のサボニトということですので日本

チームを対象にしました．予選リーグの３試合，

それから対戦したアルゼンチン，クロアチア，ジ
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シンポジウムn

　

「2002年に向けて」代八チームの競技力向上

　

～スポーツ医・科学の立場からフランスワールドカップを模索する～

ヤマイカのデータを参考に，テクニカルレポート

で使った全得点の比較です．

　

ゲーム分析をいかしていくという点では，現場

からの声，監督コーチあるいは選手達の声という

のが非常に大切だろう，それをいかに客観的に見

ていくか数字を出していくかというところが大切

になります．そういうような意味で，これは代表

コーチとテクニカルレポートのディレクターでも

あった小野さんと相談して決めた内容です．それ

らの一部ですが，今日使わせていただくシュート

に関する報告，それから攻撃に関する報告，攻撃

というのはボールを獲得したところからシュート

までです．私の場合は今回は，シュートが例えば

キーパーに行ったとか，枠外にはずれたとか，そ

ういうようなところまで見ました．まったく同じ

ような分析がイングランドのサッカー協会のコー

チアソシエーションのほうでも出したのですけ

ど，それはシュートを打つ前までです．攻撃の開

始地域は，グランドを横に３等分しました．それ

から，どこから始まっているか，それから，ボー

ルの移動距離です．獲得からシュートの結果まで

です．そしてその攻撃の時間，ハスの回数，それ

から全移動距離を時間で割った攻撃令体のスピご

卜また選手一人当たりのプレイタイム，パスに

関わった人数，これは先程も申し上げましたよう

にハスとそれからシューター一人分ですからシュ

ートの距離なんかも入ってますので，その辺のと

こがちょっとやり方が違うのですけれど，今回は

こういう形でやりました．

　

縮尺した図の中にボールの軌跡をずーつとたど

っていきます．これはジャマイカ戦で中山選手が

入れた得点の軌跡ですけれど，左サイドの中盤か

らフリーキックでスタートしましてサイドチェン

ジ，もう一回サイドチェンジ，それからクロスが

あかって折り返しを中山選手が決めた．それでこ

れを移動距離をずーつとキルビメーターで測って

います．またタイムのほうはストップウォッチで

測っています．あとそれに必要な計算をしてデー

タを出しました．

　

全休的なシュートの内訳ですけれど54点，公式

記録は55点になってますけれど，私か確認できた

のは54点．あとどれをシュートに入れたのかなっ

てい.うのが２，３本ありましたが判断基準の違い

によってこれぐらいのずれというのはやむを得な

いだろうと思います．流れの中での得点とかフリ

ーキックとかコーナーキック，スローインからあ

るいはＰＫからというのはありませんでした．た

だしスローインの場合にはこれはテクニカルレポ

ートのほうでは，「スローインから」というのも

入れてたのですけど，これもインプラントのサッ

カー協会の方ではスローインをいれていない．そ

れでいろんなこと考えてみて入れない方がじゃな

いかなっていう解釈になりました．従ってテクニ

カルレポートの段階とは判断がちょっと違ってま

すけれどスローインは流れの中の得点に入れまし

た．ＰＫはありませんでした．それから特に攻撃

の分析をするのではなくて，こぼれ玉とかクリア

ミスを拾って直接そのままシュートするようなシ

ーンが結構ありました．特に日本はジャマイカ戦

で８本もありました．そういうのを入れていきま

すと，いろいろとスピードとかがおおまかに数字

がずれてくるということで攻撃の分析の所ではこ

の一番右側の「こぼれ玉」，「クリアミスを拾って」

シュートというのは省きました．

　

これが，日本チームと全得点のシュートを打っ

た地域の比較です

　

ここにちょっと載せられなか

ったのですけど，日本チームと対戦した３チーム

はほとんど同じ数字が出ていました．いずれにし

ても，得点をあげるシュートを打つのには，ゴー

ルＪニリアの中，それからそのすぐ外側ぐらいの所

にいかに持ち込めるかということが勝負になって

くるだろうということです．全得点の方はペナル

ティーJIリアの内側のサイドスペースも結構多か

った.

　　　

＜図5

　

シュートの際のボールタッチ数＞

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 1 00%

図１自2 D3 Q4 as・６●７以上．
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小野，福林，田中，浦上，池剛
　

これがボールタッチ数です．ボールタッチ数で

いきますと，日本がワンタッチそれからツータッ

チこの２つあわせると80％ぐらいに達し非常にタ

ッチ数が少ない．それに対して全得点と対戦した

３チームというのはほぼ同じような傾向を示して

います．対戦した３チームは特に７回以上さわっ

てのシュートが多かった．これも全得点の傾向で

ワンタッチ，ツータッ,チ，ボールタッチ数の少な

い方が得点が高いというようなことでありました

ので，この点で見れば日本チームはいい傾向かな

というような捉え方ができます.

　　　　

＜図6

　

シュートの際のキックの種類＞
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これはキックの種類です．非常に特徴的なので

すけれども，真ん中の上の方が全得点，それから

左側が日本チームで右側が対戦チーム．日本チー

ムは圧倒的にインステップキックが多いというの

が特徴です．対戦チュムもそうなのですが，特に

ジャマイカは十何点合った中の全部がインステッ

プキックでした．逆に先程のボールタッチ数はワ

ンタッチがひとつもなかった．というようなこと

です．それで，この中で特に申し上げたいのはや

はり得点はインステップキックが多いのですけれ

ど，インサイドキックが31％と結構あるのです．

ここら辺のところがこれからの選手育成では大切

なところになってくると思います．このインサイ

ドキックが多いと言うのは，やはりゴールキーパ

ーをよく見て，ゴールの枠の中にインサイドキッ

クで流し込むというようなシュートが多いという

ことです．インサイドキックといっても，実は飛

ぶ方向に対して90度で蹴るというインサイドじゃ

なくてカーブをかけるようなインサイドキックが

非常に多いという風に申しあげてもいいと思いま

す．そのようなインサイドキックでゴールの中に

流し込んでいくのです．

　

＜図7

　

中山選手のシュートシーン（クロアチア戦）＞

　

この写真は中山選手がクロアチア戦の時に打っ

たシュートで,中田選手が中盤でボールを奪って，

速攻かけてクロスをあげた決定的なシーンです．

ここでやはり中山選手はインステップキックだっ

たのですけど，おそらくシュケル，バテイストウ

一タとかいう世界のトップクラスになってくると

ここでちゃんとキーパーと枠も見えてきちんと取

れないところにインサイドキックで流し込んだん

じゅないかというように思います．野球の神様の

川上がピッチャーの投げたボールが止まって見え

た，縫い目も見えたというような状態が極限状態

の局面で冷静にできるかどうかというのが大切だ

と思います.

　　　　　　　

＜図8

　

攻撃開始地域＞
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攻撃がどこから開始したかということで考えて

みますと，対戦チームと全得点の方はちょっとデ

ータを出してないので比較できないのですけど日
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シンポジウムn

　

「2002年に向けて」代表チームの競技力向上

　

～スポーツ医・科学の立場からフランスワールドカップを模索する～

本の方はアタッキングサード，一番相手のゴール

側です．ゴールに近いところからか非常に多い．

それから，中盤のミドルサードも非常に多いと，

それに対してディフェンディングサードというの

は本当に少ないということになります．対戦した

３チームはアタッキングサードとディフェンディ

ングサードは同じぐらいで結構多いというような

結果になりました.

　　　　　　

＜図9

　

シュートの行方＞
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シュートの行方の結果です．日本チームは「枠

外」というのが多く，これはテクニカルレポート

でも強調されてるところです

　

それから「ぶつけ

る」というのが非常に多い，さっきの解釈とほと

んど同じなのですけど「ぶつける」というのに対

して「枠内」というのが非常に少ないので，「枠

外」と「ぶつける」を合わせると80％以上になる

ということでゴールターゲット率が非常に低いと

いうことがわかりました．シュートは打てばいい

というんじゃない．そこらへんのところが，ボー

ルタッチ数が少ないことが必ずしもいいことかど

うかはいえないというような解釈ができるんじゃ

ないか．それからインステップで打っているとい

うこと．日本のサッカーはシュートというのは壁

か何か使ってインステップでターンターンと遠く

から打つシュートが多いのですけれど，そういう

シュート練習ではなく，それも必要なのですけど

きちんとゴールの中に流し込むというシュートが

必要なんじゃないかという風に解釈できます．

　

攻撃に関するデータなのですけれど，攻撃距離

は日本がスタートから93.4mです，もちろんどこ

から攻撃を開始したかによって違います．全体的

には日本の場合にはアタッキングサード，ミドル

サードが多いですからやむを得ない数字と言える

のですけど，攻撃距離も短い，時間も短い，パス

の回数も少ないことがわかります．そのようなこ

とに伴って，プレーの範囲も小さい，これはバス

もドリブルも含まれていますので，一人辺りのプ

レーの単位ということで見て欲しいのですが．約

５ｍぐらいは他の３チームと違うかな，それに対

して平均速度だけはかなり早い8.9m/sec,他の３

チームは毎秒８ｍ前後です．それからもうひとつ

申し上げたいのはＳＤを取ってみたのですけど，

他の３チームのほうが日本に比べてＳＤが大きい

ということで攻撃のバリエーションが豊富で，ど

ちらかというとゆっくりした攻撃もできるという

風に解釈できると考えております.

　　　　　

＜表17

　

攻撃に関するデータ＞

攻撃に間するデータ

　　

攻撃距艦(ｍ)攻寥時間(s･c)パス回数(回)平均速度(m/scc)プレー単位(ｍ/人)
チーム名

-

JPN

ARC

CRO

J AM

　

Ｍ

　

SD

93.4 41、2

116.1 45.0

116.4 52.7

122.3 42.9

　

Ｍ

　

SD

-

Ｕ.0 5.8

14.B 7.1

16.B 10.4

17.2 6.1

M SD

-

3,4 2. 1

3.9 1.6

3.5 3.1

3.6 2.3

M SD
-
＆9 2.3
＆2 1.0
1.1 1.6
7.2 1.2

　

Ｍ

　

SD

-

2Z2

　

6.3

25.fi

　

9.3

29.4

　

9.1

33.0 149

　

いまの数字をグラフに表してみました．攻撃時

間が短い．攻撃距離が短い，それから一人当たり

の時間が短い．逆に攻撃のスピードが早いという

ことから，何か慌てるというとおかしいのですけ

ど，急ぎ過ぎの傾向があります．ゆっくりした攻

撃あるいはボールタッチの所でいったらちゃんと

相手の状況を見て相手を交わしてシュートを打つ

ということも考えていくとダイレクトが全ていい

というようなことではありません．前述のような

分析結果を理解した上で,鉄則になりますけれど，

状況判断をして状況にあった的確なシュートを打

つのが良いという結論になります．

一質疑応答－

西嶋氏：筑波大学の西嶋です．我々，競技力の準

備のサポートを考えるときに，今まではスポーツ

の医学的立場とか科学的立場から主に考えてたの

ですが，それに加えまして情報をいかにうまくコ

ントロールし使えるようにするかを，選手を見て

る方とかチームを準備する方にサポートしていく
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小野，福林，田中，浦上，池田

かというのがひとつあると思います．それで，小

野先生は自分の役割としてチームの情報管理，統

括されてましたし，福林先生はメディカルの面か

ら見たコンディションに関する情報をコントロー

ルして，それが栄養食事環境に生かされて，その

結果として出てきたゲームの情報という風に関連

が大きいと思います．そういう意味でスポーツの

特に競技力を準備したり管理する上で情報のマネ

ージメント，これをするためにこういうことが必

要だったとか，これからこういうことができるよ

うになったらいいとかということを是非４人の先

生方から伺いたいと思います．

小野氏：情報はできるだけあるに越したことはな

いですけど，それにおぼれてしまうと目的とする

ところに行けなくなるのでどういう風に扱うかは

非常に重要になると思います．なおかつ，どうい

った情報をどのレベルで共有するのか，与える必

要のない情報まで与えてしまうことのないように

しなければいけない．そういう中ではスタッフの

中で情報がどういった形で流れるのかというのを

まずひとつシステマティックにとらえていく必要

があるんじゃないかなと思います．選手に対して

どういった情報を伝えていくのか，トレーニング

に生かすためにどうしたらいいのかというとこ

ろ，これは対戦相手の情報なんかもその中に含ま

れてくると思うのですけど．全て与えていっても

しょうがない，それをどこかでフィルターを通し

ていかなきゃいけない．そういったところをスタ

ッフの中でシステマティックにやっていくという

ことが重要なんじゃないかなという風に思ってい

ます．あともう一度言うとすれば次に向けて2002

年その先2006年, 2010年と向けてもっと発展させ

ていかなきゃいけない．そういった中で絶えず，

今．田中先生からも出てきましたけれど，絶えず

世界のサッカーの動向とか選手育成の仕組み，そ

ういった情報というのもうまく吸収しながら，そ

れもただ情報を入れてそれでアップアップするん

じゃなくて，その中で日本というものをきちっと

見つめて，どういったものを生かせばいいのかと

いういことを考えながら取り入れていく，そうい

った意味でも重要になるんじゃないかなという風

に考えています．

福林氏：メディカル的なものとして情報として考

えてきたのは，体重変動とかそういう目に見える

ものです．定量的な計測ができるものをある程度

継続的に取っていくということ，それからここで

は出しませんでしたけれど選手が主観的なコンデ

ィションがどうであったかということをマッサー

ジの時に聞いてそれがうまくあってるかどうか，

データ的には疲れてるんだけど主観的には非常に

調子がいいとか，データ的にも疲れていて主観的

にも疲れているかというのをある程度把握してお

く．私は客観的な血液状態の情報または体重情報

と主観的情報とが合うかどうかということを常に

チェックしてました．その結果をトレーナー，コ

ーチの方にあげていました．それから，別になり

ますがメディカル関係のこととしましてもう一つ

知りたかったのは例えばフランスでの具体的な施

設の情報を実はきちっと知りたくて，私かコンタ

クトしてある程度は得たのですが，向こう行った

ら何かできて，どれくらいの時間かければ良いの

か，例えばＭＲだったらすぐ撮れるのか撮れない

のかとか，向こうは現在気温がどうで湿度がどう

でとか，実際に向こうに行くと，実はメディカル

的な情報が欲しかったということはありますし，

そういのをもう少し前もって他の事前調査をする

時にきちっと押さえられたらよかったかなという

風には感じました．

浦上氏：栄養に関しても代表とＪリーグの各チー

ムとの間でもう少し栄養の情報交換ができればい

いかと思います．Ｊのチームでコンディショニン

グの上で問題がある選手がいた時には，情報がス

ムーズに代表チームに届けば，うまく連携をとっ

て対処できます．逆に代表チームの海外遠征など

でずっと帯同していて分かる選手の食事の様子も

ありますから，横の情報交換ができればいいと思

います．それからトップ選手の栄養に対する意識

やお手本となるような食べ方をユースやジュニア

ユースといった選手の指導に生かしていけたらい

いなと思います．目標となる選手が実践している

ことは，ユースやジュニアユースの食生活の改善
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～スポーツ医・科学のy場からフランスワールドカップを模索する～

のきっかけにもなるのではないかと思います．

田中氏：情報の種類はいくつかあると思うのです

けど，ゲーム情報に関しては先程もちょっと申し

上げましたけれど，例えばイングランドサッカー

協会でもほとんど我々がやったテクニカルレポー

トでやったのと同じような内容の分析，報告をし

ています．もともとこのテクニカルレポートのモ

デルになったのがフランスサッカー協会が出した

アメリカ大会のレポートです．それからFIFAが

インターネットで，今その都度，こういう情報，

統計情報じゃないのですけども，何かその試合の

テーマを持ってそれに関する情報を試合ごとに出

してます．それから，々後に向けては先程ちょっ

と触れたと思いますけど，ＶＴＲの宿命なのですけ

どボールだけじゃなくて，グランド全体がやはり

カバーできるような情報というのが必要だろう

と，そのためにカメラをどういう風に設置してと

か，あるいは分析はどういう風に，内容はどうす

るかということで考えていかなければいけないだ

ろうと考えています．そのような点では2002年は

会場が日本と韓国になりますから，会場にカメラ

を設置するというような点でも非常にやりやすく

なるだろうと,そのことに伴って2002年の大会は，

ゲームの統計防報なんかもできれば，大会報告の

ひとつとしてどんどん国内外に出していけるよう

にしていきたい

　

予選リーグの情報は決勝トーナ

メント始まる前に出せることができればいいと思

っています．

西嶋氏：どうもありがとうございました．今，急

速に世界各地域でスポーツに携わる方のためのス

ポーツネットワーク作りが進展していまして，ち

ょっと我が国は遅れております．今，浅見先生が

中心になって西が丘に国立スポーツ科学センター

を作っていまして，そこに情報部門ができますの

で，例えば代表チームがどこの世界の地域に行っ

てもアクセスできるようなネットワーク作りと

か，地域のクラブ作りのためのプレインフォメー

ションがすぐ手を取るようにジャストインタイム

で入ってくる，そのような情報システムを作って

いただけたらなと思いました．

池田氏：他にありませんか．なければこちらの方

からシンポジストの方にテーマを投げかけてご意

見を伺ってみたいのですがよろしいでしょうか．

　

医科学の分野に関してはメディカルサイドで体

重計測や血液検査によってパフォーマンス向上や

トレーニングのメニュー作りに役立てていたと思

います．それで，もうひとつフィジカルの方から

ですが，ここに，フラビオさんがいらっしゃらな

いので，非常に難しい問いかけになるかと思うの

ですけれど，体力測定という部分をどのように代

表の中で位置づけていたのかということを聞きた

いと思います．

小野氏：代表チームの中で体力測定は，ワールド

カップ期間には，２次予選ぐらいから大規模な，

少し大きな規模の測定というものはそれほど行っ

てません．シーズン始めとかはよくフラビオの方

がいくつかの項目を測定したりとかしてました．

当然我々にとっては，日々の選手のコンディショ

ンどうなってるのか，あるいは年間を通じてどう

いった形になってるのかいろんな情報というのは

当然知りたいことです．ただし体力測定ってい

うのは，やはりそれなりに時間と労力を費やすも

のですので，直前になって最終的にアルゼンチン

戦，そこから逆算すると後23コマしかないとか，

そういった中ではなかなか取り入れるのが非常に

難しくなる．それでもフラビオはできるんだった

らやりたいというのは常にリクエストは出してま

した．オーストリアキャンプの時もどっかででき

ないか，できる施設があったらいくつかの項目チ

ェックしたいと，でも実際にいろいろやっていく

と，もっとタクティックな所でやっていかなけれ

ばいけない．そういった中で，ぎりぎりのバラン

スの中でやってきたのですけど，ひとつは体力測

定というと非常に客観的なデータが取れる．数値

で表せるというのはありますけれど，フラビオは

フィジカルＪ－チとして僕らの所で参加してて，

彼は非常に一人一人のコンディションをチェック

する目を持っていた．これは我々にとって非常に

ありかたい強みでした．トレーニングを見る中で

それぞれの疲労度もチェックすることができる．

それから，ボールを使ったトレーニングでのフィ
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ジカルトレーニングが非常に多かったのですけど

も，そういったポゼッションプレーの中でだいた

いの各自の運動強度というものを把握することが

できる，それで最後にちょっとボールなしのも入

れたりするのですけど，そういう中でも，だいた

い誰がどれぐらいの強度になっているかわかる．

時々，僕はチェックに行かされるのですけど，今

はカズ，たぶん180だから180越えてたら言ってく

れとかそういう感じでちょっとチェックする．そ

れでＯＫだよといったら，よしこれでＯＫ終了だよ

とか，そういった形で，自分でしっかりと見る

「目」を持っている．そういったことも非常に考

えていかなきゃいけない問題じゃないかなと思い

ます．というのも，尺度が普通，目的とする尺度

と，それを類推するための尺度というのがあるの

ですけど本来はサッカーのパフォーマンスを把握

したい．そのためにそれを類推するために例えば

スタミナだとかだったら，ピッチの上でのスタミ

ナを類推するために最大酸素摂取量があったり

ＡＴがあったり，いろんなものがある．ただそれ

が時々，コーチによって逆になってしまって，

「おかしい，彼はもっとスタミナがあるはずなの

に走れてない」とか，あるいはすごく動けてる，

すごい何回も動けてるのにでも本当は彼は数値の，

上では低いよ．どっちか本当なんだろうと，どっ

ちかどちらを類推するためのものなんだろう･と，

時々ひっくり返る例もあるような気がします．本

当に大切なのはやはりピッチの上でのパフォーマ

ンス，それを把握する目を持っていれば，それが

僕はNo. 1じゃないかなと，ただそれを客観的に

誰もがみても扱えるようにするために，非常にテ

ストというものは有効になる．さらに記録として

残しといて，次への参考にする．あるいは，ひと

つのチームの事例からもっと広く日本全体として

アップするための目標値を設定する．様々な意味

で数値というのはものすごく貴重です．ただそれ

が絶対的なものではないという風に思っていま

す．そいう意味でフラビオと一緒にやってきたと

こでは，いろんな意味でいい勉強をさせてもらっ

たし，体力測定をやる機会は少なくなった中でフ

ラビオは非常にいい仕事をしてくれたなという印

象を持っています．

池田氏：福林先生，お話になった血液検査，体重

測定を今後続けていく意味,有意義な点があれば，

それを話していただきたいですレ逆にもっとこ

うした方がいいという提言が先生の方でおありに

なりましたらよろしくお願いします．

福林氏：代表は非常に短い区切られた期間ですか

ら，私共が苦慮したのはとにかく選手達に負担を

かけないこと．それから時間が短時間で終わるこ

と．その２点です．それで考えだしたのが，とに

かくホテル内でその場で採血して，それを検査に

出すと，そうすると一人１分20秒から30秒ぐらい

で終わり，全部やっても10分ぐらいで終わると，

岡田監督の了解を得て，ある回数できたのだろう

と思っています．負担をかけない，短い時間でパ

ッとできてそれと主観的評価がうまく合う，スパ

ッと合ったようなデータが出てくるなら私は続け

た方がいいと思いますので，基本的には今のよう

なやり方で，少しお値段がはるのですが．しかも

時間をかけない，選手も不平を言わないでという

形だったら私は続けて良いのではないかと，ただ

これ以上時間をオーバーするようないろんな検査

というのは非常に限られた時間内の代表の場合は

非常に難しいし，これはまた各チームでやればい

いことだと思います．

池田氏：浦上さん，先程お話にもありましたが栄

養調査を代表レベルで初めて行うという形ではな

くて，通常各クラブ，学校単位で調査を定期的に

行っていて，それを逆に情報として収集していく

というような考え方でいいのでしょうか．

浦上氏：そうです．単発の国内の試合の時には感

じなかったのですが，アジアカップやワールドカ

ップの予選といった大会を経験して，代表チーム

に来た時にある程度，栄養の問題はクリアーされ

ていなくてはいけないと思いました．血液検査や

栄養調査する機会がありましたが．代表チームで

は連戦時の栄養補給といったアドバンスな取り組

みを追求するのも必要ではなかったかと思いま

す．今回は基礎的な栄養摂取を行えることに集中

し過ぎてしまいました．それはできて当たり前で
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「2002年に向けて」代表チームの競技力向上

　

～スポーツ医・科学の立場からフランスワールドカップを模索する～

すから

池田氏：続けて浦上さんにお聞きしたいのです

が，浦上さんはジユニユースからユースを経て，

ナショナルチームまで見てるという貴重な経験を

持たれているのですけど，今回ナショナルチーム

とかなり長期間帯同してきた中で育成期におけ

る，栄養の位置づけ，指導，あるいはどういう形

で浸透させていったらいいか，もしアイデアがあ

りましたら2002年に向けて提言して下さい

浦上氏：例えば代表に選ばれた選手たちの栄養に

関する話題をジュニアユースやユースの選手達に

も聞かせてあげたいなと思います．

　

コーチや栄養士がアドバイスするのは非常に効

果的な方法ですレ継続してやって行くべきだと

思います．でも選ばれた選手の中には，栄養にな

かなか興味がわかない子もいます．食べることは

日常ごく当たり前にしていることなので，見直す

きっかけを持ちづらいと思います．

　

ですから，トップの選手が「食べることはトッ

プ選手になるために大切なことなんだよ」という

ような話を聞かせてあげるのも効果があるんじゃ

ないかなと思います．なるべくジュニアユース世

代ぐらいから基本的な食習慣を身につけておくべ

きではないかなと思います．

池田氏：田中先生にお聞きしたいのですが，テク

ニカルな分野のデータを育成期からどのように有

効利用していったら良いか，何かアイデアがあり

ましたらお願いします．

田中氏：ひとつはチームに対する資料の提供とい

うのがあると思うのですけれど，やはりもうひと

つは将来の選手の育成というかそれに生かしてい

くというようなことで，特にゲーム分析だけじゃ

ないんですけど，体力的な，体力テストの面もそ

うだし栄養の問題なんかもそうだと思うのですけ

れど，記録をやはりきちんと残していくことを日

本サッカー協会としてやっていかなければいけな

いたろうと思います．ゲーム分析というかゲーム

の情報なんかでいきますと，やはりその時のスタ

ツフ.の考え方というのに影響されてくるのですけ

ども，それとは別に日本協会として医科学とかい

ろんな面のサポート体制というかそれはきちんと

整理しておいて，それを生かしていかなければい

けないという風に考えています．

池田氏：今回の口頭発表あるいはポスター発表で

も取り上げていますメン幻レケアをどのように今

後とらえていったらいいかという部分をシンポジ

スト何人かに聞きたいと思います．トレーナース

ルームでは選手達にとってメンタル面を含めたコ

ンディションについて本音を最も言いやすい場の

１つと言えます．よってトレーナーからの選手の

情報は，チームのコンディションを把握する時に

貴重なものとなります．私自身もトレーナーとの

コミニュケーションは大切にしています．福林先

生，当然試合に出ている選手というのはモチベー

ションが高いと思いますが，それ以外の選手のメ

ンタルのケアは，今回98年はどうだったのかとい

うところと，今後どのようにメンタルケアをお考

えになっているのかについてお聞かせ下さい．

福林氏：岡田監督の発言が時々新聞で取り上げら

れてまして，例えばサブとスタートメンバーとの

間にメンタルに関していろいろと書かれておりま

すが，実際に長い間一緒にやっていますと，どう

してもメン幻レ的に少し落ち込んでくるというこ

とが，何人かの選手で出ていることは確かです．

また，特にそれが怪我とか故障に結びつく，また

逆を言えば故障でもないのに，故障にメンタルが

くっついていってしまうというような感じを見受

ける選手もいます．メディカルサイドとしては，

それはある程度治療をしながらうまくカウンセリ

ングできるという技術は必要だと考えています．

特にトレーナールームでマッサージをやりながら

雑談の話と話の間にうまくカウンセリングをもっ

ていってあげれたらと思います．僕の場合治療法

の話をしながら，それこそ相手のメンタリティー

を考えてあげるようにうまく言葉で持っていくよ

うな手法を考えたいと思います．ドクターサイド，

トレーナーサイドとしてはある程度カウンセリン

グ的な技術というものが必要なんじゃないかな
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と，または逆に病気を治すんじゃなくて，人を治

すんだということを頭におきながらいろいろと雑

談の中にもうまく持っていくということが必要で

大切だろうと思っております．

池田氏：小野さん，現場のコーチインクサイドで

はどのような形でメンタル面のケアしていたのか

現状を聞かせて下さい．また今後の方向性につい

てもお話願いたいと思います．

小野：確かに試合に出てるメンバー以外は非常に

厳しい状況が続く，長い期間家を空ける．なおか

つ試合になかなか出られない，どんな選手にとっ

ても，誰にとっても「いいチーム」というのはな

いんですよね11人にとってはこのチームは愛すべ

きチーム，それ以外にとっては，どっかしらでや

はりそっぽを向いてしまう要素というのは入って

くる．これはもうどんなチームにも同じだと思い

ます．そういった面は，確かにだいぶ事前に岡田

監督とどういった形で望もうか，特に試合に出て

いるメンバーにおいても非常に強いプレッシャー

が来る．特にメディアの力はすごいということで

岡田監督がジーコとかアルディエスとかいろんな

人と話をしてもメディアのこと，そのプレッシャ

ーのことは言っていましたので，どういう風にコ

ントロールしていこうかと，それで実は年開けて

すぐに何人かの専門家の方にコンタクトを取っ

て，専門家を取り入れてやっていけるかというこ

とも検討したこともあります．ただ，結論からい

うと新たに専門家をチームに招いてそこからやっ

ていくということは，リスクが高すぎるというこ

とで断念しました．というのは，それ以外に非常

にこちらが主導になってやらなきゃいけない部分

が多すぎる．ある程度メンタルな部分の専門家の

方はある程度時間をかけてチーム内に入って，そ

れでメンタルな部分を強くしていく，一朝一タで

はそれを期待するのはもちろん間違いなのですけ

ど，そういうもんじゃなくてやはり地道なトレー

ニングによって初めて結果が出てくる．当たり前

のことなのですけど，それをごく短期間の内にや

るというのは非常に難しい．ですから岡田監督も

私も我々が専門家にはなれないけども自分達がそ

この部分をきちっと勉強しようと，特にフラビオ

はそういったものをうまく取り入れながら日々の

トレーニングをやるということは非常にうまかっ

たので最終予選の時もおだてられ突き落とされと

いう中で彼等はその中で非常にうまくコントロー

ルしていった．その辺をうまくミックスさせなが

らトレーニングの方はやってきたつもりです．そ

れで，もちろん試合に出られないメンバーに関し

てはある程度のケアをしたつもりですけども，た

ぶん充分にはできなかったと思います．これは充

分というのはありえないと思います．これはその

後のアジアユース，アジア大会とも行きましたけ

ども，どうしてもレギュラーから外れた選手とい

うのはそれなりに不満を持っている．逆にそこで

納得してたらたぶんその選手は伸びる可能性がな

い．不満を抱えながらその中でやっていかなけれ

ばいけない．ある程度のサポートはその中でやっ

ていかなければいけないけれど，最終的にはそう

なっても自分で強くはい上がって来るような選手

というもので代表チームは構成されていかなきゃ

いけないんじゃないかなという風に思います．あ

まり手をさしのべて言葉をかけすぎることが果た

していいことかというと，これは非常に難しい点

だと思います．けれどその辺もいろんな事例をも

とにいろんな方とディスカヽyションを重ねなが

ら, 2002年, 2006年に向けてやってかなきゃいけ

ないとこだと思います．

池田氏：浦上さん，栄養面をアドバイスする際に

選手のモチベーションの問題は常についてくると

思います．常時試合に出場している選手であれば

いいものを吸収しようという気持ちが強く，アド

バイスを積極的に聞き入れようとする姿勢がある

と思いますが，出場の機会が少ない選手は同じよ

うにはいかないと思います．アドバイザーの立場

からそういう選手のコントロールに，メンタルケ

アをどういう風に考えておられますか．

浦上氏：フランスでもかんじることがありました

が，やはり食事のシーンでも影響はあったと思い

ます．気分転換できるように今日の夕食は外食で

もいいよと言われた時には，外に出ることを勧め
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たりしました．近くに感じのいいレストランがあ

ったから行ってくればとか．エクスレバンには大

勢の日本人の方が来ていたので，選手ものんびり

と息が抜けるような場所がもっとあったらいいな

とは感じました．

　

それから，過去にあったことですが．食事につ

いて話がしたいなと思った選手がいたのですが，

どう接したらいいのか考えたことがありました．

たまたま監督やコーチが談笑の中でその選手を誉

めていたので，いいことは言っても怒られないだ

ろうと思い.その選手に話したことがありました．

それからうまくコミュニュケーションがとれるよ

うになって，彼の方から食事について質問も出る

ようになりました．栄養というと善し悪しを判断

するような，やはり悪いと言われるとあんまり気

分がいいものではないと思うので，フィールドの

ことと結びつけて話をしたり，なるべく選手の心

理や選手の置かれている状況を考えて話しをしな

くてはならないと感じさせられました．

池田氏：周りのサポート体制としてどうだったの

か，足りなかったのか，逆にtoo much だったの

か，についてお聞かせ下さい．

小野氏：ワールドカップに向けてのサポート体制

ということですが．これは欲を言ったらきりがな

いわけで，ある人からなんで韓国みたいにリーグ

を中止にして選手を長期的に集めて強化しないん

だ，もっと遠征に行かないんだということも言わ

れました．確かにやりたいことはきりがない，も

っとヨーロッパとか南米に行って強い対戦相手と

やってみたい．いろんなことはもちろんありまし

た．それ以外の所ももちろんあります．ただ我々

が考えなきゃいけないのはワールドカップはこの

前の98年で終わるわけじゃない2002年丿

年とつなかっていく．その中でＪリーグは非常に

大きなワールドカップへの原動力であったし，そ

こからこれを契機に発展させていかなきゃいけな

い．それでＪリーグをそっちのけにして，果たし

てワールドカップに向けていいもんだろうか，そ

ういうのも岡田監督の強い信念でもありました.

｢プロフェッショナルというのは与えられた条件

の中.できちっとこなすことなんだ」というような

考え方もスタッフの中に浸透してましたので，欲

を言えぼきりがないでも非常に短い期間の中で

様々な部門のスタッフが本当に非常によく動いて

くれて献身的にやってくれたと思います．一番最

初の話の中でそれぞれのレスボシビリティーを完

璧にやろうとすると，どうしても当たる所が出て，

そこをディスカッションしながら，本当にポジテ

ィブな建設的ないろんなディスカッションの中で

チームを組むことができました．それ以外にでも

メディカル部門を始めとして，来てくれた帯同ド

クター以外に福林先生がパツとクラブの各ドクタ

ーと連絡が取れる，そういった協会の中のバック

アップ体制とか，そういったものも機能していた

んじゃないかなと思います．ですから，他にもっ

と言えばいくらでもあるけれども限られた中で本

当にいい形でサポートしていただきながら僕らは

チームを強化できたという風にここで断言できる

と思います．

池田氏：福林先生，先程問題点とうか今後の課題

ということでヶアのし過ぎが少しあったのかなと

いうような話がありましたが，そのところをもう

少し詳しくお聞かせ下さい

福林：さっき言っだのはメンタルとか例えば他の

チームとのコネクションとかそういうのは逆に言

えばもっとやっていく必要があると思うのですけ

れど，逆にトレーナーを最初２人だったのを３人

に増やして，３人が目一杯働いて，選手が言うと

おりに例えば１個１個の飲み物も別々にしてとい

う，我々はちょっとでもいいと思うことはみんな

やったのですけれどやりすぎたかもしれません．

代表チームはやはりＪの模範になるべきチームな

のですが，今度Jに帰って全部できないかもしれ

ない．例えば，アイシングの数も日本チーム以上

やってるような他の外国のチームはありません

し，テーピングも日本チームがダントツに多いと

いうことも確かなのです_

　

日本チームは足をポン

ツと出せばトレーナーが来て巻いてくれる，アイ

シングも足出してるだけでトレーナーが来てみん

な巻いてくれるということになって，至れり尽く
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小野，福林，田中，浦上，池田

せりになっていしまった．しかし，本当にそこま

でやんなきゃいけないのか，やる必要があるのか

ということは私は考えた方がいいかと思います．

そういう限られた大会ならばいいのですがジュニ

アユース，ユースの教育を考えればある程度はや

はりセルフケアをさせるというのがポイントで

す．基本的には代表の選手だからあるとこまでは

自分でセルフケアをし，それ以上のものに対して

トレーナーがきちっとやるというようなシステム

をもう少し考え直した方がいいのかなと思ってお

ります．というのは，代表のベテラン選手でケア

しなきゃいけない選手はいるのですが，それを見

て若い選手まで同じような待遇を受けることが当

たり前だとするのは，ちょっと問題あると思いま

す．トレーナーやドクターがやるべきこととやる

べきでないことをもう少し2002年に向かってきっ

ちり分けた方が長期的には選手は伸びていくとい

う風に考えております．

池田氏：浦上さん，今回の代表は，育成時期にし

っかりとした教育を受けていない選手がかなりの

パーセンテージだったと思います．その中で選手

の個別性に基づいたメニューを選んだり，栄養の

バランスを考えるという苦労がかなりあったと思

いますが，今後も継続してこのようなスタンスの

サポートで良いでしょうか．

浦上氏：栄養の知識や理解を得る機会，食事環境

とも大事な局面を迎える前にいろいろな経験して

おいた方がいいと思います．代表としてワールド

カップの最終予選に臨む時になってハタハタと取

り組むのでは遅いですから．それから厳しい環境

や気候条件では，食事が栄養摂取のためとプラス

のメンタル効果を与える時間となるような食事体

制は必要だと感じます．選手が普段食べているよ

うな食事を専属の日本人シェフに提供してもらう

ことが過剰なサポートではないと思いますが．円

滑なサポートを行うために，スタッフ同士でよく

話し合っておくことも大切ですね．

池田氏：最後に田中先生，テクニカルレポート作

成等で，今後もっとこういう所に力を入れたり，

あるいは改善していく必要がある部分がありまし

たらお願いします．

田中氏：その点では繰り返しになりますが，ボー

ルを追いかけた場面だけじゃなくて，ボールが無

いところでどうしてるかということでやってきた

いと思っています．ポジショニングの問題とか，

全体のバランスとか，それから，後もうひとつは

戦術的な目といいますか，テーマの設定や，どう

いう場面の分析が欲しいんだということに基づい

ていく．例えばイタリアのサッカー協会にいった

時に丁度クロアチア戦で２点目取られた時のビデ

オ分析をしていました．それは何かというと中盤

でのプレッシャー不足の典型的な例として，この

日本の失点をピックアップしてるんだというよう

な言い方をされて，そういうような分析というの

もこれからどんどん進めていきたいという風に考

えています．その点ではゲーム分析に関わってる

とか興味のある方とか実際にやってるという方が

たくさんいらっしゃると思いますので，是非アイ

デアとかご協力とかお願いしたいと思っておりま

す．

池田氏：時間もかなり過ぎてしまいましたので，

これで最後にしたいと思いますが, 2002年に向け

てというテーマで今まで２時間45分ほど話をして

きました．各シンポジストの方から経験に基づい

た貴重なご意見をいただきました．そのベクトル

が合えば, 2002年に向けての方向が見えてくると

思います．ここに来られているフロアーの指導者

あるいは研究者の方，また実際現場でワールドカ

ップに携わったシンポジストの方達，それぞれが

今回頂いた意見等を参考にベクトルをひとつに合

わせて, 2002年の成功に向けて各方面からサポー

トしていきましょう．

　

本日は長い間ありがとうございました．
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編集後記

第19回サッカー医・科学研究会は大変盛況のうちに終わることができました。

そこでの研究発表および特別講演、シンポジウムの内容を載せた報告書がで

きあがりましたが、これらの成果を踏まえてシドニーオリンピックあるいは

2002年我が国で開催されるＷ杯に向けて代表チームの強化が進められること

を期待します。これはスポーツ医・科学からのサポート、そしてそれらを支

える地域社会の環境整備とサッカー振興、これらが一体となって可能となる

ものです。この報告書がその流れの一助となれば幸いです。
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